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新潟県教育委員会てはここ十数年、高速道路や国道バイパスの建設に伴って,

多くの遺跡一埋蔵文化財一の発掘調査を実施してきた。しかし,新潟県における

文化財の調査はこれに始まるのてはなく,早くから重要遺跡の調査・報告を行な

つてきた。昭和27年の佐渡千種遺跡,昭和32年から34年の磐舟棚推定地遺跡の調

査はその一例てある。

地方の歴史は『日本書紀』などの記録からだけて'はほとんどわからない。文化

財はそれだけてはものを語らないが,十分な調査を積み重ねることによって,実

に雄弁に歴史を語る。特に地下に埋れた遺跡は古代のムラの姿や人々の暮しを生

き生きと語ってくれる。

本書は国道7号新新バイパスの建設に伴って実施した聖篭町山三賀Π遺跡の発

掘調査報告書である。山三賀に古代のムラが存在したことは,もちろん現在に伝

えられる当時の記録には書かれていない。調査は遺跡の一部を発掘したにすぎな

いが,古墳時代,奈良・平安時代の住居跡が約100軒も見つかった。出士した古墳

時代前期(約1500年前)の士器は,当時の政治の中心、地である畿内地方から直接影

響を受けたものてあり,この時期,畿内文化が阿賀野川を越えて浸透していたこ

とがはっきりとうかがえる。また,奈良・平安時代(約1200年前)のムラは律令体

制の盛衰とともに,成立・崩壊したことがわかり,当時の政治勢力と深く結びつ

いたムラであっ九ことが知られる。そして,多くの住居跡や出士品は当時の人々

の暮らしむきを今に伝えている。

3か年にわたる調査期問中より,この遺跡は地元をはじめとした多くの人々の

注目を集めてきた。聖篭町ては新しい歴史のない町という認識も変りつつあると

聞いている。これを契機に地域の活性化につながることが,いくらかてもあれば

幸いてある。

調査に当たっては,建設省北陸地方建設局新潟工事事務所に格別の御配慮を賜

に1条甚なるり,聖篭町教育委員会には多大な御協力と御援助をいただいた。 ^^

謝意を表するものである。

序

平成元年3月

中邦正

新潟県教育委員会

教育長田
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せい，，う さんが

本書は新潟県北蒲原郡聖篭町大字三賀字白通905番地他に所在する山三賀II迫跡の発掘調査報告百r

てある。

調査は，一般国道 7号の新新バイパス（新潟一新発田）建設に伴い，新潟県が建設省から受託して実

施した。
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調査主体は新潟県教育委員会てあり， 昭和60年 ・61年・ 62年度に発掘調査を， 昭和62年 ・63年度に

4
 

報告書作成にかかる整理作業と報告書刊行を行なった。調査と整理の体制は第III章に記した。

出士迫物と調査にかかる資料はすべて新潟県教育委員会が保管している。追物の注記は， 山三賀II

追跡を示す「山II」に出土地点を併記した。 また，本書に掲載した迫物については，本街の固面の番

号を併記し，別に保管してある。

5
 

本書の作成は新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職員があたった。ただし，本書の 「第VI章 自

然科学の分析 ・調査」の土器の胎土分析は奈良教育大学教授三辻利ー氏，鉄滓の分析は大澤正己氏に

それぞれお願いし， その分析結果について玉稔をいただいた。

6
 

本魯の作成は中島栄一 （新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長）の指導のもと坂井秀弥（同文化財専

門員）が担当した。本文の執箪は坂井のほか，赤羽正春（同文化財主事），藤巻正信 （同主任）， 山本幸俊

（同文化財専門只），梶良成（同）， 田辺早苗（同文化財調査員），本間桂吉（同），柳恒雄（前文化財専門

員， 現長岡市立関原小学校教諭）があたった。執筆分担は， 第II章48が赤羽，第II章4A・ 第V章3C

が山本，第VtflA・Bが田辺．第v章lCが藤巻．第V意3B2)・3Dが梶，策V姦2B・第V泣3E・F

が本間，第V章2A2)・3Bl)が坂井 ・梶，ほかが坂井てある。第W章3の追構各説は調査員が作成し

た追構カードをもとに坂井が執 したものてある。第v章lA・Bについては田中蛸（同文化財調査員）

7
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，
 

の協力を得た。作成に関する作業分担は第III章 2に記した。

本書の構成は本文と巻末図版（図面 ・写真）からなるが，読むにあたっての具体的なことがらについ

ては次頁の凡例に詳述したのて，参照されたい。

本魯の内容を一般の方々に御理解いただくため，平易な解説文を巻頭に用意した。また調査成果の

要約を巻末 (234頁）に付した。

発掘調査から本の作成に至るまて，下記の方々から多大な御教示 ・御協力を得た。厚 く御礼申しJ:.

げる。（敬称略，五十音順）

阿部恭乎．宇野隆夫，大澤正己，春日真実，金子拓男，川上貞雄，）ii村浩司．北野博司，小林昌二，

田中耕作，津野品田高志， 関 雅之， 田嶋明人， 仁，坪谷 諭， 手嶋勇平， 藤井三好， 三辻利一，

吉岡康暢加治川村教育委員会，五泉市教育委員会， 豊浦町教育委員会，羽茂町教育委員会，北方博

物館， 山三賀迫跡を語 り継く、会，北陸古代土器研究会



凡 例

1本書は本文・別表と巻末図版からなる。巻末図版は図面と写真で,おもな遺構・遺物の実測図およ

び写真をおさめる。

2遺構番号は調査現場で付したものをそのまま使用した。番号は遺構の種別ごとに付さず,すべて一

連である。種別は竪穴住居(SI),掘立柱建物(SB),土坑(SK),その他(SX)で区別し,番号の

先頭に付した。

3検出されたおもな遺構については別表1,古墳時代,奈良・平安時代の土器については別表2に,

それぞれ一覧表をかかげた。

4遺構番号が調査現場における一連番号であるため,遺構・遺物の記述の順番は番号順にはなってい

ない。遺構・遺物の検索の便をはかるため,図版の図面には関係する本文・別表の頁をその都度指示

した。また遺構番号による索引を巻末に付した。

5本書で示す方位はすべて真北である。磁北は真北から西編約7度である。掲載した図面のうち,既

製の地形図等を使用したものについては,原図の作成者,作成年を示した。

6註は脚註とした。引用文献は著者と発行年(西暦)を〔〕で文中に示し,巻末に一括して掲載し

 た。

7図版の遺構実測図は1/200の全体分割図9葉,1/80の個別図32葉がある。全体分割図は北西から南

東の順に,1葉におさまる範囲を9つのブロックに分けたもので,1～9の番号を付し,それぞれ隣

接する図面番号を略図で各図版ごとに図示した。全体の遺構配置は第23図(36頁)を参照されたい。

個別図については関係遺構略図を図版ごとに付した。第m章2A参照。

8個別図にはすべての竪穴住居・掘立柱建物とおもな土坑の実測図をおさめた。切り合う遺構は同一

の図面として作成し,一部の近接する遺構も同様の扱いとした。実測図の順番は原則として,遺構配

置により,北西から南東の順である。

9遺構実測図の表現方法等については48頁を参照されたい。

10遺物実測図は原則として縄文・弥生時代,古墳時代,奈良・平安時代の順に配置した。奈良・平安

時代は竪穴住居・土坑・その他の順で配置し,竪穴住居については時期を考慮したが,スペースの面

で必ずしも徹底していない。番号は時代と種類ごとに通し番号を付した。

11土器実測図の断面は種別で区別した。黒ぬりは須恵器で,それ以外は臼ぬきである。黒色処理,赤

彩,タールの付着などはそれぞれことなった網目(スクリーン・トーン)をかけた。網目の表示につい

ては図版ごとに記した。遺物実測図の表現方法等については106頁を参照されたい。

12遺物の記述の順番は原則として図版(実測図)の順番に従った。



山三賀にあった古代の村

^山三賀Π遺跡の発掘調査とその成果^

やまさんが

はじめに
せいろう

古代の遺跡が見っかった聖篭町は,新潟県の北部海岸部にあります。そこは新潟市の北西約

20km,車で約30分のところで,日本海に面した海岸には新しく新潟東港がっくられ,いまは工

業地帯として発展してぃます。この海岸には日本で最大といわれる新潟砂丘があ'り,海岸線に

平行して10列にもおよぶ砂丘のたかまりがみられます。遺跡のある山三賀はこのうちもっとも

内陸側の砂丘にあり,海岸線からは約5kmの位置です。付近一帯は畑や果樹園が広かるなかに,,

しぱた

民家が点在し,砂丘からおりた内陸側の新発田方面は一面の水田です。果物が豊富なところで,

サクランボか'とくに有名です。

山三賀に古代の村があったことは今に伝えられる当時の記録にはまったく書かれていません。

しかし,遺跡があることはかなり前から知られていました。遺跡を見っけたのは畠山佑二さん

(豊栄市在住)です。畠山さんはこのあたりの畑をたんねんに調べなか'ら歩き,多くの土器を
へいあんナ・じょうし,ん 'コ

ひろい集め,土器の文様やかたちから,ここに縄文時代から奈良・平安時代の遺跡があること

を明らかにしました。多くの遺跡はこのように土器や石器などの「もの」によって,はじめて

その存在が知られます。

今回この遺跡のなかに,建設省により国道7号の新新パ'イパス(道路)が建設されることに

なり,新潟県教育委員会が道路工事の前に,遺跡の内容を調査することになりました。道路工,

事がはじまると,それによって地下に埋もれている遺跡かこわされてしまいますから,事前に

学術的な発掘調査をするのです。発掘調査は建設省と町教育委員会の協力のもと,昭和60年か

ら62年まで,通算約12か月にわたりおこないました。発掘作業を手伝っていただいたのは,聖

篭町を中心とする地元の多くの方々です。発掘した面積は13,600が(約1町3反)'です。発掘調

査か終った後,2か年にわたり調査の記録や士器などの出士品を整理し,この報告書をっくる

作業をおこないました。

今回の発掘調査で,聖篭町の山三賀には古代の村

があったことがわかりました。調査の細かなこと

につぃてはこのあと詳しく述べますが,これまで

このような調査報告書の内容が専門的すぎて,

般の方々には理解しにくいという声を多く聞きま

す。そこで,本論に先立って調査でわかったこと

をわかり易く述べてみました。そのためごくぉおま

かな内容ですが,その点をご理解の上お読み下さい。



調査の結果

発掘調査は地表面から少しずっ士を掘りなか'ら,土器や石器,住居の跡などを見っけます。

住居の跡などは土の色や性質などを注意深く観察することによって見っけることができます。

また,士器や石器は出土した地点や状況を記録しなか'ら掘りあげます。住居跡の状況なども記

録します。記録はおもに図面と写真にとります。一般に発掘作業というと,土器を注意深く掘

り出すような軽作業ばかりと思われがちですが,シャベルで掘る作業も多く,士の運扮鄭こはべ

ルトコンベヤーやパワーシャベル,ダンプも使います。

調査によって,遺跡は三っの時期にわたることがわかりました。一番古いのは今から約2500
こ 、;.J【、

~如00年前の縄文時代,次は約1500年前の古墳時代,そして約1200年前の奈良・平安時代です。

このうち縄文時代の住居跡はありませんでしたが,古墳時代と奈良・平安時代の住居や倉庫の

跡が約130棟も見っかりました。古墳時代や奈良・平安時代の昔から山=賀の地に村があったの

です。どうして村の時代や時期がわかるのかは,そこから出士した士器の種類や文様,かたち

などの特徴からおぉよそ判断できます。士器は時代や時期によって,いろいろ変化するからで

す。発掘調査は県内各地でもさかんにおこなわれてぃますが,これだけ多くの住居跡が見っか

つたのは初めてです。そのほかにもたくさんの出士品があり,土器ぱかりではなく,日本で最
わど5かい゛15(ちん)

初の貨幣とされる和同開珎やべルトの金具などもあり,各方面から注目を集めることになりま

した。

古墳時代の村

古墳時代は今から1600年から1400年前の西暦300年頃から600年頃で,今の奈良県や大阪府に勢
やまとちょうて、

力をもった大和朝廷を中,じ、とする統一国家がはじめてっくられた時代です。その勢力は西日本

ばかりではなく,関東・北陸,東北地方の一部まで及んでいました。この頃の豪族はさかんに
あやめーメカ

大きな墓(古墳)をっくり,新潟県でも多くの古墳が見っかってぃます。巻町の菖蒲塚古墳は
ぜんほ'う二うえん'、んはちまんやま'.

全長50m以上の前方後円墳ですし,最近見っかった新津市の八幡山古墳は直径55m以上の円瑠

竪穴住居の構造

r竪穴」εは地面からたてじ掘0た穴のこし。
穴の上に屋根をかけたものが竪穴住居て、ある。
穴の深きは数.10cm。

たて



と考えられてぃます。この時代にはすでに稲作と金属器が大陸から伝来しており,鉄の斧や鍬
かま

・鎌などか使われていました。

山賀の古墳時代の村は西暦300年頃から400年頃にかけてのもので,住居跡が12棟見っかりま
力てあむじゅうきょ

した。住居跡は竪六荏居と呼ぱれるものです。竪穴住居はわが国の原始・古代の代表的な住ま

いで古墳時代以降の住居の平面形は正方形にちかいものです。大きさはさまざまで,小さい,

もので約6畳,大きいもので約40畳標準的なものは10~20畳くらいです。 1棟の住居には5
,

~6人か往んでぃたと考えられます。住居は地面を掘りくぼめて床をっくり,そこに屋根をか

けたものです。床は土間で,寝る場所にはワラなどを敷いたのでしょう。 20~30年で住居は建,

てかえられたと考えられます。
まがナ、まくナ,ナ、ま

この時代の出土品は大部分が士器で,ほかに玉(管玉・勾玉)か2点あります。土器はすべ
はじき

て素焼きで,「土師器」といいます。米などを煮炊きするカメ(Aの鍋・釜にあたる),何かを
きだ、

たくわえるツボ食品を盛る高杯、おまっりなどに使う小さなツポとこれをのせる台(器台),

が'、りょう

などがあります。なかには特別に顔料を塗って赤くしたものがあります。これらの士器は当時

の中心、地である近畿地方周辺で使われた土器と同じかたちをしており,この地方に大和朝廷の

勢力が及ぴ,この地方がその文化圏に含まれていたことか'よくわかります。

わ

、.'.、

.4、↓.1.

XV
、'

奈良・平安時代の村

今から約1300年前に,天皇を中,じ、とした政治のしくみが整い,そのもとで地方が支配されて
えち:のくにぬむりのこおり

いきました。山=賀のあたりは越後由沼垂郡に属してぃました。山ご賀のこの時期の村は古墳

時代からずっと継続して営まれたものではなく,西暦700年頃にでき,約200年問ずっと継続して
もι1 ナ、てば'ナ

営まれ,900年頃にはなくなりました。発見された住居跡などは竪穴住居約90棟と掘立柱建物か

おの

古墳時代(約1500年前)の土器
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約30棟にのほ'ります。これらは200年間にわたって建てられたもので,時期の住居の数は10数

棟と考えられます。しかし,これは発掘したバイハスの敷地内だけの数字であり,発掘しなかっ

た場所を含めると,少なく見積もっても山一賀周辺には30棟以上の住居があり,200人以上の人

々が住んでいたと考えられます。このほかにもこの周辺には同ヒ時期の村々があり多くの住,

居が建ちならんでいたと思われます。

奈良'平安時代の竪穴住居は,大きさは古墳時代のものとほとんど同じですが 1棟ごとに,

作りっけのカマドをもっていました。カマドは朝鮮半島から仏わったもので,調理や暖房に使

われました。カマドは粘土でっくりますが,中には使ったあとの土器を芯に入れたものがたく

さんあります(61頁.第31図参照)。カマドに土器のカメをかけて,米を煮炊きしました。どの

住居にもだいたいカマドがあることから,ひとっの住居で生活してぃた人々は,つねに食事を

ともにしていたと考えられ,これか'もっとも基本的なまとまり(家族)といえるでしょう。

掘立柱建物とは地面に穴を掘って,直接柱を立てるもので,高床式の倉庫と居住用の苹亀釜

住居のっがあります。高床式の倉庫は約10棟で,大きさは4坪(8畳)くらいの小さいもの

が大半です0 これに対し,居住用の平地式住居は10坪(20畳)以上で,平均的な竪穴住居より

大きいものが多いのです。竪穴住居の大きさは出士品からみて,住人の身分や畔層と関係する

ようです0 大きな住居は村の有力者のもので,平地式住居も面積からみて有力者の住まいと考え

られます0 平地式住居は村ができた奈良時代にはなく,平安時代に入る頃から建てられるよ、
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になりますが，それはその時期になると，大きい竪穴住居がみられなくなることから推定され

ます。高床式倉庫は，村ができた当初から，村共同の稲などの財産を貯蔵するために建てられ

たものでしょう。

奈良• 平安時代の出土品は土器のほかに，鉄製品などの金属製品，／石製品，貨幣などがあり

ます。これらは木などとちがって腐りにくいもので，現在まで残っていたものです。当時はも

ちろん木製品やワラなどで編んだもの，あるいは繊維製品が豊富に使われていたはずですが，

腐ってしまい残っていません。
はじき

土器には焼き方のちがう 2種類があります。ひとつは古墳時代と同じ土師器で，肌色か赤茶色
すえき

をしており，やや軟らかいものです。もうひとつは灰色で硬い「須恵器」で，山の斜面につくら
かま

れた窯で1000度以上の温度で焼いたものです。須恵器は 5世紀頃に朝鮮半島からわが国に伝え

られたもので，新潟県では奈良時代の初めから作られるようになりました。山三賀で出土した
ささがみ

須恵器の多くは，士器の土からみて10kmほど離れた笹神丘陵で焼かれたものですが，平安時代
こどまり はもち

に入ると海をこえた佐渡の小泊（羽茂町）からも大量にもたらされており，当時の物資の動き

が意外に広かったことがわかります。土師器は煮炊きをするカメ，須恵器は食品を盛りつける

杯（今の皿や椀にあたる）や米や液体などを貯蔵するカメ・ツボというように用途によって両

者を使い分けています。米の調理法は今とちがって，赤飯（おこわ）のように蒸すことが一般

的であったようです。

鉄の道具もたくさん見つかりました。新潟県で製鉄が始まったのは，須恵器と同じく奈良時

代のはじめ頃と考えられます。須恵器の窯がたくさんある笹神丘陵には，製鉄炉もたくさんあ

ります。鉄の原料は山からとれる砂鉄です。笹神丘陵で作られた鉄の索材（鉄のかたまり）が

土器には焼き方のちがう 須恵器 （すえき）と土師器（はじき）が

あります。須恵器は食器や貯蔵容器，土師器は火にかけて煮炊

きするも のに使います。図の中央の長いカメだけが土師器。右

はし の須恵器の大ガメは高さ約50cm。

奈良•平安時代（約1200年前）の土器



村にもちこまれ,そこで鉄の道具に加工されたと考えられます。山三賀では実際に3軒の鍛冶
くわ すき おの こ力'丈:女かまキ

屋の跡が見つかりました。出土した鉄の道具には鍬・鋤の先,斧,鎌,小刀などの農工具のほ
はうすいしゃ

かに,'族(やじのや紡錘車などがあります。紡錘車は糸をつむぐのに使うもので,この村で

糸をつむぎ布を織っていたことを示しています。
,

めずらしい出士品にべルトの金具や和同開珎があります。ベルトの金具は銅でできたもので、

8点も出士しました。当時このようなべルトをつけることができたのは,地方の役人や有力者

であり,そのような人物か'この村に住んでいたことがわかります。 2点見つかった和同開珎

(708年鋳造)も,一般の人々にはなかなか入手できないものと考えられます。ベルト金具と和

同開珎は県内では数点しか出土していない貴重なものです。

ところで,この村は平安時代に入ってから約100年後に,急速に滅びてしまいます。その後,

江戸時代(17世紀)までの約800年間は,まったく人々の住んだ形跡はありません。この村は

どのようにして生まれ,どのようにして滅んでしまったのでしょうか。これはたいへん興味の

ある問題です。洪水や疫病などで村がなくなったのではないかと考える人もいるかもしれませ

ん。しかし,調査の結果では洪水を受けた痕跡はなく,疫病の流行もあまり考えられないので

す。それではどうしたのでしょう。

いま考えられる手か'かりとしては,山三賀に村ができた奈良時代のはじめ頃は,律崟休制か

整備されてくる時期で,国家が強力に農民や村を支配していった時代だということです。とく
あがきた ぬたりのさく いb'、hのさく

に新潟県の阿賀北地方(阿賀野川以北)は,中央政府が淳足柵や磐舟柵を設置し,その力が強

く及んだ地域です。記録によれぱ,北陸地方や長野県の人々が中央政府によって移住させられ

ています。また、山三賀という士地は,いまでこそ広い水田が近くにありますが,江戸時代に

新田開発されるまでは,この一帯は水田にはなりえない沼地で.農民が好んで住む士地ではな

かったようです。おそらく,この時代の山三賀の村人たちは,砂丘の高台に住みなか'ら,舟で

新発田方面に行っては農作業をしていたと思われるのです。このように考えると.,山ご賀に村

か*斤しくできたのは,中央政府の強い力によるものといえそうです。そしてその律令体制か,

くずれてゆく時期に,人々は水田の得やすい平野部に移り住み,村がなくなってしまったので

はないでしょうか。このことは山三賀にあった古代の村のおかれた地域性と時代の状況から,

十分に推測できることです。山三賀の地にかって営まれた村の成立と消滅は,まさに当時の社

会と政治の動きを象徴しており,そこに大きな歴史の流れと密接にかかわった人々の生活が,

あざやかによみがえるように思われます。
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'跡の発見聖篭町山三賀周辺の砂丘地に遺跡が数多く分布していることは,かなり以前から知られてい

た。聖篭町近辺の遺跡は畠山佑一氏(豊栄市在住)が精力的に踏査し発見したものが多い。『聖篭町誌』

〔聖篭町誌編纂委員会編 197幻には山三賀出土として縄文時代中期の士器,古墳時代末期~奈良時代初頭の

須恵器杯蓋,平安時代の須恵器長頸瓶の写真が掲載されている。昭和50年に県教育委員会(以下「県'教委」
、,

とする)の遺跡力ードに登録された「山=賀遺跡」が,これらの士器の出土地と思われる。

今回の調査対象となった「山三賀11遺鋤、」は,新新バイパス建設に伴う分布調査によって新たに発見さ

れたものてある。分布調査は昭和50年6月,県教委によって実施され,山三賀地内て発見された遺跡は従

来知られてぃた山三賀遺跡とは別の地点てあることから,従来の山三賀遺跡を「山三賀1遺跡、」,新発見の

遺跡を「山=賀Π遺跡」とした。このほか,蓮野地内においても新しい遺助.(正庵1遺跡)が発見された。

山三賀Π遺跡と正庵1遺跡は,パ'イバス法線内に存在することから,今後調査が必要と判断され,その旨,

建設省北陸地方建設局(以下「北陸地建」とする)に通知された。

バイパス建設新新バイパスは新潟市から青森市に至る日本海縦貫道の国道7号のバイバスて',辛笊尉市

と県北部の中心地てある新発田市を結ぶものてある。

山三賀Π遺跡の調査にっいて,北陸地建との具体的な協議がもたれるようになったのは57年度以降てあ

り,当初,用地買収や]二事工程の関係から,59年度上半期に調査の希望があった。その後再々協議しなが

ら,県教委は他の調査や人員との関係から,とりあえず遺跡の内容を把握するために確;忍、調査を実施し,

日程や予算の計画を立てることにした。

確認調査確認調査は昭和59年4月9日・10日に実施した。計18か所の試掘坑(約10omりと,2条の試掘

満.(幅約2m ・長さ計約140m)を設定し,士層・遺勃山遺構のあり方を調査した。その結果,部分的には耕

作による撹乱を受けてぃるものの,遺物包含層が存在することを確認、し,縄文,古墳,奈良・平安時代の

多量の遺物と,遺構と思、われる落ち込みを検出した。これらの所見と地形を勘案すると,道路法線幅約65

長さ約180m,面積約12,ooom・の範囲の全面調査が必要とされた。ただし,町道より北西側は今回のm,

調査ては資料'不足てあり,今後さらに大規模な試掘が必要とされた。

正庵1遺跡にっいては遺物包含層が全く存在せず,これまての耕作等によって遺跡が浬滅し,発掘調査

の必要はないと判断された。

本調査にむけて山三賀Π遺跡の本調査の日程は,59年度に協議され,60年度中に実施し,61年度に持ち

越すことにした。60年度には,本遺跡と同じメンバーて出雲崎バイパス,上新パ'イパスの調査も予定されて

おり,本遺跡の調査開始は当初より秋になるものと見込まれていた。上新パ'イバスの調査が10月中旬に終 f

する目処がっいた9月下旬に至り,山三賀Π遺跡の調査開始を10月下旬とした。県教委ては教文第924号て

文化財保護法第98条の2の発掘通知を文化庁に提出し,聖篭町教育委員会の協力のもと,作業員募集など

の調査準備を行った。

第1章調査に至る経緯

調査に至る経紳



はじめに

第Ⅱ章遺跡の位置と環境

山三賀Π遺跡は新潟県の北部,北蒲原郡聖篭町大字三賀字白通に所在する。新潟県の県庁所在地てある

新潟市より北西へ約20km,車で約30分のεころにある。

本章tは山賀Π遺跡をとりまく,地理的・歴史的環境にっいて述べるが,各節においてとりあげるこ

とがらについて,その'旨を記しておきたい。

砂丘遺跡周辺の地理的環境てもっとも注目されるこεは,当遺跡が砂丘上に立地することてある。第

2節てはまず,この砂丘の形成史と現在に至るまての地形の変動にっいてとりあげる。この砂丘はわが国

て最大の規模といわれる新潟砂丘てある。遺跡の存在する阿賀野川北部ては海岸線に平行して約10列もの

砂丘列が並んて'いる。遺跡はこのうち内陸側に立地し,海岸線から直線距雜て約5kmある。したがって,

海岸砂丘てありながら,現在tは海と直接関係することは少ない「内陸砂丘」てある。地形は般C不変

なものて'はないが,砂丘はとくに変動が大きく,発掘された遺構の状況もそれを示してぃる。

原始・古代第3節てはおもに原始・古代の歴史的環境を述べる。文献資料・による淳足柵・磐舟柵をはじ

めとした東北経営などの古代史にもふれるが,考古学的資料により,越後ても「東北色」の強いこの地域

の特色じついて述べる。

近世・近代第4節では近世・近代における歴史的環境にっいて述べる。古代の遺跡てある当遺跡てはあ

るが,現在の地理的環境・景観はおもに近世以降の開発によってっくられたものてある。いま遺跡の立地

する砂丘の内陸側は一面の美田地帯となっている。しかし,かってそこには多くの潟湖を擁した広大な低湿地

が存在していたのてある。大規模な砂丘が存在したことにより著しく排水不良の地形となり,現在の状況か

らはおよそ想像て'きない景観てあった。古代の当遺跡を老えるとき,このことは重要てある。また,方

てはこのような環境tあったことにより,広大な内水面を形成し,それが人や物の動きに大きく作用した

ことが想定される。古代遺跡の報告にあえて近世・近代の開発史と水運をとりあげた目的はここにある。

地域区分にっいて現在,聖篭町は北蒲原郡に属している。越後を地域的に大別する場合「上越」..「中

第1表越後(北半部)の地域区分概念
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第1図遺跡の位置と環境

覧新潟平野における主な放水路と潟の開発
拓干潟 の

事開発年代

⑯火河津分水ιの側連て円1承応 1年(1652)

0-

一条

3

^^

'ず^
^

延宝 2年(1674)頃

亨保16年(1731)

享保16年a73D

紫雲寺潟

鳥屋野潟

潟火月

潟岩舟

白蓮 潟

潟大

潟田

潟

潟

温

^

(番号は第 1佐1参照)

記

近世前期より周辺の開郷tttめ4れ,
寺倭道」 h 放水 L干・拓。

拓

松ケ時放水路{:よ「て干能化。

杜ケ"放水路1:より周辺干剛ヒがすtめちれるが,現在まて水面が
残されている。

落堀川ι:よ「τ,全面干拓される(杠戸暮府享保改革の政靭.
享保年問より周辺の干拓がtすし・が,現在tて水而1"1されて、、る。
干拓

于拓

干拓

新川畝水路{:より,周辺の干拓がすtむ。昭和25年頃全面干拓。
同上

新川欣水路ι二より,周辺の干拓がtすし。昭乳川年全面干拓。
何回力・の破堤1:より,次靭:埋り,弘化年卸:開墾きれる。
同上

嫡曽山匪道捌削:しもなし・干杯。

享保18年(1733)

亨保年問a716~)

近世中頃一

天明年問(1781~)

寛政年階K1789-)

文政3年Q82の

文政3年(182の

文政 3年(1820)

弘化年問a844-)

弘化年問Q844-)

昭和14年(1939)

山地・丘陵

砂丘

名称

松ケ岫放水路

(アーバン・クボタ』17より作"艾)

水路の 1剖削

小記開削年代

阜保16年.(1731)加き川の悪水吐ιしτ倒削しk もの
が,阿賀引1の雪代洪水て本澁化L力。

亨:保18年a733)紫喜寺潟の干打1{:しちlbて1副削。
文政3年a820)愉劃1佐片の西而原一継の得水の之

め側削。

明治21年(1888)荒11Ⅱの分離のkめ制削。
明治36年(1903)大河;主ケhよli工以前1:島M11Ⅲ1水の

kめ開削。

大正 2年n913)詞賀野川ιの分離の力め1叫削。価筱
"本海へ放流。

大正 9年a920)火河津分水1小1:よる補儘1小ιし
τ掘削。

大正11年(1922)新潟平野の水害克肌の1幼倒削。

昭利 9年(1934)阿賀野川ιの分陰の力め11削。
昭和14年(1939)矢11艦妓倩の俳水の1幼掘削
昭利43年(1968)同」
昭利47年a972)新謝市断の水害防御むざの力め開削
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はじめに

越」'「下越」の三区分とするのが一般的てある。北蒲原郡は下越にあたる。下越は下越後の意味てあり,

南北に長い越後の北部をさす。現在の行政区分ていえぱ,西蒲原・中蒲原郡より北東部にあたり,新潟市.

新発田市・村上市なεの都市がある。

古代においては北蒲原郡の地域は「沼垂郡」と呼ばれていた。沼垂郡の南西側の境界は阿賀野川てあり,

隣接する蒲原郡ι対していた。阿賀野川は越後における大きな「境界」である。一般に阿賀野川以北の地
あがきk あがきh

域は,北部の磐船郡を含めて「阿賀北地方」と呼ばれてぃる。中世においても「揚北」と称されたように

これは歴史的名称てある。この地域性を端的に表現すれば,東北色てある。それは現在のことぱが東北系

てあることにもあらわされている。当地方の地域性は第3節においても述べることになるが,この地域性
は占代の当遺跡を理解するとき,重要な側面と考えられる。

気象条件(第3表)新潟県は日本海岸の気候であり,冬に雪が特に多いことで知られてぃる。しかし,雪

の量は新潟県内でかなりの格差があり,海岸部に位置する聖篭町の周辺は,かなり少ない地域にあたる。

聖篭町よりゃや雪の少ない新潟市にっいては,雪の初日はⅡ月27日,終日は 3月30日て',最大積雪加は数

10cmて',1 m をこえることはまずない。また,1月・ 2月てもまったく積雪をみない期問もある。冒0篭町
周辺もほほ'これι同じ状況かと考えられる。

降水量の季節ことの差はさほど大きくはない。梅雨は入梅時の6月は雨量が小なく,梅雨あけ間近の

7月に集中する0 一方,秋から冬にかけても雨量が多い。10月以降は日本海側特有のしぐれる日が多くな

り,いったん天気が崩れると数日北西の季節風を伴った雨が続く 0

気温は 2月がもっとも低く,8月がもっとも高い。しかし,最低の 2月tも平均気i0は氷点下には下ら

ず,終日氷点をこえない真冬日も,一年て数日しかない。夏に気温が高くなるのは,梅雨明けの7月20日

頃より後て',8月まて、真夏日が20日程度ある。この時期に気温があがらない場A rlA害となり,米の生

産量は著しく減少する。例年の真夏の暑・さは東京近辺とあまり差はないと考えられるが,その期問は短い
といえるであろう。

29.山倉遺跡(古代)

30.外新田遺跡

31.ニツ山遺跡(古代)

32.下ツ山遺鋤、(古代)

33.前畑遺跡(縄文・古代)

34.本賀遺跡(古代)

35.猿橋館跡(室WD

36.赤沼遺跡(古代)

37.飯島遺跡(古代)

38.干割遺跡(古代)

39.鬼 塚

1 ~ 5,30~32.紫雲寺町

6 ~29,' 33~34.聖篭NI

35~38.新発田市

第3表

9.1
平均気温

周辺の気象状況

1月 2月

降水量

第4表周辺の遺跡一覧

1.庚山遺跡 (古代)

2.小島遺跡 (古代・中世)

3.王子山遺跡 (縄文・弥生・古代)

4.白山島遺跡 (縄文・古代)

5.妙広寺石仏 (鎌倉)

6.真野Ⅱ遺跡 (古代)

フ.真野1遺跡 (古代)

8.丸潟飛地屋敷遺鋤イ古代)

9.桃山遺跡 (縄文・古代)

10.長山辺遺跡 (古代)

Ⅱ.金港遺跡 (古代)

12.木ノ株遺跡 (古代)

13.稲の平遺跡 (古代)

14.諏訪山Π遺跡(古代)

1.4

233.4

0.8

3月

141.9

4.0
4.4

4月

120.2

10.フ

(次頁第 2 図と対照)

15.諏訪山遺跡(古代)

16.聖篭観音遺鋤、(縄文'1'.古代)

17.山大夫遺跡 G尓生・古代)

那.山緑遺跡(古代)

19.聖篭山遺跡(古代)

20.山=賀Ⅱ遺跡(古代)

21.追分遺跡(縄文・古代)

22.山三賀 1遺跡G尓生.古代)

23.二本松遺跡(縄文小.晩・弥生.古墳)
24.蓮野1遺跡(古代)

25.三辺遺跡(古代)

26.正庵Ⅲ遺跡(古代)

27.正庵Π遺跡(古代)

28.正庵1遺跡(古代)

5月

IU.1

15.9

6月

132

20.3

7月

145.3

23.6

観測1地点:中条町,1978~1988の平均値

8月 9月 10月 11月12月

212.フ

25.8

136.2 161.8 200.7 242.1 232.フ

(資料提供:日本気象協会新潟センター)

20.9 14.9
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2地理的環境と新潟砂丘の地盤変動

A遺跡をとりまく地理的環境

1)地形概観

山三賀II遺跡は,新潟平野を横断する阿賀野川の北方,平野の北辺部にあり,海岸線に平行して10～数

列に発達した砂丘列の,最も内陸に近い砂丘上に立地する。砂丘上でも,砂丘の頂部からやや内陸側に寄

った部分で,背後の沖積平野に面している。標高は約5～6mである。以下に,遺跡をとりまく地形を概

観する。

新潟平野は,山地・丘陵との境界が直線的であり,平面形で不等辺三角形を呈する。特に,平野東縁は,

北北東一南南西方向の新発田一小出構造線〔山下1970〕と,それに平行した裾曲構造をもつ丘陵等に限ら

れている。構造線の東側の東部山地区〔新潟第四紀研究グループ1971〕には,北から朝日山地,飯豊山地,

櫛形山脈,五頭山脈,越後山脈が連なり,県境に至る。そして,その西側で,東部山地区の前面には,第

四系の笹神丘陵と,裾曲構造の発達した新第三系の新津,五泉丘陵,栃尾・下田丘陵等が連なる。

平野西縁は,同じく北北東一南南西方向の裾曲構造をもった定高性のある新第三系の刈羽・三島丘陵と

接し,その北延長の平野の最も広いところに弥彦山地をもつ。弥彦山地は,新潟平野から浮び上がったよ

うに独立し,日本海の波浪の防波堤として平野の成長を助長してきたものと考えられる。

平野中央には,膨大な量の土砂を運搬し,地盤の沈降と平行して,厚い沖積層を堆積してきた信濃川と

阿賀野川の2大河川が流れ,日本海に注ぐ。前者は,本県の地形地質の一般方向に流れをもち,平野を縦

断する。後者は,飯豊山地,越後山脈を切り,平野を横断する形で北西に流れる。そして,平野の前面す

なわち平野北縁には,延長約70kmの新潟砂丘が海岸線にほぼ平行して発達している。この大量の砂丘砂も,

2大河川の供給物と考えられる。

阿賀野川以北においては,荒川・胎内川・加治川が,背後の山地から狭い平野部に直接流れ出し,その

山麓の谷口に扇状地を形成しているが,過去には,いずれも海への出口を前面の砂丘によって止められ,

乱流していたと考えられる。特に,茄治川は,砂丘に沿って流下し,阿賀野川・信濃川に合流していた痕

跡がみられる。また,信濃川中流の平野への出口,すなわち長岡周辺においては,豊富な地下水を砂礫層

に含む「古信濃川扇状地」〔櫃根1985〕が地下に存在する。

しかし,山三賀II遺跡の背後の沖積地をも含む平野の中央部では,2大河川をもちながら,扇状地の発

達がきわめて悪く,河川の蛇行帯が広がる。そして,現在の穀倉地帯の美田が見られる以前には,2大河

川や中ノロ川等が著しく流路を変え,くり返し氾濫していたことがうかがえる。それは,古い沖積段丘を.

も埋没させている広い氾濫原と,細長く連続した自然堤防,そして,その自然堤防にとり囲まれるように

残こされた大小たくさんの湖沼(福島潟,鎧潟等)や後背湿地,砂丘間低地(鳥屋野潟,佐潟等)の分布によ

るところである。

2)新潟砂丘

山三賀II遺跡の立地する新潟砂丘にっいて触れる。新潟砂丘の研究については,遺跡の発掘調査,海岸

6



浸食.地盤沈下・地震,工場や港の建設にともなう地盤調査,砂丘地の作物味鄭畜等に関連して占くから報

告されてきた。この研究が第四紀地史の中に位置づけられるようになったのは,新潟占砂丘グループ等の

団体研究力豫且織的に始まってからてある〔ネm尉古砂丘グループ197田。新潟古砂斤グルーフは,砂丘列の区

分にっし、て,主として腐植層の発達と人類遺跡とから,業斤砂丘 1・Π・1Ⅱという区分をし(1974),さらに

新潟砂丘の特徴,新潟砂丘と沖積層の関係にっいて検討を続けてきた。以下ては,同グループ a979)が新

潟砂丘の形成史について総括したものを借り,その概要にっいて述べてみたい。

新潟砂丘は,北は新潟平野の北東端の村士.付近から,南は弥彦山地の角田山飴に至るまて延々と発達す

る。北東一南西方向の海岸線に沿った横列砂丘てあり,他の砂丘に例をみないほど数多くの砂丘列からな

る。砂丘列は,砂丘の中央部にあたる新潟東港付近で最も多く,10列を数える。また,信隈川と1河賀野川

にはさまれた亀田付近て最も内陸まて'分布し,海岸からの距跳は約10kmにもなる。しかし,北束および南

西に向かって,砂丘列は収斂してぃき,これらはヒ下の関係て、重なっている。形成期にっいては,完新世

の砂.丘堆積物からなり,古砂丘.と区別して新砂丘.と称している。

a)新砂丘 1

最も内陸側に分布する砂斤列群で大きくみろと4列の砂丘列からなる。これを内陸側より新砂丘'11,

1-2,1-3,1 4と称してぃる。全体としては,大きな円孤をえがいて分布するが,標局は平野の周辺て'

高く,中央部て'低くなる。特に,最も内陸側の新砂丘 1 1は,標局5 m以下,延長4km程度の島状て断続,

的な分布になってぃろ。途切れてぃる部分の部は,淋晞責面下に埋没している可能性がある。また,新砂

丘12にっいてみると,砂丘砂の粗度組成は砂丘列の東の方て粗粒になっている。このことから,新砂丘

1の砂丘砂は東から西へと供給されてぃたこと,そして,現在新砂丘 1 を切って流れる1河貞野川は,この

砂丘列群の形成当時には別の位置を流れてぃたことが考えられる。砂丘の表面には,色の礎い黒色腐植層

があり,その下位の砂丘砂は,やや黄色味をおびた褐色砂てょくしまってし、る。新砂丘'11からは縄文前

期末葉以後,新砂丘.1 2,1 3,1 4からは縄文中期以後の遺物か配,士している。

C)新砂丘Ⅲ

景も海側μ二位置し,最も発達してぃる。信濃川以西て1列,その以東て'2列の砂丘列か認、められ,これ

を内陸側より新砂丘Ⅲ、1,Ⅲ 2と称してぃる。起伏に富み,標局は新潟東港付近て25~30m,南西1而の角

Π 遺跡の位置と環境

b)新砂丘Ⅱ

新砂丘 1の砂丘列群よりも海側にあり,新潟東港付近で最も多い4列の砂丘列からなる。これを内陸側

より*肺少丘Π 1,Π 2,Π 3,Π 4と称してぃる。阿賀野川を境にして東と西の砂丘列のえか'く円孤は異

なり,全体としては,阿賀野川河口てゃや海側に突出,し九「ハ」の字形の分布をなす。新潟東港付近で新

砂丘Πの砂丘列は新砂丘1の砂丘列を明確に切っており,両者の形成期の異なることを示している0 そし

て,標高にっいては,業斤砂丘Ⅱ・1,Π一2が10~15mの部分をもっのに対し,辛斤砂丘Ⅱ 3,Π 4は走』伏が小

さく,標高を 5 ~10mに下げる。また,新砂丘Π 2の砂丘砂の粒度組成をみると,阿賀野川河口て取も粗,

くそこから離れると細粒じなる傾向がでる。このことは,新砂丘Πの砂丘列の分布形状と合わせて,阿,

賀野川から供給された砂、がこの砂丘列の形成に大きく作用したことを示すものてある。砂丘表面の腐植層

はやや褐色をおびており,下位の砂丘砂、灰白色で新鮮な感じを示す。古墳時代以降の遉物の出士が知ら

れてぃたが,西蒲原郡黒埼町の緒立ては,新砂丘Ⅱ 2からさらに古い縄文晩期~弥生初期の遉物が出土し

ている。
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田浜t郭mに達し,新砂丘.Ⅲ 2の幅は約lkmにもなる東西て'砂丘列の円孤が異メ・り, t・角川句口で畏も

海側に突出した形で分布する。そして,新砂丘Πと同様に,砂丘砂の粒度組成とAわせると, t・池川か・

供給された砂がこの砂丘列の形成に大きく影響を与えたことがうかがえる。

砂丘表面にはほとんど腐植層が"忍められず,褐色の砂丘砂はくずれやtい。新砂丘Ⅲ 1からは須恵器や
宋銭が出士しているが,新砂丘Ⅲ 2からは遺物は出してぃない

過去のある時期に,それまで進行してきた砂丘の発達が停止すると,その産物として黒色~黒褐色腐栢
層が形成される。 これは,旧期クロスナ層と呼ぱれ,この上下関係によって完新世の新砂丘をさらに新る小

丘と旧砂丘に2分する新潟砂丘においては,新砂丘1の表面にこの旧期クロスナ層の形成が見られてぃ

たが〔*笊尉古砂丘グルーフ 1974〕,今川の調木て'は,北蒲原郡 0篭町'の大夫興野の辛斤刑、丘Π 1においても,

これに酷似した黒褐色腐植層が観察てきた。縄文海進以後,弥生時代を経て古墳時代の初頭に至るまでが

砂丘形成の停止期問て、あると推定されているしかし,則述のような新而小丘Π 2(黒埼町緒立)の出土、

を考慮すると,砂丘列の形成期にっいてはソ時の環境をも含めて検'寸の余地があろ"(第2図参照)。
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第3図周辺砂丘列の土層柱状図
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3)砂丘と後北湿地

山貞Π遺跡は,いわゆる旧期クロスナ層で被覆された旧砂丘新潟刑、丘ては新砂丘12 の上に
立地する0 海岸からの距雜は約5.5kmて'ある。このすく・北後には新刑、丘 1 1の砂丘列が島状に分布し,さら

に内陸伯には沖積地が広がる。すてに,新潟東港建設に伴うボーリング資料により,新砂丘Ⅱの基底は現
海面下 10~-16m,新砂丘Ⅲのそれは現海面下 6 mて'あると推定された〔新潟古砂丘グルーフ1979〕

そして,新砂丘Πの基底の方が深いことと,新砂丘11が島状じ分布してぃること から,砂丘列の全体ι

しての沈降が考えられた 最も古い新砂丘11が長い時間の沈降により沖積面下に埋没したことは十分に
考えられるのてある

本遺跡の発掘調査の原因てある国道7号新潟新発田パ'イパスの建設に伴い, A回新九にボ_,、、

資料〔建設省1986他〕を得ることがてきたこれは,新砂丘1,新砂丘Πおよび新る小丘1 二

長
1

'
b

灰
1
灰



の沖積地にかかるものて',砂丘.と後背湿

第5表新潟平野士質性状表
地の関係について解明する貴重な資料と

上質名 N値地層名 三己号・ 士質性状
ては,北蒲原郡聖篭町の蓮野なる。 ^^

含水多く軟質イ有機物を混入シノレト~
TS

から新発田市郊外にかけての区問(パ'イ シルト質粘土 する表上。

0~2 不均質な砂質土て全体に含水シルト混りバ'ス・センター杭N0695~N0834区問)に注目 Ums
(1)多くルーズて、ある。細砂~粗砂

する。
0~2 木片や腐植物を混入し,含水シノレト~i中

Umc
シルト質粘上 (1)多く粘性強くぉびる。

この区間の地盤は,上部粘性士層(1層
含水多く著しく軟質て',一部0 ~ 1

腐 植 」UmptTS,Π層Ums,1Ⅱ層Umc,Ⅳ層Umpt),上
二

(0)シルト質粘士を含も・。
稍

部砂質土層(V層US),上部砂・粘土互層 1~24 不均質な砂質土て',小砂や腐中砂主体
US

細砂~粗砂 aD 植物及びシルトをはさむ。

(Ⅵ層UC, UCS),砂丘砂層(Ⅶ層Sd),下
砂、質シルト~ 1~5 上部層は細砂を含むが, F位

UC
シルト質粘士(2)層はほぱ均質な粘土。世部砂質土層(Ⅷ層LS, LS創の 5層に大き

ト質砂 3 ~6 シルトを含む砂質tて、ルーズ。シノレ

く分けられる。上部粘性士層は,表土の UCS
砂(5)不連続なはさみ層。中

1層(TS),シノレト質細砂を主体とするⅡ 比鞍的均質な中砂て下部ては砂砂
中 砂Sd

よく締まる。層丘
層(ums),腐植物を混入する粘士のⅢ層

22~50 上部て'は貝殻片や木片を混入細砂、~
b共(umc)および腐植士のⅣ層(umP廿から 中砂(42)する。ほぱ均質な砂層。

礫混り中・粗砂 45~50 g3 ~10%以下の礫分にとみなる。いずれも, N値は 0 ~ 2回て非常 Isg
~砂礫(5のよく締まろ。

に軟弱な士層てある。特にⅣ層(umpt) 崩1亨, N価.の()内はその平均値を示して、、る。

は含水量が多く,泥炭状になっていろ。

上部砂質土層は,細砂,中砂,粗砂などの互層になっており,粗砂の部分には径2 ~ 5mmの礫も混入す

る。粒度分布の悪い砂層て'ある。これをV層(US)とする。平均層厚は 5 mを越えるが,深度9 m付近を

境にN値が変化するところがある。すなわち,上部は 9 ~15回,下部は21~26回を示す。全体的に締まっ

ている。上部砂・粘士互層のⅥ層は,ほぽ均質な粘士層(UC)とこれを不連続に介在するシルト質砂層

(UCS)からなる。平均層厚は6 mを越え, N値は3回前後を示す。砂丘砂層のⅦ層(sd)は比較的均質な

中砂て',下部ではよくしまっている。下部砂質土層のⅧ層は,細砂・中砂・粗砂層(LS)と砂礫層(Lsg)

からなる。砂礫は径2 ~ 5Ⅲmの細礫を主体としたものて',最大ても径20佃程度てある。 N値は,上部て20

~30回,下部て'50回以下となり,非常によくしまっている。このⅧ層は洪積世のものと判断され,砂丘砂

層(sd)の基盤となっている。

新砂丘1-3および新砂丘1-2については,その起伏が地形に現われている上に, N値14~28回のしまり

のよい砂丘砂層(sd)が厚く堆積してぃること力珀見らかtある(地点⑤,センター杭NO.735+15)。そして,辛斤

砂丘Π・1(1-4)と新砂丘 1-3の問の砂丘間低地には,腐植土層(umpt)をはさむ中砂が堆積し(地点①,同N@

695+6),新砂丘1-3と新砂丘1-2の問の砂丘問低地には,砂丘砂層(sd)の上位に粘土層が堆積している

仕也点④,同N0724)。また,新砂丘 1-2の背後には,上音畔占性士層の粘土(umc)と腐植土(umpt)が4~5m

の厚さで堆積してぃる(地点⑥,同NO.752)。以上は,砂丘と砂丘間低地の地盤の様子を明らかにした。

方,埋没したと考えられる新砂丘1-1の存在にっいて考察する。地形図の延長上てみると,この砂丘

列はセンター杭NO.765~790の位置に存在すると予想されるが,地形の起伏はi忍、められないし,地下の土層

においてはいbゆる砂丘砂層(sd)も存在しない。しかし,層厚数mの上部砂質土層(US)について次の点

て'注目したい。

①上下の粘士層に比べしまりがよく, N値は10~20回て仕也点⑨,同NO.フ74+12),砂丘砂層(sd)の値に近

9
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②センター杭NO.7郭以西,同N0790以東において,その上面の層理面に多少の落ち込みがあり,そこに層

厚 1 ~1.5 mの腐植土(umpt)が。忍められること(地点 6,同N0752 ・地点 1,同NO.792+17)。

すなわち,両翼に腐植士(umpt)をもっ範囲(同N0755~同NO.79のが業斤砂丘1 1の延長上と致するため,こ

の上部砂質砂層(US)は,砂丘砂層(sd)と生成的にも類似したものの可能性がある。

また,上部砂質上層(US)の下位の上部砂・粘土互層田C, UCS)のN伯が低く軟弱てあることと,さら

に,基盤て、ある洪積世の下部砂質土層(LS, LS創まて、の深度が東但K内陣側,新発田伯D ほど深いことは,

地盤の沈降(=新砂丘11の埋没)を裏づける要因となろう。

B 新潟砂丘における地盤変動

D 竪穴住居跡の床面傾斜

山ど0Π遺跡ては,古墳時代中期(5世紀),奈良・平安時代(8・9世紀)の竪穴住居跡が約100棟発掘さ

れた。竪穴住居跡の床面は,簡素な敷物があったかどうかは想、像にまかせるとして,ほぱ生活面て'あった

に違いないソ時の人々は,そこに生活用具を置き,そこて腰をおろしたり横になって睡眠をとったりし

てぃたわけてあるそして,人問の平衡感覚は意外にも優れており,その床面はほほ'水平に整地されてい

たものと考えられる。ところが,いくっかの竪六住居跡において,発掘中に肉眼ても判断がっくくらいに

床面が傾斜してぃることが明らかになった。その傾斜の方向と毘にはある傾向か"忍められた。このことに

よって,それは単なる偶然てはなく,竪穴住居跡が立地する砂丘地盤そのものの変動に伴うものてはない

かと考えるに至った。

ソ時の人々が意図的に傾斜した床面を作ったのてはなく,水平の床面が長い時間を経て傾斜していった

根拠として,次の 2点が考えられる。

1床面は,南東方向っまり内陸御1(新発田側)に傾斜する場合が卓越しているが,その傾斜方向は,竪八

住居跡の平面プランの長軸方向に沿ったものとは限らないもし,意図的に作られたものてあれぱ,長

Π 遺跡の位置と環境
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2 地理的環境と新潟砂丘の地盤変動
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軸方向もしくはそれに直交すろ方向に傾斜すろ方が自

然てある。
傾斜する

②竪穴住居跡の埋士は2~3層からなるが,そのうち

最下位層はほぱ平行した層厚をもって堆積している。
水ほ 25棟ぱ

つまり,最下位層はほぱ水平の状態て自然堆積された
24棟不

ものと考えられる。もし,最下位層が堆積されろ時点

てすてに床面が傾斜していたならぱ,床面の低い部分に厚く堆積する埋土の様子が観察されるはずてある。

傾斜は,30分の 1の平面実測図上に,測量した床面のレベルをもとに 5師毎の等高線を加筆した。そし

て,等高線に直交する方向を「傾斜方向」,等高線の数を「傾斜量」として,この 2要素をべクトルて図示

した(第6図)。床面が水平のものもあるが,傾斜するものては,1棟の竪穴住居跡の平面プラン a辺4~

8m程度)の中に5師毎の等高線が1~3本引けるものが一般的てあった。傾斜方向については,第6表の

ような傾向に分けられた。結果として,内陸伯K新発田側)に傾斜するものがやや卓越していると言える。

そして,それは,調査範囲の南東端すなわち砂丘の最も内陸側の端てその傾向が顕著である。

前段て,砂丘の後背湿地の形成および砂丘の内陸側の地盤の沈降を,新砂丘1-1の埋没の可能性をもと

に述べてきた。1,000年余りの時間を経て竪穴住居跡の床面が内陸倶"二傾斜し続けてきたことは,砂丘をし

りまく地盤の変動と全く関係がないとは思、えない。

第6表竪穴住居跡の床面傾斜分類表

内陸・新発田側へ 36棟

海 側 14棟"、、

遺跡の位置と環境

2)地盤変動の妥当性^国道水準点の変動量^

地盤の変動が竪穴住居の床面を傾斜させたという仮説^1,000~1,500年間の時間において,1辺400~

80ocmの平面プラン内に 5 ~15Cm程の落差による傾斜が生じる^の妥当性につぃて考察する。

資料は,国道7号沿いの一等水準点の変動量図(建設省)てある。ここては,阿賀野川左岸の水準点NO

4420から新発田市中心部の同NO."10の延長約19kmの区問において,11ケ所の水準点の観卸1値を用いた。資

料を分析する都合上,観測年毎に水準点NO.4410を仮不動点とし,他の観測値を補正した。その結果,水準

点NO.4414~4412の付近て相対的隆起のピークをもち,同NO.4417以西て、相対的沈降を示してぃる。相対的隆起

の範囲には新砂丘Ⅱ・1,1-4,1-3,1-2,1-1が存在し,相対的沈降の中て、も小隆起のピークに新砂丘

Π・3,Π 2がかかっていることから,現地形を反映したものと言える。ここて',最も相対的隆起のピークて

ある新砂丘1-2以東に注目しむい。山三賀Ⅱ遺跡の立地する砂丘列上の水準点NO.4413は,沖積地の新発田市

中心部・水準点NO.4410に比べ,約90年間て'194m ao0年間て約220m)の相対的隆起を示す。逆に言えば,新

発田倶仂;194mの相対的沈降を示しており,このことは,「新砂丘1-2の内陸側て沈降している」という仮説

と同じ変動の様式をとることになる。この 2 点問は,道のりて、は約6kmて、あるが,新砂丘1-2の砂丘列か

らの距離は約4.7kmてある。そこて',2 点問の傾斜量を垂直:7K平の比て、表すと,0.22:470o ao0年問)と

なる。さらに,同じ変動が累積すると老えて1500年間(古墳時代中期~現在)の傾斜量を比て表すと,3.3:

4700となり,その比の値は7/10'となる。さて,山三賀Π遺跡の竪穴住居跡の床面の平均的な傾斜量を求め

てみよう。 1辺6 mの平面プランにおいて0.05mの落差がある.とすると,1,500年問における傾斜量は垂直

:水平て'0.05:6となる。比の値は8/1ぴである。両者を比較すると,その傾斜量は10倍程の差て算出された。

以士.から,水準点の約90年間の変動と,竪穴住居跡の床面を傾斜させた変動は,同じものと考えてよい

範囲なのか,それとも全く別のものと考えた方がよいのてあろうか。また。竪穴住居跡の床面の傾斜自体

に疑問を投げかけた方が妥当なのかどうか。今後の研究を待ちたい。

Ⅱ
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明



2 地理的環境と新潟砂丘の地盤変動

等水準点番号

1894
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1899

'

観

^

ー^
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、

4420
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^
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ー^
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^

^
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1973
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9)
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Ⅱ
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Ⅱ
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3 原始・古代の歴史的環境

前節て述べたように,この周辺には海岸に平行して何本もの砂丘列が存在する。縄文・弥生時代の遺跡

は全て砂丘上に立地してぃるが,特に内陸イ則の砂丘列 1-1・2列に多く存在する。砂丘列 1-1には加治川村
や'モラか

山軍荷遺跡、・聖篭町聖篭観音遺鋤、,砂丘列 1-2列には聖篭町桃山遺助、・同二本松遺跡などがある。山草荷

遺跡は縄文前期・弥生中期(後半),本松遺跡は縄文中期(前葉)・晩期・弥生中期(前半)て',この周辺

の中心的遺跡てある。

阿賀北地方ては縄文晩期から弥生中期前半まて',まとまった資料がある。豊栄市鳥屋遺跡、(縄文晩期),

同引越遺跡(縄文晩期~弥生中期),新発田市村尻遺助.(縄文晩期~弥生中期初,動,同猫山遺跡(弥生中期初,動,

安田町六ノ瀬遺跡(弥生中期初頭),村上市滝ノ前遺助、(弥生中期),同砂山遺跡、(弥生中期)などてある。鳥

屋.村尻遺跡は近年の発掘資料て',墓制に関する良好な資料が得られている。しかし,集落の実態がわか

る例は村上市滝ノ前遺助《らいtある。

これらの資料からみると,縄文晩期から弥生中期後半に至るまて',東北地方と共通した士器様相がみら

れることが注目される。これ以外の地域色としては弥生中期の北陸系士器が一部存在するにすぎない。こ

のことは新潟県内における阿賀北地方の地域色を端的に示している。

前述した山草荷遺跡の弥生士器は中期の「山草荷式士器」として著名てある。「山草荷式土器」は南東北

系の南御山Π式に美則以するものと北陸地方の小松式系の櫛描文土器の二っに大別される。これらを別の時

期のものとする見方もある〔中村卿.197田が,同時期の別系統の土器とする見方が妥当と考えられる。阿賀

北地方ては南東北系の土器が多いが,海岸地方を中心、に北陸系の士器もかなりみられる。中期後半の南東

北系の士器はその末から後期にかけては,天王山式士器とその系譜下に連続する士器にかわるようてある。

信濃川下流西岸の新潟市六地山遺跡ては後期前半~中葉に,畿内・北陸系士器のほか天王山系士器がかな

り伴出してぃる〔」反井卿,1983〕。天王山式士器の遺跡としては村上市滝ノ前遺跡が有名てあり,最近調査さ

れた高地性集落の新津市八蟠山遺跡〔金津丘陵埋文調査団198幻てもかなりの天王山式系の士器が出士して

いる。滝ノ前遺跡.〔関1972〕は竪穴住居が検佳.されてぃるものの,海抜約42mの海岸段丘上に立地し,般

的な農耕集落とは考えられない。天王山式士器の集落の性格の端がうかがえる。

A 縄文・弥生時代

Ⅱ 遺跡の位置と環境

B 古墳時代俸1卿
やまや

古墳昭和56年に巻町て前方後方墳の山谷古墳が「再発見」されて以来,蒲原地方を中心、に,数多くの

古墳が発見されてぃる。山谷古墳は昭和30年頃,郷士史家によって「発見」されていながら,当時これが

古墳と認知されなかったという経緯があった。新潟県においては古墳に対する正当な認識がなかったこと

を雄弁に物語る。最近発見されたおもな古墳には,前方後円墳1基・前方後方墳1基を含む三条市保内三

王山古墳群,直径郭m以上の大規模な円墳と推定される新津市八幡山古墳などがあり,巻町山谷古墳'菖

蒲塚古墳とあわせて,前期の段階に蒲原平野の西倶ル東側に三っの勢力が存在したことがうかがえる。中

期の古墳は明確てはなくて,後期前半(6世紀代)に再び古墳が確i忍、される。

現在のところ,古墳の分布は阿賀野川以南の地域まててあり,阿賀北地方には及んていなし'。ただし,
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古墳の可能性が考えられるものがある。中条町城ノ山塚は近世に干拓された旧紫雲寺潟縁辺の平野部に立地

する円墳て',規模は直径約20m,高さ 4~5 m と大きい。墳頂部は平坦て',形はよくととのってぃる。いわ

ゆる「塚」とする見方もあるが,規模からみて古墳の可能性を考慮してよいてあろう。このほかに 7世紀

代の古墳と考えられるのが,昭和30・31年に磐舟柵関連て調査された「石廓垈」てある(17頁)。

'跡古墳時代の遺跡はさほど多くは知られていない。発掘伊ル少なく,沼垂郡(現北蒲原君の域におい

ては水原町下金田遺跡 G尓生末期~古墳初頭)〔関山.1973〕,豊浦町曽根遺跡(前期~後期)〔家田脚.1981.1982〕

があるにすぎない。採集遺物力達長告されているのは,畠山佑二氏採集にかかる豊栄市域とその周辺の資料

が多い〔関幼・198幻。これらの資料によれぱ,遺跡はほとんど砂丘上に立地し,前期の遺跡.が多く,中.後

期は少ない。前期のうち,豊栄市上黒山ては赤彩された畿内系の二重口縁壺が注目される。このほか豊栄

市松影D・正尺遺跡ては小型器台がみられる。曽根遺跡の発掘資料もあわせて,阿賀北地方南半の沼垂郡

域には,畿内系の士器様式が流入,定着していることが確認、され,県内の他地域とほとんどかわるところ

はない。

資料が断片的t,詳細は不明てはあるが,阿賀北地方において弥生時代後期前葉頃まては東北系の士器

が卓越すると予想されるが,その後急速にそうしたあり方が払拭されるようてある。なお,弥生時代末か

ら古墳時代前期にかけての越後の土器は,北陸地方の東北部(能登・越中・イ獅劇と共通する面が多い。

C 奈良・平安時代

D 文献からみた阿賀北地方

聖篭町は古代ては越後国沼垂郡に属していた。沼垂郡はほぱ現在の北蒲原郡にあたる。沼垂郡は阿賀野
あがきナ、

川以北(阿賀北地方)のうち,北部の岩船郡を除いた地域てある。阿賀北地方は具体的には沼垂郡.岩船郡

をさすが,この地方は越後国のなかても特異な歴史をもってぃる。すなわち,沼垂郡には淳足柵,岩船郡

には磐舟柵がそれぞれ置かれ,地方行政組織も異なった時期がある。中世においても「揚北」と呼ばれ,

独自の地域を形成していた。現在の方言も阿賀北地方は東北系てあり,阿賀野川以南とは明確に異なってぃろ。
ぬ kり 、、'コ.;、ね

淳足柵'磐舟柵淳足柵.磐舟柵はもっとも古い城柵てある。淳足柵は大化3年(647),磐舟柵は大化4

年(648)の設置てある。現在のεころ東北地方の城柵遺跡は数多く検出されてぃるが,淳足柵.磐舟柵は

遺構の発見はなく,詳細な位置は不明となっている。そのためこれらの位置にっいては地名などを主な手

掛かりに考えられてきた。
'ユ「 k"

淳足柵の遺称は「沼垂」てある。現在この地名は新潟市にある。古代における「沼垂」は「沼垂郡と

「沼垂郷」としてみえる(『和名抄』)。沼垂郡が蒲原郡に変わるのは古代末から中世てある。現在の「沼垂

は信隈川の河口に近い右岸地区て'あるが,「沼垂」は栗の木川の「川欠1力などて、何度か移動しており,古

代の位置は不明てある。淳足柵の比定地としては山木戸・下木戸などの r末戸」が「柵戸」に由来するε

いう説,信濃川の河口.河道の移動によって消滅したという説(金子1981〕などがある。

磐舟棚の rし'わふね」は古代の郡名にあり,そのままほぽ現在の岩船郡にあたる。具体的な磐舟柵の位

置は,延喜式内社に比定される岩船神社の近辺を考える説がある。岩船神社は海岸に面する浦田山丘β先南

裾にあり,近くに諸上寺がある。浦田山丘陵の南側は広大な入り江となり岩船潟(18世紀干拓)と呼ばれて

いた0 昭和30'31年に神社北方の海岸に面した丘陵上で石組遺構が検出され,磐舟柵調査特別委員△が組

織され,学術調査がなされた。調査て'2基の石組遺構(第8図)が検出され,.磐舟柵に関車する施設と推{
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され,「石廓垈」(以下「岩船石廓垈」とする)と称された。しかし,これまで調査されてし、る城柵関連遺跡

てこのような遺構が全く発見されていないうぇ,これらの石組遺構の構造力達R告書にも指摘されていると

おり,古墳に類似Lていることから,城柵関連施設とは考えられない。石の組み方や形態よ見模などから

みて横六式石室とみなされ,古墳とみるべきであろう。その場合,石室形態からみて 7'世紀代の時判1が想

定され,被葬者と磐舟柵との関係が注'目される。また,この調査の際,同時に丘陵上の.ど.角',無下遺跡が山1

査され,竪穴住居が検出された。この竪穴住居は,出土遺物俸9図)からみて7世紀代とぢぇられる。二羊

細な時期は限定てきないが,きわめて1眺望がきくものの風のとりわけ強い海擇に面した立地は,'般的な

生活住居とはみなしがたく,磐舟柵と関連した施設の可能性もぢ慮すべきてあろう。
きのしお「仕'うじ

方,中条町乙のご釜寺周辺に求める説もある〔高橋1970〕。ι宝寺には古代の塔心礎があり,占代寺院

が存在したことを木してぃる。この塔心礎の形態は,7世紀代ても中葉~後半頃にさかのぱ'る特徴をもっ

'
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とされ〔西井1987〕,きわめて注目される。現在のところ,古い瓦は知られてぃないため,瓦葺きて、ない寺

院と考えられる。この高橋説は,『書紀』斉明4年(658)条にみえる「者剛支1少羅柵」を「磐舟柵」と同一て

あるとする。
こし

越後国の成立と阿賀北地方北陸地方は大化前代から「越」と呼ぱれており,新潟県もその範囲にはいっ

ていた。越から越後が別れ独立するが,その領域が確定するのはいくっかの段階を経てからてある。国の

領域が変動するのは対蝦夷の東北経営の進展によるとぢぇられる。

越後国の成立と領域変遷の過程を整理すると,次のとおりてある(第10図)。

①待統期(690年頃)越国の三分割(越前・越中・越1却

②大宝2年(702)越中国四郡の越後国へ編入

③和銅兀年(708)越後国出羽郡建郡

④和銅5年(712)出羽国建置

④の段階に至ってはじめて,後世の越後国の領域が確定する。この間,かなり大きな変動がみられる。

まず,①の分割当初の越後国の領域は,阿賀野川以北てあった。このことは,②の越中国四郡が具体的

に頸城・占志・魚沼・蒲原を示すこε(米沢198のからうかがえる。この段階は沼垂・磐船二郡を中,じ、とし

た領域て,国の中枢は淳足(沼垂)棚・磐舟棚に存在したと予想される。阿賀野川が越中と越後の国境とな

ることは,この時点における両地域の歴史のちがいを端的に物語る。現在のところ,7世紀前半代まての

古墳の分布の中心は阿賀野川以南にあり,蒲原郡まてはスムースに律令体制に移行する素地があったこと

がうかがえる。畿内王権は柵を設置し,その支配に組み込みっつぁる地域をまず「越後国」εして位置づ

けたものと考えられる。そして,②の時点t阿賀野川以南の地域を越後国に編入し,出羽を分けて,越後

の領域が決まる。③の段階の出羽の地域は,山形県の内陸(最上・置賜郡)を含まない地域て',庄内地方中

心、と考えられる。④の出羽国建置からまもなく,陸奥国最上・置賜二郡が出羽国に編入されてぃるからて

ある。出羽ではのちに秋田城が天平5年(733)に創置され,さらに北方へ東北経営が進むが,出羽が越後

国から成立したことを考えるとき,日本海沿岸部における東北経営が越後と密接にかかわってぃたことを

推測させる。そのような状況のなかて,とく1耶可賀北地方の沼垂・磐舟両郡の占める位置は大きかっ九と

考えられる。ただし,養老5年(72D には出羽国は陸奥按察使の隷下にあり,行政上,北陸道から東山道

に組替えられっつぁったことがうかがえる。

690頃一702年
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越後国府は『和名抄』によれぱ,頸城郡に存在したことが確認、されるが,頸城郡に越後国府が置かれる

のは,頸城郡が越後国に編入される大宝2年以降てある。頸城郡に越後国府が設置された明確な時期は現

在のところ不明てある。しかし,出羽が国として独立し,越後国の領域が確定する和銅5年からまもな

くと考えるのが妥当てあろう。一方,頸城郡に越後国府が設置される以前の越後国府はどう考えられるて

あろうか。現在のところ,老古学的に国府の遺構が確認、されるのは,下野国府などの8世紀前半が最も古

<,郡衙の遺構よりも新しい。したがって,越が分され越後国が成立した7世紀末葉の時点t,実際に国府

(国衙)としての建物が存在したかどうかは即断てきない。しかし,独立した建物の有無とは別に国の行政

機関は存在したはずてあり,それを「国府」とすれぱ,「越後国府」は淳足棚・磐舟柵のどちらかに存在し

たと考えられる。

越後国の行政機関としては別に「越後城」がある。「越後城」は慶雲2年(705)の『威奈真人大村墓誌』

に威奈真人大村が越後城司てあったと記していることから知られる。『続日本紀』慶雲3年条によれぱ,威

奈真人大村は越後守となっており,「城百1」と「国司」が密接な官司tあったことか'うかがえ,「越後城」

と「越後国府」の関係も注目される。なお,文献上ては,淳足棚は設置記事のほかに斉明4年(658)にみ

えるのみてあるが,磐舟柵は文武 2年(698)・同 4年(70σ)に修理の記事がみられ,この時点まては実際

に棚として機能してい九ことが確認て'きる。

頸城郡に置かれた越後国府の遺構はいまのところ確定されてはいない。しかし,上越市今池遺跡群はそ

の有力な推定地てある〔坂井御.1984・阿音m987〕。今池遺跡、は昭和56~58年の調査て',8世紀前半~ 9世紀

後半を主体とする時期の掘立柱建物が約100棟も検出され,注目されるようになった。建物は3つのプロツ

クに群をなし,桁行5~8間の大型のものを含む。政庁とみられる建物はみられないが,官衙的なあり方

は明瞭てあり,西方約30omの地点に越後国分寺の推定地てある本長者原廃寺〔坂井1983b〕が存在すること

も考慮して,今池遺跡群が国府域にあたっている可能性は強い。かりに直接それに該当しなくとも,この

近辺に存在すると考えられる。今池遺跡群は士器からみて,8世紀の第2四半期には成立している。

郡と郷さて,阿賀北地方の沼垂郡と磐船郡は『和名抄』によれぱ,それぞれ,沼垂郡は足羽(・安須波)'

沼垂(奴多利).賀地仂味U)の3郷,磐船郡は佐伯・山家・利波・坂井・余戸の5郷てある。これらの郷名

をみると,他国の地名と同じものがいくっかあることが注目される。すなわち, r足羽」は越前国足羽郡(足

羽郷),「賀地」は越前国丹生郡可知郷,「坂井」は同坂井郡,「利波」は越中国利(砺)波郡,「山家」は信

濃国小縣郡山家銀レ同筑摩郡山家郷にみられ,地名の出自を彼地に求めることがてきる〔平川1982〕。磐舟

柵戸には越と信濃の民が置かれており(大化4年条),これらの地名はそれを物語るものと考えられる。

わずかな文献資料から推定される郷の人口は1,400人程度とされる〔沢田192力。したかって沼垂郡は全

体て'4,000人余りて,磐舟郡を含めた阿賀北地方ても1万人余りとなる。ちなみに,聖篭町の現在の人口は

約1万2千人てあり,当時の人口密度の低さが容易にうかがえる。したがって,耕地面積や集落もかなり

少なく,荒涼とした景観が想定される。

さて,山三賀遺跡が具体的にどこの郷に比定されるかという問題て、あるが,沼垂郡の各郷(沼垂'貞地'

足羽)の現地比定自体がむずかしく,即断はて'きない。たとえぱ「沼垂」の地名は前述のとおり新潟市沼

垂に残ってぃるが,沼垂の町は近世まて川欠けなどて移動したことに加え,沼垂郡と蒲原郡の郡境と考え

られる阿賀野川の河道域も古代においてはどこてあったかはっきりとしない。阿賀野川は現在松浜に河口

をもってぃるが,これは近世(1731年)に砂丘を開削して,人工的に設定したものてある。それ以前まて'は

現在の砂丘の内側を西方に折れ,通船川にあたる部分を流れて信濃川に合流していた。かりに,古代にお

Π 遺跡の位置と環境
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いてもこの部分に1河賀野川が流れていたとするならば,沼垂郷は現在の信濃川河口右岸の新潟市山ノ下か

ら松浜にかけての砂丘を含む北東側にあたると考えられる。しかし,この付近には現在のところ古代の遺

跡は多く確認されておらず,沼垂郡がこれよりさらに東倶ほてのびていた可能性や,郡境そのものが遺跡

の多い亀田砂丘の南西側に存在した"1能性も残されている。一方,賀地郷は加治川などに地名が残ってぃ

ることと,福島潟南辺の笹神村高田を含むこと邸可部山.198のから,おおよそ新発田市周辺に比定される。

足羽郷は地名からは比定しが力い。以上のように考えると,山三賀11遺跡周辺は賀地郷に含まれる可能性

が強いが,沼垂郷の可能性も考慮される。ちなみに,中世てはこの周辺まて,加地荘の荘域に含まれてぃ

九〔1河部山・1980〕。ただし『和名抄』の成立した10世紀前半(930年代)にはすて'に山三賀の地にはムラはな

<,この砂丘上にもムラの存在は少なかったと推定され,『不U名1少』の郷名に比定しえない可能性もある。

なお,沼垂郡の式内社は,大形・市川・石井・美久理・川合の五座てある。

2)遺

消費遺跡

奈良・平安時代の遺跡は縄文・弥生・古墳時代に比して,数多く分布してぃる。遺跡は砂丘上や自然堤

防上,丘陵裾などに立地していろ。山三賀の立地する内陸側の砂丘列はとくに多く,この砂丘にっらなる

阿賀野川西岸の亀田・火江山地区の内陸砂丘上も同様に多い。しかし,これまて下越地方の古代遺跡の調

査例は少なく,なかても阿賀北地方はとくに少ない。調査て遺構等が明確なものは,豊浦町曽根遺跡があ

るにすぎない。曽根遺跡は山賀Ⅱ遺跡と比較て、きる唯一の資料て',その内容にっいてはとくに注目される。

曽根跡(第891刈)福島潟献辺の湖岸砂丘上に立地し,前述の古墳時代と8・9世紀を中,じ、とする遺跡て

ある〔家圧1'幼・1981・1982〕。昭和郭・56年に圃場整備に伴って,約10,ooom,以上が発掘された。調査により

25棟の掘立柱建物,井戸9基の遺構ど主目すべき多量の遺物が検出され九。古墳時代の遺構が不分明て',

遺構の大半は奈良・平安時代てあろう。掘立柱建物は桁行3間以下,梁問2間のものが多く,2問X2問の

総柱建物もみられる。出士遺物には多量の須恵器・土師器のほか,特筆すべき墨書士器.木製品が多い。

木製品には「門継損同口圧合」の墨書のある圭頭形の付札,「佛口有」などの木簡や,斎串.栓扇.舟形.

木沓などがあり,墨書土器には「門継」・「吉成」・r長人」などの人名がみられるほか「郡」.「大」.「主」.

「車"_1・ r鳥」など約40種がある。時期は 8世紀前半から 9 世紀後半まて、て'ある。

この遺跡は山三賀Ⅱ遺跡と同一の地域にあり,両者の性格を考えるとき,きわめて有効な比較資料てある。

しかし,同じ砂丘上の遺跡でありなか'ら,遺構・遺物の内容にきわだった差がある。それは①竪穴住居(遺

構),②墨書士器,③硯(以上遺物)に端的にあらわれてぃる。曽根遺跡は竪穴住居が皆無て',多量(2如点)

の墨書士器'円面硯が存在し,般集落とは考えられず,官衙に関連した性格と考えられる。笹神丘陵の

生産遺跡群に近く,かっ福島潟湖岸ιいう立地は注目される。曽根遺跡以外の発掘資料には,新発田城下

層遺鋤・〔田中198力があるにすぎない。遺構は検出されてぃないが,9世紀代の士器が少量出土しており,

沖積地内の微高地上に平安前期の集落が存在したことをうかがわせろ。

生産遺跡

須恵器窯山三賀Π遺跡の土器(須恵器・士師器)の編年・流通の問題にっいては,県内の須恵器生産の概

観を含めて,後述する(Ⅶ章)予定て、あり,ここて'はごく簡単に述べるにとどめる。新潟県における須恵器

生産は8'9世紀を主体とし,一部10世紀に及ぶ。山三賀遺跡東方数kmの笹神丘陵には数多くの須恵器窯

(笹神'真木山窯跡群)が存在し,県内でも主要な生産地てあったことがわかる。阿賀北地方ては,これ以外

跡



に黒川村松山窯跡,加治川村下小中山・貝屋窯跡群,新発田市ホーロク沢窯鋤、,安倒町五輪敷沢窯跡があ

る。笹袖丘陵ては現在のところ30地点以上て須恵器窯が確認、されており,実態は相当数にのぽるものと予

想される。分布は笹神村・豊浦町の丘陵の南北約10kmにわたる。これまてに凋査されたものは,豊浦町清

見寺・岡屋敷(33・36年調査)〔中川'".196幻,馬士'・高山寺(48年調査)〔戸根198田,笹神村5臓尺2号(47年調

査)(中川山.1973〕の各窯跡だけてあり,全体像はよくわかってない。山ご賀Ⅱ遺跡の須恵器の多くは笹袖・

真木山窯跡群のものである。笹神・真木山窯跡群以外ては,加治川村貝屋・下小中山窯跡群の資村・が報告

されている〔川上1982,戸根1973〕。窯体は,貝屋窯跡ては2基,下小中山窯跡では3基と推定されているが,

実態はよくわかっていない。現在のところ,岩船郡には明確な窯は確認、されていないが,神林村の採集品

から,窯の存在を想定する指摘もある。阿賀野川をこえた蒲原郡北半には,五泉市山崎窯跡、〔川ヒ1981〕,

新津市七本松窯跡、〔中川嚇.1956〕,巻町重稲場窯跡などがある。

製鉄跡笹神丘陵には須恵器窯のほかに多くの製鉄遺跡もある。須恵器窯と製鉄遺跡が伺地域内に

共存することは,北陸地方てょくみられる。笹神丘陵もその例てある。県内Cおける製鉄遺跡は笹神丘

陵のほか,下越・新津市周辺の業笊聿丘陵,中越・_島郡(出雲崎町・寺泊町・和島村・ぢオ卵D の島崎j川充域,

上越.吉川町周辺,佐渡・二見半島周辺に群在してし、る〔坂井卿.198力。笹神丘陵は現在のところ30地点以上

確認、されており,最大規模tある。このうち,豊浦町真木山B ・ C遺跡が昭和48年に調査され〔関嚇.1981〕,

竪形の製鉄炉計7基と登り窯タイプの木炭窯1基が検出された。時期は8~9世紀という。ほかは未調査

て実態はよくわかってぃないが,調査の進んている富山県などの例〔関清1984〕から推測すると,須恵器生

産と同様に8'世紀前半には操業を開始し,終末は10世紀代に及ぶと考えられる。鉄の原料は砂鉄て,

山=賀遺跡に供給されてぃる鉄素材はこの地域t生産されたものと考えられる(第Ⅵ章2)。製鉄遺跡の分

布からみると,鉄生産とその素材の供給・流通圈はある程度地域ごとにまとまっていたと考えられ,符神

丘陵て'生産された鉄素材は沼垂郡だけてはなく,岩船郡まて'供給していたとみられる。阿賀野川の西南側

の蒲原地方は新津丘陵,中越の古志郡は島崎川流域がそれぞれおもな生産地てあろう。

製'跡新潟県海岸部には多くの製塩遺跡が分布してし、る。とくに佐渡ては島の北御仂,ら西側にかけ

ての海岸に数多く分布している。これに対し,越後て'はかなり密度が少ないが,これは遺助・が海岸砂丘に
てゃよ

深く埋没してぃることから,発見しにくぃことに起因すると考えられる。山三賀遺跡に近い新潟市出山遺

跡が地表下約10mから発見されたことや,最近,紫雲寺町の砂丘の砂採取現場から製塩士器が採集されて

いることからもわかる。

現在のところ,県内の土器製塩は8世紀初頭頃には開始され,10世紀代まては確認て'きる。出山遺跡は

昭和44年に新潟東港開削工事中に発見され簡単な調査がなされたものて',小型平底の製塩土器と小型て細

い鼓形の器台が報告されてぃる〔関1986,高橋198幻。しかし,一般的な平底大型のものも出士したという。

小型平底のものはこの遺跡以外てはほとんど出土していないものて',その用途などが注目される。出土し

てぃる須恵器からみて,8世紀代と考えられる。出山遺跡以外では新潟市神谷地遺跡に比較的まとまった

資料があり,採集品ながら9世紀末~10世紀前半代の士器がかなり出土している。

Π 遺跡の位置と環境

D 山三賀Π遺跡周辺の遺跡

これまて',山三賀Ⅱ遺跡周辺の遺跡にもふれながら,阿賀北地方の歴史的環境を述べてきたが,

はとくに,山三賀Π遺跡周辺の遺跡について述べておく。

山三賀Π遺跡は砂丘1-2列に立地する。この砂丘列には数多くの遺跡が分布している(第2図)。この砂
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3 原始・古代の歴史的環境

斤.列て最古の遺跡は縄文中期前半の本松遺跡と山ご賀Π遺跡である。'本松遺跡はかなりの士器が採集

されているが,山三賀Π遺跡は広範囲の発掘て数点の縄文士器が出tしているだけtし、わゆる集落とは考え

られない。山三賀周辺てははっきりしないが,これより内F剃則に 1 1の砂丘列があり,これには縄文前期後

半の士器が出士している。したがって,1-1・2の砂.丘は縄文前・中期前半にはすてに形成されてぃたこと

が知られる。そして,山气賀Π遺跡における今回の調査によれば,中期前半に砂丘が形成された後は,飛

砂'もなく,砂丘そのものの形状がまったく変化していないことが判明した。今回の調査区内て"は部分的に

縄文,古墳前期,奈良・平安時代の包含層が分かれて存在してぃたが,それぞれの包含層の問には間層が

まうたく存在してじなし、。また,遺構の1里士も白砂てはなく,どの時期においても飛砂はまったくなかっ

たと考えられる般に「砂'丘」とし、うと,つねに砂が移動ルたり,砂が飛ぶ光景をイメージするが,そ

れは内陸側の砂丘にはあてはまらない。山ご賀周辺の「砂丘」は地表に植物が繁茂した「台地」と基本的

にかわりない。このことは往時の牛活環境を考えるとき重要てある。

弥生・古墳時イ弌の遺跡には,山賀 1遺跡・本松遺跡がある。本松遺跡には弥生中期前半のものも

ある。遺跡が多くなるのは奈良・平安時代てある。砂丘列の内陸仙1は切れ目なく遺跡、がつらなっており,

砂丘士.にいっせいに集落が営まれたことがわかる。本遺跡以外,発掘調査がなされておらず,遺跡の範囲

も明確てない部分も多いが,かなり広範囲にひろがっている。時期も不明てあるが,新発田市資料館所蔵

の採集資料 q兆ル1・Ⅱ1大犬・真野・山倉・木ノ゛知や畠山佑二氏採集資料〔関山.198幻によれぱ,律令期の8.9

世紀の士器も多数見受けられる。新潟平野や頸城平野に所在する遺跡の多くが9世紀後半から10世紀代て

ある〔坂井1985〕ことからみると,この周辺の砂丘ヒの遺跡の時期的なあり方は注目される。砂丘の東側の"

沖ネ劃散高地にもいくっか遺鋤仂ゞ分布する。しかし,砂.斤上の分布密度からみるとかなり少ない。沖積地に

埋没した遺跡も存在することも考えられる。

山三賀Π遺跡は調査区内においては9世紀末葉には廃絶し,近世に至るまて'の約1,000年間まったく無住

の地てあった。Ⅱ世紀以降の古代末・中世の遺跡は現在のところ砂丘上に発見されてぃないガ・ら,この時

期のおもな居住地は沖積地にあったと考えられる。律令期からモ朝国家期に至る集落のあり方はこの周辺

の砂丘と沖積地の遺跡からみて,山.賀Π遺跡の終末期頃を境とし,大きな画期があるようてある。この

点にっいては県内の占代遺跡の消長もあわせて後述したし(第Ⅶ章4)。

第Ⅱ図聖篭町丸潟飛地屋敷遺跡士器

1 」

丸潟飛地屋敷出土の土器(第Ⅱ欧1)
聖篭剛'桃山の安達勝問氏が、昭和

62年10月畑の耕作時に、地中より採
集したものである。採集されたもの
は図の土師器長築2点と川原石 1..、
であり、付近には粘土があ。たとい

コ。これらの状1兄からみて、出土地
点は竪穴住居跡のカヤドで、川原石
は支脚とぢぇられる。土師器はとも
じ非ロクロで、内外面とも粘土紐の
凹凸か著しい。 1の底部外面は砂痕
である。当遺跡の1期かこれよりや

や古く、 8世紀初頭は下らないであ
ろう。本遺跡が山三賀Ⅱ遺跡とほぱ
同時に成立したことを示唆する資料
である

0
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近世には全国的に多くの新耕地が開墾され,ほぱ現代の村落景観が完成する山賀Π遺跡周辺にも近

世に成立した新田村が多い。元和便武以降,対外戦争の危機がなくなった幕藩領主は自藩の年貢増徴をめ

ざして大規模な治水事業に着手し,新耕地の開発を積極的にすすめていった。一方,中世末より広範に自立.

展開しっつぁっ九小農民層の耕地獲得要求も強まり,その結果多数の新田村落がh艾立していった。この空

前の新田開発ブームはとりわけ近世前半期と享保期頃に大きな山をむかえる。越後にあっても例外てはな

<,慶長3年 a598)から明治初年 a868)までの問に69万9千石余の新田開発をみ,その間の増加分を指,

数t示せば2弱にもなり,全国有数てあった。なかても信濃川と阿賀野川流域地域を擁する蒲原郡域が
おも・',

最高の新田開発地帯となった〔小村1983〕。この国内でも最大級の両河川域に発達した新潟平野は,近世に

入るまては広大な低湿地帯て潟や沼など大小の湛水地が無数に散在していた。この広大な低湿地帯に本格

的な開発の手が入れられろのてあるが,その新潟平野の開発の特徴は多くの放水路の開削と潟の干拓事業

にあったといってよい。その後,現代まて営々と乾田化の努力がすすめられ,今や国内最大の穀倉地帯の

ひとっとなってぃる。今,近世から現代に至るまての主な放水路開削と潟の千拓をまεめてみると前掲し

た第2表のようになる。放水路12,潟15の事例があげられているが,覧して気が付'くことは潟の干拓は

ほぱ近冊段階てすすめられ,放水路の多くは明治以降,現代まての課題として残されてきたことがわかろ。

ここに上げたものは比較的大きな開発例てあるが,このほかにも小河川の瀬替えや小用排水路の開削.築

堤工事などの治水に関するものをあげてぃけば枚挙にいとまがない。新潟平野に生活する人々にとって,

水との関わりの歴史は古く,そして新しい営みとして連続してきているのて、ある。ここて、は,山三賀Π遉

跡周辺の新田開発の様子を概観し,近世以降の村落景観の変貌を確かめておきたい。

近世にあって,山三賀Π遺跡のある聖篭町周辺は新発田藩領に属していた。新発田藩は慶長3年越後へ

入部した堀秀治の与力大名てある満口伯耆守秀勝が6万石をもって入部し成立した。領地の大半は信i辰川'

阿賀野川.加治川の流域にひろがり,紫雲寺潟・福島潟・白蓮潟・島見前潟などの潟沼が散在するいわゆる

水害常習地帯であった。.このため新発田藩ては慕初以来,領内の河川改修・築堤工事と新田開発に積極的

に取り組んてぃく。その結果としての新田開発高も顕著てあり,溝口氏入部以来半世紀余て'2万5千石余

を開発し,そのほかに沢海藩.切梅・池端・ニツ堂の三分家を新田打ち出し分によって創設させたといわ

れてぃる。藩領内を地域別にみると白根郷や辛笊聿郷の信濃川流域地方は17世紀において開発がすすみ,聖

篭町周辺の阿賀北地方はこれよりゃや遅れ,享保年間以降,18世紀の開発分が大きし、。これは阿貞北地方

には紫雲寺潟や福島潟などの大きな潟沼の存在とそれに流れ込む多くの中小河川によ吋非水が困難てあっ

たためと考えられてぃる〔小村1983〕。そのようななかて聖篭町周辺ても多くの新田村が誕生していった0

第12図より,阿賀野川から加治川にいたる福島潟周辺村々の形成過程を概観すると,慶長期以前まてに成

立してぃる中世以来の古村は真木山山麓,阿賀野川や加治川の堤防上と新発田市付近,さらに海岸筋にま

ばらにみられるのみである。これが元禄期まてになると多くの村々が形成されている。主に阿賀野川,加

治川,新発田川流域とその問の低地帯に広がってきている。この低地帯への拡大は元文年問以降にもすす

み,最も低い福島潟周辺が最後の開発対象地帯ιされていっ九ことがわかる。さらに,村々が増加した様

近世・近代の開発と水上交通

A 治水と新田開発

遺跡の位置と環境Π



4 近世・近代の開発と水上交通

.

典拠

慶長十午給地方村々高目録

新発田市史編纂委貝会編新発田藩史料.第三巻)
御領内高付帳

斬発田市史編纂委貝会編「新発田藩史料』第三巻)
兀禄十年御発年限届出帳」(小野武夫「旧新発
田藩の新田政策と土地慣行」r史学』第5巻1号)

尤禄十三年越後国連晶郡絵図新発田図書館架蔵
正保一年越後国絵図」新発田図書館架蔵
宝暦四年御勘定所江差上候趣意書

新発田図書館架蔵

慕塚町史」r神山村誌」r新潟県農地改革資料
新潟県農地課昭和32年

.

.

●慶長10 1607年以前成立の古村
0 兀禄年間 a688~1703)までに成立の村落
△兀文年間(1736~1740 検地村落

X 兀文年間以後成立の村落

1 確'J、されるもののみ記入

2 現在の{名を基準にした
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子は正保2年越後国絵図(1645)と兀禄13年越後国蒲原・岩船郡絵凶 a700・第13図)を比較すると目瞭然て

ある。福島潟矧辺をみても,正保期には村名はまばらにしかみえないが,元禄期には密集状態となってい

る。正保期の現聖篭町周辺には「佐々木村」や「奥山新保村」の名前がみえるのみてあるが,兀禄期にな

ると,桃山新田・真野新田・諏訪山新田・大夫新田・山倉新田・道賀新田・狭潟新田・東高畑新田・西高

畑新田・大谷地新村など現在の小字名が誕牛しており,この時期の村落景観の変容が子想てきろ。さらに詳

しく絵図を比鞁してみると,加治川の流路に若干の変更がみられることに気がつく。つまり,加治川が新発田

川と合流する辺りより,島見潟に入る手前て正保期には流路が山側に力ープしていたのが,元禄期には反対

に海側の力ーブとなってぃるのてある。そして,その力ーブした加治川左岸のふくらみ地帯に上記の新田村々

が密集して誕生してぃる。おそらくこの流路の変更力浅斤田村形成に大きな意味をもったのてはないかと推測

されるのてある。そのことを念頭におきながら,山三賀Π遺跡周辺の村々の村高・親村(出身村)・開発年代を

まとめてみると第7表のようになる。まず,開発年の大半が明暦1年 a655)て、ある。この明暦1年という年は

新発田藩ては幕府の許可を得たのち大岡力右衛門・七里作左衛門を奉行として,聖篭新川の開削を行ってい

る。この聖篭新川の開削による加治川の流路変更と,聖篭周辺の新田村の形成とが深く関わっていたと考え

られる。そして,この時の流路変更が先に指摘し力元禄絵図の変更として記されたものて'あるかもしれない。

つぎに,各新田村の親村(出身村)をみると西名柄村(現新発田市)・中曽根村(現新発田市)・桑口村(現新

発田市).奥山新保村(現新発田市)・富塚村(現新発田市)など比較的近隣の村々てあったことがわかる。い

うまてもなく新田開発は自己の本田畑の耕作をするかたわら,年貢も皆納しっつ荒地の開墾をするという

辛苦の労働をεもなった。必然的に労働力や経済力に余裕のある村内の有力農民層が開発主体となる場合

が多いが,その傾向は近世前期においては一層顕著てあった。このような有力農民層による開発を士豪系

開発新田などとよぶが,明暦1年に開発された上記の新田村も親村の有力農民層が主体の開発内容てあっ

たものてあろう。また,各村高をみると多くの村が元禄期から天保期にかけて増加している。なかには真

野新田や山倉新田,諏訪山新田のように倍以上に増加した村もみられる。明暦期に開発の手がっけられて

以来,元禄期以降も切添的な新田開発を繰り返えし村域を拡大したものてあろう。毎日の開墾作業に辛血

をそそぐ農民層の努力はいうまてもなしが,他方て幕府や新発田藩の治水事業もみのがせない。とりわけ,

享保改革時の紫雲寺潟干拓は有名てあるが,福島潟周辺においても領主主導の治水事業は積極的にすすめ

Π 遺跡の位置と環境

村名

真野新田

桃山新田

山倉新田

諏訪山新田

大夫新田

_東高畑新田

西高畑新田

白通新田

(上)大谷内新田

丸潟新田

道賀新田

第7表

元禄郷帳

135.4040 (石)

47.9240

39.2603

山七賀Ⅱ遺跡周辺新田村の村高・

親村天保郷帳

254.2530(石)西名柄村(新発田市)

西名柄村噺発田市)98.1870

中曽根村(新発田市)382.7480

桑口村噺発田市)275.5390

桑口村噺発田市)280.7523

奥山新保村(新発田市)85.8940

奧山新保村(新発田市)48.2250

富 塚村(新発田市)99.1980

117.4500

濠 140.9000

Ⅱ9.6160

161.5500

52.1500

131.4500

48.2250

299.6040

燕「旧高旧領取調帳」

76.5170

道賀

親村・開発年代一覧

備 考開発年度

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

新発田藩新発田組明暦1年

寛文2年新発田藩五十公野組→新発田組

新発田藩新発田組村(新発田市)正保1年

(r新潟県史」資料編8・平凡社r新潟県の地名」より作成)

一
一



4 近世・近代の開発ε水上交通

られた。なかても聖篭周辺の村々と関連が深かったのは享保Ⅱ年a72田のニツ山開削と,同16年 Q73D の

松ケ崎堀割てあった。ニツ山開削は再び加治川の瀬替てあり,新発田藩老中山庄小左衛門が中心になって

実施された。砂丘列にそったニツ山を開削することによって島見潟への排水をよくすることをねらい,こ

の結果いまだ散在していた聖篭周辺の湛水地の排水に大きな効果となった。さらに,松ケ崎堀割は幕府の

許可のもと新発田藩の指導により享保15年に着手された。この堀割により河口部t信濃川に合流してぃた

阿賀野川を直接日本海へ放流する結果となり,福島潟周辺の排水は挙にすすんだ。このように享保期の

幕府や新発田藩の治水対策により耕地開発の条件も整い,先にみたような村高の増加=村域の拡大となっ

ていったものと考えられる。

さて,当遺跡の所在する「ご賀」の地名は江戸幕府編纂の元禄絵図や兀禄郷帳・天保郷帳にはみられな

い。しかし,新発田藩内て作成したと思、われる安政6年(1859)10月「郷キ巾帳」によるし「ごケ新田

但し,東高畑・西高畑・白通りt三ケ新田という」とある(『聖篭町誌』増補版1978)。このことより r東高

畑辛斤田」.「西高畑業斤田」・ r白通辛斤田」の'カ・所をまとめて r=ケ新田」といぃ,さらにそこから「 賀 」

の地名が生まれてきたことがわかる。第7表よりすると,東高畑村・西高畑村は「奥山新保村」佳斤発田市)

から,白通村は「富塚村」(新発田市)から出て新田村として生まれたことになる。幕府には三か村別々じ

登録されたものの,それぞれは百石にもみたない小村てあり新発田藩内ではごか村ましめて「ごケ新田」

として村請的機能をは九していたものてあろう。『聖篭町誌』(増補版)では「部落の成り立ち」の項(54頁)

で「ご賀」にっいて「加治川堤防の改修て干あがっていた三賀の士地を見っけ,近隣二,三人て移り住み

開発にあたった」という記事をのせているが,砂丘列に沿った湛水地の干あがりの耕地tあってみれば,

その土地がどのような牛産力をもっていたかは想像にかたくない。また,文政13年(天保 1年.1830) 1月

に新発田藩ては領内の農業事情を調査させまとめているが,それによると田植の時期にっいて「勿論窪

地.沼地.用悪水之差支ふる地面ハ,仕付おくる、也,古くは五十公野より則清村まて田植すみて後,加治

川筋ノ里々,聖籠辺植立ることなりしに ・」〔『新潟県史』資料編8,198のと記されてぃる。新発田藩領

内ご組俳斤発田組・川北組・五十公野組)においても,とりわけ加治川流域から聖篭辺りが窪地.沼地t用排

水が支障をきたす地域であり,田植時期も遅らせてぃたことがわかる。低湿地の耕作条件の恵まれない地

域tあったことは,この史料からもうかがうことがtきる。

以上,近世における山=賀Π遺跡周辺の村々の形成とその変容ぶりをみてきた。まさに当地域の新田開

発は水との戦いてあったといえるが,その結果村落景観も様変わりしてぃったと思、われる。不毛に近かっ

た砂丘列に新田村が立ち並び,人々の生活が再び始められたのてある。先述したように村高の増加や明治

期の戸数'人口の増加(第8表)より,人々の牛産条件向上の努力がうかがわれる。しかし,このような新

田地帯はその生産性の零細さゆえに市島家や白勢家といった巨大地主の土地集積の対象とされてぃったこ

ともこの地域のもった歴史的事実てあった。さらに明治以降,治水事業の努力は続けられ,新潟平野が現

在のような美田地帯ιなるには昭和に至るまての長い道のりを経なければならなし、。

人口の変化

仕)大谷内新田丸潟新田

戸数人口戸数人口

4 17

人/コ

7 49

戸人

明治3介'分は

道賀新田藤寄唯眛新冊

戸数人口戸数人口

46 210

戸人

25 136 56 320 112 744

戸人戸人戸人

r新淘県lh町村合併誌」上巻より作成)

村名

戸数・人口

天和3年
(1683)

明治3年
a釘0)

真野新田

戸数人口

巧 78

戸人

第8表山三賀Π遺跡周辺新田村のP数.

桃山新田山倉新田諏訪山新田大夫新田一賀新田

戸数人口戸数人口戸数人口戸数人口戸数人口

9 64 20 130 18 118 23 130

戸人戸人戸人戸人

24 145 72 336 7 446 60 385 47 263
戸人戸人 人戸人戸人

(天和3年分は r聖篭町誌」増補版,

54 255

戸人
6
戸
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D 下越地方における川と潟の交通

山三賀Π遺跡に関わる潟・川・海の交通

下越地方の村落・河川などの様子を,現時点て最も

古くまて'正確に知りうるのは,正保2年(1645)の越後

国絵図によってて、ある(第14図)。この絵図によれぱ山

三賀Π遺跡のあった第1-2列の砂丘は,新発田川と加

治川に挟まれた微高地tあった。もともと各河川も,

亨保16年 U73D 松ケ崎放水路の完成まて海への出口が

限定されており,信濃川と阿賀野川は併呑して日本海

に注ぎ,広大な湾口をつくっていた。この河口部には

新発田川も加治川も流入していた。

紫雲寺潟は塩津潟と呼ばれ,新発田川・加治川が流

入し,砂丘の内側に広大な湖水を形成していた。この

北側の胎内川は荒川の河口部て荒川に合流すると同時

に塩津潟にも入っていた。荒川から阿賀野川まての砂

丘列の内側は,秒々たる低湿地が連なり,ここは内水面

の交通路ともなってぃた。越後国絵図によれば,現在の

中条町築地・河内の塩津潟端に「新潟方着船」とあり,

当時すてに砂丘列の内側を通って舟運のあったことが

わかる。新潟から濁川・新崎(第14図 1)を通り島見前

潟に入る。ここから加治川・新発田川の合流している

川筋を伝って佐々木(第14図G)に入り,塩津潟に入る。

この塩津潟の北岸が船着場となっており,ここは岩船

地方からの舟が荒川筋から胎内川を通って塩津潟に入

つてくる航路にあたり,中継地となっていた。

近世.荒川湊には桃崎・海老江・塩谷(第14図F)の

三湊があった。海老江は胎内川筋や塩津潟を通ってく

る船荷の集散地て',この内陸筋の舟運を掌った舟を「海

老江船」とよんだ。荒川筋から新潟まて,砂丘列の内

側は一続きの舟運てっながれていたのてある。この内

水面の交通路は,海上交通より安全性が高く,しかも

潟舟は川舟・海舟ほど製作が困難てないことは,使用

するものにとって大きな利点てあった。小舟が小支流

まて、入り込んて、交易してぃたことが予想される。川筋に

「舟入」という記述がみられるからて'ある。山三賀Ⅱ遺

助、も島見前潟と塩津潟の間の大川沿いの小支流を入っ

た微高地に立地している。決して住みやすい高台ては

Π 遺跡の位置と環境
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4 近世・近代の開発と水上交通

第15図海老江舟(左)とドプオ、型判舟イ右)

なく,沼地に囲まれ,雪シロ(雪どけ時)には流れの変わる大川に悩まされ続けたものだろう。陸地ては浜

づたいの道と,山っけの道の間に,太郎代から佐々木を経て新発田にぬける道が本通ってぃるが,この

道筋からわずかに入った所が山三賀てあった。

2)低湿地の開発と舟

低湿地の開発は,微高地に居を構えることから始まったが,近世に入り,開発が本格化するにっれて,

土手を築いて水を止める工事が行われるようになる。第1-2列砂丘の福島潟よりにある城山は,召」、を士手

にするため舟がここの砂をとりにきた所て'ある。シロは砂のことであるとし、う。横土居の士居は土手のこ

とて、ある0 長峰も自然堤防上の村てある。樋ノ入はドノイリと呼ぶが,これも士手の入口とい・ことてあ

る0 葛塚郷はまわりを三尺程の土手て囲った,直径50omほどの内側を開発した。炉防上の集落,吉山.正

尺'大口'鳥屋'芋黒'樋ノ内の一戸一戸の士地の権利を同じ幅の寸法で割1り,円の中心に向かってまっ

すく、切り込む0 これを一戸の耕地として割り当ててぃる。中,じ倍Ⅲよ低湿地が残るが,この潟も中心に向か

つて割られた線上を境として,ヒシとりなどの権利を有したのて'ある〔赤羽197幻。

このような開発を本格化させるのに,潟舟は欠くことのできない,生活必需物資てあった。潟舟は現在

まて、に,ホンリヨウ'ハンリョウ.ノウニンプ才、・十二俵積み.長舟.コーリンボウなどがめったが,こ

れらはすべて板合わせの船であり,チョウナガシラと呼ぱれる頭のはみ出したヌイクギ住幾D の出現によ

つててきたものて'ある0 このタイプの鉄釘が越後に入ったのは,近世の中期を越えたころて、あり,海舮の

棚づくりの船から使用されてきたものてある。越後てこの鉄釘をうち始めたのは,そう古いことて,はオい。

それ以前の船は,断面て船底と船側の問にL字型に判った重木の入ろ,複材刑*11舟であったと'甲われる。
この舟は荒川の川舟と して,海老江の白崎家(近世中期から記録のみえる舟大工)から技術が派生しており,

荒川筋から,砂丘列の内側を新潟に向かって往来したものてある。「海老江船とは複材刑志11舟のことて
ある。

阿賀野川の河口'松浜にもナガシブオ、と呼ぱれる,海老江船ι伺じ構造を持っ舟があった。どち・も大

きさは全長7m '幅0.9mの箱型の船て'ある。日本海側への出口tある荒川,阿加の二句川の清1口に,同、

構造の舟があったことになる。一方,近世末・慶応年間から葛塚に舟大工の記録が技見されるよ・にメ。
「農業之外舟作り」という 文tある0 この舟大工は,道具だけ持って,信濃川河口の沼垂から出職に来た

ものてある0 近世'中後期,沼垂には舟大工が群居し,海船の造船や修理などを広く手がけてぃた。こ
人々が福島潟近辺の開発がすすむに伴って,この地の必需品としての潟舟を作るよ・にメた。板Aわ
と呼ぱれる板を合わせて作った船てある〔赤羽197フ〕。

左:克"鳥屋(1978年3月撮影)右:新潟市水族館a980年5月撮影)

28



森岡.小林らの舟大工は現在まtに四代を数える。舟大工はこの地にも出作り小屋を住居と兼ねて作り,

生活の場が造船小屋てもある生活を始めたのて、ある。現在にも残る潟舟が製作されるまでに,絶対必要な

要件としては,鉄の道具(チ.ウナ・ノコギリ・ヤリガンナなど)と鉄釘がある。特に板を合わせて作る技術

は木挽きの存在など職能分担の面からみても,新しいものてある。一方,海老江船は舟大工がすべての過

程(舟材の見立てから完成まて)を一人t行った。船釘も作った。

釘はかつてタタラと呼ばれる木の釘や竹釘を使ったが,現在はオ

トシクギに変わってぃる。より古い形態を思、いおこさせる。

鉄釘をメルクマールとして変遷をみると,海老江船はオトシク

ギ(頭のはみ出ない角'D を使うが,潟舟はチョウナガシラを使う。

中世以前には越後になかったこの釘から,山三賀Π遺跡の時代は,

やはり海老江船か単材型丸木舟が使われたものだろう。

単材型の丸木舟は現存するものが豊栄市城山,小柳家にあった。

安永10年(1781年),現在の新潟市大江山から移住する時に持って

きたものと伝えられてぃる。全長320cmの小舟て、あることから,人

が乗るものてはなく,荷を積載して引っぱったものらしい。キツ

ツオ舟と呼ばれるものてある。

荒川流域ては山て作った丸木舟の,川をおろす記録が村鑑明細

帳に載ってぃる。「奥山方伐出,材木並二丸木舟之儀一・」「農業之

外男ハ舟作リ」といった記述がみえる。舟連も盛んて,丸木舟に

つけた干鰯の記述もあり,この丸木舟が山三賀の方まて舟航した

とは当時の状況からは考えられることてある。阿賀野川のナガ^

シブえ、も,もとは船底材全体が剖った判舟てあったといわれてい

る。船材は杉が多かった。

Ⅱ遺跡の位置と環境

潟舟

3)舟の推進方法

これらの船の運航には櫂と竿が使われた。新潟から福島潟を明治時代に結んだ運搬船のコーリンボウは

全長Hmという潟舟最大のものてあった。この船が櫓を使用した以外は櫂と竿であった。潟ての操法は,

テガイ:船首の方を向いて船尾に腰をおろし,櫂を水中に入れ前から後へこねながらかいて前進させる

方法てある。カイボウは 5尺8寸位。

ウチガイ:側板に六をあけて綱を通し,この中に櫂を入れる。漕ぎ手は立ったまま船尾を向き,側板に固

定された權の柄のところを支点に,オール式にこく、。

オ、りガイ:船尾の床にオ、りバを設け,厚さ 3 寸~ 4 寸の角材をとりっけ,これに綱を通して櫂を固定する0

漕ぎ手は船尾を向き,立った状態て櫂をαDの字にこく、。

竿:潟の浅いところは竿をさして舟をすすめた。

が残ってぃる。帆は明治時代に長舟が張った程度てある〔佐久問197の。

海老江舟

し/ー、j

単材型丸木舟

チョウナガシラ

4)当時の海上交通

海に目を向けると,佐渡海府,小泊産の須恵器と思、われるものが大量に山三貞に入ってきてい一方

第16図舟構造断面図
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4 近世・近代の開発と水上交通

る。日本海を渡った船は棚構造の船てはなく,ドブオ、型の丸木舟てあったと考えられる。棚構造の船が

日本海に広まったのは1600年代以降てあり,それまて'はタナナシヲブ才、(棚無し小舟)が主流を占めてぃ九

ものだろう。佐渡のドブオ、は能登半島からの移入と見做れている。彼の地からは海女も出稼ぎ漁業に来遊

しており,能登と外海府のっながりは深かった。もともと海府は「海部の連」の名称て海人の系統てある。

もし,ドプ才、よりフ゜りミティプな形の舟て、あったとすれば,佐渡tクリコプオ、といわれる単材刑の剥舟て

あったろう。事実,佐渡に丸木舟は多く,外海府の良材は,丸木舟をっくるために相当伐り出したといわ

れている〔赤羽1987〕。

佐渡と寺泊・出雲崎の問は 5 ~ 9月まtの静水時には 1日間て、タライプオ、が往復したといわれ,夏季の

舟運はかなり盛んであった。近世中期以降も,帆走の時代,新潟津に入港てきないときは小廻し船が佐渡

の小木て船がかりしているのtある。マルキプオ、tあれぱ,恐らく櫂を推進具にしたものと思われる。櫓

が越後の海域に入ったのは,やはり1600年代と見做れており,櫂を両舷にっけてオール式にウチガイをや

つてきたものではなかろうか。重木づくりの舟は平底て吃水が浅く,潟や河川に入るには優れてぃた。小

さなマルキ舟ても,二艘をカラクル(組み船)ことをし,このヤウチという組織て二艘船にして舟航するこ

とは海上交通て'は古くから行われてきたことである。

小泊産の須恵器が対岸の寺泊・出雲崎のみならず,山三賀のあった内陸側砂丘まて移出されてぃた事実

は,佐渡との直接的な交易をうかがわせる。小泊産の須恵器はこれぱ'かりて、なく,長岡.十日町.六日町

と魚沼帯の遺跡からも発掘されており,信濃川をさかのぱった船は,内陸まて運んてぃるのてある。こ

れによっても広範な舟運の可能性を推測することができるのてある。

第17図一艘舟略図

ノー、',フ

弌,ル

Jレキ

〔赤羽正春1986原図〕
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第Ⅲ章調査の概要

A調査方法

調査地の現況山三賀Π遺跡は前述したように,南西方向から東北方向にのびる砂丘の内陸側に立地し

ており,調査地はその北東縁辺部にあたると考えられる。調査地内は小さな起伏があり,標高は南東側の

湿地縁辺が約4 mてもっとも低く,中央からやや南東よりの山三賀墓地に近い部分が約7 mて'もっとも高

い。南東側の湿地に近い部分は比較的傾斜が急てあるが,ほかは標高6 ~7mt,小さな起伏がみられる

程度である。調査地は山三賀と山大夫の境界にあたっており,宅地はまったくなく,畑とぶどうを主とし

た果樹園が大半て',一部に山林と宅地に伴う竹林がある。調査地の北西仙Ⅱ二かけてはかってプルトーザー

によって,高い部分を削平したと聞くが,その規模は明らかでない。ただ調査地内の層序からみるかぎり,

畑などの造成によって,削平された部分はかなり広いと考えられるが,地形を大きく改変した状況て'はな

いと思われる。

調査地内には何本かの道路が存在する。このうち舗装された町道(一本松山大夫線)が本クランク状

に通っている。

グリッドの設定(図版 1)グリッドは15m方眼て',調査対象地内の全域をカバーてきるように設定した。

方向はパ'イパスのセンターを使用し,方位と合わせなかった。その理由は第一に確認調査の所見から,竪

穴住居を主とし元般集落て',特に方位と合わせる必要がないと判断され九こと,第一にパ'イパスの法線

が方位と全く合致せず,グリッドをこれに一致させた場合,調査を進めにくいと予想、されたことによる。

グリッドの方向はバイ,ξスのセンターキ亢N0735 (X =217920817, Y =68314256), N0740 (X =217856792, Y

=6839106のの 2 点を結んだ線て',真北から49度42分西偏する。

グリッドの呼称は,法線に平行する方向の海岸伯仂,ら内陸側へは,数字の 1~14,法線に直交する方向

の南西から北東へは,アルファベットのA~ F とし,両者の組み合わせによって,「A I」'「B 2」のよ

うに表示した。 15mグリッドは大グリッドて,小グリッドは 3 m方眼とし,それぞれ 1 ~25の番ぢを付し

(図版 1右上),「A I(1)」のように示した。グリッド設定にかかる杭の打設は業者に委託した。なお,現場

においては便宜的に北西側の海岸方向を「北」,南西方向の内陸側を r南」と称した。

調査方法調査の基本工程は,①基本層序の確認、,②包含層発掘,③遺構検出・発掘,④実i則'写真,

て、ある。

①基本層序の確認グリッドの界線に沿って,要所に幅lmのトレンチを設定し,人力て発掘。基本層

序のあり方,状況を把握する。トレンチはほぱ15mごとに入れる。基本層序は表士・包含層.地山となる

が,明瞭に包含層と判断されるものは沙寸よし、。地山上は部やや固い漸移層がみられる。

②包含層発掘初年度の60年度はグリッドの 1列から始めたが,遺構・遺物の出土が少なかったことか

ら,重機(バック.ホー)により表土を除去した。次年度の61・62年度はトレンチの状況や地表面の土器の

1 発掘調査

Ⅲ 調査の概要



1 発掘調査

散布量からみて,かなり遺構・遺物が多いことが予想され,表土から人力て除去した。包含層の発掘は人

力てある。人力による排士はべルト・コンベアーt要所に集め,適宜,重機とダンプで発掘区外へ運1般し

t:。

③遺樹貪出・発掘包含層の発掘の後,遺構検出にεりかかる。検出された遺構に番号を付し発掘す

る。遺構番号は種別ごとに分けず全て通し番号とした。種別はSI(竪穴住居), SB (掘立柱建物), SK (土

坑), P (ピツト)などである。調査員が複数て,それぞれ別のブロックを扣.当したため,ある程度区切って

各調査員が番号を付した。そのためかならずしも位置ε番号の順番が一致しない。なお61年度当初はピッ

トを大グリッドごとに別に番号を付'したが一煩雑なためほかと統一した。

④実測.写真実測は平面図が平板V30,竪穴住居の断面図がν20,カマドの断面図がVI0て'ある。

竪穴住居の発掘方法(第19図)遺構の中心になる竪穴住居はまず,①検出しプ

ランを確認、した後,「十」字状にアゼを設定し,これにそって幅30~50cmのトレ A B

ンチを入れ,層序の確認、を行なう。②カマドをのぞいて平面的に分層しながら
C

掘り下げる。 62年度には,アゼて分けた四っの区画をそれぞれA~D区とした
会

(第18図)。まとまった遺物を除いてこの段階てとりあげる。③アゼの実卸卜写 カ?ト

真の後,アゼを除去。④写真・実測。⑤カマドの調査。トレンチによる断面観 第18図竪穴住居内'住

区割り
察,出上士器の実測など。

全体に撹乱が著しく,全ての竪六住居て撹乱を受けてぃるような状況てあった。断面観察などはこの撹

乱坑も有効に利用した。

掘立柱建物の発掘掘立柱建物は発掘前に全体のプランを把握した例は多くなく,いくっかの柱穴を掘

才."

2 十字のアゼを残し発掘

4 力?ドを残し完掘.写真

4

.

(2のみ S11307,ほかは S1850)

第19図竪穴住居の発掘過程

3

1 ジ,レン(二よる精査・検出(白マーク)
3 アゼの調査後除去

.

D

.
、



つた段階て確i忍、したものが大半tある。柱六が切り合っている例は少なく,発掘は平面的に少しずっ掘り

下げて,柱痕跡の確認、をしたのち,完掘した。おおむね,柱穴底面に柱のくぱみが存在し,これより柱の

位置を把握したものが多い。

'構調査力ード実測・写真以外の記録類には,調査日誌と遺構調査力ード(以下,「遺構力ード」と略す)

がある。60年度は従来の県教委の方法と同様に調査日誌に遺構調査の所見も記入したが,61年度からは調

査日i志と遺構力ードを分離した。調査日誌には作業のおおよその内容を記入し,個別の遺構にっいての調

査状況.所見はすべて遺構力ードに記入した。調査日誌はB5版大学ノートに 1日1頁,遺構力ードはB4

版のケント紙に罫線を印刷したもの(第20図)を使用し,基本的に 1日ことに書き加えてゆき,分量によっ

て枚数を増やす。この遺構力ードには現場て撮影したカラーフ゜りントの写真を多く貼付し,これにもメモ

を書き入れたり,野帳のメモをそのまま貼付したりする。遺構力ードは竪穴住居・掘立柱建物・おもな土

坑にっいて作成したが,これが容易に作成てきたのは,遺構の大半が竪六住居であクたことによる。竪穴

住居は検出しゃすく,当初から番号をっけて記録しゃすいからてある。報告書作成段階て調査に参加した

調査員がすてに転出してしまってぃる現状ては,遺構力ードの作成はきわめて有効な記録方法と考える。

写真写真は60年度はカラー・スライドと白黒の 2種類を使用した。しかし,61年度からはカラー・ス

ライドのかわりにカラー・フ゜りントを使った。その理由はおもにカラー・フ゜りントは遺構力ードに貼付し,

メモを記入することがて"きるのに対し,カラー・スライドは多く撮影しても,スライドとして活用する割

合がきわめて低いことにある。そのため,現場てはメモ用にカラー・プリントを多く撮影し,調査終了後

に説明会などのために必要なものだけをカラー・フ゜りントからスライドをっくることにした。白黒写真は
゛

報告書掲載用に限定し,メモ用には撮影しないことにした。白黒写真の撮影にはご脚を使用した。カメラ

は35mmカメラて',レンズは28~50mmのズームレンズてゞある。

砂丘'跡の特性この遺跡は砂丘上に立地した遺跡て',調査も他の立地とは異なった面が数多くててき

た。県教委による砂丘遺跡の本格的な調査は,54・55年の柿崎町木崎山遺跡(古墳前期~中世)で、あるが,

Ⅲ ,澗査の概要



発掘洲査

山=賀Π遺跡の調査員は砂丘調査をあまり経験していなかった。そのため,当初不慣れて失敗をくり返し

た。砂丘の特質は「掘り易く,崩れ易L、」ということに尽きる。砂は粘土に比べ凄鯆音以上の速度て'発掘・

排卸.することがて、き,ベルト・コンベアーのスリップもまったく生じない。しかしながら,いったん掘っ

た遺構は乾燥するとともに崩落がはじまり,作業中に偶発的に崩してしまうことも多い。地山砂の白砂は

とくに崩れ易い。乾燥が何よりもよくなく,天候は晴天時より,むしろ小雨ぐらいが最適である。遺跡の

保存力浅隹しい九め,実i則・写真が通常よりとくに難しい。

発掘調査は60年度から62年度まて,3 か年にわたって実施した。当初計画ては61年度上半期(7月まで)

t終了の見通しtあったが,60年度の調査終了時点て',61年度下半期 a0月)まてかかることが判明した。

さらに,法線両側の追加買収予定部分が,61年度までに未買収てあったため,さらに62年度まて調査継続

となった。各年度の調査範囲は第21図のとおりである。

60年度 U0月21日~Ⅱ月28田

60年度の建設省関係の調査は当遺跡のほか2か所あり,その終了が予定より遅れたため,調査開始は予

定より約 1 か月遅れた。 10月21日,調査開始。調査員 3 名,作業員約25名の体制をとる。まず, 1列から

グリツドに沿って15mごとにトレンチを入れ,層位の確認、をする(8列まて)。また南倶Ⅱ昼地の水田部にバ

ツクホーでトレンチを入れる。南仙Ⅱ昆地ては砂丘が深く落ち込んており,遺物の出士が確認てきないこと

から,この部分は発掘対象外とする。 1列からはじめたトレンチては,啓"に遺物集中地点があり遺構の

存在が考えられた。23日からは遺物の出土がみられない 1列からバックホーて表士除去し,遺構確認、をす

る0 1列のB ' D . Eて'遺構検出し,遺構らしきものを掘るが,いずれ苛覺乱ナ亢と判明する。撹乱坑はか

なり多い。 D ' E 3区て'も遺構はなし。 2 列のC ・ D ・ E は発掘不要と判断する。 30日, A 2区で竪穴住居

(S11)を検出,発掘する。引き続き表土除去してぃたA ・ B3区より同様の黒色士を検出,竪穴住居肘隹定

する。当初,状況によっては6列まては当年度内仁作業完了てきるのてはないかと考え重機排士を進めた

が,予想以上に多くの地点から竪穴住居ι考えられる黒色士と遺物を検出した。出士遺物からおおよそ8

9世紀と考えられたが,竪穴住居の埋士に黒色士層があるものとないものがあり,後者に古い遺物が伴

つていることから,埋士の違い力珀寺期差によること力苛隹測1された。 S11から竪六住居の発掘を1順次隹めた

が,11月に入ると冬の天気が続き,作業もはかどらなかった。また,調査員が砂丘上の調査に不慣れt,

遺構と撹乱の識別や遺構の崩落などに苦慮した。ただし,排士や発掘は通常の場所よりかなり早かっ九。

通常,12月は降雪などにより調査不能となるため,Ⅱ月末に当年度の作業を終了することにし,作業の区

切りのついた28日,現場を撤収した。

当年度の調査により,畊東の竪穴住居を発掘したが,他に6列まてに10棟以上の竪穴住居が検出され,

南側にさらに多く分布することが容易に予想された。遺物の出士量はコンテナ数20箱て'ある。これより61

年度の残りの発掘面積は約9,000がて',竪穴住居は50棟以上と想定し,調査体制は調査員3名作業員50名,

期問120日(4月~10月)が必要とされた。古代の大規模な集落てあり,従来の認識を改める必要が痛感された。
61年度

当初計画当初の発掘予定面積は9,ooom.てあったが,法線両側約5 m,約60om.が追加買収されること

になり,残りは9,600がとなった。しかし,調査を開始した年度当初には追加買収部分と部の畑(A7.8

区)の買収は未了になっており,この部分にっいては着手しなかった。 61年度半ぱにはこの買収が完了す

B 調査経過
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越した

建設省の,十画ては,61年度から工事着手となっており,調査は工事工程を考慮して進めるこしとした(第

22図)。まず,第1に優先するのは北東側に敷設する工事用道路部分てある。そして,舗装された町道部分

にっいても,凋太が必要と判断されたため,この付け替えも考慮し,第1に,工事用道路部分(1岫約10m)に

ソたるF列とE列北西側幅6mの調査を優先させ,次に町道の北西側を完了させた後,こちらイ則に仮,斐の町

道を敷よすることにした。応,工事用道路を6月上旬,町道北西側を8月末までの渕ポ完了を目標にし九。

工事用道路部分4月10日,現場に器材を運搬し,15日から作業による発掘作業を開始した。調査員

3名,作業員約弱名の体制をとった。排上の移動に重機を使用したが,発掘は基本的に人力t,15日以降

表士.包含層発掘と遺構発掘を平行して進めた。開査は遺構発掘が3班 a班約10知,表上・包含層発掘

班(約10名),実測班(約10名)に分れ,調査員は遺構発掘班ごとについた

凋六はE列の 5 区から19列と,10区から13区とにわけて進め,5月にはいってから,遺構検比,に入り,

中田から竪六住居(S118)の発掘を始めた。 E列 5 ~8区は遺構がとくに少なかったが, E9 X と E11.12

メには遺構が集中し,ここて時間がかかった。 3名の凋査員のうち2名は前年度開人を経験しているとは
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いえ,まだ十分砂丘の調査と「土」になれていないこともあって,予想以上に作業は難行した。 EI0区・

Ⅱ区ては竪六住居と掘立柱建物が切り合い,古墳時代前期の遺構もあるなど前年度のような単純な遺構の

あり方てはなかった。 6月4日にはS14 から帯金具が出土,新聞にも報道され,「古代の大集落」の存在

が,町内だけて、なく,県内にも広く知られるようになった。予定より少し遅れ6月中旬には工事用道路部

分を終了し,ひきっづき E列の残り部分と D列 5 ~10区に移った。 E列12区の S1115は,それまて検佳,し

た竪穴住居としては比較的大型て、切り合いもなく,とくに保存状態が良好て',竪穴住居のイメージをもっ

のに役立った。また, S1115からは須恵器の出土が少なく,8世紀前半まて'さかのほ'ると考えられた。

町道北西側町道北西側はD列の10区から5区に向って進めた。 D8・9区ては町道の際て切りあう竪

穴住居(S172・74・75)が検出され,これに時間を要した。竪穴住居て切り合っている場合,当初の想定プ

ランと実際のプランが異なることがしぱしばて'あった。また, D 8区より西側て'は撹乱坑がきわめて多く,

これもプラン確認を困難にし九。

Dる1蜂冬了後はC列, A ・ B列 4 ~ 6 区へ進んだ。 A ・ B列 2 ~ 4 区は60年度に着手し,一部力珠冬了して

いた部分もある。 S14.5 ・ 6 は完了, S17 は一部発掘, S18 は検出の段階てあったが,その際再確認

してぃなかった S19.10力沫斤たに検出された。調査当初の前年度は,いかに「士」の見方が甘かったかを

感じさせられた。このようなことは62年度にもあった(S12の。 A ・ B列3 ・ 4区は周囲より低く,地山砂

層の上面が明茶色てょくしまっており,この部分より縄文をわずかに含む士坑が検出され,その時期の遺

構の存在も明確になった。

7月を迎える頃,町道北西側の調査は進行してぃたものの,遺構検出が進んていた町道南伯ル遺構の密

度が当初予想してぃたよりかなり多く,それだけ時間を要し,10月末まて、の予定期問内に終了しない見通

しが出てきた。そのため,調査員とそれにともなう作業員の増員が必要と判断し,7月末より調査員1名

(遠藤調査員)と作業員約10名を増員した。この時点の建設省との協議て',追加買収部分の交渉が進んてい

ないことから,来年度にも調査を持ち越すことが確認、された。

町道の調査はお盆休み(8月8日~17田の前まてに終了した。休み明け21日には新発田消防署の協力て,

シュノーケル車から写真撮影した。

町道南東側と町道付け替え町道南東側は6月から,表土・包含層発掘を始めていたが,7月上旬より遺

構検出に入った。この段階てはまだ"1道の付け替えがなされておらず,調査区はbかれていた。 8月末よ

り仮設の町道が北側に敷設され,クランク状の舗装された町道を撤去し,発掘した。一方, B14区の一部

にも農道を付け替える必要があり,この部分だけを先に調査した。

8月末,建設省との協議て',当年度の調査未了部分は追加買収両側部分と B ・ C列12,13区とすること

にした。

この部分てポイントとなった遺構は C 9 区の S1502A ・ B, B11区の S1600.610.630, DI0区の SI

1000, BC 7 区のS1429.840などてある。 S1502は古墳時代前期と奈良時代の竪八住居がきれいに重複

してぃたため,多量の古式土師器によって,はじめて遺構の重複を知った。 S1610などは傾斜地てもあり

重複してぃるプランをっかむのに苦慮し, S11000は竪穴住居周壁部に粘土混じりの士を置くという特異な

構造に驚かされ九。そして S1840は切りあいのプラン確認、力浅隹しかったのに加え,鍛治工房の存在が注目

された。 S1429からは埋士から和銅開珎が出土した。

CⅡ区は傾斜地であったため,包含層が奈良・平安時代,古墳時代前期,縄文時代の3時期に分雜し,

砂丘の形成や環境を考えるうぇて興味がもたれた。

Ⅲ調査の概要



1 発掘調沓

1011末でほぱ渕査が完 fし,冉び消防署のハシゴ車縞さ約30m)て写真撮影し,補足調査をやり,11月

ト.句C謝査を終え九。

61年度の謝査突績は而稙約8,000が,発掘した遺構は竪六住居約65棟,掘立柱建物13棟て'ある。竪穴住

居のうち 8棟は占墳11寺代前期て',ほかは奈良・平安畔代てある。

62年度

62年・度の瀏査mi枝は2,600がである。前年度の突績を勘案して,凋査員3 名,作業員40名で調査日数は

50Ⅱとみなし,511 ト'句から 7 "末日ま tを予定した。調査範囲は61年度調査末了に終った B . C12.13

区と遅加買収の向側t,変則的になった。パ'イパスの工事用道路は前年度に引き続き行なわれるため,調査

もこれに合わせ優先順序を決めた。順序は①町道ボックス部分に当たるA . B7区付近,②その他の南西

仰1(NI{賀)追加部分,③北東("1大火仰D 追加部分とした。③の山大夫側追加買収部分は山林や竹林の部分

が多いことε,前{1り叟の遺柚のあり方からみて,あまり遺構が多くないと子・想されたことから,この立3分

は衣」二兆掘にバツク・ホーを使うことにし,ほかは全て人力排士とした。調査は調査員3 名,作業員約45

名て',遺槻発掘か'3班,表に・包含層発掘が 1班,実卸仂;1班の編成t進めた。調査員3 名のうち,1名

は本年度からのi渕査員てある。

A列 3 ~ 6 区は畷穴件居力12棟のみtあったが,フ~13区は13棟と多く,子1旦以上であった。 A 7区て'

は卯をもった大型の掘立柱建勃ル検出された。 C12・13区では掘立柱建物が重複して検出され,前年度の

状況もあわせて,南東内陀側に掘立柱建物が集中することが分かった。方, U」大夫側のF列は3 ~ 9区

迄, f想通り遺構は少なかった。 F 3区のS11500は他とかなりはなれて存在すろ印象を与え,古代の集落

が北イ則へさらに広がることが知られた。 F8区のS120は前年度部発掘してぃたにもかかわらず,竪六住

居舗忍識する仁十らなかったものであるが,調沓日程の最終段階でカマドの遺存状態が良好て'あることが
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判明し,これに使用された士師器甕4個体が設置状況を明確に示してい九。それまて',カマドの調査を多

く繰り返しながらも,その構造把握に至らなかったが,これによりその一端が把握された。 A12'13区て

は竪穴住居が重複した。そのうち S11460は道路を撤去して発掘した。作業は予定通り7月下旬に終了し,

3 か年にわたる約13,600がの現場調査が全て終った。

C 普及啓蒙活動

遺跡の発掘成果はたんに学術的な意義だけてなく,広く市民のなかに生かされてはじめて地域の文化財

として活用されることは昌うまてもない。普及啓蒙活動が重要なゆえんてあるが,そのためにいくっかの

行事や活動を行なった。これは調査が3 か年にわたり,数多くの新しい発見があったことにもよる。また,

町教育委員会や作業員の自主的な企画運営による活動にも特筆すべきものがある。

広報等の記事町教育委員会て月1回発行し,町内全戸配布している『社会教育だより』に,各年度 1

回づっ発掘調査とその成果にっいて紹介した(60年11月37号,61年6月42号,62年7月51号)。作業のようす

や配,士品などの写真を掲載するとともに,調査に参加した作業員の感想、もよせられている。 37号ては61年

度の作業員募集記事を載せたところ,多くの応敦があった。一方,町役場広報課て月2回発行し,全戸配

布してぃる広報紙『せいろう』にも 2 匝祿召介され九(7月119号,10月122号)。ここては開旦.成果のほかに

現地説明会の案内とその内容にっいて詳しく述べられている。

現地説明会(第25区D 遺鋤.の概略がわかり,かっ作業工程_ト."1能な11寺好1として,61中度8月24日に実施し

た。この段階て発掘予定面稍の約半分が讓1査を終 fし,遺物も完形品や珍しいものがかなり吐"士・していた0

説明会は午.前10"寺から12時ぼての日科て',@令体の概要,2竪穴住居,③掘立柱建物(品床式肩1革),④竪
3につぃてはイラストな穴住居の発掘方法,⑤おもな吐',ヒ遺物にっいて,場所を別にして説明した。 2,

どの説明板を作成した。参加者は約350名とf想以ヒに多かった。参加者の約23は町内の人て',各中ヤ層

Ⅲ 朋査の概要

第25図普及啓蒙活動K写真)

曳

゛'

(上段現地説明会下段豊栄パーキングの展尓)
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が万遍なく含まれてし、る。『広桜』や『社会教育だより』,町の有線放送などて'説明会にっいて PR してもら

つたことが多くの人を集める結果になったと思、われる。なお,説明会てはB5版12頁孔版の資料を作成した。

展示会'スライド会・講演会 62年度になってからは,町教育委員会などの主催てぃくっかの行事が実施され

た。町の文化祭 Uリ11n~3FD には,会場の'角t出士遺物の主なものを展示し,あわせて調査と遺跡

にっいての説川1とスライドをト.1映した。吐',ヒ遺物の般公開は,県の展示施設もないことから,現地説明

会以外てはほとんε災施していなし、。また,文化祭に先立っ10月には,町公民館における町老人福祉協議

会キ催「聖樹"老人の集L、」(約250名参力川にて「古代のロマン『山'ご賀遺跡』」と題して講演した。

豊栄サービス'エリアでの資料展示(第25区D 出士遺物等の恒.常的な展示公開は,県をはじめししナ、公立の

適汽な展小施設がないため,突施てきないのが現状である。そうした状況にっいて建設省と話しAうなか

て',建よ省側の施設内での展尓がtきないかという案がてた。建設省て'はちょうど新々パ'イパス曲栄バー

キング内に,道路情報等を提供するサービス・エリアを建設中てあり,その建物内部に展示コーナーを皐

け,山'賀Π遺跡の資キ1を展水することになった。サービス・エリアは高速道路のサービス.エリアと同

じものてあり,般国道ては当サービス・エリアが全国ても景初の例ときく。昭和63年Ⅱ月10日のオープ

ンf定にあわせ,写真.Ⅸ1のバえ、ル,説明文の作成,出士品の選定をおこなっ九。展示スペースは幅約3.5
m,高さ約 2 m,奧行約 l mて'ある。

山三賀遺跡を語り継ぐ会発掘に参加した作業員を中心、に結成された会。作業員は61年度の調ボ規模の材

大にともなって,登録約70名となった。多くは遺跡近辺の住民てあるが,周辺の新発田市.幽栄市などか

らも参加していた。会は61年・度の調査終了に近い頃結成され,文集『山=賀遺跡発掘調査誌を町教育委

員会ιともに62年3月に発刊した。文集には調査員のほか作業員の感想文が多く掲載されてぃる。ムては

発掘作業の終了後も,町教育委員会の協力のもと,会合や見学会を催しており,62年9月には出土遺物の

整理作業が行なわれている文化行政課曽和分室の見学を行なっ九〔聖篭町教育委員会198幻。発掘作業吋の自

主的な組織結成は県内でも例がなく,今後の活動が注目される。

その他発掘現場に直接見学に来た人は多L、。遺鉢に近L、町立蓮野小学校の4 ~6年生は山校教育の教

材として,遺跡見学を行なった。聖篭町は一般に比較的新しし町て'あるという抑識が町民の問で{着して

いたが,遺跡の關査によって,1,000年以上の歴史をもっことが知られ,新たな町の歴史像がっく・れっつ

ある。あらためて遺跡のもっ重要な側面を認識したい。

坂井秀弥

金沢道篤

田辺早苗

確認調査昭羽巧9年4月9 ・10日

扣当 藤巻正信

昭和60年度 10,21~11,28

総括 高橋安

管 理 田中浩

調査指導 中島栄

庶務 高橋幸 ム

調査扣当

調査職員

D 査体制

(県教育庁文化行政課学芸員)

(県教育庁文化行政課長)

(県教育庁文化行政課長補佐)

(県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長)

(県教育庁文化行政課主事)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財調査員)

調

、
、
イ



2 整理作業

昭和61年度

総括

理

調査指導

庶務

調査担当

調査職員

4,10~ 11,14

橋「西1

田中

中島

士田

安

栄

玲

秀弥坂井

柳

金沢

山本

(県教育庁文化行政課長)

(県教育庁文化行政課長補佐)

(県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長)

(県教育庁文化行政課主事)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

昭和62年度

総括

管理

調査指導

庶務

調査担当

調査職員

恒雄

道篤

肇

孝司起藤

5,フ~フ,23

大塚克夫

田中 告

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財調査員)

中島栄

士田玲

坂井秀弥

白也高橋

金沢道篤

方

Ⅲ

(県教育庁文化行政課長)

(県教育庁文化行政課長補佐)

(県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長)

(県教育庁文化行政課主事)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

(県教育庁文化行政課文化財専門員)

法

調査の概要

2

物1')遺

出土士器の大半は士器て',そのうちても奈良・平安時代の須恵器・士師器が主体を占める。土器以外て

は鉄製品がかなり多く出士しているが,木製品はまったくない。

土器現場から出士した土器はまず基礎整理として,袋ごとに①洗浄,②注記,③分類する。洗浄は須

恵器.土師器を一緒におこない,のちに両者を分けて,士師器のみパ'インダー処理を施す。注記は基本的

に墨汁を使い,素地が黒いもののみ白色のポスターカラーを使った。注記の文字の上にはニスをかけた。

分類は遺構とグリッドに分け,それぞれ遺構・グリッドごとにまとめた。遺構のうち,遺物量がまとまっ

てぃるのは竪穴住居てある。接合は基本的に遺構ごと1グリッドごとにおこない,切り合った遺構などに

つぃても接合のチェックをしたが,それ以外のものにっいては原則的に接合のチェツクはしていない。石

コウ復元は実測・観察の障害になるため,最小限にとどめ,実測後に保存と写真撮影を考慮し,復元を追

加した。実測は,竪穴住居の士器を中,じにおこない,出土量や出土状況を勘案して,可能な限り図化する

ものと,代表的なもののみ図化するものに分けた。

鉄器砂丘遺跡ということもあって,鉄器はかなり出士していた。現場て簡単にサビを取りチャツク付

のビニール袋にシリカゲルとともに入れた。現場から持ち帰った後は簡易の真空パックに入れ,良好な資

料にっいては元興寺文化財研究所で保存処理をおこなった。

A

整理作業

止
口

,
、
イ管



2 整理作業

2)図 面

現場て作成した遺構実測図はA1版用紙t約14畊文の量にのぽった。実測図はグリッドごとの平面図(ν

30)と断面図・微細図等(ν10・ V2のに分けており,それぞれに通し番号を付し,台帳を作成した。平面

図はトレースを考慮してν40の第2原図をコピーて作成した。

遺構実測図はV80と1/200の 2種類を作成した。'ν80図は竪穴住居などの主要遺構のみて', V200図は全

体を9プロックに分割したもので,すべての遺構を記入した。カマドや遺物の出土状況の実測図は細かいこ

とからV60とした。遺構の断面図は原則として竪穴1棟に 1本とし,最小限にとどめた。竪穴住居の士層

断面にはよく目立っ「黒褐色砂層」が堆積しているものがあり,この有無がひとっの時期決定の要素にも

なりうるため,この層のみ砂目の網がけにした。その他詳細にっいては第Ⅳ章にて述べる。

B 経過と体制

経過出士遺物の洗浄・注記は発掘作業の現場て実施し,残ったものじっいてその後に文化行政課曽和

分室て実施した。また,図面・写真の整理や遺構台帳・遺構調査力ードの作成も発掘作業に並行して進め,

残ったものについて,年度ごとに現場終了後おこなった。

整理作業を本格的にはじめたのは62年度からて',8月以降,作業員のほかに整理担当職員を配置した。

62年12月から63年3月まてと63年8月~10月は職員1名,63年11月~平成1年3月は約3名をそれぞれ増員した。

遺物の接合が62年9月より63年6月まて'と,もっとも時問がかかった。遺物の実測は実測点数の約半数

を職員,ほかを職員の指示のもと作業員がおこなった。このほかの作業は職員の指示にしたがって作業員

がおこない,職員は原稿執筆,図版のレイアウト,編集にあたった。

体制整理作業が本格化した62・63年度の整理体制と本文執筆以外の作業分扣.は以下のとおりてある。

62年度指導中島栄一(埋蔵文化財係長)・横山勝栄(副参事)

担当坂井秀弥(総括,須恵器・士師器の整理・実測)

職員金沢道篤(遺構実測図の製図,古式士師器整理・実測)

作業員(遺物洗浄・註記,土器接合・復元,遺構実測図整図,その他作業補尉D

63年度指導中島栄一(埋蔵文化財係長)・岡本郁栄(副参事)

扣当坂井秀弥伐念括,遺構実測図,土器実測図,編集)

職員赤羽正春(遺構写真)・藤巻正信(縄文・弥生石器実測図)・山本幸俊(編集)

梶良成(遺物写真・士器観察表)・田辺早苗(縄文・弥生士器実測図)

本間桂吉(金属製品・石製品実測図)

作業員(土器接合・復元・実測1・製図,図版類作成,その他作業補助)

年1臭
月

59

4

脚1る寉認

60

61

5

62

発掘Ⅲ訓Ⅲ川川Ⅲ川ⅢⅢ脚ⅢⅢ川ⅢⅢ川ⅢⅢ川ⅢⅢ川"Ⅲ川Ⅲ川川Ⅲ川ⅢⅢⅢⅢⅢ""1Ⅲ

発掘Ⅲ1"川Ⅲ川1"Ⅲ川"1Ⅲ1"ⅢⅢ川Ⅲ1"川

63

整理
^

整理

発1屈1Ⅲ川川Ⅲ川Ⅲ1

第26図年度別作業進行状況
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整理(接合~報告書作

成)



第Ⅳ章

遺跡の時期は縄文時代,古墳時代,奈良・平安時代の三つに大別される。このうち,縄文時代は住居跡

がなく,遺物の出土量もこく少なし、。主体となるのは,奈良・平安時代て、ある。部分的に時代ごとの包含,

層が分離してぃたが,ほとんど同一平面上に重複するものが多い。検出されたおもな遺構は古墳前・中期

と奈良.平安時代(8・9世紀)の竪穴住居約100棟と奈良・平安時代の掘立柱建物27棟てある。

縄文時代出士士器の時期は,中期前葉から晩期終末に及び,一部は弥生時代に入る。遺構は士坑が主

体をなす。縄文士器の出士した士坑は数少ないが,埋士からみて,縄文時代と考えられるものがいくつか

ある。これらの埋土は茶褐色砂ないしは黄褐色砂t,よくしまっており混じりが少ない。ただし,若干の

炭片を含むものが多い。遺構の分布はA ・ B3・4区周辺と B ・ C12・13区周辺に集中する傾向がみられる。

後者の地区は地山面がかなり傾斜しており,包含層が縄文,古墳,奈良・平安の各時期に分離していた。

比較的遺物がまとまって出士した SK1373はこの地区の土坑て',士器の出土状況などからみて,墓の可能

性も考えられる。

全体を合せても遺物の出士はごく少ない。縄文士器は小破片がほとんどて',石器も石斧・石鎌数点ず

つを数えるにすぎない。時期のおおよそわかる士器は,晩期後半~末葉の時期が多い。この時期の士器は

B . C12.13区に多い。士坑以外の遺構は明確でなく,遺物の出士状況からみても竪穴住居などの居住施

設が調査区内に存在したとは考えられない。

古墳時代約100棟の竪穴住居のうち,当時期のものは12棟てある。調査区のほぱ中央から,東南端ま
ノ

て東西約10omの範囲に分布する。竪穴住居のほかには士坑がいくっか存在する。奈良・平安時代の遺構

と重複してぃるものが多ぐ全体のプランカ珀肌寉て、ないものもあるが,いずれも平面形は方形てある。規模
、 "ν

は一辺約 8 mのもの(S15舵A)から一辺約 3 mのもの(S198など)まて'ある。深さは10~60cmて'ある。古

墳時代の住居跡同士の重複はなし、。出土士器からみて中心は前期から中期前半てある。住居跡出士の土器

には若干の時期差があり,すべての竪穴住居が同時期のものてはない。埋土最上層から奈良.平安時代の

士器が比鞍的まとまって出土してぃる例(S1Ⅱ24)があり,住居の掘り込みがすべて早い時期に埋没しな

かったことが知られる。士器はいわゆる r古式士師器」て',1点のみ古墳時代中期と老えられる須恵器
はそう

腔がある。士器の他には玉類がある。

注目される遺構にCH区の方形溝SX7鮖と B12区の溝状の土坑SK1337がある。 SX795は方形に溝がめ

ぐり, SK1337は断面「V」字状のものて、ある。

奈良.平安時代遺跡の主体をなす時期てある。検出された遺構は竪六住居約90棟,掘立柱建物27棟の

ほか,多数の土坑.ピットがある。これらは調査区の中央から,東南端の湿地近くまての間に多く分布す

る。

竪穴住居はすべて方形プランて',規模は辺3 m以下のものから辺8 mに近いものまてある.。多くは

辺5m以下てある。長方形のプランになるものも多い。竪穴住居の方位は東西南北の方位に近いものか

ら,これよりかなり偏向するものまて、ある。深さは20~60伽てある。東側ないしは南側にカマドをもっの

1 概

跡

要

遺
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2 層序

が一般的てある0 カマドは粘士を混ぜてっくっており,士師器の甕などを芯に入れてぃるものが多L、。

床面には明確な竪穴をもたないものがある。周溝もすべてにみられるものてない。埋士t特徴的なのは8

世紀前半期のものを除いて黒褐色砂が堆積していることてある。士器は床面直上より,その上位から多く

出土している。掘立柱建物は束柱をもっ総柱建物ル,束柱をもたないものがある。調査区の東南端に比較

的集中する。総柱建物は2問X2問の規模が多い。束柱をもたないものは梁間2間,桁行は3間~4間で,

廂をもっ例が2つぁる。掘立柱建物と竪穴住居が重複する例てはすべて掘立柱建物のほうが新い、。

出土土器の年代は8世紀初頭から9世紀後半まててあり,調査区内の遺構の時期もこれと致すると考

えられる。土器のほかには,鉄器がかなりある。

3 遺構各説

発掘区内は 1~2mの起伏をもった砂丘て',南西仰Ⅱよ湿地に落ち込む。砂丘て掘り易いためか全体に撹

乱が著しく,旧状をとどめた部分は多くはない。揚乱は平坦に削平したことによるものと,部分的な乱掘

坑によるものがある。高い部分はおおむね削平されてぃる。

基本層序は①表土(1層),②包含層 q1層),③地山(Ⅲ層)に大別される。いずれも砂である。①表士

は暗褐色砂て',20~60cm程度てある。高い部分は薄く,低い部分は厚い。②包含層が遺存してぃたのは1覺

乱されていない低い部分てある。この範囲には地山上に明茶色砂層が存在する部分とほぱ一致する。包△

層は低湿地にむかって傾斜するB ・ C列Ⅱ~13区付近ては3層に分離してぃた。その下層は黄褐色刑惰て',

若干の縄文士器と炭片を含む。出士土器のうち最も古いのは中期前葉てある。中層は明共褐色砂層t,

古式士師器を含む。上層は暗褐色ないしは褐色の層て',奈良・平安時代の遺物を含む。下層.中層はよく

しまっており,上層に比し色はうすい。それぞれの包含層の間には,遺物を含まない問層は存在せず,る小

丘の形成が確認、される縄文時代中期前葉以降,この砂丘列には砂が移動したり,堆積したりすることがな
かったことがわかる(第Ⅲ章2 D)。

地山は淡黄白色のいわゆる「白砂」てある。前述のように低い部分にはよくしまった明茶色刑、層が存在

している0 この層は粒子が細かく r土」に近い。調査した範囲ではこの層からは遺物は出土しなかったた

め,時期は不明てある。ただ, B . C列Ⅱ~13区の古墳時代の包含層にやや類似することから,その時期

の包含層の可能性も考えられる。地山砂は表面の比較的か九い部分をのぞくと,さらさらとしてぃる。削
平されて包含層が存在しないところて、は表土の直下はしまりのない地山刑、となる。

2 層 序 (第27 ・ 28図)

3

A

てとりめげる遺構は,おもに竪穴住居と掘立柱建物・士坑てある。以下,個別に記'ボするが,これ^^

らの記述にあたっての一応の基準と,使用する語句や数値の意味,実測図の表現方法などにっいて,あ・

かじめ述べておく。なお,遺構の種別は「竪穴住居」・「掘立柱建物」.「士坑」とし,あえて「竪{住居

跡」のように「跡」を付していない。これはすべての遺構は原則として何らかの痕跡, r跡てあり,とく
にいちいちは付す必要はないと考えるからてある。

遺構各説

記述にあたって



竪穴住居(第29図)

①位置は大グリッドて示す。複数のグリッドにわたる場合は,それ

ぞれ記したが,わずかな部分は省く。
N-a-W

②重複する場合の先行関係は,「切る」,「切られる」と表現し, rA 北西辺

北側がBを切る」と表現すれぱ, AがBより新しいことを意味する。切 コー十一

り合い関係の把握に及ばなかったものは不明とする。

イ
③主軸はカマドのある辺とその向かい側の辺(対辺)とに直交する方

向とする。方位は北から東西に偏する角度(a゜)を「N・a゜・W (ま
南側
コーナー

カマト
たはE)」と表現する。多くの場合は西に偏している。なお,グリツ

南東辺

ド方向は北から約50度西偏している。

第29図竪穴住居の概念図
④住居の四辺の呼称は方位にしたがう。主軸の偏向角度が30度以下

の場合は,それぞれ東西南北の方位をそのまま付し,「東辺」・「北辺」などとするが,30度以上の場

合は南北と東西を組み合わせ「南東辺」・「北西辺」などとする。この場合,四辺のコーナーは「南側

コーナー」・「西側コーナー」とする。

⑤平面形の長さ・深さの寸法は確認、面からてある。面積は四角形として計算したものて,細部は考慮

してぃない。平面形は大半が正方形てはなく,長方形て,主軸方向が長いものが一般的てある。この

場合はそれぞれの長さを示した。平面形に若干の歪みがあるものも多く,部分的にことなるものもあ

る。

⑥カマドにっいての「左右」・「前後」の表現は,カマドにむかっての位置を示す。カマドの寸法も確

認部分のものてある。

⑦必要に応じて柱六の番号を付した。

⑧埋土は時期決定の要素となる「黒褐色砂層」の有無に重点をおいた。なお,r埋士」は遺構内に入っ

てぃた士て、ある。いわゆる「覆士」と同じ意味て、あり,人為的に埋めた士を意味するものて"はない。

⑨出士地点を記録したおもな土器は記述した。士器の番号は実測図と一致する。

⑩奈良.平安時代の時期(1~Ⅳ期)は土器編年(第Ⅶ章2A)の時期を示す。

掘立柱建物(第30図)

①掘立柱建物の用語にっいては建築史の分野の用語を使うのが通例てある。しかし,それらの専門用

語は建築の知識のないものにとっては難解なものが多い。ここてもなるべく通例にしたかって,使用

したっもりてはあるが,根本的な認識の誤りも多いことと思bれる。

②柱間の多い部分(原則として長軸)の柱の問を r桁行」,柱問の少ない部分(原則として短軸)の柱の間

Ⅳ 遺

第30図掘立柱建物概念図
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3 遺構各説

を「梁間」とする。「梁問」は「梁行」と同じ用語てある。 2間X 2 間の場合などはこの区別がtき

ないため,「桁行」・「梁間」は使用しない。しかし,柱問が同じ場合て、も建物の平面プランが正方形

てはなく,長軸・短軸の区別てきるものは,これを使う。建物の方向は長軸を基本に示す。

③廂をもっ建物の柱間の数は廂を含める。廂以外の部分は r身舎」という。

④建物の内倶にも柱穴があり,これが御倩主を結ぶ線の交点に位置する場合はこの柱を「束柱」とし,

このような建物を「総柱建物」とする。

⑤この遺跡の掘立柱建物はほとんど方位と一致しないため, r東西棟」「南北棟」の表現は用いない。

⑥柱穴にっいては r柱掘形」と「柱痕跡」の語を使う。「柱痕跡」は柱穴内に残る柱の痕跡t,ほかの

埋め士は「掘形埋土」とする。径・深さは確認面てのおおよその数値である。

⑦面積は長軸と短軸の乗数を示した。

遺構実測図について

遺構実測図はV200の全体図(9葉に分害ID と V80の個別図がある。個別図は竪穴住居.掘立柱建物とお

もな士坑のみ抽出した。全体図と個別図ごとに通し番号をもっ。全体図 a/20のは 1 ~9,個別図 a/80)

は 1 ~32て、ある。

全体図は遺構の存在する範囲を,多少の重複部分をとって9葉に分割した。それぞれの図の位置関係を

図版2 に示し,それぞれの図版にも略図を示した。発掘区の範囲は,下端の部分を直線でネ士んだ。この図

には多数存在する撹乱はいっさい省き,その部分の遺構にっいては想定される線を点線て入れた。カマド

は外側の輪郭のみを記し,網目(スクリーントーン)を入れた。断面図は任意の位置(三角矢印て示す)を選

び,作成した。

個別図は竪穴住居.掘立柱建物・土坑ごとに分けたが,重複するものはその限りて'はない。1覺乱邦分は

点線て復元したが,それが大きくて復元が困難なものにっいては,撹乱部分を細い実線て示した。カマド

は全体図伺様,輪郭を入れ網目て示した。おもな遺物の出士地点は黒丸て平面図に示した。断面図は原則

として土層断面を入れたものて示し,その位置は三角矢印で表示した。断面図は方向を統するため,原

図を反転したものもある。撹乱部分は実線て、復元し,その両端部分の線を切った。トレンチ部分は実線て

復元した0 士層のうち最も目立っ「黒褐色砂層」は時期決定の要素にもなるため,砂目(スクリーントーン)

をかけて表示した。土層名はなるべく統一すべくっとめたが,不可能なものもあり,それらにっいては観

察者の記録を尊重した。

S11 (図版 3 ・ 12 ・ 13D

A 2 区にある奈良'平安時代の竪六住居。調査区のなかてはもっとも西側に位置する。主軸はN、470、

Wて,南東辺にカマドがある。北東・南西辺がやや長く4.3m,ほカヰよ3.8mて',面積16.3m.である加さ

は40cm前後てある。床面に深さ10cm前後の小さなピットがあるが,住居の柱かどうかは不明てある。周篝

はない0 カマドは1.フ×1.2m,高さ約40cmてあるが,この部分だけ床面がレンズ状にくぱむ。最下層が

焼けている。埋土は基本的に上・中・下に分かれ,中層が「黒褐色砂層」て最も目立ち,上層は淡褐色

砂,下層は淡茶褐色砂てある。中央下層より須恵器無台杯(670),土師器小甕(674)が出士した。土器の出

士量は10f固体未満て少ないが,底部糸切りの須恵器無台杯(672)や士師器小甕(673)は当地域ては異質な士

器てあり,当住居の住人の出自を示唆する可能性も考えられる。糸切り無台杯は頸城産の可ず性もある。

B 各 説



時期はⅢ,期に比定される。

S1 4 (図版 3 ・ 12 ・ 129)

A3区に位置し, S15 を切る奈良・平安時代の竪穴。フイゴ羽口や鉄津が多量に出土しており,鍛冶工

房と考えられる。主軸はN・53゜・Wて',カマドは東イ則コーナーにある。一辺3.4~3.5mのほぱ正方形て面

積は11.9m,と小さい。深さは40~50cmて'ある。西イ則コーナーι南イ則コーナーに径25~30cm,深さ約50cmの

ピットが 1 つずっある。柱穴の可能性がある。周溝はない。カマドは1.2×1.5m,高さ40omて',ほぱ全部

焼けてぃる。カマドより土師器甕(547・552・郭7・56D,須恵器有台杯(545)が出士した。 561の甕は横倒

しの状態て、出た。埋土は最下層をのぞいて,炭や鉄津などて',黒色を呈する。西側はとくに床面ちかくま

て、,黒色砂層が達する。西倶戸ーナーの1.5×1.5mほどの範囲は床面と壁面が焼けており,この部分に鍛

冶炉が存在したものと推定される。床面直上付近から土師器長甕(559)が一括出士した。土器の出土は上

層を中心に比較的多く約30個体てある。フィゴ羽口多数と鉄津18.5kgが出土した。時期は11し期である。

S 1 5 (図版 3 ・ 12 ・ 129)

A3区に位置し, S14 に切られる奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN 60゜ Wて',南東辺にカマドが

ある。一辺4.6~4.7mt,ほぽ正方形を呈する。面積は21.6m.,深さは60~70cmて'ある。床面の中央に径

30cm,深さ約30cmのピットがあるが,柱穴かどうかは不明て、ある。このほかにピットは存在しない。周満

はない。南西辺の壁面には小さなテラス状の段がある。カマドは1.8×3.om,高さ55帥て',住居の外但典二

張り出す。当遺跡てはこのようにカマドが住居の外に張り出す例はまれてある。床面か深いこともあり,

遺存状況はよい。住居内の部分は最下層のみ焼けており,その上に明るい色の粘質士がのる。住居外にの

びる部分は浅くレンズ状にくぱむ。カマド内からは士師器甕(8・9・10・12),支脚?(6)などが出士した。

9 は倒立状態て、出士したことから,カマドの芯と考えられる。埋土は中位に黒っぽい砂層があるが,これ

は他の竪穴住居にみられる「黒褐色砂層」とは異なる。最上層(フ)と最下層(9)から土器が出土した。出

土士器は20個体未満てあるが,須恵器は杯の小片が1点あるのみて',大半は士師器煮炊具てある。時期は

1期の古い段階てある。

S 1 1100 (図版 3 ・ 12 ・ 130 ・ 131)

A3区の調査区際に位置する奈良.平安時代の竪穴住居t南辺が調査区外へのびる。 S11101に北西辺を切

られる。鉄淳とフィゴ羽口の出土より鍛冶工房と考えられる。主軸はN 51゜・Wて,南東辺にカマドをもっ。

全容は不明て'あるが北東辺は長さ4.5m以上て、ある。深さ約35Cm。床面には小さくて浅いピツトが3 つぁ

るが柱穴かどうかはわからない。周溝はない。カマドは1.フ×1.5m,高さは40cmて',たき口に近い部分の

下部が焼けてぃる。埋士最上層は「黒褐色砂層」て,その下部も相対的に黒味をおびた砂層てある。これ

は鍛冶工房という特性によるものてあろう。カマドの南辺あたりには赤褐色の粘質士がレンズ状に入って

いる。工房に関連する何らかの施設の可能性がある。カマドの前面よりフィゴ羽口(693・694)や鉄津が比

較的まとまって出土した。このなかから和銅開珎(フフ)が出士した。このほかカマド南側の調査区際の床面

上約10師より土師器(683.684・690・69D が一括出土した。出土士器の総数は20数個体てある。鉄淳の総毘

は60ogてある。時期は11し期の新しい段階かⅣ,期に比定される。

S 1 1101 (図版 3 ・ 12 ・ 130 ・ 131)

A3区の調査区際に位置し, S11100を切る奈良・平安時代の竪穴住居。中央部に大きい撹乱坑がある0

住居の南辺は調査区外へのびる。主軸はN 50゜・Wて', S11100とほぱ同じてある。カマドは南東辺にある0

一辺の長さがわかる北東辺は長さ6.om,ほかは4.9m以上て',面積30m'以上の大型の竪六イ主居てある0

Ⅳ 跡遺



3 遺構芥説

深さは40~50cmて',周満.はない。壁際と中央に径25~40cmほど,深さ15~40cmの小さなピットが,一辺に

3個ずっ存在する。住居にともなう柱穴と考えられる。カマドは I ×1.5m,高さ約40師て',土層は焼けた

粘質土tある。このなかにカマドの芯と考えられる土師器小甕(699)が倒立して入ってぃた。カマド上部

にはこの他かなりの士器が出上した(700・70D。埋土は中位に r黒褐色砂層」があり,その上に暗褐色砂,

下には鉄津を含む「黒褐色砂層」てある。鉄津の出土量は430gてあるが,これはS11100を切ることによ

ると考えられ,この竪六ては鍛冶作業をしていなかったのてはないかと考えられる。出土士器は約10個体

て、ある。時期は S11100より新しいⅣ,期に比定される。

S 1 6 (図版 3 ・ 13 ・ 132 ・ 133)

B3区に位置する奈良・平安時代の竪六住居て',北辺てS18 を切る。主軸はN 43゜ Wで,南東辺に

カマドがある。東西の両辺がやや長く,約4.2m,短辺は約3.6mて、,面積15.1m.である。深さは30~40cm

てある。 S18 と切り合う部分は,床面がS18 よりも低く,約10cmの段差がある。柱穴と周溝はない。カ

マドは1.6×1.4m,高さ約35Cmて',下層に焼けた土があろ。この焼けた士をはさむように左右にソデと考

えられる暗茶褐色士がある。これからするとカマドの主軸は住居の主軸より若干西偏する。時期はS14と

同一個体があり,Ⅲ.期に比定される。

S 1 8 (図版 3 ・ 13 ・ 133)

B3区に位置する奈良・平安時代の竪穴住居て',北辺てS19との切り合い関係は明確てないが,土器か

らみて S19 に切られると考えられる。 N 52゜ Wて',南東辺にカマドがある。主軸方向の北東.南西辺が

やや長く,5.7m,ほかは5.3mで,面積は30.2m,t,↓肆交的大きい。深さは40cm前後て、ある。カマドの南

仰R二大きな撹乱坑がある。カマドのある辺をのぞいて,周溝がめく、る。北東辺と南西辺はカマドに近い部

分て周満が切れる。周満は幅20~30cm,深さ10~15Cmてある。壁面のたちあがりはいずれも垂直に近い。

周満の埋士は白っほ゜<,よくしまっている。南東辺の周溝内には小さなピットがほぽ等間隔に 5個あり,

住居の柱穴と考えられる。このほかの壁際のピットも柱穴と考えられる。床面にあるやや大きめのピット

は規則的な配置ではなく,性格は不明てある。中央のピットは深さ50cmであるが,埋士が黄色てまじりが

なく,柱穴とは考えられない。カマドは2.O× 1.8m,高さ40cmて',大きくしっかりしてぃる。基本的に上

下2層で,下層力沫占士を少し含むが暗赤褐色砂て',上層は焼けてぃない黄茶色粘質土である。カマドの左

但k住居内部からみて)に接して,士師器(347・348),須恵器無台杯(33田,20師角の礫が出士した。ただし,

無台杯はカマドからやや高いレベルである。カマド中央やや左よりの焼けた下層からは士師器数個体(342.

343'346)が仕'士した。 343はカマドの芯と考えられる。カマド右側の1覺乱坑から出士してぃる土師器長甕

(345)もカマドの芯てあろう。住居埋士最上層は「黒褐色砂層」がある。この層が存在する竪穴住居のうち

ては,もっとも古いグループてあり,この「黒褐色砂層」の形成時期を考える上て貴重な例てある。「黒

褐色砂層」の下は茶褐色系の砂層である。士器は上層を含めても少なく,カマド以外ては数個体てある。

時期は須恵器が少なく,やや不分明であるが,Π,期と考えられる 0

S1 9 (図版 3 ・ 13 ・ 133)

B 3 区にある奈良'平安時代の竪穴住居て',南辺はわずかに S18 と接する。 S18との切りAい関係は

不明tある0 主軸はN 53゜・Wて',南東辺にカマドをもっ。主軸方向がやや長く約4.4m,ほかは約3.2m

て,比較的明確に長方形を呈する。面積は14.1mイ'ある。深さは約30cmて、ある。西側,東側に大きな撹乱r

がある0 径30cm程度の小さなピットが3つ,径50~60omの1蹄交的大き.いヒット(深さ約50。ωが1つぁるが,

配置からみて,柱穴ではないと思われる。周溝はない。カマドは1.2×1.1mで,高さは約25Cmて,中央下



層が赤味をおびた粘士まじりの砂層,その上が黄赤褐色粘土で,この部分が燃焼部と考えられる。カマド

から土器は出土しなかった。埋土は基本的に2層て',上層が「黒褐色砂層」,下層が暗黄茶褐色砂て',とも

にしまりがない。土器の出土量は少なく全体ても小破片婁剣固体しかない。このほか北側コーナー付近の床

面上約25Cmて',鉄の鋤鍬先(8)が出土した。土器が少なく時期はあまり明確てないが,Ⅲ,期頃と推定さ

れる。

S1 10 (図版 3 ・ 13 ・ 133)

B 2・3区に位置する奈良・平安時代の竪穴住居。南東側に S19 が近接する。主軸はN・50゜・Wて',カマ

ドは東側戸ーナーち力・くにある。平面形は,主軸方向が長く,約5.om,ほか3.8mて',比較的Π肝寉な長方

形をなす。面積は19m,。北側コーナー付近とカマド付近にかなり大きな撹乱1亢がある。深さは15~25Cmて',

周溝はない。床面中央にあるピットは浅くレンズ状のものて',暗黄色のしまった埋士てある。西側の2 つ

の小さなピットは深さ約15Cmてあるが,柱穴とは考えられない。カマドは1.3×1.3m,高さ約25Cmて',ほ

ぱ中央に焼士があり,この部分から土師器甕(64D が出土した。埋士上層は「黒褐色砂層」,下層は基本的

に茶褐色系の砂層てあるが,床面中央部に粘士を少し含み,よくしまった層がある。床面ちかくから637~

640の士器が出士してぃる。このうち須恵器無台杯(637)は二っに割れた大きな破片が重なった状態て',壁

際から検出された。出士量は少なく,数個体てある。時期はⅢ期に比定されよう。

S 1 7 (図版 3 ・ 14 ・ 134)

A4区に位置する奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・54゜・Wて',南東辺にカマドがある。北西辺に大

きな1覺乱坑がある。カマドのある南東・北西辺がやや短く,3.9m,北東・南西辺は4.0~4.2mt,面積16

m.てある。深さ50~65Cmて',カマドの部分をのぞいて,幅20~40cm,深さ10cm前後の周満.がめぐる。柱穴

はない。カマドは2.6×2.6m,高さは50伽て',埋士の最上層は「黒褐色砂層」てカマドとそのまわりの粘

士が混じる部分は広く,幅2.5mにも及ぶが,焼けているのは北半分のみて',カマドの芯てある士師器甕

(475)がこの部分て倒立状態て検出された。遺物の出士は比較的少ない。カマド内の士器はⅢ'期としてと

らえられるが,その他の土器は S14 と同じⅡし期と考えられる。

S1 310 (図版 3 ・ 14 ・ 135)

B4区に位置する奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・53゜・Wて,南東辺にカマドがある。カマドのあ

る南東.北西辺がやや短く,4.7m,ほかは5.2mて',面積は24.4m,てある。深さは50cmて',周膚.はなし、。

床面にみられるピットはいずれも深さ50cm前後て',埋土は黄茶色砂てょくしまっている。遺物の出士はな

いが,形状や埋士の状態からみて住居にともなうものて'はなく,この周辺にいくっかみられる縄文時代の

遺構と推定される。埋士景上層は「黒褐色砂層」て,その下は茶褐色,ないしは黄褐色の砂てある。カマ

ドは1.5×2.om,高さ40cmて',芯の士器はみられない。遺物は上層の「黒褐色砂層」・暗褐色砂層から士

器10数個体が出土してぃる。時期はⅢ.期と考えられる。

S 1314 (図版 3 ・ 14 ・ 135)

B 4区, S1310の両倶上二接する奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・47゜ Wて,カマドは南コーナー

にあり,特異て'ある。南西・北東辺が長く,約4.5m,ほかは約3.8mて',比較的明確な長方形を呈す

る。面積は17.1m,てある。比較的高い位置にあるため,削平を受け,深さは25Cm前後てある。周満.は

なく,住居に伴う柱六も明確て'ない。カマドは1.3×1.7m,高さ30cmてあるが,遺存状況はよくなく,

上面よりカマドの芯と考えられる士師器長甕(272)が,口縁を南西に向けてっぶれた状態て検出された。

その他の土器が5個体ほど出土してぃるにすぎない。土器が少なく,時期はあまり明確ではないが,Π.

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

期の新しい段階かと老えられる

SB 309 (図版 3 ・ 14)

A 4 区, S17 の南東仙Ⅱ二位置する 3 間(5.8m)× 2 間(3.9m)の掘立柱建物。主軸はN、59゜ Wて',面積

は22.6m'である。柱穴は一辺約50cmの方形に近いものて',柱痕跡は径15師ほどてある。深さは80~70cmて、,

柱穴7 はかな吋覺乱を受けている。出士士器がなく,時期は不明てある。

S 1 325 (図版 3 ・ 15 ・ 136)

A 5区, SB309の南東側に位置する奈良・平安時代の竪穴。主軸はN・52゜・Wて',カマドはなく,住居

かどうかは不明。北東.南西辺が長くて,約4.1m,ほ力仂ゞ3.1mて,明確に長方形をなす。面積は12.7m.

て,かなり小さい。周満.・柱穴はない。埋土はきれいなレンズ状堆積の砂層て',最下層はほとんど地山刑、

に近い。出士遺物は 5個体ほどて少ない。鉄の刀子(26)が出士した。土器が少なく時期は明確てないが,

Ⅲ期に比定されよう。

S1 1500 (図版15 ・ 135)

F3区の調査区際に位置する奈良・平安時代の竪穴住居。調査区のなかてはもっとも北側にある竪穴住

居て',調査区の際にあるものの周辺には遺構はみられない。北東部の約半分は調査区外にのび,全容は不

明て,カマドは検出されていない。南西辺は長さ3.5mて',深さ約40cmである。周溝.柱穴はない。埋土

は上層が「黒褐色砂層」,下層が褐色砂て',下層より須恵器無台杯が比較的まとまって出士した。これら

には同一の筆による「中」の墨書が2 点含まれる(579・580)。士師器甕(581)は上層出土である。出士士

器は全体tも10個体未満t少寸よし、。士器が少なく,時期ははっきりしないが,Π.期頃に比定されよう。

S 1 299 (図版 4 ・ 15 ・ 136 ・ 138)

C5区にある奈良.平安時代の竪穴住居。主軸はN・51゜・Wて',南東辺にカマドがある。北東.南西刀が

長く,約4・4m,ほかは約3.1mで,明確に長方形を呈する。面積は13.6m.て、小さい。深さは10~30cmど斐い

が,これは高い位置にあったため,上面が削平されたことによる。東伯卜西倶戸ーナーに比ま六的大きな撹

乱坑がある0 カマドの付近は床面よりゃや高くなる。周溝・柱穴はない。カマドは0.8m xl.4m,高さ40

mて',カマド内には完形品の士師器甕(705)が倒立状態て入ってぃた。士師器甕(707)もカマド内出土て

ある0 この他の出土士器は少ない。鉄器片が若干出士してぃる。士器が少なく,時期ははっきりしない面
があるが,Ⅲ2期頃に比定されよう。

S 1 11 (図版 4 ・ 15 ・ 134)

C' D,4'5区に位置する奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・30゜・Wて',南辺西よりにカマドがある。

東'西辺が長く,約4.9m,北.南辺は約4.2mて',面積20.6がである。高いところに位置するため加さは

20~30cmと浅い0 東辺と西辺に大きな撹乱坑がある。床面にいくっか浅いピットがあるが,浅くて柱{とは

考えられない0 カマドは1.5×1.om,高さ約30cmて、ある。上層はよく焼けており,カマド内から士師器甕

(516)が出士した。ほかにカマド上面からタタキ目の土師器甕片が出士してぃる。埋土は上層が「黒褐色

砂層」て下層が褐色ないしは黄褐色砂である。土器は上層から多く出士したが,個体数は10個体未満てあ
る0 士器が少なく,時期ははっきりとしないが,Ⅲ期に比定されよう。

S 1 12 (図版 4 ・ 15 ・ 136)

D'E,4'5区に位置する奈良.平安時代の竪穴住居。主軸は東西てある。調査開始当初じ発掘したこと

と,1陣交的傾斜したところに位置したこと,全体にかな"覺乱が著しかったことなどから,プランを明確

に把握てきなかった0 南北にかなり長く,しかも整った平面形を呈さないため,複数の遺構が重複してぃ

0



るとも考えられるが,出士士器に時期幅はほとんどi忍、められない。カマドは東辺に 1基存在する。南北約

10m,東西約4.3mて',深さは斜面のため,20~60cmて'ある。カマドは1.5× 1.5m,高さ30cmt,上剖仂沫占

質を帯びる。カマド内を含め,付近から比較的まとまって士器が出士した。埋土は上層に「黒褐色砂層」

がなく,上層は暗色系,下層は黄褐色砂である。時期は11,期の新しい段階に比定される。

S 1 360 (図版 5 ・ 16 ・ 137)

B5・6区にある奈良・平安時代の竪穴住居。大型てしかも東半部には大きな撹乱坑があり,平面プラ

ンをすぐには把握できなかったものてある。主軸はN・48゜・Wて',カマドは南東辺にある。平面形は正方形

にちかいが,主軸方向が約8.om とやや長く,ほかは7.1mて'ある。面積は約56.8mイ',検出された奈良'

平安時代の竪六住居中最大規模てある。深さは15~25Cmと浅い。これはこの竪穴住居が高い位置にあり,

かなり削平されてぃることによると考えられる。

北西辺全体と北東,南西辺の東倶には周溝がある。南西辺には周溝と伺じ規模の小さな満が約50cmの問

隔て平行する。また,カマドの下からも周満が検出された。これらは幅20~30師て',深さは 5 ~10師と浅

い。壁際には径30~50cm,深さ40~60cmのピットが1邸交的等問隔にあり,柱穴と考えられる。これ以外の

ピットも,西御bーナー付近の小さいものをのぞけぱ,いずれも柱穴とみられる。規模の大きい主柱穴を

もたない住居の構造と考えられる。なお,周満などに沿ってある柱六は溝の埋士を切っている。

カマドは左側半分力井覺乱を受けており,2 × 1mて',上部は削平されて,高さ30cmてある。上層部が焼

けた粘質土てある。この層よりタタキ目の士師器長甕片が出土した。住居の埋土は上層が「黒褐色砂層」

て,その下は褐色の砂層て',あまりしまっていなし、。上部全体がかなり削平を受けていることもあって,

士器の出士量は10数個体と,比較的少ないが床面直上て、須恵器稜椀(656)が出士した。また,転用硯(657),

把手付鉢(662)などは,一般的てない器種てあり,稜椀を含めてこの住居の階層を示唆し,住居の大きさ

と住人の階層との一定の関係を知ることがてきる。時期はⅡ1,期頃に比定されよう。

S1 336 (図版 5 ・ 16 ・ 137)

A6区に位置する奈良.平安時代の竪穴住居。町道と調査区の関係から,南辺部を発掘することがてき

なかった。主軸はN 63゜-Wて',東辺のコーナー寄りの部分にカマドがある。全体の規模は明確てはない

が,主軸方向がやや長く,約5.1m,ほかは約4.4mt,面積は約22.4m.てある。ただし,西辺には上層に

浅い掘り込みがあり,これをのぞくと主軸方向は約4.3mて,ほぱ正方形となる。深さは約60cmて',削平

はあまり受けていないと考えられる。

西辺の壁際に深さ10cmほどの溝状のくぱみがあるが,周溝のように整った形状てない。床面のピツトも

明確に柱六と考えられるものはない。カマドは1.5×1.5m,高さ30~40cmて',土師器が数点(49'51'54'

55)出土した。このうち54と57はカマドの芯の可能性がある。上層は焼けていない粘質士で,その下に焼け

た粘質土がある。住居の埋士には「黒褐色砂層」がみられず,全体に褐色系の砂層て,粘士が多少まじり,

よくしまってぃる。出土土器は20個体ほどて、ある。非ロクロ土師器を主体にする時期のものて、ある。 1期

の新しい段階に比定されよう。

S1 339 (図版 5 ・ 16 ・ 137)

B6区のSB36の北東側に隣接する奈良・平安時代の竪穴住居。北東但"二はSK340がある。町道に一部

かかり南仙戸ーナー付近は調査てきなかった。主軸はN・47゜ Wて,東倶戸ーナーにカマドがある。上部全

体が広く1覺舌Lを受ける。主軸方向がやや長くて,約5.1m,ほかは約4.2m,面積は約21.4mイ'ある。深さ

は30~50cmて'ある。床面にあるピットは深さ30~50伽て',柱穴の可能性もあるが,配置が不規則て'ある。



3 遺枇各説

南西辺沿L、には周溝状の浅い(深さ約10師)くぽみがあるが,全体にめぐるものではない。カマドは1.2×1.4

m,高さ約40cmtある。埋士は上・中・下と 3層て',上層が「黒褐色砂層」て',中.下層は褐色系の砂層

てある。印,上士器は30個体以上て,比較的多く,須恵器の器種が豊富て'あることが注目される。カマドか

ら鉄製品の刀イ(39)が出上した。時期はm,期頃と考えられる。

SK 340 (図版 5 ・ 16 ・ 138)

B6区にあるS1339の北但火二ほぱ接する奈良・平安時代の土坑tある。平面形は径約2.5mの円形にち

かい。深さは25~30cmt,断面は皿状となる。上層に「黒褐色砂層」がある。出土士器は数個体ある。

S 1 14 (惚1版 4 ・ 17 ・ 138)

C ' D 6区にある奈良・平安時代の竪穴住居。東御上二SB355が近接する。主軸はN-50゜・Wて',南東辺に

カマドがある。平面形はほぱ正方形て',5.6×5.8m,面積は32.5m.てある。比鞍的大きい。深さは35~60

Cmて',1、部はあまり削平を受けていない。北側コーナーと北西辺に比較的大きなピットがあるが,住居の

外仰k二張り佳,し,住居に伴うものてはない。このほかの小さなピットは深さ約30~50師て',住居の柱穴と

老えられる。これらはカマドをはさむ両倶1の壁際に 4 ~ 5 つぁり,カマドの対面にも 1つぁる。主柱穴を

もたないものてある。佶Ⅱ翁.はない。カマドとその周辺の粘質士の分布は4.5× 4 mの範囲に広がる。カマド

の構築士と考えられる。褐色粘質士はそのまま,住居中央剖ほでのび,壁の立ち上がり付近には,この粘

質上層のドに暗褐色砂層がある。カマド中より士師器(385・389・391・397.398),須恵器(373)が出士した。

地士・は最1層と,問層をはさむ中層に,黒っぽい砂層がある。中層の黒ないし黒褐色f小層より比較的まと

まって士器が出士した。とくにカマド前面C集中的にみられるが,床面直上てはない。士器の出士量は30

伯1体以上で多く,士管(401)がカマドの前面から出士してぃる。また,鉄津が計260 出土してぃるが,鍛

冶作業はしていないと老えられる。時期はⅢ,期に比定される。

SB 355 (1叉1版 4 ・ 17 ・ 141)

D6区にある2問X2間の総柱の掘立柱建物。主軸はN・52゜・Wて',平面形はととのった正方形を呈さず,

辺3・4~3.8m と不捌iいである。面積は約13m.てある。柱間は 2 問ほぱ等問1覇てある。柱掘形は円形にちか

く,径35~60cm,深さ20~40cmてある。埋士は暗褐色の比較的しまった砂である。奈良.平安時代の高床

式倉庫と考えられる。仕',土士器がなく,時期ははっきりしない。

S 1 15 (図版 4 ・ 17 ・ 139)

D5 '6区にある奈良.平安時代の竪穴住居。主軸はN・87゜・Wて',かなり西偏するグループに属する。

東辺にカマドとぢぇられる粘質土が若干あるが,あまり明確て、はない。平面形は隅丸方形て,一刀5.5X

5・6m,面積約30.8m'て、ある。↓肆交的規模が大きい。深さは45~60師とやや深く,上部はほとんど削平を

受けていない0 柱穴'佶1溝はいっさいない。埋士は上から2層目に「黒褐色砂層」があり,その下力珀立褐

色砂層て',この層に比較的士器がまとまってぃた。最下層は地山砂を主体にした薄いる小層であり,士器は

住居床面に近いレベルと考えられる。カマドと考えられる地点から士師器長甕(512)の約半分が横位てー

括出士したが,その他は土師器が少なく,須恵器食膳具が15個体以上あり,注目される。鉄釘1点もある。
時期はⅢ,期て'ある。

S 1280 (図版 4 ・ 17 ・ 140 ・ 163)

D6区にある奈良'平安時代の竪六住居。主軸はN・67゜・Wて',カマドは東辺の北寄りにある。平面形は

ほぱ正方形て,辺3.フ×3.5mである。面積約13m.て,小型である。深さは約40cmて',西側コーナー付近

は風倒木て1覺乱を受けている。北伯ル南側コーナーに浅いくぱみがあるが,明確な柱{はオい。周満もメ



い。カマドは1.4×1.8m,高さ約40伽て',住居外仙典二張り出す。中層の粘質士層がやや赤味をおびるが,

明確に焼けてしるかどうかはわからない。カマドより須恵器無台杯(402)が倒立状態て出土した。これは

カマド内に意図的に入れたものと思、われる。埋士は最下層の薄い褐色砂層をのぞけば上層が「黒褐色砂層」,

下層が暗褐色砂層てある。カマド前方部から土師器長甕(410),住居中央床面直上より士師器長甕(408・409)

が括出土した。410はカマド左袖の芯の可能性がある。409のち力くの土層からは緑色凝灰岩の石塊が出上

した。全体の出士士器量は約10個体tある。時期は1し期からⅢ,期に比定されよう。

SΠ201 (図版 5 ・ 18 ・ 142)

A 7 区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', SB1229に切られる。主軸はN・55゜・Wで,カマドは束伯1コ

ーナー付近にある。西辺には大きな撹乱坑があり,カマドの南御1はない。主軸方向がやや長く,5.om,

ほかは4.2mて',面積約21m.てある。深さは約50師で,上部はほとんど削平を受けていない。 SB1229の柱

六のほかに,1 つ浅いピット(深さ25m)があるが,柱穴とは考えられない。周満はない。カマドは1.OX

1.3m,高さ約30cmて,上層は若干粘土を含む砂tあるが焼けてはいない。カマド中央から須恵器折縁杯

(872)が,倒立状態て検出された。埋上は上から2 層目に「黒褐色砂層」があり,その下に褐色系の砂

層がある。出士須恵器の多くは 3層より出士した。個体数は10数点てあるが,上師器はほとんどみられ

ない。このほか,方形て中央に穴のあいた鉄製品(60)が出士している。時期はほぱⅣ期に比定されよ

フ。

S 1 1202 (図版 5 ・ 18 ・ 142)

A 7.8 区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', S11201同様SB1229に切られる。主軸はN 59゜ Wて',

カマドは明確でない。西南辺に撹乱坑があり,この部分が不明瞭て'あるが,辺3.2×3.5mほどて',面積

は11.2mイ',かなり小型てある。深さは60~70師て比較的深く,上部はほとんど削平を受けていない。床

面コーナーの壁際には深さ10~20cmの小さなピットがみられ,小さな柱穴と考えられる。埋士最上層に「黒

褐色砂層」がある。住居中央の床面直上に,径50cmくらいの範囲t黄褐色砂層がみられろ。須恵器食膳具

が10数個体と士師器長甕2点が出士している。時期はⅣ.期に比定される。

SB 1229 (図版 5 ・ 18 ・ 142)

A 7区にある廂をもっ大型の掘立柱建物。 S11201・ S11202を切り,奈良・平安時代に属する。主軸は

N 59゜ wt,南西面に 1 問の出,の廂をもっ。桁行は 4 間(9.3m),梁問 3 問(フ.1m)て',廂の出は1問 a.9

m),身舎は 2 間(5.2m)てある。面積は約66m.てある。柱問寸法は桁行・身舎梁問ともほぽ等問て',柱掘

形は身舎が径60~10ocm,深さ80~10ocmとかなり大きく,廂が径50cm,深さ20~40cmと小さい。掘形埋士

は暗褐色砂てある。出士士器がなく,時期は明確てはなし、が,Ⅳ。期の S11201・1202を切ることから,Ⅳ.

期以降と考えられる。

SB 1280 (図版 5 ・ 18 ・ 143)

A8区の調査区際にある奈良・平安時代の掘立柱建物て', SB1229と北伯1が接する。主軸はN 82゜ Wて'

ある。調査区際て',西御1.北側はよくわからないが,東西 2 問(3.8~3.9m) X南北 2 問(3.2~3.4m)の可

能性がある。面積は約12.5がてある。平面形は長方形てはなく,やや菱形となる。柱間寸法は等問にはな

らない。柱掘形は径35~60師,深さ30~60cmてある。出土士器がなく,時期は明確て、はない。0

S11200 (図版 5 ・ 19)

B 7区にある奈良.平安時代の竪穴て', SB1229と重複する。両者の切り合い関係は不明てある。主軸

はN 56゜ Wて,カマドはない。出土遺物がほとんどなく,住居でない可能性もある。平面形はほぱ正方形



3 遺構各説

で,辺3.1~3.2mて、,面積は9.9m.とごく小さい。深さ40~35Cmて",柱穴,周溝はない。埋土は上から

2層目に「黒褐色砂層」がある。出士士器がほとんどなく,時期は不明てある。

S1 435 (図版 5 ・ 19 ・ 143)

B7区にある奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・56゜・Wて',東倶戸ーナーにカマドがある。主軸方向

がやや長く,約4.7m,ほかは約3.8mt長方形を呈する。面積は17.9m,である。深さは35~40cmて',上部

は多少削平されていると思われる。西但ルカマド付近に撹乱坑がある。床面には小さなピットが4つぁる。

深さは10~20cmて',柱穴かどうかはわからない。周溝はない。カマドは1.3×1.5m,高さ25Cmてある。い

ずれの層も粘士をあまり含まず,しまりもあまりない。埋土は上層が「黒褐色砂層」てある。出士土器は

10数個体て,須恵器食膳具が大半てある。土錘が2点, r黒褐色砂層」より出土してぃる。時期はⅣ期てあ

る。

S 1 440 (図版 5 ・ 19 ・ 141 ・ 145)

B7'8区にある奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・68゜・Wて',東辺の南東コーナー付近にカマドらし

きものがある。主軸方向がやや長く,5.2m,ほかは4.2mて,面積は約21.8m.て、ある。深さは40cm前後て,

上部はあまり削平を受けていないと思、われる。深さ20cm前後のピットが5つ存在するが,柱穴かどうかは

不明て、ある。カマドらしきものは粘質士をあまり含まず,しまりもよくないが,焼けてぃる。埋士は上か

ら2層目に「黒褐色砂層」がある。士器は2層とその下の層から多く出上してぃる。東辺南東側のカマドら

しきところの前面からは士師器長甕(840・84D が↓醇交的まとまって検出された。同じ地点からは人頭大よ

りゃや小さい川原石が3点出土した。鉄製の刀子(38)と紡錘車(56)も出士してぃる。時期はⅣ。期て'ある。
S1 439 (図版 5 ・ 19)

B 7区にある古墳時代の竪六住居。主軸はN・56゜・Wて'ある。平面形は隅丸方形て,一辺約3.2m,面積

約10・2m'てある。深さは約15Cm ど美く,上部はかなり肖11平されてぃる。床面に深さ10~25Cmのピットがあ

る。埋士はしまりのない褐色砂層の単層である。古式士師器数個体が出士してぃる。

S11281 (図版 5 ・ 19)

A8区の調査区際て一部確認、された奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・58゜・Wて',北東辺の長さは約

4 mて'ある。深さは約30師て,埋土最上層に「黒褐色砂層」がある。周溝は確認、されてぃない。北側コー

ナーに深さ約40cmのピツトがある。このピットよりほぽ完形の鉄製の刀子(24)が出土してぃる。埋士か

らの出士遺物はほとんどない。

SB 1241 (図版 5 ・ 19 ・ 143)

A 8 区にある 2 問(3.8m)× 2 間(3.5m)の総柱の掘立柱建物。時期は奈良.平安時代と考えられる。

主軸はN 49゜ wt,主軸方向がやや長くなる。面積は約13.3m.柱掘形は径45~70師の円形て',深さは50

Cm程度てある。掘形埋土は褐色ないし黄褐色砂てある。柱間寸法はそれぞれほぱ等間てある。出士士器が

なく,時期は不明て'ある。

S1 429 (図版 5 ・ 20 ・ 144 ・ 149)

B ' C 7区にある奈良.平安時代の大型の竪穴住居て, S1840と掘立柱建物のSB釘0に切られる。主軸

はN 57゜ Wて',カマドは南東辺の南仰戸ーナー付近にある。主軸方向がやや長く,約7.1m,ほかは約6.5

mて',面積は約46.1m'とかなり大きい。これよりーまわりほど小さい S1840と北側が重複しており,遺才

している部分は少ない。 SB870とは南東辺て、わずかに重複してぃる。深さは20~30cmて', S1840よりは

浅い0 上部は削平されていると推測される。北東辺・南西辺の壁のたちあがりはゆるく平面形はやや外側



に張り出す。周溝はないが,柱六と考えられるピットがいくっか存在する。1覺乱されている北側コーナー

をのぞく各コーナーには深さ50cm前後のピットがある。南御戸ーナーには SB釘0の柱六(9)がある。こ

れは両者の柱穴が重複したものと考えられる。このほかの床面のピットのうちて30cm以上のものは,竪穴

にともなう柱穴て、あろう。カマドは1.フ×2.4m,高さ35Cmて',かなり削平を受けている。カマドは基本的

に 3層に分かれ,上層・中層が粘土まじりて',下層は砂層てある。中層・下層は,よく焼けている。カマ

ド中より土師器甕(292・293)と士管(295)が出士している。住居の埋士には「黒褐色砂層」がなく,比較

的よくしまった茶褐色系の砂層て',一部に粘士を含む。埋土上層より和銅開珎(7田 1点が出士した。出

土士器は10数個体て、ある。時期はⅡ'期と考えられる。

S 1 840 (図版 5 ・ 20 ・ 144)

B . C 7 区にある奈良.平安時代の鍛冶工房の竪穴て'ある。 S1429を切る。主軸はN・56゜・Wて、,カマ

ドはなし、。平面形は比較的明確な長方形て',主軸方向が長く,約5.4m,ほかは約3.9mて'ある。面積は

約21.1がてある。深さは約30cmて',一部は削平されていると思、われる。周溝はないが,床面に 2列になら

ぶ 3個ずっのピットがみられる。これらは径30~40師,深さ10~60師て'ある。また1覺乱されていない西側'

南御戸ーナーにも柱穴が存在する。床面中央のやや北東辺よりの地点は,約50師くらいの範囲て焼けてお

り,鍛冶の作業に伴う遺構と考えられる。埋士の上から2層目に「黒褐色砂層」があり,それより下の各

層から鉄津が多く出士してぃる。九だし,最上層には含まれない。鉄津の総出土重量は3.8kgにのぱ'り,フ

イゴ羽口もある。比.士士器は数個体と少ない。時期はⅣ,期と考えられる。

SB 870 (図版 5 ・ 20 ・ 144)

B . C 7区にある奈良.平安時代の掘立柱建物て, S1429を切る。主軸はN・51゜ Wて,主軸方向の桁

行きが4 間(フ.5~フ.7m),梁問が 2 間(4.フ~5.om)て',北西伯1の妻に廂の出 1 問 Q.2m)がある。面積は

約37.2m.て,比較的大きい。廂の柱穴掘形は小さく,径40~50cm,深さ40~50cm,身舎の柱穴はこれより

大きく,径70~90cm,深さ60~90cmてある。掘形埋士は暗褐色士て、よくしまる。柱間寸法はそれぞれほぱ

等間てある。掘形内より士師器片若干が出土してぃる。時期はⅣ,期のS1429を切ることから,Ⅳ,期以降

てある。

S1 850 (図版 4 ・ 21・ 144 ・ 146)

C7区にある奈良.平安時代の竪穴住居。主軸はN・62゜ Wて',カマドは南東辺にある。主軸方向がやや

長く,約6.om,ほかは約4.6mて,比較的明確な長方形を呈する。面積は約27.6がて,比較的大きいoi木,

さは如~50cmて',上部は多少削平されてぃると思、われる。柱穴は多く存在するが,かなり規a1珀勺に配置さ

れてぃる。壁際には一辺4~5個がほぱ両面が対称的な位置にある。このほか北西辺から1.2m くらいの位

置に 2 つの柱穴がある。深さは30~50cmのものが多い。また,カマドは1.4× 1.5mて,高さ約30cmて'ある0

中位に焼けた赤褐色砂があり,この層の上面にカマドの芯と考えられる士師器小甕(792)が倒立状態て出

士した。長甕(796)もカマドからまとまって出士しており,カマドの芯の可能性をもっ。埋土は上から 2

層目に「黒褐色砂層」がある。10数個体の土器が出士している。時期はⅣ.期,ないしはⅣ.期に比疋され

Ⅳ 遺 跡

S1 402 (図版 5 ・ 21・ 145)

C 7区にある古墳時代の竪六住居。主軸はN 63゜・Wて',カマドはない。主軸方向がやや長く,約3.6m,

ほかは約3.omて',面積約10.8m・て、ある。深さは25~30cmと浅い。上部は削平されていると思、われる0 周

溝と明確な柱穴はみられない。埋土に r黒褐色砂層」はなく,上層がやや色の帳い褐色砂層てある0 土器

よう。



3 遺構各説

はこの層の下部から出士している。出士士器の個体数は数点て少ない。

S1 401 (図版 5 ・ 21・ 145)

C8区にある奈良・平安時代の竪穴住居て',南東側にS1483・462が近接する。南伯戸ーナーと中央邦に

かなり大きな撹乱坑がある。平面形が長辺と短辺の差の大きし長方形を呈.しており,カマドの位置も一般

的てはなく,1棟の竪穴てない可能性もあるが,切り合いは認められなかったことから 1棟の竪六と考え

ておく。長軸方向が約6.7m,短軸が約3.4mて'面積約22.8m.て、ある。主軸(長軸)はN 65゜ Wて',カマド

は北東辺,東寄りにある。深さは約35師て,上部は若干削平されてぃると考えられる。床面には深さ10師

前後の穴が不規則に多くみられるが,明確に柱六と考えられるものはなく,周溝もない。埋士上層に「黒

褐色砂層」があり,遺物が含まれていた。出土個体数は10数点である。カマドは1.3×1.1m,高さ約20cm

て,カマド内より須恵器無台杯(710),有台杯(713・714)が出土した。時期はⅣ,期である。

S1 462 (図版 5 ・ 21・ 143 ・ 146)

C8区にある奈良.平安時代の竪穴住居て', S1483とほぱ重複し, S1483を切る。主軸はN、580、wt,南

東辺東側コーナー寄りにカマドがある。平面形はほぱ正方形て',一辺4.0~4.2m,面積は16.8m,である。 i冗

さは40~50cmて', S1483の床面より低い。床面の四隅近くに柱穴がある。柱六は径30~50伽て',深さ40cm

前後て'ある0 カマドは1.1×1.5mt,高さ約30師て',上部二層に粘質士を含み,上から 2 層目は焼けてぃ

る0 カマド内から出土した土師器甕 a08・109)は倒立状態で出土し,カマドの芯と考えられる。このほか

カマド内からは土師器甕数個体が出士した。埋士は上から2層目がもっとも黒っぽいが,いわゆる r黒褐

色砂層」てはない。この層はよくしまっている。遺物はこの層より上て出士したものが多い。出土士器は

豊富て',30個体以上ある。転用硯 a02)のほか須恵器の広口壺 aoo・101),鉄鎌(16)などが<まれてぃる。
時期は 1期の新しい段階と考えられる。

S1483 (図版 5 ・ 21 ・ 146)

C 8区にある竪六t, S1462にほとんど切られており,西部の一画が遺存するのみて、ある。また西刀も

大きく撹乱される0 主軸はN 62゜ Wて',カマドは残ってし、ない。主軸方向の長さは明確でないが,5.4m

ほどと推定され,ほかは4.8mて"ある。面積は約26がて、ある。深さは約35Cmで,上立"は削平されてぃると

考えられる0 幅約20cm,深さ約10cmの周溝があり,西仙戸ーナーと南伯戸ーナーに柱六と考えられるピ、、

トがある0 埋士は褐色砂層て',出士遺物はほとんどない。出士士器が少なく時期は不明。
S 1 17 (図版 4 ・ 22 ・ 147)

D6'7区にある奈良'平安時代の竪穴住居。主軸はN 55゜ Wて',南東辺に幅70cm前後のテラスがある。

カマドは東側コーナー付近にある。主軸方向がやや長く,5.6m,ほかは5.omて'あるが,主軸方向は・ー

スをのぞくと,4.8m ほどになる。面積は28m.て、ある。深さは40~50伽て',上立"はあまり削平されてぃオ

いと思われる0 周溝が各辺にあるが,部分的に途切れる。幅は約20cm,深さ10cm未満て、ある。小さくて、美

いピツトが多く,柱穴もあると考えられる。カマドは1.1×1.4m,高さ約40。mて'ある。士師器小甕(572)

が,カマドの中央から出土した。またカマドの前面からは士器が集中的に出士した(562.564.565.566.

568'569'575)0 カマドの東側のテラス上にも小さい粘質士を含む部分がある。明確には焼けてぃメいが,

カマドに関連したものか。埋士は最上層に「黒褐色砂層」がある。出土土器は約20個体てあり,時期はⅢ,
期と考えられる。

SΠ6 (図版 4 ・ 22 ・ 128)

E6'7区にある奈良'平安時代の竪穴住居かと推定される遺構tある。東辺に大きな撹乱rがあり,
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北東コーナー・南西コーナーも大きな土坑によって切られる。プランが整った方形を呈さず掘り込みが浅

いこと,カマドがみられないことから,竪穴住居て'ない可能性もある。主軸はほぱ南北となり,主軸方向

4.4mて',ほかは3.1m,面積13.6m.てある。深さは20~30cmて'ある。埋土上層に「黒褐色砂層」がある。出

士土器は数個体と少ない。このため,時期ははっきりしないが,1しからⅢ,期の古い段階と考えられる。

S1 263 (図版 4 ・ 22 ・ 148 ・ 159)

D7区にある古墳時代の竪穴住居て, SB262に切られる。主軸5.6m,短軸4.7mて',短軸方向はN・60゜・

W'て'ある。面積は26.3m.て',深さは20~25伽て'ある。カマド・周溝はない。 SB262の柱穴をのぞくと,

深さ約20師の小さなピットが2 ケ所にあるだけて',明確な柱六はみられない。埋土上層は黒っぽい暗褐色

砂層て',よくしまっており,奈良・平安時代の「黒褐色砂層」とは異なる。床面上約10師の中層から古式

士師器数個体が出土した。うち小型器台(115)はほぱ完形品て'ある。

SB 262 (図版 4 ・ 22)

D7区にある奈良・平安時代の掘立柱建物て', S1263を切る。 2問(3.4m)×2問(3.5m)の総柱て',南東

から北西方向の柱間が短し、。この短軸方向はN・55゜・Wて'ある。面積は11.9m,て"ある。柱問寸法はそれ

ぞれほぱ等間てある。柱掘形は径40~50cmの円形て',深さ30~40cmて'ある。掘形埋土は暗褐色砂てょくし

まる。出土士器がなく,時期は不明tある。

SB 252 (図版 6 ・ 22 ・ 148)

D7.8区にある 2 問(4.1~4.2m)× 2 問(3.4~3.5m)の総柱の掘立柱建物て'ある。建物方位はほぱ長

軸が東西,短軸が南北の方位に一致する。面積は14.3m,てある。柱間寸法はそれぞれほぱ等問てある。柱

掘形は径30~60cmて',深さは30~45師てある。掘形埋士は褐色ないし,暗褐色砂てょくしまる。出士士器

がなく時期は不明て、ある。

S 1 650 (図版 6 ・ 23)

C8区にある奈良・平安時代の竪穴住居て',古墳時代のS1660を切る。カマドの位置は特異て',南西辺

にある。主軸は N・52゜・Wてある。主軸方向がやや長く,4.5m,ほかは3.2mて'ある。面積は14.4m'。深

さは25~30omて',上部は削平されていると考えられる。床面に周溝・柱穴はない。カマドは1.1×1.1m,

高さ35Cmて',後方の上部にやや焼けた暗褐色粘質士がある。その下にやや砂の多い焼けた粘質土があろ。

カマド後方の上部には須恵器無台杯(60のが逆さに伏せた状態て出土した。埋士には,「黒褐色砂層」はみ

られない。配,土土器は20個体ほどあるが, S1660に伴うと推定される古式土師器が約半数ある。時期はⅢ

期と考えられる。

S 1 660 (図版 6 ・ 23)

C8区にある古墳時代の竪穴住居て',奈良・平安時代のS1650・ S1640に切られて,遺存する部分は少

ない。かろうじて把握される一方の軸の長さは4.4mて',この方向はN・46゜・W'て'ある。深さは約15Cmて',

上部はかなり削平されてぃるとぢぇられる。柱穴・周滴・カマドはない。埋土は褐色系の砂層て',まじり

は少ない。出士士器量は少なく,時期も明確てない。

S1 640 (図版 6 ・ 23 ・ 149)

C . D8 にある奈良・平安時代の竪穴住居て',古墳時代の竪六住居S1660を切り,奈良・平安時代の竪穴

住居S127.に切られる。 S127は住居の北側にほぱ重複し,遺存している部分は南辺から西辺にかけてのわ

ずかな部分てある。主軸はN 81゜・Wて',カマドは東辺北寄りにある。主軸方向がやや長く7.om,ほかは

5.6mて長方形を呈し,面積は39.2がて大型てある。深さは20~30cmと浅く,上部は削平されていると考

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

えられる。住居を切る3つの士坑がある。部分的に深さ10師以下の周溝がある。カマドの下にも周溝はの

びる。壁際には小さなピットがあり,柱六と考えられる。このほか, S127の内に存在するピットも,本

住居に伴う可能性が強い。カマドは1.9×1.8m,高さ約55師て',前面は1覺乱を受けてぃる。カマド上層は

褐色の焼けていない粘質士があり,その下に部分的に焼けた暗褐色ないし褐色の粘質士を含む砂層がある。

上層の粘質士から,士師器小甕(6D が出土した。埋士には r黒褐色砂層」はなく,褐色系の砂層である

S127に大半切られていたため,出士遺物は少ないが,床面直上から,帯金具の丸鞆2点(69.70)が出土

し九。時期はⅡ.期の古い段階かと考えられる。

S 1 27 (図版 6 ・ 23 ・ 149)

C ' D 8区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', S1640を切る。 S1640と方向もほぱ同じてまったく重

複している。主軸は N-79゜-Wて',東辺にカマドがある。深さ30~40cmて',東西は4.8m,南北は4.5mて',

ほぱ正方形に近い平面形てある。面積は21.6がtある。周溝はなく,床面のピットはS1640に伴う可ミ.性

が強く,この住居に伴う柱穴ははっきりしない。カマドは左側半分力井覺乱されており,長さは1.1m,高さ

約45Cmて'ある。上部に焼けた粘質士があり,士師器片を含む。埋士上層に「黒褐色砂層」がある。出士土
や0がんむ

器は約10個体て,鉄製の鉋(46)が出士した。時期はΠ,期と考えられるが, S1640よりは新しい。

S1 98 (図版 6 ・ 23 ・ 148 ・ 159)

D8区にある古墳時代の竪穴住居て, S1640が南側に近接する。平面形は隅丸方形て長軸3.7m,短軸

3・3m,面積12.2mイ'ある。長軸の方向はN・63゜・Wて'ある。深さは30~40cmて',たちあがりはゆるやかて

ある0 床面に深さ40cmのピットが1つぁる。周溝・カマドはない。埋士は基本的に上下2層て',いずれも

暗褐色砂層てあるが,下層がより暗い色てある。出士士器はこく少量てある。

S1 500 (図版 6 ・ 23 ・ 149)

C9区にある奈良.平安時代の竪穴住居。北側にS1670が近接する。主軸はN・50゜、Wで,東伯地ーナー

にカマドがある。主軸方向が長くて,4.3m,ほかは3.2mて',長方形を呈する。面積は13.8mイ'ある加

さは35~40cmで,上部は多少削平されていると思、われる。柱穴・周溝はいっさいみられない。カマドは1.3

XI・1mて,高さ20cmて',やや焼けた粘質土を少し含む茶褐色砂層が遺存するのみて、ある。カマドから士師

器小甕(634)が出士,上から2層目の埋土は「黒褐色砂層」である。出士士器は10数個体てある。時期は
Ⅳ.期てある。

S120 (図版 7 ・ 24 ・ 150 ・ 15D

F8区にある奈良'平安時代の竪穴住居。62年度に調査区が拡張されたことから61.62年のニケ年に分

けて調査した0 当初の61年の時は南側のコーナーのみ調査区内に入ってぃたが,竪穴住居と確{するに至

らなかった0 そのため竪穴住居の床面まで発掘せずに終り,62年度に竪穴住居と判明したが,全体を明ら

かにすることはできなかった。主軸はN・87゜・Wて',ほぱ'北から90度偏向する。カマドは東'刀の北寄りにあ

る0 規模はおおよそ,3.8×4.8mて',南北がやや長い。面積約18m.,深さは25Cmて'ある加さ数 mから20

Cmのピツトがあるが,柱穴かどうかは不明て、ある。周溝はない。

カマドは1・フ×2・1m,高さは40飢て',カマドの芯に使用された士師器長甕 4個体(367~370)が良好な、生

存状況t検出された。カマドの具体的な構造を知り得る数少ない伊ルして貴重てある。両袖には長甕をそ

れぞれ1個体ずっ倒立させる。両者の問隔は約60飢て,左側は368,右側は367の甕である。これらーつの長

甕の間に,2個体の長甕が横位に潰れた状況t検出された。これらは口を左側に向け,370の底邦に369の口

を入れた状況(入れ子状)て'あり,2個体とも口縁部が意図的に打ち欠かれてぃる。これらはカマド林き口



の天井部をなすものてある。両袖の甕の側面には焼けていない粘質士が張りっき,中央の天井部の甕の上

方には粘質土,下方には砂がある。上方の粘質士は下部,すなわち甕に接する部分約10cmは焼けており,

その上は焼けてぃない。甕の下部の砂層はよく焼けている。このような状況からカマドの構造を復元する

と(第31図),まず,両袖に倒立させた長甕を置きこの上 h見砂粘土)

に2個体の長甕を入れ子状にして,両袖の倒立した甕の 、^ ')^・,③69三!7ご;
^.プー^、^^^^

.^.ーー▲

_y/底部にのせて,焚き口の天井部とする。次に,両袖の甕 ' 1 '

1
の外伯ル,天井部の甕の上部に粘士に砂をまぜた士を15 支脚(自然石) 1

m
368 之、

二
~20師の厚さて張りつける。この際,両袖の甕の内但ル

.,

天井の甕の前面には粘質士を張りっけないて',甕の器面 (砂)

第31図 S120カマド復元模式図
を露出させる。このことは,甕の外面約V3程度がよく火

を受けて,ススが付着してぃることから推定される。カマドの焚き口,燃焼部の床面には粘質土を張らな

いて,砂地をそのまま使う。この底面は後方(住居の外御D に向かってゆるく高くなり,支脚と考えられる

細長い自然石(56)が立ててある。この石(支閥D は長さ約20師,断面三角形て',上部約10師が底面から出

る。支脚の位置は天井部の甕前面から,奥へ70~80師てある。支脚上部の士はやや焼けた粘質士てあり,

この上部にカマドの口が存在したことは明瞭にはうかがえない。煙道の存否は確認て'きない。カマドに使

用された甕はいずれも使用済のものてある。これ以外てはほとんど士器は出士していない。時期はⅡ,期に

比定される。

S Π8 (図版 7 ・ 24 ・ 15D

D . E8区にある奈良・平安時代の竪六住居。西側に SK34が近接する。主軸はN・90゜ Wて,カマドは

東辺北寄りにある。北東コーナーに大きな撹乱坑がある。一辺5.omて',ほぱ正方形の平面形tある。面

積は25m.。深さは30~50cmて',上部はほとんど削平を受けていないと考えられる。床面にいくっかピツト

がある。配置はととのっておらず,柱穴かどうかは不明て、ある。このうち 3 はすり鉢状の形状て,埋土は

黄色砂て',柱六とは考えられない。 5 は底面に柱痕跡が残る。周溝はない。カマドは1.8×1.5m,高さ約

40cmて'ある。カマド内から士器は出士しなかった。埋土の士から2層目は「黒褐色砂層」てある。土器の

出士量は少なく,10個体未満てある。また鉄製の刀子(28)がある。 SK34とは切り合い関係はないが出士

士器からみて,当住居が新しい。時期は11し~Ⅳ,期と考えられる。

SK 34 (図版 7 ・ 24 ・ 151)

D 8 区にあり, S118の西仙1に近接する。不整形の楕円形を呈し,長軸2.8m,短軸1.5m,深さ約65師

てある。面積は4.2が。底面は南伯1が若干近くなる。埋土は暗茶褐色ないし暗褐色のやや粘質土まじりの

層である。埋士の中より土器10数個体が出土した。出士土器より, S118よりかなり古いことがわかり,

両者は関係のない遺構と考えられる。時期はΠ期と考えられる。

SB 巧70 (図版 7 ・ 24 ・16田

F8区にある奈良.平安時代と考えられる掘立柱建物。調査区端にあり,北東側はわからない。東西は

2問(3.5m),南北は 2 問(3.7m)以上て',束柱をもっ総柱建物てある。柱掘形の規模や柱間寸法を勘案す

ると,2間X 2間の総柱建物と考えられる。南北軸はN・10゜・Eである。柱間寸法はそれぞれ,ほぽ等問て,

柱掘形は径40cm,深さ約60師てある。掘形埋土は淡褐色砂てある。出士遺物はないか,奈良'平安時代の

ものと考えられる。

S1805 (図版 8 ・ 25 ・ 153)
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3 遺構各説

B9区にあろ奈良・平安時代の竪穴住居。北側にS1804が近接するが,切り合い関係はない。主軸は

N、71゜・Wて',南側コーナーにカマドがある。平面形は明瞭な長方形て,東西5.4m,南北3.7m,面積20

m'てある。深さは約50cmてある。床面にあるピットは規格的な配置をしてぃない。周溝はない。カマドは

1.2×2.om,高さ約50師て',住居の外側にむかって長くのびる平面形てある。カマド後方の住居の肆はr

をもっている。最下層が焼けた砂層て',その上に焼けた粘士混りの砂となる。最下層は住居の段の上まて

のびており,煙道になる可能性をもっ。カマドより士師器甕(952),その付近からも士師器甕(95D が出士

している。埋土には「黒褐色砂層」はない。出土士器は約10個体てある。時期は出士士器よりΠ期と考え
られる。

S1 458 (図版 5 ・ 25 ・ 160)

B8区にある奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・87゜・Eて',カマドは東辺北寄りにある。平面形はほぱ

正方形て,一辺3.9m,面積15.2mイ'ある。深さは40~50cmて'ある。それぞれの壁際に3つずっとほぱ中央に

9 つの柱穴が↓肆交的規a1珀勺に配置する。径25~40cm,深さ30~50師て',↓畔交的深い。周溝はない。カマド

は1・4×2.om,高さ約30伽て',下層に焼けた砂層があり,上層に粘土混りの士がある。カマドの後方は住

居外へのびる。カマドのほぽ中央から土師器長甕(324)が潰れた状態て出士した。埋士に r黒褐色砂層

はない。出士士器は約10個体である。時期は 1期と考えられろ。

SΠ307 (図版 8 ・ 25 ・ 152)

A8'9区にある奈良'平安時代の竪穴住居。主軸はN・56゜・Wて,カマドは南東辺にある。平面形はほ

ぱ正方形て,一辺4.6~4.7m,面積21.6m,て'ある。深さは35~45Cmて'ある。床面北東辺側にごく'芙いピ、、

トがあるが,柱穴や周溝とは考えられない。カマドは1.5~1.4m,高さ約50師て',前方下邦に焼けたる小層,

その上に粘質士がのる。須恵器杯(305・306)が右袖付近,土師器甕(313)が左袖付近から出土した。完形

品にちかい長甕(314)は西辺の床面近くから,一括出士した。埋士は「黒褐色砂層」がなく,全般に粘士

粒を含むしまりのある褐色砂層てある。士器は10数個体出土してぃる。時期は 1期と考えられる。
S1 560 (図版 8 ・ 25 ・ 152 ・ 153)

B 9区にある奈良'平安時代の竪穴住居。北伯R二S1807が近接するが,切り Aい関係はない。主軸

はN、69゜、Wて,カマドは東辺南寄りにある。北辺部に風倒木痕がみられる。平面形はほぱ正方形て,一刀

4・8m ほどて',面積は23m'て、ある。高いところに位置してぃるため,深さは20cmチ"度と'美く,上立βはかブ

り削平されている0 床面の壁際には径30~40cm,深さ25~60cmの柱六が,比較的規則正しく配置してぃる。

一辺4本ずっの柱と推定される。周溝はない。カマドは1.6×1.5m,高さ約40cmで,袖に土師器長甕を倒

立させて使っている0 調査中にカマドが乱掘されてしまい,右袖の長甕は紛失した。左袖の長甕が317て

ある0 天井部に横位に架構されていたと推定される士師器長甕が316てある。支脚と考えられる自然石が
出土した。出士士器は数個体と少ない。時期はΠ期と考えられる。

S1803 (図版 8 ・ 26 ・ 153)

B8'9区にあり, S1802に切られる奈良・平安時代の竪穴住居。この周辺は竪穴住居が比赫的密集し,

切り合っている0 主軸はN-85゜・Wて',北東コーナー付近を大きく S1802 によって切られ,カマドはメ、。
主軸方向がやや長く4.9m,ほかは4.2mて',ほぽ長方形を呈する。面積は20.6m.で、冗さは40~45 ・あ

る0 上部は多少削平されていると考えられる。西辺・北辺に20伽前後のくぱみと小さなピ、、トがあるが,
規卸伯勺な配置てはなく,柱六ι考えられない。埋土には「黒褐色刑、層」 はない。出士士器は10数個体てあ

る。鉄製の帯金具(71)もある。時期はⅡ,期の古い段階と考えられる。



S1 802 (図版 8 ・ 26 ・ 153)

B8・9区にあり, S1803・ S1804・ S玲06を切る奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・44゜・Wて',南側

コーナー付近にカマドがある。主軸方向がやや長く,5.om,ほかは4.omて,長方形を呈する。面積20m,,深

さ40~45Cmて',上部は削平されていると考えられる。北側コーナーと東倶戸ーナーには柱穴の可能性もあ

る,深さ20cmのピットがあるが,その他は明確tはない。ピット 5 は S1804の柱穴て'あろう。カマドは

1.2×1.1m,高さ約35Cmてある。カマド内からは支脚と考えられる自然石が出士した。このほか士師器長

甕(865・866)はカマドの芯の可能性がある。埋士最上層は「黒褐色砂層」てある。出土士器はカマド付近

を中心に多く,20個体以上ある。時期はⅣ.期てある。

S 1 804 (図版 8 ・ 26 ・ 153)

B 9 区にあり, S1802・ S1807 に切られる奈良・平安時代の竪穴住居。 S1802・ S1807と重複する部

分は少ない。主軸はN・60゜・Wて',カマドは東側コーナーにある。平面形は主軸方向がやや長く,5.2m,

ほかは4.8mてある。面積は25m.。深さは20~25Cmとこく浅く,上音Ⅲよかなり削平されていると思、われる。

柱穴は明確なものが,カマドの部分をのぞいて,コーナーの壁際にある。周溝はない。カマドは 2 ×1.5

m,高さ約50cmて',最上層に焼けていない粘質士があり,この層より,士師器長甕下半部と上半部(39)が

出士している。埋士には「黒褐色砂層」はない。出土土器は数個体てある。時期は 1期てあろう。

S1 806 (図版 8 ・ 26 ・ 153)

B ・ C9区にあり, S1802により西側コーナーをわずかに切られる奈良・平安時代の竪六住居。主軸は

N・49゜・Wて,南側コーナーにカマドがある。主軸方向がやや長く,3.8m,ほかは3.omて',長方形を呈

する。面積Ⅱ.4mイ'かなり小型てある。深さは約45師てある。柱穴と考えられるピットがカマド付近をの

ぞく各コーナーにある。周溝はない。カマドは1.5× 2 m,高さ約40cmとかなり大きく,住居の外側にの

びる。カマドの前部付近の床面は浅くレンズ状にくぱみ,これをはさむような形状のたかまりがある。後

方部の焼けた粘質土のなかに士師器 a89・190・194)が出土した。 191の甕は住居外にのびる部分から出士

した。埋土には「黒褐色砂層」はない。出土土器は10数個体て約半数がカマドとその周辺から出土してい

る。時期はΠ.期と考えられる。

S1 807 (図版 8 ・ 26 ・ 153)

B9区にあり, S1804を切る奈良・平安時代の竪六住居。 S1804と西辺部が重複するが,その範囲はわ

ずかである。主軸N・52゜・Wて',東側コーナーにカマドがある。主軸方向が5 m,ほかは3.5mて,面積は

17.5m.てある。深さは20~30cmて'ごく浅く,上音Ⅲよかなり削平されている。西側に大きな土坑があり,こ

れによって切られる。床面には確実な柱穴はみられない。周溝もない。カマドは1.フ×1.4m,高さ35Cmて'

ある。仕'士土器は数個体て少ない。時期は 1期と考えられる。

S1 670 (図版 6 ・ 27)

C9区にあり, S175に北辺を切られる奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・72゜・Wて,東辺にカマド

がある。 S175に切られるため,南北長は不明tあるが,東西は4.4m,南北3.5m以上,面積15.4m.以上

てある。深さ20~30cmと浅く,上部は削平されていると考えられる。 2基の士坑によって切られる。柱穴・

周溝はみられない。カマドは1.8×1.2m,高さ約450mて',カマド内から土師器長甕が出士している。埋土

には「黒褐色砂層」はみられない。出士土器は数個体てある。時期はⅡ,期頃かと考えられる。

S1 75 (図版 6 ・ 27)

C . D 9 区にあり, S1670・ S172を切る奈良・平安時代の比較的大型の竪穴住居。 S1670の北辺, S172

Ⅳ遺 跡



3 遺構各説

の南西コーナーと重複する。主軸はN・75゜-Wて',カマドは東辺北寄りにある。主軸方向が長く,6.4m,

ほかは5.omて',平面形は明瞭な長方形を呈する。面積は32がて',大型である。深さは約25師て,北西コ

ーナー付近は10伽以下てある。浅く,上部は削平されていると考えられる。カマドのある東辺をのぞいて,

幅20~30師,深さ約10伽の周溝がある。北西伯戸ーナーにあるピット4 は深さ約30師て',掘形は比較的大

きく,柱穴かどうかはわからない。このほか,1・ 2 ・ 6 のピットは柱穴の可能性をもっが,北東仰ル南

西側のコーナーは1覺乱を受けていることもあり,明確な柱穴の配置状況はうかがえない。カマドは1.3X

1.1mて',高さ約35Cmて',あまりょく残っていない。上部が焼けた粘質土て',その下は焼けた砂層て'ある。

カマドから土師器(425・428)が出土しているが,出土量は多くない。埋士最上層は「黒褐色砂層」て'あり,

この層より比較的多くの士器が出士している。出士士器の個体数は20数個体てある。須恵器の広口壺(419.

420)は一般的てはない器種てあり,住居が大きいことと関係するかもしれない。甕(420)は S1502B に

同一個体がある。時期はΠ.期の新しい段階かと思、われる。

S1 72 (図版 6 ・ 27 ・ 154)

D9区にある奈良・平安時代の大型の竪穴住居。 S175に南辺・西辺を大きく切られ,東辺はS174を切る。

主軸はN-90゜-Wて',東辺北寄りにカマドがある。主軸方向が長く,フ.9m,ほかは5.4mて',明瞭な長方

形プランてある。面積は42.7m.,深さ40~50cmである。各辺に周溝がめく、る。東辺と南辺は一条tあるが,

西辺は,周溝の内側約40cmにもう一条,北辺は部分的に 2条εなる。このほか南東のコーナー付近には力

ギ状にやや太い溝(深さ数Cm)がある。これと,西辺・北辺の内側の溝により,囲まれた範囲は床面がやや

低い。壁はほぽ垂直にたちあがる。柱六は比較的明瞭に把握される。周溝と重複する壁際に深さ40cm以上

の柱穴がほぽ等ル邪高にある。長い北辺は 6 ・12・13,南辺は24・21・20とそれぞれ3 本ずっ,短い東辺は

16'18,西辺は 2.1,それぞれ2本ずっ配置する。このほか各コーナーにも柱穴がある。東辺のピット

16はカマドの土の下部にある。床面中央には柱穴はない。カマドは1.フ×1.5m,高さ約40伽てある。下部

によく焼けた粘質士があり,これをεりまいて焼けてぃない粘質士がある。カマド内より出士した士師器

長甕(358)はカマドの芯てあろう。埋士は上から2層目に最も黒っほ゜く目立っ層が存在するが,「黒褐色砂

層」てはない。出士土器は20イ剛本以上t,ほかに鉄製の鋤鍬先 ao)留め金具?(50)が出土してぃる。時

期はΠ,期と考えられる。

S 1 74 (図版 6 ・ 27)

D9区にあり S172に切られる奈良・平安時代の小型の竪穴住居。主軸はN・63゜・Wて,カマドは東辺に

ある0 主軸方向がやや長く,3.1m (推定),ほかは2.8mて',面積8.7m.は最小規模て、ある。深さ約25Cmて'

ある0 ピツトはあるが,柱穴tはないと思われる。周溝はない。カマドは1.1×1.1m,高さ約20。mて'ある。

出士士器はわずかてある。時期はよくわからない。

SB 97 (図版 6 ・ 27)

D9区にあろ奈良'平安時代の桁行3間(6.1m) X梁間2間(4.6~4.7m)の掘立柱建物て', S172を切る。

面積は28m'て,長軸はN・76゜ Wて'ある。柱間寸法はそれぞれほぽ等問て'ある。この付近は白い地山刑層

上に褐色の粘質土を含む層があり,検出にあたっては,これをとりのぞいた。柱掘形は1又約50師程度の隅丸

の方形て,深さは50~30cmてあろ。柱六1はS172を切ってぃる。士師器小破片が数点出士してぃるのみて

ある。詳細な時期は不明てある。

S1 82 (図版 6 ・ 28 ・ 155)

D9区にある奈良'平安時代の竪穴住居。 SBI00と重複するが,切り合い関係は確認してぃない。ごく



浅い(約20卯)こともあって,検出当初の平面プランが発掘後ややことなり,結果的に歪んだ平面形になっ

た。主軸はN 76゜ Eて,カマドは東辺にある。主軸方向が3.5m,ほかが3.8m,面積13.3mイ"此^交的小

型てある。柱穴・周溝はない。カマドは1.4×1.2m,高さ約20cmて',なかに須恵器無台杯 1点が逆付に入

つてぃた。その他に出士土器はほとんどない。埋士上層は「黒褐色砂層」である。時期はⅢ~Ⅳ期tあろ

フ。

S 1 29 (図版 6 ・ 28)

D ・ E 9 区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', S181・ S133Bを切る。掘立柱建物SBI00に切られる。

ただし,掘り込みが明確てなく,床面も平坦てないため,竪穴住居てない可能性もあるが,カマドと思、わ

れる焼士もあり,応,竪穴住居としてあっかう。掘り込みの範囲は 5 ~ 6 mほどで,整った方形のプラ

ンてはない。床面はすり鉢状になり,最も深い中央は,深さ約30cmてある。カマドと思われる焼士は北辺

にある。埋土は上下2層て,上層が「黒褐色砂層」 tある。士器はおもに上層から出土しており,10凄対固

体ある。時期はⅣ.期てあろう。

S 1 81 (図版 6 ・ 28 ・ 155)

D 9区にある奈良・平安時代の竪穴住居て, S129に切られる。 S180と接するが,撹乱されていること

もあり,切り合い関係は不明てある。カマドはない。長軸4.5m,短軸3.8m,主軸の方向はN 52゜ Eで,

北西.南東辺が長い。面積17.1が,深さ約50cmて,壁面のたちあがりが明瞭である。北西辺と南西辺に周

溝があり,北西辺には約40cmの間隔をあけてもうーつ小さな溝がある。柱穴は明確てない。床面ほぱ中央

にややかたい粘質土のプロックがあった。埋土には明確な「黒褐色砂層」はないが,上層はかなり黒っほ

い。出士遺物はこく少なく,時期は明確tない。

S1 80 (図版 6 ・ 28 ・ 155)

D . E9区にある小さな奈良・平安時代の竪穴。カマドはなく住居かどうかは不明。平面形は明瞭な方

形てはなく,隅丸の方形て',一辺3 m前後てある。深さは約25Cmて,埋士には明確な「黒褐色砂層」はみ,

られない。出士土器は数個体てある。時期はⅢ期と老えられる。

SB I00 (図版 7 ・ 28)

D. E9 区にある奈良.平安時代の掘立柱建物。 1行行 3 問(6.2~6.3m),梁問 2 問(4.4~4.5m)で,長軸

はN・フフ゜・Eてある。面積は27.9m,。 S129を切るのは確認て'きたが, S181・ S182との関係は不明である。

おそらく, S181.82より新しいと推定される。柱間寸法はそれぞれほぱ等問てある。柱掘形は35~50cm,

の円形て',深さ35~50伽てある。出土遺物はない。この建物周辺にはまだ柱六があり,ほかに建物が存在

する可能性が強い。時期はⅣ,期の S129を切ることから,Ⅳ'期以降と老えられる。

SK 31 (図版7 ・ 28)

E.FI0区にある奈良.平安時代の竪穴状の士坑tある。平面形は楕円形ないしは隅丸方形て,長軸3.9m,

短軸3.1mて'ある。深さは20~40cmて',底面はすり鉢状て',たちあがりもゆるい。カマドはない。埋士に

「黒褐色砂層」はない。出土土器は少ないが,1~Ⅱ期の須恵器が含まれている。

S1 33 A (図版 7 ・ 29 ・ 153 ・ 155)

S133A と S133Bは検出当初は1棟の竪六と考えていたが,のちに 2棟と判明し,それぞれA ' B とし

たものである。ともに奈良・平安時代の竪穴住居てある。 S133AはE9区にあり, S133Bを切る。南東コー

ナー付近はS141に切られる。主軸はN・83゜・Wて',東辺北寄りにカマドがある。主軸方向が長く6.4m,ほかは

4.5mて',明瞭な長方形を呈する。面積は28.8mイ'やや大型てある。深さは約20師て浅く,上部は削平されて

Ⅳ
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3 遺構各説

いると考えられる。柱六としては,北辺壁際にある 1 と 2 が深さ35~40cmて',住居にともなうものと考え

られる。これに対応t る南辺は S141・ S133B と重複するが,10 ・11がほぱ'これに沿った位置にある。

S133B と切り合う南辺に周溝がみとめられた。カマドは1.3×1.2m,高さ約20cmて'ある。カマド中央から

上師器甕(623・624)が一括して出士した。粘質士てなぐ焼けた砂層から出士しておりカマドの芯てなく ,

使用された甕の可能性がある。当初S133で一括して士器をとりあげたため,この住居にともなう上器は

少ない。士師器甕(622)がピット1から出土している。埋士最上層には「黒褐色砂層」がわずかに存在す

る。埋士最上層から帯金具のパ'ツクル(65)が出土した。時期は1Ⅱ.~Ⅳ,期頃と考えられる。

S1 33B (図版 7 ・ 29 ・ 153)

E 9 区にあり, S133A ・ S141・ S129によって切られる奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN、86゜ E

で,カマドは東辺南寄りにあろ。主軸方向がやや短く,3.2m,ほかは3.6mて',面積11.5がの小刑である。

深さは約40cmt,床面は S133Aよりも低い。周溝はなく,ピットも規卸珀勺な配置て、ない。カマドは1.3X

1.2m,高さ約30cmて',士器は出士しなかった。この住居に明確に伴う土器はごく少量て'ある。時期は SI

33Aより新しいが,これとあまり差はないとぎぇられる。

S 1 41 (図版 7 ・ 29 ・ 153 ・ 155)

E 9 区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', S133A ・ B, S142を切る。平面形が方形てはなく, t左円

形にちかく,カマドの位置も壁際てなく,特異て、ある。複数の竪穴の重複の可能性も考えられるが,平面.

断面の観察ても,それは認められなかった。応,竪六住居として記述する。長軸6.3m,短軸4.5m,

面積28.3がtある。長軸はN・49゜・Wて',カマドは北東辺東寄りにある。床面は水平てなく,中央がゆる

<くぱみ,壁のたちあがりもゆるい。最も深いところて,深さ約50cmて'ある。北東辺のプランは外側へ

大きく張り出す。周満はなく,柱穴と考えられる配置のピットもみられなし。カマドと考えられる焼士

は0.フ×1.omて'ある。埋士の上から 2 層目は「黒褐色砂層」である。出土士器は10数個体てある。時期は

11し~Ⅳ,期と考えられ, S133A ・ B とは大きな時期差はないと考えられる。

S 1 42 (図版 7 ・ 29 ・ 153)

E 9 ・10区にある奈良・平安時代の竪穴で, S141に切られる。主軸はN・32゜・Wて',東倶戸ーナーは撹

乱を受ける。カマドはない。平面形はほぱ正方形て',一辺3.9~4.om,面積15.6がてある。周満..柱穴は

ない。深さ30~40師て',最上層に部分的に「黒褐色砂層」がある。出士士器は少なく,婁剣固体てある。時

期は士器が少なく明確てはないが,Ⅳ.期頃と思、われる。

S 1 60 (図版 7 ・ 29 ・ 155)

E9'10区にある奈良'平安時代の竪六住居。平面形はやや不整形の方形て,主軸はN 38゜ Wて',カマ

ドは東側コーナーにある。辺3.5~3.8m,面積13.3m,て',かなり小刑てある。深さは約50cmt,肆のた

ちあがりはゆるやかてある。カマドは比較的大きく,2 × 1 m,高さ約50cmてある。ただし,南イ則約半分

はあまり焼けておらず,カマドでない可能性もある。カマド内に須恵器無台杯(586).有厶杯(59の,士師

器長甕(595)が入っていた。南西辺にピットが1つぁる。周満はない。埋士の上から 2層目が「黒褐色る小

層」てある0 床面直上のほぱ中央から須恵器杯(585・587・592~594),北側コーナー付近から須恵器杯(582)

が出土した0 それぞれほぱ完形てあり,出土状況が注目される。有台杯(591)はS129最上層出士の破片

に同一個体のものがある。出土土器は約20個体てある。時期はⅢ.期てある。

SK 39 (図版 7 ・ 29)

E9区にある奈良'平安時代の士坑。西倶に S133Aが近接する。平面形は径約2mのほぱ円形t,断



面はすり鉢状となり,深さは約90伽てある。埋土は下層がやや暗い色調で,この層の上面付近に比較的士

器が多く集中していた。土器は約10個体てあり,時期はⅡ期てある。

SK 24 (図版 7 ・ 29)

E 8区にある奈良・平安時代の士坑。平面形は楕円形て,長軸1.2m,短軸0.8m,深さ70cmてある。上

から2層目の埋士は黒褐色を呈するが,いわゆる「黒褐色砂層」かどうかは不明tある。出士士器は数個

体あり,平底のロクロ土師器長甕が含まれろ。時期はⅡ,期頃てあろう。

S Π302 (図版 8 ・ 30 ・ 156)

A9区にある奈良・平安時代の竪六住居。主軸はN・58゜・Wて',南東辺北寄りにカマドがある。主軸方向

がやや長く,4.1m,ほかは3.2m,面積13.1mイ'小型て、ある。深さは25~50cmである。床面に小さくて浅

いピットがいくつかあるが,配置は規a1伯勺て、ない。周溝はない。カマドは1.5×1.2m,高さ約30cmて'ある。

埋土は基本的に上下2層て',「黒褐色砂層」はない。士器は約10個体出士している。ほかに鉄製品(42)が

ある。時期はⅢ.期と考えられる。

S1 1304 (図版 8 ・ 30 ・ 156)

A 9区の調査区端にあり,南西半は調査区外にのびる奈良・平安時代の竪穴住居。主軸はN・65゜・Wて',

カマドは東辺北寄りにある。大きさは不明てある。深さは40~60師て',上層に「黒褐色砂層」がある。北

辺.東辺に周溝がある。カマドは1.3×1.5m,高さ約35伽て,住居外へ若干のびる。カマド内から土師

器甕(980).須恵器無台杯(978)が出土してぃる。出士土器は少ないが,鉄の鋤鍬先(9)と銅製品が出士

してぃる。時期はⅢ期と考えられる。

S11300 (図版 8 ・ 30 ・ 155)

AI0区の調査区端にある奈良・平安時代の竪穴住居。北辺の一部が検出されたのみて',全体の規模は不

明て、ある。主軸はN-75゜-W'て",東辺北寄りにカマドがある。深さは約40cmて,高いところに位置してい

るため,多少上部は削平されていると思、われる。規模は不明ながら,検出された北辺は長さ 5 mあり,比

較的大型と考えられる。北辺の壁際にある 2つのピットは柱穴と考えられる。カマドの前にあるピツトは

浅いすり鉢状(深さ約150m)のものて',埋士は暗茶色砂て',まじりがない。カマドは1.6×1.5mて,高さ約

45師て,下層に焼けた砂質士と粘質土があり,その上にしまった焼けていない粘質士がのる。両者の層の

問付近から土師器甕(300.302・303)が出士している。ま九鉄鯲(13)もカマド内より出土している。このほ

かカマド前面床面直上より銅製品残欠(73~75),埋土下層より穴のあいた棒状の鉄製品(49・55)が出土し

てぃる。住居の規模が大きいことと関連して,出土遺物の質の高さがうかがえる。埋士には「黒褐色砂層」

はない。カマド以外の出土士器は士師器甕を中心に10個体以上ある。非ロクロと平底ロクロ土師器甕があ

る。 1期ないしはΠ,期の古い段階に比定されよう。

S1 1311 (図版 8 ・ 30 ・ 156)

AⅡ区の調査区端にあり,南西コーナーは調査区外へのびる奈良・平安時代の竪六住居。 SB1314と重

複するが,直接切り合う柱穴はない。主軸はN-68゜・Wて',カマドは東辺北寄りにある。カマド付近から

北辺は大きく1覺乱を受ける。平面形はほぽ正方形て一辺4.1~4.3m,面積18m.程度てある。深さは約20cm

て,ごく浅い。高い位置にあるため,上部はかなり削平されていると考えられる。床面に小さなピツトが

1つめる。カマドのある東辺に深さ数Cmの周溝がある。カマドは1.5×1.1m,高さ約25伽て",下層に焼け

た粘質土がある。カマド内から土師器鉢(94)が出土した。埋土はほとんど暗茶褐色砂て,「黒褐色砂層」

はない。土器の出土量は少ないが,非ロクロの土師器が多く,時期は 1期と考えられる。

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

SΠ312 (図版 8 ・ 30 ・ 156)

A11区にある奈良・平安時代の竪六住居て', SB1314と重複する。 SB1314力沫斤しい。主軸はN・68゜、W

て、,カマドは東辺北寄りにある。主軸方向が若干長く,3.5m,ほかは3.omて',面積10.5m・の小型住居て、

ある。深さは約25Cmて,ごく浅い。 S11311同様,高い位置にあり,上部はかなり削平されてぃると考え

られる。床面に SB1314の柱穴が2 つ存在するが,この住居にともなう柱穴はない。カマドは1.3×1.1m,

高さ約25師て'ある。カマド内から,支脚と思われる自然石が1個出土した。またカマドの近くから士師器

甕(59)が出土した。埋土はほとんど茶褐色砂層てあり,「黒褐色砂層」はみられない。出士士器は少なく ,

士師器・須恵器が数個体てある。土師器は非ロクロのものが多く,1期と考えられる。

SB 1314 (図版 8 ・ 30 ・ 156)

An区にある奈良・平安時代の掘立柱建物て', S11311・ S11312と重複する。おそらく,両者より新し

いと推定される。長軸はN・68゜ Wて,桁行 3 問(フ.2m),梁問 1 間(4.4m),面積は31.7m.て、ある。1 河、問

は長さからみて,2問のものと推定されるが,ここては中間の柱は確認て'きなかった。桁行の柱問寸法は

ほぱ等問tある。柱掘形は径30~50cmの円形て',深さは10~20伽tある。掘形埋士から士師器片若干が出

土している。掘形埋上は暗褐色砂tある。

S1 1313 (図版11・ 30 ・ 15田

BⅡ区にある奈良・平安時代の竪六住居。主軸はN・67゜・Wで,カマドは,東辺北寄りにある。主軸方

向が長く,4.2m,ほかは3.2mて',比較的明瞭な長方形を呈する。面積は13.4mイ'比較的小型の住居てあ

る0 かなりの傾余社也にあり,深さは一定てなく,南辺が約60伽,北辺が約20cmてある。ほぱ中央にかなり

大きな1覺乱坑がある。西辺には周溝があり,一部分2条となってぃる。ピットは 2つぁる。南辺にある大

きなピツトは住居を切る。カマドは1.フ×1.omて',高さ約30帥てある。カマド内より士師器甕(975)が出

土した0 埋士はほとんど暗褐色砂層てあり,「黒褐色砂層」はみられない。ほぽ完形の非ロクロの士師器

杯四74)が南堅際の床面上数Cmのところて出士した。出士士器は数個体tある。時期はΠ.期頃て、あろう。

S1 595 (図版 8 ・ 3D

BI0区にある古墳時代の小型の竪穴住居。平面形は隅丸方形て',一辺3.0~3.5mてある。面積10.5m.て

小型て7ある0 長軸の方向はN・50゜・wt,カマドはない。深さ約15Cmて',かなり浅い。↓踵六的高いところ

に位置しており,上部はかなり削平されていると考えられる。柱穴.周溝はない。埋土はほとんどH立褐色

砂層t,南東辺に古式士師器の甕(133)が一括出士したほかは,あまり出士してぃない。

S1 71 (図版 6 ・ 31・ 157)

DI0区にある奈良'平安時代の竪穴住居。ただし,完形品にちかい古式士師器が↓帥交的まとまって出士

しており,古墳時代の遺構と重複している可能性がある。主軸は N・67゜-Wて,カマドは北西辺寄りにあ

る0 通常,カマドは東辺ないしは東南辺にあり,一般的てない位置てある。平面形は正方形にち力く ,

辺4・5mて',面積20.3m'である。深さは20~25師で浅い。床面に深さ10~20cmのピットが多くある。規則

的て'はないが,いくっかは柱六になると想、われる。周溝はない。カマドは0.9×1.om,高さ約30cmて',カ

マドの中,じ'より士師器が出士している。またカマドに接して土師器長甕(75.7田が括出土してぃる。カ

マドの芯の可能性もある。カマド前面からは底部穿孔の古式土師器小刑壺が完形口て出士した。埋士には

「黒褐色砂層」はない。奈良・平安時代の土器は10数個体あり,古式土師器も10個体ほどある。底邦九孔

の小型壺2点と,小型器台2点のほか,小型壺が目立っ。時期は 1期の新しい段階に比定される。
S1 70 (図版 7 ・ 31・ 157)



D ・ EI0区にある古墳時代の竪穴住居。 SB85に切られる。主軸はN・50゜・Wて',カマドはない。平面形

は隅丸方形て',一辺4.9~5.om,面積24.5mイ'ある。深さは20~25師で,浅い。ほぱ中央に大きな撹乱坑

がある。 SB85の柱穴以外にもピットがいくつか存在するが,明確には住居の柱穴と考えられる周溝はな

い。埋士はしまりのよい褐色系の砂層て',床面直上より古式士師器数個体が出士している。

SB 85 (図版 6 ・3D

D ・ EI0区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。 S170と重複する。切り合い関係は確認、していないが,

時期からみて, S170より新しい。 2 間(5.om)× 2 間(5.1~5.om)て',東柱はもたない。平面形はほぱ正

方形て',面積25mイ'ある。南北軸の方向はN・10゜・Wて'ある。いずれもほぱ等問てある。柱掘形は一辺50

Cmほどの隅丸方形て,深さは40~60cmてある。詳細な時期は不明て'ある。

S 1 502A (図版 6 ・ 31・ 158)

C9・10区にある古墳時代の大型の竪穴住居。奈良・平安時代の竪穴住居S1502B とまったく重複して

おり,検出当初から調査途中まて,それに気づかなかっ九ものてある。 S1502Aの平面形はほぱ正方形て',

辺7.2~フ.8mて'ある。面積56.2m.て',古墳時代の竪穴住居としては最大て、ある。各辺は直線tはなく,

わずかに外側にふくらみをもち,角も丸くなる傾向がある。主軸の方向はN・53゜・Wてある。深さは50~

60cmて、ある。周溝はない。柱穴は4本がほぽ正方形に配置される。柱掘形は径50~70師の円形て,深さは

35~70cmてある。住居の大きさに比例して,柱穴も大きい。埋士は褐色砂が主て',床面直上を中心に多く

の古式土師器が出土した。50個体ちかい量があり精製品の士器が多い。住居の性格の一面を示すと思、われ

る。

S1 502 B (図版 6 ・ 31・ 158)

C 9.10区にある奈良.平安時代の竪六住居て', S1502A と完全に重複し,これを切る。主軸はN 80゜・

Wt,東辺にカマドがある。底面は S1502Aよりもわずかに近く,その平面形は主軸方向が長くて,4.5

m,ほかは2.7m,面積12.2m,てある。しかし,断面観察によれば,壁のたちあがりは,底面の低い範囲

よりも外側にあり,幅も4.3m くらいに復兀され,正方形にちかい平面プランてあったと考えられる。深

さは約65。mて,深い。柱穴.周溝はない。カマドは 2 ×1.5m,高さ約50師てある。カマド内から士師器甕

a75.178.180)が出士した。 170の土師器甕は確認、調査時に出土したものである。埋士出士士器は20数個体

はある。埋士には「黒褐色砂層」はない。時期はΠ.期の古い段階てある。

S1 610 付SK620 (図版 8 ・ 32 ・ 162)

BI0.11区にある奈良.平安時代の大型の竪穴住居て,ほかの竪穴住居・士坑などと複雑に切り合う。

S1600. S1630. SK620に切られるが,それぞれの遺構の埋土は共通しており,プランを把握するのは

難しかった。 S1610の主軸はN・70゜・Wて',東辺南寄りにカマドがある。平面形はほぱ正方形て,一辺

フ.2~フ.3m,面積52.6m・の大型住居てある。北東仙戸ーナーには住居より新しい径約3 mの大きな土坑

がある。傾斜地にあるため,深さは40~60伽となる。北辺ε西辺には周溝がある。柱穴は規則的に配置

しており明瞭に把握される。各辺にはいずれもほぱ等問隔に3本ずっ柱穴があり,之ーナーにはない。こ

れらは径40~50cm,深さ40~60cmてある。周溝が存在すろ部分は,両者は重複するが,柱の中心は周溝の

中心より内側になる。また,中,Dに2.8~3.3mの柱問寸法て',4本の主柱穴がある。ただし, SK620に切

られる部分にはない。これらは壁の柱穴よりゃや大きい。カマドは S1630のカマドと切り合っている。カ

マドは2.O×1.5m,高さ約55Cmて中より芯の士師器甕(79・80・85)が出士した。 80は左袖の位置から倒立

状態て検出されたカマドの芯て',79はこの横から出てぃる。カマドの天井部の芯て、あろう。S1630士師器長甕



3 遺構各説

(79)はS1610の在袖の芯の可能性もある。これらの士師器の後方に支脚と考えられる自然石がある。埋

士に「黒褐色砂層」はなし、。出士士器の多くは士師器て',カマド以外て、は数個体の出土にとどまる。鉄淳

170gが出土している。時期は 1期である。

SK620はS1610をきる径約3 mの円形の士坑て',深さは 2 m以上ある。埋土に「黒褐色砂層」が存在

しないことから, S1610の時期に近いものと考えられる。出土土器には S1741の甕 a32)と同一個体の破

片がある。

S 1 630 (図版 8 ・ 32 ・ 162)

B11区にある奈良・平安時代の竪穴住居て',大型住居のS1610を切り, S1600に切られる。主軸はN、

62゜、Wて",カマドは,北東側コーナーにあり, S1610のカマドと重複する。住居の大半がS1610と S1600

と重複する。平面形はほぱ正方形て',一辺4.フ~4.8m,面積22.6m・てある。傾斜地により,南西伯戸ーナ

ーの深さは約70cmてある。深さ約10cmの周溝が各辺にめぐる。柱穴は他の住居と重複してぃるため,明確

tはないが,可能性のあるものが南辺側に存在する。カマド 1 ×1.8m,高さ約50cmて, S1610のカマド

を切る0 カマド内より芯と考えられる土師器甕(94)が出士した。埋士は S1610と共通するものて',「黒褐

色砂層」はない。出土士器は少ない。 SK620はこの住居と関係する土坑の可能性が考えられる。時期は

1期tある。

S 1 600 (図版 8 ・ 32 ・ 162)

BⅡ区にある奈良'平安時代の竪穴住居t, S1630を切り, S1630とほぽ重複する。主軸はN、750 W

t,カマドは東辺にある。一辺3.2×3.7mて,面積は11.8m,。深さは約40cmて'ある。周溝.柱穴はない。

カマドは1.5×1.omて',高さ約40cmて'ある。埋土に「黒褐色砂層」はない。出土遺物は土器数個体,鉄製

品(62),フィゴ羽口である。時期は 1期tあろう。

S 1 741 (図版11 ・ 32 ・ 160)

CⅡ区にある奈良'平安時代の竪穴住居。主軸はN・49゜・Wて',カマドは,南東辺北寄りにある。平面
形は主軸方向が短く ,4.7m,ほかは5.3m,面積24.9m,て'ある。主軸方向が短い例は数少ない。深さは約

50伽てある0 この付近には縄文土器と古式士師器の包含層が分籬して確認されたが,本住居はこの包△層を

切っている0 周溝'柱穴はまったくみられない。カマドの右側前面にはカマドと連続した粘質土がある。

この部分は焼けていない。カマドは1.5×1.8mて',高さ約50伽である。右袖の位置から土師器甕 a33)が

直立して出土した0 この甕付近から甕 a32)が出土,左袖の左横から甕 a3D,鉄の鋤鍬先(フ)が出土した。

埋士は下層が黒っぽいが,「黒褐色砂層」はみられない。床面から浮いた位置て',土師器壺 a37)が一括
出士した。この土器が出土 した地点は粘土を含んだ土があり,壺を置くような施設があった可能性もある。

出土士器は10数個体,鉄鍛(14) 1点てある。なお,壺(137)と同一個体の破片がSK621,甕(132)と同一個

体の破片がSK620から出土している。 SK620と SK621は S1741に近いところにあり,ほぽ同一の規r.

形態て、あり, S1741と関係した士坑,たしぇば,塵芥穴とも旭定される。時期は 1期て・ある。
SB 570 (図版 6 ・ 33 ・ 166)

CI0区にある奈良'平安時代の掘立柱建物。桁行4問 ao.2m),梁間2間(6.9~フ.om),面積71m,の大刑

建物てある0 長軸の方向はN・64゜・Eて',西側 1問の柱廻りに間仕切りと考えられる 2 つの柱{がある。

この西仰Ⅱ間の柱間寸法は2.フ~2.8mで,ほかのt行行は約2.5mて'ある。柱掘形は円形で祁 l mをこ,る

ものもある0 深さは50伽~ 1 mてある。問仕切りと考えられる柱掘形はこれよりかなり小さく加さも25

~40cmて浅い0 掘形埋土はよくしまった褐色系の砂て'ある。埋士より土器小量が出士してぃる。このメか



に小泊窯須恵器無台杯の小破片が含まれており,時期はⅣ,期以降と考えられる。

SB 770 (図版 9 ・ 33)

C11区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。方形周溝遺構SX795を切る。長軸はN・73゜・Eてある。桁

行 3 問(6.3~6.4m),梁間 2 間(4.6~4.8m),面積29.6m.て、ある。束柱はない。柱間寸法はそれぞれほぱ

等間てある。柱掘形は径50~80cmの円形て,深さ30~80cmてあろ。掘形埋士はよくしまっ九茶褐色砂て',

士器片若干が出土してしる。中央か'くぱんだ須恵器の壺のっまみがあり,時期はⅢ.期以降と考えられる。

S11000 付SK701 (図版 9 ・ 34 ・ 161・ 162)

DI0・11区にある奈良・平安時代の大型竪六住居。古墳時代の竪六住居S11010を切る。このほか調査時に

は確認、されなかったが,奈良・平安時代の竪穴住居が存在した可能性もある。それはことなった時期の士

器が比較的まとまって出士していること,床面に周溝状の小溝が存在することから推定されるものてある

が,新しい時期の土器は上層出士に多いことから, 1棟の竪六住居と老えておく。主軸はN・80゜ Eて',

カマドは東辺にある。北西コーナーに撹乱坑がある。主軸方向が長く,9.om,ほかは7.6mて',比較的明

瞭な長方形を呈する。面積68.4がは最大規模てある。深さは約40cm。この住居は壁縁辺がきわめて特殊な

構造をもっ。すなわち,各辺の壁際に幅60~90師,高さ約40cmの黄茶色粘質土がとりまいており,これと

壁の問に周満が存在する(第32図)。周溝部分の埋士は黄茶色粘質士と
板痕印音黄茶色砂

はことなり,これよりしまりのない暗い色調の砂層て、ある。このこと

より,周溝部分に r板材」などが存在し,これを内伯肋・ら粘質士てお 周堤
(黄茶色粘質土)

さえたことが想定される。粘質士は住居の内側に存在する「周堤」と
屍

/周もいえる施設て'ある。したがって,住居の床面は前述の大きさよりひ ノ

S11000周堤模式図第32図
とまわり小さくなる。このような「周堤」が確認、されたのは S11000

の1棟のみてある。西辺てはこの「周堤」の部分の地山面(削平面)は床面レベルより約10cm低くなる。柱

六は数多く存在する。位置などからみて,確実に S11000の柱穴といえるものがある。ひとっは,壁際に

ある柱穴てある。これらは径50cmほどある比較的大きなものて',深さは40cm以上ある。北・南辺の柱穴の

問隔は東西両端が約lmと短く,中央は約3mずってある。東西両端の柱穴の問隔は「周堤」の幅にほぽ

一致し,西辺には「周堤」の内側に当たる位置にも2 つの柱穴が存在する。また北辺も周溝から50~70cm

の位置に柱穴がならぶ。これらの柱穴は深さ40cm以下てあり壁際のものより小型て浅い。北辺と西辺の「周

堤」の内但ル柱が存在したと見られる。床面中央から西側に周溝状のカギ形の小さな溝があり,この南西

部分のみ床面が約10cmほど低くなってぃた。この周満上にもピットがある。このカギ状の小溝の方向はSI

1000とほぱ同じて'ある。カマドは2.5×2.5m,高さ約50cm (最高音開0師)て'北側を撹乱される。カマドの芯

と考えられる土器はなかったが,カマド後方の粘質士のなかから,須恵器無台杯(217~219),土師器甕

(243),士管(1.2)が一括出士した。カマドの後方の住居以外には径約2 m,約40師の円形の士坑(SK70D

がある。埋士は粘質士を主としており, S11000の「周堤」の土とま則以する。 S11000はΠ期と考えられ

る。

S 11010 (図版 9 ・ 34 ・ 16D

DI0区にある古墳時代の竪穴住居て、, S11000に切られる。約半分が失われている。主軸はN・39゜・Eて',

辺の長さは5.5mて'ある。おそらく隅丸方形の平面形て、あろう。深さは約20cmて浅い。南西辺に深さ40cm

の士坑がある。柱穴・周溝はなく出士士器は数個体てある。

S11315 (図版H ・ 35 ・ 163)

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

A . B12区にある奈良・平安時代の竪六住居。主軸はN 63゜・Wて',カマドは東辺北寄りにある。主軸

方向が長く,フ.1m,ほかは5.6mて',明確な長方形を呈する。面積は39.8mイ',比較的大型てある。傾斜

地にあり,深さは南北てことなる。南辺t約45Cm,北辺t約20cmてある。上部はかなり削平されてぃると

考えられる。括1満はない。じくっかはピットのうち深さ20卯以上のものは柱穴と考えられ,その配置は比

峻的規則的てある。すなわち,各辺ともコーナーと,そのほぱ中間に,それぞれ3 つずっある。また,東

西辺の中央の柱を結ぶ線上のやや北側に 2 つぁる。これらのほかは浅く,柱六てない可能1生がある。カマ

ドとその周辺の料債'士は北東コーナー2.5× 2 mほどの広い範囲に広がる。このうち東辺寄りの I×0.8m

の範囲か'よや焼けている。全体に下層は砂て,上層が粘質上てある。カマド内から士師器長甕(280)と鍋

(284)がⅡ!.士し九。地士最上層Cわずかに,「黒褐色砂層」がある。比,土士器は10数個体である。時期は 1

期の新しい段階と孝えられる。

S 11320 (図版H ・ 35 ・ 163)

B13区の調査区南東端部の1昆地にのぞも・ところにある,奈良・平安時代の竪穴住居。古墳時代の満状の

士坑SK1411を切る。主軸はN 79゜ Wで,カマドは東辺北寄りにある。主軸方向がわずかに短く3.8m,ほ

かは4.omて'平面形はほぱ'正方形て、ある。伯i積15.2m.。かなりの傾斜地にあり,深さはかなり異なる。北

辺~東辺は20cm,南辺~西辺は45~50cmて'ある。佶1満は西辺をのぞいて存在するが,途切れる立3分が多い。

北辺に柱六かと考えられるピットが3 つぁるが,川拓寉て、はない。カマドは1.8×1.8m,高さ約25Cmて',下

層に砂,.上層に粘質土がある。カマド内より上師器が出士してぃる。埋士に「黒褐色砂層」はないが,削

平された可能性が強い。出士'k瓣量は多く,50個体以ヒを数える。時期はⅣ,期と考えられる。

SB 1450 (図版11 ・ 35 ・ 164)

B ' C,12'13区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。村i行 3 問(8.8m),梁間 2 間(4.5m)て',束柱はな

い0 面積は39.6が。柱問寸法はそれぞれほぽ等問tある。長軸方向はN・66゜・Wて'ある。柱掘形は円形な

いしは隅丸方形で60~80cmの大きさてある。東側は地形が低くなり,柱掘形の深さはこちらが深くなる。

深さ20~60cmて、ある。詳細な時期は不明て、ある。

SB 604 (佳1版11・ 35)

A ' B,13'14区にある掘立柱建物。長軸方向はほぱ南北に致し,南北 2 問(3.5m),東西2問(3.1~3.2

m)の総柱建物である。やや平面形は歪みがある。面積はⅡがてある。柱掘形は径約40cmの円形加さ20

55師て'ある。詳細な時期は不明てある。

S 1 1124 (図版 9 ・ 36 ・ 165)

CⅡ'12区にある古墳時代の大型の竪穴住居。平面形は隅丸の長方形で,長軸6.9m,短軸5.8m,面積

40mイ'ある0 各辺は直線てなく,外側Cかなり張り出す。短軸方向がほぱ南北に一致する。北から南にゆ

るく傾斜する位置にあり深さは北側約45Cm,南側約25師て'ある。床面のピットは深さ約20cm前後て',規則

的な配置て、もなく,柱六は明確でない。南辺には周溝状の小さな溝(深さ約10。m)がある。カマドはない。

埋上最上層のみに奈良'平安時代の士師器,須恵器を含み,住居跡廃絶後長期にわたって.全に埋i儿しな

かったと考えられる。それ以外の層からは士師器が20個体以上出士してぃる。小刑の器種がなく住居跡の
なかて、は最も新しい。

SB 1370 (図版11・ 36 ・ 164)

C12区にある奈良'平安時代の掘立柱建物。この付近じは掘立柱建物がかなり集中する。 2間(3.5~3.6

m)× 2 間(3・4~3・6m)の総柱建1勿て,平面プランはやや歪んでぃる。主軸方向はN-270、W'て',面積12.4m.



て、ある。柱掘形は径40~60cmの円形て',深さ20~70cmである。かなりの傾斜地にある。掘形埋士から土師

器片を中心に出士している。小泊窯須恵器は含まない。

SB 1162 (図版 9 ・ 3田

C ・D,12・13区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。 S11165と重複するが,柱穴の切り合いはない。

2 間(3.4~3.5m)× 2 間(3.3~3.6m)の総柱建物て",平面フ゜ランはやや歪んて、いる。面積11.9m.,主軸方

向はN 35゜-Wて'ある。柱掘形は径40~70cmの円形て、,深さは15~郭伽てある。かなりの傾斜地にあり,

南東コーナーの柱六は削平されている。掘形埋士から士器片が出士している。小泊窯須恵器は含まない。

SB 1165 (図版 9 ・ 36)

C12.13区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。 2 問(3.3m)× 2 問(3.2~3.3m)の総柱建物て'ある。

面積は10.9が。長軸方向はN 28゜ Wて'ある。平面プランはほぱ正方形を呈する。柱掘形は径50~70cmの

円形て',深さ25~50cmtある。かなりの傾斜地にある。掘形埋土から土器片が出士している。小泊窯須恵

器は含まない。

SB 1535 (図版 9 ・ 36)

C13区にある奈良・平安時代の掘立柱建物。 SB1165と重複するが,柱穴の切り合しはない。主軸はN-

22゜、 Eて',東西 2 間(3.8~3.9m),南北 2 問(3.6~3.7m),面積14m.の総柱建物て、ある。柱掘形は径40~

50cmの円形て',深さ25~35Cmてある。掘形埋士から士師器片が若干出士している。

S 1 752 (図版 9 ・ 37 ・ 159)

D11区にある奈良.平安時代の竪六住居で, S1753・ SB790に切られる。主軸はN 87゜・Wて',東辺北

寄りにカマドがある。主軸方向がやや長く,5.7 m,ほかは5.om,面積28.5m.て、ある。深さは40~50cm

て',東辺南側に S17脇が重複する。周溝は各辺ともにめく、る。柱六は周溝に重複して存在する。長軸の北

辺.南辺にはコーナーとその中問にそれぞれ1本ずっあり,東辺・西辺にはコーナーとその問にそれぞれ

3本ずっある。コーナーと東辺・西辺の柱穴は比較的深い。カマドの右側前面にはカマドから連続する粘

質士がある。この部分は焼けておらず,カマドに関連した何らかの施設と考えられる。これを除くカマド

の範囲は I ×2.2m,高さ約50cmて',住居の外伯1に張り出す。カマド内はよく焼け九粘質土がある。東方

の住居外の張り出す部分の底面は浅くくぱむが,焼けてはおらず,煙道かどうかは確認て'きない。カマド

内からは士師器小甕(202)が出士したが,大きな甕は見られない。埋上には「黒褐色砂層」はない。士器

の加,士個体数は20個体以上てある。時期は 1期てある。

S 1 乃3 (図版 9 ・ 37)

DH .12区にある奈良.平安時代の竪穴住居て', S1752を切り, SB790に切られる。主軸はN 69゜ Wて',

東辺北寄りにカマドがある。主軸方向が長く,5.2m,ほかは4.2m,面積21.8m.て、ある。北から南に傾斜

するところに位置し,深さは北辺が約35Cm,南東御戸ーナー付近は約15Cmて'ある。西辺から南辺には周溝

がある。 S1752と SB 790の柱穴が床面にあるが, S1753の柱穴は明確てはない。カマドは1.8×1.4m,

高さ約25師て',カマド内から士師器長甕(783)が出士した。埋土の最上層に「黒褐色砂層」がある。出士

士器は10数イ剛本てある。鉄器(48)も出士している。時期はⅣ.期てある。

SB 790 (図版 9 ・ 37)

D11.12区にある奈良.平安時代の掘立柱建物。 S1752・ S17脇をともに切る。桁行4間(11.1~11・3m),

梁問 2 間(5.3~5.6m)て,長軸はほぱ東西方向に一致する。面積61mπ"'1陣交的大型てあり束柱はない0 柱

間、1法は東伽11 問だけが短く(2.3m),ほかはほぽ等間(約3 m)となる。柱掘形は径70~ 10oomの円形,

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

深さ50~80師て',比較的大きい。掘形埋士は黄茶色粘質土て',よくしまる。掘形埋士から比較的多くの士

器が出士した。小泊窯須恵器を多く含む。この建物の北側にあるSK7Ⅱは出士土器がほぱ同時期てこの建

物と関係する。なお,建物の半分以上が竪六住居と重複するが,重複しない部分て特に北辺邦は地山面が

10師ほど掘り込まれていた。その部分は建物の範囲εほぱ一致することから,若干の傾斜地を平坦に削平

し,建物を建てたものと推定される。そう考えてよければ,この建物は床張り(高床)てなく,士間の平
地式住居と考えられる。時期はⅣ.期以降てある。

SB 1161 (図版 9 ・ 38 ・ 165)

C ' D12区にある奈良.平安時代の掘立柱建物。ほぱ同じ規模の掘立柱建物SBⅡ99が東側にある。村

行 3 間(6・0~6.2m),梁問 2 問(4.3m)て,長軸はN・79゜・Eて'ある。面積は26.2m,てある。束柱はない。

柱問寸法はそれぞれほぽ等問て、ある。柱掘形は50~90伽の円形て',深さ25~65師てある。北から南へむか

つて地形が傾斜する。掘形埋士より士器片若干が出士している。須恵器大甕の破片があり内面に平下文あ

て具痕が残る。これは小泊窯須恵器て',Ⅳ,期以降に比定される。

SB 730 (図版 9 ・ 38)

D12区にある奈良'平安時代の掘立柱建物。 SB1199と重複するが,柱穴の切りAい関係はない。この

建物周辺には柱穴が比較的多く集中している。桁行3 間(6.om),梁間 2 問(5.2~5.4m)て',長軸はN

45゜ W'てある0 面積は31.8m'て'ある。束柱はない。柱掘形は径70~10ocm,深さ50~80cmの円升づて,比゛六

的大きい0 掘形埋士は茶褐色士て粘質士'を若干含む。埋土より士器片が比較的出土してぃる。小泊窯産の
なかても新しい様相の無台杯を含む。Ⅳ.期以降と考えられる。

SB 1199 (図版 9 ・ 38)

D12区にある奈良'平安時代の掘立柱建物。 SB730と重複するが,柱穴の切りAい関係はない。西イ則

にほぱ同じ規模の SB1161が同一方向にならぶ。桁行3 問(6.1m),梁問 2 間(4.2~4.3m),長軸方向は

N、68゜-Eて'ある0 面積は25.9m'。北から南にむかって傾斜する地形にあり,南東側は削平を成け,そ

隅の柱は存在しない0 柱掘形は約30~50cmの円形てある。埋土より士器片が出士してぃるが,小泊窯須恵
器は含まない。詳細な時期は不明て、あるが, SBU61と近い時期であろう。

S 11巧(図版 9 ・ 39 ・ 167)

E12区にある奈良'平安時代の竪穴住居て',掘立柱建物SB110に切られる。主軸はN_410_Wて・,カ

ドは南東辺南側コーナー寄りにある。主軸方向が若干長く,6.4m,ほかは5.7m,面積は36.5がでる。
1跡交的大きい0 深さは如~50cmて、ある。北から南に向って若干傾斜する地形に位置する。カマド

東辺をのぞく三辺には周溝がある。柱穴は床面にある大きな4本の柱穴と,周胖にある柱{とがあ,
れぞれの配置が明瞭に把握される。主柱穴は径70~10ocm,深さ70~90cmの円形掘形て',かオリ大、。
掘形埋士は茶褐色土で,よくしまろ。このうち東側の柱六埋土から土師器甕(34)が 括出士した。壁柱穴

は各コーナーに1 つずっと,カマドのある南東辺をのぞく辺のほぱ中央に 1つずっある。このうち各コ_

ナーの柱六は深さ30伽前後て',掘形は垂直て、はなく壁から外伯"二むかって斜めに入ってぃる。多く奏

平安時代の竪穴住居のなかて,主柱穴がこれだけの規模をもっ例はごく小なく,肆柱{の掘形が余プ
つている例は当住居のみである。カマドは1.9×1.8m,高さ約65伽て'ある畏上層はしまりのメ、小
t,その上にはそれが焼けた層, そして,焼けた粘質土と焼けない粘質士がのる。カマド内から土師器甕

(29'35)が出士しているが,明確に芯として使用されてぃた出士状況て'はない。埋士は褐色刑層を、
し,「黒褐色砂層」 はみられない0 埋士上層より鉄斧 al),カマドの左側の肆際より鉄鎌 a)が出士し



ている。土器は20個体以上ある。出士士器からみて,1期と考えられる。なお,古式土師器も一定量配,士

しており,近くに古墳時代の遺構が存在した可能性が考えられる。

SB 110 (図版 9 ・ 39 ・ 166)

E11・12区にある奈良・平安時代の掘立柱建物て', S1115を切る。この周辺には柱穴がかなり多く,こ

のほかにも建物が存在する可能性が強い。桁行'3 問(6.5~6.6m),梁問 2 問(4.5~4.7m)の総柱建物て'あ

る。面積は30.6m.。長軸はN・75゜・Eて'ある。柱問寸法はそれぞれほぽ等問て'ある。柱掘形は径50~70cm

の円形て',深さ35~70師て'ある。士器片が比較的出士しているが,小泊窯須恵器は含まない。

SB I09 (図版 7 ・ 40)

EI0.11区にある奈良.平安時代の掘立柱建物。桁行 3 間(5.9m),梁問 2 間(4.5~4.6m)て',面積は

26.6m・。長軸はN・72゜ Eて'ある。柱問寸法はそれぞれほぱ等問てある。柱掘形は径50~90cm,深さ25~

60cmて、ある。掘形埋土は茶褐色砂て',非ロクロ土師器の底部片が1点出土している。

S1 1461 (図版10 ・ 40 ・ 168)

F13区にある奈良・平安時代の竪穴住居て', S11471・ S11460に切られる。主軸はN 85゜ Wて',カマ

ドは東辺北寄りにある。主軸方向がやや長く,5.5m,ほかは5.omて'ある。面積は27.5m.。北から南にか

なり傾斜しており,深さは北辺が約如Cm,南辺が約10cmて',上部は削平されていると考えられる。周溝は

ない。柱穴と考えられるピットは壁際にある。北辺の両端コーナーとその中間,南辺から約lm北側ルそ

の中問にならぶ。主柱穴はない。カマドは1.2×2.3m,高さ約40cmて,住居東側の外方に幅50~90cmての

びる。こののびる部分はまった耿尭けておらず,炭もなく,煙道かどうかはわからない。カマドの前部に

かなりよく焼けた粘質士がある。カマド内から袖の芯と考えられる土師器長甕(259・26のが出士した。こ

のほかカマド付近から,士器が↓峠交的まとまって出土した。また鉄製の刀子(3田もカマド内出士てある。埋

土には r黒褐色砂層」はない。出土土器の個体数は約10個体てある。時期は 1期と考えられる。

S11471 (図版10 ・ 4の

F13区にある奈良.平安時代の竪穴住居て', S11461・ S11460と重複する。 S11461との切り合い関係

は確i忍てきなかったが,土器からみて, S11471のほう力淳斤しい。 S11460は当住居を切る。主軸はN・88゜

Eて',東辺北寄りにカマドがある。主軸方向の東西は4.2m,南北は不明。深さは約40cmてある。北辺壁

にある 2 つのピットが柱穴と考えられる。カマドは1.フ×1.4m,高さ約30師てある。カマド内から須恵器

有台杯(97D が一括出土した。埋士には「黒褐色砂層」がなく,出土土器は少量てある。時期はΠ期と考

えられる。

S1 1460 (図版10 ・ 40 ・ 168)

F13区にある奈良.平安時代の竪穴住居て', S11461・1471・1480の 3棟の住居を切る。重複が多いこ

とと調査区に道路がかかってぃ九ため,一時期に調査がてきず,プランなど不明なところがある。主軸は

N、87゜、Wて',カマドは東辺北寄りにある。主軸方向が長く,4.3m,ほかは3.3mて,面積は14.2m'て、あ

る。深さは50~70cmて,深し、。住居が重複しており,柱穴は明確て'ないが,南西側コーナーにあるピツト

は,他のコーナーにピットが,みられないことから,この住居にともなうものではないと思われる。北辺

と西辺には上畔交的幅の広い周溝がある。カマドの遺存状況はよくない。土師器長甕(808)がカマド内から

出土してぃる。埋士上層は「黒褐色砂層」てある。出士土器は10数個体あるが,多くは上層出土てある。

古墳時代のS11480と切り合っており,古式士師器が多く出士している。時期はⅣ.期てある0

S1 1480 (図版10 ・ 40)

Ⅳ 遺 跡



3 遺構各説

F13区にある古墳時代の竪六住居て, S11460に切られる。大半がS11460によって切られてぃるうぇ,

大きな1覺乱坑が南辺にあり,遺存しているのは西辺部の一部のみてある。主軸はN、69゜、Wで,カマドは

ないと考えられる。南北長は4 m以下てあろう。深さは約40cmてある。柱穴と考えられるピットが2つぁ

る。埋士に「黒褐色砂層」はない。出土士器は20個体以上ある。

S11181 (図版10 ・ 4D

FⅡ区の調査区際にある奈良・平安時代の竪穴住居と考えられるが,遺構の南西伯やーナーとみられる

部分が検出されたにすぎない。主軸はN・26゜・Wてある。深さは約40cmて',上層に「黒褐色砂層」がある。

埋士2層目から須恵器甕1点が出士しているほかは,士器は少ない。時期はⅢ期と推定される。

S 1 1169 (図版10 ・ 41 ・ 168)

FⅡ区の調査区際にある奈良・平安時代の竪穴住居。北側半分以上が調査区外にのびる。主軸はN、140、

Wて',カマドの位置は南辺東端と考えられる。規模は不明tあるが,西辺とカマドの位置からみて,小刑

の住居と推定される。西辺に深さ約35Cmのピットが3つぁり,柱穴の可".性がある。周溝はない。カマド

内より,土師器小甕(987)が倒立状態て検出された。埋土下層に黒褐色砂層がある。出士士器は小量tあ
る。時期は 1期て、あろう。

S 1 1166 (図版10 ・ 41 ・ 168)

F12区の調査区端にある奈良.平安時代の竪穴住居。北東側約V4が調査区外にのびており, S11167に

切られ,古墳時代のSIH68をわずかに切る。カマドは調査区外にあると考えられる。主軸はN 810、E

て、ある0 主軸方向の東西がやや長く7.4m,ほかは6.4mて',面積は47.4m,の大刑住居tある加さは25

30cmて,上部は削平されていると考えられる。北辺と南東コーナーに周溝がある。柱六には床面中央の主

柱穴ははっきりしない。埋土に「黒褐色砂層」はない。出士士器は少なく,全体で数個体てある。广面官
●るしも さ,力t

上からは帯金具の丸鞆 (72)と刺金(66)が出土した。住居が大型て、あることを勘案すると,帯金具はこの

住居に伴うものと考えられる。時期は 1 ~11'期と考えられる。

S 1 1167 (図版10 ・ 41 ・ 120.168)

F12区にある奈良'平安時代の竪穴住居て',全体がこれより古い竪穴住居S11166を切る。主軸はN_フ70

-Eて',カマドは東辺北寄りにある。主軸方向がやや長く,3.6m,ほかは3.omて',面積は10.8.の1陣六

的小型の住居てある。深さは約50cmてある。ピットは S11166にともなう柱穴が影いと考'られ,この住

居の柱穴は明確て、なし'0 周満はない。カマドは1.2×2.1m,高さ約30cmて',住居外側へのびる。カマド上

面から土師器甕(922)が出士したが,芯として使用されたものはない。埋士は下層をのぞいて,「黒褐色る小

層」とそれに近いものて、ある。出土土器は50個体以上てかなり多いが,土師器には S11166にと もなう古

いものが目立っ0 土器からみて,奈良・平安時代の最も新しい時期のものてある。Ⅳ.期と考えられる。
S 1 1168 (図版10 ・ 4D

F12区にある古墳時代の竪穴住居。 S11166に切られる。方向はほぱ方位に一致する。一刀2.9~3.1

の正方形にちかい平面型で,面積9m'の小型住居てある。深さは20cm以下t,上邦は削平されてぃると考
えられる0 カマド.周溝はない。柱六も明確てない。出土士器は約20個体である。

SK 311 (図版 3.42)

A4(5)区の北西にある縄文時代の士坑。南東部を撹乱されてぃる。平面形は不整の楕円形ι推{され,

短^師・5m,長ま帥・7mほどて'ある。深さは約55Cm。埋士の上層は黒褐色石」、,下層は共褐色宥」、で,ともによ
くしまる。埋土と形状が共通した土坑がいくっか散在してぃる。



SK 1398 (図版11・ 42)

C12 a6)区にある縄文時代中期の土坑。平面形が楕円形て',長軸1.6m,短軸0.8m,深さ約40師て'あ

る。底部の部が深くなる。埋土は中層に炭を含む層があり,色調は全体に灰褐色系の砂層てある。灰色

を呈するのは,レベルが低く,地下水位に近いことによるものて'あろう。よくしまった埋土て'ある。縄文

土器若干が出土しており,1点(図版442)は中期のものと確認、される。

F 7 区ピット 6 (図版42)

F 7 区にある時期不明の士坑。平面楕円形て',長軸1.9m,短軸1.6m,深さ60cmて'ある。断面すり鉢状

て,埋士下層は「黒褐色砂層」とみられ,その上は灰褐色砂層てある。これらの層は通常,奈良・平安時

代の竪穴住居にみられる「黒褐色砂層」と共通している。出士土器はないが,奈良・平安時代以降と考え

られる。

SK I03 (図版10 ・ 42)

E12にある奈良・平安時代の土坑。平面形は径約2 mの円形,深さ約70cmの大型てある埋士には「黒褐

色砂層」はない。

SK I02 ・ SK I06 (図版10 ・ 42)

E11(25)区にある奈良・平安時代の士坑て', SKI06に切られる。平面形は径2 ~2.2mの円形て,深さ

は約lmtある。埋士には r黒褐色砂層」はない。士器は10個体ほど出土している。近くの竪穴住居の塵
みあ4

芥六と考えられる。 SKI06は SKI02の南側にあり,これを切る浅い士坑て'ある。大きく1覺乱を受けてぃ

る。時期は奈良・平安時代てある。

S K 1337 (図版11・ 42 ・ 164)

B12区にある溝状の大きな遺構。時期は古墳時代。主軸はほぱ南北て',長さ6.7m,幅1.8~0.8m,深

さ60~50師てある。北倶肋沖冨広て',細い南側は断面 rv」字状となる。下層はまじりの少ない黄茶色砂層

で,上層に褐色系の士層がある。士器は甕(図版54135)のほか10個体以上ある。性格は不明てある。

SK I08 (図版10 ・ 42)

E11(20)区にある古墳時代の士坑。平面楕円形て,長軸2.2m,短軸1.7m,深さ約30師の浅い士坑て、

ある。古式土師器数個体が出士している。この周辺から古式士師器が比較的まとまって出土しており,こ

の時期の竪穴住居も存在した可能性がある。

SK 113 (図版10 ・ 42 ・ 163)

E12 (5)区にある奈良・平安時代の土坑。径約3 mの平面形て',深さは1.2m。平面,深さとも大きい。

「黒褐色砂層」はない。出土士器は多くはないが,8世紀中葉以前の時期と考えられる。

SK 621 (図版8 ・ 42)

B11(14)区にある奈良・平安時代の土坑。 S1610の東側に近接する。径2.8~ 3 mの円形の平面形て',

深さ約lmて'ある。埋士に「黒褐色砂層」はなく,出士土器は8世紀前半~中葉の時期て、ある。 S1610な

どの住居にともなう士坑と考えられる。

SK I022 (図版 9 ・ 42 ・ 155 ・ 159)

C11(5)区にある奈良・平安時代の士坑て',古墳時代の方形周溝遺構SX795を切る。径3.2mの円形の

平面形て',深さ1.7mの大型士坑て、ある。景下層に暗褐色砂層があり,その上はこれよりうすい色調の層

がレンズ状に埋積する。上層を中心にして士器が多く出士した。個体数は10個体以上てある。同時期の竪

穴住居にともなう土坑と考えられ,その候補として S1741・ S11000などが考えられる。なお, S1741出



3 遺構各説

士の横瓶と同一個体の破片が最上層から出土している。時期は1~Ⅱ.期と考えられる。

SX 795 (図版 9 ・ 43 ・ 159)

C・DⅡ区にある性格不明の方形周溝遺構てあり,時期は古墳時代てある。主軸はN・19゜・WC 方形にめ

ぐる溝の外側は,南北約6 m,東西約7 mて'ある。溝は幅が広く,浅い。幅は北辺L7m,南辺2.8m,西

辺2.1m,東辺2.2m,深さは北辺が深く25Cm,南辺は数師と浅い。満に囲まれた中央の高まりは1.9×2.9

mの長方形を呈する。溝の南東側はさらに浅く外仙R二張り出しがみられる。出士士器は少ないが,古墳時

代のものに限られる。

SK 1373 (図版11・ 36 ・ 165)

C13(8)区にある縄文晩期~弥生時代の士坑。 SB1535柱穴に切られる。南東側の湿地に近く,底面,

は湧水点に達している。長楕円形の平面形て',長軸2.1m,短軸0.9m,深さ約25Cmて、ある。埋土は上下2

層て',上層は暗灰褐色砂層,下層は黄褐色砂層て',上層と下層の境に深鉢(図版447)が括出士した。墓

坑の可育盲性がある。

S K 32 (図版 7)

E9(2・フ)区にある奈良・平安時代の士坑の平面形は径約1.5mの円形で,深さは約80師,断面はすり鉢

状を呈する。埋土は上下2層て',上層はよくしまった褐色砂質土で,士器を比較的多く含む。下層は暗褐

色砂層てある。Π期頃かと考えられる。

砂丘の内陸イ則の水田とパ'イパスの橋脚(昭和62年7月)

遺跡が立地する砂丘の内陸側

(南西佃Dは現在一面の水田ιな

0 てしる。しかし,ここは17世

紀の加治川の水路つけかえによ

り,はじめて水田化さ肌たしこ

ろて、,かつては沼地て'あった。

昭和41年(1966)の7.17水害t

は,この帯に加治川の水が湛

水し,大きな被害をも九らした。
パ'イパスがこの部分だけ盛土て、

はなく,橋脚にな0てし、るのは,

万の場合に,水をさえぎるこ

しのないようにするためて、ある。
ここがし、かに低いかをよく不す

が,ひいては古代の村を考える

とき,重要な木唆を与える(第

Ⅶ章4 参照)。



第V章出士遺物

A 縄文士器(図版44~46・169・170)

出土量はコンテナ2箱程度であるが,時期は縄文中期~晩期にわたり,晩期の士器が最も多い。

縄交中期の土器 a ~ 3 ・10~15)

1は深鉢胴部で,最大径13.5Cmを測る。器面全体に木目状撚糸文を施文する。この木目状撚糸文は山内

清男氏の分類〔山内1979〕で単軸絡条体第IA類一 3 にあたる。 Rの縄を軸中央の孔の左側は右巻き,右側

は左巻きして縦位に施文する。中期前葉の所産と考えられる。木目状撚糸文はこの 1点のみである。榿褐

色~淡褐色を呈し,焼成堅致。 CⅡ a7)区11"層(縄文士器包含層)出士。

10は深鉢口縁部片である。口縁端部か剥離しているが,ほぽ現形で口縁となる。半載竹管による隆線を

横位に数条引き,その問に斜格子文を施文する。口縁と頸部の主隆線上にはC字状の連続爪形文を施す。

斜格子文は,右下か'りに半載竹管で隆線を引いた後,左下か'りに沈線をヲK。中期初頭,北陸の新保式によ

くみられ,広く分布し,県内では所謂剣野E式に比定される。淡褐色を呈し,焼成堅致。 E8 (24)区出士。

Ⅱは深鉢口縁部片である。隆起線に沿ってLRの縄を押圧している。口縁部文様帯を三角形や弧状に隆

起線で区画し,それに沿って押圧縄文を施す大木7b式の士器である。淡榿色を呈す。出士地点不明0

12は深鉢頸部片である。頸部の横位隆線と胴部へ垂下する隆線の交点に突起状に付けられた部分である。

文様は半載竹管で施文しており,中期前葉,北陸の新崎式の土器である。榿褐色を呈し,4尭成堅致O B13'

14区1.11層出士。13は深鉢口縁部片である。横位隆線問の無文部に半載竹管で連続刺突を施文する。12同

様新崎式と思、われる。灰白色を呈し,焼成悪い。 C13 (1D 区11"層出士。

2は台付土器の器部で,口径20cmを測る。口縁下に突出する袋状環状突起と袋状突起を交互に付し,主

隆起線上にハの字状の連続刻み目を施す。器面全体に隆起線で文様を描く士器であるが,全体の文様構成

は不明である。新発田市石田遺跡〔渡辺・田中川98のに文様の類似したものがあり,大木8a式併行期の火

炎土器様式の土器である。茶褐色を呈し,焼成堅致。 S1733・SK1398出士。

3 は深鉢口縁部で,口径26Cmを測る。緩い波状口縁で,2本の隆線が巡り,波状部に丸く突市を貼る0

胴部に LR縄文を施す。中期後半の所産であろう。ほかに胴部片が数点出士している。暗茶褐色を呈し,

焼成堅致。 S17 ・ S15 ・ A 3区11・Ⅱ1層・ A 4区11層出土。 14も同様の士器である。 C 9 (21)区11"層出土。

15は頸部でくびれ,胴の張る深鉢頸部片である。浅い曲沈線で区画し,区画内にRL縄文を施文する。区画

外はみがいてぃる。中期後半大木9式期の土器である。淡褐色を呈し一焼成堅致。 C11(12)区lr層出土。

縄交後期の土器(16~19)

16は鉢形かと思、われる口縁部片である。口縁下に無文帯を有し, LR縄文施文後、横位の平行沈線を数

条引く。口縁無文帯と内面はてぃねいにみがく。淡黄茶褐色を呈し,焼成堅致。S1Ⅱ下層出土。17は頸部0

でくびれ,胴の張る深鉢胴部片である。沈線で区画した中に細かな LR縄文を施文し,沈線に沿ってD子

1 縄文・弥生時代

V 出土遺物



状の刺突を巡らす。小千谷市三仏生遺跡〔寺キ打957〕第4類士器に類例がみられるが,円形刺突である点か

17と相違する。茶褐色を呈し,焼成堅致。 F13区1層出士。18は胴の張る深鉢胴上部片である。 RL縄文

を施文後,矢羽状沈線文を施文する。淡茶褐色を呈し, E13区Π層出士。16~18は後期中葉加曽利B式期

の士器である。

19は口縁に小突起を配す深鉢口縁部片である。全面にLR縄文を施文し,口縁下に浅くっぶれた横位沈

線を 1条引く。西蒲原郡分水町幕島遺跡〔上原1963〕 b類土器に美則列がみられ,後期後半の所産と恕、われ

る。灰白色を呈し,焼成悪い。口縁外面に炭化物付着。 E13区Π層出士。

縄交晩期の土器(4 ~フ・20~39)

本遺跡の縄文土器中で最も遺物量が多く,器種には鉢形士器・甕形士器・壷形士器.台付士器.深鉢形

土器がある。おおむね縄文晩期後半・大洞A式期・ A'式期に属す。

鉢形土器(4.20~26) 20~22は工字文のある士器である。 20は直線的に開き,口径21Cmを測る。口縁

には小突起を配し,口縁部文様帯には連続三角文を施す。2条の隆線で分けられた体部文様帯には二重楕

円の工字文を施文する。同一個体が図示したほかに数点出土している。淡茶褐色~黒灰色を呈し,内外面

全体に炭化物が付着する。 S1850出士。 21は体部文様に工字文あるいは匹字文的な文様を施し,その下に,

LR縄文を施文する。外面には赤色塗彩の上に炭化物が薄い皮膜状に付着する。焼成は良く, C13区1層出

土。22は体部文様に角張った工字文を施し,この下に LR縄文を施文する。灰白色~黒褐色を呈し,外面

に炭化物が付着する。 E13区Π層出土。 20・21は豊栄市鳥屋遺跡〔石川ほか198幻の浅鉢形士器A 2類に類

似し,大洞A式期のものである。 22も同期のものであろう。

4'23~26は口縁部文様に横位沈線を引き,その下に縄文を施文する士器である。縄文は全て LR であ

つた0 口縁のある 4 ・23・24は,口縁内面に 1条の横位沈線を引く。 4 は緩く湾曲し,口径23Cmを測る。

外面沈線部には赤色塗彩し,内面上部から外面全体に炭化物が付着する。 C13(2)区Π層出土。23は直線

的に開くものである。灰褐色を呈し,外面に炭化物かイ寸着する。 SΠ460出士。24は体部が緩く内湾し,ロ

縁が直立する。淡茶褐色を呈し, E13区Π層出土。 25・26は口縁を欠失する。 25は隆線の左側が工字文状

になる可能性がある。沈線下にLR縄文を羽状に施文する。灰褐色を呈し,外面上方に炭化物が付着する。

E13区Ⅱ層出土。 26は沈線下にほかより節の大きな縄文を施文する。灰白色を呈し, E13区Ⅱ層出士。南蒲

原郡栄町長畑遺跡〔戸根・本間1975〕の小形鉢形士器第2類土器は口縁部に横位沈線を数条引くもので類イ以

する0 しかし,4.23~26も長畑遺跡の土器も小破片であり,全体の文様が横位沈線だけとは断定できず,

工字文などになる可能性が強い。文様帯の幅が狭まり,口縁部に集中する点が鳥屋遺跡の浅鉢形士器C類.

H類と共通しており,これらと同期の大洞A式期の中の新しい時期と考えられる。

甕形土器(5 'フ'27・28) 5 は口縁を欠失するが,内面上方に横位沈線があり,口縁近くまで残存す

る0 最大径14伽を測る。頸部は無文で,胴上部に工字文を施し,その下に LR縄文を施文する。灰褐色を

呈し,胴上部に炭化物が付着する。 E13区Π層出士。27は頸部に横位沈線を引き,胴上部に工{文を施文す

る0 ほかに同個体が数点ある。淡茶褐色を呈し,胴上部内面に炭化物か付着する。 S1850出士。 28は口

縁に小突起を配する士器で,口縁部に 3条の沈線をヲK。灰白色を呈し, E13区Π層出士。 5.27はともに

鳥屋遺跡の甕形士器A類に類似する小形の甕で,大洞A式期のものである。28も大略同期であろう。
7 は口径33.50m,推定高41.50mを測る大形の甕である。口縁には小突起を配す。口縁邦には3条の横位

の平行沈線を引き,頸部は無文で,横にみがいてぃる。胴部には5本1組の条線を縦位に引き,その後胴

上部に2条の横位平行沈線をヲK。榿褐色~淡茶褐色を呈する。 SK1373から横倒しの状態で出士。鳥屋遺

縄文・弥生時代

80



跡の甕形土器D3類に類似する士器で,本遺跡では数少ない大洞A式期に該当するものである。

壷形土器(29) 29は頸部は無文,肩部にはR縄文を施文し,その後頸部とのさかいに横位沈線を引く。形0

状・法量は鳥屋遺跡3号士坑出士の甕形土器に類似するかと思、われる。大洞A期の士器であろうか。黒褐

色~淡茶褐色を呈し、焼成堅致である。 D13区 1層出士。

台付土器(37~39)台付士器の脚部は3点出土している。 37は頸部径6Cmを測る。体部下半に工字文を

施文し,脚部に RL縄文を施す。 38は底径10師,脚部に LR縄文を斜位に施文する。 39は底径8Cm,脚部

に LR縄文を施文する。 37~39はともに淡褐色を呈し, E13区11層出士。 37は大洞A式期の土器であり,

38・39も同期のものと思、われる。

深鉢形土器(6・30~33) 6 は口径12Cmの小型な士器である。胴部に4本1組の条線を縦位に引いた後,

口縁部に 3本の横位沈線を引く。沈線下はややくぴれ,甕形士器の可能性もある。 S1850出士。30~33は

口縁部に縄文を施文後,横位沈線を引くものである。 30はιR縄文を施文する。淡榿褐色を呈し, C13区

1層出士。 31はLR縄文を施文する。灰茶褐色を呈し, D 7・8区出土。32はLRL縄文を施文する。灰白

色を呈し, S1401撹乱出士。33は沈線がほかより細い。淡榿褐色を呈し,外面に炭化勃仂ゞ付着する。 E13区

Ⅱ層出士。これらは晩期後半の所産と考之られる。図版169- a ・ bも同様のもので,口縁を欠失する。

不明土器(34~36) 34は口縁を横に撫でて浅い沈線状にし,その下に 3条の横位沈線を引く。器形は不

明であるが,晩期後半の土器かと思われる。淡褐色を呈し一焼成は悪い。 B2 aの区出上。35・36は同

個体であり,35は沈線に沿って,36は沈線上方に連続刺突する。器形・時期ともに判然としないが,晩

期後半の士器かと思われる。 E13区Π層出士。

その他の縄交土器(40~49)

主に地文に縄文を施文するものである。40は器厚3mと薄い土器で, LR縄文を施文し,浅鉢かと思、わ

れる。淡黄褐色を呈し, SK621出士。 41は口縁が直立し,全体にLR縄文を施文す。黒灰色を呈し, S1360

出士。 42はLR縄文施文後,口縁に浅い沈線をヲK。黒灰色を呈し,口縁に炭化物が付着する。 E13区11・

Π'層出土。 43は太さの異なる縄で, RL縄文を施す。暗茶褐色を呈し,外面に炭化物か'付着する。 DⅡ

a6)・ C11(20)区 1層出士。 40~43は縄文晩期に属すかと思、われる。 Uは大型の胴張り深鉢である。 LR

縄文を施し,茶褐色を呈し,焼成堅致。 B13区 1・Π層出士。45はLR縄文を施文し,内外面をみがく。同

個体が数点ある。茶褐色~淡茶褐色を呈し,焼成堅致。 E13区Π層出上。46は幅広のL縄文を施す。茶

褐色を呈し,焼成は悪い。 SX117出士。 47はLR縄文の途中でRの縄をR巻きして結節縄文としている。

淡茶褐色を呈し, A 5 (23)区 1層出士。 48はLR縄文と RL縄文をつないで羽状縄文にしたものである。

暗茶褐色を呈し, CI0(25)区Π層出士。49はLR縄文を施文後,条線をヲK。茶褐色を呈しゞ焼成は悪い。

出士地点不明。網目状撚糸文や所謂綾絡文の付いた士器は出士していない。

V 止'土造物

弥生土器(図版"・46・17のB

弥生土器は数10点出士している。そのうち約10点か'8の上器片であり,ほかは天王山式士器である。

8 は深鉢で,口径28Cmを測る。口縁部と胴部の接合点はなく,推定実測である。口縁部は外傾し,胴部

は丸く張る。口唇部にはRの縄の撚糸文を施文し,その上から刻み目を入れる。外面全体には口唇部と同

じ撚糸文を縦位~斜位に施文する。部その上に刷毛目がみられる。口縁内面にも同じ撚糸文を横位~斜位

に施文し,頸部以下にも刷毛目を横位に施す。胴部内面は荒れており,鮮明ではない。器形・刷毛目を用

いる点で,福島県の天神原式〔猪狩1983〕に類似するが,天神原式には地文に撚糸文を用いる例はないよう



である。また,本遺跡出上の弥乍上器はほかに天王山式土器しかなく,一応弥生中期後半~後期初頭の士

器と考えておきたい。茶褐色を呈し, SKI02 ・ SK113・ SKI05 ・ EH ・ E12 (24)区 1 ・Π層出土。

天王山式土器(9・50~58) 9 は広口壷で,口径24Cmを測る。口縁部は緩く外湾し,頸部は上方へすほ

まる筒形を呈し、胴部は緩く張ると思、われる。口縁には竹管状工具による刺突のある小突起を配すが,単

位は不明である。口縁部から口唇にかけてRL縄文を施文し,沈線を 1本ずつ引いて 2本1組にした連弧

文を施す。頸部には沈線で簡略化した重菱形文を施文する。淡茶褐色を呈し,頸部外面に炭化物が付着す

る。 D12 a ・18)区 1・Π層出士。図版170- Cは9 と同様の口縁部片である。 54は9 と同様広口壷かと思、

われる頸部片である。黒灰色を呈.し,外面に炭化物が付着する。 S17郭出上。

50~53は口縁部片で,器種は不明である。口縁部下方に粘士帯を貼り付け,そこに上方から竹管状工具

で刺突して盛り上げ,交互刺突文と同じ効果を出している。 RL縄文を施文し(51・52は口唇へも及ぷ),そ

の上に 9の連弧文と同施文法の沈線を引く。淡茶褐色を呈し,外面に炭化物が付着する。 50・52はD12

U9)区 1 ・ 11層,51はS1752,53はB ・ C区排上出士。

55はRL縄文の上に 1本ずっ引いた 2本1組の沈線で連弧文を施文する。 9の胴部破片の可能性も考え

られる。淡茶褐色を呈し,外面に炭化物か付着する。 E12区Ⅱ層出土。 9.50~55は胎士に lm前後の小

石粒を多く含み,ざらついた感触が共通する。

56は頸部片で隆線仙孫象に棒状工具で交互刺突をし,その下にLR縄文を施文する。淡茶褐色を呈し,1ム

士に金雲母を含む。 S1610・ SK620出士。 57は口縁から口唇にかけて RL縄文を施文し,沈線を引く。黒

褐色を呈し一焼成堅致。 S1753出士。58はRL縄文を斜位に施文し,縦走縄文となる。黒褐色を呈し一焼成

堅致。 SK641吐!,上。図版170- d も同様のものである。

北1堕の天王山式系士器は田中靖氏によって期に分類されている〔田中姑198幻。 9は頸部に重菱形文を

施文するが,全体にモチーフが簡略化していることから,田中分類の 1期の新しい様相か3かがえるが,

50~53は,刺突が正当な施文方法による交互剌突文ではないことからΠ期に分類される。このことから本

遺跡の天王山式士器は,全体としては弥生中期末~後期の天王山Ⅱ期のものとぢぇられる。

第33図は甕の底部である。底部は平底で,体部のたちあか'りは大きくくぴ

Σ●、.ご
れる。内面はナデで,外面は粗いハケ目のような条線がわずかにみられるが,

ナデ調整である。断面の観察より底部の円板の上に体部を重ねて成形したと 1:3

第33図弥生土器実測図考えられる。 E12 (21・22)区出土。

紲文・弥q川寺代

C

石器はごく少なく,数点しか出土していない。以下の石器はいずれも縄文時代に所属するものと仲、われ

るが時期を明確にすることはできない。検出された石器は剥片石器,石核石器,礫石器である。

剥片石器 a ~ 5)石鎌3 点及ぴサイド・スクレイパー 1点,りタッチド.フレーク 1点が検出された。

1 はC12 (3 ~23)区トレンチΠ層中から検出された平基有茎鉄である。(黒色)頁岩の剥片を用い,表.

裏両面からの大まかな調整剥離によって成形されている。平坦な基部からの中茎の作出は,これも両面か

らの大きな泉1拙倒こよっており,その後中茎そのものは丁寧に調整されてはいない。先端部は図正面上方か

ら裏面下方に向う力によって欠損している。約3.5gである。

2はE12(印区地山上層検出の平基有茎鎌である。・頁岩を用い表裏面の交互剥跳によってギザギザの側

石器(図版46・17D



縁を成形している。中茎は両面からの大きな剥雜によって作出している。先端は折損。約2.5gである。

3 はPit1285上層中検出の凹基無茎錐である。白濁色の磋化玉髄剥片に,表・裏両面から微細な調整剥

離を加えている。基部は小剥離を総合して大きな挟りをなし,両脚は丸味をもってややすぽまる。約2.5呂

である。

1・ 3は図正面が突出し,裏面が平坦であるが,2は両面が突出する。 3は表・裏面とも主泉1隅能面を残し

ているが,1・2は調整剥離が全面を覆っている。

4はB9 a2)区1層中検出のりタッチド・フレークである。図正面に原石面を残す赤色鉄石英の小剥片

に,図下辺を除く周縁から微細な剥離が加えられている。

5 はB11(25)区卜Π層中検出のサイド・スクレイパーである。図上辺が砕けてしまった流紋岩の剥片

を用い,図正面の右倶蜂象に裏面からの連続した微細な剥離を認、める。先端部は欠損している。左伯H象はガ

ジリ。

石核石器(6~8)磨製石斧2点およぴスクレイパー 1点が検出された。

6 はE12 (19)区 1.Ⅱ層中検出の磨製石斧刃部片である。白色味の強い蛇紋岩製で,胴部以上を欠失し

てぃる。表面は風化してぃるが,全体に調整研磨痕が残っており,方向を図中に矢印で示した。図左側面

には敲打によるアバタ状の凹みが認められ,刃縁は敲打使用によってツプれ,また一部に刃こぱれが認め

られる。折損部分は図正面から裏面への捻れた力を想定させる。

7はC6区撹乱坑出土の磨製石斧刃部片である。扮岩製で,全面を調整研磨している。図右側面に,調

整面が残ってぃるが,研磨の方向まではわからない。図正面及ぴ裏面には,斜方向の筋状の使用痕が明瞭

である。刃縁は使用によってツプれ,凹凸がある。

8はBⅡ(2)区遺構面上から検出された。緑色凝灰岩(硬質)の石核を素材とし,図上縁に二つのスクレ

イパーエッジを作出.使用してぃる。ーは図上面を打面とし,図正面右上辺に小さいが急角度で深い挟り

を並べ,鋸歯縁状の刃部としてぃる。刃部は使用によってやや丸くなっている。二は図正面を打面とし、

図上面左下辺に小さな浅い剥離を並べている。使用によって図上面右下辺の剥雜部分がトロトロになって

いる。

礫石器(9)礫石錘1点のみの検出である。

9はS11315B区4層中検出の礫石錘である。花崗岩の肩平楕円礫の長軸両端を打欠いて快り,網かけ部

を作出してぃる。約130g。図正面の網かけ部は風化して砕けた面で,剥離ではない。

V 出士遺物

83



2 占墳時代

2

A 士器

古墳時代の士器は遺構数に比例して,奈良・平安時代の士器よりかなり少ない。古墳時代の竪穴住居は

12棟あるが,士器の出士量が多かったのは半数以下である。時期は古墳時代前期を中心、にし,一部中期に

及ぶ。そのため,士器の大半はいわゆる古式土師器であり,明確に古墳時代中期と判断される須恵器は,

1点のみである。報告にあたっては,奈良・平安時代の士器と同様,竪穴住居出土士器を中心、にし,そ

れを補うものとして,その他の遺構・包含層出士の土器をあっかった。おもな竪穴住居出土土器(S1502A.

S11168'S11124.S1148のについては,可能な限り実測するようにつとめた。実測図の表現方法にっいては

おおむね奈良・平安時代のものと同じであるa07頁参照)。この時代の士器はもちろんロクロを使用してぃ

ないが,奈良・平安時代の非ロクロの士師器に比し,口縁部などの調整はよく,回転台を使用したことか

うかがえる。そのため,端部の実線・ヨコナデによる線は定規で引いた実線であらわした。

古墳時代

D 古式士師器の分類 (第34図)

おもに器種によって分類するが,甕にっいては口縁部の手法によって分類する。しかし全体の器形を

知りうるものは少なく,一部分の形態により分類したものが多い。おもな器種は大きく分けて,壺.小刑

壺'小型鉢'高杯'小型器台・甕であり,これらにっいてはそれぞれさらに分類した。これら以外のもの

については具体的な器形などによる器種名を付した。

壷 a ~フ)全体の器形を残すものはないが,器高は少なくとも20師以上で,小型壺とは明確に区別で
^

きる。口縁部の形態により, A ・ B ・ C ・ Dに分けられる。 A ・ B ・ Cはいわゆる二重口縁の形態をもっ。

体部は不明なものは'かりであるが,いずれも球形にちかいものであろう。

壺A a )二重口縁のうち,ロネ象部が長く,大きく外反するもの。頸部は筒状と六り,口緑邦への屈

折は明瞭である。全体に調整はていねいな精製品である。

壺B (2)一重口縁のうち,口縁部が壺Aに比し,短くて,外反しないもの預邦は筒状であるが,

内面の口縁部との段は壺Aほど明瞭でない。ヘラミガキ調整であるが,胎士とも壺Aほどよくは六い。

壺C (3 ' 4)二重口縁のうち,口縁部が短く外反するもの。頸部と口縁立3との1訟力畑月瞭六C.(3)

とこれが不明瞭なC.(4)がある。壺C"ネ器壁が相対的に厚く,調整はてぃねいで六い。
壺D (5 ~フ) 重口縁でなく,単純に外反するもの。 DI(5)・ D2 (6 ・フ)に分けられる。壺D,(5)

は口縁部が大きく長く外反し,端部はっまみあけ'られて明瞭な面をもっ。壺n (6..フ)は口縁立"がやや
短く,端部に明瞭な面をもたない。

小型壷 ao~16)頸部の長いものでも器高は20cmを越えず,体部高も10cm末満のものがほとんどである。

壺に比し,相対的に精製品が多い。形態・手法よりA~Eに分けられる。

小型壺A ao)口頸部の長いもの。長頸壺で,口頸部は直線的にラッパ状に開く。体部はやや肩平で
ある。調整はきわめてよい。

小型壺B (11'12)いわゆるし卜型丸底壺」のうち,口径が体部径より大きいもの。口縁立"は大きく外

反し,よく開く0 調整はていねいである。 B, aD と B2 U2)に分けられる。小刑、B, UD はやや大刑
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2

で口縁部か'とくに大きく発達したものである。口頸部の長さは体部高の2倍近くある。小型壺氏(12)は

口頸部の長さは体部高に近い。 B,よりもやや小型である。

小型壺C (15)い、型丸底壺」のうち,口径か体音断呈より小さいもの。小型壺Bよりも口縁部は短く,

外反も小さい。全体に小型壺Bよりも大きく,体音Ⅲよ球形にちかい。調整は小型壺Cほどてぃねいでない

ものが多く,口縁部内面はへラミガキ調整はみられない。

小型壺D a3・14)調整が粗く,器壁が相対的に厚いもの。器形は小型壺B ・ Cと共通するものがあ

る。体音断茎より口径が大きいものを小型壺D, a3),小さいものを小型壺D.(14)とする。

小型壺E a6)全体にやや大きめで,口縁部か比較的短く外反するもの。調整はてぃねいで,赤彩さ

れる。量的にごく少ない。

小型鉢(17・18)小型壺ほど頸部のしまりかよくなく,体部が肩平なものである。

小型鉢A (17)器高がとくに低く,口縁部が長く外反するもの。調整はていねいで,口縁部内面まで

ヘラミガキされる。

小型鉢B (18)口縁部は受口状で, Aほど長くはない。

杯部と脚部の全体を残す例がないが,杯部を優先させて分類する。 A~Dに分類され高杯(21~26)

る。脚部はA (25)・ B (26)の 2形態がある。

高杯A (2D 水平にちかい底部から体部・口縁部が外反してたちあかるもののうち,その境に段や突

部をもたないもの。体部・口縁部は外反する。暗文風のへラミガキによってごくてぃねいに調整される。

脚部はA形態になると考えられる。

高杯B (22)高杯Aと同様に底部から体部・口縁部がたちあがるが,その境に明瞭な段や突部をもっ

もの。体部は杯部Aとは逆に内湾するものが多いが,外反するものもある。脚部はB形態になると考えら

れる。ヘラミガキ調整されるが,高杯Aほどていねいでない。

高杯C (23)底部から体部に境がなく,内湾してたちあがるもの。底部にわずかな突部をもっもの,

口縁部力畑月瞭に外反するものもある。

高杯D (24)杯部が小型で口縁部が内湾するもの。

小型器台(28~30)ヘラミガキ調整は見られるが,てぃねいなものではない。

小型器台A (28)受部と脚部に孔をもっもののうち,脚部に透かしをもっもの。

小型器台B (29)小型器台Aと同様に受部と脚部に孔をもっが,脚部に透かしをもたないもの。

小型器台C (30)受部と脚部に孔をもたないもの。

甕(32~37)いずれも「く」の字状に単純に外反する形態のものであるが,口縁端部の細かなっくりか

ら, A~ C に分けられ,さらに全体の器形がことなるDがある。法量は口径15~20cmのもの(32~34)が

多いが,口径20cm以上の大型品(3田,口径15Cm以下の小型品(37)もある。大型品はごくわずかであるが,

小型品は比較的多い。 A ・ B ・ Cの口縁部はそれぞれ,頸部が直立気味で口縁部との内に屈曲点をもっも

の(a形態),「く」の字状に直線的に外反するもの(b形態)がある。なお,底部に穿孔するものが1点あ

る0 調整は口縁部内外面かヨコナデ,体部外面はハケ目,内面はナデが一般的であるが,体部は内外面と

もへラケズリもみられる。

甕A (32)口縁端部を上方へつまみあげ,端部に明瞭な面をもっもの。

甕B (33)口縁端部に面をもっが,上方へつまみあげられないもの。

甕C (34)口縁端部に面をもたないで,丸くぉさまるもの。

古墳時代
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甕D (35)

端部は丸くぉさまる。

その他(8,9,19,20,27,3D 以上の他にいくつかの器種がある。いずれも量的にはごく少ない。

有孔鉢(8)底部に小さな円形の孔をもつもの。

台付片口鉢(9)体部は無頸で片口をもち,脚台をもつもの。

蓋(19)つまみをもつ蓋である。

手ーブくね(2の小型のもので,手ーブくねのもの。数点出土している。

台付鉢(27)体部と口縁部の境に,内外面とも段をもつ。口縁部は大きく発達する。畿内系ではな

北陸地方の在地系の器種である。

器台(3D 小型器台よりも大型で,受部に円形の透かしをもつ。

・ Cとは全体の形態かことなる。口縁部は短く, Cのように弧状には外反しない。A ・ B

2)

a)おもな住居跡出士土器

S1502 A 出土土器(図版47 ・ 48 ・ 171~174 ・ 176,観察表243頁)

S1502Aは 1辺約7mの大型の住居で,出土した土器量も多い。精製品を中,じ、とした多様な器種があり,

住居の性格をうかがわせる。古墳時代の住居跡資料としては古い時期にあたる。

壺 al.12.15.16) 11の口縁部は端部の遺存状況が悪く,明確ではないが,わずかに外反した口縁部

外面に貼り付けたような口縁帯をもっと考えられる。内外面ともへラミガキするが,ハケ目が残る部分か

ある。12は壺D.である。底部は胎士.色調からみて16の可能性が考えられる。体部はまったく遺存しない

が,おそらく,球形にちかいものであろう。口縁部内面には粗いへラミガキがなされるが,外面はハケ目

のままである。底部(16)は内面に炭化物かイ寸着しており,一次的に煮炊きに使用したことがうかがえる。

底部(15)は器壁が厚く内外面ともハケ目である。

小型壺(1~田 A a ). B (3 ~ 5)・ E (2)がある。 1 はほぱ完形品にちかいものである。調整がて

いねいな長頸の壺で,器壁はとくに薄い。外面の全面と口縁部内面はへラミガキである。体部内面は粘士

紐の痕跡をよく残し,上部は指頭圧痕がみられる。胎土はとくに精良である。 BにはB.(3'5)とB.

(4)がある。 5 はほぱ完形品で,口径14師あるやや大型のものである。口縁部はとくに大きく発達し,

体部はこれに比し,小さく肩平である。全体にていねいなへラミガキをおこなう。口縁邵内面はハケ目で

ある。 3の体部も小さく肩平で,口縁部との間のくぴれは鈍い。体部内面までへラミガキされる0 4は器

壁か'とくに薄く,つくりはシャープで調整も頗るよい。色調は赤色系である。 6 はへラミガキが粗く,

調整はあまりよくない。小型壺D,あるいはCの可能性がある。口縁端部は丸くぉさまらず,部分的に面

をもつ。

小型器台(フ~1の完形品の8は脚部に三方の円形透かしをもっAである。脚部外面にタテ方向のへラ

ガキがおこなわれるが,調整はさほどよくはない。受部の端部は丸くぉさまる。これに対し,7 は'而部

が上方へ短くたちあかる。内外面はよくへラミガキされる。 9は脚部の裾と考えられるが,破片が小さく

明確ではない。外面はへラミガキであるが,ハケ目を残す。10は器種がn肝寉ではない。脚"Πとすると端部

が薄く弱い感じがするし,口縁部とすると,形態がなじまない。一応,小型器台などの脚部とする0"0土

は精良で,つくりや色調などは小型壺(4)に類似する。

各説

V 止,土遺物



2

小型鉢(13)小型鉢Aである。内外面ともよくへラミガキされる。胎tや調整は5 に墜則以する。

高杯 a8~22)高杯A (2D と高杯C (18~2のがある。 21は内外面に暗文風のへラミガキをおこな'

もので,調整はきわめてよい(Ⅸ1版176-4)。色調は赤色系の発色である。脚部はないが,22がほとんど同

じ胎士'調整であり,杯底部の形態が共通することから,このような脚部をもっと推定される。高杯Cの

うち,18は外面に粘士紐の接合痕を残し,外面の調整はかならずしもよくはない。内面はへラミガキはさ

れないが,よくナデられている。色調は赤色系で,内面の器面か'とくに赤彩のような色調をする。口縁邦

内外面はヨコナデである。19は底部外面中央から,体部にかけてはわずかな屈曲部があり,18.20とはや

やことなる。器壁は薄く,よくへラミガキされる。脚音Ⅲよかなり細い。 20は18を小刑化したようナ・器形で,

器壁は厚く,調整はナデである。脚部との接合部には円板充填の突出部か'よく残る。

台付鉢 a7)内外面ともよくへラミガキ調整され,赤色系の発色をする。内外面とも体立3は不明である。
この他に片口をもつ台付鉢 a4)がある。

甕(23~30)甕は口縁部がヨコナデ,体部外面がハケ目,内面がナデやへラケズリである。底夘外面を

ヘラケズリするものもある(30)。口縁部のっくりの分類ではA . B . Cの 3者がある。 A (上方っまみあ

げ)は28 ' 29, B (面とり)は25~27, C (丸い)は23 ・ 24 ・ 30である。 Aのうち,28は体部と口縁邦

の屈折点が鋭く,端部もシャープである。ほとんど完形品の29は全体の器形か知られる貴重な例である。

器高と体部径はほぱ同じで,体部は球形にちかく,底部はわずかに平畑邦をもっ。口縁邦は端邦ちかくで

若干屈折し,上方へのっまみあげは鋭くない。 Bのうち,25は端部そのものは丸くぉさまるが,その外イ則

下にわずかな面をもっ。 26も丸昧をもっ面であるが,27は口縁下端部がヨコナデにより明瞭ナ.1兆をもち,
端部ははっきりしている。23をのぞく他の甕は口縁部外面までススの付着がみられる。

占墳時代

SΠ168出土土器(1剛版50 ・ 171・ 172 ・ 175 ・ 176,観察表244頁)

士器の出士個体数はさほど多くはないが,器種構成を知ることのできる良好な資料である。 S1502Aと
S11124の中問的位置を占めるものと考えられる。

壷(57 ・ 62 ・ 63) 57は壺Q である。二重口縁ではあるが,口縁帯下辺が突部をなすだけで,かなり形

骸化したものである。外面に粗いへラミガキがみられるが,器壁も厚く,シャーフ゜さはまったく六い。ま

た粘土紐の痕跡もよく残る部分がある。底部(63)は調整や胎士からみて,57と同個体の可肯.性をも。

外面はへラミガキではないが,器面は赤色系の色調である。体部下半の力ープからみて,体邦の形態は球

形にちかいと考えられる。 62は壷nである。器壁は上畔交的薄く,ヘラミガキ調整されてぃる。

小型器台(51'52)いずれも脚部に透かしをもたないBである。両者とも調整はナー・が主で,ヘーミガ
キはごく粗い。脚部内面上部は粘士紐痕力畑肌奈に残る。

高杯(53~55)脚部か'2点ある。53は太い脚筒部のB形態で,中位で'、くらみ,裾部は屈折してひろか
る。外面はへラミ ガキで,内面は粘土紐痕のままである。 54は筒部が細いA形態で,ヘラミガキも比r的

ていねいである。55は全体の器形が不明であるが,高杯Dの杯部と考えておく 。ヘラミガキ調整はおこな

わなし、。

有孔鉢(5田甕のように「く」の字状に外反する口縁部で,端部はっまみあげられる。体邦も甕と同様

にハケ目とへラケズリで,小さな平底部に焼成前の穿孔がなされる(図版176一田。内外面ともスス,,イ
物の付着はない。

甕(58 ・ 59 ・ 61.64
58'59はやや小型で,口縁部は面をもっBである。いずれも体部は下半部を欠く
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ものの丸味がないものである。口縁部の外反度も小さい。61は上方へつまみあげられるAである。64は口

径約25Cmの大型品で,口縁部は丸いCである'。外面にまうたくススの付着はなく,煮炊具の甕でない可能

性もあるが,内面は強いへラケズリで,器面は熱を受けたような形跡を残している。

その他(60)器種は明確でないが,無頸の鉢などが考えられる。調整は甕と同様で,壷とはことなる。

SΠ 124出土土器(図版51・ 171・172 ・175,観察表2"頁)

S11124はS1502Aよりやや小さいが,大型の住居である。小型の器種が少なく,高キ不が多いなど,古墳

時代の住居出士土器としてはもっとも新しい様相を示す。

いずれも底部のみである。76は小ぷりで,器壁も薄い。体部外面はへラミガキ,底部内壷(76 ・フフ)

面中央,底部外面にはへラケズリがなされる。底部外面が丸味をもっことからも,小型壺にちかい大きさ

と考えられる。フ7は底部から体部にかけて,大きな段がなく,底部からそのまま体部が開く。

小型壺(70.71.73.74) 70.71は器壁か'うすく,ていねいにへラミガキされる。ともにB2で,赤彩され

る。古い様相が明確で,この住居に伴う士器とは考えられない。74はCと考えられるが,底部のみを二次

的に再調整して口縁部をつくったものである。外面はへラミガキである。

手づくね土器(72)口径約7Cmで,手グくね土器としては↓畔交的大きく,調整もよい。

高杯(78.80~86) Aはなく, B (81~8田と C (8のがある。 80は杯部か士陣交的深く,底部付近に若

干の稜をもっ。外面のへラミガキは粗い。主体を占める Bは口径20cm以下のもの(81~83)と,20師以上

のもの(84~86)がある。杯部外面の段は,81・86の場合は断面三角形の突帯を貼りっけたもので,86は

下方に垂下する。 82.83の場合は底部からのたちあか'り部分に段をもたせたものである。体部から口縁邵

は内湾し,口縁部では外反するが,82は外反せず,器壁も相対的に厚い。 83・86は円板充填の突部か'よく

残る。脚部を残す例はないが,78のようなB形態のものであろう。 78は胎土からみて,86と同一個体の可

能性をもっ。ヘラミガキ調整は概して粗く,ハケ目を残す。

甕(87)甕の個体数がとくに少ない。 87は甕Dである。口縁部は短く,内湾し,端部は丸くぉさまる0

他にはみられないタイプで,新しい様相のものである。外面の口縁部までススか付着する。

その他(75.79) 75は器台かと思われるが,判然としない。内面に粗いへラミガキがみられるが,調

整はてぃねいでない。 79は器台あるいは他の脚部と考えられる。 S1502A aのと同個体の可能1生をもっ。

V 出土遺物

SΠ480.1460出土土器(図版49 ・ 171・ 173 ・ 174,観察表243頁)

S11460は奈良.平安時代の竪六住居であるが,古墳時代の竪穴住居であるS11480の大半を切っている0

したがってS11460の古式土師器もS11480にともなう可能性があるため,ここでは一緒にあっかう0

45は壺Aである。二重口縁で,端部は明瞭でないが丸い面をもっ。全体にていねいなへ壷(45 ・ 47)

ラミガキで調整され,器面はなめらかである。47は壺0である。口縁部は短く外反し,口縁部の内漏かヨ

コナデによってくぽみ,端部がわずかに上方へつまみあげられる。内外面ともへラミガキであるが,外面

にはへラケズリの痕が残る。

小型壷(48)小型壺Bである。体部からラッパ状に開き,口縁部は長い。端部では内湾丸味に丸くぉ

さまる。両面ともへラミガキ調整で器面はなめらかである。

高杯(46)高杯Bである。赤褐色を呈し,ヘラミガキで調整されている。器壁は薄く,つくりはよい0

甕(36~44.49.5の口縁部のっくりの分類ではAは(37 ・ 39 ・ 41~43 ・ 49 ・ 50), Bは(40' 44), Cは(36)
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であるO Aのうち41は口径13.5Cmの小型品で,全体に器壁が厚い。 50は口縁端部のっまみあげはシャープ

さに欠けるが,外面の面をとる部分に凹線様のくほみをもっ。 Bのうち如は口縁部はやや歪んでぃるが,

端部に明瞭な面をもっ。44は口縁部にヨコナデがしっかりはいり,歪みは小ない。端部は丸みをもっ面で

あるO Cの36は,口縁端部外面がわずかにくほむ。38は底部である。外面はハケ目で調敕され,底邦はわ

ずかに平扣部をもっ。いグれの甕も二次焼成をうけ,口縁部の遺存するものにはススが付着してぃる。

古墳時代

b)その他の遺構出士士器(図版48~53・171~176,観察表243頁)

S170 (31~35)小型壺E (31)は口径が体吾肘丕より小さく,ごく薄い器壁でっくりはよい。外面と内面

口縁部はていねいにへラミガキされ,口縁部外面に文様を赤彩する。小型器台(32)は受邦と脚邦に孔を

もっが,脚部の透かしは不明である。高杯(33)はC と考えられるが,口縁部が外反する。1厶土.調整は

粗い0 甕B (35)は口縁部が弧状に短く外反し,端部に明瞭な面をもち,下端部がてぃねいに引き出され

る0 内面底部には炭化物が付着する(図版176-フ)。体部はほほ球形で,底部は丸底で面をまたくもたず

(図版176-5),器壁も一様である。製作技法が注目される。甕(34)は直径2師の平扣面をもっ。

SX795 (65~69)壺C I (65)は筒状の頸部から二重口縁が短く外反してたちあか'り,端部は面をもち

上方へつまみあげられる。調整は粗く器面はザラついてぃる。二次焼成をうけており外面にはススが付着

している0 壺A (66)は大きく外反する口縁部のみの遺存で,端部は面をもっ。口縁邦下刀の稜はヨコナ

デがしっかりしておらずやや歪んでいる。両面ともていねいなへラミガキ調整で器面はなめらかである。

小型壺B (67'68)のうち67は体部から立ちあがった口頸部の遺存で両面とも粗いへラミガキで調整され,

内面にはハケ目,外面にはへラケズリの痕が残る。68は体部のみの遺存で外面はへラミガキ調整を、ける

が,器面はなめらかではない。%程黒斑がっく。内面はナデて調整してぃる。甕C (69)は口縁邦が比彰

的長く,頸部がしまり,ゆるく外反し端部に至り丸くぉさまる。内面は口縁邦から体部にかけ粘士紐の,」
跡を残す。

S1 71
(88~93) S171は奈良.平安時代の住居であるが,古式士師器が1肆交的まとまって出土した。小

型器台A (88)は脚部が裾にむかってゆるく外反し端部に至り,丸くぉさまる。外面の脚部と司部はへー

ガキであるが,調整は粗い。小型器台C (89)は脚部径が14.7Cmと大刑で,脚邦は低い。外面のへーミ
ミ

ガキ調整は粗く,器壁はやや厚い。小型壺C (90・93)のうち91は完形悶で,底立3は焼成N穿孔し、

(図版176-2)0 外面のみ粗いへラミガキ調整される。 93は胎士に3~5叩の石英粒を多く<み,器面はザー

ついている0 外面体部はへラケズリ調整である。小型壺D'(90)の口縁部は両面ともハケ目調整であり,

端部はヨコナデにより丸くぉさまる。小型壺(92)は肩平な丸底の体部のみの遺才である。内面はハ,
外面はへラミガキのていねいな調整である。底部は焼成後穿孔してぃる(図版176_3)。
SΠ15 (94~98) S1115は奈良.平安時代の住居であるが,古式土師器が比較的まとまって出土した。

94は小型壺D2の完形品である。 球形の体部から若干内湾気味にたちあか'り,口縁端部は丸くぉさまる。外

面体部はハケ目であるが,相体的に調整が粗い。95の甕は口緑部が「くの字に外反し,端邦に至 a
瞭な面をもつBである。 96は口縁部がゆるく外反し,口縁内面はヨコナデによりくほみ,端邦はわずかに

上方へつまみあげられ,下端部もっまみだされるAである。外面体部は粗いへラミガキで調整され、

と考えられ,器面はややなめらかである。高杯B (97)は体部と口縁部の境のrから口縁邦が外反した

あか'りそのまま端部に至り,丸くぉさまる。体部は内湾せず,外反する。内外面ともへーミガキ三。文
けるが,器面には3 ~ 5m程の石英粒,長石粒がみられる。壺B (98)は頸部が短く,口縁部下刀力明巴厚
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し二重口縁となる。口縁部は短い。体部外面はへラミガキであるが,粗いためへラケズリ痕を残す。

S11010 (99~104)高杯C (99)は杯部がほほ完形に遺存しており,底部にわずかに段をもち,口縁部

は内湾気味にたちあかる。内外面とも粗いへラミガキ調整である。100は口縁部のみの小型品で,小型壺&

と考えられる。内外面ともていねいなへラミガキ調整で,器面はなめらかである。101は小型器台の脚部であ

る。外面はへラミガキ調整で器面はなめらかである。脚部の透かしの有無は確認てきない。102は口径13.0

Omの小型の甕で,口縁部は丸くぉさまるCである。103はBである。口縁部はヨコナデがしっかりはいり,

端部は凹線様にくほむ。104の甕は口縁部がゆるく外反し,内面の強いヨコナデにより端部はわずかに上方

につまみあげられるAである。

SKI08. SKI07 (105~108)壺D. a05)は二次焼成をうけており,外面にはススか付着する。甕底部

a06)は直径4Cm程の平担面をもっ。外面はハケ目,内面はナデて調整してある。甕B a07)は口縁部か

rく」の字状に外反し,そのまま端部に至り,わずかに面をもつ。ヨコナデが弱く,歪んでいる。壺C2 (108)

は二重口縁の口縁部が短く外反し,端部は丸くぉさまる。ヘラミガキ調整が粗いため器面になめらかさを

欠く。

S1439 (109~113) 109.110はともに小型鉢Bで,大きさ・形態・調整はほしま伺じである。 109の口縁部

端部は若干っまみ出されるが,110は丸くぉさまる。口緑部はヨコナデ,外面体部は粗くへラミガキ調整を

うける。小型器台(1Ⅱ)は頸部のみの遺存であるが,受部と脚部に孔をもっ。内面受部と外面体部はへラ

ミガキ調整である。 112.113の甕はともにCである。112は「く」の字に外反し,先端部は外方へ屈曲する。

口縁部はヨコナデがしっかりはいる。113は口縁部が明瞭に「く」の字に外反し端部に至り丸くぉさまる。

口縁部はヨコナデがしっかりはいり歪みは少ない。

S12腿(114.115) 114.115とも小型器台Aである。受部は内湾してたちあか'り端部は丸くぉさまる。

114は脚部に二段の三方円形透かしをもっ。受部と外面の体部はへラミガキ調整である。Ⅱ5は内面体部は

ハケ目,受部と外面体部はへラミガキの調整をうけるが,粗いため器面はなめらかさに欠ける。脚部に四

方円形透かしをもつ。

S1402 (Ⅱ6.117) 117は調整はあまりよくないが,形態や外面にススが付着していないことから壺と考

えられる。口縁部が短く外反し,ヨコナデにより内面はくほみ,対応する外面に稜をもっ。口縁端部は面

をもち,下端部はっまみだされる。調整は粗く,器面はざらっいている。端部の形状はあまり例がなく,

あるいは二重口緑の擬口縁かもしれない。116は高杯Dである。口径に比較して杯部の身は深いタイプで

ある。

S1660.650 a18~120)壺(119)は体部のみの遺存て",器壁は薄く,外面はハケ目の後へラミガキの

調整てある。器面はなめらかてある。内面はハケ目調整の後ナデ調整をしている。甕B (118)は長い口縁

部がゆるく外反し,先端部て'わずかに外方に屈曲し,端部は"剛僚な面をもっ。ヨコナデがしっかりはいり

口縁部のっくりはシャープてある。内外面ともハケ目て'調整される。 120は赤彩され,つくりはよい。

V 出士遺物

C)その他の士器(図版53・174・175,観察表246頁)

ここでは出土個体数の少ない遺構出土の土器,遺構以外出士の土器をあわせてとりあげる0

127はB.である。外面はへラミガキ,内面はハケ目でていねいに調整され,小型壷(126 ・ 127 ・ 129)

器壁は薄い。 S1640出士。129はD.である。器壁は厚く,肩平な体部が遺存する。外面はへラミガキで器面

はなめらかである。外面にスス,内面に厚く炭化物が付着する。 S1600出土。126はCである。球形の体部
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から内湾気味にたちあか'り,口縁部は短い。外面は粗いへラミガキでなめらかさに欠ける。表面採集と確

認調査の試掘坑の出土である 0

小型器台(121~123) 122は,脚部に三方円形透かしをもつAである。全体に器壁が厚く重量感がある 0

C12(1)区出土。123は受部と脚部に孔をもたないCである。内面脚部を含む全体がへラミガキ調整され,

器面はなめらかである。外面は赤彩である。表面採集。121は受部が有段口縁で短い。内外面ともへラミカ

キがていねいである。 S1802出土。

器台(125)受部が有段口縁の大型品で,段から外反して口縁部が立ちあがる。受部と脚部に孔をもち,

受部には透かしがある。 A12 (田区出土。

高杯(124)脚部のみの遺存で,脚筒部が太くなるB形態である。内面は粘士紐のままである。外面は

粗いへラミガキで器面はなめらかさに欠ける。 C13 (フ.8)区出士。

蓋 a30)つまみ部分は指頭圧痕,内面はハケ目で調整される。器面はザラつぃており,2m程の石英.

長石粒がみられる。 DI0 (8)区出土。

有孔鉢(132)底部のみの遺存である。外面はハケ目で調整される。底部はわずかに平扣部をもち焼成

前に穿孔されている。 EⅡ a6)区出土。

甕(133'135) 133・135とも口縁端部が上方へつまみだされるAである。 133は口縁部にヨコナデがし

つかりはいり歪みは少ない。 S1595・ S1560出土。 135 は口径より体音併呈が大きくなる器形で,口縁端部は

強いヨコナデにより,上端部・下端部ともわずかにっまみだされる。外面体部はへラケズリで調整され,

内面体部にナデの痕と思われる条線がある。 SK1337出士。

手づくね土器 a3D 直径約5Cmのミニチュア土器で,指頭圧痕によるくぱみが目立っ。 E 9 a4)区
出土。

須恵器(128)唯一の古墳時代須恵器である。128は醒の頸部の小破片である。外面上部にはわずかに

沈線をとどめ,口縁部の段になる。櫛描波状文の下にはカキ目をとどめる。胎士は精良,焼成歐緻で,灰

色を呈する。内面には自然釉がかかる。 5世紀代におさまるものであろう。 B13 (2D 区出士。

その他(134)筒状の長い口縁部から体部が屈曲して外方へ開く器形である。口縁端部は外傾して面を

もっが,ヨコナデが弱いために歪みが激しい。 C12 a4.19)区出土。

古墳時代

玉には勾玉と管玉があり,ともに古墳時代前中期の竪六住居から出士してぃる。 78は勾玉で,頭邦は

一方向から穿孔され,体部には幅2m程の断面U字形の擦り溝が見られる。石材は滑石で重量は0.8gであ

るO S11124から出士した。 79は管玉で,両端から穿孔されている。石材は緑色凝灰岩で重且は0.5 である。
S11168から出土した。

玉(図版46 ・ 229)B
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A 士器の概観

奈良.平安時代の上器の出士総量は深さ18Cmの整理箱(コンテナ)で約25峠首である。このうち,遺構の

主体をなす竪穴住居の出士土器は,全体の約V4~V5程度と推定される。接合などの整理作業に際し,竪

穴住居出上士器を住居ごとにコンテナに分類したところ,約250箱に達した。士器の整理方法にっいては前

述のとおりで(第Ⅲ章2),接合は竪穴住居出土士器を中心にした。報告にあたっても,竪六住居出土土器

を中心に実測1.記述し,これを補足するかたちで,その他の遺構と包含層の出士士器を報告した。出士土

器はすべてほほ'8.9世紀のもので,須恵器と士師器である。土師器には少量の赤彩・黒色土器(黒色士

師特)を含む。このほか,「器」でない土製品が若干ある。士製品は基本的に士師質である。施釉陶器や磁

器はない。

図化にあたって実測個体は各竪穴住居の士器のうち,遺存状況と器種を考慮して選択した。遺存状況の

良好なものはおおむね実測したが,その遺構内の士器構成や個体数を勘案し,遺存状況が悪いものでも実

測したものもある。出上個体数の多い須恵器杯類などは全体のV4以上の遺存をおおよその目安にした。し

たか'つて,実測個体から出上士器のおおよその構成・様相は把握できると思、う。なお,竪八住居を切る撹

乱坑佳,士上器も,その竪穴住居の埋土に本来含まれていたものが多いと考えられ,一応当該住居の出土上

器に含めた。

観察表の作成個々の土器にっいては観察表(別表2)を作成し,これに土器の出士地点'種別'器種'

法量.胎上.手法等を記した。観察表の項目ごとの要点基準にっいては後述する0

奈良・平安時代

V 出上遺物

1)器種分類

器種分類はいずれの時代.時期にっいても容易ではない。全国レベルで比較的共通した器種が存在する

8.9世紀の上器にっいても,器種の分類・呼称はかならずしも共通したものではない。ここでの器種分

類も客観的ではない面もあるかもしれないが,その基本的な考え方を明らかにしておきたい0

当遺跡の8.9世紀の土器の器種構成は,遺跡の性格を反映して比較的単純である。また,この時期の

上器の構成として,食膳具.貯蔵具は須恵器,煮炊具は土師器という機能の分担のあり方が原則的にみら

れる。したがって,出士上器の大'rを占めるのは,須恵器杯類(食膳具)と士師器甕'鍋類(煮炊具)で,

これに若下の須恵器甕類.并瓦類(貯蔵具)が加わる。以下,各器種の概要を述べるが,名称はなるべく形見、

を表現する祁怜吾を用い,これを細分する場合にA ・ B ・ Cなどのアルファベットを付す0 同一器種のうち

法量のことなるものは 1.1卜Ⅲの口ーマ数字をさらに付す。須恵器の場合,製作技法による分類は基本

的に必要としないが,士師器にはロクロを使用するものと使用しないもの(非ロクロ)があり,これによる

大きな分類が可能である。この分類はあくまでも器種による分類ではなく,製作技法上の分類である0 し

かし,土器の系譜や時期をぢぇる場合,重要な指標であり,便宜的に器種名に準じて扱うことにする0

須恵器(第35図)

無台杯 a ~3)

体の器種のなかで

杯のうち高台をもたないもの。食膳具の主体をなすもので,有台杯よりかなり多く王

も個体数は最も多い。口径11~16Cm,高さ 3 ~ 4Cmで,法里によりおおよそ大(小、
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台杯1),小(無台杯ID の 2 つの器種に分類される。口径15Cm前後の無台杯1,口径12~13Cmの無厶杯Ⅱ

にほぽ分類されるが,両者の境界は不分明なものもある。Π期までの古い時期のみ無台杯1がある。

無台杯の口縁部の部を片口にしたもの(3)が少量ある。「片口無台杯」とする。

有台杯(4 ~10)杯のうち高台をもっもの。形態・法量からA ・ B ・ Cの3器種に分けられる。また体

部外面に沈線をめぐらす有台杯Xがある。 A ・ Bは基本的に有蓋と考えられる。

有台杯A (4~ 6)有台杯のうち,身の浅いタイプ。有台杯ではもっとも般的である。 01又10~16伽

高さ 5Cm以下で,法量によりほぱ大(1)・中(1D ・小(Ⅲ)に分けられる。有台杯A 1 は口1又14~15師,

有台杯AΠは口径13Cm前後,有台杯AⅢは口径11師前後である。 A 1は無台杯 1と同様にΠ期まで才在し,

小型のAⅢはⅢ期以降に目立っようになる。小型の有台杯AⅢは,深身で小刑の有台杯Cと区別が不分明ナ

部分もある。しかし,有台杯A1Ⅱは浅身の形態の小型化したもので,有台杯Cは深身の形態(有厶杯B)を

小型化したもので,法量がかなり近似していても,全体のプロポーションや,底部外縁部から古厶付近の

形態,口縁部外面のっくりなどからおおよそ区別することができる。高さ5Cm以上あるものは明確に有ム

杯Cといえる。また杯部のみの径高指数(器高/口径XI00)が40以上のものは有台杯Cである。 35以下は

ほぽ有台祢AⅡ1である。また,底部外周から高台接合部が長いもの,例えばS115 (50D . S16 (523)は

有台杯AⅢである。有台杯AはIV期以降,少なくなる。小型の有台杯AⅢは内面に自然釉がかかり,焼成
状況からも無蓋と考えられる。

有台↑不B (フ'8)有台杯のうち身が深くて,大きいもの。口径13伽以上,高さ 5Cm以上である加身

のタイプには体部外面に沈線をめぐらすものもあるが,それは「有台祢X」とし,別の器種にする。Ⅳ期

以降の佐渡小泊窯(胎士B群)の有台杯は基本的には有台杯Bであるように,Ⅳ期には有厶杯の主体を
な'す。

有台杯C (10)深身で小型の有台杯。口径10~11Cm,器高4伽以上である。有ムキ不Bの小刑口で,有ム

杯B I, B Ⅱという分類もできるが,両者の区別が明瞭であり,「有台杯C」とする。有厶杯Bと同様に

9世紀以降に般的になる。無蓋と考えられる。前述のとおり,小型の有台杯AⅢと区別しにくぃものも
あるが,相対的に身は深い。

有台杯X (9)有台杯のなかで,体部外面に沈線をめぐらすタイプ。金属器写しと考えられる。一般的

に浅身の有台キ不より深身の形態にみられる。したか'つて,有台杯Bに器形が共通するものが多い。ただし,
Π期までは有台杯Aより深身ではあっても,さほど深身ではないものもある。

杯蓋 a5~17)有台杯にともなうもの。ただし,小型の有台杯AⅢと有台杯Cにともなうものはみ・れ

ない0 有台杯A I'Ⅱ,有台杯Bにともなうもので,数量もそれとほぼ同じである。 17は天井邦が丸く

て高く,つまみの高さも高い。大きいことからも般的な有台杯にともなうものではない可牝性がある。

特殊な蓋として18がある。天井部に環状の突帯がめぐり,縁部が大きく屈折するもの,つまみが1竺犬
ものなどである。杯の蓋ではないと考えられる。数は少ない。

折縁杯(11'12)口縁が外反したのち,端部が内湾する杯。あたかも蓋の縁立3をMにしたよ、ナ.形態を

とる0 越後でも1河賀北地方だけで生産が確認、されてぃる地域色の濃い器種である。口縁邦の形態ナどか・

「身」ではなく「蓋」とする見方もある。その場合,深身で体部外面に沈線をめぐ、す金属器写し有ム
杯Xなどが身として想定される。その理由としては,第に口縁部の形態.つくりが蓋の縁立と三、

ること,第二に「高台」が高くて、「つまみ」とも考えられることがあげられる。しかし,以下の点か、

「身」としたほうが妥当と考えられる。①この器種の出現期はともかく,のちに六ると「古厶は广くナ.

奈良・平安時代
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り,他の有台杯と同様の形態となり,「つまみ」としては不便な形態になる。②窯内における焼成時の置き

方が r蓋」ではなく,「身」として取り扱われている。自然釉(厚い灰かぷりでなく,外面の色調の変化も

含む)の付着状況から判断して,杯蓋は窯内で身とセットにして焼成する(天片部を士.にして置く場合と,

身の上に蓋を逆さにして重ねて置く場合が多い)。壷の蓋も使う際の位置において焼成する。しかし,この「折

縁杯」は口縁部外面のみに自然釉がみられ,身とセットではなく,この器種だけで重ねて焼いたとぢぇら

れる。③これにともなう「身」がかならずしも明確ではない。これを「蓋」とした場合,これに伴うと想

定される金属器写しの有台杯の数量はこの器種の量よりも少ない。生産地である須恵器窯佳'士の資料.のう

ち,笹神村狼沢2 号窯〔判11ほか1973〕では,法量・数量とも明確にともなう「身」は確認できない。以上

の点から,古手のものに「蓋」も含まれるかもしれないが,基本的に「身」であったと考えられる。折縁

杯はΠ期まではみられなく,Ⅲ期以降に出現する。一般的な杯よりは少ない。

皿(13)身のごく浅い皿。 1点しかない。

稜椀 a4)体部に稜をもち,口縁部が外反する。金属器写しのタイプ。食膳具としては少なく,数点

の出土。

短頸壷(20・2D 球形にちかい体部に短く直立した口縁部をもつ。'般に高台をもっ。体音Ⅲこ沈線を

めぐらすものが多い。一般に自然釉がよくかかる。壷蓋が蓋である。数少ない壷類のうちでは,比較的目

立つ。

小"瓦壷類(24・25)いくっかのタイフ゜があるが,婁気よごく少ない。頸部は長いものと短いものがある。

長頸瓶(26)長い頸部をもつ并瓦ないしは壷。1V期以降は体部が長いタイプになるが,数は少ない。

鉢(22)鉢にはいくっかの器種がある。これは口縁部が短く外反し,口の広い鉢である。 1.2点出

土しているのみ。

把手付鉢(30)把手をもった大型の鉢。 2点程度出士。

広口瓶(23)広く大きく外反する口縁部をもつもの。数点出土。

直口壷(27)無台で長めの体部に短い口縁をもつもの。 1点のみ出上。

甕にっいで一般的な貯蔵具。自然利仂ゞよくかかるものが多い。横瓶(3D

甕A (28)広い口で短く外反する口縁をもっ比較的小型の甕。「広口甕」ともいえる。少ない。

大きさはさまさまで,口縁部の形態も多様である。貯蔵具で最も多いが,多くは破片であ甕B (29)

り,口縁部が出士している住居跡はごく少ない。破片数は多いが,全体の個体数はそれほど多くないと考

えられる。

甕C (図版111-1061~1064)大型品で口縁部外面に波状文などを配する。

転用具本来の器を転用したもの。

灯明皿無台杯'有台杯にタールか付着し,灯芯の痕が残るものがある。これには意図的に口縁邨を打

ち欠いたものがある。

杯蓋硯有台杯の底面,高台内側や杯蓋内面に墨痕を残すものがある。口縁部から体邦を意図的に打ち

欠いたものが多い。顕著に磨滅したものと,そうでないものがある。

土師器(第36・40図)

前述のとおり,土師器には製作技法が根本的にことなるものがある。それは大きくみて,ロクロを使用

しているもの(ロクロ土師器)と,そうでないもの(非ロクロ M覗勘である。非ロクロ士師器は古墳1庁代

後期以来の系譜下にあるもので,ロクロ土師器は在地の須恵器生産が活発になる8世紀初頭に出現し,の

奈良・平安時代



長甕IA系(ほ勵 長甕B系(ほ動

長甕ΠA系(ほ勵

2

長甕I A系(2^動

V

~

長甕C系

出士遺物

フグー'

長甕B系(2^動

ノノ

4

小甕A系

短胴甕C系

9

小甕ⅢB系

鉢形甕A系

小甕IB系

10

12

佐渡型甕

足

鍋A系

小甕C系

13

20cm

鍋B系

第36図土師器の器種分類①

鍋C系

辻
＼

^
・
、
一
^
、
一
^
、
、
^
次

-
 
N

一
ヨ
ー
、
、
、
＼

、
ゞ
ハ
・
・

＼
N
＼

/

三



3

ちに普及するものである〔坂井1983幻。古代の「ロクロ」は,多くの士器の観察からみて,粘土塊より水挽き

成形が可能なものでなく、調整(整牙のに使用する程度の一種の「回転台」と考えられる。したか'つて,「ロ

クロ上師器」は「ロクロ水挽き」の上師器ではなく,須恵器の製作技法でつくられた士師器を意味する。須

恵器の製作技法とは,タタキ成形や粘士紐成形後のロクロ調整化艾形),ロクロ回転によるカキ目などである。

長 a ~田長胴の甕。小甕とならび,煮炊具の主体をなすもの。内面にまったく炭化物(おこげ)

をとどめないことから,これで直接米を煮るものでない〔坂井1988C〕。器種はA系をのぞいてひとっであ

る。製作技法は, A系(非ロクロ)・ B系(ロクロ丸底タイフ゜)・ C系(ロクロ平底タイプ)の 3種に大別さ

れる。それぞれの製作技法にっいての詳細は後述する a03頁)ので,ここでは概略にとどめる。

長甕A系 a ~3)ロクロを使用しないもので,底部は平底である。頸部のしまりは少なく,体部の'、

くらみも少ない。高さは30~35Cm,口径20~25Cmのもの(長甕A D が多いが,高さ25Cm前後で,やや小さ

いもの(長甕AID も多少ある(第37区D。

奈良・平安時代



V 出士遺物

長甕B系(4・5)ロクロ土師器のうち,丸底形態のもの。一般的な「北陸型」の煮炊具である。口縁

部は「く」の字状に外反し,体部はゆるく'、くらみ,底部は丸い。

長甕C系(6)ロクロ土師器のうち,平底形態のもの。「北陸型」ではなく,越後でも阿賀北地方に分

布の中心をもつ公算が強い。ロクロ士師器成立期に一般的である。口縁部は「く」の字状ではなく,短く水

平に外反し,体部はあまりふくらまない。底部は平底である。体部下半にタタキ成形はみられない。「北陸

型」の煮炊具と比較し,「ロクロ土師器」と認、めない見方もできよう。

小甕(9 ・10・12~14)高さ15Cm以下の甕で,長甕との器高差は大きい。口径は10~17Cm。法量にはか

なりの差がある。製作技法による分類は基本的に長甕と同様で,口縁部の形態も類似する。いずれも原則

として平底である。口縁部内面のみに炭化物が帯状に付着しているものが多く,用途は汁物を煮ることか

10

第38図土師器甕B系法量分布図
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3 奈良・平安時代

'であたと考えられる。

小甕A系(9・1の非ロクロの小甕。頸部のしまりがなく,体部はあまり'、くらまない形態で,鉢にち

かい器形のものが多い。高さ13~15伽程度のものと10om前後のものがあるが,両者は明瞭に分離しない。

まれに丸底のものがある。丸味をもつ平底もまま存在する。

小甕B系(12・13)ロクロ士師器で,長甕B系と共通の技法により製作されたもの。口縁部は「く」

の{状に外反し,体音Ⅲ才中位が'、くらむ。底部は平底である。高さ14~15Cmくらいのもの(小甕B D と

10~12Cmくらいのもの(小甕BID の 2種が般的であるが,フ~ 8Cmのごく小さいもの(小甕BⅡD も少

量ある。

小甕C系(14)ロクロ士師器で,長甕C系と共通の技法により製作されたもの。口縁部は「く」の字

叫"゛町",1'"゛Ξ'

,,""ⅡE

A系2類?

最大胴径

.

.

"""Ⅱ""●,Ⅱ叫M',Ⅱ"
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V 出土遺物

状ではなく,短く水平に外方にのぴ,体部は上位がふくらみ,肩力汚長る形態である。高さ14~15師のもの

が多い。

鉢形甕 aD 煮炊具で,頸部のしまりがなく,口径に比し,器高が小さいもの。形態は小甕A系と共

通する面があり,製作技法は非ロクロである。量は少ない。

短胴甕(フ)口径25Cm以上の大型の甕で,長胴の形態をとらないもの。量は少ない。製作技法は長甕

と同様にA系(非ロクロ), B系(ロクロ丸底), C系(ロクロ平底)がある。

佐渡型甕(8)製作技法が特異で,佐渡特有の特徴をもつもの。 2・3点あるのみである。当遺跡出

士土器には全体の器形を知りうるものがないが,非ロクロで,ごく薄い器壁と砂粒を多く含む胎土から,

佐渡から搬入されたものと考えられる。平安期の佐渡においてはロクロ土師器の甕は皆無で,非ロクロで

ある。しかも,形態は球胴で丸底であり,その系譜は畿内地方に求められる〔坂井1988b〕。越後に搬入され

たf列は,出雲崎番場遺跡〔坂井ほか1987〕にある。

鍋 a5~17)煮炊具としては長甕,小甕に次ぐ量がある。製作技法は長甕・小甕と同様に,鍋A系(非

ロクロ),鍋B系(ロクロ丸底),鍋C系(ロクロ平底)がある。鍋A系はごく少ない。それぞれ形態'製作

技法は長甕に類似する。

大鉢(31)浅めの身に直線的にひらく体部,口縁部をもっ。平底であろう。煮炊具と考之られる。ロク

口土師器にある。 1~2点あるのみ。

鉢(26~28)鉄鉢形のもの(鉢B),大きい椀形のもの(鉢A)、ロクロ土師器の鉄鉢形のもの(鉢C)が

無台杯B

鉢A

ー^
ノ

大鉢

露A

支脚

」、

33

34
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3

ある。鉢Aは食膳具の可能性もあるが,二次焼成がみられる。 1点のみである。

壷(29・30・32)須恵器生産がすでに始まっている時期なので,士師器の貯蔵具はごくまれである。壷

A '壷Bがある。壷B (29)はやや小型で,丁寧にっくられたものである。ロクロ士師器。 1点のみであ

る。壷Aは大型で,古墳時代後期以来の系譜をもっ非ロクロの士師器である。長甕A系より頸部がしまり,

体部のふくらみがやや大きい。内外面をへラミガキする。

無台杯(18~21) 19・20は須恵器の無台杯を模倣したと考えられるもの。非ロクロの土師器無台杯C

(2のとロクロ調整の無台杯B (19)がある。無台杯Bは製作技法は須恵器と同一であるが,胎士が須

恵器と明確に異なり,土師器に共通する。無台杯A ・ Bともにごく少ない。このほかに赤彩される精製品

の無台杯A Q8)がある。これはロクロ土師器である。特殊なものとして,東北系の黒色士器かと考えら

れる杯X (2D がある。

椀(22~25)大きさ・手法ともいくつかある。

椀A (22)非ロクロの小型品で,古墳時代後期の系譜をもっ食膳具と考えられる。数は少ない。 1期

におもにみられ,片口をもつものもまれにある。

椀B (23.24)ロクロ土師器の椀として,一般的なタイプである。平底で高台をもたず,体部は丸味を

をもってたちあかるもの。口径13~15Cmのもの(椀BID と口径20cm前後のもの(椀B D がある。椀Cを

含めて,ロクロ士師器の椀はIV期以降にみられるようになる。住居跡出士土器では少ない。

椀C (25)椀Cは椀Bよりも口径に対する底部の比率が大きいもの。内面に暗文状の細かいへラミガキ

がみられる。ごく少ない。

土製品(33・34)用途不明の士製品がいくつかある。

士管状士製品(33)ロクロ調整でタガのような段をもっもの。段は複数の個体をはめ込むためのもの

と考えられる。一方の端部内面は内側に厚くなる。美則列に古墳時代後期にもよく見られる土製品がある。

それは非ロクロであり,明瞭なタガをもっていないものが多い。二次的に焼けてぃるものがあり,カマト
などに関連した士製品の可能性が考えられる。

支脚(34)棒状の土製品で,カマドに使う支脚と考えられる。数はごく少なく,調査例からみても,

多くの支脚は石と老えられる。受部のような部分をもっものもカマドから出士しており,支脚の可""性か
ある。

奈良・平安時代

2)土器の製作技法

ここでは出士士器の大半をしめる須恵器杯類と士師器甕類の調整技法を含めた製作技法にっいて述べて

おく。あわせて調整技法の定義にも'、れることにする。

須恵器(図版216~22の

無台杯(第41図)底部外面が入ラ切り不調整で,ほかがロクロナデであるのが一般的である。 rロクロ

ナデ」はロクロの回転を利用したヨコナデである。ロクロの回転方向は右回りが一般的である。底邦の切

り離しが糸切りであるのは 1点のみ(sn -672)だけである。糸切りは回転糸切りである。越後で糸切り

技法が確認、されるのは頚城地方の浦川原村・三和村末野窯跡群〔小島ほか198幻,上越市滝寺窯跡群,中

越地方の三島町一の沢窯跡〔中キ打984〕くらいで,下越地方ではみられない。したがって糸切りのS11

(672)は搬入品と考えられる(図版219-1)。なお,この糸切りの「無台杯」は東海地方の猿投窯の系譜

下にあり〔坂井1988a〕,器種は r無台椀」というべきものである。
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底部の再調整は一般的にみられず,かるくロクロナデを加えるものがある程度である。まれにハケ目

(1034),ロクロケズリ(1035),手持ちのへラケズリ(103のがある(図版219)。「ロクロケズリ」はロクロ

の回転を利用したへラケズリである。底部外面に数本の条線状圧痕(図版217-4・5)がみられるものか

ある。底部内面の外周ちかくは器壁が厚く,その外御H底部と体部の境)が薄くなる。上から見ると,この

'、くらみ力璋釧犬にめぐる(図版216-1・220-4)が,これは第次の成升卯寺に,底部の粘土板と体部の粘

士紐を貼り合わせることによって生じたものと推定される。すなわち底部の粘士板の上から体部の粘土紐

を重ね,接合部の外伯Π底部内面外周)を強くロクロナデするのではないかと思われる。体部・口縁部の器

面には接合痕をわずかにとどめる例はかなりある。糸切りのものは底部内面の凹凸は少ない。

有台杯基本的に無台杯に高台を貼り付けたものである。高台は断面方形のものが多く,貼り付け後口

クロナデを施す。底部糸切りのものはみられない。高台内伯1はへラ切りのままで,ロクロケズリは加えな

いものが多い。ただし, S11461 (255)・ S1 7 (464)だけは丁寧にロクロケズリする(図版219-8 ' 218-

5)。前者は底部が著しく丸く,高台接地面が突出し,東海系の技術系譜のものである。後者は底0"糸切り

後にロクロケズリしたものと老えられ,同様に東海系と考えられる。

杯蓋製作技法は基本的に杯ど同一である。「無台杯」の体部のひらきを大きくし,縁部を屈曲させ,逆

さにして「底音山にっまみを付せぱ,「杯蓋」になる。般には天井部がへラ切り・ロクロケズリ,ほかは

ロクロナデである。杯と同様に天井部内面に器壁が厚く,ふくらむ部分がみられる(図版218-2)。ロクロ

ケズリを丁寧に施し,ヘラ切り痕をすべて消すもの,ロクロケズリをまったく施さず,ヘラ切りをそのま

ま残すものがある。またかるくロクロナデを加えるものもある。無台杯と同じく,天井部が糸切りのもの

が1点 a042)ある(図版218-4)。一般に糸切りの杯蓋は糸切り痕をロクロケズリで消すが,これは糸切

り痕をよく残す。

V 比'上遺物

ロクロ十テ

ヘラ U」リ

方向十テ

ロクロケズリ

器lhiの,」、くらみ

接地而内端・外端)

"ー.

ー"ー"^ノ

土師器(図版221~224)

長甕A系(非ロクロ,第42図)底部は平底で,体部はふくらまず,口縁部と体部の境が不明瞭で,口縁

部はゆるく弧状に外反する。 1期を中心に存在し,Ⅲ期以降はほとんどみられない。

口縁部はヨコナデであるが,ナデがごく粗いもの a^勵と丁寧にヨコナデしているもの(2類)がある0

1類はハケ目がよく残り,歪みも大きいか'(図版223- D,2類は口縁部に端面をもち,歪みも少ない(図

版223-2)。 1類は「回転台」を使用せず,土器を固定したまま,ナデているものと推定される0

体部内外面はハケ目で,外面はタテ方向,内面はヨコ方向が般的である。器面には粘土紐の'、くらみ
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3 奈良・平安時代

第42図土師器饗A系(非ロクロ)調整技法

か'よく残り,接合痕をそのまま残しているものもある。

底部は安定した大きな平底である。底部外面は「木葉痕」・ r砂痕」・「不調整」などがある(図版221.222)。

木葉痕は木の葉の裏面の葉脈の圧痕が底面に残るもので,広葉樹の網状脈ほかに,笹のような平行脈のも

のもある0 砂痕は砂が付着したもので,木葉と同様に底面か'r士器製作の台J から離れやすくするために

砂を使ったものと考えられる。砂の付着は底部の中央をのぞく周縁部のみである。これは底部中央がやや

くほむことによるのであろう。砂痕と木葉痕の両方が存在するものもある。木葉痕と砂痕は1類に,明瞭

な調整がみられない不調整のものは2類に多くみられる。「回転台」を使用するとすれば,木葉や刑プ.どの

「離れ材」は不必要であり,1類は「回転台」不使用,2類は「回転台」使用という柤定を支持する。

長甕A系の成形は平らな底部の円板の上に,粘土紐を積み上げる。体部の下部から口縁部までの積み上

げは一気におこなわず,3回程度に分ける。それは粘土自体の重味で一気に上邦まで積み上げると形を

崩すためと考えられ,ある程度乾燥させたのち,さらに積み上げるのであろう。積み上げの単位は土器の

カーブの変化点や器壁が厚くなる部分で判別できる。粘土紐の接合方法は,実測図の断面に表現すると,

左下がり右上か'りの線になる。すなわち,上の粘土紐はすでに積んである下の部分の内側に張りAせ,ユ

ビオサエで接合させる。ある程度粘士紐で成形したのち,体部内外面をハケ目で調整し,口縁部はヨコ方
向にナデる。

長甕B系(ロクロ丸底タイプ,第43図)底部は丸底で,口縁部は体部から明瞭に屈折し,直線的に「く

の字状に外反する。 1期より存在し,Ⅲ期以降の大半を占める。細部の技法は多様である。

口縁部は内外面ともロクロナデである。口縁端部は古い時期には丸いが,次第に面をもち,つまみ上げ
られるものが多くなる 0

体部上位は内外面カキ目が一般的である。カキ目がなく,ロクロナデのもの,ごく部分的におこナ、も

のがある0 またハケ目のものもある。「カキ目」はロクロ回転を利用したし、ケ目」であり,カキ目とハケ

目の原体は基本的に同ヒものである。したがって,同一個体に同一の原体で施したものであっても,ロク

口回転を利用したものであれぱ,「カキ目」であり,ロクロを静止させた状態であれぱ「ハケ目である。

つまり,タテ方向の「カキ目」,非ロクロの「カキ目」は存在しない。「カキ目」の前にタテ方向の「ハケ

1←^3^1

、を
網状脈 平行脈

a b C
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目」を施すものがⅡ期前後にみられる。まれに外面のカキ目の下にタタキ目の痕跡が残っているものがあ

る。それは口縁部外面のロクロナデの下にも観察される場合があり,それらはカキ目やロクロナデの前に

その部分までタタく工程があったことを示す。タタキ目を残すものは概して体部から口縁部の屈折が直線

的で,ロクロナデやカキ目がシャープである。製作状況を示唆する点として注目される。これに対し,器

壁が厚く,口縁部の屈折やカキ目・ロクロナデなどの形態・調整がシャープでないものがある。これらは

古いものに多く,シャープなものは新しいものに多い。したがって,こうした観点からB系は分類するこ

とが可能でありシャープなものを「2類」,そうでないものを「1類」とする。器面の内外面は幅2 ~ 3Cm

の間隔で若干の凹凸があり,粘土紐の積み上げにより成形していることがわかる。

体部中位から下位の外面は,タタキ目・ハケ目・ヘラケズリなどがなされる。時期などによりあり方は

多様である。タタキ目をよく残すようになるのはⅢ期以降であり,その場合は中位だけにタテ方向にへラ

ケズリやユビナデを施す。なかには底部までカキ目のものもある。ヘラケズリは上から下への方向が一般

的である。タタキ目は平行文が大半で格子目文が少量ある。内面はタタキ目に対応するあて具痕やハケ目

である。両者とも外面と同様,あり方は多様である。あて具の文様は同心円文が多いが,放射状文もみら

れる。

長甕B系の製作技法は必ずしも明瞭でない部分もあるが,おおよそ次のように考えられる。

①ロクロ上で平底の長甕のかたちを粘士紐の積み上げによって,成形する。この成形は基本的に非

ロクロの長甕と同じ方法をとる。

②ロクロを回転させ,中位から口縁部をカキ目・ロクロナデにより調整し,かたちを整える。この

作業の前に,中位から上位,さらには口縁部までタタキ成形するものもある。

③前の段階の状態で,一定の時問をおいて,やや乾燥させてから,士器を手でもちあげ下半部の内

面にあて具を用い,外面からタタいて,底部を丸底形態にタタキ出す(タタキ出し)。一部にハケに

よる押し出し(ハケ押し出し)も考えられる。

④逆さに置いて,ヘラケズリ・ハケ目など加える。

①のように平底形態をタタキにより丸底に押し出すことは,底部にちかい部分の器壁が一定ではなく,

鉢巻き状に厚い部分がめぐることからうかがえる。平底の際は底部と体部の接合部が必然的に厚くなり,
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3

これを丸底にタタキ出したとしてもこの厚い部分がそのまま残るからである。

長甕C系(ロクロ平底タイプ,第44図)体部の'、くらみは少なく,頸部のしまりもあまりない。口縁部

は短く水平にのぴる。口縁部のみの破片でもその角度により長甕B系か長甕C系かはおぉよそ判断できる。

体部上半部にカキ目が施され,ロクロ回転を利用した調整がみとめられるが,平底である。ロクロ士師器

の古い段階,とくに11期に一般的である。Ⅲ期以降にはみられない。

口縁部は内外面ロクロナデである。体部上位は内外面カキ目である。タテ方向のハケ目もままある。中

位から下位の外面はタテ方向のハケ目・ヘラケズリである。タタキ技法をいっさい用いない。ハケ目の原

体を強く施し,ケズリの効果をもっものもある。これはハケ目.ヘラケズリと区別する意味で,「ハケケズ
り」とする。ハケ目・ ヘラケズリ'ハケケズリは底部外面にまで及ぷ。体部下端は横方向のハケ目,ハケ

ケズリをするものが多い。内面はナデ・指頭圧痕・ハケ目.ロクロナデなどである。

長甕C系の製作技法は,長甕B系のタタキにより丸底形態にする工程を省いたものである。ただし,ロ

クロナデやカキ目は,一部のシャープな長甕B系より確実に鈍く,「ロクロ」の機".ナ・どの差が入唆される。

小甕'鍋小甕のA ' B ' C系,鍋のA ・ B ・ C系はそれぞれ長甕のA . B . C系と形態上^則以するぱか

りでなく,共通した技法によってっくられており,対をなすことは明らかである。ただし,形態上ことナ

るのは小甕B系が原則として丸底ではなく,平底であることである。したか'つて,小甕は邦をのぞいて
いずれのタイプも平底形態である。

長甕と形態がことなる小甕B系以外の小甕は製作技法はほほ'それぞれの長甕と同様である。小甕B丁は
口縁部と体部上位にっいては同じである。なかにはカキ目ではなく全面ロクロナー・のものもあ。

代には,体部外面下半に斜め方向のへラケズリか'よくみられる。底邦外面は不調整か糸り、。「、
調整」は明確な切り離しゃ調整痕がないものである。糸切りはⅢ期に出現する。糸切りには回ずハt
静止糸切りがある。

奈良・平安時代

3)実測図の表現方法

土器の実測図は原則として通例にしたがって表現したが,本書に限って,一定の基準を採用したものも

あるので,あらためて実測図の表現方法を説明しておく 0

①中心線の右側は断面と内面,左側は外面を描く。

②原則として全体 q劉の2/3以上残存してぃるものは,中心線の両面を卸1り,ほぽV2以下のもの

は,片面を測って反転した。小破片で径の復元が困難なもの(ほほV12以下)にっいては,中心線と
左右の図の線を雜した。

③外形と断面以外の線には,定規で引いた直線とフリーハンドの線の2種がある。定規で引いた官

線は横方向のものに限られるが,これは「ロクロ」,あるいは「回転厶の回転を利用して生じた線

を意味し,それ以外のものはフリーハンドの線である。代表的なものは,口縁上端部の線であり,

非ロクロ土師器のうち「回転台」を使用していないと考えられるもの(1類),すなわち,口縁邦の

歪みの大きいものはフリーハンドで表示し,ロクロ士師器と非ロクロ土師器でも口縁立3のヨコナー・
がていねいなもの(2ま勵は口縁部を定規の直線で表示した。

④「ナデ」'「ヨコナデ」.「ロクロナデ」はナデの痕跡などの具体的な表現はしてぃないが,「ヨコナ

デ」と「ロクロナデ」による器面の凹凸(稜線など)は2点で切った破線で示した。この1"A原則と

して凸部に線を入れたが,凹部が顕著な場合は,これにも線を入れた「回転厶を使てぃナいと
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考えられる弱い「ヨコナデ」はフリーハンド,「ロクロナデ」と「回転台」を使ったと考えられるて

いねいな「ヨコナデ」は定規の直線である。また,「ヨコナデ」・「ロクロナデ」の範囲を示すところ,

たとえぱ,口縁部と体部の境付近の内外面には調整技法の変化することを明示する意味で,実線で

表示した。ただ,範囲か旧肝寉でない場合もありかならずしも一本の線で表現できないこともある。

⑤横方向の実線はほかに有台杯の高台の張り付け部,杯蓋のつまみの張り付け部のほか,顕著な器

形の変化する点にも用いた。また,沈線も2条の直線で表示した。直線の箇所や断面の凹凸などを

勘案してその表現する意味を判断されたい。

⑥「カキ目」とし、ケ目J は前述のとおり同様の原体で施すものであるが, rカキ目」はロクロ回転

を利用した横方向の条線であり,定規の直線,「ハケ目」はフリーハンドである。両者の表現は中心

線に近い部分に限る。

⑦へラケズリにはロクロ回転を利用した「ロクロケズリ」,それを利用しない rへラケズリ」がある。

「ロクロケズリ」は定規の直線で,その調整がはじまるところは実線,それ以外のケズリの単位(稜

線)は1点のみ切る破線で表示した。「ロクロケズリ」には砂粒の移動痕を表示せず, rへラケズリ」

にはそれを行なった。また「ヘラケズリ」は 1回の単位がわかるものについては,その範囲を破線

で示した。

⑧「タタキ目」.rあて具痕」・r指頭圧痕(ユビオサエ)」などの調整も適宜表示した。調整以外では粘

士紐の接合痕なども明確なものにっいて表現した。断面で明瞭に観察できる接合痕は破線で入れた。

⑨「ヘラミガキ」は原則としてその単位を表現していないが,方向を矢印で表示した。ただし暗文風

に入念に施すものはこの限りではない。

⑩底部の調整は実測図で表現できないため,観察表の手法に記入した。ただし,土師器甕類は不調

整が大半で,これにっいてはとくに記していない。使用痕のうち灯明皿かと思われるタール状の付

着物,転用硯の墨痕などは網目で表現した。「スス」・「炭化物」・「黒斑」は表示していない。観察表

を参照されたい。

ロクロ十デ

カキ目

ノ、イr 1ヨ

ヘラケズリ

ハケケズリ

不調整

ノ、ケ

ハケケズリ

小甕

V 出土遺物

5

、τ2>

1 3^1

ロクロナテ

カキ目

不調整

ヘラケズリ
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3 奈良・平安時代

4)士器の胎士

土器の胎土は一様ではない。胎土は士器の生産を示す有力な情報であり,それを明瞭に識別することは

士器の生産と流通を考えるうぇで,きわめて重要である。しかしながら,個々の士器にっいて,生産地を

同定することはかなりむずかしい。須恵器であっても,かならずしも生産地の状況か細かくわかておら

ず,胎士等に含まれる鉱物や素地にっいての理解も不十分だからである。

ここでは,須恵器にっいては3つに大別し,士師器には含まれている鉱物をわかる範囲で記入した。個

々の土器の胎土は観察表に記した。

須恵器

A ・ B ・ Cの群に大別した。

A群胎土そのものか相対的に粗く,石英・長石・金雲母を多く含む。量的に最も多い。実測個体では

全体の約70%である。石英・長石・金雲母は花崗岩を起源とする鉱物で,当遺跡に最も近い笹神丘胖の笹

神'真木山窯跡群を中心とする阿賀北地方の須恵器と推定される。器面はざらっいたものが一般的で<

まれる鉱物の粒子は金雲母をのぞくと比較的大きい。笹神・真木山窯跡群以外の新発田市ホーロク沢窯跡

(第Ⅵ1章2A),加治川村下中山・貝屋窯跡群〔戸根1973,川上198幻も含まれる鉱物は同様で,器面の感

触も類似しており,肉眼ではこれらを識別することはできない。ただ,地理的条件や窯の数からみてA群

の多くは笹神・真木山窯の製品であることは確実であろう。

B群胎士そのものが精良で,長石かと思われる白色小粒子を多く含み,器面に黒色の小さな吹き出し,

斑点がみられるもの。 9世紀後半以降急速に多くなるもので,産地は佐渡の小泊窯跡群と考えてぃる。器

種によって胎士がことなるようであり,無台杯は胎土がとくに精良で,器面はなめらかで,水でぬらして

ロクロナデした際のヌタ状の付着がみられる。まれに, r海綿骨針」に、く小さくて白い針状のもの)を<む

ものがある0 甕'"瓦類は白色小粒子のほかに黒い小さな斑点が多くみられる。越後の須恵器生声が急速に

衰退する9世紀後半以降,10世紀前半までは佐渡小泊窯の製品は越後に数多く流通し,消費地の須恵器の

大半を占めている〔坂井19認b〕ことから,とくに当遺跡のあり方が特異なものではない。

C群 A群' B群以外のものを括した。胎土が精良であるが,長石.石英の粒子をAむものが多く,

器面はなめらかである。生産地の候補は阿賀野川以南でも北側の新津丘陵の新津市七本松窯跡〔中川ほか

1956〕,五泉市山崎窯跡〔川上1981〕,出雲崎町・和島村・寺泊町にかけての西古志窯跡群などである。山崎窯

跡の須恵器には r海綿骨針」を多く含む。 C群に含めたなかにも「海綿骨針」を含むものはいくっかある。

業斤津丘陵以外の窯の製品もこれに含まれている可能性が高いが,多くは新津丘陵のものではナ・いかと仲、わ

れる。したがって,本遺跡出土須恵器の大半は以上の3つの地域(阿賀北地方.佐渡小泊.新津丘陵)で生

産されたものと考えられる。

土師器

士師器にっいては生産状況が須恵器ほど明確には把握できず,胎士も明暸な識別基準をもてぃない。

しかし,多くの個体を通観すると,須恵器と同じくらいの種類が存在することが感じられる。まず,おお

よそ識別できるのは,非ロクロ土師器(技法A系)とロクロ士師器(技法B. C系)である。後者は基本的

に須恵器と同様の胎土(須恵器系胎土)と想定しているものである。素地となる粘士に大きさが1蹄交的均

ーな鉱物を含むもので,須恵器A群と同じように,素地そのものが,粗雑で石英.長石.金雲母を<むも

のが多い0 また素地は精良で,含有鉱物も少なく,須恵器のC群に対応すると考えられるものもある。
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方,非ロクロ土師器の胎士はロクロ士師器と比較して,含有鉱物が石英・長石・金雲母などに限定されず,

ほかの礫を含み,しかもそれらの粒子がロクロ土師器に含有される粒子に比し,粒子の大きさが一定して

おらず,形も丸味をもっている。このことから,非ロクロ土師器の胎土は粘土に川砂などを混ぜたことか

推定される。川砂は大きさが一定でなく,丸く磨滅しているからである。これに対し,ロクロ土師器の胎

土は山士のなかに存在する鉱物の粒子をそのまま「混入」していると推定される。

このような,非ロクロ士師器とロクロ士師器の相違は,両者か'ともに存在する 8世紀前半代を中心、とし

た時期に注意されるが,もうひとつの区別は9世紀に入ってから,胎土B群(佐渡小泊窯)の須恵器が流入

するようになって,同じロクロ土師器のなかで生じる。それは須恵器系胎土とはことなり,胎土そのもの

が精良なものである。こうした胎士は須恵器とは別のものであり,両者の生産地が別であることを示唆し

よう。

以上を整理すると,士師器の胎士はおおよそ次の3つに分けられる。

①非ロクロの土師器に特有なもの。「非ロクロ系胎士」。

②ロクロ土師器のうち,一部の新しい時期のものをのぞくもの。「須恵器系胎土」。

③ロクロ士師器のなかで,須恵器系胎土でないもの。「非須恵器系胎士」。

胎士に含まれる鉱物等は「混和材」であり,士器作りにあたり意図的に混ぜたものという意見がある〔北

野198幻。川上貞夫氏によれぱ,須恵器窯が多く存在する笹神丘陵の上には,いっさい鉱物は含まれてお

らず,須恵器に混ってぃる鉱物は,川から採取したものであろうという。もしそうであれぱ,笹神・真木山

窯跡群の粗雑な胎士は意識的に混入した r混和材」によって生れたものと考えられる。しかし,筆者が豊

浦町滝沢の丘陵から直接採取した士には,1~2脚大の石英・長石・金雲母が多く含まれており,感見的

にはこのような鉱物混ヒリの粘土をそのまま土器の素地に使用した可能性も考えられる。なお,須恵器と士

師器が同一の胎士としても煮炊具にはより多くの粒子を含んでおり(狠沢2号窯の資料など),素地作りにあ

たっては須恵器の食膳具.貯蔵具と士師器の煮;炊具とでは明確に区別していたことか'うかがえる。

V 出土遺物

5)使用痕

土器の使用痕は士器が具体的にどのように,何に使われたかを示す重要な情報である。そのためここで

はできる限り,注目される使用痕を観察した。

須恵器

須恵器の使用痕は通常少ない。供膳・貯蔵という機能から,器そのものに使用痕が残ることが少ないか

らであろう。顕著なものでは灯明皿と硯がある。灯明皿は明かりとりに使用したもので,杯の口縁部内面

にタール状の黒褐色の付着物がみとめられるものである。なかには灯芯の痕跡をよく残すものがある。ま

た,杯の口縁部を意図的に打ち欠いて,灯芯をおくようにしたものもある。明確に灯明皿と判断されるも

のは多くはないが,タール状の付着がみとめられるものはかなりある。

硯は墨跡である。杯蓋の内面,有台杯の底部外面を利用したものが多い。しかし,明確な磨滅をともよ

わないものが多く,これらは墨をするものではなく,墨を留めるだけのものであろう0

墨跡をともなわず,器面か'よく磨耗してぃるものはかなりの数にのぱる。杯の底部内面,杯蓋の内面に

多い。これにっいては実際に食膳に際して生じたものもあるであろう〔木立198幻。したがって杯蓋はたん

なる r蓋J ではなく,「身」としての機能を兼ねたものとして考える必要がある0
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3 奈良・平安時代

土師器

士師器の大半を占める煮炊具の使用痕は,①次焼成,②外面のスス,3内面を中心、とした炭化物(お

こげ)がある。従来「一次焼成・スス付着」といった観察に終ることが,多かった。しかし,具体的な煮

炊方法を知る手がかりとするためには,内面の炭化物の有無,炭化物のある場合はその部位が重要な点で

ある現在,古代の煮炊きの方法にっいては,「煮る」と「蒸す」というまったくことなった方法か'知られ

ている。「煮る」方法であれぱ,容器のなかに水と調理する米などをいっしょに入れ,加熱する井果,内面

に炭化物が付着することが多い。r蒸す」方法は水を入れた容器の上に米を入れた蒸し器をのせて加熱し,

水蒸気で調理する。その結果,水を入れた容器と蒸し器の内面には炭化物が付着することはない。筆者は,

長甕の内面には炭化物の付着が原則として三忍められないことから,これで「煮」ることはなく,「蒸す方

法が古代で般的であったと考えている〔坂井1988d。小甕の場合は口縁部内面のみに炭化物が付着するも

のが多い(図版224 4 ~6)。これは汁物を煮た容器と考えられる。

古墳時代

,

外面

内面

スス

炭化物(おこけ')

甕

奈良・平安時代

第45図土師器煮炊貝スス・炭化物付着状況

長甕
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D 竪穴住居出士土器

S1 5 出土土器(図版郭・17フ・ 188 ・ 189 ・ 222,観察表 246頁)

S14 に切られる竪六住居t,出土士器はほぱ図化した。須恵器は 1個体もない。器種は長甕6点,小甕

3点,鉢形甕1点,短胴甕1点,鍋 1点,支脚 1点の計13点てある。非ロクロのA系が多い。須恵器を伴わ

ず,器種に偏りがみられるが,1期の資料てある。カマドから出土した 4 ・ 6 ・フ・ 8 ・10は芯材に利用

された可能性をもつ。 1・ 3 ・13は上面,あるいは上層出土tある。

土師器 a ~13)長甕・小甕・鉢形甕・鍋がある。

長甕(3 ・ 5 ・ 9 ~12)A系(3点), C系 a 点)がある。 A系のうち 9 は口縁部のヨコナデが強い 2類で

ある。ハケ目がきれいに消されている。 10・11はヨコナデカ場§い 1類てある。ハケ目がよく残り,口縁部,

の歪みも大きい。 9 は内面のハケ目がタテ方向て',ヨコ方向の 1類とことなる。胎士も白っほ゜<,含まれ

る粒子は須恵器に類似したもの(須恵器系胎土)てある。こうした胎土は明確なロクロ使用の12と共通す

る。 12は口縁内面に凹線様のくぱみをめぐらし,口縁端部は丸くぉさまる。底部は丸底で外面をへラケズ,

りする。これと同じものはS1336 (54 ・ 55), S1462 (122)にあり,古いロクロ士師器 B系にみられる。 5

は丸底の底部の内外面に平行文タタキ目と同心円交あて具痕が明瞭に残る。この胎士も須恵器系てある。

平底の底部(3)は外面へラケズリて, C系と考えられる。

小甕 a ・ 2 ・ 4)口縁部(1)と底部(2 ・ 4)がある。 1 は口縁部が短く, C系かと思、われる。 2 の底

部外面にはあらいハケ目がみられる(図版 222-6 )。体部内面はカキ目・ロクロナデとみられ,ロクロ

使用と考えられる。胎土も須恵器系てある。底部から体部の器壁が比較的均一て',たちあがりが丸くスム

ーズてあることも,その特徴てあろう。 4の底部外面は,中央に木葉痕のような条のくぱみがあり,そ,

の周囲にハケ目がなされる。

鉢形甕(フ)と短胴甕かと考えられる 8 は非ロクロてヨコナデはごく弱いものて',口縁部の歪みは大き

い。鍋Q3)は体部から口縁部の屈折が直線的て',器壁も比較的薄く,シャープなっくりて'ある。

6 は応支脚としたが,類例に乏しく,他の器種の可能性もある。調整は指頭圧痕て'ある。 6 をのぞく

12点のうち,6点がロクロ土師器B ・ C系,1点が非ロクロ A系の 2類て,ほぱ半分が非ロクロて、ある。,

上層.上面出士のものにロクロのB ・ C系が多いが, B系の 5 ・12は下層出土て、ある。

土器各説

V 出土遺物
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SΠ 15出土土器(図版56 ・ 57 ・ 17フ・ 181・ 188 ・ 221・ 223 ・ 224,観察表 247頁)

出士個体の大半を図化した。実測個体22点のうち,須恵器は 5点、士師器は17点て'ある。須恵器は無台

杯2点.有台杯2点.杯蓋1点,土師器は長甕・小甕・短胴甕のほかに,無台杯A・壺B ・鉢Bが各 1点ず

つぁる。長甕(29.31.35)はカマド出土て芯材と考えられる。非ロクロ土師器が多く,1期の基準資料て

ある。なお,古式土師器も一定量出土している。

須恵器(14~18)胎土は 5点のうち無台杯(15)と杯蓋 a8)がA群,その他がC群てある。在地の阿賀

北地方の製品てあるA群の比率が比較的低いことが注目される。

無台杯(14.15) 14の無台杯は口縁部を部欠くが,完形にちかいものて',口縁部に小さな片口をっくる

ものてある。底音Ⅲよ若干丸味をもち,口縁部はあまり開かない形態て,全体じ器壁が厚い。ていねいに調



3 奈良・平安時代

整されており,古様をとどめるものてある。

有台杯(16・17) 16の有台杯Aは口径約10cmの小型品て、あり,底部と体部の境は明瞭て,直線的にたちあ

がる。高台は内端接地で,外方にふんばる形態てある。口径10~11師の有台杯AⅢはⅢ,~Ⅳ,期に一定且存

在するが,それに比して高さは低い。内面には自然釉がかかり,蓋とセットtは焼成してぃない。対応す

る大きさの杯蓋がないことからも,無蓋と推定される。

杯蓋(18)天井部のロクロケズリは縁部近くまて達しており,つくりもよい。外面全体に自然釉と黒変が

みられ,正位の状態て身ιセットて、焼成されたと考えられる。

土師器 a9~35)一般に土師器の大半は煮炊具の甕・鍋類てあるが,ここてはそれ以外の器種が存在する

ことは注目される。

無台杯A (19)ロクロ調整で,器形は口縁部の外反がやや強いが,須恵器にちかい。底部を欠くが,他

に高台部は出士しておらず,無台杯と考えられる。口径約16伽の大型品てある。胎士はごく精良て,内面

にヨコ方向のへラミガキがなされ,胎土・調整ιも比較的あらい。無台杯B とは明瞭にことなる。色調も

赤彩こそなされていないが,明褐色て"赤っほ゜<,他の土師器と区別される。

壺B (20)「短頸壺」ともいえる器種て',胎土・色調とも無台杯Aに類似する。一部にへラミガキを加

えるなどつくりもよい。

鉢B (2D 丸い底部から丸味をもってたちあがり,やや内湾する口縁部をもっ。全体に器眸は薄く,底,

部も含めて均一て、ある。内外面ともへラミガキする。胎士は石英などの細粒子を多く含み,19.20とはこ

となり,一般的なロクロ士師器煮炊具と共通する。ロクロの使用は明確てはないが,底邦から体部のっく

りは非ロクロ士師器εことなった系譜を想定させる。一次焼成をよく受けており,口縁部内外面にスス.

炭化物が付着し,器面ははじけて剥雜している。剥雜面には幅約1師の粘士紐の接A痕が観定される。ヘ

ラミガキされることから,本来煮炊に使用されるべき器てないと考えられる。

以上3点は器種.技法からみて在来の非ロクロ士師器の系譜とはことなるものてある。

小甕(22~24) 22は非ロクロ A系,23はロクロ B系,24は外面にタテ方向のハケ目があり,非ロクロの,

可能性をもっが,口縁部のナデは強く,胎士も須恵器系と考えられる。 B系ないしはA系2類てあろう 0

長甕(25~31'34'35)明瞭にロクロ土師器と判断されるものは,外面平行タタキ目の体立β破片(26)の

みtある0 底部の25は大きな平底て',底部外面は不調整てある。したがってロクロ士師器の小甕B . C系

か,非ロクロのA系ても回転台を使用する2類かのいずれかてある。大きさからみて,小甕とは考え

られないから,長甕であろう。当土器群の土師器と同一個体とすれば,30のA系2類の底邦の可苛性が考

えられる0 両者の胎士は類似している。 30の長甕は内外面ともタテ方向のハケ目て、口縁邦のヨコナデが強

い非ロクロのA系 2類て、ある(図版 223-2)。口縁端部に凹線様のくほみをもち,体邦は「くの{状に

屈折し直線的にのびる。比較的シャープなっくりて'同じ非ロクロて'も A系 1類の29とはきわだったちがい

がある0 胎士は須恵器系てあろ。非ロクロA系ても特異なものに35がある。この口縁部はヨコナデが強く,

体部からの屈折,直線的な「<」の字状の外反,端部の面など,シャープなっくりて、ある。また内面はヨ

コ方向のハケ目ののちにタテ方向のナデを加える(図版 224-2 )など調整技法が特異てある。内外面と

も器面の凹凸は少なく,粘士紐のふくらみはハケ目によっててぃねいに消されてぃる。"ム土は須恵器ア't

あるO A系 2類とはいっても, C系にきわめて近い属性をもってぃる。一般的な C系とことなる点は,体

部上半部にカキ目,ないしはロクロナデがなされないこと,体部外面中位から下半邦にへラケズリやハケ

によるケズリがなされないこし,口縁部が「<」の字状に外反することなどtある。これ以外の長甕はA
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系 1類と考えられるが,28は内外面にハケ目をまったくとどめないものて',特異てある。外面は斜め方向,

内面はヨコ方向の強いナデと思われる。白っぽい色調て',胎士は須恵器系に類似するが,丸味をもつ細礫,

を多く含んている。 29は高さ約26Cmて',やや小型の長甕A Πてある。体部の器面は粘士紐のふくらみをよ

く残し,凹凸が大きい。

短胴甕(32)口縁部が長く,大きく外反するものて',類例は少ない。口縁部のヨコナデは比較的弱く ,

技法はA系 1類に入るものて'ある。

鍋(33)は内面のヨコ方向のハケ目はカキ目かとも思、われるがわずかに弧状となり,起点が認められ, ,

ることから,ハケ目と判断される。口縁部のヨコナデは強く,胎士は須恵器系て',明るい色調tある。

士師器煮炊具12点のうちロクロ土師器は小甕2点,非ロクロのA系 2類は長甕2点,鍋1点て,ほかは

非ロクロのA系 1類てある。ロクロ土師器の割合は16%て',かなり低く, A系 2類を含めると4200となる。

S1804出土土器(図版57・188,観察表 247頁)

出士個体数は少ない。実唄IH固体5点のほかに,須恵器無台杯3点,有台杯B 1点,杯蓋1点の小破片と

士師器鍋A系(1類) 1点,長甕体部タタキ目1点がある。須恵器の無台杯2点は胎士Ct,ほかはAて'ある。

小甕(38)の胎土は素地が比較的精良て,一般的な須恵器系て、はない。新しい傾向がうかがえる。上層出

土である。長甕(39)は器壁が全体に厚く,つくりはシャープてない。口縁部と体部の屈折は丸味をもち,

口縁端部は丸い。体部外面のカキ目は水平てない部分があり,あまり直線的てはない。頸部内面には粘士

紐の接合痕が残り,断面にもそれが観察される。以上の点からすると,ロクロの回転が弱く,調整が粗い

ことが推定される。胎士は粒子を含むがやや精良てある。士器の時期は明確てはないが,長甕の39と40か

ら1~Ⅱ.期と推定される。小甕(38)はこれより新しいtあろう。なお長甕(40)は海綿骨針を含む。

V 出土遺物

S1807出土土器(図版57・189,観察表 247頁)

出土個体数は少ない。実担IH固体のほかに,須恵器の大甕1点,杯 1点,土師器のタタキ目をもっ長甕片,

大鉢片 1点がある。大鉢片はS1336にある58と同一個体と思、われる。土師器片は非ロクロが多い。鉢形甕

(43)は比較的大きいものて',口縁部のヨコナデは弱く,歪みは大きし、。二次焼成を受け,煮炊具てあること

をよく示す。 42の小甕も非ロクロて',41の無台杯も比較的古様をとどめ,士器は 1期と推定される。

S1336出土土器(図版郭・189,観察表 247頁)

出土個体数は実測個体15点のほか小破片]0個体ほどであろう。実測個体の須恵器2点は撹乱坑出士て,

この遺構に元来伴うものかどうかは不明てある。このほか,土師器の椀A (50),大鉢(58)前鷲L坑出

土てある。長甕(54・55)の 2 個体がカマド内から出士した。

須恵器(44.45)有台杯A と考えられる44は高台がやや内伯上二入るタイプてある。 45は短頸壺の蓋の小

破片てある。実測個体以外に小破片がかなりある。無台杯数個体,有台杯2点,杯蓋4点,短頸空(?)

1点,大型の鉢 1点がある。短頸壺(?)はS1462 (10D と同個体て'ある。

土師器(46~58)小甕・大鉢のほかに椀A (5の,片口をもっ鉢かと思、われる51がある。

小甕(46~49.53) 46は非ロクロ A系と考えられる口縁部てある。 47・48はともに口縁部が短く,頸部

から弧状に外反することからC系の可"自性が強い。胎土は須恵器系てある。49の平底の外面には網状脈の

木葉痕が明瞭に残る。器種はやや小さめの長甕AⅡの可能性もある。 53は非ロクロ A系て',底部は水平な

面をもたない。底部外面はへラケズリされる。非ロクロA系の小甕には底部が水平てないものがある0
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3 奈良・平安時代

長甕(52・53~57) 54 ・ 55はS15(12)のように口縁部内面に一条の沈線をめく、らすタイプてある。 56は

形態からみて,短胴甕と考えられる。口縁端部は丸く,ヨコナデがてぃねいで,内外面がタテ方向のハケ

目からすると, A系のうち 2類と考えられる。胎士は須恵器系てある。 57は非ロクロ A系の 1類てある。

胎士に粒子をあまり含まず,細かいハケ目て'よく調整されてはいるが,口縁部のヨコナデは弱く,粘土紐

の接合痕が器面に残る。これと同一個体かは不明てあるが,木葉痕の底部がある。 51の片口をもっものの

器種は不明である。調整はあまりょくなく,内面の口縁部にちかい部分に炭化物が付着してぃる。

大鉢(48)須恵器系の胎士て',焼成も堅い。口縁端部は凹線様にくぱみ,明瞭な面をもっ。技法もロク

口士師器系てあり,外面にはタテ方向のハケ目ののちに,ヨコ方向の細かなハケ目を加える。ただし,ロ

クロ回転を利用したカキ目のように直線的てはない。スス・炭化物の付着はみられない。これと同一個体

と考えられるものが,近くのSK340から出士してぃろ。

士師器煮炊具11点のうち,ロクロ土師器は 5点ある。 5点のうち B系 2 点, C系 3点て'ある。須恵器が

明確tはないが1期か,あるいは止期でも古い時期にあたると考えられる。

SΠ312出土土器(図版58・189,観察表 248頁)

(59)非ロクロ A系の小甕てある。体部のふくらみはまったくなく,鉢形の形態て',口縁部は短く,外

反する。口縁部のヨコナデは弱い。 1期に比定される。

S1640出土土器(図版58・190,観察表 248頁)

(60・61) 60は長甕C系tある。底部外面は不調整t,指頭圧痕状のくぱみがいくっかある。外面のへ

ラケズリは強い。 61は小甕C系てある。 60・61ともにカマド内出土てある。Ⅱ,期と比定される。

S171出土土器(図版59 ・ 182 ・ 189,観察表 248頁)

この住居跡からは奈良'平安時代の士器のほかに,古式士師器がかなりまとまって出士した(図版51)。

しかも完形品,あるいはそれに近いものが含まれており,遺構との関係がかならずしも明らかてはない。

しかし,古式士師器をのぞくと,土器の時期は比較的まとまりをもっ。実測個体14点のほか,須恵器の無

台杯6点,大甕3点,土師器の長甕B系の丸底の底部 1点,長甕C系の底部 1点,小甕B系の平底の底邦

1点,鍋B系ないし C系 1点がある。

須恵器(62~65)実卸H固体4 点のうち,63は胎士C群,65はB群かと考えられる。 65は深身の有厶杯B

て,形態も9世紀以降の小泊産須恵器にま則以する。上層出土てあク,ほかの遺構の脚じりの可牝性が強、。.

末実測のうち無台杯の3点は胎土C群てあり, A群は約半数にすぎない。
無台杯(62・ 63) 62は口縁部が直線的に開き,端部が尖り気味になる。 63は白っぽい色調で,焼成は

やや軟らかい感じ を与える0 胎士はA群に比し精良てあるが,石英を一定量含む。口縁部にタール状の付

着物があり,灯明皿として使用されたと推定される。この須恵器の器面ははじけて剥籬した小さオ{ゞ
り,器そのものが熱を受けたことがうかがえ、灯明皿の使用痕と考えられる0

有台杯(64 ・ 65) 64は底部が厚く,どっしりとしたものて'ある。口径約15Cmの有台杯Alt,高台は外方にふ

んばり,底部の外周に付いている。胎土A群のなかの古様の有台杯といえ,他にも同じタイプがいくっか

出士している0 外面全体に自然釉がかかっており,逆位t焼成されたものてある。 65は吉厶が外端接地て,
外方へふんばりがなく,9世紀以降の新しい様相が明らかてある。
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土師器(66~76)小甕(67~70・72・73)はいずれもロクロ土師器てある。 68の体部はやや丸く張り ,

67はほとんど張らない。いずれも口縁部は短い。 70はとくに短く,焼成が堅く,須恵器にちかい。小甕(72)

は頸部がしまり,体部中位が張るややめずらしい器形tある。口縁部のヨコナデは比較的てぃねいて',外

面のハケ目はタテ方向ののちに,粗くヨコ方向に加える。技法はロクロのB ・ C系てないにしろ,非ロク

口 A系 2類に入るべきものて'はなかろうか。底部(73)は外面不調整て',あるいは72と同個体の可能性

をもつが,現状ての色調は明瞭にことなる。

長甕(71・74~76) 75・76の 2 個体はほぱ完形て',まったく同じタイプのものである。体部にほとんどふ

くらみがなく,底部にかけてすぼまる。口縁部はゆるく外反し,端部に面をもたない。内外面ともハケ目

て,口縁部のヨコナデはこくかるいものて,口縁部の歪みは大きい。底部外面は「寓隹れ材」として利用し

たと推定される砂の付着痕がみられる。これは底部が接地する外周部に著しい。器壁は全体に薄い。器面

には粘土紐の凹凸がよく残り,体部の力ープには 3ケ所ほど変化点が認、められ,次成形の粘士紐の積み

上げ工程の区切りがよみとられる。 2点とも外面にススが付着しており,甕として使用されたことが明ら

かてあるが,片面あるいは部の面にススが薄くなっている箇所があり,カマドの芯として再利用された

ことがうかがえる。長甕(74)は内外面εもタテ方向のハケ目て,口縁部のヨコナデも強いA系2類てあ

る。口縁端部は面をもたず,丸くふくらむ。かなり硬質の焼成て,部分的に淡黄灰色を呈する。胎士は須

恵器系てある。平底の底部(7D は外面にへラケズリがなされるC系てある。焼成はかなり硬質てある。

士師器煮炊具10点のうち非ロクロは半分の 5点てある。全体の士器様相は,須恵器有台杯(64)や非口

クロの長甕(75・76)から 1期に推定されると思われるが,小甕にロクロ土師器が多く,1期ても新しい

段階かと思われる。長甕(75・76)の器壁の薄さも同様に新しい傾向なのかもしれない。

V 出土遺物

S1610.600.630出土土器(図版60 ・ 61・ 181・ 187 ・ 190 ・ 194 ・ 221・ 225,観察表 248頁)

この遺構は 3棟の竪穴住居がかなり重複すると考えられたものてあり,カマドから非ロクロの長甕が多
゛

く出土した。カマド以外にはあまり土器は出土していない。互いの士器はほとんど様相差がなく,士器か

ら複数の遺構をとらえることはむずかしし、。

S1610 (フフ~85) 6 点の長甕(フフ~82)のうち,フフ・ 78は高さ25Cmほどの長甕Ⅱtある。 78は体部の力ー

プに 2つの明瞭な変化点がみられる。口縁部を残すものはいずれもヨコナデが弱く,歪みが大きい(A系

修勵。底部外面は84が木葉痕て、(図版221-3),81は着面があれており不明てある。フフ・78・79の胎土に

は海綿骨針を含む。80は明褐色を呈し,胎土のちがいが目立っ。実測個体て唯の須恵器の無台杯(83)

は器壁が薄く,やや新しさを感じさせる。上面出士て',あるいは他の遺構の混入かもしれなし、。

S1600 (86~90)の須恵器有台杯(86・87)は口径14師以上て',大型のA1てある。 86はS171 (64)と同じ

タイプて,胎土A群,釘は胎士C群て,これとはことなる。 87の高台は低く外方へふんばり,底部の外周

に付されてぃる。底部内面には一方向ナデが加えられ,ていねいなつくりてある。

S1630 (91.92)の長甕 2 点はいずれも胎士に海綿骨針を含む。 91は口径が22Cmとやや小さいが,体部は

長い。以上の土器は非ロクロ士師器ばかりて',1期にあたる。
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SΠ311出土土器(図版61・190,観察表 249頁)

(93・94) 93は大型の有台杯Aて'ある。底部から体部は丸く,口縁部は外反する。高台は外方にふんば

り内端接地てある。高台径はさほど小さくはない。底部内面に一方向のナデが加えられ,つくりはよい。



3 奈良・平安時代

94は鉢形甕てある。口縁部は体部からほとんど屈曲しない。裏面の剥籬が著しく,調整は不明な点が多い

が,底部外面はへラケズリてある。胎土は須恵器系に類似する。 1~正期に比定される。

S1462出土土器(図版62 ・ 63 ・ 181・ 192 ・ 222,観察表 249頁)

出士個体数は多く,30点以上を数える。実測個体の他に須恵器の小破片多数と土師器非ロクロA系1類

の長甕体部,大鉢(S1336一郭ι同一個体?) 1点がある。須恵器には広口壺かと思bれるもの(100)や,

短頸壺(10D,転用硯(95・102)など,杯以外の器種が目立つ。非ロクロが多く,1期の資料てある。

須恵器(95~103)無台杯,有台杯,杯蓋,壺類,転用硯がある。

無台杯(96・97)口径12~13伽の無台杯Ⅱてある。未実測のものに無台杯 1が確認、される。 96はSI

71(63)と同じタイプt,白っぽい。 97は口縁部の外反がとくに著しい。

有台杯(98・99)深身の有台杯B (99)と深身て、沈線をめぐらす有台杯X (98)がある。 98は内面の灰か

りと自然釉が著しく,淡黄緑色を呈する。沈線はごく細い。沈線をめく、らさない深身の有台杯はⅢ,期心、

以降目立っが,この時期ては少ないようてある。口縁端部が薄くなり,丸くぉさまる。103は有台杯Aの底

部である。底径10.3Cmあり,口径は15伽ほどと推定され,有台杯A 1て'ある。高台は低いが,外端がシャ

ープなロクロナデによって,斜めの面をもっ。底部外面はへラケズリされる。中央は一方向て',その外側

はロクロケズリて'ある。有台杯の底部外面にへラケズリを加える例はS112 (143)のほか,底部が丸味をも

つ東海系のもの(S11461-255)など少ない。当f列は143と高台の形態や底部が水平なこと t類似する。143

は全面ロクロケズリて、一方向のへラケズリはみられず,高台の鋭さがあまりない。この士器は底部を残し

体部は意図的に打ち欠かれており,底部外面中央はよく磨滅する。墨痕が明瞭にみられ,器面がやや黒ず

んtおり,硯として使用された可能性が強い。

杯蓋(95・102)鮖は口径16師の大型品て',有台杯A 1 に対応するものである。天井部のロクロケズリは

あまり強くなく,ヘラ切り痕をとどめる部分がある。つまみは比較的大きく肩平て,中央がふくらむ。内

面はよく磨滅し,墨痕がみられる転用硯て'ある。 102も転用硯tあり,内面中央はきわめてよく磨滅してぃ

る。また,欠けた部分がさらに磨滅しており,硯として使用された後に,再度打ち欠かれ,研磨具として

利用されたことが推定される。つまみはきれいに剥離してぃる。

壺(100・10D I00は 2 条の沈線をめく、らす壺の頸部て'ある。胎土は精良な C群て'あり,短頸壺(10D と

同一てある。 100は外面に自然釉がかかるが,101にはこれがみられないのて,同一個体とは考えられない。

101の短頸壺は底部が,水平てはなく,やや丸味をもち,肩部に一条の沈線がめぐる。

土師器(104~124)無台杯B,椀A,小甕,長甕,鍋,鉢なじがある。小甕の個体数が多い。

無台杯B (104) 104は土師器にはきわめて少ない無台杯Btある。器形・技法は須恵器と同様t底部外面

は回転へラ切り痕と思われる(図版 222-4)。しかし,褐色の色調と軟質の焼成て胎士も須恵器とことなる。

椀A a05)二次焼成を受け,口縁部内面には炭化物が付着する。調整はあらく,口縁部は歪む。,

小甕(106~115)非ロクロ.ロクロ両方ある。106・107は非ロクロ A系 1類の小甕の小さいタイフ0てある。

107は器面のハケ目,胎士,口縁端部のっくりなどS15 (11)に,きわめて類似する。 108.109が同じA系

1類の小甕の大きいタイプてある。ただし,108は口縁部と体部の境が丸いのに対し,109は屈折が明瞭て,

短く直線的に外反する。そして,108は口縁部の歪みが大きいのに対し,109は歪みは小さい。 109の升づ態は

C系にちかいが,底部に木葉痕があり, C系といえない。底部のみの 4点のうち,Ⅱ7はやや小さく,体部

のたちあがりも大きいため,小甕かもしれない。この底部外面は外周が高く,砂痕のようてある。中央は
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ナデのようて、あるが,一条の葉脈状のくぱみがあり,木葉痕の可ヨヒ性がある。このほかの116・118・119は

小甕か長甕かは明確てばない。 119はわずかながら,木葉痕をとどめる。外面の色調・ハケ目は108と類似

するが,内面の色調がかなりことなる。二次焼成などによる色調変化とも考えられ,同個体の可能性は

残ってぃる。 H6は厚い器壁て',底部外面の調整は粗いへラケズリとも見えるが,はっきりしない。 118は

体部外面下端から底部外面をへラケズリ t るが,ごく粗いものて', C系のようなものて'はなし、。おそらく,

底部外面の凹凸を消すためのものてあろう。体部のたちあがりの負度からみて,小甕てあろうか。 B ・ C

系の小甕には,114のように口径10cmのこく小型のものから,口径約17Cmのもの(113)まてある。 110~113

は丸く肩の張る体部と短く外反する口縁部の形態から, C系と考えられる。Ⅱ5は底部を欠くが,体部と口

縁部の形態からみて,丸底になる可能性が強い。111は内外面にススが厚く付着しているが,内外面の付着

範囲が対応すること,破断面にも同じように付着していることから,破棄されたのちに付着したものと考

えられる。

長甕(120~122) 122はS15 (12), S1336 (54・ 55)と同じく,口縁内面に条の条線をめぐらすタイプて

ある。 121は口縁部のヨコナデが強く,わずかに内面にタテ方向のハケ目がみられることから, A系 2類と

考えられる。口縁端部は上方へわずかにっまみあげられる。 121・122ともに,白っほ゜い須恵器系の胎士て

ある。 120は形態.手法からみると,長甕と考えられるが,口径約15師て',かなり小さい。口縁部は rく」

の字状に直線的に体部から屈折して外反し,端部は上方へつまみあげられろ。カキ目・ロクロナデがとも

にシャープて'(B系喋勵,新しい感じは否めなし、。辛斤しい時期のもののまじりと解釈しておく。なお,須恵

器片にも胎土B群のⅣ期のものが散見される。鍋 U23)はロクロのC系のものて、ある。鍋としては全形を

知りうる数少ない伊1てある。底部は厚く,平底て,丸味をもってたちあがる。口縁は水平にのび,端部は

ややふくらみ垂下する。鉢(124)はロクロ土師器の鉄鉢形のものてある。

以上の士師器のうちロクロ土師器は120をのぞけぱ,合計16点のうちの 7点(44%)てある。

V 出士遺物

S1741出土土器(図版63.64 ・ 17フ・ 182 ・ 191・ 220 ・ 221・ 223,観察表 250頁)

出士土器は20個体程度と推定されるが,士師器に遺存度の良好な資料がある。非ロクロ土師器が多く,

1期の基準資料となりうる。実測個体8点の土師器のうち,ロクロ士師器は2点(25%)てある。カマド材

にはロクロ土師器は含まれていない。

須恵器(125~128・13の無台杯,長頸"氏短頸壺,横瓶がある。

無台杯(125.126) 126はやや小さめてあるが無台杯 1,125はⅡと考えられる。 125は形態はことなるが,

S1462 (97)と胎土.焼成が類似する。底部はやや丸い。 126は底部が水平てある。

長頸并瓦(127)は口頸部を欠くが,長くラッパ状に開くものてrあろう。短頸壺(128)は底部がフK平て、なく,

丸味をもっ。体部外面下半部と底部外面はへラケズリてある。内面には粘土紐の接合痕を残す(図版220-

6)。胎土はき bめてよく, S1462 (100・10D と同類てある。胎土中に海綿骨針を含む。横瓶(13のは多く

の破片からなるものて',カマド周辺から出士したが, SKI022の上層からも同個体の破片が出土している0
ノ

大型て,外面にきれいな自然釉がかかる。焼成時に付着した須恵器片がそのままの状態て付着している0

実測個体以外に口径約16Cmの有台杯AI (胎土A群) 1点,大甕体部片(胎土A群) 1点がある0

土師器(129.131~137)長甕,小甕,壺Aがある。 129・131~134はカマド周辺から出土したものて',カ

マドの芯材も含まれる。

小甕(129)非ロクロて',胎士も須恵器系てはない。
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3

長甕(131~136) 131.132・134は別個体ながら,ほとんど同一手法.胎土.焼成てある。これらはか

なり硬質の焼き上りて',ほかのものと明確にことなる。体部はほとんど張らず,01又.体部径とも比梦的

小さく,細長い形態てある。外面は粘士紐の凹凸が明瞭て',内面には粘土紐の接A痕がよく残る。132の底

部外面は木葉痕と砂痕である(図版221-4)。木葉痕は笹のような平行脈のもの一枚分て',葉の圧痕以外の

部分に砂痕が残る。131の形態も体部の張りがない。外面は粗いへラケズリがほどこされる。底邦外面は軽

くナデられては'いるものの,凹凸が著しく,葉脈かと思われる一条のくぱみがみられる。 131.132.134

はいずれも口縁部のヨコナデカ渇ヲいA系 1類である。一方,133は口縁部のヨコナデがてぃねいで,内面の

ハケ目がタテとヨコの両方向にみられるうぇ,ヘラケズリがなされる。体部内面のへラケズリはタ・方向

に強くなされるものて'あるが,ヘラケズリ自体あまりみられない技法て'あり,注目される。明るい色調も
やや特異tある。 135・136は口 クロ土師器のC系ι考えられる。口径はあまり差はないが,135は口縁端部

に面をもっており,136は端部が丸くぉさまり小甕と考えられる。未実測のもので, B系の長甕の口縁部が

1点ある0 床面直上て"はないが,上層出土て、はない。 135.136はこれより上の層から出士してぃる。

壺A Q37)土師器としてはきわめてまれな大型の壺てある。底部は木葉痕て(図版 221-1),器面は

内外面へラミガキがなされているが,粘土紐の凹凸が明瞭t,内面はその接A痕もよく残る(図版 223

-4 ・フ)。非ロクロの技法が明瞭である。

実測H伺体8 点の士師器のうち,ロクロ士師器は 2 点(25%)て、ある。

奈良・平安時代

SΠ2出土土器(図版65 ・ 17フ・190 ・ 218,観察表 250頁)

須恵器'土師器とも比較的まとまって出土しており,Ⅱ,期の基準資料tある。須恵器の個体数が多ぴ

り,士師器はほとんどロクロのB ・ C系によって占められており,1期との差がうかがえる。メお,授乱

坑出士の士器も多い(148'150.151・157)。カマドないしその付近から出土したものが多い(138.~
.149 ・ 154~156 ・ 158)。

須恵器 a38~147)無台杯,有台杯,杯蓋,甕がある。

無台杯(138~141)口径15~16Cmの無台杯1 (139~14D と口径13師の無厶杯Ⅱ(138)がある。サ者が

とくに大きいこεもあって,両者の差は明瞭tある。 4点のうち,139のみ胎士C群て,ほかは1厶土A群て'

ある0 胎士A群の138'140.141は形態・手法とも共通してぃる。ともに底邦がほとんど水平て,体部のた

ちあがりと口縁部のひらきが直線的である。 138は身がやや浅い形態て'ある。 140.141はまったく同一のっ

くりといってよく,白っほ゜<,やや軟質である。 140の底部外面中央には墨書痕がみられるが、判然としな

い0 139は140'141に比し,底部はやや丸味をもち底部から体部のたちあがりは丸く,口縁邦はやや外反する。

有台杯(142~145) 142は無台杯の可能性もあるが,きわめて硬質の焼き上りて',"ム土そのものもS1600

(87)と同てあり,有台杯と考えておく。 143の形態は140.141の無台杯{・古厶を付したものであり,同

手法によるものと考えられる。口径15Cmて,有台杯A 1て'ある。 S1462 a03)に類似し,底部外面は口

クロケズリされる0 部暗褐色を呈し,目立っ。ただし,焼成は硬質tある。 144.145の有厶杯X . B も
胎士.焼成は138 ・ 140 ・ 141などと類イ以する。

杯蓋(146)器径16Cmある大型品t,有台杯Aにともなうものて'ある。外面全体に淡緑色の自然釉がみと

められるが,内面の器面は無台杯 a40・14D と同一の胎土・色感て'あり,同手法によることがわかる。 K

平な天井部からなだらかな縁部に至り,端部は比較的うすぃ。天井部外面の大半がてぃね、ニ・
りされ,つまみは比較的大きい。内面は一方向のナデが加え られる(図版218-2)。
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■有台机

.無台杯

△杯蓋

第46図 SⅡ2須恵器食膳具法量分布

甕(147)は体部の破片て',外面は細かな格子タタキ目,内面は同心円交あて具痕がすり消されている。

土師器(148~158)小甕と長甕がある。
.

小甕(148~153・155)口縁部と体部上半部の 6点 a48~152・155)ては,明確な非ロクロ(A系)は

みられない、 148・151は C系て'あり,152は C系ないしは B系て、ある。 149は口縁部がやや長いが,ゆるく

外反して,非ロクロの形態にちかい。しかし,ヨコナデがていねいて,歪みもない。 A系 2類かB系て'あろう。

胎土はとくに精良て',白っぽい色調て',他のものと明瞭にことなる。 150は「<」の字状に外反し,端部に

凹線様の面をもつ,胎土は須恵器系てない。 A系2類てあろうか。 155は「<」の字状に外反し,端面をも

つ。 B系てあろう。底部のみの153は底部外面不調整て,体部外面下端をロクロケズリするだけてあり, C

系とはことなる。器壁が薄く均質なことからもB系と考えられる。

長甕(154.156~158)明確なところては B系(158)と C系(154 ・156)がある。 158は口縁部・体部・底

部の破片に接合部がないものの,おおよそ全体の器形を知りうる。丸底て体部中位にややふくらみをもち,

口縁部は「<」の字状に外反する。端部は面をもち,ややっまみあげられる。体部上半部は内外面とも力

キ目て",下半部外面はハケ目ののちへラケズリ,内面はハケ目てある。タタキ目とあて具痕は認、められな

い。底部内面中央は若干ふくらみ,そのまわり力種倫状にくぱむ,これは成形した際時的に平底形態にした

名残りと考えられる。体部下半はタタキてはなく,ハケ目丸底に仕上げ九可能性が考えられろ。胎士に 1

2肌大の石英粒を含むが,全体に比較的精良てあり,相対的に粗いC系の156とは明確にことなる。かり

に須恵器の胎土に対応させれば,156はA群,158はC群になる。 C系の156は口縁部が短く水平に外反し,

端部はまるくぉさまる。体部上半部は内外面ともカキ目てあろが,口縁部から7 ~ 8師の範囲だけて', B

系の158と比し,その範囲は狭い。その下はタテ方向のハケ目て,ケズリの効果はほとんどない。 C系の底

部て、ある154は底部外面を含めて内外面ともハケ目てある。 156と同一個体の可能性はなくはないが,色調

はかなりことなる。口縁部の157はゆるく外反し,端部は丸い。体部内面にbずかにヨコ方向のハケ目があ

り,非ロクロのA系の可能性があるが,ヨコナデは強い。

以上の土師器11点のうち,明確に非ロクロのものはなく,157がそれに入ったとしても 1点のみ(9%)

てある。実測個体以外にも非ロクロはほとんどなく,ロクロ土師器が大半てあることは明瞭てある。

.

V

..

.

出土遺物

.

△^,.,,
じ1径(排1条)

S1502B 出土土器(図版66 ・ 191・ 224,観察表 250頁)

古墳時代の大型竪穴住居S1502Aと完全に重複する住居て',古式土師器の出士も比較的多い。奈良.平

安時代の土器も比較的まとまってぃる。須恵器が一定量占めており,Ⅱ1期の基準資料てある。土師器は口

クロのC系が多いが,非ロクロのA系も存在することから, S112出土土器よりは古い様相を示す。Ⅱ1 期

.
■

誹
高
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3 奈良・平安時代

の新しい段階としておく。

須恵器(159~169)無台杯,有台杯,杯蓋,広口甕のほか,未実測の無台杯・有台杯片数点と大翻本部破

片 2 ・ 3 点,横瓶体部破片(S1741-130と同個体?) 1点,瓶壺類体部片1点がある。未実測の有台杯

片にはS1462 a03)と同個体がある。胎土は169をのぞいてすべてA群tある。

無台杯(159~165)口径は12~巧師まて、の差があるが,明確に 2 つに分離しない。これは実i則個体が小

さいことて',正確な口径が復元されていないことによるのかもしれない。形態はいずれも底部が水平に近

<,体部から口縁部は直線的である。口縁端部は165のようにわずかに外反するものもあるが,尖り気味t

丸くぉさまる。全体に淡い灰色のものが多く,やや軟かい質感てある。 159は口径が小さく,身が深いもの

て'ある。 163はS112 (138)と同様に身が浅い。

有台杯(166・167) 166は口径14師て有台杯A 1とⅡの中問的な大きさて、ある。高台は外方にふんばり内

端接地となる。有台杯B (167)は内外面ともi炎い自然釉がかかり,焼成時は蓋を伴ってぃないと考えられる。

広口甕(169) S175 (42のと同個体て',他に体部破片が出土してぃる。

.有含杯

.無含1不

△杯'

◆有六杯

第47図 S1502B須恵器食膳具法量分布

小甕,長甕がある。土師器(170~180)

小甕(170~172)いずれもロクロ土師器t,170・172は C系,171は B系かと想、われる。 170は完形品に

ちかし'。肩が張る体部に短く外反する口縁部てある。体部外面にはへラケズリがなされ,底部外面は不調

整てあろ。口縁部内面には炭化物の付着がみられる(図版224-4)。

長甕 U74~18の非ロクロのA系 a76),ロクロの B系 U79 ・18の,ロクロの C系(174.175.17フ.178)

がある。 176は口縁部のヨコナデが弱く,歪みが大きい。 B系の口縁部のうち,179は相対的に器壁が厚く,

体部内外面にハケ目がなされる。 180は器壁が薄く,体部内外面にハケ目は見られず,179に比しシャープ

なっくりである。 B系の両者の手法のちがいは明らかtある。 C系の17フ.178は口縁部が水平にのび,端

部に明瞭な面をもち,やや垂下気味になる。底部 a74・175)はともに外面がハケ目て, C系てブある。

173は底部木葉痕のA系てある。長甕の小型品と考えられるが,判然としなし、。

土師器11点のうちロクロは 7 点(64%)て、ある。
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S1806出土土器(図版67・193,観察表 251頁)

長甕'鍋などの士師器大型品が1陣交的まとまってぃる。須恵器の個体数は少ないが,ロクロ土師器C系

がある。

須恵器(181~184) 無台杯,有台杯,杯蓋がある。実測個体以外には無台杯・杯蓋.甕の小破片が少量

ある程度tある。胎士は181がC群で,ほかはA群て、ある。

. .

△

審' 15(cm )
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無台杯(181.182) 181はS112 (139)とまったく同じっくり,胎土てある。口縁部をのぞく内面と体部

下半から底部の外反面淡褐色て環元状態てなく,それ以外も淡灰色て',焼き上りは軟質てある。焼成時は

同器種を重ねたことが推定される。 182は身が浅いタイプて'あるが,底部から体部が丸味をもっ。

有台キ不(183)口径13Cm以下の有台杯A Ⅱて',内面は厚く自然釉がかかる。高台は底部のやや内側に貼り

付けられる。高台の接地面は広く,ていねいに内側にロクロナデされる。

杯蓋 a84)天井部のロクロケズリは明確てはなく,ヘラ切り後ロクロナデをかるく加えるようて'ある。

土師器(185~194)小甕と長甕,短胴甕,鍋がある。鍋(194)のみ非ロクロのA系て',ほかはロクロの

B . C系て、ある。

小甕(185~187) 185.186は C系て',187はB系てある。 187は小甕としては大きい。これは「<」の字

状に直線的に外反し,端部はっまみあげられて,面をなす。シャープなっくりて', B系の 2類て、あり,新

しい要素がみられる。

長甕(188~19D 190はっくりがシャープて', B系 2類てある。口縁部は直線的に外反し,端部は上方へ

つまみあけ'られ,外側にくぱんだ面をもっ,タタキ目は観察されないが,カキ目もシャープてある。体部

内面はカキ目てなく,ロクロナデと斜め方向のハケ目tある。これと同一個体と考えられる体部下半の破

片には,外面がタタキ目とハケ目,内面がハケ目てある。もう 1点のB系てある191は器壁が比較的厚く,

体部と口縁部の屈折は丸味をもち,口縁端部は丸くぉさまる。 B系 1類てある。これは体部上半部に張る

部分があり,体部外面はへラケズリてある。やや特異な形態てあり,胎土に海綿骨針を含む。底部 a88'

189)は平底てあるが,いずれも大きくて器壁が厚いことから長甕C系と考えられる。

192は上半部を欠いており,明確な器種は不明てあるが,体部の径の大きさと丸味をもっ形態から,短胴

甕と考えられる。底部は平底てあるが,器壁が体部と同じくらいに薄い。海綿骨針を含み,胎土は191と共

通する。ほぱ同様の形態と手法のものがS11307 (313)てあり,これも胎土に海綿骨針を含んている0

鍋(193.194) 193は器壁が厚く,口縁部が短く, C系とも考えられるが,口縁部が「<」の字状て',端

部に面をもっこと,外面上へラケズリがみられないことから, B系の古いタイプて、ある 1類とみておく0

194は器壁が薄いが非ロクロのA系て',口縁部の歪みは大きい。内面は粗雑なハケ目のような調整て,外

面下端にヨコ方向のへラケズリがみられる。

士師器10点のうち非ロクロは 1点(10%)てある。Π,期の新段階と思われるが,Ⅱ.期に下る可☆"性も

ある。

V 出土遺物

SΠ52出土土器(図版68 ・ 17フ・ 194 ・ 216 ・ 222,観察表 251頁)

出士個体数と器種構成からみて,1期の基準資料てある。士師器はほとんどロクロ士師器を含まず,

期のなかても,もっとも古い様相を示す。

須恵器(195~199)有台杯.杯蓋.短頸壺の高台かと思われるもの U99)がある。いずれも""土A群て

ある。

有台杯(195~197) 195は底部を欠くが,身が深く,体部下半が丸味をもっことから,有台杯と考えられ

る。 196.197は全く同じっくりのものて', S1600 (86), S171 (64)とも同じ。底部は厚く,局口が低く,

外方に'、んばる形態て',外面には自然釉がかかる(図版216-1)。とくに196は瓶'空類によくみられる淡緑

色の厚い釉てある。

杯蓋 U98)天井部に沈線をめぐらすものて',金属器写しと考えられる有台杯Xにともなうものと思、わ
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3 奈良・平安時代

れる。つまみは届平てある。

土師器(200~212) 207・208はロクロ土師器の可能性をもっが,それ以外はすべて非ロクロである。実測

個体以外にもロクロ土師器はほとんどみられない。杯X ・小甕・鉢型甕.長甕.甕底部がある。

杯X (20の内面黒色で,底部と体部の境に明瞭な段をもっ。底部外面はハケ目て、ある(図版 222-フ

)。このタイプは当例のみt,越後ても類例はあまり知られてなし、。東北地方にみられる古墳時代後期以

来の系譜のものtある。胎土は他と明確にことなるものてはなく,搬入品とは即断てきない 0

長甕(203~207) 207はロクロ士師器の可能性がある。口縁部は体部から直角に屈折し,外方に短くのび,

体部外面にはヨコ方向の粗い条線がある。これはごくかるいものて'「カキ目」とするには問題があるが,

ヨコ方向であることは注目される。また内面にはハケ目はなく,ヨコナデて、ある。胎士は一般的な非ロク

口のA系とはことなり,比較的精良tある。口縁部の形態がC系にちかく,その祖形とみておきたい。 ^

れ以外のものは,非ロクロのA系 1類て,いずれも口縁部のヨコナデは弱い。 203は口緑部の外反が小ない。

底部(208~212)のうち,210~212は木葉痕をもっ。いずれも網状脈て',210.211は葉脈力沫田く 212は,

太い0 212は木葉痕の上から外周部にうすく砂痕がみられる。この土器は筒状にたちあがり,内面に粘士紐

の接合痕をよく残す。209は砂痕てある。体部の器壁は相対的に薄い。この土器の胎士.色調などの質感は

203と類似しており,同一個体の可能1生が考えられる。 208は全体の器壁力壮勺質て,相対的に薄く,底立"外

面にへラケズリ,体部下端にヨコ方向のへラケズリをおこなう。底部中央の器壁が薄くなり,その外伯ル;

厚くなるのはC系の長甕にみられる。胎土も須恵器系であり,底部外面のへラケズリの手法を勘案すれば,

ロクロ士師器のC系と考えられる。胎士や質感からみる限り,207と同一個体の可能性がある。

鉢形甕(201)は口縁部がほとんど外反しないものて'あるが,煮炊具として使用された痕跡が明瞭て'ある。

Snoo0出土土器(図版68 ・ 69 ・17フ・ 195 ・ 216,観察表 252頁)

出土個体数は多いが,大きくわけて新旧の土器群がある。新しいものは胎土B群(佐渡小、冶窯)を△み,

Ⅳ期に比定され,古いものはⅡ,期に比定される。新しいものは基本的に上層出士てあり,住居跡に伴・も
のは古い時期のものと考えられる。

須恵器(217~232)無台杯.有台杯・杯蓋・甕がある。221~224は胎土B群で新しく,230もその可""性

が強い0 これら以外の胎士は220・225・227はC群,228・232はA群ないし C群,ほかはA群てある。

無台杯(217~223) 217~219はカマド周辺から一括出土したもので,底部がフk平t,1厶士.つくりは同

て'ある。 220は身が浅く,口の開きが大きい形態て',底部はやや丸味をもっ。

有台杯(224 ・ 227~23D 224は小型の有台杯Cて',新しい。口縁部がやや内湾し,端部が丸くぉさまる手

法はB群の無台杯にもみられるものて、ある。高台は外端接地て、あるが,内端はロクロナデて',てぃねいに

つくられる(図版 216-4)。焼成位置は同一器種を直接重ねたものてある。深身の有厶杯B (229~23D

のうち,230は器壁が厚く,古い様相をとどめるが,229・231は器壁が薄く,229は直線的にのびることか

ら,新しい時期に入る可能性が強い。 231は高台が小さく,内端接地て,高台が底邦外周に付されてぃる。

B群としては焼成はかなり硬質t,底部の器壁がやや厚い感じもするが,形態からみて,新しいものとみて

おきたいO B群とするならぱ,そのうちてもかなり古い様相を示すι考えられる。227は底邦が厚いものt,

S11307 (308)と同一の胎士・つくりてある。 228は内側に墨痕がみられる転用硯てある。底邦内面に_方
向のナデが加えられ,なめらかであり,つくりのちがいがうかがえる。

杯蓋(225 ・ 226) 225は天井部外面にへラ切り痕がよく残る。縁端部がきわめてシャープて、ある。天井
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部内面は磨滅し,若干墨痕がみられる。 226はっまみが小さくて高い。

甕(232)口縁外面にはロクロナデの下にタタキ目痕が残る。

土師器(213~216・233~253)甕のほかに,椀B ・椀A ・鍋・土製品がある。

椀B (233・234) 233は体部から口縁部がほとんど直線的に開くものて',椀B としてはやや特異て'ある。

内外面とも底部を含めてていねいにへラミガキする。胎士は精良なもの( S11167-902・921 などと同一)

て,須恵器系てはない。底部外面は糸切りののちにへラミガキしたものてあろう。器種と胎土からみて,

新しい時期(Ⅳ期)に属するものと思、われる。 234は椀Aて'ある。

甕(235~253)このうち新しい時期と考えられるものは,236 ・ 239 ・ 246 ・ 248て'ある。 236は口縁端陪"が上

方へたちあがるものて, B系の可能性がある。 239はS1850の長甕(795)と同個体と考えられるものて',

つくりもシャープてある。 246もっくりがシャーフ゜て古い時期にはみられないものである。 248は底部外面

回転糸切りで,胎土も須恵器系てなく,新しいことは明確て、ある。

非ロクロのA系には237・242・247がある。 237は口縁部の屈折が明瞭て',ヨコナデが強く,胎土は須恵

器系とも考えられる。一応A系2類に含めておく。 242はゆるく外反する口縁て粘士紐の接合痕がよく残る。

A系 1類てある。 241も口縁部の形態と外面のハケ目なεの調整技法からA系の可能性があるが,胎士は須

恵器系に類似する。口縁部のヨコナデは強い。

これら以外の口縁部はおおよそ C系と考えられる。ただし,243は「<」の字状に外反する口縁部と丸味

をもっ体部から, B系てあろう。ただし,器壁は厚く,端部は丸い。底部(250~253)は250が器壁が薄く,

ロクロナデ.カキ目がシャープt,辛斤しいと老えられる。 253は底面まてへラケズリされ,長甕C系てあろ

う。 249は胎士力畔青良て',広い底部にへラケズリがされており,特異て'ある。

鍋(214~216) 216はっくりがシャープて',体部外面にタタキ目が残り,辛斤しい。 214は身の深い器形て,

短胴甕の可能性もある。口縁部にやや歪みがあるが,胎土は須恵器系て', C系と考えておく。

土製品(213)いわゆる士管てある。外面に粗いハケ目,内面は不調整て,粘土紐の接合痕がそのまま

残る。胎土は明るく,須恵器系て、ある。

V 出士遺物

S11461出土土器(図版70 ・ 183 ・ 194 ・ 219,観察表 253頁)

カマドとその周辺から土器が出士した。 254・255の有台杯や士師器からみて,1期と考えられる。

須恵器(254~257)有台杯・短頸壺脚台・小壺がある。

有台杯(254.255) 254は有台杯A 1て',胎土は C群てある。器壁が全体に薄く,つくりはとくによい。

高台は低く,底部の縁部に付され,体部下半は丸味をもっ。底部外面はへラ切りのままである。 255は底

部が水平てなく,高台より突出する特異な形態て,底部外面は全面ロクロケズリする(図版 219-8 )。

畿内.北陸系の須恵器系譜てなく,東海地方の猿投窯系と考えられる〔坂井1988a〕。底部を残し,意図的

に打ち欠いており,底部内面には墨痕が付着し,中央が磨滅している。転用硯てあろう。 256の脚台も底部

外面に墨痕がみられ,転用硯て'ある。脚台は低く,外方に張りだし,接地面が内倶1にのびるが,この部分

が意図的に打ち欠かれてぃる。外面は茶褐色を呈し,本来は肩にきれいな自然釉がかかったものて,須恵

器としては優品の短頸壺てあったと考えられる。 257の小壺はあまり類例のないものてある。

土師器(258~260)長甕,鍋がある。長甕(259)は形態・手法・胎士ともSΠ15 (35)とまったく同の

ものて',非ロクロ(A系 2類)て、ありながら,技法はロクロ土師器のC系にちかいものて、ある。 260は非口

クロのA系 1類てある。鍋(258)は口縁部のヨコナデが比較的強く,応A系 2類と考えられる。
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3 奈良・平安時代

S127出土土器(図版70・194,観察表 253頁)

S1640を切る住居跡て',出土個体数は少ない。 1期新段階に比定される。無台杯(261)は底部が水平な

ものて', S171(63)と同じっくりてある。口縁部にタールの付着があり灯明皿と考えられる。タールは口

縁部内面のわずかな欠けた面に付着しており,口縁部に意図的に細工を加えて,灯明皿として使用したと考

えられる。土師器のうち,265は内外面にカキ目があり,ロクロ土師器のB系,263.264.266は非ロクロ

A系 2類かC系かと考えられる。 265はっくりがシャープてはなく,端部も丸くぉさまる。 266はS1752

(207)と胎士やっくり力浅頁イ以する。鍋(267)は体部に丸味がなく,口縁部が7K平にちかいことから, C系

かε考えられる。胎士は須恵器系てある。

S1314出土土器(図版71・ 187 ・ 195,観察表 253頁)

無台杯(268)は底部が水平て',白っほ゜く焼成がやや軟質のものてある。小甕(27のは器壁が厚く,肩

の張る体部である。 271は体部外面がナデt,下端部がへラケズリて技法はよく bからない。長甕(272)

はカマド内から出土したものてある。平底て,体部外面はほとんどハケ目てあるが,上半部にヨコ方向の

カキ目と思われる調整があり,口縁部も短く,外方に屈折する形態から, C系と考えられる。底部の器壁

が薄いこと,底部が不調整て'あること,胎土が須恵器系て',明るい褐色を呈することもその特徴とみるこ

とがて、きる。Ⅱ1期棄斤段階と思われる。

SΠ315出土土器(図版71・196・225,観察表 253頁)

須恵器(273~27フ)いずれも胎土A群てある。ただし,275はやや胎土が精良て', C群の可能性をもっ。

274の無台杯の体部外面には墨書がみられる。 277は出士個体のなかては類例のない小壺てある。戸部に

断面方形の突帯をもっ。この部分は上下から接合して調整したようてある。

土師器(279~28D 土師器には数少ない赤彩品(278)がある。胎土は白っぱい精良なものて,内外面に

赤彩される。外面はロクロケズリて,蓋の可能性もあるが,明確な縁部が出士してぃなし、こともあって,

一応無台杯としておく。長甕(279~283)はいずれも非ロクロのA系てある。 280は外面のハケ目の条線が

鮮明tなく,下部は部分的にへラケズリてあり,底部外面にもかるいへラケズリをおこなう。しかし, C

系のへラケズリとはことなり,胎土も A系のものである。281の底部外面は網状脈の木葉痕て、ある。鍋(284)

は体部に若干の丸味をもっが,口縁部が水平にのびるC系かと考えられる。胎土もそれに多い須恵器系の

ものてある。非ロクロ士師器が主体てあり,1期新段階に比定されよう。

S1429出土土器(図版72・196,観察表 253頁)

Ⅳ1期の竪穴住居S1840に切られる住居て',和銅開珎が出土した。

須恵器(285~287)有台杯(285)・無台杯(286)・杯蓋(287)がある。 285は深身の有厶杯Bて',体部外
面中位にくぱみがあるが,沈線てはない。

土師器(288~296)小甕(289~294)のほかに椀B (288)・鉢?(296).士製『(295)がある。小甕はい

ずれもロクロ土師器て、ある。 289.291・ 294は C系と思われる。 290.292.293は器胖が相対的に厚く,292

'293は端部に面をもっ。ロクロナデ,カキ目は比較的シャープて'B系の可能性が考えられる。 288の椀B

はⅣ期以降に出現するロクロ土師器のタイプと考えられ, S1840からの混入と'甲われる。この"ム士は須恵

器系てある0 296は体部のみて器種が明確て、ない。内外面にロクロナデの凹凸が明瞭て',1厶士は須恵器系て,
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熱を受けてぃる。鉄鉢形の鉢と考えられる。 295はいわゆる土管て,

非ロクロ土師器はなく,288をのぞくと、Ⅱ1期に比定されよう。

SΠ300出土土器(図版72・196,観察表 254頁)

須恵器(297.298)無台杯(297・298)のほか,未実測の杯蓋 1点,杯数点,広口壺(?) 1点,甕体部

2 点がある。 298は焼成がやや軟質て',器面がはじけて剥離する。 S171(63)と類イ以するものてある。

土師器(299~304)小甕(299・ 300 ・ 302・ 303)・長甕(301)・短胴甕(304)がある。 299は非ロクロなが

ら,口縁部のヨコナデが強く,歪みも少ない。体部内面のハケ目はタテ方向ののちにヨコ方向に施してお

り非ロクロ A系 1類とはことなる。 A系 2類て、あろう。胎士・色調はS1115 (3のに類似する。 302は口,

縁部にヨコナデがほとんど施されておらず,歪みが著しい。体部は径が大きく,頸部のしまりもない。303

は底部外面周縁部に砂痕がみられる。全体の器壁が薄いことは長甕(S171-75・76)と同様マプある。内外面

ともハケ目ののちにナデを加える。 300はC系てある。底径が小さく,すぱまる形態てある。長甕(30D

はB系の底部,短胴甕(304)は頸部がほとんどしまらず,鍋にちかい形態てある。口縁部が水平にのびる

こと,胎士がC系に多い須恵器系て'あることから, C系の技法て、ある。

C系のロクロ土師器が主体て,非ロクロのA系も存在する様相はS171・ S1502Bに類似し,1期新1又階

からⅡ1期に比定される。

S1560出土土器(図版73 ・ 17フ・ 185,観察表 254頁)

土師器(315~317)カマドの芯に使用された長甕の完形品が 2 点(316.317)ある。ともに平底の C糸て

あるが,形態.手法はことなる。 316は器高に対し,体部径が大きく,体部上位がやや張る形態て'ある0 口縁

器壁は厚く,外面にへラケズリされる。

SΠ307出土土器(図版73 ・17フ・186 ・197,観察表 254頁)

須器無台杯(305),有台杯(306~308)がある。胎土は305・307がC群,306がA群,308はC群か

と思われる。 305は海綿骨針を含む。有台杯(306)は高台径が小さく,底部の内伯Ⅱ二付されている0 局口

は断面方形てある。杯部の身は深L、。 S11315 (276)に形態・手法力浅頁イ以する。高台の内倶"二墨痕がある0

308の有台杯はS1752 (196.197)と同じ手法のものて底部が厚く,つくりが全体に粗雑なものてあるO SI

752 (196.197)と類イ以するっくりてあるが, S1752例よりはやや器壁が薄く,高台もやや小さく,厚い自

然釉はみられない。相対的に新しい可能性がある。

土師器(309~314)小甕(309~311)・長甕(314)・短胴甕(313)・士製品(312)がある。 309は体部内外

面ともハケ目て',非ロクロと考えられるが,口縁部が大きく外反し,明瞭な端面をもっこと,口縁部のヨ

コナデが比較的強く,歪みが少ないこと,ヨコナデが体部まて及ぶことから, A系2 類と考えられる0310

は須恵器系胎土て,底部外面は不調整である。 A系2類か。311は底部外面が網状脈の木葉痕てある0 長甕

(314)は明確なロクロ土師器てはないが,口縁部のヨコナデは強く,口縁部は「<」の字状に外反し,明

瞭な端面をもっ。体部外面下半は強いタテ方向のへラケズリてある。体部内面上半部にはラセン状に施す

ハケ目(カキ目?)がみられる。平底てあろう。胎士は明確な須恵器系てはなし、。非ロクロのA系2類と考

えておく。短胴甕(313)はS1806 (192)と同一の胎士,手法,形態てある。技法はロクロ士師器に西めら0

れる。士製品(312)は筒状のものて、あるが,胎士はごく粗く,熱を受けてもろくなっており,フィゴ羽口

の可能性も考えられる。明瞭なロクロ土師器はなく,1期に比定される。

V 出土遺物
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3 奈良・平安時代

部は比較的長く,端部が若干垂下する。体部外面はケズリの効果をもっハケ目て',下端にヨコ方向t,底

部外面にも加える。内面中位から下位の調整はカキ目てはない。底部は水平てなく,中央がやや突出する。

317は体部の張りがあまりなく,口縁部は短く水平にのび,鋭い面をもっ。体部外面中位以下はへラケズリ

て,内面は指頭圧痕とハケ目tある。焼成がとくに硬質てある。胎士に海綿骨針を含む。この形態.手法

はS120 (369), S17 (48D と同て、あるが, C系のなかて、は少ない。 315は士師器としては小ない無厶杯

Bである0 法量はやや大きく,須恵器の無台杯1に相当する。若干身が深い。内面と体部外面はロクロナ

デ,底部外面は回転へラ切りののちナデt,基本的に須恵器と同一てある。しかし,焼き上りは酢化焔焼成

の士師器て,胎土も丸味をもっ小礫を含み,般的な須恵器とはちがうようてある。胎士には長甕(317)と

同様に海綿骨針を含む。

出士士器は少ないがⅡ,期の資料と考えられる

S1458出土土器(図版74 ・17フ・197,観察表 254頁)

須恵器(318)杯蓋(318)は口径16Cmにちかい大型品て',有台杯A 1にともなうものて、ある。天井立"は器

壁が厚く,つまみは比較的大型で肩平である。天井部外面のロクロケズリは弱く邦へラ切り痕を残す。

1 ~ 3m大の長石'石英を含むが,器面はなめらかて,ごくわずか海綿骨針を含む。胎士やっくりは有ム

杯(SΠ307-308)とき bめて類似.してぃる。胎土C群と考えられる。

土師器(319~324)小甕(319)は口縁部が短く, C系,321は木葉痕(網状脈)があり, A系てある。320

'は全体に器壁がごく薄く,体部内外面はカキ目てはないが,ヨコ方向のハケ目てある。非ロクロと考・

れるが,丸くふくらむ体部と,しまった頸部の形態は新しい様相が感じられる。 A系 2類にはいろのて・あ

ろうか0 長甕(322~324)のうち,丸底の322はB系,ほかは非ロクロのA系てある。 322は硬質の焼き上り

て,器壁は薄く均質て',つくりは特によい。内面ハケ目,外面は強いへラケズリてある。杯蓋(318)の

形態や非ロクロ士師器が目立っことから,1期のなか{・含められよう

0

S1803出土土器(図版74 ・ 17フ・198,観察表 254頁)

須恵器(325~326)無台杯(325)は底部が水平て,直線的にたちあがる。白っほ0い軟質の焼成てある。
326は片口をっけたものて、ある。

土師器(327~334)小甕(327).甕(331・334)が非ロクロのA系,ほかはロクロの C系と考えられる。

A系の327は鉢に近い形態てある。 331は口縁部がごく短く外反する特異なものてある。334は体邦外面下半,

底部外面を粗くへラミガキする特異な調整tある。この調整は精製品にみられる般的なへラミガキては

なく,繩交士器の内面のように器面をっぶすものtある。底部が薄いことも注目される。底立3のみの332は

形態'手法からみて, S11307 (313), S1806 (192)などと同じタイプt,短胴甕と考えられる。 1厶士も明

るい色調t,比較的精良てあり,共通している。 333は底部外面まてへラケズリするものt,器胖は薄い。

330はC系の長甕t,端部に凹線様の面をもっ。 335も C系の鍋てある。器肆はやや厚く,口縁部はrく

反する0 焼成はきわめて硬質て',一部灰色を呈する。胎士は粗く,須恵器に対応させるならば,A群である。
C系が多く,非ロクロを含むことから, S1502B に類似する様相て、ある。

S1 8 出土土器(図版75 ・ 76 ・ 17フ・ 183.187.198,観察表 2弱頁)

土師器の長甕に良好な資料が多いが,須恵器が少ないこと,1駕L坑出士士器が多く<まれることて

0
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体の様相はやや不明確tある。土師器はロクロのC系が主体てある。

須恵器(336~339)無台杯・有台杯があるが,339は1砺L坑,337・338は上面出土てある。 336のみカマド

に接して出士した。

無台杯(336~338) 336は口径に比し,器高が3 帥と低く,かなり身が浅い。底部は水平よりゃやくぱみ,

安定しており,直線的に開く。 337は口径約14Cmて',身も若干深い。底部から体部は丸味をもち,つくりは

よし、。胎士はA群と推定されるが,精良な感じがある。 338は336・337より小型て',器壁が薄い。

有台杯(339)つくりが全体に粗雑てある。高台は低いが,比較的底部の外側に付されており,明瞭な

内端接地てある。

土師器(340~348)小甕・長甕・短胴甕・鍋がある。

小甕(340~342) 340・342はロクロてある。340は口縁部がゆるく外反することから, C系と考えられる。

底部(341)はハケ目調整のA系てあるが,底部外面は不調整てある。 A系2類の可能性がある。底部

(342)は小甕か長甕かは不明てある。底部外面は不調整て,長甕C系の底部の可能性が考えられる。胎土・

色調からみて,348の底部の可能性がある。

長甕(343~345・348)すべてロクロ士師器て',344のみB系て,ほかは C系てある。 B系の344は口縁部

が rく」の字状に直線的に外反し,端部は上方へつまみあげられ,つくりはきわめてシャープてある。ロ

クロナデ,カキ目の下に明確なタタキ目を残さないが, B系 2類てある。 C系のうち,343は器高40師をこ

える大型品てある。口縁部は弧状に短く外反し,端部に広い面をもっ。体部外面上位はロクロナデ,中位

はカキ目,下位はハケ目て',とくに下部は強いハケケズリてある。体部中位には外形の力ーブに変化点が

ある。粘士紐の積み上げの区切りと考えられる。内面は器面があれており調整不明てあるが,下位に指頭

圧痕がみられる。 345は344よりも器高が低く,手法はややことなる。口縁部はほぱ水平で短くのび,端部

に面をもっがやや丸味をもっ。体部上位内外面はカキ目て',内面下位もカキ目てある。外面中位~下位,

内面中位はハケ目て,外面はハケケズリ tある。 348は体部外面上半部がハケ目てあるが,かるいロクロナ

デが部分的になされる。内面上位にカキ目がありC系と考えられる。体部外面下半のへラケズリは強い。

342がこの底部の可能性がある。

短胴甕(347)この器種としては全体の器形を残す唯一の例てある。口径は約26伽,器高約20cmt,大

型てある。外面は上位をのぞいて,強いへラケズリがなされ,内面下位には指頭圧痕が残る。底部は平底

て,口縁部は器壁が薄く,焼成はかなり硬質てある。これらの手法・胎土は長甕C系のうちS1560 (317)

. S120 (369)にもみられ,同一の製作によると考えられる。ヘラケズリが一方向のみてなく,ラフてあ

ることも両者は共通している。伺一個体と考えられる破片がS114のカマドから出土している。

鍋(346)非ロクロのA系の数少ない例てある。底部外面は網状脈の木葉痕て',外面下端はへラケズリ

て,底部との境を削りとる。口縁部は比較的明確に屈折して,外反する。体部から口縁部の器壁は薄L、。

口縁部のヨコナデは比較的てぃねいてある。木葉痕をもっことから A系 1類と考えられるが,このうちて

は比較的つくりはよし、。

士師器には非ロクロは 8 点のうち 2 点(25%)てある。 C系主体てあることから,Ⅱ'期と考えられる。

V 出土遺物

S 172出土土器(図版76 ・フフ・ 17フ・ 187 ・ 197 ・ 220,観察表 255頁)

須恵器(349~354)無台杯・有台杯・短頸壺?がある。

無台杯(349~352)口径13~14師てほぱ共通するが,胎士・手法はやや異なる。350は胎士に大粒の石英
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3 奈良・平安時代

を含むが,ほかはやや精良て, C群の可能性がある。底部外面はへラ切りののちにかるくへラケズリした

ものてある。これは意図的に施したものて',珍しい。 349・351・352はA群と考えられるが,349のみ焼成

がかなり硬質て,灰色を呈する。 351・352は白っほ゜<,やや軟質て、ある。 349.350は底部がほとんど水平

て'あるが,351はかなり丸い。 352は口縁部に灯芯の痕が明瞭に残り,灯明皿として使用されたものである 0

(図版 220-1)。

有台杯(353)胎土C群t,焼成も硬質である。口径約14Cmt,有台杯A 1に近い。高台は底部のやや

内側に付される(図版 220-4 )。接地面が明瞭にくぽむ。高台内面に墨痕が薄く残り,やや磨滅してぃ

る。転用硯てあろう。 354は短頸壺の高台と考えられる。

土師器(355~364)小甕・長甕・短胴甕がある。

小甕(355~357.36D 355は口縁部がごく短く,端部が尖るものてC系,356はきれいに「<」の字状

に外反するものてB系tある。 357は明瞭な口縁部をも九ないものて',短く外反する端部をもっ。口縁部内

面に炭化物が付着しており,用途・機能は他の小甕と同一と考えられる。底部のみの361は石英を含みなが

ら,胎士が比較的精良て',須恵器のA群には対応しない 0

長甕(358~360.362.363) 363は丸底て'B系て'あるが,ほかは C系て'ある。 358は口縁部が大きく外反

し,端部が垂下する。 360は体部下半部がへラケズリされるものの,ほかはハケ目て',明確にロクロ土師器

とはできないが,胎士が明瞭に須恵器系て'あることなどから,C系としておく。ハケ目はごく細かな条線て

ある。 B系の363はととのった丸底て,内外面ハケ目て、ある。

短胴甕(364)石英粒を含むものの,比較的精良な胎士てある。口縁部は「<」の字状に外反するが,

端部が丸くやや厚くなっており,技法はC系にちかいようにも思われる。

非ロクロ土師器はほとんど見られず, C系が主体て、あることから,Ⅱ,期に比定される。

S120出土土器(図版7フ・ 78 ・ 184 ・ 191・ 223,観察表 255頁)

カマドの芯として使用された土師器長甕4個体がある。同時に使用されたものて,ほぽ全形を残す倆ル

して貴重てある。ただし,これら以外にはほとんど士器がみられない 0

小甕(365)はB系てあろう。底部(36田は外面に平行脈の木葉痕を残t。器壁が厚い。非ロクロ A系
の長甕tある。

カマドの芯てある長甕4個体のうち,367はB系t,他はC系てある。 367は「<」の字状に外反する口

縁に丸底をもっ。全体に器壁は厚い。底部内面にあて具痕を残すが,外面にはタタキ目は明確に観察され

ない0 底部付近は器壁の厚さが一定tなく,接合部と思、われる厚い部分が明確tある。また,体部内面に

は粘土紐の接合痕がよく残っている(図版 223-6 )。外面上位のカキ目はほとんどシャープて、なく, B,

系 1類に含められるものて', B系ては古いタイフ゜と考えられる。 368のC系の長甕はS1560 (316)と法且.

形態'手法などが共通するものて、あり,体部径が比較的大きし、。 369はS1560 (317)と共通するっくりのC

系の長甕である。器壁は薄く,焼成はごく硬い。 370は内外面ともタテ方向のハケ目が主体て',カキ目は内

面上位にわずかにみられるのみtあろ。 C系の士師器が主体tあることからⅡ,期の資料と考えられる。

SΠ4出土土器(図版78 ・ 79 ・ 17フ・ 199 ・ 219 ・ 226,観察表 256頁)

出士個体数が30点以上を数え,内容豊富である。Ⅱ,期の基準資料てある。

須恵器(371~383)無台杯・有台杯・杯蓋・横瓶・脚台がある。実測個体以外に杯片多数,杯蓋2点,
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甕 2点がある。胎土は374・375がC群て',他はA群てある。

無台杯(371~374)口径11.8~13.4Cmて",14Cm以上のものはない。 371は口径12Cm以下で,やや小さく,

底部は丸い。 373は底部が水平て,やや身が深いタイプてある。 374の口縁部は外反する。このような外反

する口縁部のものはC群の胎士のものにままみられる(S115-492など)。 372の体部外面下半にはカキ目か

と思われる調整痕がみられる。

有台杯(380~383)有台杯A (380~382)と有台杯X (383)がある。有台杯Aは口径約15Cmの有台杯AI

(380・38D と約13師のA Ⅱ(382)がある。形態・手法は同一である。杯部は身が浅く,体部と底部の境は

丸くなる。高台は底部の内側に付されており,高台径は口径の%程て,かなり小さい(図版 219-3 )。

こうした形態はこの住居資料の指標てある。高台は接地面まてていねいにロクロナデされ,内端が尖る。

380.381の高台内面には「十」のへラ記号がある。有台杯X (383)は口径が大きく,身はやや浅い。体部

に二条と口縁部に一条の沈線をそれぞれめく、らす。胎土は白っほ゜<,内面に厚い自然釉がかかる。横瓶

(379)と類似した色調・自然釉て'ある。

杯蓋(375~37フ)口径15~16Cmてある。377は天井部のロクロケズリがなく,ロクロナデを加えるものの,

ヘラ切り痕をとどめる。 376・377ともっまみは小さく,中央の突起もあまりない。 375は天井部内面に一方

向ナデが加えられ,器壁もやや厚い。

横并瓦(379)胎土が多孔質て',気泡がかなり多く,歪みもある。色調は白っほ゜<,自然釉がかかり光

沢をもっ。 378は脚台て、あるが,器部の形態はわからない。端部はきれいに面とりされる。

V 出土遺物

5

■有台杯

. 無台杯

△杯蓋

◆有台杯X
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第48図 S114須恵器食膳具法量分布

土師器(384~40D 小甕.長甕.土管がある。明確に非ロクロのものは392だけてある。実測イ剛本以外に

も非ロクロのA系の破片は2,3点あるのみてある。

口縁部(384~389)のうち,385 ・ 386 ・ 389は C系,384 ・ 387 ・ 388は B系かと思、わ小甕(384~393)

れる。 384の口径は約11Cmてとくに小さい。 B系の384・387・388の口縁部は上方へつまみあげられるか,

短くたちあがるかしており,つくりはシャープてある。底部(390~393)のうち,392は底部外面が不調整

てあるが,内外面はハケ目て', A系てある。器壁は全体に薄い。 390・391は外面下半を斜め方向にへラケ

ズリするものてある。 391は体部の器壁が薄く,底部は体部との接合部がかなり厚くなる。底部はやや丸い。

全体にっくりのシャープさが感じられる。これに対し,390は器壁が厚く,内面のナデも粗い。 393も含め

てB系かC系かは不明てあるが,391は少なくとも B系と考えられる。 393は底径が小さく C系てあろう。

長甕(394~40の底部(394.395)はともに大きな平底のC系てある。394はとくに強い熱を受けた痕跡

が明瞭て'ある。口縁部(396~40ののうち,399・400はっくりがシャープて', B系 2 類てある。 400は端部が

短くたちあがるものてある。カキ目のあとの調整は明瞭なへラケズリてはなく,ナデのようてある。397は

.
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3 奈良・平安時代

S120 (365), S1560 (317)と同じタイプの C系て'ある。 398は上半部のみて',底部の形態がbからないため,

技法の系譜は明瞭てない。内外面のハケ目は太い条線て',ヨコ方向のカキ目はきわめて弱く,斜めになる,

部分が大きい。器壁が厚く,体部と口縁部との屈折も鋭くなく, B系 2類てないことは確実て、ある。口縁

部が相対的に直線的にのび,端部が垂下したり,太くなったりしてぃないことを重視すれぱ, B系と考え

られる。 396は口径がやや大きく,短胴甕の可能性がある。技法はC系てある。

士管(40D ロクロ士師器て,全体にっくりがよく,調整はシャープてある。この破片の天地は端部が

肥厚することなく,面をもっておさめられていることから,上端部と考えられる。士管にもさまざまな技

法が存在するが,これはロクロ士師器のB系て'も2類に含められるものて'ある。

士師器はほとんどがロクロ士師器て,しかも C系のほかにB系がかなりあり,しかもシャープなっくり

の 2類が定量占めている。 11点の士師器の口縁部のうち, A系は 1点(10%), C系は 5 点(45%), B

系 2類は 5 点(45%)て'ある。また,須恵器の杯は大型品て、ありながら,有台杯の高台が小さくなり, SI,

12よりは明確に新しい様相を呈している。したがって, S112よりは新しい時期(Ⅱ.期)に比定される。

S 1 280出土土器(図版80 ・ 17フ・ 183 ・ 198 ・ 225,観察表 256頁)

須恵器(402~406)無台杯・杯蓋・有台杯がある。いずれも胎士A群て、ある。無台杯(402.403.406)

のうち402は口径約14Cmて',やや大型である。体部下半が丸く,口縁はわずかに外反する。 403はこれより

もやや小型て',底部は丸く,器壁は厚い。つくりは全体に粗雑て,歪みがある。底部外面には条線状の圧

痕がみられる。 406は体部外面に「五」の墨書がある(墨書4)。杯蓋(404)も403と同様に器壁が厚く,つ

くりが粗雑てfある。天井部外面にはロクロケズリがなされる。 403.404は同一の製作になるものてある。

有台杯(405)は高台がやや高いが, S114例ほど内伯R二付されてぃない。 403.404よりっくりはよい。

土師器(407~410)小甕と長甕がある。

小甕(407) C系て,口縁部はごく短く外反するのみて,端部は尖る。体部下端のへラケズリはごく粗

<,底部外縁の突出部を削りとってはいない。

長甕(408~41のいずれも B系に入るものてあるが,408・409は器壁が相対的に厚く,薄い410吋支法の

系譜がことなる。 408.4四はB系 1類,410はB系 2類て、ある。 408は体部中位に外面タタキ目と内面あて

具痕があるが,409はタタキ目は観察されず,内外面ハケ目とカキ目て"ある。カキ目はシャープなものて、は

なく,曲がった部分があり,ロクロの回転速度は遅い。 408の胎土は丸味をもっ礫を含み, A系の"ム土に類

似する0 409は比較的精良なものてある。一方,410は口縁部が「<」の字状に外反し,端部が短く上方へ

たちあがり,その外面に凹線様のくぱみをもっ。体部下半外面,t二はタタキ目をよくとどめる。底邦は尖り

気味て,底部はヨコ方向のハケ目がかるく施される。内面はハケ目てあて目痕をよく消す。'様相としては

409より辛斤しい。

当士器群は士師器にC系を含み, B系にも 1類を含むことから,Ⅱ.期~Ⅲ,期の段階に比定されよう。

S1 乃出土土器(図版81・17フ・ 200 ・ 225,観察表 257頁)

S172'670を切る住居て',比較的出土個体数は多いが,まじりがあると考えられる。

須恵器(411~42D 無台杯.有台杯・杯蓋・広口壺・広口甕が.ある。胎士は412.419.420.421がC群
t,ほかはA群tある。
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無台杯(411・413・414) 411は小型て底部が丸いもので,いくっか同じっくりのものがある。(S1310-

414は底部が水平t,身が浅い形態てあるが,器壁が薄い。口縁部はやや外反607, S11 -670など)。 413 ・

する。

有台杯(412)底部を欠くが,口縁部外面に凹線様のくぱみをめぐらすものて',胎士は白っほ゜<,やや,

軟質てある。

杯蓋(415~418)ともに縁部が外方に比較的長く屈折し,端部は尖る。 415はS114 (305)と同じ胎士.

手法て'ある。 416は天井部がほぱ'水平て',明瞭な段をもって縁部にいたる。天井部外面のロクロケズリはこ

<一部分にある。

広口壺(419)大型て',頸部に 2 条の沈線をめぐらす。胎土はA群と考えられるが,大きな粒子はほと

んど含まない。自然釉もきれいにかかっている。 S127に同一個体の破片が出土してぃる。

広口甕(420・42D は同一個体の口縁部と体部てある。 S1502に同一個体が出士してぃる。

土師器(422~430)小甕(422~424)・長甕(425~43のがある。小甕tは422がC系,423・ 424がB系,

長甕はB系てある。 B系ても器壁の薄いシャープなっくりの 2類が多い。 428にはカキ目の下にタタキ目が

みられる。小甕(423)・長甕(426・429)は縁端部が短くたちあがり,外面にくぱみをもっ。 430は器壁が厚

<, B系2類て、はないが, C系かB系 1類かは体部下半部がなくよくわからない。口縁部の端部は丸いが,

垂下はしない。体部外面はハケ目て,上位にはかるくロクロナデが加えられる。 sn4 (398)と同様なタイ

プて,口縁部が比較的直線的てあることを重視すればB系 1類と考えられる。

ロクロ土師器tも B系 2類が多く C系ないしはB系 1類を含むことから小期の新しい段階くらいに比

定て'きよう。

V 出土遺物

S1 339出土土器(図版82 ・ 201・ 220 ・ 225,観察表 257頁)

須恵器の出士個体数が多いが,士師器が少ないため,全体の様相はいまひとつ明確てない。須恵器はチ空

椀・壺類・鉢類なε',杯以外の器種が目立つ。

須恵器(431~45の無台杯・有台杯・杯蓋・蓋・稜椀・短頸壺・鉢がある。胎土は大半がA群てある。

無台杯(431~436)口径12~13伽,器高 3 ~ 4師て、ある。 431は胎士がやや精良て', C群の可能性をもつ。

ほかのものより口縁部の開きが少ない。生産地による形態のちがいと考えられる。 432~436のうち,432・

436はとくに口縁部の開きが大きく,435は底部に丸味をもつ。

有台杯(437~440)有台杯A (437・438),有台杯C (439・440)がある。 437・ 438は口径約13伽,器高

約3.5Cmて',法量・つくりとも同一てある。 439は胎士B群の可能性をもつものて,特異て、ある。法量も

有台杯B と Cの中間的な位置にある。 B群とすれば,もっとも古い時期のものと考えられる。 440の有台

杯CはS17 (46D に比し,器壁が全体に厚く,やや古い感じを受ける。

杯蓋(4"~446) 445は天井部外面はロクロケズリされない。 446はつまみの形態力斗疑宝珠形て',特異て

ある。天井部外面のロクロケズリは1陣交的ていねいて,広い範囲に及ぶ,外面全体に自然釉がかかってい

る。一般的な杯蓋でない可能性がある。 447も特殊な蓋てある。天井部に突帯をめく、らすものて,口縁部

の屈折も長い。器壁がとくに薄く,つくりはよい。稜椀の蓋tあろうか。

壺蓋(441~443)ごく小型品(441)と般的な大きさのもの(442~443)がある。 442は口縁部のつく

りが単純て,丸くぉさまるのみてあり,無台杯とも考えられるが,外面全体に厚い自然釉がかかることや

無台杯としてはやや小さくて浅いことからみて,壺蓋と考えられる。"3は短頸壺の蓋に般的なっくり
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3 奈良・平安時代

て,口縁端部が尖る。

稜椀(448)器壁が厚く,口縁端部は上方へつままれる。胎土はS1360 (656)に類似するが,口縁部の

長.さがことなる。

短頸壺(449)口縁部のたちあがりは内傾する。底部に一条の沈線をめく、らす。口縁部以外に自然釉が

厚くかかり,蓋を伴って焼成したことがうかがえる。

鉢(450)口縁部が短く外反し,肩が張り,底部は平底てある。 S115に同一個体がある。底部外面はナ

デて、あろう(図版 220-フ)。

土師器(451~455)長甕・小甕・無台杯がある。

長甕(45D 体部外面と内面下半部ハケ目て,内面上半部がカキ目てある。タタキ目は観察されなし、。

体部外面上半部は粘士紐かと思、われる凹凸が目立ち,タタキ調整はなされてぃないと考えられる。口縁部

は「<」の字状に外反し,端部は上方にっまみあげられる。 S17 (486)に類似する器形・手法て'あるが,

胎土は須恵器A群に対応する粗いものて, S17伊ルはことなる。

小甕(452~455) 454は口径約17Cmて',小甕ては大型のものてある。 454・ 455はともに器壁が厚く, rく」

の字状に外反し,端部は短くたちあがる。 452の底部は体部外面下端がへラケズリされ,体部は直線的に

たちあがらない。胎土は須恵器系てA系てはない。453の底部は外面に回転へラ切り痕が残る。器壁が厚く,

体部下端はややくびれる。ヘラ切り痕を残すこと,明瞭に焼けた痕跡がないことから無台杯Bの可能性が

考えられる。

当士器群は土師器が少なく,年代も明確にしえない面があるが,士師器甕がS17に類イ以することから,

おおよそⅢ.期と考えられる。
.

S1 7 出土土器(図版83 ・ 84 ・ 17フ・ 185 ・ 202 ・ 218 ・ 223 ・ 224,観察表 258頁)

出士個体数が40点以上あり,良好な資料てある。須恵器杯類は有台杯,無台杯とも大型品( D がなく

なり,土師器系はB系の 2類にほぱ統される。Ⅲ'期の基準資料てある。

須恵器(456~466)無台杯・有台杯・折縁杯・杯蓋がある。未実測個体は無台杯約10点,有台杯1点,

杯蓋 2 点,折縁杯 1点,横瓶1点,大甕 1点tある。横并瓦はS1310 (611)と同一個体て', S16 にも同一個

体片がある。折縁杯はまったく同じタイプてある。胎土は大半がA群てある。

無台杯(456~46の 5点のうちて'は460が器高3師以下でとくに身が浅い。これは口縁部がやや内湾す

るものて,胎士はA群に類似するが,やや精良てある。 456ヤ459は口径約13帥,器高3.5Cmt,ほぱ同じ法

量て、ある。しかし,つくりは同じものて'はない。カマド出土の457は器壁が厚く,底部は.とくに水平て'あ

る。 458は器壁が全体に薄く, S1巧(493), S16 (519・52のなどε類似する。

有台杯(461~464) 461は口径10.6Cm,器高4.6Cmの有台杯Cて'ある。径高指数(器高/口径XI00)が43

てある。体部から口縁部の器壁は薄いが,底部は比較的厚く,高台もしっかりしてぃる。 462は口径Ⅱ.2

師,器高4.1Cmて,法量は有台杯Cと大きな差はないが,径高指数は37て',相対的に身は浅い。有台杯A

Ⅲて'ある。 463は口縁部を欠き,器高は不明て'あるが,高台径と底部から体部の丸味からすると,有台林A

Ⅲてあろう。これは胎土がやや精良て, C群の可能性もある。 464も口縁部を欠くが,形態.手法は特異な

ものて,注目される(図版 218-5)。すなbち,①底部外面はロクロケズリてある。②底部内面はき b

めてなめらかて,器面の凹凸がない。③底部から体部は明瞭な屈折点をもって直線的にたちあがることt

ある。これらの特徴は他の須恵器杯にほとんどみられない特徴てあるが,底部糸切り技法の須恵器には
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般的なものて'ある。底部外面はロクロケズリされているため,切り離し技法は不明て'あるが糸切りされて

いると考えられる。胎士も A・ B群てはない。糸切り技法の須恵器は他に無台杯(sn -672),杯蓋(1042)

があるのみてある。

杯蓋(465)器壁は全体に薄く,天井部から縁部まて屈曲なくっながる。天井部外面はロクロケズリは

なされず,ヘラ切り痕が残る。

折縁杯(466)口径16Cm,器高4.8Cmの大型の折縁杯て'ある。高台は底部のかなり内側に付され,高くて

器壁は薄い。体部はくびれ,口縁部は短く上方へ折れる。内面には火だすきがかかる。折縁杯としては出

現期の古いタイプε考えられる。

5

■有台机

.無吉杯

△杯蓋

0 折緑杯

第49図 S17須恵器食膳具法量分布

土師器(467~491)小甕.長甕.鍋.底部がある。 476・481が非ロクロ A系の可能性をもっが,他はす

べて B系て、ある。 C系はない。

小甕(467~475.47フ~48の法量からみて,口径約10cmのもの(467),口径13~14Cmのもの(468~472),

口径15~16Cmのもの(473~475・47フ)に分けられるが,全体の器形,法量が不明なこともあり,それぞれ

の区別は明確てはない。 47フ・478などはとくに体部がやや長く,法量はかなり大きいが,口径20cm以上の

長甕との差は大きい。これらの口縁部内面には炭化物が付着しており,一般的な小甕と同様の用途と考え

られる。小甕の技法はすべてB系てある。口縁部は rく」の字状に直線的に外反し,つくりはいずれもシ

ヤーフ゜て'ある。口縁端部が上方へつまみあげられるものが多い(471~475・47フ)。 477はとくに明瞭て'ある。

468をのぞいてぃずれも口縁部内面に炭化物がよく付着する(図版224一田。底部(480)は大きさからみて,

小甕てあろう。 482もその可能性が強い。これは底部が水平てなく,かなり突出する。

長甕(476.481.483.486~49D 476は口縁部がゆるく外反し,非ロクロのA系の可能性がある。しかし,

口縁部のヨコナデはきれいて',胎土も精良t,明るい色調てある。底部(48D は木葉痕があり,476 の底

部の可能性が考えられる。底部は平底てはあるが,木葉痕をもっもののなかては,突出気味て',胎士も比

較的精良て特異てある。内面はハケ目てていねいに調整されており,つくりもよい。

476.481以外の長甕はいずれもロクロのB系てある。しかし,手法は同一てない。 486.487は体部上半

部にカキ目が施されてぃるが,部分的て、ある。これに対し,488~491はカキ目が全面に施される。 486 は

カキ目てはなく,内外面とも全面がてぃねいなハケ目て、ある。明瞭なタタキ目,あて具痕はみられない0

底部は丸底てある。口縁部は「<」の字状に外反し,端部は上方へつまみあげられる。この土器の胎土は

Imm大のさまざまな粒子を多く含むが,素地そのものは精良てある。一般的な土師器の胎士には lm以上

の大粒の石英を含むが,これにはみられず,産地のちがいが推定される。技法が一般的てないことも,そ

V 出土遺物
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3

れによろと考えられる。これに対し,487は体部ヒ半部に,タテ方向のハケ目ののちにカキ目を部分的に

施す。外面中位はへラケズリてある。体部外面下半にはタテ方向のハケ目の下にかすかなタタキ目が観察

される。また,体部上半にもわずかにタタキ目が残る。ただし,タタキ目の原体の凹凸は少ない。このこ

とから,ハケ目の前に体部上半まtタタキを施していることから,下半部の丸底化はタタキによると推定

される。口縁部は体部との屈折がやや丸く,端部は上方へつまみあげられる。

488~491のうち,488と489はカキ目がとくにシャープて',口縁部から体部上端の外面にタタキ目を残す

(図版 223-5 )。焼成も硬質てある。典型的な B系 2類てある。 490・491は体部外面中位がタタキ目ι

ヘラケズリ tある。ヘラケズリは比較的強く施される。 491は口縁端部がやや肥厚し,丸くぉさまる。底

部(483)はタタキ目,あて具痕をそのまま残すもので, B系て、ある。 A系の476と B系の486.487.491

はカマドの芯に使用されたものて',488・490より相対的に古い様相をとどめてぃる。 488はS14 (56のと

同一個体てある。

鍋(484.485)ともに B系てあるが,484は器壁が相対的に薄く,口縁端部は上方へつまみあげられ,尖

り気味てある。これに対して,485はやや器壁が厚く,体部から口縁部への屈曲も丸く,端部は上方内伯1

へつままれるもののシャーフ゜さに欠ける。

奈良・平安時代

S1 15出土土器(図版85 ・ 178 ・ 200 ・ 216 ・ 223 ・ 225,観察表 259頁)

20イ剛本以上出士しており,比較的まとまっているが,須恵器が多い。須恵器は完形品て出土したものが

多い。

須恵器(492~507)無台杯・有台杯・杯蓋.折縁杯がある。

無台杯(492~499) 492のみやや小さく,ほかは口径12.3~13.2Cm,器高3.3~3.8Cmて'ある。 492.499

は胎土C群t,ほかはA群てある。 492は小さいものの器壁は比較的厚く,底部はほぱ'水平で,口縁端邦が

わずかに外反する。 493は全体に薄く, S17 (458)と同じっくりてある。 495.498は胎土.調整とも特に粗

雑て',底部は突出気味てある。 494~498はおおむね底部の器壁が厚い。この土器群の須恵器は有台杯,杯

蓋も含めて,器壁の厚いものが多く,それぞれ共通のっくりて'あることがうかがえる。

有台杯(500~502) 500・ 501は小型の有台杯A Ⅲ,502はA Ⅱて、ある。 501.502は吉台が底立"のやや内

伯上二付されており,底部から体部は丸い。 502は身が比較的浅く,高台は小さい。わずかながら外端接地と
なる。

■有台楳

.無含杯

△払蓋

0 折緑杯
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杯蓋(504~506)

505はまったく同

ない 0

折縁杯(503)口径16Cm,器高4伽の大型品て、ある。 S17 (466)に比し,身の開きがやや大きく,

は低くて,底部の外縁に付される。完形品て'ある。高台は若干「ハ」の字状に開くが,接地面は水平にっ

くられる。高台内面はへラ切りののちロクロナデされる(図版 216-6 )。

土師器(508~512)小甕(508~51D ・長甕(512)がある。いずれも B系と考えられるが,509は口縁部

が短く,古い様相を示す。底部(511)は厚い。 510と同個体の可能性がある。長甕(512)は,口縁部は,

体部からほぱ直角に屈折し,「<」の字状に外反する。全体にっくりはシャープて、あり,端部は面をもっ。

口縁部の外面にタタキ目かと思、われるかすかな凹凸がみられる。 B系2類てある。体部外面下半はタタキ

目,内面はハケ目t,外面中位に強いへラケズリをおこなう(図版 223-3 )。底部はやや尖り貳味て',

体部との接合部が内面によく残る。

S17と類似した様相てあるが,須恵器は相対的に器壁が厚く,古いと考えられる。皿期の古い段階と考

S1 6 出土土器(図版86 ・ 87 ・ 17フ・ 203,観察表 259頁)

20点以上の出土があり,比較的まとまった資料てある。ただし,須恵器杯蓋や士師器の小甕が少ない0

Ⅲ。期の基準資料てある。土師器小甕に糸切りがみられること,長甕にタタキ目をまったく消さないものが

あることが注目される。

須恵器(518~527.536)無台杯.有台杯・折縁杯・稜椀・壺蓋・甕・横并瓦がある0 横瓶は未実測てあ

るが, S1310 (611)と同一個体の体部破片て'ある。 524のみ胎土C群て',ほかはA群てある0

無台杯(518~52の口径12~13Cm,器高3.3~3.4Cmて'ある。 518は器壁が厚く,底部がやや丸味をもっ

ものて,体部の開きは大きし、。 S14 (539)と同一個体てある。 519・ 520は同じっくりて,器壁が薄く,

底部が水平tある。

有台杯(521~524) 521.522はともに有台杯A Ⅱてあり,胎土・調整が粗く,歪みがある0 局口はとも

に外端接地てある。 522は高台が低く,ロクロナデもてぃねいてない。 523は口径10.6Cm,器高4.7Cm(径高1"

数44)て',高台は底部のかなり内伯R二付される。有台杯AⅢの可能性もあるが,口縁外面には凹線様のく
ぱみをもち,有台杯Bのっくりに類似する。一応,有台杯C と考えておく。 524はS160 (594)と同個体

て,不明瞭ながら有台杯C と考えられる。

いずれも天井部は水平て,つまみは肩平で中央がくぱむ。器壁はとくに厚い。 504・

のっくりて',天井部はかるくロクロケズリする。 506の天井部外面はロクロケズリして

135

えておく

S1 11出土土器(図版85 ・ 178 ・ 200 ・ 219,観察表 259頁)

513は口径12師の有台杯AⅢて、ある。高台は底部の内側に付され,径はかなり小さい。白っぽい色調て',

焼成はやや軟質て内外面に火だすきがみられる。高台内に「X」のへラ記号がある(図版 219-4 )0

514はっまみが剥離した杯蓋て',天井部外面にはロクロケズリがなされない。土師器の小甕(515'516)はと

もに「<」の字状に外反する B系て',515は端部が上方へつまみあげられる。 517は底部外面まてへラケズ

りされるものて',長甕C系と考えられるが,とくに胎土が白っぽい。 S115などに近い時期と考えられ,Ⅲ,

期に比定される。

0

V 出士遺物

口高



3 奈良・平安時代

折縁杯(526)口縁部を欠くが,高台の形状からみて,大型の折縁杯と考えられる。高台は低く,薄い。
底部の内側に付される。

稜椀(527)全体に器壁が薄いものて",身はかなり深い。口縁部は上方へつまみあげられ,面をもっ。

高台は「ハ」の字状に長く大きく開く。 S1339の特殊な蓋(447)とっくりゃ1厶土力浅頁イ以しており,対をメ
す可能性がある。

壺蓋(525)口径約10cm,小型品て,上面に厚く自然釉がかかる。

甕(536)口頸部は小さくすぱ'まり,体部は球形にふくらむものてある。口縁端部は水平な面をもち,

外方へ大きくひき出され,内伯Ⅱ二もっまみ出される。外面は平行タタキ目ののちカキ目,内面は同心円交
あて具痕を残す。

■有台杯

.無台材;

第51図 S16須恵器食膳具法量分布

土師器(528~535)小甕と長甕がある。

小甕(528~53D 528は底部外面が回転糸切り不調整t,体部下端をかるくロクロケズリする。糸切り

はこれだけてある0 かなり小型のものてある。胎士はやや精良て',須恵器の胎士A群には対応しないと考

えられる0 529は口縁端部が上方へつまみあげられず,やや尖り気味になる。体邦の張りがない。 530lt毎

綿骨針を含むものてある。 531は口縁部があまり長くなく,体部も張らない。底立3は厚くて,やや丸味をもっ。
長甕(532~535) いずれも B系である。 532は口縁端部の外面にやや広い面をもっ。さほどシャープな

つくりてはないが,体部外面にタタキ目が残る。 533~535はいずれも器壁がかなり薄く,つくりはシ_

プてある0 口縁部は体部から明瞭に rく」の字状に外反し,端部は上方へつまみあげられる。 534 の体邦

外面のカキ目の下にタタキ目が残る。535の体部下半は外面が凹凸の大きな平行タタキ目て,内面はあて

具痕が明確てはない0 しかし,底部付近にはあて具状のくぱみがあり,かすかに同心円交状の痕跡が
れる0 体部外面のタタキ目ののちにへラケズリはなされない。

5

.

.
.

■

.

10

S 1 4 出土土器(図版87 ・ 88 ・ 178 ・ 185 ・ 204 ・ 216.222.224.225,観察表 260頁)

S14 は鍛冶工房の竪穴て',士器がかなりまとまって出土した。土師器の長甕に良好な資料がある。Ⅲ.期
の基準資料てある。

須恵器(537~546)無台杯.有台杯.杯蓋がある。 542.543のみ胎土はA群tない可能性をもっが,ほ

かはA群て'ある。
J

無台杯(537~543)口径は12.1Cmから13.6Cmまて、幅があるが,器高は3.3~3.8 mて'ある。 537は底,ゞ
平t,口縁部が直線的に開く ものt, S115 (496' 497)などと類似する点がある。 538はS16 (518)と同

巧(C") 口径(器径)
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V 出士遺物

一個体で,底部は厚くて丸い。 539・540はつくりが同一て"ある。 540は器面にはじけた小さな穴が多くあり,

炭化物・鉄分等が付着した痕跡が明瞭てある。鍛冶作業に関連した容器として使用されたと考えられる。

541は口径がやや大きく,底部は丸い。 542・543はまったく同じつくりて',胎土がやや精良なものて'ある。

底部は水平て',器壁は全体に厚く均一て、ある。

有台杯(544・545)有台杯A Ⅱ(544)と有台杯X (545)がある。 544は器壁がやや薄いが, S16 (52D

と調整や高台の形状・位置が同一て,同じつくりて、ある。高台は底部のやや内側に付され, bずかに外端

接地となる(図版 216-2)。 545は口径15.20m,器高7.5Cmの有台杯て',体部外面に 2 条の細い沈線をめ

<、らす。沈線は深く鋭く施されず,目立っものてはない。高台は低いが外側にふんばる。体部中位がやや

くびれ,口縁部は若干外反する。底部外面に墨書がある(墨書17)。

.有台杯

無台杯

◆有台杯X

第52図 S14須恵器食膳具法量分布

杯蓋(546)天井部外面のロクロケズリは弱い。器壁はやや厚い。

土師器(547~56D 小甕と長甕のほかにフィゴ羽口がある。

小甕(547~郭5)口縁部(547~552)のうち,547のみ体部からゆるく弧状に外反し,他は「<」の字

状に外反し,端部が上方へつまみあげられる。弱2は上方へたちあがる。 547はロクロ士師器て, C系の可

"自性がある。 548~郭0は外面にカキ目がある。弱1は内外面にもロクロナデて',カキ目はおこなbれない。

口縁部内面にはそれぞれよく炭化物が付着している(図版225-5)。底部は弱5をのぞいて,外面不調整て,

弱5は静止糸切りてある。郭3は外面下端にへラケズリがみられ,胎土に 3 ~ 5mm大の小礫を含む。

長甕(557~56D 弱7は口径16.6Cmて小さいが,口縁部と体部内面に炭化物の付着はまったくみられず,

長甕と考えられる。この口縁部のみ, rく」の字状の外反が小さく,端部が丸くぉさまる。外面のカキ目は

シャープてなく,全面に施されない。器面に凹凸もみられ,調整はよくない。 B系ても2類には入らない

ものて、ある。ほかの558~561はいずれも口縁部から rく」の字状に外反する。とくに郭8.561は屈折が鋭

い。全体を残す559~561の 3個体のうち,559は体部外面下半のタタキ目はハケ目て、かなり消さn,内面の

あて具痕は明瞭に残らない。また,上半部のカキ目も水平てない部分があり,カキ目の問にタテ方向のハ
、

ケ目が部分的にみられる。外面下半はハケ目て一部ケズリとなる。ハケ目の条線ははっきりしない。タタ

キ目の凹凸は小さい。底部内面に接合部のふくらみがよく残る。体部中位がよく張る形態てある。 560は

S17 (488)と同一個体てある。全体のっくりがシャープて',焼成も硬質の感じを受ける。口縁部は外反

し,端部は上方へつまみあげられ,外面に明瞭な面をもっ。体部外面上半部のカキ目の下にはタタキ目が

よく残る。体部外面下半は格子目にちかいタタキ目,内面は伺心円交あて具痕てある。あて具痕の凹凸は

比較的大きく,カキ目ののちに施されるものて、ある。外面中位には部分的にへラケズリがなされる。561は

5
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3 奈良・平安時代

体部のふくらみがやや小さい形態てある。口縁部は明瞭に rく」の字状に外反し,端部は上方へつまみあ

げられる。体部外面下半部のタタキ目は比較的凹凸が大きく,部分的にへラケズリされてぃる(図版222-

2)。内面は凹凸の少ない同心円文あて具痕t,タテ方向のハケ目ののちに施される。長甕のうち,557は

口縁部のっくりがシャープてなく,郭9はタタキ目が比較的よく消されていることから,ともに古い様相を

もつ。

フィゴ羽口(556)口径の小さい方の端部を欠く。大きい方は口径約7Cmて',内面にへラケズリがなさ

れている。溶着物はみられない。これに対し,もう一方は熱を受けており,この先に溶着物がとくに付着

していると考えられる。胎士は他の士師器と大きくことなるものてない。

S1 17出土土器(図版89 ・ 178 ・ 184 ・ 201・ 218,観察表 260頁)

須恵器(562~57D 無台杯・有台杯.杯蓋がある。

無台杯(562~566) 562は胎士C群て',ほかはA群てある。 562は口径14Cm以上あり,やや大きい。ほか

は口径13伽前後て、ある。 563・566は底部と体部の境が丸く,564・565は底部が水平tある。 565は身がやや

浅く,底部が厚い。

有台杯(570・571) 570は胎士C群て',有台杯A ⅡかCである。高台は接地面が水平て,全体のっくり

はよい。 571は胎士C群の有台杯AⅡてある。底部と体部の境は丸く,底部のかなり内側に付されてぃる。

高台は小さくて,内端接地てある。内面にひろくタールが付着する灯明皿である。

杯蓋(567~569) 568は縁部をきれいに打ち欠いた転用硯て',内面全面に濁痕が残る(図版 218-1)。

しかし,著しい磨滅はなく,これて墨を磨ったとは考えられない。つまみは中央がくぽむ。 569のっまみ

は上面外周が高く,中央も若干突出する。 S114 (37フ)と類似する。

土師器(572~575)小甕と長甕がある。

小甕(572)内外面ともカキ目のないものて,口縁部は「<」の字状に外反するが,さほどシャープな

ものて、はない。

長甕(573~575) 573は口縁部が「<」の字状に外反し,端部が上方に短くたちあがる。体部外面はハ

ケ目て',さほどシャープなっくりてはない。 574は胎士がやや精良なものt,須恵器の胎士A群には対応し

なし'0 口縁部は「<」の字状に外反し,端部は面をもっものの比較的丸くぉさまる。 575は明瞭じ「<」の

字状に屈折し,端部は上方へつまみあげられて鋭い。カキ目を含めて,つくりはとくにシャープて',焼成

も硬質てある。体部外面は斜格子交タタキ目t,ヘラケズリは顕著てない。内面は同心円交あて具痕がす

り消されている。

土師器はいずれも B系と考えられ,Ⅲ,期に比定されよう。

S1 1500出土土器(図版89 ・178 ・ 204 ・ 222 ・ 225,観察表 261頁)

須恵器無台杯が多い。 579・580は底部外面に同一の筆による「中」の墨書があるが,須恵器そのものも

同のっくりtある0 胎士は lm大の粒子をけっこう含むが,比較的精良なものである。底部から体邦にか

けてはやや丸味をもっ。 577は胎土C群て,口縁部内面に漆状の付着物がみられる。 576~578も形態は579

'580にほぱ同じ。士師器甕底部(581)は厚い器壁てある。底部外面は不調整て(図版222-3),体部外面

はロクロナデてあり, C系の長甕とは考えられない。無台杯のっくりからいえば,Ⅱ.期に比定されるので
はなかろうか。
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S1 60出土土器(図版90 ・ 178 ・ 187 ・ 204 ・ 216,観察表 261頁)

須恵器杯類の完形品が多い資料てある。カマド内から無台杯(586)・長甕(595),カマド周辺から杯

(583.584.588・ 590),床面直上から杯(587・ 592・ 594)が出土した。士師器は B系ぱかりて',須恵器に小

型の有台杯AⅢ・ Cが多いことから,Ⅲ.期に比定されよう。

須恵器(582~594)無台杯・有台杯がある。小型の有台杯が多いのが注目されろ。 587・589が胎土C群

tあり,591・593がA群てない可能性があるほかは全てA群てある。

無台杯(582~589)口径12.2~13.4Cm,器高 3.3~ 3.8Cmて、,法量に大きなばらっきはない。胎士C群

の587.589はともに同じっくりて',器高がやや高く,底部が小さい形態て、ある。また,586と588も同じっ

くりて',底部と体部の境はやや丸味をもち,たちあがる。 583の底部は水平よりゃやくぱみ,体部のたちあ

がりも直線的て、ある。 584 ・ 585は同じっくり tあろう。

有台杯(590~594) 592は有台杯A Ⅱtあり,ほかの 4点は小型の有台杯AⅢかCて'ある。径高指数は

590が34,588.594が36て',形態からみても有台杯A Ⅲと考えられるが,591・593の 2 点は明確な決め手を

欠く。口縁部外面には小さな段もなく,かなり薄く尖り気味てある。高台は小さく,接地面は水平て'ある。

胎士B群の有台杯Cは口縁部外面に小さな段をもたないが, A群はこれをもっものが多いことから,応

有台杯A Ⅲと考えておく。 591はS16 (524)と同じっくりてある。 590は口径ガミやや大きいが,身がやや1木

めて',体部の開きが比較的大きい。口縁部外面に凹線様のくぱみがめく、る。こうした特徴は有台杯Cに多

いことから,大きめの有台杯C と考えられる。高台はやや内倶R二付され,径が小さい。底部と体部の境に

ロクロケズリがなされる(図版 216-3 )。 594は器壁がやや厚いものて',白っぽい自然釉がうすくかかっ

てぃる。 592は身がやや浅く,器壁は全体に厚い。高台をのぞいたっくりは,無台杯(585)などと同一と考

えられる。高台は底部のやや内側に付され,小さくて低い。接地面は水平てある。口縁部内面と局口をの

ぞいた部分にタール状の付着がみられ、灯明皿の可能性がある。タールの付着は口縁部の小さな破れ口に

も付着していろ。

V 出士遺物

.有台杯

.無台'不
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第53図 S160須恵器食膳具法量分布

土師器(595~598)いずれもロクロのB系の長甕てある。 595は底部のみを欠くものてある0 口縁部は

比較的短く,端部は短く上方へ九ちあがる。体部内外面のカキ目はやや粗雑て',器面に小さな凹凸が残る0

カキ目の範囲が下位まて及び,底部ちかくにタタキ目とあて具痕が残る。タタキ目ののちには虫頁著なへラ

ケズリてはなく,タテ方向のナデのような調整が一部に加えられる。 596は口縁部外面に広い面をもち,そ

の下端がやや垂下する。胎土は精良て須恵器のA群には対応しない。597は器壁が薄く,シャープなっくり

て,口縁端部は上方へたちあがる。 598は端部が丸くぉさまるものてある。

口径(器径)

■
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3 奈良・平安時代

SI "0出土土器(図版90・178・ 200,観察表 261頁)

須恵器無台杯(599)は器壁がやや厚くて,底部が丸いタイプt, S11 (67のなどとは同じタイプて'あ

る。 601は底部の調整があまりょくないものて、ある。折縁杯(602)は小型で,縁部のたちあがりが短く ,

形骸化したものである。小瓶(603)は球形にちかい体部に細い頸部をもっ。口縁部は外反し,端邦は上

方へたちあがる。外側の面の下辺は'ロクロナデて引き出されない。体部外面にはカキ目ι同じ条線がみら

れる。土師器小甕(604)はC系てある。 605 は底部が小さく, C系の小甕の可能性が考えられる。 604.

605は少なくともⅡ2期まて、のものて、めるが,須恵器はⅢ期に比定される。

S1 310出土土器(図版91・ 179 ・ 203 ・ 225,観察表 261頁)

須恵器(606~61田 10点以上の出土があるが撹舌し坑から出土したもの(607.608.613.615.618)が多

い。無台杯・有台杯・杯蓋・横"瓦・甕がある。

無台杯(606 ・ 607 ・ 609 ・ 610 ・ 612) 口径約 12~ 13師てある。 606・610は同一のっくりて底部外面

のへラ切りがとくに粗く,つくりはよくない。器壁は全体に厚い。 607はやや小型t底邦が丸いタイプて、あ

る0 609はっくりがよく,やや古い感じを受ける。 612は体部下端がくびれるものて,底部外面のへラ切り
痕がi栗い。

有台杯(608'613) 608は口径11Cmて",口縁部外面に凹線様のかすかなくぽみがあり,有厶杯の可ヨ"性

が強い0 内面に自然釉がかかることも有台杯に多い。 613は口径11.6Cm,高さ5.3Cm (径高1ヒ数45.フ)て,

有台杯Cて'ある。口縁部外面はくびれ,有台杯AⅢのっくりとはこしなる古台は底部の内御に付され,

径はかなり小さい。高台は内端接地て、ある。高台内側に文字不明の墨宝がみられる。(墨書18)。

杯蓋(614'615) 614は器径約15師て,やや大きい。天井部から縁部まtなだらかである。これに対し,

615は天井部がほぱ水平t,体部は明瞭に屈折する。天井部外面はともにロクロケズリが明確ではない。

横瓶(611) S16 に同一個体がある。口縁部は外反し,端部は上面にくぱみをもっ。

甕(616)大型のものてなく,器壁は薄い。外面は平行タタキ目,内面は同心円交あて具痕て',大きな
歪みをもつ。

土師器(617~619)小甕と長甕があるが,量は少ない。口縁部はいずれもロクロのB系てある。小甕の

口縁部(618)は端部が短く上方へたちあがるが, S11100 (687)ほどたちあがりは長くない。底立"(619)

は外面不調整て,底部と体部の接合部て剥離してぃる。これからみると底部内面の外周の器肆が厚くオる
のは接合によるものと考えられる。

長甕(617) は口縁部の外反が明確て',端部が短くたちあがる。器壁は全体にうすぃ。口縁邦と体部の

外面にはかすかにタタキ目が残る。

当土器群は609・614など古いものも含むが,Ⅲ期に比定される。
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S1 33出土土器(図版91・205,観察表 262頁)

S133は 2 棟の切り合いて',それぞれA (旧)・ B (辛斤)とし九。しかし, B と確定してとりあげ・れたも

のは少ない0 626のみBt,622~624はAて,ほかは区別されてぃない。無厶杯(620)は"ム士が粁良て、あ

るが,石英を含み, A群と考えられる。体部の開きが大きく,胎士B群のものに類似する。 621は厶付、

か鉢てある0 口縁部は短く直立し,面をもっ。小甕(624)は口縁部が内湾するものである。 626は器胖が

かなり薄く,体部のロクロナデの凹凸が大きい。 S1670 (976)に類似する。627の底部は須恵器系"ム土口



転糸切りてある。長甕(622)は内湾し,上方へ長くたちあがる。胎土は比較的精良てある。 623は rく」の

字状に外反するシャープなっくりの長甕B系てある。鍋(625)は底部外面まてカキ目のめずらしい調整て

ある。 S133A . Bはあまり大きな時期差はないと考えられる。Ⅲ.~Ⅳ,期に比定されよう。

S1 500出土土器(図版92・ 205 ・ 225,観察表 262頁)

須恵器(628~632)無台杯のみてある。 631のみ胎土B群てある。 628・629は胎土A群て、あるが,器壁

は薄く,体部と底部の屈折が明瞭なものてある。こうした特徴は胎土B群のものに類似し,胎土A群のな

かては新しい様相と考えられる。 630は器高が2.5Cmて",身がかなり浅い。 631は体部外面のロクロナデによ

る凹凸が著しい。 632は底部外面に墨書があるものてある(墨書15)。底部を意図的に円形に打ち欠いたと考

えられる。器壁は比較的厚い。

土師器(633~636)底部(633.634)は外面下端と底部外面にかるいへラケズリをおこなう。ともに小

甕てある。 635は小甕の口縁部て',「<」の字状に外反し,端部が上方にっまみあけ'られる。 636は長甕てあ

る。「<」の字状に外反するシャープなっくりて,口縁端部は短く,上方へたちあがる。 635.636ともに B

系 2 類て'ある。

当士器群は須恵器にわずかに胎土B群を含むこと,胎土A群の無台杯が薄いことから,Ⅳ.期に比疋され

よう。

S1 10出土土器(図版92 ・ 178 ・ 205 ・ 217,観察表 262頁)

無台杯(637)は底部がかなり丸く突出するものて、ある(図版217-1)。杯蓋(638)は10土C群て,天

ロケズリはてぃねいてある。天井部内面はきわめてよく磨滅する。杯蓋(639)はっまみ上井部外面のロク

部中央がくぱむ。 640は小甕B系て",端部はっまみあげられる。 641は小甕B系の底部て,底部外面は不調

整てある。小甕の口縁部などから皿期に比定される。

V 出土遺物

S1 41出土土器(図版92 ・ 179 ・ 205 ・ 220,観察表 262頁)

須恵器(642~648)無台杯.杯蓋.広口壺・直口壺がある。胎士は645がC群,646がB群て',ほかはA

群てある。

無台杯(642~644) 642は底部がフk平て,つくりは比較的よい。 643は口径11.2Cmと小さく,底部は器

壁が厚く,丸いものてある。 S1310(607), sn (67のなどと類似する。 644は器壁が全体に薄いものてある

が,底部は若干丸味をもっ。

杯蓋(645.646) 645は胎土がきわめて精良て,焼成はとくに堅緻て、ある。天井部から縁0βは丸味をも

つてくびれる。つまみは肩平な擬宝珠形てある。外面全体にアメ状の自然釉がかかる。6461朗"土B群の杯

蓋て',口径15.6Cmと大型てある。深身の有台杯Bに伴うものてあろう。天井部のロクロケズリはていねい

て,つまみは中央が若干突出する。

広口壺(647)胎士が白っほ゜<,外面全体にかかる自然釉は淡緑色て,きれいてある0 口縁端""が上方

へたちあがる。

直口壺(648)体部上端から口縁部を欠くが,大きな個体てある。体部外面上半はカキ目,下半は強

いへラケズリて,下端にはタタキ目が残る。底部は広い平底て,指頭圧痕のようなくぱみとかるいタタキ目

のような痕跡がみられる。内面下半はハケ目て',粘土紐の接合痕が残る(図版 220-2 ' 3 )O S11320に
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3 奈良・平安時代

同個体の破片(752)がある。

土師器(649.650)長甕(649)は口縁部が rく」の字状に外反し,端部は上方へたちあがる。体部下

半外面にはタタキ目と強いへラケズリがおこなわれる。カキ目も含めて,つくりはシャープて, B系 2類

てある。 650は口縁部を欠くが,小甕て',器壁が全体に薄い。

当士器群は642.643・647などやや古いものも含まれるが,胎士B群を含みⅣJ永二比定される

S1 360出土士器(図版93 ・179 ・ 206,観察表 263頁)

士師器がやや少ない土器群て、ある。 S1360は大型住居t,稜椀・把手付鉢などの器種の存在が住居の階

層を示唆する。

須恵器(651~657・662) 651のみ胎士C群て,ほかはA群である。

無台杯(651・ 652) 651は底部がごく水平t,体部との境が明瞭てある。口縁部はやや外反する。器

高2.8Cmで,やや浅い。胎土はごく精良て',焼成はよいが,黄白色を呈する。

杯蓋(653~655) 653.654は天井部のロクロケズリがほとんどなされず,ヘラ切り痕を残す。ともに

器高が低く,肩平な形態tある。 654は器壁が全体に薄く,縁部内面の身の受け邦が明瞭にくぱむ。

稜椀(656)器壁が厚く,体部から口縁部が大きく外反する。高台は径が小さく,大きく「ハの字状

に開き,内端がていねいに引き出される。有台杯(657)は墨痕をもっものて',底部を残し,意図的に打ち

欠かれている。高台は底部のやや内側に付され,内端がロクロナデt尖る。

把手付鉢(662)口径30帥以上の大きなものtある。口縁は短く外反し,端部は上方へつまみあげられ
る。体部肩に角状の把手が付される。

土師器(658~66D 長甕(658.659),小甕(66の,土製品(66D がある。 658.659はし、ずれもシャ_70

なっくりのB系 2類である。 659はとくに器壁が薄く,体部がやや張るよ動同甕にちかい形態の可苛性もある。

661は全体の器形が不明なものてある。図の上方は端部て',ヘラできれいに面がしられてぃる。図の正面は

ハケ目t,わずかに凸面をなし,裏面はハケ目ののちナデて凹面をなす。胎士は須恵器系てある。断面の

カープと端部からみて,一般的な器種てはなく特殊な士製品と考えられる。

士師器はB系が主体て, sn4よりは新しいと考えられるが, S17よりは須恵器に古い要素がのこってぃ
る。Ⅱ.期の新段階からⅢ.期古段階に比定されよう。

0

S1 1302出土土器(図版93・179・ 206,観察表 263頁)

無台杯(663~665)のうち,664・665は底部が突出し,調整が粗いものて',まったく同じっくりtある。

663はこれらより底部は水平て'ある。有台杯A n (666)はS11100 (68のと同個体てある。身は美く,高

台は低い0 壺蓋(667)も S11100 (679)と同一個体てあろ。 668は口径がやや小さく,身の加い稜朽tて、ある。

口縁端部は丸くぉさまる。土師器小甕(669)はB系て',口縁端部は上方へたちあがる。 S11100 と同時期
て',Ⅲ2期に比定される。

S1 1 出土土器(図版93 ・ 179 ・ 205 ・ 217.219.222,観察表 263頁)

須恵器(670~672)無台杯(670)は小さくて,底部が丸いタイプて'ある。外面の底邦と体立"の境はへー

切り痕かとも想、われるくぱみがめく、る(図版217-2)。 672は底部外面が回転糸切りの例て"ある(図版219_

D0 糸切りの無台杯はこれ 1点のみてある。口径は12.8Cm,器高4Cmt,形態はへラ切りの無厶杯て、はメ
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く士師器の椀Bに類似する。底部内面はきわめてなめらかて凹凸がなく,体部との境が明瞭てある。胎,

土C群てあるが,上越地方か中越地方西部からの搬入品と考えられる。小甕(673)も胎土や形態が特異て

ある。ロクロ土師器てあり,器壁は全体に薄く,口縁部はゆるく長く外反する。胎土はよく精良て、ある。

小甕(675)の底部外面はかすかにへラ切り痕のような渦,巻をとどめる(図版222-5)。Ⅲ,期に比定され
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S1 1100出土土器(図版94 ・ 179 ・ 206,観察表 263頁)

当住居は鍛冶工房てあり,一般的な住居とはことなる。比較的器種がそろっており, B群の古いタイプ

を伴う伊」として貴重てある。 B群の無台杯1点を含むものの,他に主体的なB群より先行するタイプと考

えられ,Ⅲ2期に比定される。

須恵器(676~682)無台杯.有台杯.壺蓋・短頸壺がある。無台杯の676が胎士B群,682がCお牝ある。

実測個体以外に有台杯,無台杯,杯蓋,甕がある。

無台杯(676~678) 676は口径12.3C乢器高3.3CmのB群(佐渡小泊窯)の無台杯て'ある。 B群のうちて

は最も古い様相をもっ。底部はほぱ水平て',体部と口縁部は直線的にひらくが,やや内湾気味てある。

器壁はB群のなかてはやや厚く,口縁部の開きも小さい。体部内外面はロクロナデによる小さな凹凸がみ

られる。 677は底部が7K平て',やや厚いものて、ある。 678は口径13.5Cmて,やや大きく,器面のロクロナデ

はてぃねいて,凹凸が少ない。底部外面に rx」のへラ記号がある。

有台杯(680.68D 680はS11302 (666)と同一個体の有台杯AⅡてある。器壁は全体にやや薄く,

底部内面縁部の'、くらみも顕著てない。高台は底部の周縁部に付される。高台の外端部が強くロクロナデ

て調整され,接地面は大きくくぱむ。 681は高台が剥離した有台杯Bて,歪みが大きい。体部,口縁邵はほ

とんど直線的にたちあがる。口縁部外面と体部内面はロクロナデの小さな凹凸が目立っ。口縁""外面は頚

著てある。これは有台杯B ・ Cにみられる手法てある。

短頸壺(682)体部肩に淡緑色のきれいな自然釉がかかり,胎士一焼成もよい。肩部は比較的明瞭に屈

折し,条の沈線がめぐる。壺蓋(679)は白っぱい色調て',外面に淡緑色の薄い自然釉がかかる。輪部は

面をもち,つまみは擬宝珠形てある。これもS11302(667)と同個体て、ある。両者の住居は約10om 離れ

てぃるにもかかわらず,接合個体が2点ある。

土師器(683~695)鉢A .小甕.長甕・鍋・フィゴ羽口がある。甕はすべてロクロのB系てある0

鉢A (683)口径16.9Cm,高さ6.9Cmて',器壁は厚い。底部外面は不調整て',口縁部内外面はロクロナデ,

体部外面はへラケズリ,体部内面はカキ目てある。底部から体部の手法は小甕と同様てある。内面の器面

は赤っぽい発色てある。口縁部内面に炭化物が付着しており,火を受けむ痕跡は明瞭てある。住居跡出士

士器としては 1点しかない器種て、ある。

小甕(684~688) 684は口径約10師,器高6.4Cmの最も小さいタイプてあるO S1299 (705)と同じもの

てある。底部は丸味をもち,体部は短く,口縁部は短く外反する。底部外面は不調整て",体部外面下半

はへラケズリとナデをおこなう。火を受けた痕跡がある。胎士は鉢A (683)に類似すろ。 685は底部外面

が静止糸切りて、ある。口縁部(686~688)のうち,686はゆるく外反するものて,687は蛉す03 が屈折して上

方へたちあがるものて、ある。 688は体部が丸いが,口縁部は686に類似する0

長甕(689~692)口縁部(689~69D のうち,690は器壁が厚く,「<」の字状に外反した口縁端"βは

丸くぉさまる。比較的精良な胎士て',丸底の底部(692)と共通する。 692は器壁が厚く,内外面ともハケ

V 出士遺物



3 奈良・平安時代

目調整てある。内面にあて具痕,外面にタタキ目を残すが,接合部のふくらみが内面によくとどめられて

おり,調整はあまりよくない。技法はB系て、あるが,2類には含められない。胎士に大きな石英.金雲母

を含む。 689・691は端部がっまみあげられる。 689は端部外面が丸味をもっ。

鍋(695)口縁部は外反し,端部は上方へたちあがる。その外面は丸味をもっ。カキ目はシャープて,

底部内面にあて具痕,外面にタタキ目が残る。ヘラケズリは顕著てあろ。内面は灰色にちかい色調てある。

技法はB系2類てある。

フィゴ羽口(693・694) 693は狭端部を残すものて',溶着物が付く。 694は広端部を残すものて、ある。

S11101出土土器(図版95 ・ 179 ・ 186 ・ 206 ・ 221,観察表 264頁)

S11100を切る住居である。Ⅳ期に比定される。

須恵器(696~698) 696は胎士A群て,697・698がB群て、ある。杯蓋(698)の器高は低く,全体に肩平な

形態てある。つまみ上部はくぽまず,中央が小さく尖る。天井部外面のロクロケズリは広い範囲にてぃね

いにおこなわれる。

土師器(699~701)小甕(699)は底部外面が回転糸切りてある。糸切り痕には 1回失敗した痕跡がある

(図版 221-8 )。口径約12師、高さ14師t,体部はあまり丸味をもたず,口縁部は内湾し,上方へ短くた

ちあがる。外面はわずかなくぱみをもっ。器壁はやや厚く,シャープな感じはない。胎士に海綿骨針を含

む。長甕(700・701)はまったく同のっくりである。口縁部は端部が内伯R二折れ,たちあがり,内面に大

きなくぱみをもっ。また,外面も凹線様のくぱみがみられる。体部外面のタタキ目と内面のあて具痕は凹

凸が大きい。外面のへラケズリは弱く,部分的てある。胎士は金雲母や石英を含むが,比較的精良て,器

面の感触はなめらかtある。須恵器系の胎士とはことなる。

S1299出土土器(図版95 ・179 ・ 207,観察表 264頁)

須恵器(702'703)有台杯(703)は口径11Cm,高さ4.3Cmて;身はやや浅く,有台杯AⅡ1と老えられるが,
.

口縁部外面に小さな段があり,有台杯C とも考えられる。高台は底部の内側に付され,径は小さい。

土師器(704~707)704 は内面黒色処理の椀B とも考えられる。外面は器面が剥離しており,調整は不明

てある0 小甕の 705 はもっとも小さいタイプで, S11100 (684)と同じ形態である。長甕(707)は外面全

面にへラケズリする。 C系かと思、われる。一部古いものがあるが, S11100と同じ11し期に比定される。

内面黒色の椀Bと推定される704は新しい器種として注目される。

S1 401出土土器(図版95 ・179 ・ 207,観察表 264頁)

B群の須恵器主体の資料C Ⅳ.期に比定される。

須恵器(708~715)無台杯・有台杯・壺蓋がある。 715のみA群て',ほかはB群tある。未実測の須恵器

杯片も大半がB群tある。 708・710・713・714はカマド出土て',火を受けた痕跡、がある。

無台杯(708~712)口径12~13Cm,器高3 ~3.5Cmてある。 708~710は口径に対し,器高が低い。

709'710は径高指数25以下て,身の開きも比較的大きい。 708・710は口縁部が内湾するが,他はほぱ直線

的てある0 708~710は器壁が薄い。身が浅いこととあわせて胎士B群tは新しい様相と考えられる。 709

は口縁部を打ち欠き灯明皿に利用している。 711は底部がB群て、は厚く, S11320 (729)と同じ。 712は内

面の器面の凹凸が少なく,口縁部はとくに直線的tある。やや古いタイフ゜かもしれない。
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有台杯(713・714)深身の有台杯Cのみである。未実測個体にも,浅身の有台杯Aはみられない。Π径

約14Cm,高さ6.5~フ.1Cmて'ある。体部はやや丸味をもっが、口緑部は直線的に開く。内外面ともロクロナ0

デの凹凸が明瞭てある。高台は底部の外周に付され,内仰に傾き,外端按地となる。ただし,断面は方形

て、,接地面はロクロナデされる。壺蓋(715)は端部が鋭く細くなる。

土師器(716~719)小甕・長甕・椀Aがある。未実損IH固体に士管がある。椀A (718)は非ロクロて',明

らかに古い時期のものてある。小甕(716)の口縁部は外反があまり大きくなく,端部は卜方へたちあがる。

たちあがりはやや長い。胎土は比較的精良て,須恵器系てない可能性がある。717 は瓣畦が厚く,調整が

ていねいてある。719 は長甕の体部破片て,器壁は厚く,外面のタタキ目と内面のあて貝痕の凹凸は比較

的大きい。あて具痕は扇形文て,^則列の少ないものである。胎土は須恵器系てないと考えられる

S11320出土土器(図版96~98 ・ 179 ・ 208 ・ 209 ・ 224 ・ 225,観察表 264頁)

出士個体数は50点以上を数える。須恵器杯類がとくに多い。てきる限り図化した資料て',実測1刈よりほ

ぱ全体の様相がうかがえる。胎土B群の須恵器(無台杯・有台杯C限る)が2300て'あるが,これが、註体にな

つてぃない。また,土器師の食膳具もないことから,Ⅳ,期の基凖資料てある。

須恵器(720~753・フ7の無台杯・有台杯・折縁杯・杯蓋・稜椀・横瓶・小瓶類・甕がある。

無台杯(720~734) 729~734が胎上B群,726がC群,ほかがA群てある。ただし,726は海ホ吊旨針を微

量に含むが,石英,長石粒を含み,相ヌ舶勺にやや粗い。法量は口径10.6~13.ocm,器高2.8~3.8Cmて',かな

りぱらつきがある。胎士A ・ C群て'は器壁の厚いものと薄いものがある。 720~722は全体に厚い。とくに

721は底部が厚い。 720・722 は同一のっくりとみられる。 723・724 は体部・口緑部は薄く,つくりは典通

する。 727・728 は全体が,とくに薄い。 728 は身の開きが大きく,口径に対し,底径がかなり小さい形態

で,特異てあろ。体部のたちあがりの角度は約45゜てある。胎上A群のなかtも最も新しい様相をみせる。

胎1二B群(729~734)はA群に比し,相対的に器壁がかなり薄い。 729は底部のみやや厚く,体部と底部

の境がやや丸味をもつ。 B群のなかては古い様相かもしれない。口緑部のたちあがり角度は約60゜である。

731は体部外面のロクロナデには凹凸がとくに顕著てあると焼成はやや軟質なもの(729・733)と,硬質の

もの(730 ・ 73D がある。

有台杯(735 ・ 736 ~738 ・ 743~746)有台杯A (738)・有台杯B (745 ・ 746)・有台杯C (735 ・ 736)・有台杯

X (743.744)がある。浅身の有台杯Aが 1点のみて,少ないことが注目される。 746のみ胎士B群て',ほ

かはA群と考えられる。ただし,738は無台杯(726)に類似する。小型の有台杯Cのうち735は口縁部外面

に鋭い沈線をめく、らt ものて',有台杯Xの小型品,ともいえる。体部・口縁部の器壁は薄く,口縁部は内湾

する。高台は外端部がロクロナデて引き出される。 736は高さ4.3Cmて',やや低く,有台杯AⅢの可能性も

あるが,口縁部は内湾気味になる。底部のみの737は高台がやや高く,そのつくりから折縁杯の可能性が

考えられる。有台杯Aの738は器壁が全体に薄く,無台杯(727)と共通するっくりてある。高台は接地面

がよくロクロナデて、面取りされる。有台杯B (745・746)のうち,745は胎士A群tあるが,器壁は薄く,

口縁部は若干内湾し,外面に凹線様のくぱみをもつ。身の開きも大きい。 746 は胎士B群てある。全体に

器壁が薄く,無台杯同様ロクロナデの凹凸が比較的大きい。高台は薄く,内側に傾斜し,外端接地となる。

外面全体が若干黒変することから,逆位て焼成されたとぎぇられる。無台杯に比し,白色小粒子を多く含

み,発色もややことなる。有台杯Xのうち,743 は身の開きが大きく,2条の沈線をめぐらす。体部外面

はカキ目と同じ条線がみられる。 744は器壁が厚く,身の開きも大きくなく,時期的に古いと考えられる。

V 出上遺物
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3 奈良・平安時代

t不繞(747.748)ともに胎しA井羊て,口径16師以 kて大型てある。器壁も厚く,つくりもてぃねいて、あ

ることから,他の・上鴇より古いとぢぇられる 0

折緑杯(739~74D Π径13.3~ 14.6Cmて'S1 7 (466)・ S115 (503) 1列よりはかなり小さく,高台も低L、。

器跿も令体に薄く,新しし、様相がはっきりしてし、る。 739・740はΠ緑部が杯蓋のように屈曲し,古L、形態

を踏襲しているが,741は端部のたちあがりがごく小さく,外伯1に面をもっなε',つくりは退化してぃる。

稜椀(742)「1縁部は比較的知.<,端部はト'部にかtかな而をもっものの,つまみあげはみられなし、。

小瓶(749'75の H鉄部のみて',令体の排形はわからない。 749 は胎 1二A群,750はB群と雉定される。

749は端部がっまみあげられ,750は端部外倶1に」fFから引き出した面をもっ。小泊窯に多い長頸并瓦の口縁

部のっくりと同一て'ある。小型の長頸并瓦て'あろう。

横瓶(751)口緑部のみて,鴇種は明確てはないが,大きさからみて横瓶と考えられる。端部は内側に

強く折れ,ト.部に1面をもっ,・般的な横瓶の口縁端部は広くて水平な面をもち,外方に引き出されるが,

その退化した下法ともぢぇられる。 752 は S141(648)と同じ直口壺の破片てある。

大甕(フ7の直線的に外反する口縁部に丸い体部をもっ。口縁端部に面をもち,内側Cつまみ出される

が,外方への引き出しは強くなく, S16 (536)例よりも新しい様相が感じられる。乃3は体部片である。

^△一△^

15(cm) uif儒擶f

5

■有台杯

.無含杯

△杯蓋

◆イf台'イ、X

0 折緑杯

第54図 S11320須恵器食膳具法量分布

土師器(754~769)小甕・長甕のほか製塩上器と考えられる士器(76D と,小型の椀(766)がある。

小甕(755~760.764・765)口縁部(755~759)のうち,755 は口縁部が短く, f本部と口縁部の境はロク

ロナデによる段力珀肌寮てある。一般的な B系の形態とはことなり, C系の可能性も考えられる。 756~759

は「<」の字状に外反する典型的なB系の形態て',端部は上方へつまみあげられる。 757 は器壁がやや厚

<,口縁部が内湾する。端部外面が丸くなり,鋭さはなし、。こうしたっくりは S11101 (699)にみられ,

直線的て',シャープなっくりのものより新しい様相と考えられる。 759は口縁部が内湾する。 760.764.
.

765の底部のうち,760は764・765に比し,体部は直線的にたち kがる。 764・765は底部内面の凹凸が大き

<,調整は粗い。 765は体部に"」、くらみがなく,筒形である。こうした形態も新しい様相と考えられる。

胎士からみると,764と759・765と757は同個体の可能性が考えられる。

長甕(762.763・767~769)口縁部の762 は最も「<」の字状に直線的に屈折し,端部のっまみあげもシ

ヤープてある。ま九,体部にふくらみをもっ762・763は口縁部の外反は762よりも大きく,端部は上方へ

短くたちがあろ。 768 は外面にタタキ目が残る。ともに体部のふくらみは762よりも小さい。 763 は口緑部.

の外反がやや弱く,端部は内湾し,丸くなる。体部のふくらみはある。体部上位よりヒを欠く769 は,下

半部の内外面がハケ目て',タタキ目はみられない。
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766はカマド内から出土した非ロクロの小型品である。器壁は厚く,ナデと指頭圧痕て'かんたんに仕ト.げ

たものて',口縁部にもヨコナデはされない。底部外面は木葉痕ののちにへラケズリをおこなう。火は受け

てぃるが,スス・炭化物の付着はまったくなく,この器t煮炊きしたことは考えられない。類例もなく,

器種を明確にしがたい。

製塩士器(761・図版224-D 器径約13帥の筒形の士器て',外面に粘士紐の痕跡がn肌寮t,朋整はきわ

めて粗い。端部は水平な面をもち,円形の透かしをもつ。この端部がトオ下どちらにあたるかははっきり

しないが,粘上紐の接合方法が他の士器と同じとすれぱ,図のように」,擶部となる。胎ヒはやや粗いが,

含まれる鉱物は上師器と共通した須恵器系てある。かなり強い熱を受けた痕跡がある。

S1 753出土土器(図版98 ・ 179 ・ 207 ・ 217 ・ 218 ・ 221,観察表 265頁)

1期のS1752を切る住居てある。須恵器はB群主体て',土師器食膳具が存在する。器種はある程度そろ

つており,Ⅳ.期の基準資料てある。ただし, S1752に伴うと考えられる古い士器がいくつか含まれる。

須恵器(フ71~フ78)無台杯・有台林・杯蓋・甕がある。フ74のみ胎士A群てほかはB群てある。未実測

個体にはわずかにA群の無台杯がある。これは身の開きがかなり大きいものてある。

無台杯(フ71・フ72)口径約12Cm,高さ約3.5Cmて'ある。底部はややくぱみ(図版 217-3),体部へは明

瞭に折れ,直線的に開く。器面は外面にとくにロクロナデの凹凸がみられる。

有台杯(フ73)は底部がやや厚く,高台はやや細くて高い。底部と体部の境はロクロケズリされ,高台が

付される。外面全体に灰白色の薄い自然釉がかかる。

杯蓋(フ74~フ76)口径約16Cmのもの(フ74・フ75)と約12Cmのもの(フ76)がある。フ74 は胎士A群て,つ

くりはよく, S1752に伴うものてあろう。フ75・フ76 は胎上B群てある。フ75 は大きいが器壁は薄く,缺部

は内側に丸く折られる。フ76は完形品て,内面に果痕と磨滅がみられる転用硯て'ある(図版 218-3)。

つまみ上面はくぱみ,中央は小さな突起がある。

壺蓋(フフフ)短頸壺の蓋てある。丸い天井部から緑部は屈折し,端部は丸くぉさまる。つまみヒ面はく

ぱ'まない。天井部は全面ていねいにロクロケズリされる。天井部外面中央の径約8Cmの部分をのぞいて,

黒く変色し,内面は厚く自然釉がかかる。伴う壺の口縁部士.に,逆位に置かれて焼成されたと考えられる。

甕(フ78)はB群としては数少ない例てある。ゆるく弧状に外反する口縁端部はヒ方へつまみあげられ,

外面に広い面をもっ。この面の下辺もロクロナデによりていねいに引き出される。内外面にアメ状の薄い

自然釉がかかる。これと同一個体と考えられる破片(第弱図)は外面斜格子タタキ目て',内面のあて具は

平行文,重弧文が重なる。

V 出土遺物

土師器(フ79~784)小甕・長甕・鍋の煮炊具のほかに,椀Bがある。

小甕(781・782) 782は口縁音融島部が上方へたちあがり,外面に比較的広い面をもっ。体部の器壁は比

較的薄い。底部(78D は胎土がやや精良て',須恵器系の可能1生がある。体部外面には部分的に弱いへラケ

ズリ(ロクロケズリ?)がなされている。
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3

長甕(783) 1,1縁端部がヒ方へつまみあげられ,外面にくぱも・面をもっ,体部と口縁部は比較的ゆるく

屈折する。体部外而下半のタタキ目ののちのへラケズリはなされない 0

鍋(784 )技法がC系て',明らかに古L、。 S1752 に伴うものと考えられる。口緑部は知く外反し,や

や電ドする'焼成はきわめて硬質で,・一部表面が灰色がかる。内面は口縁部と体部と色がちがう。口緑部

がやや白っほいのに対し,体部は赤っぽい。使用後の変色の可能性もあるが焼成時の重ね焼きによると考

えられる。

椀B (フ79・780)フ79 はΠ径Π.7Cm,高さ4.1Cmて,底部外面は回転糸切りて'ある。体部下端の底部と

の境は糸切り後へラケズリてある(図版 221-6 )。底径は口径の約%t安定しており,体部は丸くなり,

Π縁部は外反しなし、。内而のロクロナデはきわめてていねいて',凹凸はほとんどない。胎士はとくに精良

て',硬質に焼きト.つている。体部から底部外面と,それ以外の部分は色がことなる。重ね焼きによる変色

の可能性力河郵、。 780も胎士精良であるが,フ79 のように須恵器にちかい焼き卜りて'はない。内外面とも

ていねいにへラミガキをおこなう。

奈良・平安時代

S1 850 出土土器(図版99 ・ 179 ・ 186 ・ 209 ・ 216 ・ 220,観察表 266頁)

須恵器(785~791)無台杯・有台杯・杯蓋がある。胎上は786・ 787・ 790 がB群,788 ・789がA群,785

がC群である。未実測を含めろと, B群以外のものがやや多いようtある。

無台杯(785~787) 785 は胎士に海綿骨'針を含み, S11320 (726)に類イ以する。器壁はこれよりもさら

に薄い。体部は丸みをもち,たちあがる。 786・787は胎士B群て',786 は底部がやや厚い。 786.7釘εも

に水平な底部から,直線的に開く。しかし,身はさほど開かない。

有台杯(788~79の 788は口径11Cmの有台杯AⅢであり,口縁部を打ち欠き,灯明皿として使用したも

のて',灯芯の痕跡がよく残る(図版 220-5 )。 789 は口縁部を欠き,有台杯AかCか不明tある。 ^'Jよ
「日1 に1

径は小さい。 790は胎士B群のなかて'は,令体に器壁が厚い。高台は内側に傾き,外端接地となる(図版

216-5)。

キ不蓋(791)胎士がきわめて精良て',焼成は硬い。天井部のロクロケズリはてぃねいt,縁部は鋭く屈

折し,つくりはよく,他の土器よりも占しと考えられる。

土師器(792~79田小甕・長甕がある。 793 は非ロクロで,甕かと考えられるが,内面へラミガキをお

こなうものて',時期が大きくことなる可能性がある。

小甕(792・794) 792は完形品tカマド内から出士した。口縁部は比較的短く,あまり外反しないて',

端部は上方へたちあがる。体部はあまり丸味をもたない。器壁は全体に薄い。底部外面は不調整てあるが,

粗いへラケズリがなされる。胎士は S11101(699)とことなり,白っほ゜<,須恵器系てある。明確な_次

焼成を受けておらず,スス・炭化物の付着もない。実際に使用されてぃないと考えられる。 794 は口径よ

り高さが小さい小型品てある。口緑部は内湾し,たちあがりが長い。底部外面は回転糸切りてある。

長甕(795・796) 796 の体部はほとんどふくらまず,口縁部の外反も弱い,口縁端部は上方へたちあがり,

尖り気味におさまる。器壁は薄い。体部外面下半は凹凸の大きいタタキ目t,ヘラケズリはみられない。

内面は斜め方向のハケ目てあるが,あて具痕と考えられるくぽみも残る。 795 は小破片てあるが,特異な

口縁形態てある。端部は若干内側に屈折し,面をもっ。

士器の個体数がやや少ないのて',時期を明確にてきない面もあるが,須恵器はB群が主体にはなりきっ

ていないと考えられる。 S11320と近い様相とみられ,Ⅳ,期に比定される。
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S11460出土土器(図版99 ・180 ・ 2仭,観察表 266頁)

胎士B群の須恵器を卞体にする。 t師器食膳具も含まれる。Ⅳ.期の資料と孝えられる。

須恵器(797~803)無台杯・有台杯・杯蓋がある。胎上は797・801のみA群て',他はB群て'ある。

無台杯(797~80の A群の797は全体に器壁がとくに薄く,形態も B群に美則以している。底部はほぱ水

平て',身は直線的に大きく開く。口縁部はまったく内湾せず, B群とのちがいがみられる。胎 b.もやや精

良てある。 A群のなかて最も新しいタイフ゜といえる。 798~800のB群の無台杯のうち,800 は体部が直線的

て798 ・ 799はやや丸味をもつ。 798 は身がやや浅く,つくりは S1401 (7仭・71のなどに^則以する。

有台杯(801・802) 801 は小型の有台杯AⅢかCて',内面に自然釉がかかる。高台径は小さい。 802 は

B群の有台机Bて'ある。やや浅い器形て', S1850 (790)などに比し,器壁は薄い。局台は外漏接地てある

が,外但11に開く。接地面をていねいにロクロナデてっくっている。

杯蓋(803)有台杯Bに伴うものてある。内面のロクロナデはていねいてなく,接合痕と考えられるく

ぱみが,天井部と体部の境にみられる。

土師器(804~808)長甕のほかに椀Bがある。

長甕(807.808)両者は同一個体と考えられる。口縁部は rく」の字状に外反するが,大きく開かない0

端部は L方へつまみあげられる。体部破片(807)は外面格子タタキ目て,内面はナデてあるが,あて貝痕

のようなくぱみがみられる。外面の格子目文はあまり例カソよし'。

椀B (804~80田 804.805はともに士師器,食膳具としては,胎上の粗いものて,須恵器系胎士てある0

色調.焼成も類イ以しており,両者は伺一個体の可能性が考えられる。体部外面下端はロクロケズリてある0

これに対し,806 は胎士精良て',須恵器系胎士てはない。底部外面は回転糸切りt,ヘラケズリはなされ

ない。体部は大きく開き丸味をもっ形態てあろう。

V 出土遺物

S11202出土土器(図版 100 ・ 180 ・ 210,観察表 266頁)

須恵譽は胎士B群が主体て',Ⅳ.期の資料てある。

須恵器(809~820)無台杯.有台杯.杯蓋・折縁キ不がある。未実測個体に S11320と同じタイプの甕と

の口縁部がある。胎土は816・ 817・819 がA群て',他はC群て、ある。

無台杯(809~817)胎士B群の809~815は口径12~12.6Cm,高さ 3 ~3.4Cmて',大きなぱらっきはない0

口縁部内面はくぱむものが多いが,810.814はとくに大きくくぱむ。 813 は底部と体部の境が明瞭て、ある0

胎土A群の816.817 は B群より若干大きく,口径12.フ~15.4Cm,高さ3.5~3.6Cmて'ある。また器壁もや

や厚い。形態はB群のものと大きな差はない。焼成は両者ともやや軟質てある。 817 は内面全体にタール

状の付着物がある。

有台キ不(82の口径約11Cm,高さ約5Cmの有台杯Cてある。体部から口縁部はほとんど直線的て,局口

は,底部外縁部に付される。しっかりとした高台て,接地面がロクロナデてくぱむ0

杯蓋(818)口径12.8Cmの小型のものて、ある。天井部から縁部は丸く,縁部の屈折は顕著て、なく,下方

にっまみ出される程度てある。つまみは小さく,中央がくぱむ。内外面ともロクロナデの凹凸は少ない0

折縁杯(819)口径12.8Cm,高さ3.8Cmの完形品て'ある。小型て'身は浅く,緑部の九ちあがりはきわめ

て小さい。高台は比較的薄く,高い。 S11320 (739~74D 伊はりもさらに小さく,縁部のたちあがりも形

骸化しており,さらに新しい様相がうかがえる。
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3 奈良・平安時代

誹
1',」

■有台杯

.無台杯

△杯蓋

5 10 巧(cm) U1子(噐新"

第56図 S11202須恵器食膳具法量分布

土師器(821・822)小甕は良好なものがない。長甕(821・822)のほかに, S1850 (796)と同一個体の

体部片がある。 821は体部外面下半に強いへラケズリをおこなうものて',タタキ目は明確てはない。内面

はカキ目が広く及ぶ。上半部はカキ目てあるが,凹凸が比較的みられ,調整が粗い面もある。口縁部は「<」

の字状に外反し,端面は丸味をもっ。胎士は比較的精良て',須恵器系てはない。 822は体部下半部で全

体に器壁がかなり厚く,つくりは雑な感じが強し。タタキ目は細い平行文てあり,あて具痕は同心、円文で

ある。胎士は821とはことなり,石英等を多く含む須恵器系と考えられる。外面のへラケズリはまったく

おこなわれない。

S1435 出土土器(図版 100 ・210,観察表 267頁)

須恵器は胎上B群が主体て',Ⅳ.期の資料てある。

須恵器(823~830)無台杯・杯蓋・チ斤縁杯・壺蓋がある。胎士は823.826.827 がA群,828がC群,ほ

かがB群てある。無台杯の胎士A群の823・826は器壁が薄く, B群とちかい。杯蓋(829.83のはともに

B群である。小型(829)と大型(83のがある。 829 はっまみが小さく,上部の外周が1畔交的鋭い。口縁部

外面と内面全体に自然釉がかかり,有台杯の上て逆位て焼成されたと考えられる。 830 は胎士B群のなか

では硬質の焼成てある。肩平な形態て',内面に墨痕がみられる。

土師器(831'832)長甕の口縁部(83D と体部(832)てあるが,胎士・手法からみて,同一個体と老えら

れる。口縁部は「<」の字状に外反するが,器壁が厚く,端部も丸味をもっ。シャープさに欠ける。体部

外面上半部はカキ目であるが,調整がていねいてなく,器面にくぱみが多い。外面下半部はタタキ目て',

内面はあて具痕てある。原体の凹凸は小さい。胎士は精良て',須恵器系てはない。

.
△
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S1 440 出土土器(図版 101 ・ 180 ・ 186 ・ 210 ・ 222 ・ 224 ・ 225,観察表 267頁)

須恵器は胎土B群が主体て',Ⅳ.期の資料て、ある。

須恵器(833~839)無台杯・杯蓋・小壺がある。無台杯(833~836)はすべて胎士B群て、ある。これら

のうち墨書土器の836は身がやや浅く(径高指数24),体部の腰がやや張る。ヘラ切り痕や調整はやや粗雑

て,新しい様相が感じられる。杯蓋(837)は口径17師の大型品で,胎土B群て、あろ。天井立"のロクロケ

ズリは広い範囲に及ぶ。つまみ上部はくぱみ,中央は小さな突起がある。 838は胎土A群の杯蓋て器肆も

厚く,つくりはよい。他の土器よりも古L、。小壺(839)は口頸部のみ欠き,他は完存する。体邦上半に戸

い黒色の自然釉がかかる。肩には沈線がめく、る。高台は内端接地て',底部外面はへラ切りと考えられる。

胎士はB群と考えられる。

.●
魯玉



土師器(840・841)ともに括出士した長甕のほぽ完形昂,て',カマドの芯材である。 840は口径約18師,

高さ約36.50mて',高さに比し,口径がかなり小さい。口縁告Ⅲよ外反力場9<,端部は卜方へつまみあげられ,

外側に面をもつ。外面の口縁部U本部の境はロクロナデによる段がみられる。体部はほとんど'、くらみを

もたない。体部外面ト.半は条線のこまかいカキ目て、あるが,その方向は水平に整クておらず,口緑部や器

面に歪みもみられる。体部外面下半はタタキ目,内面は同心円文あて具痕て',顕著なへラケズリはみられ

なし、。胎土は応須恵器系と考えられる。 841は840に比し,つくりはシャープてある。口縁部は「<」の

字状に外反し,端部はっまみあげられる。体部外面下半はタタキ目,内面は放射状あて具痕である(図版

222-1・224-3)。外面中付には部分的にへラケズリされている。

S18如出土土器(図版 101・180・207,観察表 267頁)

須恵器無台杯(842)は器壁がやや厚いが,口縁部の開きは大きし、。 843 は底部がややくぱみ,体部との

境は明瞭て',口縁部は内湾気味てある。僻壁も薄く,胎士B群のものに類似する'焼成はやや軟質てある。

844は高さ 3Cm以下て,身は浅い。底部から体部は丸味をもち,端部は尖り気味てある。 845は有台杯Bか

と考えられる。高台は調整がてぃねいてなく,丸味をもっ。胎士はC群である。小甕(846)は体部に、」、<

らみがなく,口縁部はあまり外反せず,端部が内伯1上方へたちあがる。胎上はやや精良て,小さな a m

大以下)丸い礫を含む。須恵器のA群には対応しない。 847は「<」の字状に外反し,上方にたちあがるも

のて,つくりはシャープである。当堅穴は鍛冶工房てあり,フィゴ羽口(848)がかなり1島士している。こ

の竪穴上層には胎士B群が含まれる。このようなA群て'も新しいタイプが含まれており,Ⅳ,期に比疋さ

れる。

V

S1 802 出土土器(図版 102 ・ 180 ・ 211・ 217 ・ 225,観察表 267頁)

S1803と切り合う住居て',かなり古い士器を含む。これを除くと,須恵器は胎士B群が目立っ。Ⅳ期の

資料と考えられる。

須恵器(849~858)無台杯.有台杯・杯蓋・短頸壺がある。短頸壺(858)は古く, S1803 に伴うもの

て'あろう。

無台杯(849~852)すべて胎士B群てある。 849 は底部外面のへラ切りゃロクロナデの調整が粗雑なも

のてある(図版 217-4 )。 850 は底部から体部のたちあがりが明瞭で,直線的に開く。口径12師以下て

851.852は底部外面に判読不明の墨書がある(墨書8・16)。 851は底部の器壁が厚い0 852は焼成小さい。

がやや軟質て白っほ゜い。

有台キ不(853.854) 853は口径11師の有台杯AⅢてある。胎土A群て',内面に自然釉がかかる0 854 は

高さ5.7Cmt,有台杯B としては低いものて、ある。口縁部は外反し,内面の底部と体部の境が凹線様にく

ぱ.むことなど, B群にはみられない手法て'ある。高台は底部外緑部に付されるが,内傾はしない0胎士はき

わめて精良て,見B群かと思、うものてあるが一焼成がとくに硬質て',白色小粒子を含まないことから,

C群と判断される。やや浅い器形と胎土からみて,古い時期に比定される可能性が強い。

杯蓋(856.857) 856.857ともに胎士A群て、ある。 856 は天井部外面にロクロケズリはされず,ヘラ切

り痕が残る。縁部は鋭くつくられている。

短頸壺(858)器壁は厚く,肩平な体部に短く直立する口縁部をもっ。体部中位に 2条の沈線をめぐら

す。白っぱい色調て,外面に淡緑色の自然釉がかかる。口縁部は体部に貼りっけられたものて,内面の接

合部にくぽみをとどめる。 855はごく小型て,小壺の口縁部か蓋のいずれかてあろう。内外面とも厚い自

出土遺物
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3

然釉力;かかる 0

土師器(859~866)小甕・長甕のほかに椀かと考えられる黒色士器(859)がある。

小甕(860~862)底部の860・861はともに糸切りてあるが,860 は静止,861は回転てある。 861は糸切

り痕ののちになんらかの圧痕がみられる。小型の862は底部不調整である。口緑部はほとんど外反せず,

体部のふくらみもあまりない。端部は k方へつまみあげられる。

長甕(863~866) 863・864は技法がC系て',確実に古い。 863 は端部が鋭く調整され一焼成も硬質てあ

る。 865・866 は胎 Lや手法からみて同個体と考えられる。口縁部から体部上半は器壁が厚く,つくりは,

シャープてある。体部 F'F部は内面同心円文あて具痕,外面タタキ目て',ハケ目て部タタキ目が消される。

奈良・平安時代
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S11201出土土器(図版102 ・ 180 ・ 210 ・ 216,観察表 268頁)

須恵器(867~釘5)仰.〔台杯・有台杯・折絲杯・杯蓋がある。朏 1二は867.872~874 がA群t,他はB群

てある。無台杯(867~釘1)のうち, A群の867はやや辯跿が厚く,体部が内湾する。 868~871のB群は相

ヌ、Π1勺に身が浅い。 871 は底部のへラ切りが粗L、。Π緑部内而にタール状の付着があり部仁咋象端立「1がわ

ずかに打ち欠かれている。杯蓋(873)は天井部が水平て',排畦もやや厚い。天片部外面はカキ目のよう

な,Ja繋痕がみられる。つまみはごく肩下て',上血はくぱむが,中央に小さな突起がある。有台杯(875)は

Π径紗nocmの小児!の有六杯Ct,高さも 4Cm以ドtある。折縁杯(872)は口径12.6Cm,高さ 3Cmで,体邦

は丸く,浅い。Π縁部の瓣畦は薄く,端部はト.方へつまみあけ'られるが,内側のくぱみはほとんどみられ

ない0,拓台は薄くて「ハ」の字状に瀉K 開く(図版 216-フ)。 874は底部のみt,器種不明て、あるが,高

台が薄く,折縁杯の可能性がある。

土師器(876)Π縁部のみて,器種は不明であるが,椀Bの盲1能性がある。口縁部は外反tる。ロクロ

訟Nキののちに,内外面ヨコ方向のへラミガキtある。口縁端音町村面から外面にかけて,黒い付着物がある。

須恵排C胎ヒB群が多いことからⅣ.期に比定される。

S111釘出土土器(図版103~105 ・ 180 ・ 184 ・ 212 ・ 213.217,観察表 268頁)

古い時期の S11166を切る住居t,川t個体数は多い。ただし, S11166C伴うと老えられるものもかメ・

り含まれている。須恵器は胎士B群が多いこと,ヒ師掃に食膳具が一定量存在することから,Ⅳ期に比

定される。

須恵器(87フ~899'93D 無台杯・有台杯・杯蓋・折縁キ不・小瓶.壺.大甕がある。口径の大きい有厶杯

A(887),底部が丸くよいっくりの無台杯(889)は明確に古いものである。

無台杯(87フ~880'883~886.889~894)"台土は87フ~880.883~886 がB群,890~894 がA群,889 が

C群て'あるO B群は口径12~13.2Cm,高さ3.2~3.6Cmである。釘8.880は底立"と体立"の境力珀月瞭t,他は

やや不明瞭てある。「味家部は若干内湾気眛のものが多い。やや軟質の焼成のものが多く,878.880.884を

のぞくと底部のへラ切り痕もやや粗雑である(図版 217-5)。 A群の890~894は893が口1又がやや小さく ,

身も浅いが,他は口径13Cm前後である。 893 は焼成が硬いが,他の4点はいずれも焼成が軟所で,白っぽ

い0 胎士も893 をのぞくと A群としては精良て、ある。 890'・894は底部が水平て',体邦から口縁邦が百線的

て、, A群のなかtも新しい様相が感じられる。 C群の 889は底部が丸く,体邦との境も明瞭て'なく,古い,

形態である0 有台杯(881'882.887) 881・ 882は胎 LB群である。 881は口1又11Cm,高さ5.4Cmの有ム

杯Cて'ある0 体部は内湾気味である。高台は薄く,外方へふんぱ'り,内端接地てある。 882 は底邦のみて



.有台杯

.無台'不

△杯蓋

0 折緑杯

第57図 S11167須恵器食膳具法量分布

器種は"肝寉て、はないが,881 よりもひとまわり大きく,高台はしクかりしていることから,有台杯B と考

えられる。 887 は胎ヒA群て',口径15Cmの有台杯A ltある。器種からみて占い。

杯蓋(895.89田 895 はΠ径13.6Cmて',瓣跿はやや1早い。綜部の屈折部も鋭い。胎士精良て, A群ては

ないが,つくりからみて, C群の可能1牛もある。 896 はΠ径紗n6Cmの大刑の杯て、ある。縁部は器壁か薄く,

下方へ折れる。天片部外而はロクロケズリされる。つまみの 1'、剛1はくぱみ,中央の突起はなし'。

折緑杯(888)胎 LA群て',[11峯12.8Cmて'ある。歉部は知くっまみあげられ,内仙1のくぱみは小さい0

接合部はないが, S1120](874)と同の胎・に,つくり tある。

小瓶(897)胎 t二B群て',大きく外反した端部はっまみあげられ,外仙R二くぽんだ血をもっ。

短頸壷(898,899) 898 は胎tA群て、,器壁が厚く,局台は外方へ強く"」、んばる。 899 は体"「1ト.端から

Πホ京部を欠くが,ほかは完形てある。胎ヒは大きな礫を含むものの,比較的精良て, C群の而賄を件もある0

屑に径1.5Cmほどの円形の紳憎^痕がある。耳がっいてぃたにしては小さい。体部下半はロクロケズノてあ

る。底部外而はメLく突出し,粗いへラミガキのような朋整がみられる。 898.899ともに古いものの可ル性

が強い。

大甕(931)口縁部は直立気眛て',端部に水平な面をもっ。端部の内側は鋭く引き細'されるのて、はなく,

メい床をもっ眉部外面に径約6師の円形に自然釉がかからなし、部分がある。胎土A群てある0

土師器(900~93の小甕.長甕.鍋のほかに椀Bがある。椀B以外には S11166 に伴うと考えられる古

し、11寺期のものが多い。

Π縁部の906~9Ⅱのうち,907・908はΠ縁部が短く C系て、あり,909 は弧小甕(906~911・ 915~923)

状に外反することから,古いと考えられる。 906 は口緑部がとくに短く,口縁部も凸めて,令面ハケ目で

ある。カキ目,ロクロナデはみられず, A系とぢぇられるが,^則列はあまりないものてある。 910'911は

B系t,端部はっまみあげられる。 911はとくにシャープなっくりて、ある。 910 は体部か'、くらまず,口緑

部が短く,「<」の字状に外反する。底部の915~922 のうち,916・918 は底部が小さく, C,《と考えられ

.919 は底部不調整てあるが,920・921 は同転糸切りて、ある。 920 は須恵器系"0士てあるが,る。 915 ・ 917

921は明確な石英の粒子を含くまず,精良て、あり,須恵将系胎ヒて'ない。この胎土は椀B (900~903)と類

似しており,両者が伺の製作にかかることを想定させる。新しし様相を示すこととして注目される0923

は丸底のめずらしし、例てある。口縁部は「<」の字状に外反し,端部は丸くぉさまる。体部内外面はハ

ケ目て,外面下、ドはへラケズリである。明確にロクロ土師器とされる点はなく胎tも A糸非ロクロのもの

にま則以する。九だし,口緑部のヨコナデはてぃねし、てあり, A系 2類としておく。 S11166 に伴う古い時

期のものてあろう。なお底部付近の器壁に接合部の厚い部分があるが,平底のものをへラケズリによって

5

V 出士遺物
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0^△

15(cm) U径俳新f)

153

..

.
.



3

丸底化したものではなく,ハケなどの「押し出し」による丸底化とぢぇられる。こうした非ロクロの士師

器における「押い1北丸底化」は在来の越後のに師器にはみられない技法てある。

長甕(912~914'924~927)底部(912~914)のうち912 は網状脈の木葉痕のA系で,913.914は底部外

面まて、ハケ目のC系て'ある。口縁部(926・927)は外方へ短く外反することから C系て、ある。したがって,

912~914 ' 926' 927 は古い時期のものtあり, S11166に伴うものであろう。口縁部四25)は「く」の字

状に外反し,端部はっまみあげられ,体部はかなり張る。球胴にちかし、知1桐壺の可能性もある。丸底の底

部(924)は外面タタキΠ,内面あて具痕ののちに,ともにハケ目を施す。

佐渡型甕(928)口縁部U本部の部破片がある。令体の器形は不明であるが,手法.胎にから,佐渡

形甕と考えられる。Π緑部は長く,直線的に外反し,内面はこく細かなハケ目,外血は指頭π痕て,端都

にくぱみをもっ。非ロクロtある。他に侘渡型甕ε考えられる小破片が孝少ある程度て,即'に帛はこく小

ない

鍋(929'930)ともに口縁部が外方に水平にのびることから C系て', S11166 に伴うものと券えられる。

椀B (900~903) 4点の法景.形態は多様てある。 901は口径12.6Cm,高さ3.7Cmて',底部外面は寺辻刀り

(静止か回転か不明)て',ほかは内外面へラミガキてある。 901はこれよりひとまわり大きく,口径15Cmt

ある0 この部分と恕、われるのが900である。ヘラミガキはおこなわれない。 903は口径約20師の大刑のも

のて',外面は底部まてへラミガキである。内面は遺存状況がよくなく,不明てあるが,ヘラミガキて'あろ

う0 外面の器面は白っほ゜い器内とはことなり,赤っほ゜い。 904 は口径11Cmて、やや小さい。Π1又C対して底

径が大きい形態である。排壁はとくに薄く,内而に暗文風のタテ方向のへラミガキが施される。形[:は褐

色t精良一焼成はしくに硬質てある。排形,胎士などが異質であり,1般入品の可".性もある。いわゆる

「甲斐型杯」にま則以するしもいえるが,明確て、はない。 905は器種不明の小刑吊,て,非ロクロてある。所属
時期も不明tある。

奈良・平安時代

S1 29出土土器(図版105 ・17フ・ 211,観察表 269頁)

住居そのものは掘り込みが明瞭でないものである。胎士B群の須恵器を含みⅣ期に比定される。

須恵器(932~937)無台杯(932~934)はいずれも胎士B群て、ある。有台杯(936)は S160 (59D と同

個体てある0 有台杯C と考えられる。 935 は口緑部を欠くが,高台は細くて,ややf いことから,1j・縁杯

と考えられる0 937 は長頸瓶てある。底部と口縁部を欠く。体部は屑が張り,肩平て、頸邦は細い。斤立「1

と頭部に沈線をめぐらす。胎士はやや精良てあり, C群の可能性も彰えられる全体に共褐色から"立褐色

の自然釉がきれいにかかる。体部が肩平なことから,杯類に比して,古い時期に比定されよ'。

土師器(938~943)小甕の底部(938・939)はともに底部回転糸切りtある。胎ヒは須恵器系て、ある。 9

39は941と同一個体の可能性がある。口縁部(94D は器壁が薄く, 1二方へたちあがる。 S1850 (792)と類

似する0 942 は口縁部が上方へつまみあげられ,内面は凹線様のくぽみをっくる。外側はやや丸く力る。

胎士はやや精良である。長甕(94のは「<」の字状に外反し,端部かヒ方へつまみあげられるものt,つ

くりはシャープてある。鍋(943)も940 と伺様「<」の字状に外反し,つまみあげられる。体邦~底立3外
面はタタキ目て,部分的にへラケズリする。

S11166出土土器(図版106 ・ 210,観察表 269頁)

S11167に切られる竪穴住居て、ある。

須恵器の有台杯(944)は有台杯AⅡt,
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の内側に果痕が付き,磨滅してぃる転用硯てある。

士師器には小甕(945)と長甕(946・947)がある。 945 は非ロクロてあるが,ヨコナデはていねいて,

A系2類と考えられる。口縁はゆるく外反し,端部はやや尖る。 946 は体部から外反してたちあがった口

緑が端部て'は内湾気味に丸くぉさまる。外面にロクロナデで消されたタタキ目痕が若干残る。 B系である

が,「味象部の屈折は弧状て',直線的てない特異な形態て、ある。 B系ても古いタイプであろう。 947 は口緑

が水平に短くのび,端部には面をもつC系て'ある。内面には斜のハケ目がはいり,外面はカキ目をタテの

ハケ目て消してぃる。時漠"は 1期からΠ,期頃に比定される。

S1 805 出土土器(図版106 ・180 ・186 ・ 213,観察表 270頁)

図化したほかにも須恵器には胎士B群の無台杯2片を含む6点,士師器小片は多数ある。

須恵器の無台杯(948)は無台キ不Ⅱて,胎士は海綿骨針を含み,精良なC群てある。内面にはタールが付

着し,灯芯の痕も残ることから灯明皿として使用されている。

土師器には小甕(949~95D 甕(952)甑(953)がある。小甕(949)は C系と考えられる。Π緑がノK平

に短くのび,体部はあまり張らない。 951 は口緑が外反し,端部が若干ヒ方へつまみあげられる。内面は

底部まてカキ目がはいり,外面下半部はタテ方向のへラケズリて'ある。外面底部もへラケズリ調整がはい

る。 B系てある。 950 は口縁部が体部から直角に屈折し,内面にヨコ方向のハケ目がはいる。ヨコナデが

しっかりしており,口縁部じ歪みはない。遺存が口縁部のみなので明確て'はないが,ロクロ士師器C糸も

しくは非ロクロA系2類の可能性がある。口径17.4Cmとやや大きいが,「1緑部内面に厚く炭化勃ルゞ付着し

てぃることから,小甕と考えられる。甕底部(952)は外面下半部にタテ方向のへラケズリ,取下部にヨコ

方向のへラケズリがはいる。長甕か小甕かは明確てはない。瓢(953)は底径12.5Cm,孔径8.4Cmをはかる。

調整は内面がハケ目,外面が指頭圧痕tあり,内面には粘上ひもの継ぎ目の痕が明瞭に残る。遺存が%

程度なのて明確に甑てあるとはしえず,士管の可能性もある。時期は1し期頃に比定されよう0

V 出士遺物

S118出土土器(図版106・211,観察表 270頁)

未実測の須恵器小片に胎上B群の無台杯片を多く含んている。

須恵器には無台杯(954.955),短頸壺(956)がある。 955 は1厚く丸い底部から直線的にたちあがり,

そのまま口緑部に至る。端部は丸くぉさまる。ロクロナデの凹凸が若干目立っ,胎士はA群て、ある。 954

は胎士B群t薄いつくりてある。口縁端部はやや内湾気味になる。短頸壺(956)は口縁端部がやや外反す

る。胎士はA群て'ある。外面に口縁部を除いて自然釉がかかっていることから,焼成時は蓋をしていたと

考えられる。

土師器には小甕(957),長甕(958)がある。 957はB系てある。口縁部は「<」の字状に外反し,端部

は上方へかるくっまみあげられる。体部はやや丸く張る。 958はC系て'ある。口縁は水平に外方にのび,

端部は面をもっ。内面はハケ目の後カキ目がはいり,外面はタテ方向のハケ目をロクロナデて消している。

時期は958は古いが,他はⅢ.期からⅣ.期頃に比定される。

S142出土土器(図版106・213,観察表 270頁)

須恵器には無台杯(963)がある。口径11.1Cmとやや小さいものて,淡灰色をチ.し焼成はあまい0 10土は

A群てある。丸い底部からやや開き気味にたちあがり,口縁端部は丸くぉさまる。
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3 奈良・平安時代

士師器には小甕(964)がある。口縁が「<」の字状に外反し,端部ははっきりした面をもたず,上方へ

つまみあげられる。 B系てある。このほかS169 (595)と同個体の長甕の破片がある。時期はⅣ'期頃に

比定される

S1325出土土器(図版 106・213,観察表 270頁)

須恵将には無台杯(959)と杯蓋(960)がある。どちらも胎[二A群tある。 959はΠ径10.5Cmとやや小さ

いものて,底部から直線的にたちあがり,そのまま U緑に〒る。

士師器には小甕(961・962)がある。 961は口縁部が rく」の字状に外反し,外面の端部には凹線様のくぱ

みがある,つくりは令体的にシャープさに欠ける。内而はヨコ方向のハケH,外而はヨコ方向ののちタテ

方向のハケ目て'ある。朏tはS17 の長甕(486)と同じで,須恵瓣のA群には対応しない。このし器は口

縁部のっくりも特異であるが,技法はB系と者えられる。 962 はっくりがシャープて、Π縁部は「<」の字

状に外反し,端部ははっきりした面をもたず,わずかに上方にっまみあげられる。時期はⅢ期頃に比定さ

れる。

0

S116出土土器(図版107・214,観察表 270頁)

須恵瓣には無台杯(965~967)のほか,未突測の甕体剖n 点,杯数点がある。 965は胎 kA群で,底部か

ら直線的にたちあがり,そのまま口縁部に〒る。 966・967 はC群と老えられ,966は底立"がやや丸く,967,

は口緑部がゆるく外反し,端部は丸くぉさまる。

1二師器には甕(968).小甕(969)・長甕(97ののほか小片が多数あり,突測H固体はすべてロクロ t丁姉器

tある。 968は体部外面にへラケズリ調整がなされており,底部外面は不調整tある。 C系の可"・性があ

るが,小甕か長甕かは明確てはない。 969 は口縁が rく」の字状に外反し,端部はややっまみあげられる

B系て'ある。 970は口縁が「<」の字に外反し,端部は面をもち,ややっまみあげられる B系である。外

面は体部にカキ目,内面は口縁部にカキ目,体部にカキ目後ハケ目てあろ。胎士に2~3mの石英粒をA

むが比較的精良て須恵器の胎士に対応させればC群tあろう。時期はⅡ期からⅢ.期の古いr階と考えら
れる。

S11471出土土器(図版107 ・ 181・ 213,観察表 270頁)

区Hヒしたものは須恵器2点のみて',そのほかに須恵器片7点と t師器の鍋1点,小片多数がある。有ム

杯(971)は口径約14Cmの有台杯A 1で,高台は底部のやや内側に貼りっけられ,"地面は広し。内面底邦

は方向のナデて、ある。 SK39 (992)にま則以する。壺(972)は内外而に向然釉がかかる。内面にも自然釉
がかかることから広口壺かと考えられる。Π期に比定される。

S11313出土土器(図版107 ・ 181・ 213,観察表 270頁)

須恵器は実測個体1点のほかは,無台杯2点,杯蓋片 1点,甕片3点である。有厶杯C と,甲われる 973

は両面に自然釉がかかり,口縁はゆるく外反し,端部は丸くぉさまる。

士師器は実祖IH固体2 点のほかは,小片が多数あり,古式士師器片もある。無厶杯(974)は非ロクロ、、,

口縁はわずかに外反する。外面下半部は横のへラケズリ調整をうけ,外面底弗は不調整である。黒、.,

てあるが,黒色士器てはない。長甕(975)は口縁部はゆろく外反し,端部に面をもた力い非口クロA系2

類てあ ろと思われる0 ヨコナデがしっかりしているため,口緑部の歪みは少ない。時期はΠ'期頃てあろ、。
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S1670出土土器(図版107・213,観察表 270頁)

須恵器片は 2点のみて',ほかはすべて士師器てあり,そのうち 2点を鬨化した。小甕(97田は薄いつく

りて',口縁部は匁.しく「<」の字状に外反し,体部はやや丸何長る。器跿はとくに薄く,ロクロナデの凹凸が

著しい。小甕B系tある。長甕(97フ)は明確てはなしが,ロクロ士師器の可能性がある。外面はハケ目,

内而はタテ方向のハケ目の後,ヨコ向方のナデを加えている。時期は 11,期頃と考えられる。

S11304出土土器(図版107 ・ 181・ 213,観察表 270頁)

須恵将は無台杯(978.979)のほか小片が数点ある。 2 点とも胎しはA群て、あり,978は口縁部がわずか

に外反し,底部外而に明瞭なへラ切り痕を残す。 979は底部から直線的にたちあがりそのまま口縁に至る0

どちらも無台杯Πてある。

1.師鴇は長甕(98のがある。口縁は「<」の字状に外反し,端部は面をもち,つまみあげられる0 外面

は体部にカキ目がはいる。 B系てある。時期はⅢ期頃と考えられる0

S180出土土器(図版107・213,観察表 270頁)

3仰の石英粒のほか海綿骨針須恵器は無台杯(981)とキ不蓋(982)の 2 点のみてある。981は"" tに 2

を含みやや精良てある。 C群てある。形態は底部が水平て',底部から直線的にたちあがる0982は口径16.0

師て大きい。有台杯A 1か有台杯Bに対応すると考えられる。天井部はロクロケズノが強くなく,ヘラ切

り狛'をとどめてぃる。外面に自然釉がかかり,胎士は石英を含まずやや*月良てある0 一れも C群ε心、われ

る。

士師器は小甕(983)のほか小片が数点ある。 983は口縁が「<」の字状に外反し,゛而"3はわずかに面を

もち,かるくっまみあげられる。体部はやや丸く張る。 B系て、ある。内面と外面には体"Πに同一の原体と

思、われる粗いカキ目がはいる。時期はⅡし期頃と考えられる0

V 出士遺物

S1 9 出土土器(図版107・213,観察表 271頁)

2"气のみ1刈化したがそのほかは,須恵器片 2 点,士師器片数点てある。須恵器の無台杯(984)は口径Ⅱ.

2Cmの無台杯Ⅱて、Π縁部のみしか遺存しないが,端部は丸くぉさまる。胎土はA群て、ある0

・に師器の小甕(985)は体部のみ遺存してぃるが,ロクロナデがされており, BあろいはC系と考えられ

る。 t排が少ないため時期は明硫てはないが,Ⅱし期と雉定される0

S11181出土土器(図版107 ・ 181,観察表 271頁)

須恵器の杯蓋(986) 1点のみN.にしてぃる。令体にはげしく歪んて'おり,夫井""はへラ切り1女ロクロナ

、をかるく加えてぃる。胎 ltはA群て、ある。時期は11し期頃て、あろう0
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S11169出土土器(図版 107 ・ 184,観察表 271頁)

士師僻の小甕四87)のほか小片が数点あるがすべてt師器て',須恵器は皆無てある0987は小甕A糸1類

て,Π縁は知くゆるく外反しており,ヨコナデは強くないため多少歪んている0 体'の外面はタテ方向の

ハケ月,内而はヨコ方向のハケ目てある。底部外面は不調繋てある。 1期に比定される0



3

S182出土土器(図版107・181,観察表 271頁)

須恵器の無台杯(988)のほか,須恵將・ L師器の小片が数点ある。988は口径Ⅱ.8師の無厶朽江lt,"ムヒ

は石英,長石粒を含むが精良なC群て、ある。内面と外面に火だすきを残し,両面の火だtきはほぱ'ヌ、1応し

ている。末実測のなかに士師器の小甕B系が1点ある。時期はⅢ期からⅣ,期頃と考えられる。

奈良・平安時代

2)おもな遺構出士土器

SK39出土土器(図版108 ・ 181・ 214 ・ 217,観察表 271頁)

図化したもののほかに須恵器片数点,土師将片多数がある。

須恵器(989~994)無台杯・有台杯・広口壺.環状紐蓋がある。胎士は無台杯(989.990)が海綿骨針

を含みゃや精良なC群t,そのほかはすべてA群てある。無台t不(989~99Dの形態はいずれも底部がほぱ'水

平て体部から口緑部は直線的である。 989と990は胎士・法量・色調とも類似しており,底部のへラ切りは

粗雑てある(図版 217-6)。 991とは異なる。有台杯四92)は口径14.1Cmの有台杯A1で,高台はてぃね

いなロクロナデをうけ内端按地する。底部外面の高台の内仰ルは果痕があり,転用硯と老えられるが,箸

しい磨滅はない。広口壺(993)は内面に1炎緑色の自然釉がかかり,口縁端部は k方へたちあがる。戸状紐

蓋(994)はっまみのみ遺存しており,つまみは環状で直径4.8Cmをはかる大きなものて、ある。外面に自然

釉がかかる。金属器の写して',特殊なタイフ゜tある。

土師器(995~997)甕'長甕.鍋がある。甕(995)は外面にタテ方向のハケ目ののちヨコナ向のハケ月

をうけ,内面には粘ヒ紐のっぎ目力珀肌寮に残る。非ロクロのA系と考えられるが,長甕か小甕かははっき

りしない0 長甕(996)は底部のみの残存てある。厚いっくりて',ロクロ 1二師僻のC系である。鍋(997)は

口縁は短く,水平にのび,端部はわずかにト.方へつまみあげられる。胎 Uよ須恵器の A件に対応tる。時
期はIL期頃ι老えられる。

SKI022出土土器(図版108・214,観察表271頁)

区Hヒしたもののほかに須恵排片数点,・ヒ師器片多数が出士してぃる。

須恵器には無台杯(998~10OD がある。"介tはすべてA君羊。 998~1000は無ξ、杯Π,1001は口・又1.

と大きい無台杯ltある。 998~1000は色凋力訂1音灰色て',底部の残る1001は底志11から百線的にややr ←
眛にたちあがり,口縁は尖り気味になる。

"ヒ師器には長甕.小甕.甕・鍋がある。長甕(1002)はC系で,「1縁部が水平にのび,"都に面をもち

やや電下気味になる。甕(1003)はA系て,底部からほば垂直にたちあがり,底郭外向に木葉痕を残す。

小甕 ao04)は口縁が短く,端部は尖り気味になる。体部はやや丸く張り,外面は焼成をうけ剥離が目t

つ0 外面下半部はヨコ方向のへラケズリがされ,内面は体部令体にカキ目がはいる。底邦は不調秘て'ある。

Π縁部の形態からみて, C系と考えられる。鍋 ao05)は非ロクロのA系 2類て;Π縁は知くヨコナ・、、がし

つかりしており端部は丸くぉさまる。内而はヨコ方向のハケ目,外面はタテナ向のハケ目がはいる。底邦

外面には条の葉脈状のくぱみがあり,木葉痕と孝えられる。底部内而に砂痕がある。焼h艾以前に別の個
体を電ね,その暢汀寸着した可能性が孝えられる。時期は 1~Ⅱ期と考えられる。

SKI02出土土器(図版108・214,観察表 271頁)

図化したほかに須恵瓣の甕片3点をはじめ数点
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1ゴ柿瓣小片が多数ある。



須恵器は無台杯 ao06)がある。平らな底部から開き気味にたちあがり,そのまま口縁に至る。端部は

丸くぉさまる。淡灰色を呈'し,胎士は石英粒を含むがやや精良てあることからC群と考えられる。

ヒ師器は,甕と小甕がある。甕 ao07)は非ロクロA系の底部て',外面にタテ方向のハケ目が残る。底

部は不調整てある。大きさからみて小甕かと思、われる。小甕 ao08・1009)はB 系である。 1008は体部が

あまり丸く張らず,口縁はゆるく外反して端部は丸くぉさまる。 1009は体部がやや厚く,口縁は「<」の

字状に短く外反し,端部は上方へつまみあげられ,尖る。どちらも胎士は須恵器のA群に対応する。時期

はΠ,期頃に比定される。

SK34出土土器(図版109・ 214,観察表 271頁)

図化したほかに須恵器片が数点,土師器小片が多数ある。

須恵器には無台杯(1010・1011)・杯蓋(1012)がある。 1010は口径13.0師の無台杯Πて,胎士は海綿骨針

を含み,精良なC群tある。]OHは身の深いタイプて内面に自然釉がかかる。平らな底部から直線的にた

ちあがり,そのまま口縁に至る。端部はやや尖る。胎土はA群である。杯蓋(1012)は外面に自然釉がか

かりへラ切り後のロクロケズリはごくかるいものである。大型て有台杯A 1 に対応するものtあろう。,

内面は墨痕が付着し,磨滅しており転用硯てある。転用硯として使用する力めに意図的にっまみは打ち欠

いてぃる。胎士はA群て、ある。

t師器には小甕 a013 ・1015 ・ 101田・長甕(1014)・無台杯(1017)がある。小甕 1013 ・1016 は B系,1015

は,A系と考えられる。1013は体部がやや丸く張り,口縁は外反し端部は丸くぉさまる。 1016は内面の下半

部まて、カキ目がはいる。いずれも胎土は須恵器A群に対応する。1015は口縁が短く弱いヨコナデをうける0

長甕a014)はC系t体部と口緑部の境に凹線様のくぱみがある。内面にカキ目がはいっているが,ロクロ

の回転が弱いためか粘士紐のっなぎ目が残る。無台杯 a017)は黒色士器て両面黒色を呈し,ヘラミガキ

凋整されている。時期はΠ.期頃と老えられる。
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V 出土遺物

SK32出土土器(図版109・214,観察表 271頁)

須恵器は実測個体のほかに小片が4点,土師器は実測個体のほか長甕B系, C系の破片が各1点,その

他小片が多数ある。

須恵器には無台杯(1019)と杯蓋 a018)がある。 1019 は口径12.6Cmの無台杯Πて,淡灰色を呈し,焼

成があまい。胎士はA群て、ある。 1018は天井部のロクロケズリがしっかりはいっており,ヘラ切り痕が消

されてぃる。環元よ音焼成が不十分だったためか淡褐色を呈している。胎土は石英粒を含むがやや精良なC

群てある。

士師器には小甕 a02のと長甕(102D がある。 1020はB系て,体部がやや張りだす。 1021はB系t薄い

つくりてある。口縁部は「<」の字状に外反し,端部は上方へつまみあげられる。両者とも胎士は須恵器

A群に対応する。時期は11.期頃てあろう。

SK340出土土器(図版109・272頁)

須恵器は実測H固体のほかに小片が8点,士師器は小片が多数ある。

須恵器には有台杯 a022)がある。口径13.0師の無台杯Πて、平らな底部から直線的にたちあがる。淡灰

色を呈し焼成はあまい。底部外面中央にへラ記号「X」がある。胎土はA群てある。

士師器には小甕 a023)と長甕(1024・1025)がある。 1023の口縁は水平にのびヨコナデがしっかりして



3 奈良・平安時代

いる。 A系 2類かと考えられるが,明確て、ない。内面はヨコ方向のハケ目tある。口径は18.ocmをはかり,

長甕ても小型のもの(S1610-フフ・78)の可能性もある。長甕1024はロクロ土師器のC系て,内面にカキ

目がはいり,口縁はゆるく外反し,端部は丸くぉさまる。 1025は口縁部のみの残存tあるが,水平に短く

のび,端部は丸くぉさまる。 A系2類,ないしはC系と考えられる。この上坑の士師器は様に次焼成

をうけ,器面の剥雜が著しい。時期はΠ,期頃と考えられる。

SB730 ・ 790出土土器(図版109 ・ 215,観察表 272頁)

SB730 は図化したほかに須恵器片数点,士師器片数点がある。須恵器無台杯a026.1027)は胎 LB群t

口径約12伽の無台杯Πてある。ともに身は浅く,体部の開きは大きく, B群のなかても新しい傾向を示し

ている。底部と体部の境は明瞭てあり,ロクロナデの凹凸痕もはっきり残る。口縁部はやや内湾する。

SB790は図化したほかに須恵器片2点,士師器は小甕C系の破片 1点を含む小片数点がある。須恵器無

台杯 a028)も胎土B群て'ある。口径は14.ocmとやや大きい。器面にロクロナデの凹凸痕を残し,口縁部

はやや内湾し丸くぉさまる。 SB730と同様に体部の開きは大きい。時期はⅣ.期以降と考えられる。

3)その他の士器

ここてはおもな遺構出士以外の土器て,出上個体数の少ない器種を中心にとりあげる。

須恵器(図版109~111・ 181・ 215 ・ 218~220,観察表 272頁)

無台杯 a030・1033~1035)無台杯は底部外面へラ切りののち,再調整を施さないものが般的てある

が,再調整を施す例も少数ながらみられる。 1030は底部外面へラケズリ,1034はハケ目,1035はロクロケ

ズリて、ある(図版 219-5 ~フ)。1030は 2 方向からのへラケズリが強く施され,内面に自然釉がかかる。 1ム

士はA群tある。 1034は一方にハケ目を加えるものt,胎土は石英・長石を含むが,精良なものて', C群と考

えられる。 SK12Ⅱ上層出士。 1035は体部外面下半から底部外面をてぃねいにロクロケズリする。口径13.5

Cm,器高4.4Cmて',全体にやや大型て,身の深い形態て、ある。胎士はC群て、あるが,白色粒を多く含み,石英

を含まないものて',新津丘陵のものてはないと考えられる。一部の口縁部内外面に夕」ルが付着しており ,

灯明皿と考えられる。 E 9 a4)区の遺構上面出・kt, S133Aに伴う而1能性が強い。 1033は再調整しない

ものてあるが,身の深い形態てある。こうした器形は S1502B などにみられ,11,期頃のものと考えられる。

有台杯 a036'104の 1036はやや大型の有台杯Xてある。体部外面に細い沈線を 2条,口縁部外面に凹

線様のくぽみをめく、らt。胎士は白っほ゜<,内面に薄く1炎緑色の自然釉がきれいにかかる。つくりは全体

によく,1 ~ 11.期のものと考えられる。 E13区出士。 1040は口径約11Cm,器高約 9Cmの有台杯Cてあ.る。

有台杯Cは般にⅢ,期以降にみられるが,これは器壁が全体に厚く,身の開きもない形態て',Π期以前

に比定されるのてはなかろうか。胎士はA群て'ある。

折縁杯 a038'1039) 1038は口径約12師,器高約、5Cmて',口径が小さくて身の深いものて、ある。器胖は

全体に厚く,口縁部はあまり外反せず,内面のくぱみも小さい。この部分は蓋の「身受け」としてはとう

てい機能しなしものてあり,明確に「身」と判断される例tある。高台は薄く,外方に張る古厶内面に

「x」のへラ記号がみられる。つくりからみてⅣ.期のものと推定される。胎土はA群と考えられるが,混

じりは少なく,素地は精良てある。 E9 a2)区の遺構上面出士て', S129に伴う可能性が強い。 1039はやや

身が浅く,体部の開きは直線的て,大きい。口縁部は短く内側にたちあがるのみt,外面の屈曲はない。

高台は底部の外縁に付され,形態は般的な有台杯と同じ方形のものてある。1厶士はA群てある。
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皿 a04D 1個体しか印'にしていないものて、ある。底剖1外脚はへラ Ujり t,ほかはロクロナデて、ある。

胎上は精良で,石英を含まないC群て'ある。

蓋(1042~1047) 1042は杯蓋てある。天井部外向は糸切 1)痕とロクロケズリてある坏繞で糸Ujり痕を

残すのはこれは气のみtある。ロクロケズリを施すのは糸切りの範俳1の外縁部だけtあ 1),糸切 1)痕の k

Cつまみを付す。犬井部内而は瓣而がなめらかて,凹凸がほとんどない(図版 218-4)。川褐色の色沸1て

あるが一焼成は硬質てある胎 Uよ精良て海綿骨針を含も・ F13恢.印,に。 1043は杯編εもぢぇられるが,

縁部の屈折部が長く,端部外而に段をもち,尖り気眛Cなる。こうしたっくi)は短3拠雁の綸に多いことか

ら,これも同様とぢぇられる。外面に自然釉がかかる。胎にはA群tある。

1044~1046は環状つまみをもつものtある。 f半う瓣種は不明てある。いずれもr1つほい1怡 1:で,外lmに

淡緑色の自然釉が厚くかかるものである。 1046の犬ル部外lmには 2 条の沈翁肋ゞめぐる 1046は犬ル訊1から

体部の屈此が大きくなく,加頸壺の蓋εややおもも、きがことなる。稜椀,金属器椣作のイ1六杯Xなどの茶

と老えておきたい。

1047は知.頻壷の繞てある。天井部は水平t,縁端部は尖る。つまみは k部がくぽも・

稜椀(1037・1050) 1050は底部から体部は丸く,Π緑部は大きく外反する。端剖1外加は丸く1他厚し,内

而はくぽみをもつ。高台径はとくに小さく, S1360 (656)に類似する。 1037は小児!の稜椀かと范1、われる

瓶・壺類 a031・ 1048 ・ 1049 ・ 1051~1053 ・ 1059 ・ 1060) 1048 ・ 10四は小壷て、ある。 1049は底部外血が川

転糸切りてある(図版 219-2)。胎士はA群かと考えられる。1051は長賀垪瓦の体部tある。肩か'張り,肩平

な形態て',8 枇紀のものてある。胎・にはC群て体部に'r部C厚く自然釉がかかる。 1059は長箕垪瓦の頸部て

ある。頸部は卸K しまり,Π縁郎は外反t ると f想される。1060は双耳瓶の耳てある(図版 220-8)。 1051・

10郭は短頸壷て、ある。 1053は胎 LB群と考えられる。 1031は小壷とぢぇられる底剖ltある。辰部外lmはへ

ラ・uj りて、ある。

鉢 a055・1058) 10郭はΠ緑部が内湾し,而をもつ鉄鉢形のものtある 1058は無iく11、:立するΠ縁部C,

肩の張る体部をもつ。把手付鉢の可能性がある。

甕(1054・1056 ・1057 ・1061~1064) 1054はΠ縁部が短く浦立するものt,大きなものtはない。外而

は粗い原体のカキ日,内面は同じ原体のハケ目である。1056はΠ緒U揣卸の而が内傾するものt,鋭さはな

い。黄灰色tあるが一焼成は硬い。 1057は1056と同様口縁端部の向が内傾する。 1061~1064はΠ線部外血

に櫛描波状文をめぐらすものて',端部が肥厚したり,突帯をもつ大川!吊,tある。

鍋 a065)淡灰色て',部1炎褐色を早するものてあるが,軟質の焼きトカて',胎上がとくに粗緋tある

ことから,本米は上師質の鍋と考えられる。

その他(1029・1032) 1029は底部に径約1.5Cmの孔をもつもので,灰色を Yミt る。しかし,朏ヒか'とく

に精良て',器而の感触も他の須恵器とはことなる。掃種からみても,須恵排て、はなく,近世陶器の可能1牛

が強い。 1032は小,型の杯か,蓋かと考えられるものて、ある。 1炎黄灰色t, t師排かとも思われるが,ロク

口整形て',胎士.は須恵器系て、ある。

土師器(図版111・181・ 182 ・ 215 ・ 221,観察表 273頁)

椀B a066~1071)底部外面が回転糸切りのものてある(図版 221-5)。1066のみ口径力沫勺15Cmで,他の

ものより大きい。 1066 ・1067は体部が比較的直線的て',1069もそれにちかし、。 1068 ・1070 ・ 1071は体部に

丸味をもち,身がやや浅い。 1066・1068・1069は外面の底部 U本部の境に糸切り後にロクロケズリをおこ

なう。ロクロナデは外面より内面がてし、ねいてあるが,1066と1069は内而のロクロナデの凹凸が剛瞭てあ

V 加'に遺ヰ勿
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る。この2点は胎士が須恵将系tあり,2 ~ 3肌の石英・長石を含も・。また,1067は部分的に器面が灰褐

色を県.し,焼成もかなり硬質て、ある。須恵排ときわめて近い属性をもつものとして注.目される。これに対

し,他の 4 点の"介十は精良て',須恵排系ではない。とく CI071は粒子をほとんど含まない精良な胎ヒて',

焼成もやや軟質である。のちに普遍化するロクロ・に師器の椀と同じと考えられる。なお,1067の底部外面に

は'「メ」のへラ記屶・がみられる(図版 221-フ)。

赤彩土器(1073・1074)ともに無台の林と考えられる。 N"・1'地点が近く,胎にゃ表而の赤彩も類イ以して

おり,同個体の可能1牛がある。胎 Uよi炎褐色の精良なものて',表而の赤彩は赤茶色を早する。底部外面

はロクロケズリて,ほかはていねいなロクロナデである。

黒色土器 a072) 1072は内而黒色処理の椀と考えられる。器壁も厚く,口径15Cm以 kになるものて、あろ

う。胎 Nよ須恵器系てなく,椀B a067)と類似する。

鉢(1075)非ロクロの鉢て',辯高が低い。底部は太い網状脈の葉脈らしきものがみられる。体部外面

にへラケズリをおこなう,煮炊に使用してぃる。
^

壺 a07田体部屑部のみて',全体の器形は不明てあるが,Π縁部のたちあがりをわずかにとどめるこ

とから,広し、Πのもので,口緑部は短いと推定される。ロクロt師器て',胎tは須恵器系tある。外面に

ハケ目と同じ原体て,斜め方向に施文する。焼成は硬い。

長甕(107フ) B系の完形品て、ある。体部は肩が張らず,下半部がくびれ,口縁部は「く」の字状に外反

する。端部は上方へたちあがり,その内側は沈線様になる。底部外面にタタキ目をわずかにとどめ,体部

外面はへラケズリてある。胎士は須恵器のC群に対応し、比較的精良てある。 Alo a田区出士t, SI

1300に伴う可能性がある。 1 ~Π期の古手のB系て'あろう。
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果書士器は21点がN,1二している。いずれも須恵器の杯と杯蓋に書かれたものて、あり,このうち駒歸売てき

た士器が8点,不硫定および不明なものが13点tある。

1の「大」は有台杯の底部外面に書かれたものて、あり,字体は小さく郵っており,特に一画目の反りが

仲びゃかて一画目への勢いを感じさせる。

2 は比峻的大きな有台杯の底部外面に,文字も大きく書かれたものと思われるが判読しがたい。

3 は無台キ不の底部外面の端に小さく記されてしる。下の二画を除いて「庄」と読み,一文字以卜にっな

がることも考えられる力所寉定はてきない。

4の「五」は無台杯の体部外面に口縁を右にして書かれてぃる1 字体は整ってぃるが,筆使いは同い。

5も無台杯の体部外面に記されたもので,三本の固い線が確認、される。数字を記した 4'と7の「五」は

ともに口縁部を右にした横書てあることからすれば「三〕と読める。また,口縁部を上下して読めぱ r川」

あるいは「小」と読めないこともない。ただ,口径12.5Cm,器高 3Cmのほぱ完形な無台杯であり,同じく

S115から出士した多数の須恵器食膳具のひとっでもあり,フ(「五」)も同様の出士tあることから,

数字の「ご」と読んだほうがよいように考えられる。

6 は有台杯の底部外面に認、められるものてあるが,文字にはみえず記号てあるように思、われるが不明t

ある。

7 の「五」は同じく S115出土の 5と口径・器高ともほぱ同形の無台杯体部外面に記されてぃるもので

C 墨書士器 (図版112 ・ 225,観察表 273頁)



ある。、やはりともにH.'・f二した須恵排食1膳貝のひεつてあるが,字体は 4 の「1i'」の'卞と類イ以し,第・川i111

が太く入り,三画目の横線が長く,折れてからの角度も似かよっている。また,四画目の判1え部分も似た

角度といえよう。字の大きさは7の方がひとまわり小さし。

8 は住居1亦カマド付近より N.にしたものt無台キ不底部外血のほぱ真中に祀されている。これも文'字とい

うよりは何かの記号tはないかと考えられるが,欠批により令体は不叩tある

9 は無台杯口縁部外面の部が遺存したものに'己されたものt,文字の部も欠損してしまっている。

「士部」の文字を予想て'きるが,それ以ヒは不明tある。

10も無台杯体部の破片に記されたものであるが,単字ではない。磨滅により薄果となっているが「'七稲

万J と読める。二字目の「稲」は問違いないと思、われるが,両仙1の「古」と「万」は別字てある"1能性も

あり確定しがたい。=文字とも行書風の書体て筆勢が感じられる。

11の「主」は口径12.5Cm,器高 3Cmの無台杯完形品の底部外面に記されている。調秘も精巧て、ある。字

体は太くて力強い。

12.13は同じ遺構(S1150のからの出士て,無台杯の大きさや底部外面中央に'dされた「中」の大きさ

や字体も類イ以してぃることから,同一の筆t使用目的も同じてはなかったかと考えられる。

14は無台杯の底部外面に大きく書かれた単字と思、われるが欠損によりや長売tきない。「火」の部tは

ないかと推i則される。

15の「人」は無台杯の底部外面の中央やや上に整った字体て記されており,特に画日のたっ'、りした

墨っけが特徴的てある。底部周囲が意図的に砕かれているが,果書の意眛と関連があるのだろうか。

16も無台杯の底部外面に行書風の筆勢で三文字ほど記されたものとみられるが,いずれも判'涜しがたい。

一文字目は「一部」の漢字と思われ, r亶」あるいは「畜」・「富」(亨の正字) tあるかもしれない。同

じ遺構からは8も出士しており,二字目,三字目も含めて興味深い果書といえる。

17は杯蓋のっまみ上部に記された珍しいもので,やや磨滅しているが「大」と読める。

18.19はどちらも有台杯の底部外面に記されてぃるものてあるが,欠損や磨滅などて何を記したものか

不明てある。

20は無台杯底部外面に記されたものだが「井」とも「牛」とも予想されるものの,やは姉寉定しがたい0

21も無台杯てあり,体部から底部にかけて本の線がひかれている。筆の入り具合からおそらく横線て

あると思、われるが文字というより単なる印tあろう。

^!1・i第9表墨書士器

V 出士遺物

番 墨書文字

大

器種・記赦位置

明)

力→

有台'不・底部外面

有台杯・底部外面

無台杯・底部外面

無台杯・体部外面

無台杯・体部外面

有台杯・底部外面

無台杯・体部外面

無台杯・底部外面

無台杯・体部外面

無台杯・体部外面

無台杯・底部外面

五

か)

号か)

(すべて須恵排)

出土地点

(古稲万か)

A 9 区

D12区

F13区

S1 280

S115

D 5 区

S1 15

S1802

A 8 区

S1 1315

S1440

番
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墨書又:字

(不

器liE・記,城位置

(不

無台杯・底部外面

無台杯・底部外面

無台'不・底部外面

無台杯・底部外面

無台杯・底部外面

杯蓋・つまみ上部

有台杯・底部外面

有台杯・底部外面

無台杯・底部外面

無台杯・体部~底部外面

明)

人

(不

(不

(井・

信己

大

明)

明)

明)

牛か)

号)

出土地゛

S1 1500

S1 1500

S1 610

S1 500

S1802

S1 75

S1 4

S1 310

S11320

S1339

中
中

不
庄
三
記
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4
 
5
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8
 
9

1
 
2
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五
号
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W
H
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3 奈良・平安時代

のように山三賀Ⅱ遺跡より出土した墨書士器は判断不明なものが多く含まれるものの,いくっかの事^

例を提示することがて、きる。判読て、きた 9文字をみると「大」「五」 r中」が2点ずつ,「主」・「人」

「稲」を記し九士器が1点ずつとなる。県内においても墨書土器の出士例がいくつか紹介されつつあり,

それぞれ出士文字の量的分布に特色をもっようてあるが,当遺跡の場合は文字数のか九よりに大きな特徴

はみられない文字以ヒ確i忍、された「大」・「中」や数字σ五.・「ご.)は曽根遺跡〔豊浦1町教育委員

会1981・1982〕や若宮遺跡、〔真野町教育委員会1969〕て,「稲」は長表遺跡〔池田1975〕や今池遺助、〔木

村1984〕て',「人」は本屋敷遺跡、〔椎名1959〕でそれぞれ出士伊功沫召介されている。なお,「主」につい

てはU」田英雄が曽根遺跡佳'士の果書より「『主』字のみは令画に力を入れ肥痩がなく,黒々と書かれてい

る」と静岡県伊場遺跡の例をも引用しながら指摘しているが,Ⅱの「宅」からも同様のことがうかがわれる

〔山田1982〕。般に墨書される士排の器種は無台杯が多い。有台杯自体の割合が少ないこともあるが,

当遺跡における有台杯への墨書の割合は令体のXあまりしかなし、。 288 点の墨書土器を出士した曽根遺跡

においても有台杯の割合は全体の%,長表遺跡ては 1点(42点中),今池遺跡ては 3点(21点中)出土してい

るのみてある。また,士器のどの部分に墨書されるかということについては,底部外面が圧伊伯勺に多い。

他は口縁近くの外面に記されることもあるが全体の割合は少ない。さらに杯蓋に果書されることも稀にみ

られる。その意昧て17のっまみ上部に記されていることは非常に珍しし、例といえる。以上のような墨書士

器の傾向は,6四点もの大量の墨書士譽の出士した秋田城の場合〔秋田市1984〕においても同様のことが
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認、められることから,堪書上器は無台杯の底部外面に記されるものが基本といえようか。ほかに転用硯が

10数点印'・ヒしてし、ることや近接する曽根遺跡との関連も令めて,8 世紀から 9枇紀に詞された黒,牛文字の

意味するところは今後の興1米深い課題tある。

土管 a ~田 1はロクロ成形されており,外而にカキ目がはいる。下部の端部は排壁が肥厚し,内側

にはりだす。内而には而をもつ。ヒ部ではいちど器壁が肥厚し,外仰典二段をもち,内仰仂、ら'、た九びf木部

と同じ厚さて'ト.方にたちあがる。外而は一次焼成を受け,一部にはススが付着している。 S11000 ル'士。

2 は 1と同様の段をもつ。ト.半部て外側の段の端部はかるく上方につまみあげられる。段の内仙仂・ら卜方

に約8Cmたちあがった端部は面をもつが,1の下部のように肥厚しない。内而には粘・ヒ紐の痕を明瞭にの

こす。淡褐色の色調t,胎士は石英・長石・金雲母・小礫を含も,。器形が1とま則以しN,け也点が同じてあ

ることから同個体の可能性がある。 3 はロクロ成形t,両面にカキ目がはいる。ヒ部のみ遺存し,器壁

が肥厚して外仰k二はりだし,段をもつ。外面は'次焼成をうけている。 B 9 (12)区出セ。 4 は非ロクロ

て内而に粘士紐の痕をのこす。外面はタテ方向のへラケズリてある。下部の端部はやや否み,端部に明瞭

な而をも九ない。 D11 (21・22)区, D12 a ・ 2)区H,,ヒ。 5 はロクロて、成形され,外面にタタキ目をのこ

す。ド部の端部は 1のように肥厚せtに血をもつ。 4と5 は下端部の内側へのはり出しがなく,上管ては

なく,甑の・1能性もぢぇられる。 6 は特殊なものて',ヒ管でない盲玲を性がある。ヒ部の端部に而をもち,

約6Cm内にはしりながら下部にのびた後屈折して「ハ」の字状C開く。 L部に透かしがあり「ハ」の字状に

開いた下部に 2つの穿孔がある。透かし・穿孔の総数は不明てあろ。ト.部の端部の面にはロクロケズリが

はいる。胎・しは石英粒を含まず精良て',他の士管とは異なる。古代のものtはなく,新しい時期の可能性

舮旗L、。 D9区吐"士。ヒ管の用途は不明であるがカマドに関係したものとぢぇられる。

支脚(フ.8)フ・ 8ともに円柱形の支脚て'ある。調整は指頭圧痕tあり,次焼成をうける。 7 は胎

士に石英粒を含み,淡褐色を呈す。頭部の中央には深さ約5mmのくぱみがある。 S11320出士。 8は茶褐色

を¥.し, 11f;・ヒは石英粒を含も・が精良てある。 S11124出上。 S11124は古墳時代の住居跡てあるが,上層

からは奈良・平安時代の士排が加'上しており,これら支脚は奈良・平安時代の可能性もある。士製支脚の

出土量はごく少なく,般的には石がカマドの支闇ルして使われていたと考えられる。

紡錘車 ao~12) 10は下面径 7.2Cmて'中央部にかけ肥厚し,最大の厚さは3.4Cmて'ある。中央に円形の

孔があり,孔径は8mて'ある。指頭圧痕て調整され,胎士は石英粒を含むが精良てある。 S1280出土。Ⅱ

は器径6.4Cm,厚さ1.4Cmの盤状て中央に円形と思、bれる孔がある。孑L径は 5mて'ある。胎士は細礫を多

く含みざらっいてぃる。 A 3 (17・18)区出土。 12は断面が台形て',下面径5.8Cm,上面径4.9Cmをは力由,
,

厚さは2.5Cmてある。中央に紡茎を通す孔があるが,孔の器形・法量は不明てある。側面はハケ目,下部

はへラケズリの調整てある。 SKI022出士。出士した堅穴住居は12が奈良・平安時代の 1~Ⅱ期,10がⅡ~

Ⅲ期てともに8世紀代の可能性が考えられる。ただし,鉄製の紡錘車が存在することから11については古

墳時代の可能性もぎ慮される。

鍛冶関連(13)口径3.1Cm,器高6.ocmをはかる完形品て',須恵質である。砲弾形の底部には突起があり,

胎士に細礫を多く含む。内面にさび,外面に溶解鉄が付着している。器壁は全体に薄いが,底部は肥厚す

D 土製品 (図版113 ・ 116 ・ 226,観察表 274頁)

V 配'士遺物
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3

る。 CI0 (25)区出士。奈良・平安時代のものと老えられる。

土錘 a ~19) 1二錘は形態から A ・ B ・ C に分けられる 0

A類 a ・ 2)大型品て円筒形を早.するもの。 1 は全長7.4Cm,孔径2.0師,重量155gて'ある。 S111

67の印.1二。 2 は令長5.8Cm,孔径1.5Cm,重量115g ιはりもやや小型tある。胎土は石英粒を多く含み

ザラついている。

B類(3~フ)球状のもの。いずれも色調が茶褐色t,胎士がやや精良な点力浅頁似してぃる。 3 ~ 6 は

令長2.8 ~ 3.3Cm,重累:25~30 g て',7 は全長2.5Cm,重量15 g とやや小型て、ある。 3.4 は S141の出士

tある。

C類( 8 ~19)小型て、管状を!武t るもの。器形・重量から C '( 8 ・ 10 ・ 11・ 18), C .( 9.12~14.17),

C 3 a5・16)に分けられる。 C ,は小刑管状形のうちて、も重量があり,器壁がなめらかて,つくりがてぃ

ねいなものて'ある。完形品の8は全長4.4Cm,重量9gをはかる。一部欠損する10が9g,約半分欠損する18

が4g をはかり,平均は約10gて'ある。11は胎士が須恵質て外面には自然釉がかかる。 C.はやや細身の

器形t重量も軽い。完形品の12は全長4.3Cm,重量7g,13は全長4.7Cm,重量4 g をはかる。平均は 5 g

前後てある。14は比較的ていねいなっくりtあるが,そのほかは指頭圧痕の調整てゃや歪んでぃる。 C

は全長が短く,中心、部がやや膨らむ器形である。 15は令長3.3Cm,重量5gtある。 19は約半分欠損して

いると考えられ,残存高1.8Cm,残存重 2 gて中,じ、部にかけやや膨らむことから C 。の可能性が考えられ

る。 13 は S1402,14 ・ 16~18 は S1 435,19は S1 401 の出士tある。

占墳時代の堅穴住居てあるS1402から出士した13を除いて奈良・平安時代のものと考えられ,11は須恵質の

胎土から奈良'平安時代のものてある。しかしそのほかのものにっいては古墳時代のものも含まれてぃる可

能性がある。

しづれの士錘も中心、部において孔のくい違いが確認てきないことから,丸い棒状工具に粘士をまきっけ,
ナデて凋整した後に引き抜いたものと考えられる。

このほかに近現代の上錘が出士している。これらも占代のものと工則以してぃる。全長約5師,体立所又約

1・5Cm,重量約10g の管状のもの(20),全長4.8Cm,体書併呈3.1Cm,重量40gのやや大刑口(2D がある。こ

れらは様に胎士'が精良て;端部に明瞭な面をもっことから古代のものと区別てきる。

その他(9 '14'15) 14は楕円形と考えられる底部を有する小型土器てある。外面はナデ,内面はすヒ頭

圧痕で調整されている。底部は平底てある。胎土は石英粒を含む力沫青良てあり,新しい感じをヰける。、斤

世以降の可能性もぢぇられる。 D 7 区出士。 9 は底径が8.4師をはかり,器肆が肥厚tる。遺存がyチ・度

のため内面を有する器種か,円柱形のものかは明確てはない。外面は指頭圧痕で,底部には条の葉脈广
と思、われるくぽみがあ る0 石英粒を含むが精良な胎士である。支脚の可能性もある。 CⅡ(フ)区出士。

15は全長8・5Cm,器径2Cmの棒状上製品tある。上端から約3Cm,下ι山から約2.5 の2箇一斤、九こゞ,
左右対称の位置に明瞭てはないが突起の痕がのこる。指頭圧痕て、調整される。胎士は細かい石英粒,細礫

を含むが精良である。 DI0 (2)区出土。 9・15は時期不明てある。

奈良・平安時代

(図版 114~ 116 ・ 227 ・ 228)

山ご賀Π遺跡ては,砂丘上の立地という好条件により金属器の遺存状態が良好て',約400点の金属器が

出士した0 これらのうち,奈良・平安時代のものにっいて検討する。器種には鎌.鋤鍬先.¥7律.鉄錐.

E 金属製品
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釘.屶手.鉋'.紡錘軍・和銅開珎・帯金具などがある。

鉄製品(1 ~64,75)

鎌(1~田直刃鎌1点ε曲刃鎌5点が出士した。 1 は曲刃鎌で基端部に折返しを有する。重量は39g

て、, S1115 (1期:本遺跡における時期区分,以下同じ)から出上した。 2 も曲刃鎌てある。重量は15gて,

Dlo a )区から出土した。 3 は直刃鎌て',基端部に斜めの折返しを有する。重量は188gて, S1440(Ⅳ.

期)から出土した。 4 は曲刃鎌て刃部の半ぱ'より折れ曲がっている。基端部は欠損しており,折返しの有

無は不明て、ある。重量は12.2g て', S11101 (ⅣJ助から出土した。 5 は曲刃鎌t,折返し内面に柄の木

質が遺存してぃる。重量は54gて', S11124の埋士上層から出士した。 6 は基端部のみ遺存しており,折

返しを有する。重量は 5 gて', S1 6 (11し期)から出土した。

鋤鍬先(フ~10) U字形の鋤鍬先が4 点出士した。 7 はほぽ完存しており,重量は189g て'ある。 SI

741 (1期)のカマドの東袖から出土した。 8 は耳部のみ遺存しており,重量40g て'ある。 S1 9 (111,期

~Ⅱし期)から出士した。 9 は耳部と刃部の部が遺存しており,重量は71gて'ある。 S11304 (Ⅲ,期~

Ⅲ.期)から佳.士した。 10は小型て、ほぽ完存しており,重量は25gtある。 S172 (nJm から出t した。

斈鼻 UD 11は有袋式.無肩の手斧て',ほぱ完存している、厚さ 5mmの鉄板を折り曲げて袋部を形成

してぃる。重量は99gて', SXI07 から出土した。
含上く 0)かの'やわたくηひ

鉄鎌(12~19)鉄鑛は8点出士してぃる。種類には飛燕式有茎鑛,長ご角形腸快式無茎鎌,襲箭式ま束箆
なかご',t:くη

ウぎわたくηのかうぎ゛^目一+
被鎌,正三角形膓快金椴式有茎鎌,長三角形腸快式有茎鎌がある。12は飛燕式有茎鎌である。腸快と茎の

一部を欠くが,ほぱ完存してぃる。重量は17.5gて', S11101 (M期)から出土した。 13は正三角形1勿快

箆被式有茎鎌てある。重量は8.9g て', S11300 (1期~nJm のカマド内から出士した。 14は正三角形

腸キ夬式有茎鎌である。腸挟は両方とも欠損しでいる。重量は9.9gて', S1741(1期)から出士した0 15は

長三角形式有茎鑛てある。重量は7.ogて、, S19 (1Π.期~Ⅲ゛m から出土した。 16は長三角形1勿挟式

無茎鎌てある。重量は3.1gて', S1462 (1期)から出士した。 17は長三角升刻万快箆被式有茎鑛てある0 重

量は8.8gて, D12 (18)区から出土した。 18は長三角形腸キ夬箆被式有茎鎌てある。重量は10.9gて, SI

1471 (11,期~1し期)から佳'士した。 19は磐箭式ホ束箆被鎌てある。断面形は方形て頭部には鉄が熔着して

いる。重量は29 g て', S11315 (1 期)から出士した。

釘(20 ~ 23)釘と見られるもの4点にっいて説明する。 20は頭部を折り曲げて皿部を作り出してい

る。断面は長方形を呈し,重量は28.5gて', C13 a )区から出士した。 21は断面形が方形を主し,ほぱ

正方形の皿部をもっ。重量は12gて',包含層から出土した。 22は断面形が方形を王し,皿0"は6心められな

い。重量は 5gて', S175 (1し期)から出士した。 23は断面形が方形を呈し皿部は認、められない0 重量は

19 g 。 S1339 (Ⅱ1,期)から出士した。

屶手(24~44,47)刀子は22点にっいて検討する。刀子の多くは研ぎ減って刃部が内湾している0 24は

卓棟造り.両関式の刀子て刃部は内湾しており,柄の木質が遺存している。刃部は内湾し,刃部の関は鈍

角で不明瞭てある。重量は13gて, S1280 (1し期~ⅢJ励から出士した。 26は平棟旭りの刀子て,刃"3

は内湾し,刃部の関は不明瞭てある。重量は12gで, S1325 (Ⅲ.期~Ⅲ2#助から出土した0 27 は平棟厄
'

り.両関式の刀子て,刃部は内湾し,刃部の関は鈍角て不明瞭てある。重量は20gて', SK31から出土し

た。 28は平棟造'りの刀子て',柄の木質が遺存してぃる。刃部は内湾し,刃部の関は鈍角て不明瞭てある0

重量は26gて', S118 (Ⅱし期~ⅣJ別から出土した。 29 は平棟造り・両関式の刀子て',刃OBはわずかに
内湾する。鈿の内面には柄の木質が遺存してぃる。刃部の関は鈍角て不明瞭てある。重量は10gて, SI

V 出士遺物
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3

60 (Ⅱリ捌)の床面直ヒから吐"しした。 30は乎棟造りの刀子で,刃部は内湾し,関は不明瞭である。 S18

(Π,期)から出ヒした。 31は両関式の刀子て",柄の木質が遺存してぃる。刃部は内湾してぃる。重量は9.9

gで, SIH66 (1期~ⅡJ川から出上した。 32は平棟造り・両関式の刀子でほぱ完存してぃる。刃部

はわずかに内湾し,刃部の関は不明瞭て'ある。重量は8gt, B8区から出士した。 33は平棟造りの刀子て,

刃部は内湾tる。電量は20gて', B 8 (25)区から出上し九。 34は平棟造り.両関式の刀子t関邦付近

のみ遺存しており,刃部はわずかに内湾している。関は刃部・峰部とも鈍角て'不明瞭て'ある。重量は20

で, B 9 (9)区から出士.した。 35は平棟造りの刀子t,刃部は外湾する。重量は9.2gて, S1360 (11.

期~Ⅲ'期)から仕"・ヒした。 36は刃部のみ遺存しており,刃部の湾曲は認、められない。重量は 8 gて', SI

1461 (1期)から出上した。 37は刃部の部のみ遺存してぃる。重量は13g て; S111 (111,期~Ⅲ'J励か

ら出 Lした。 38は平棟造りの刀子て',関部と刃部先端は欠損してぃる。刃部の湾曲は認、められない。 SI

440 (Ⅳ,t")からtド'1二した。 39は平棟造りの刀子て',刃部先端のみ遺存してぃる。重量は 5g て', S1339

(Ⅲ^期)から出上した。 40は平棟造り.両関式の刀イ・C 柄の木質が部遺存してぃる。重量は18gて; B6区

から卸,、1二した。 41は平棟造り、両関式の刀子て',関は刃部・峰部とも明瞭tある。電量は18gて, B12
け1'き

(13'14)区から出士した。 42は柄と関部のみが遺存しており,鈿の部と柄の木質が遣存してぃる。釧は
む"、ゴ

柄からはずれ刃部に銹着している。重量は18gて', S1752 (1期)から出上した。 43は茎のみ遺存してお

り,目釘穴が見られる。重量は23gt, S11302 (Ⅲ即明)から出ヒした。 Uは艾のみ遺存してぃる。重

量は 8 gて', B13 (4 ' 5)区から出 L した。 47は両関式の刀子て',重量は26gである。 B12区から出士
し九。

中゛1゛'ι

鈍(45~46) 45,46ともに先端のみ両刃がっいてぃる。 45は重量26gて、, S1440 (Ⅳ'其用から出士し

た0 46には柄の木質が遺存している。重量26gて', S127 (1期~nJm から出士した。

器種不明鉄製品(48~55.59~64) 48は端部力斗斤れ曲がってぃるが刃部は認められない。重量は18 て',

A13区から出土した。 49は端部が尖った棒状を呈し,断面形はやや膨らみをもった方形tある。釘または

紡錘軸の部とぢぇられる。奈良・平安時代の遺物包含層から出士した。50は頭部が環状になってぃる。

重量は11gて', S172 (nJm から出上した。 51は頭部を薄く作り穿孔してあり,55との^則以が認、められる。

重量は13gて', S11300(1期~Πノm から出土した。 52は棒状を呈し,釧柄の木質が遺在してぃる。艾
1'ばき

の断面形は方形て',釧より先の断面形は円形て、ある。重量は14gて', S1753 (Ⅳ,期~Ⅳ期)から出士

し九0 53は断面形が方形から徐々に肩平になる鉄製品て,半ぱよりねじれており,55との美則以が巷忍、められ

る0 重量は 9 gて', S14 (11恥期)から出士した。 54は断面形が台形の鉄製品t,半ばよりねじれてぃ

る0 重量は45gて', A14区から佳,土した。 55は肩平な頭部に穿孔されてぃる。半ばから尖端にかけては

断面形は方形て',ねじれている。重量は妬gて', S11300(1期~nJ助から出士した。 59は鉄板を折り

曲げて成形している。重量は18gて', S1752 (1期)から出士した。 60は正方形の板状を呈し,中央に方

形の穿孔がなされている。重量は 5gt, S11201 の埋上ヒ層から出士した。近世の仙厶通宝の可牝性

が高い0 61は円形て板状を呈.し,銹化が著しい。 S1600 (1期)から出士した。 62~64はいずれも遺構の

埋士上層から出上しており,遺構との関連は不明て、ある。 62は S1600,63は S1 8,64は SK37から出士
している。

奈良・平安時代

紡錘車(56~58) 紡錘車は 3個体出土した。 56は紡錘輪ε軸の部が遺存してぃる。重量は24gて',

S1440 (Ⅳ゛m から出土した。 57は紡錘輪ι軸の一部が遺存してぃろ。重量は25gて', C12 (4)区か・

出士した0 58は紡錘輪と軸二片に分かれて遺存してぃる。重量は20gて, DⅡ(23)区から出士した。
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銅製品(65~70 ・ 72~75)
やま●.力じ"ん1まら 1 )まるし、さすがか 二

帯金具には鋏具の板金具・刺金,丸鞆,鉄製の山形巡方がある。帯金具は阿部義平帯金具(65~72)

と佐藤興治らにより分類され,官位との対応案が示されている(佐藤ι肋.1975・阿部 1976)。両氏の分類に
か宝るとしビゆん;'う 2)

おける銹(丸鞆・惣ケf)の規格と位階との対応を示したのが第10表てあり,本項ては両氏の分類にしたが
ぴ」うか

つて説明する。65は鋏具の板金具て表面には擦痕が見られ,鉄製の鋲の一部が遺存している。佐藤分類

てはAⅣ類(大初位),阿部分類てはA 6類(従八位)に相当する。長さ37Cm,縦幅27Cm,厚さ1.5伽,重量
かか

13gて'S133Aの埋士上層から出上した。 66は鍍具の刺金て,鋏具のC字形金具と接する部分はわずかにく
か

ぱんてぃる。幅は鋏具の板金具(65)に合致する。長さ16Cm,幅 6岫,厚さ3 叩,重量1.2gて, S11166

(1期~ⅡJ剛から剖.士した。釘は丸鞆の表金具て,阿部分類のA4類(従七位),佐藤分類のAⅢ類しU立)
いは4

に相当する。表面は磨かれて平滑に仕上げられ,黒漆が部分的に遺存している。裏面は鋳放したままて,

鋲足と裏金具の一部が遺存してぃる。横幅32~33mm,厚さ4.5叩て', S14 の埋士上層から出土した。 68は丸

第10表帯金具の分類鞆の裏金具て,黒漆が部分的に遺存している。垂孔はなく,鋲

留孑Lはか所しか確認てきない。縦幅21脚,横幅31脚,厚さ1.5 阿部分類鮎横幅仇藤分類

mm)

mm,重量2.9gて, SΠ100の埋土上層から出土した。 69は丸鞆 A 1 類・正六位一42一六位・ A 1類

41

の表金具,70は丸鞆の裏金具て,' S1640 (nJm とS1660 と 40

A 2 類・従六位 39
の切り合い部分から括出士した。ともに表面には擦痕がみら 38

37一七位・ A Π類
れ,黒漆が部分的に遺存している。 69には上方の鋲足のみ遺存 A 3 類・正七位一36

35
しており,70は下方のっの鋲留孔に鋲の一部が遺存している。,

34

阿部分類のA8類(少初位),佐藤分類のAⅥ類(無位)に相当 A 4 類・従七位 33

32 八位・ AⅢ類

する。 69は縦幅15mm,横幅22mm,厚さ 1.8mm,重量1.1 g て',70 31

A 5 類・正八位一30

は縦幅15mm,横幅22mm,厚さ 1.3mm,重量1.1gて'ある。阿部分 29

28

類て'はA8類(少初位),佐藤分類て'はAⅥ類(無位)に相当す A6 類・従八位 27一大初位・ AⅣ類
26

る。 71は鉄製の山形巡方の表金具てある。縦幅19mm,横幅27加, 25一少初位・ A V類

A 7 類・大初位一24
厚さ3.5mm,重量3 g て', S1 803 (nJm から出土した。 72 23

22 無位・AⅥ類
は丸鞆の裏金具て",阿部分類のA8類(少初位),佐藤分類のA

A 8 類・少初位一21

Ⅵ類(無位)に相当する。縦幅14.5m,横幅21m,厚さ1.5叩, 20

19

重量0.8gて', S11166 (1期~ⅡJ励から出土した。 B 類・無位 18

器種不明銅製品(73~75) 73~75はS11300 (1期~Π.期)から一括出土した。 73は厚さ約0.5伽の板

状を呈し,方形の型押しが見られる。重量は0.5gて'ある。 74は断面台形の棒状を王し,重里は1・5gて'あ
島,,う

る。 75は球形を呈し,中央に紐をもっ。鈴の可能性が高いものと想、われる。重量は0.3gてある0

2)佐藤興治は鈴帯の縦幅を中心に分類し,位階の比定を

行なうてぃるが,佐藤興治の分類においても,むしろ鍔

(巡方・丸鞆)の横幅に強い規格性が表われており,阿部

義平の分類との対比には鋳(巡方・丸鞆)の横幅とイ訓砦

との対応を示した。
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銭貨(76 ・フフ)

銭貨には和銅開珎(76.フフ)がある。 76はS1429の埋土上層から出士した。フ7はS11100 (Ⅲ゛m から出

士し九。

出土遺物

)鉄製の帯金具は本遺跡をはじめ,群馬県高崎市の上野

国分寺周辺と前橋市中鳥遺跡,埼玉県富士見市殿山遺跡,

宮島以雫栗原郡伊治城跡など東国でのみ出土しており,中
央からの支給品とは別に地方において補助的な生産を行

なった可官旨性を考えるべきであろう。
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3 奈良・平安時代

F.石製 (図版 117 ・ 118 ・ 229 ・ 23の

石製品には砥石・敲き石・台石・石錘があり,また多数の自然礫が出士してぃる。本遺跡は砂丘上に立

地するため自然礫は遺跡内および遺跡の近接地には存在せず,出土した自然礫は全て意識的に本遺跡に搬

入されたものと考えられるが,その性格を推定てきるものは少数にすぎない。

砥石(1 ~28)

砥石には手持砥石(A類:重量330g以下,幅6伽以下)と置き砥石(B類:重量530g以上)があり,それ

ぞれ素材から切り出して直方体に調整したもの(1類)と素材をそのまま利用したもの(2類)に分類され,

さらに重量によって細分される。

A類 a ~15.20 ・23 ・27・ 28)手持砥石(A^勵は重量によって a類(105g以下)と b類(150~330g)

に細分される。

A l a類(1 ~ 4.フ~13) 1は一方は厚く,他方は細く絞り込まれてぃる直方体を呈し,正.裏面

と両側面に作業面をもっ。石材は凝灰岩て重量は85gて'ある。 S1502Aの埋士上層から出土した。 2 は直

方体を呈し,正.裏面と両側面に作業面をもっ。頭部には垂下用の穿孔がなされ,正面には断面U字形の

擦り溝が具られる。下端は四方からそれぞれ5mほど擦り切った後,折断されてぃる。石材は凝灰岩て重

量は92gて'ある。 S11101(Ⅳ.期:本遺跡における時期区分,以下同じ)から出土した。 3 は一方を厚く ,

他方は細く絞り込まれている直方体を呈し,正・裏・両側面と一方の端部に作業面をもっ。石材は凝灰山

て重量は94gてある。 B 6区から出士した。 4 は直方体を呈し,正・裏.両イ則面と一方の端立3に作業面を

もっ0 石材は凝灰岩で重量は64gて'ある。 B12区から出士した。 7 は肩平な直方体を呈し,正.裏面と_

側面に作業面をもっ。正面と一側面に断面U字形の擦り溝が見られる。石材は凝灰岩て重量は69 てある。

A5区から出土した。 8は直方体を呈し,正・裏・両側面と一端部に作業面をもっ。一側面には断面

字形の擦り溝が見られる。石材は凝灰岩て重量は68gてある。 B12区から出土した。 9 は直方体を呈し,
正'裏'両側面に作業面をもっ。石材は凝灰岩て、重量は40gである。 S1805 (Π期)ら出士した。 10は直

の二厘,】

方体を呈し,正面にのみ作業面をもっ。両側面と一端部には素材切り出し時の鋸による溝状の工具痕を残

す0 石材は凝灰岩て重量は90gtある。 AI0区出士。鋸の痕跡が残るものにはこの他に 5があるが,とも

に表土層から出土しており時期は降る可能性がある。Ⅱは一方は厚く,他方は細く絞り'入まれてぃる直方

体を呈する0 正'裏'両側面,正・裏面と両側面とがなす稜に作業面をもっ。石材は凝灰山て重量は30

てあるO S175 (1し期)から出士した。 12は肩平な直方体を呈し,正.裏.両イ則面と両端部に作業面を

もっ0また端部とイ則面がなす稜には断面U字形の擦り溝がみられる。石材は凝灰岩て重量は105 て'ある。

B13区から出土した。13は直方体を呈し,正・裏面・両端部と側面の部に作業面をもっ。石材は凝灰
岩て、重量は50gて'ある。 S11202から出土した。

Alb類(5・6) 5は直方体を呈し,正・裏・両側面と一端部に作業面をもっ。石材は凝灰岩て両

端部には素材切り出し時の鋸による溝状の工具痕を残す。重量は220gて, B11区から出士した。 6 は一方

は厚く,他方は薄い直方体を呈し,正・裏・両側面に作業面をもっ。石材は凝灰岩て",重且は150 てある。
S175 (1し期)から出土した。

A 2 a 類(14 ・ 15 ・ 27) 14は棒状の凝灰岩を素材とし,正面・一側面と裏面の一部に作業面をもっ。

重量は63gて', S11124から出土した。 15は棒状の頁岩を素材とし,正.裏.両側面と端邦に作業面をもっ。
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重量は21gて', S1640の埋士上層から出土した。 27は凝灰岩の肩平礫を素材とし,正・裏・両倶盾に作業面

をもつ。側面には断面U字形の擦り溝が見られる。重量は98gで, D 7区から出土した。

20は棒状の輝石安山岩を素材とする手持砥石・敲き石て,ほぱ全面に作業面A 2 b 類(20 ・ 23 ・ 28)

をもつ。両端部は敲打によりつぶれ,短軸中央は磨耗している。重量は190gて, S1741埋士上層から出土

した。 23は頁岩の手持砥石t,表面・両側面と両端部に作業面をもつ。重量は330gて, S1435(Ⅳ期)か

ら出土した。28は肩平な砂岩を素材とし,正面と側面に作業面をもっ。正面と端部との境には断面V字形

の擦り溝が見られる。重量は260gて, S1840 (ⅣJ助のカマドから出土した。

B類(16~19.21.22・ 24~26)置き砥石(B類)は重量によって a 類(530~680g)と b類(110og 以

上)に細分される。

Bla類(17・19) 17は直方体を呈し,正・裏面と一側面に作業面をもっ。正面には断面U字形の擦り

溝が見られ,一側面には素材切り出し時の手斧状の工具による成形痕が残る。石材は凝灰岩て'重量は625g

てある。ーつに分雜し, C 5 区と B 9区から出士した。 19は平面形長方形の肩平な凝灰岩を素材とし,正

.裏面と両側面に作業面をもっ。両側面には断面U字形の擦り溝が見られる。石材は凝灰岩て重量は540gて

ある。 E7区から出士した。 22は肩平な砂岩を素材とし,裏面からの敲打により平面形をほぱ方形に成形

してぃる。作業面は正.裏面と側面の一部に見られ,側面の一部には浅い断面U字形の擦り溝がみられる。

重量は30ogて', S1502Aの埋士上層から出士した。本例は置き砥石としてはやや軽量てあるが,手持ち砥

石とするには幅が広すぎるのて本類に含めた。

B lb類(16) 16は直方体を呈し,正面と一側面に作業面をもっ。一側面には素材切り出し時の手斧

状の工具による成形痕が残る。石材は凝灰岩て'重量は1180gて'ある。 S11202 (N~Ⅳ.期)から出土した。

B 2 a類(21.24) 21は輝石安山岩の肩平礫を素材ιし,正・裏面と側面の部に作業面をもっ。重

量は680gて', S11460 (Ⅳ,tm から出土した。 24は棒状の安山岩を素材とし,被熱後全面擦られている。

重量は680gて'ある。 B 7 区から出土した。

18は肩平な輝石安山岩を素材とし,伯俳象からの敲打によってほぱ円形に成形B 2 b 類(18 ・ 25 ・ 26)

してぃる。作業面は正面と裏面に見られ,不定方向の擦痕が見られる。重量は1360gて', S129 (Ⅳ期)か
スス

ら出土した。25は花崗岩の円礫を素材とし,作業面は正面のみてある。作業面ほぽ全面が被熱し煤が付着

してぃる。重量は1140gt, D12区から出士した。 26は安山岩の置き砥石・台石て、作業面は正面のみてあ

る。裏面と側面には鉄津が付着し、被熱により素材の畦質分が溶解している。重量は1740gて, S1600 の

埋士上層からフィゴ羽口とともに出士した。 56は三角柱状の花崗岩を素材とし,二側面に作業面をもっ。

置き砥として使用された後,カマドの支脚に転用され,頭部はっぶれている。下部約%を除いて被熱しス

スが付着してぃろ。重量は2620gてS11202 (Ⅳノm のカマド底面中央から出土した。

石錘(29 ・ 39~55)

石錘には網を通すために穿孔され九もの(A類)と短軸中央がくびれた棒状の自然礫を利用したもの(B

^勵がある。

29は長楕円形の凝灰岩を素材とした石錘てある。正面ほぱ中央から裏面に向って網を通すA類(29)

孔が穿孔されており,孔から頭部にかけて網を掛ける断面V字形の溝が見られる。また網との摩擦により

孔から側方にか.けてはごく浅い断面U字形の溝状を呈する。頭部は敲打によりくぱんでいる。重量は210g

tある。 S1429 (Π'期)から出士した。

短軸中央がくびれた棒状の自然礫を利用した石錘は,全く調整を受けていないもの(1B類(39~55)

V 出士遺物
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3

類)と,くびれを強くするため短軸中央に敲打を加えたもの(2類)に分類される。 B 1類は重量と長さ

によって, B l a類(120~190g .84~107""), B l b類(280~450g .112~126m"), B I C類(580~720,

137~152m)に分類され,Π,期~Ⅳ.期にわたって普遍的にみられる 0

B l a類(39~43) 39は重量140g,長さ84mt短軸の断面形は七角形てある。石材は角礫凝灰岩て,

S1429 (1L期)から41."としもに出士した。 40は重量 160宮,長さ94mて'短軸の断面形は半円形であ

る0 石材は輝緑岩t, S1402の床面直上から43とともに出士した。 41は重量170g,長さ107叩て短軸の断

面形は長方形てある。石材は凝灰岩て', S1429 (11,期)から39・ 44とともに出土した。 42は重量 180,

長さ105叩て短軸の断面形は楕円形てある。石材は流紋岩tある。 43は重量190g,長さ98mmて'短軸の断面

形は三角形tある。石材は花崗岩て', S1402床面直上から41とともに出土した。

B lb類(44~49) 44は重量280g,長さ122mて短軸の断面形は長楕円形てある。石材は輝緑凝灰岩で

あるO S1429 (Π'期)から39・ 41とともに出土した。 45は重量280g,長さ126肌で短軸の断面形は三角

形てある。石材は流紋岩て', S1753 (Ⅳ'期~Ⅳ.期)から出土した。 46は重量340g,長さ124mて'短軸の断

面形は台形て'ある。石材はホルンフェルスて'ある。 B 7 区から出土した。 47は重旦360,長さ119 て'r

軸の断面形は三角形てある。石材は輝緑岩てある。 S110 (11リm から49とともに出士した。 48は重量410,

長さ112mmで短軸の断面形は三角形てある。石材は花崗岩てある。 S114 (ⅢJm から51とともに出士した。

49は重量450g,長さ13血mて'短軸の断面形は=角形である。石材は輝緑岩てある。 S110 (11リm から47と

ともに出土した。

BIC類(50~52) 50は重量580g,長さ137Cmて'短軸の断面形は菱形て"ある。石材は砂岩て', B9 a2)区

から出土した。 51は重量670g,長さ 142mmて'石材はホルンフェルスて、ある。 S114 (Ⅱ1,期)から出士し

た0 52は重量720g,長さ152mて短軸の断面形は=角形てある。石材は花崗岩で, S11302 (Ⅲ才#励から

出士した。

B 2類(53~55) 53は断面半円形の素材の伯妹象中央に敲打を加えてくびれを作り出してぃる。重具470

g,長さ131mmて'石材はチャートて、ある。 S1440 (Ⅳ.期)の南西コーナー付近において55の東 5Cmの地点

から出土した054は断面四角形の素材の一伯俳柔中央に敲打を加えてく・びれを作り出し,短軸中央の断面形

をほぽご角形にしている。重量550g,長さ131mmて'石材は流紋岩てある。 S1805 のカマド西袖から出士し

た0 55は重量560g,長さ10ommて'石材は砂岩てある。 S1440 (Ⅳ゛m の南西コーナー付近において53の西

5Cmの地点から出土した。短軸中央がくびれた棒状の自然礫(B類)の用途にっいては民俗例から・魚錘の

ほか,編物用の錘具tあるとの指摘もなされており〔渡辺 1981〕,今後堅穴住居跡から出土する自然礫の

耳財及いには注意を要する。

用途不明石製品(30~38)

用途不明石製品にはべンガラの付着した球形の石製品(3のと未調整の小礫(31~38)がある。30は球形

の石製品て',被熱後部分的にべンガラが付着してぃる。ベンガラが良好に遺存してぃる部分は面をオ
おり,用途はべンガラをつぶしたもの と思われる。重量は290gて'SIH24 (古墳時代中期)から出土した。
未調整の小礫はS11304 (11唯m から 8個が一括出士した。重量は0.8~2.2g,長径11~22mmて'ある。 31の

石材は頁岩て重量は2.ogて'ある。 32の石材は頁岩て重量は1.1gて'ある。 33の石材は頁山重且

である0 34の石材は凝灰岩t重量は0.9gて'ある。 35の石材はチャートt重量は1.2 てあ。
砂岩て'重量は1.1 gて'ある0 37の石材は頁岩て重量は0.8gてある。 38の石材はチャー トて',重量は 0.9 g
てゞある。

奈良・平安時代
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第Ⅵ章自然科学の分析・調査

1

A はじめに

律令体制下の須恵器の伝播・流通に関する研究は窯跡や遺跡の数が多いだけに,はなはだ困難であるよ

うに見える。しかし,須恵器の伝播・流通における近距雜優先の原理を導入することにより,器形観察に

よる吟味と併わせて,律令体制下の須恵器の伝播・流通の研究の突破口を開くことは可能と思われる。例

えぱ,長野県北佐久郡御代田町の鋳師屋遺跡群の十二遺跡の例をみると,8世紀前半では地元産の須恵器

は未だ少数であったが,8世紀後半になると,俄然,地元産の須恵器が数多く検出された。このことは8

世紀前半には既に地元で須恵器生産が開始されてはいたものの,未だ本格化していないが,8世紀後半に

入ると,地元の須恵器生産が本格化したことを明示する。そして,地元の須恵器生産が本格化する前の段

階では2.3の地域からの搬入品が検出されたが,その多くは愛知県産と推定された。これらの流通ルー

トは完全に解明された訳ではないが,少なくとも,筆者が提案する手法で律令体制下の須恵器の伝播.流

通に関する研究も十分可能であることを示している。現在,各地でこの研究も推進されている。本項では

山三賀Π遺跡その他の新潟県下の遺跡出士須恵器の胎士分析の結果にっいて報告する。

山三賀Ⅱ遺跡出士須恵器の胎士分析

Ⅵ 自然科学の分析・調査

B 分析方法

須恵器試料は表面を研磨して付着物を除去したのち,均質な測定用試料を得るためタングステンカーバ

イド製乳鉢の中で200メッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製りングを枠として,約15トン

の圧力を加えてプレスし,直径20m,厚さ3~ 5mの錠剤状の蛍光X線分析試料を作成した。分析には2

次ターゲット方式による蛍光X線分析装置を使用した。 Tiを 2次ターゲットとして真空下でK, caを,

また, M。を 2次ターゲットとして空気中でFe, Rb, srを定量した。分析値は岩石標準試料JG-1 によ

る標準化値で表示された。

奈良教育大学 辻利

C 分析結果

胎土分析による産地推定の作業は分析結果を地元産の須恵器の化学特性に対応させ,地元産と推定され

る須恵器を抽出することから始められる。そのためにはまず,地元産の須恵器の化学特性を把握しておか

なけれぱならない。第Ⅱ表には地元の笹神群と佐渡の小泊群の須恵器の化学特性を示してある。 K, Rb量

が笹神群の方に多く,逆に, ca, sr量は小泊群の方に多いことがわかる。実際に, K, ca, Rb, srの4

因子を使って両群の重,じ、からのマハラノビスの汎距離を計算し, DI)一Ⅸの分布図を作製した結果を第59図

に示す。Ⅸ小垪のはそれぞれ,笹神群,小泊群からのマハラノビスの汎距雜の二乗である。そして,筆者

が提案してぃる笹神群への経験的帰属条件はDI,<10, Dι}>10であり,小泊群への帰属条件はDω>10, D②

<10である。 DI}<10, DI<10の領域は両群に帰属することは間違いないが,いずれの群に帰属するかの
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判別が難しい領域であり,不明領域と名付けている。一方, DI>10,が>10の領域は地元の両群には帰

属しない領域であり,したがって,外部からの搬入品と推定されるものが分布する領域である。第59図を

みると,一部に不明領域に分布するものがあるものの,両群の相互識別は十分可能であることがわかる。

この結果を使って,山三賀Π遺跡をはじめ,新潟県下の遺跡出土須恵器の産地を推定した結果にっいて以

下に説明する。第12表には分析値と判定結果を示してある。まず,山ご賀Π遺跡出士須恵器の分析データ

から, K, ca, Rb, srの4因子を使って笹ネ申群,小泊群からのマハラノビスの汎距離を計算し, DI- D.

分布図を作成した結果を第60図に示す。笹神群に帰属するのはNO.フ,10,12,15,25,28,29,30,35,

36,37,39の12点であり,小泊群に帰属するのはNO.18,19,20,22の 4点にすぎない。不明領域に分布し

たNO・1,2,3,4,5,9,16,17,21,23,32のうち, NO.2,4,17の 3点は小泊窯跡群産の可き"性

か強く,また, NO.9,23の 2点は笹神群産の可能性が大きい。 NO.40は両群からの距雜は遠く,明らかに外

部からの搬入品である。この他に, NQ6,13,14,24,26,27,31,34,38,41,42の12点も外立"からの

搬入品である可能性をもっが,このうち, NO.8,Ⅱの2点は多少,笹神領域をずれるが,笹神群序の可".

性も十分ある。念のため,第62図にはRb-sr分布図を示しておく。その分布位置より,やはり, N。.6,

13,24,26,33,34の 6 点は同一産地で作られた可能性か強く,また, NO.41,42もともに同一産地のもの

であるとみられる。 NQ33~40は土師器である。もし,士師器胎土に地元産の窯跡出士須恵器の分析ホ士果が

適用できるとすれぱ, N035,36,37,39の 4点は笹神周辺で作られた在地産の士師器ということになり,

N033,34,38の 3点は同一産地で作られた外来品の士師器ということになる。 N。.40は全く異質の"ム土をも

つ外来の士師器である。

次に,美山遺跡出土須恵器のDa)-DI)分布図を第61図に示す。 NQ11は笹神群産であり, N。」6とN。.3,4

も笹神群産の可能性をもっ。一方, NO.1,5,6,8,9,10,13の 7 点は小泊群産であり, NQ2,12,

14,それにNO・7も小泊群産の可能性が高い。 NO.17,18は笹神群産か小泊群産かの判別がっか六い地元声の

須恵器であるONQ15のみは外部からの搬入品とみられる。これらの須恵器の Rb-sr分布図を第63図に六
す。

他の遺跡の須恵器の産地推定の結果は表13にまとめてある一帰属条件は前述したとおりである。笹神群

産か小泊群産かの判別がっかない場合を地元産とした。また,金屋遺跡のN。23,24の須恵器は笹神群声で

はあり得ないが,小泊群産の可能性は十分あり,ここでは小泊群(?)とした。外邦からの拶入口が全く
ない点が注目される。

これらの推定結果は器形観察などにより再度吟味される必要がある。こうして,難しいとみられる律A

体制下の須恵器の伝播・流通に関する研究の突破口が開かれるものと筆者は確信してぃる。
第H表地兀産須恵器の化学キ寺性

山三賀Π遺跡出士須恵器の胎士分析

窯跡群名

笹 神 群
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K

0.531

土0.090

0.371

Ca

士0.051

0.HI

土0.029

0.216

Rb

+0.084

0.574

+ 0.075

0.463

Sr

士0.070

0.264

土0.061

0.436

土 0.142



遺跡名

山ご賀Π遺跡

資料番号
侠測図番号)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ⅱ

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33 (1D

34 (10)

35 a2)

36 (923)

37 (925)

38

39

40

41

42

2

3

種別

須恵器

第12表遺跡出士須恵器の分析値

器種

杯

"

出土地

Sn320

"

"

"

胎土

B群

"

"

"

11

"

K

0.426

0.398

0.370

0.404

0.366

0.698

0.476

0.579

0.464

0.505

0.590

0.564

0.664

0.482

0.432

0.425

0.369

0.310

0.308

0.291

0.436

0.443

0.470

0.658

0.497

0.709

0.533

0.471

0.457

0.507

0.429

0.412

0.535

0.617

0.533

0.558

0.613

0.546

0.489

0.278

0.451

0.505

0.472

0.403

0.641

"

"

"

"

"

"

"

Ca

0.144

0.152

0.082

0.165

0.097

0.084

0.091

0.061

0.105

0.125

0.082

0.067

0.098

0.195

0.112

0.143

0.126

0.168

0.176

0.108

0.137

0.225

0.147

0.092

0.172

0.087

0.133

0.076

0.103

0.139

0.094

0.093

0.109

0.114

0.125

0.181

0.099

0.150

0.120

0.862

0.231

0.260

0.207

0.140

0.172

"

11

11

"

"

"

"

"

Ⅵ

"

"

"

"

Fe

(柧別・器極・出土地・胎土は坂井が補筆)

自然科学の分析・調査

A群

"

11

"

2.フフ

2.91

3.55

2.70

2.89

2.06

1.53

2.28

2.05

2.24

1.52

2.02

0.938

0.920

1.62

3.78

3.43

3.75

3.87

4.14

3.72

2.88

1.69

1.60

1.30

1.58

1.37

1.86

2.14

2.09

3.53

2.43

1.06

0.971

0.900

2.41

2.04

2.56

3.66

4.28

2.04

1.04

1.97

1.68

3.08

"

"

"

"

Rb

11

"

11

"

0.547

0.515

0.456

0.505

0.515

0.840

0.573

0.709

0.518

0.658

0.712

0.686

0.859

0.599

0.647

0.524

0.484

0.348

0.354

0.394

0.531

0.576

0.602

0.798

0.654

0.789

0.672

0.588

0.536

0.489

0.436

0.521

0.809

0.720

0.563

0.540

0.667

0.405

0.402

0.196

0.497

0.683

0.528

0.449

0.560

甕

"

"

Sr

0.364

0.357

0.261

0.424

0.280

0.280

0.329

0.240

0.284

0.315

0.290

0.252

0.332

0.348

0.315

0.328

0.310

0.358

0.362

0.278

0.323

0.446

0.366

0.287

0.420

0.291

0.422

0.272

0.211

0.279

0.170

0.272

0.359

0.400

0.353

0.366

0.273

0.291

0.251

0.597

0.624

0.568

0.389

0.299

0.313

"

"

"

"

"

杯

11

"

"

推定産地

笹袖群 or小泊群

小泊群(?)

笹神群or小泊群

小泊群(?)

笹神群or小泊群

外来品

笹神群

笹神群(?)

笹神群(?)

笹神群

笹神群(?)

笹神群"

"

11

"

"

"

"

"

Snooo

"

"

"

"

"

"

11

B群

"

"

"

"

"

11

"

"

"

"

"

"

"

"

"

11

"

11

"

"

11

"

"

"

"

"

"

A群

"

Π

"

"

"

"

11

"

"

"

11

外来品

杯蓋

杯

11

"

"

土師器

笹神群

笹神群or小泊群

小泊群(?)

小泊群

"

"

"

"

"

"

"

SΠ5

S11167

S15甕

"

11

C群

美山遺跡

"

"

"

"

"

"

11

11

"

笹神群or小泊群

小泊群

笹神群(?)

外来

神

来

"

"

"

"

S11167

"

11

"

?

?

須恵器

"

"

椀

"

"

"

11

甕

"

"

笹神群

"

"

外来品

笹神群or 小泊群

外来の土師器

"

"

笹神周辺産の士師器

n

外来の士師器

笹神周辺産の土師器

外来の士師器

外来品

"

11

小泊群

小泊群(?)

笹神群(?)

"
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山三賀Ⅱ遺跡出土須恵器の胎土分析

資料番号
種別 器種

(実N収番号)

甕須恵器4

5 " "

6 " 訂

7 " "

8 " "

9 ""

10 " "

遺跡名

美山遺跡

11

群馬?

"

出土地胎土

"

甕

11

"

"

"

"

12

13

14

15

16

17

18

(308)

(31の

(311)

(315)

(31田

(317)

(319)

8

9

10

須恵器

"

0.662

0.436

0.336

0.287

0.372

0.385

0.401

0.584

0.392

0.321

0.352

0.582

0.445

0.37フ

0.401

0.515

0.374

0.386

0.476

0.357

0.390

0.362

0.291

0.397

0.408

0.363

0.357

0.373

0.312

0.347

0.376

0.375

0.488

0.289

0.486

0.383

0.380

0.443

0.381

0.430

0.455

0.398

0.469

0.403

0.401

0.404

0.408"

今池遺跡

11

"

"

0.180

0.204

0.360

0.342

0.264

0.344

0.258

0.149

0.088

0.094

0.071

0.162

0.092

0.074

0.123

0.101

0.084

0.120

0.092

0.087

0.178

0.096

0.110

0.105

0.112

0.084

0.147

0.167

0.161

0.151

0.082

0.100

0.139

0.090

0.131

0.186

0.287

0.289

0.294

0.122

0.083

0.164

0.250

0.240

0.258

0.114

0.165

杯

"

"

"

3.00

2.04

2.68

2.74

2.84

1.56

2.03

2.15

3.33

3.64

3.73

1.88

3.91

3.85

3.26

2.68

2.フフ

3.08

3.68

2.53

2.43

2.78

3.44

2.60

3.09

2.32

2.74

3.09

3.32

2.55

3.72

2.76

2.57

3.02

3.26

1.97

1.67

1.78

2.74

3.60

2.59

3.02

1.92

3.85

2.79

2.83

3.53"

"

"

"

"

0.585

0.518

0.413

0.375

0.466

0.472

0.500

0.609

0.505

0.335

0.432

0.597

0.499

0.409

0.420

0.608

0.446

0.473

0.533

0.468

0.495

0.431

0.369

0.515

0.506

0.434

0.467

0.452

0.379

0.491

0.479

0.503

0.648

0.353

0.548

0.498

0.427

0.427

0.518

0.541

0.649

0.443

0.608

0.473

0.517

0.545

0.453

n

Sr

0.325

0.396

0.582

0.512

0.497

0.640

0.523

0.289

0.231

0.265

0.235

0.515

0.240

0.206

0.291

0.318

0.27フ

0.286

0.281

0.27フ

0.453

0.347

0.268

0.331

0.337

0.334

0.393

0.390

0.317

0.373

0.249

0.282

0.366

0.258

0.281

0.398

0.481

0.451

0.445

0.274

0.300

0.324

0.527

0.411

0.484

0.312

0.358

"

須恵器

半ノ木遺跡

"

"

"

杯

推定産地

笹神群(?)

小泊群

"

"

"

鶴巻田遺跡

"

"

"

"

"

11

須恵器

小泊群(?)

小泊群

"

"

12

13

14

15

16 (122)

17 (124)

18 (76-5)

19 (76-3)

20 (76-2)

21(76-フ)

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

岩野下遺跡

"

"

杯

11

金屋遺跡

笹神群

小泊群(?)

小泊群

小泊群(?)

外来
に1

ロロ

笹神群(?)

笹神群or小泊群

"

1,

須恵器

"

11

"

"

杯

"

"

"

須恵器

椀?

杯

杯

"

須恵器

杯

口遺跡

"

"

机

"

"

"

"

"

"

"

"

吉井水上Π遺跡

11

"

須恵器

"

"

"
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遺跡名

今池遺跡

試料
番号

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ⅱ

12

13

14

15

16

17

DI,

4.2

3.フ

6.4

1.8

4.4

13.4

9.9

16.1

2.8

2.9

10.6

フ.8

11.0

25.9

9.9

4.9

5.1

第13表他の遺跡出土須恵器の産地推定

試料
判定

^

遺跡名
番号

笹神群 金屋遺跡 18

地兀産 19

⑳"

21

22

23

24

戸口遺跡 25

産 26

27

28

29

30

吉井水上1隨跡 31"

32

半ノ木遺跡

Dι,

13.6

4.3

1.9

10.3

3.3

2.8

8.5

3.5

4.1

3.9

9.4

2.9

1.1

1.6

2.フ

3.1

3.0

.

鶴巻田遺跡

. 小泊群

笹神群

.

岩野下遺跡

10゜

Ⅵ

.

自然科学の分析・調査

10'

.

DI,

4.1

12.0

2.6

15.5

66.1

64.9

95.2

フ.2

フ.0

13.9

27.8

41.3

40.4

3.フ

9.9

.

.

DI,

10.5

5.4

11.1

0.58

3.2

13.4

11.4

5.3

13.0

2.フ

4.6

3.1

1.4

4.0

2.フ

.

第59図小泊群と笹神群の須恵器の相互識別
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山三賀Π遺跡出士須恵器の胎土分析
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2

概要

奈良・平安時代初頭(8・9世紀)に比定される山三賀Ⅱ遺跡出士の鉄津を調査して次の事が明らかにな

つた。

①鉄津は鍛冶炉の炉底に堆積した椀形状鍛冶津が多い。遺構S1840(住居跡)出士品は,鉄製品鍛造

時に排出された鍛錬鍛冶津(小鍛冶津)と,鉄素材成分調整時の排出物である精錬鍛冶津(大鍛冶津)が混

在し,遺構S14 (住居跡)出士品は鍛錬鍛冶津である。両遺構ともに鍛冶工房が想定される。

②鍛冶に供された鉄素材は,砂鉄系原料に由来し,笹神丘陵製鉄遺跡群出土製錬津の成分系に属する

ものと推定される。

③当遺跡より銅製の銹帯金具が出土しており,鍛冶工房は官人関与の可能性が考えられる。

山三賀Ⅱ遺跡出士鉄津の金属学的調査

A いきさつ

山三賀11遺跡は,新潟県北蒲原郡聖篭町大字ご賀・大夫(だいぷ)の砂丘地に所在し,縄文B寺代,古墳時代,

古代にわたる複合遺跡である。この遺跡は,奈良・平安時代(西歴8・9世紀)の集落跡が主体をなし,竪

穴式イ主居助約90棟,掘立柱建物約27棟が検出され,このうち 2軒の住居跡(S1840・S14)から多量の鉄津

と焼粘土が出土した。また,数多くの金属器住失製の鍬,斧,刀子,釘,紡錘車)が存在し,鉄津と鉄器製

作の関係が注目される。

今度,新潟県教育委員会より鉄津の調査依頼を要請されたので,鉄津の鉱物組成と化学組成の調査結果

にもとグき遺構の性格グけを行なった。

Ⅵ自然科学の分析・調査

大澤正己

B

供試材

第14表に調査に供した鉄津の履歴を示す。 S1840 (住居&亦)出士品3点, S14 (住居跡) 2点である。

2遺構の出土鉄津のうち,代表する外観のものを選び出した。

調査項目

a)肉眼観察

②顕微鏡組織

各鉄津は水道水でよく洗濠後,中核部をべークライト樹脂に埋込み,エメリー研磨紙の#150,#240,
ミクロン

#320,#600,#1,000と1順を追って研磨し,最後は被研面をダイヤモンドの 3 μと 1μで仕上げて光学顕微

鏡で組織観察を行なった。

③化学組成

鉄淳の分析は次の方法をとっている。

重クロム酸使用の重量法一ー・・酸化第 1鉄(Feo),二酸化珪素(si0分。赤外吸収法一・一炭素(C),硫黄

(S)。原子吸光法,.・一全鉄分(Total Fe),酸化アルミニウム(A120.),酸化カルシウム(cao),酸化マ

グネシウム(Mgo),二酸化チタン(Ti0分,酸化クロム(ch03),バナジウム(V),銅(CU)。中和滴定法

調査方法

179



山 賀Ⅱ遺跡出上鉄津の金属学的調査

符号

W・866 鍛錬鍛冶津椀形状

試

W-867

料 外観

W・868 精錬鍛冶沫

"

W・869 鍛錬鍛冶津

出上位置

S1840(カマド?) 4 層
86.10.27

第14表

含鉄鉄津

超小型
椀形状

椀形状

W・860

供試材の履歴と調査項目

試料大

サイズ(mm)

S1840

"

五酸化燐(P刃0。酸化第2鉄(F巴0りは計算式による。

S1840

86.10.21

推定年代

奈良・平安
11寺
(8・9世紀)

86.10.21

S14 2層黒色士
85.11.21

S14 北東2 層黒色土
85.11.6

C 調査結果

W-866 鍛錬鍛冶津(S1840出土)

①肉眼観察

全体外観は小ぷりで鉄錆を発した椀形状鍛冶淳で,よく観るタイプである。すなわち,表皮は灰茶色地

に赤褐色の鉄錆を発し,木炭痕を残す肌であるが,比較的凹凸は少ない。裏面は表皮と同色で滴下状反応

痕を呈し,多くの木炭痕が認、められ,局部的に鉄錆を発している。破面は黒色コークス状で鍛冶津の特徴

を示す。該品は鍛冶炉の炉底で堆積生成した淳である。赤熱鉄素材と鍛冶炉内貼り粘士の珪酸分が反応し

て形成されているので,鉄分の高い淳と予測される。

②顕微鏡組織

Phot01の 1段目に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイト(wustite: Feo)と灰色短柱状結晶のフェ

アライト(Fayalite:2Feo ・si0分,これに基地の暗黒色ガラス質スラグより構成される。鉄津は鍛冶炉内

で徐冷を受けているため,各結晶は大きく成長している。鍛錬鍛冶津の晶癖を表わしてぃる

③化学組成

第15表に示す。鍛錬鍛冶津は鉄分の多い鉄淳である。全鉄分(TotalFe)は55.4%あり,このうち酸化

第 1鉄(Feo)が51.4%,酸化第 2鉄(F巴0りが22.08%の割合である。顕榔餅且織でヴスタイト(wustite

Feo)の晶出が多く認められたのは,この化学組成にも対応している。淳としての造津成分(si0汁A1203

+cao+Mgo)は20.42%と左程多くない。このうち,酸化カルシウム(cao)が1.33%と高目が特徴的で

ある。砂鉄系素材の指標となる一酸化チタン(Ti0分とバナジウム(V)は低目で,前者が0.20%,後者が

0.005%で鍛錬鍛冶津(小鍛冶津)の傾向を示す。

随伴微量元素は,中問レベルで酸化マンガン(Mno) 0.065%,酸化クロム(ch03) 0.006%,硫黄(S)

0.039%,五酸化燐(P心5) 0.33%となる。銅(CU)は高目で0.008%であった。以上の成分構成からも該

津は,鍛錬鍛冶津に分類できる。

W-867 鍛錬鍛冶津(S1840出士)

①肉眼観察

鉄酸化物の多い小鉄塊で,赤黒色鉄錆に覆われ,この鉄錆が砂粒をまぷす様に巻込んでぃる。1個体が
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35gの小型含鉄鉄津である。

②顕微鏡組織

鉄錆組織のゲーサイト(Goethite:α・Feo ・ OH)と, phot01の 2段目に示す鉱物組成から構成される。

顕微鏡組織写真の鉱物組成は微小白色結晶のマグネタイト(Magnetite: F臼0.)とヴスタイト(wustite

Feo)が混在し,これに灰色盤状結晶となるフェアライト(Fayalite:2Feo ・si0分が存在する。小型ε知宰

でかつ急冷を受け,各結晶は成長する暇がなく,未発達で小さい。

③化学組成

第15表に示す。全鉄分(TotalFe)は郭.5%と,これも高目であるが,酸化第 1鉄(Feo)は19.83%と

低目で,酸化第2鉄(F巴0゛は57.3%と逆に高い。これは金属鉄の酸化物を含有するためで,含鉄鉄津と

いわれる所以である。更に造津成分(sio.+Abo.+cao+Mgo)も低目で16.73%となり,鉄分に見合った

含有量と考えられる。

次に二酸化チタン(Ti0りは0.046%と極端に少ないのは,鉄津本来の成分ではなく,鉄酸化物に由来す

るためである。しかし,バナジウム(V)は,0.030%とやや高目傾向を示している。なお,随伴微量元素

のうち,硫黄(S)が0.123%と高目は,炉材粘士か木炭樹種の影響であろうか。色々と特異現象をもつ鉄

津であるが,大局的には鍛錬鍛冶津に分類される。

W-868 精錬鍛冶津(S1840出士)

①肉眼観察

表裏ともに赤黒色を呈し,表側は平坦で木炭痕を残すが,左程粗懸さをもたない超小型椀形津である。

裏面は滴下状反応痕と木炭痕が認、められる。破面は黒色光沢質で気泡は少なく,鍛冶津タイプを示してい

る。

②顕微鏡組織

Phot01の 3段目に示す。鉱物組成は大型白色粒状ヴスタイト(wustite:Feo)に淡灰色析出物のチタ

ン配化物を析出し,他に少量の多角形結晶のウルポスピネル(UIV6Spine12Feo ・ Ti02)を混在させ,こ

れらの粒問に灰色長柱状結晶のフェアライト(Fayalite:2Feo ・ si02)を晶出させる。

前述した2種の鉄津に比べて該津は鉄ーチタン酸化物を析出させて,組織の違いが認、められる。製鉄炉

で還元された小鉄塊を成分調整のため再加熱して排出された鉄津で精錬鍛冶津(大鍛冶津)に分類される。

製錬→精錬→鍛錬の工程を経て排出される中問排出物である。

③化学組成

第15表に示す。全鉄分(TotalFe)は若干低目で48.0%,酸化第 1鉄(Feo)は46.4%,酸化第 2鉄(F巴

03)は17.04%の割合である。造淳成分(sio.+Abo.十Ca0十Mgo)も高目で28.79%を占める。二酸化チ

タン(Ti0分は4.25 %と高く,かつバナジウム(V)も0.12%と多く,砂鉄製錬淳に近づく成分イ直である。

顕微鏡組織で指摘したウルポスピネル(Ulvospinel:2Feo・Ti0分の存在は成分にも反映されて対応グけが

とれる。

随下ギ微量元素も高目傾向で,酸化マンガン(Mno) 0.16%,酸化クロム(cno.) 0.11%,硫黄(S) 0.067

%,五酸化燐(P刃5) 0.31%,銅(CU) 0.009%である。全体の成分構成から精錬鍛冶津に分類される。

S1840住居跡は,鍛冶工房跡の可能性をもち,鍛冶作業としては,精錬鍛冶(大鍛冶),鍛錬鍛冶(小鍛

冶)の2段工程の作業が操業されたと想定される。

W-869 鍛錬鍛冶津(S14出土)

Ⅵ自然科学の分析・調査
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表皮は黒褐色を呈し,凹凸激しく粗懸な肌に木炭痕を多く残す。また,鉄分が多いために赤褐色の鉄錆

が局所に発生している。裏面は青灰色炉材粘士と白色漆喰状物質が付着した状態で底部が形成され,これ

に滴下状反応痕と鉄錆が混じり合う。破面は赤褐色を呈し,多孔質で気泡を有し,鍛冶津であることが判

る。

②顕微鏡組織

Phot01の 4段目に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイト(wustite: Feo)が多量に晶出し,粒問隙に

灰色盤状結晶のフェアライト(Fayalite:2Feo ・sio.)が析出する鍛冶津の特徴組織を示す。

③化学組成

第15表に示す。全鉄分(Total Fe)は52.0%と高目で,酸化第 1鉄(Feo)が56.フ%と酸化第 2 鉄(Fe.0.)

は11.33%の割合である。造津成分(si02+A1203+cao+Mgo)は高目で30.50%であるが,この主成分は

二酸化珪素(si02)の24.26%である。鉄津底部に付着した漆喰状物質は,石灰質成分ではなかった。二酸

化チタン(Ti02)は0.14%,バナジウム(V) 0.002%と低く,他の随伴微量元素も低目傾向にある。酸化

マンガン(M"0)は0.032%,酸化クロム(Cた03) 0.007%,硫黄(S) 0.023%,五酸化燐(P205) 0.35%,

銅(CU)はNi1であった。該津はS14遺構出士品であるが,前述したS1840遺構出土鉄津と構成成分に大

きなひらきはない。

W-860 鍛錬鍛冶津(S14出土)

①肉眼観察

大型椀形淳で一部を欠損する。表皮は赤褐色を呈し,小波状肌に木炭痕を多く残す。裏面は灰褐色で炉

材粘士を一部に付着し,わずかの滴下反応痕に木炭痕をとどめる。底部は突起はなく平坦状である。破面

は黒色コークス状多孔質であるが比重は大きい。

②顕微鏡組織

Phot01の 5段目に示す。鉱物組成は大きく成長し凝集したヴスタイト(W'ustite: Feo)で大部分が占

められ,粒間にわずかのフェアライト(Fayalite:2Feo ・si0分が析出する。鍛錬鍛1厶津(小鍛1厶津)の典
型的晶癖を示す。

③化学組成

第15表に示す。全鉄分(TotalFe)は今回調査試料で最も高く,59.0%含有され,酸化第 1鉄(Feo)

58・9%,酸化第 2鉄(Fe203) 18.87%である。顕微鏡組織の巨大ヴスタイト(wustite: Feo)の量とよく

対応か'とれている。造津成分(si02+A1203+cao+Mgo)は18.87%と低目であり,二酸化チタン(Tio )

0・11%,バナジウム(V) 0.003%とこれら砂鉄系成分を表わす代表値も少なく,鍛錬鍛冶淳の典刑的傾向

を示す0 更に,随下,微量元素も低減されている。酸化マンガン(Mno) 0.045%,酸化クロム(cr20 ) 0.007

%,硫黄(S) 0.059%,五酸化燐(P205) 0.17%であるが,銅(CU)のみは0.042%と突出して高目である。

銅(CU)は鉄中に固溶する成分である。該津は高鉄分にしても,やはり高銅傾向は,やや異常である。 A
後の検討課題としておきたい。

山賀Π遺跡出士鉄淳の金属学的調査

D まとめ

山三賀Π遺跡の奈良'平安時代(8・9世紀)に比定されるS1840, S14遺構から出土した鉄津を調査し
て,同時期の鍛冶]二房の存在が明らかになった。

出士鉄津は砂鉄系鉄素材を原料として鉄器製作や鉄素材の成分調整を目的とした鍛1厶作業で排出された
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津である。すなわち,前者が鍛錬鍛冶津(小鍛冶津),後者が精錬鍛冶津(大鍛冶淳)に分類できる。両者は

鍛冶炉の炉底に堆積生成されるので椀形状を呈している。

鍛錬鍛冶淳の鉱物組成は,成長したヴスタイト(wustite: Feo)にフェアライト(Fayalite:2Feo ・ si02)

を晶出させ,化学組成は,全鉄分(TotalFe)が50%以上で二酸化チタン(Ti0分1%以下,バナジウム

(V) 0.01%以下,これに加えて随伴微量元素らも低目傾向である。

これに対して精錬鍛冶淳は,夾雑成分(脈石成分)が若干高目となる。鉱物組成はヴスタイト結晶中に鉄

ーチタン酸化物のウルポスピネル(Ulvospinel:2Feo ・ Ti02)を析出させ,また,独立ウルポスピネルの結

晶も少量ながら混在させる。化学成分は,全鉄分(TotalFe)が50%を割1り,逆に造津成分(si02+A1203

+cao+Mgo)は増加し,かつ二酸化チタン(Ti02)は 4 %台,バナジウム(V)は0.1%台と高目となり,

合せて他の随伴微量元素も高目となる。

山三賀11遺跡出土鍛冶淳の成分系は,笹神丘陵に立地する製鉄遺跡群の製錬淳に近似するもので,特に

真木山遺跡出土製錬津の随伴微量元素と関係が深い。酸化マンガン(Mno),酸化クロム(cr203),硫黄

(S),銅(CU)成分らが,その指標となる。また,酸化カルシウム(cao),酸化マグネシウム(Mgo)も

無視できない。

次に山三賀Ⅱ遺跡からは,官衙役人が身につけた鍔帯金具が検出されており,鍛冶工房址は,官営操業

の可能性も考えられる。同県内では,佐渡郡相川町所在の馬場遺跡において鍛冶工房址が想定されて帯飾

り金具(銹板)が検出されている〔大澤1983〕。律令体制期には各地に官営色の濃厚な鍛冶工房址が散見さ
D

れて〔大澤1983,198幻,在地での鉄器調達の動向が伺われる。
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古墳時代の土器と遺跡

A 士器の編年

古式士師器は奈良・平安時代の士器に比較すれば量的に少ないが,まとまって出土した竪六住居が数棟あ
はそ5

る。これらには須恵器は伴っておらず,他の遺構の包含層出土土器を含めても,須恵器は醜が1点あるの

みて'ある。しかしながら,おもな竪穴住居の古式士師器だけても,明確な様相差を見い出すことがて、き,

定の時期幅が存在することが知られる。県内における古墳時代前期から中期にかけての資料は,かなり少

ないうぇに,遺構出土の資料がしくに少なかったため,当遺跡の資料の占める位置は大きいといえる。こ

こではまず当遺跡の士器の編年をおこなったうぇて,その編年的位置を考えることにしたい。

第Ⅶ章

古墳時代の士器と遺跡

D 出土士器の編年佛64図)

11棟の竪穴住居のうち,士器が1畔交的まとまって出士したのは, S1502A . S11480. S11168. S11124

て,他に S170. S171・ S1115が次く、。しかし, S171・ S1115は奈良.平安時代の竪穴住居てある。さき

にあげた4棟の土器にも器種の偏りがあり,時期の比定を的確に判断できない面もあるが,これらの資料を基

本にすると,古墳 1期(S1502A),古墳Ⅱ期(S11168),古墳Ⅱ1期(S11124)の三時期に分けることがて

きる。

古墳1期 S巧02A出士土器は,小型壷や小型鉢の小型土器,高杯などの器種がきわめて豊富てあり,

調整のよい精製品が主体てあることに特徴がある。小型壺のA (15). B.(17). B.(1田. E a9),小刑鉢

A (2の,高杯A (24),台付鉢(2D はいずれも器壁がとくに薄く,つくりがよく,てぃねいにへラミガキ

される0 赤彩されるものは小型壺Eのみてあるが,高杯Aのへラミガキは暗文風て',赤色系の色調とあい

まって,目立っ存在である。このほかにも小型壺B.(16)・台付鉢(2D ・高杯C (25~27)は赤色系の色調

て,相対的に他の土器群よりも赤色系の土器がめだっ。小型器台は脚部に円孔をもっAて,小刑土器ほど

ていねいてはないが,ヘラミガキされる。甕は口縁部のっくりに, A (つまみあげ面取り), B (面取り), C

(丸い)の3種がある。 Aのっまみあげは顕著て、ないものがある。体部はA . B . C ともほぱ球形て、あるが,

底部を残すものは完全な丸底てはなく,若干の平底をとどめる。

古墳Π期 S11168出土士器はS1502A士器にみられた豊富な小型土器がほとんどなく,調整も粗いも

のが中心てある。小型壺を欠くことは器種の偏りのためと考えられるが, S1502A土器より新しい様相が

いくっかの点て'指摘て'きる。まず,小型器台(46・47)は脚部に円形透かしをもたないBて,調整は粗いへ

ラミガキて'あり,精製品というにふさわしいものてはない。壺も同様て,壺D (42)はさほど調整は悪く

ないが,二重口縁のC.(43)は二重口縁が全く形骸化しており,調整も外面に接A痕を残すなど,かなり粗い

高杯ては脚部が細いA形態のほかに太いB形態が存在する。赤色系の士器も壺D 疑2)以外はない。甕は

個体数は少ないが, Bの51・52は小型t体部が長く,つくりは粗雑てある。また, Aは小破片があるのみ
て、あり,明確でない。

と め
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古Ⅲ期 S11124出士土器はS11168出土土器よりさらに新しい様相がみられる。まず小型士器として

もっとも普遍的な小型器台がみられない。小型壺はやや大型のC (54)があるが,まったくへラミガキが

なされず,調整の粗雑化は著しい。また,高林はBが明確になり,これが主体を占めてぃる。これらの器

壁は相対的に厚く,ヘラミガキがなされてはいるものの,ハケ目をとどめたり,器面に凹凸を残したりし

ており,調整はよくない。全体のっくりのシャープさはどの器種にもみられない。小型土器としては手づ

くね士器が存在することが注目される。甕は 1点しかなく全体の様相は不明であるが, D (6D は口縁部

が短く, A・B・Cとは大きくちがうともいえる。

これらの他に S11480出土土器がある。当士器群は甕が多いが,他の器種,とくに小型壺が少なく,様,

相はいまひとつ明確てはない。しかし,口縁が大きく外反したっくりのよい二重口縁壺の壺A (2)から

みて, S11168のΠ期には下らず,1期に比定されることがbかる。 1期とすると甕のなかにAがB ・ C

より多いことが注目される。 Aは越後を含めた北陸東北部倩を登・越中・佐i劇における,弥生時代から古

墳時代にかけての在地系のものてあり, A ・ B ・ Cのなかては相対的に古い手法てある。したがって, A

が主体てはない S1502A士器よりもやや古いことも考えられる。 6 ・ 7 のように顕著につまみあげるもの

はS1502Aにはみられない。また,10などの体部の形態は球形よりゃや長くなろようて、あり,若干の古さ

を看取てきる。以上の点から1期の古い段階としたい。体部が長い形態はS1595の甕(図版54133)に典型

的にみられる。これは底部が比較的広い平底てあり,体部下半はS1502Aの28と比較すれば,明瞭に両者

の差を指摘てきる。したがって, S1595例は相対的に古いことが考えられる。 S11480よりも古い可能性

があるが,1個体のみの出土て'あり,時期ははっきりしない。

S11168のほかに 11期と考えられるものに, S170・ S171出土土器がある。 S170の小型壺E (35)は器壁

がごく薄く,つくりもよく,1期にさかのぱ'る可能性も考えられるが,形態は 1期よりも新しいと思われ

る。また高杯(4のは調整が粗く,1期よりは新しいと考えられ,甕B (4D は体部が球形て底部が丸底てあ

り, S1502A (28)より後出的要素がうかがえる。 S171は奈良・平安時代の竪穴住居てあるが,古式士師器

が比較的まとまっていることと,底部穿孔の小型壺が2イ剛本含まれていることが注目される。一括性に疑

問が残るが,小型壺Cや小型壺Dは調整のよい小型壺Bの系譜下にあるかどうかはともかく,1期にはな

い器種と考えられ,Π期に包括しておきたい。ただし, S170・ S171はともに,小型壺・小型器台を上畔慶

すると, S11168よりは古い様相をとどめており,Ⅱ期の古い段階と考えられる。

Ⅶ まとめ

2)編年的位置

ここて設定した古墳1~Ⅲ期の段階は,大局的にみれば,1・Ⅱ期とⅢ期の問に大きな画期がある。そ

れは小型壷・小型器台という古墳時代前期の土器様式を代表する器種の存否,および赤彩や調整にみる精

製品の消長からうかがうことがてきる。したがって士器様式は,1・Π期は古墳時代前期,Ⅲ期は中期と

いうことが可能てある。従来,越後における古墳時代前期の士器は西山町高塩B遺跡〔金子・坂井1983〕の

資料(第65図)を代表に考えてきた〔坂井山、198幻。この資料は遺構に伴った土器てはなく,一定の年代幅を

考慮しなけれぱならないものてあり,実際に土器型式にも幅がみられる。しかし,これより相対的に古相を

呈する緒立遺跡2号住居跡出土土器〔坂井1983d〕(第65図)と比較すると,小型器台は両者にみられるが,

高塩Bには畿内系の小型丸底壺にこていう「小型壺B」)が存在するという点に大きな差異が見い出せる。

また,高塩Bに甕の体部の形態が短胴(球胴)傾向にあるものがかなり含まれることが注目される。したが

つて,緒立2号住と高塩Bとを比較すれぱ,一部に重複する時期があるとしても,大局的には「緒立2号住」
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古墳時代の士器と遺跡

緒立3号住居
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から「高塩B」への変遷をとらえることができる。高塩Bは畿内系の小型丸底壺の成立と甕体部の球胴化に

着目するならば,畿内布留式に一部併行すると考えてよかろう。

次に,高塩Bと本遺跡を比較すると,高塩Bがもっとも古い古墳1期よりも相対的に古いことがわかる。

すなわち,高塩Bは,①全体に赤彩品が多い。②小型丸底壺は口縁部の発達が著しいもの(小型壺B')が

ない。③小型器台は受部が有段となるものが多い。④甕の口縁部形態に二重口縁(有段)のものが存在し,

端部はつまみあげのAが多い。⑤甕の体部形態は一部の小型品をのぞいて,球形になるものはこく少ない。

⑥甕Aにおいても器壁が相対的に厚い。

本遺跡の古墳1期は小型壺Bからみて,畿内布留式の中段階に比定てきると考えられ,高塩Bはその前

の布留式古段階に中心、をおくと推測される。北陸の加賀地方の漆町編年〔田嶋1986〕と対比すれぱ,古墳1

期は9群士器にほぱ'対比されよう。一方,中期の古墳Ⅲ期は小型器台がなく,食膳具てあるキ不が出現して

いないことから,漆町12群土器におおよそ対比されよう。したがって,Π期は10・11群にほぱあたるもの

と老えられる。以上を整理すると,第16表のとおりてある。

佳斤)

第16表古式土師器の編年的位置

山三賀(時期)

山ご賀(遺構)

3号住緒立〔坂井1983〕

高塩B 〔金子・坂井1983〕

5・6群漆町〔田吋肌986〕

庄内(新)畿内

Ⅶ まとめ

12群

2号住

B

構1)遺

検出された古墳時代の遺構は,竪穴住居12棟のほか,方形周溝遺構1基,士坑数基てある。これらの遺

構は調査区の中央から南東側に分布し,互いに重複することはない。しかし,奈良・平安時代の竪穴住居

が多く重複するため,これらによって切られているものが多い。

遺構の時期竪穴住居の出士士器はかならずしも多くはなく,住居の時期は明確てないものも多し'。

出土士器の多い S1502A . S11480 ・ S11168 ・ S11124以外の住居のおおよその時期は, S11010 ' SI

660. S1595. SX795. SKI08. SK1337が古墳 1期, S1263 ・ S1402 ・ S1439 ・ S170が古墳Π期と推

定される。古墳Ⅲ期の遺構は S11124の 1基のみてある。 S198は不明てある。古墳1・Π期ともある程度

の時問幅が考えられるため,それぞれの時期の遺構がすべて同時に存在したとは限らない。少なくとも1.

Ⅱ期は前後_時期に分れると推定されることから,時期には 1 ~ 3棟の住居が存在したと考えられる。

1期とΠ期の竪穴住居はそれぞれ調査区中央にまとまる傾向はあるが,この他に調査区東側にも分布する。

この二っのまとまりがそれぞれ「竪穴グループ」や r単位集団」と称されるものに相当するかどうかは,

詳細な時期の検討を経なければ確定てきない。また,調査区外にも同時期の遺構が分布することを考慮す

る必要もある。

竪穴住居の他に土坑や方形周溝遺構が存在する。土坑のうちSK1337は長さ約7 m,幅1~ 2 m,深さ
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古墳時代の土器と遺跡

目
国

第66図古墳時代の遺構分布図

50~60師の溝状の形態て,一般的な土坑とは性格がことなるものと推定される。また,方形周溝遺構(SX

795)についても,性格は明らかてはない。

竪穴住居検出された12棟の住居のうちて',ほぱ全体の .

502A
1124

形状を把握てきるのは,半分ほどの7棟のみてある。古墳 .

時代の竪穴住居は奈良・平安時代のものとことなり,カマ 263
.

ドをもっていない。第67図はこれらの住居の軸長分布図て 5 .

70

ある。面積はほぱ大・中・小の3つに分かれる。大型のSI
402..98

1124. S1502A は約40m.,中型の S170 ・ S1263は約25m・, .

439

小型の S198 ・ S1402 ・ S1439は10~12m,て、ある。平面形

はほぱ正方形にちかいものて",奈良・平安時代のように明

確に長方形を呈するものはない。また,奈良・平安時代の
5 (短軸)mものに比して,直線的な輪郭てはなく,四辺が外側にふくら

第67図古墳時代の竪穴住居軸長分布図
み隅丸方形の形状をとる特徴がある。一辺の長さは大きい

ものて約7m,小さいものt約3.5mて'ある。最大規模のS1502Aからは住居に伴うと考えられる士器が多

く出土しているが,とくに器種が豊富て',小型品を中'じ、とし九精製士器が多いことが注目される。こうし

た土器構成は住居の大きさを勘案すると,居住者の階層や性格と密接に関連したものと考えられる。

またS11124出士土器は高杯が多い器種構成てあり,この点も居住者と関連するのてはないかと考えら

れる0 一辺3.5~7m という大きさの幅は約90棟存在する奈良・平安時代の住居跡とほとんど同じものてあ

り,規模の格差や一棟あたりの居住者数は両者の時代て、ほとんど差がなかったものと考えられる。柱穴は

最大規模のS1502Aのみに存在するが,他にはみられない。 S1502Aの柱は中央に4本配されるものて',柱
穴は径50~70卯もある0 ほぱ正方形に位置するこれらの柱穴以外には柱穴は存在しない。周溝はS11124に

それらしきものが存在するが,他ては明確てはない。奈良・平安時代の住居も柱穴と周溝をもたない例が

多い0 周溝はとも力'<,柱穴がないことは,基本的な住居の構造・構築方法を考えるうぇて',大きな問題

てあるが,柱のない上屋構造は考えられないことから,穴を掘らず柱を立てたと推測される。
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2)遺跡をめぐる問題

本遺跡出土の古式土師器は畿内における布留式士器盛期の影響下にあることが容易によみとることがて

き,当地域まて大和政権を背景にした古墳文化の圏内にあったことが確認、される。阿賀野川以北の阿賀北

地方における古墳時代の評価は,従来この地域に明確な古墳が確認、されていないこともあって,古墳文化

の浸透は強く考えられてぃなかった。それは7世紀中葉に中央政府により城柵(淳足・磐舟)が設定されている

ことからも類推されることて'もあった。前述のとおり(17頁),磐舟石廓垈は 7世紀代の古墳と考えられる

が,それ以前の古墳は阿賀野川以南の蒲原地方には多く確認、されてはいるものの,阿賀北地方ては明確ては

ない。しかしながら,本遺跡の土器からみて,畿内との関係による古墳文化は阿賀野川という「境界」て

明瞭にとどまってぃたのてはなく,その北側にも及んていたことが判明した。このことは豊栄市内の上黒

山遺跡、(畿内系二重口縁壺出土)などの存在からも肯定される。

近年,蒲原地方においては古墳の発見が相次いている(15頁)。とりわけ丘陵尾根上に立地する条件など

から,前期と推定される古墳が多い(第1図)。現在この地方は越後て前期古墳がもっとも集中する地域と

して注目される。こうした古墳の分布をみるとき,初期大和政権と蒲原地方の交流ルートは日本海沿岸か

ら信濃川と阿賀野川の河口を経由したものと想定される。当時の信濃川と阿賀野川は現在のように固定

した一本の河道てはなかったと考えられ,これと沖積地内の広大な内水面により,河口からは阿賀野川

以南の蒲原地方ばかりてなく,北側の地域にも容易に到達することがてきたと思われる。本遺跡の立地は

水田耕作を基盤におく農業生産には必ずしも適してはおらず(227頁),在地の農業集団が自発的に集落を営

むことは想定しにくい。また, S1502Aを代表とした士器組成は畿内の影響を強く受けており,直接的て
1)

はないにしろ大和政権とのなんらかの関連て集落が成立したことも十分推測される。士器の様相からみれ

ば,阿賀北地方のこの周辺に,前期から中期にかけての古墳が存在する可能性はいまだ残されてぃるとい

えよう。いずれにしろ当時の古墳文化圏は明確に阿賀野川によって区切られるのてはなく,内水面を通じ

て北側にも広く及んていたと考えるべきてあろう。

現在確認、されている蒲原地方の古墳は発掘されたものが少なく,詳細な時期はよくわからない。しかし,

発掘資料からみる限り,前期古墳と木棺直葬の群集墳を中心とする古墳の問には時期の断絶が認、められる。

古墳が大和政権との何らかの関係によって造営されるとすれぱ,中期の段階に一時大和政権とのっながり

が薄くなることも考慮される。本遺跡の古墳時代の集落は出士士器からみると,中期中葉には衰退するが,

このような古墳のあり方と当集落の消長が関連する可能性もあろう。少なくとも蒲原地方の古墳の造営勢力

と本遺跡の居住者は,同一の文化圏内にあったことは認、められ,中期段階における在地の動向が注目され

るところてある。今後の調査により,蒲原地方と阿賀北地方における古墳時代の状況が明確になることを

期待したい。

Ⅶ まとめ

)信濃川と阿賀野川の下流域は,阿賀野川を遡上して

会津へ至るルートと日本海沿岸から東北地方へ至るル

ートの起点にあたる。このような地理的な条件は大和

政権にとって重要な側面をもっていたと考えられ,前

期古墳が多いこととの関連が注目される。

2)むとえぱ三条市ご王山古墳群は,17基のうち 5基が

調査されているが〔荒木1987なε),初期から前期の 1

号墳(前方後円墳)・4号墳(前方後方墳)・U号墳(造

り出し付円墳)と,5世紀末葉から6世紀前半の5号

墳・12号墳εは時期的に連続しない。
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2 奈良・平安時代の士器

2

A

1)はじめ 二

奈良・平安時代の士器は約90棟の竪穴住居を中心に多量に出士した。士器は須恵器・土師器て,時期は

おおよそ8・9世紀のものてある。これらのおもな士器についてはすて、に述べてきたところてある(第V章

3A ・ B)が,ここて'は土器の編年について概観しておきたい。

土器の編年の基準となる資料は豊富な竪穴住居出土土器てあり,これをもとに変遷をみることにしたい。

ところて',集落という消費の場における士器のあり方は,生産地のように一様てはない。いうまてもな

<,土器は製作されて集落にも力らされ,そこて使用される。そして破損や消耗,あるいは他の何らかの

理由により,廃棄されたり,埋置されたりする。士器を使用する場は煮炊・食膳などの機能・用途に応じ

て複数存在し,ひとつの場にあってはいくつかの士器が組み合わされて使用される。廃棄され,埋置される

遺構内の士器のあり方には,使用される状況をある程度反映して存在すると想定される。しかし,使用さ

れる状況をほとんど反映しないものも当然のこととして含まれる。ひとつの遺構から出土する土器てあっ

ても製作年代にある程度の時期幅が存在することはいうまでもないが,かなり時期が隔たるものが存在す

ることも,また考慮しなけれぱならない。

竪穴住居は居住用の施設てあり,そこから出士する士器の内容は一般的な士坑とはことなる面をもってぃ

る。それは出士する土器が一時期に廃棄されたものてはなく,住居の,①構築,②使用,③廃棄後という

三段階に伴うものて、あることtある。そのため,ひとつの竪穴住居の出士士器にも一定の時期幅が想定され

る。出士状況からそれぞれの段階にともなう士器を考えると,①構築時は,カマドに芯材として使用された

士器,②使用時(廃棄時)は,床面直上・カマド付近の士器,③廃棄後は,埋土の中層・上層出士の士器てあ

る。①のカマドの芯として使用される土器はすてに煮炊具として使用されたものてあり,この士器が製作

された時期は竪六が構築された時期よりも古い。実際にひとつの竪穴住居出土土器のなかて,①の土器が

相対的に古い様相を示すことは一般的て'ある。

竪穴住居の使用期間にっいてはこれまて明確に算出されたことはあまりないが,当遺跡の土器からみれ
D

ば20~25年程度と考えられる。

一方,埋士内の土器の時期幅てあるが,これは掘り込みの埋没の時期幅に対応するものてあり,当然個々

の遺構でことなることが予想される。もっとも典型的な例てある S11124は,古墳時代中期初頭の竪穴住居

てありながら,埋土上層ては奈良・平安時代の士器が主体的てある。奈良・平安時代の竪穴住居にしても明

確に時期差を指摘てきる仮ルあり,すべての埋土出土士器を一括資料としてとらえることは無理てある。

以上のことをあらかじめ念頭に置いて,土器編年を考えることにする。

奈良・平安時代の士器

出士士器の編年

2)変遷の画期(第68~70図)

士器の年代は他地域の資料と対比してみて,8・9世紀にほぱ相当する。住居出士士器のあり方は一様て

D 上田〔198力は相模地方の士器の検討Cより,20~30年とする。
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はなく,時期により変化していることがわかる。それは器種構成や土師器の製作技法,須恵器・士師器の,

胎土などの変化にあらわれてぃる。士器の,①器種分類,②製作技法,③胎士(生産地),にっいては前述し

た(第V章3A)が,あらためて②と③について簡単にまとめると以下のとおりてある。

土師器の作技法

193

・ A系(非ロクロ)

・ B系(ロクロ丸底)

・ C系(ロクロ平底)

須恵器の胎土・産地

主体は笹神・真木山窯。在地窯。・ A群(阿賀北地方)

非在地窯。・ B群(佐渡小泊窯跡群):

主体は新津丘陵の窯跡群て',それ以外も含む。・ C群(A・ B群以外):

土師器の胎土

.非ロクロ系:非ロクロ士師器に特有なもの。

.須恵器系:ロクロ土師器のうちの大半。須恵器のA群・ C群に対応するものがある。

.非須恵器系:ロクロ士師器のうちの一部の新しいもの。

これら,技法.胎土に加えて,器種構成の変化に注目すると,次の4つの段階に分けることがてきる。

第1期:土師器は非ロクロのA系が主体て,須恵器の数量が相対的に少ない段階。

第Π期:土師器は非ロクロがほとんどなくなり,ロクロ士師器のB・C系が主体を占め,須恵器の数

量が増加する段階。土師器B ・ C系の2者てはC系が主体か,もしくは目立っ。

第Ⅲ期:士師器がほとんどB系に統一される。須恵器は口径14~15師の大型食膳具(有台杯AI'無台

杯D が消滅し,深身の有台杯B,小型の有台杯(有台杯C・有台杯AⅢ)が定着する。ま九,

折縁杯が出現する。

第Ⅳ期:須恵器に佐渡小泊窯のB群が一定量占めるようになる段階。この時期に土師器は非須恵器系

胎土の煮炊具が出現し,食膳具も少量ながら存在する。

:ヨコナデが弱い(回転台不使用)。

:ヨコナデが強い(回転台使用)。

くりシャープて、ない。

くりシャーフ゜。類:つ

Ⅶ まとめ

第1期

土師器は非ロクロのA系が主体て',須恵器の数量が相対的に少ない段階てある。 S15' S1115' S1752'

S{ 336 ・ S1462 ・ S1741を標式とする。

士師器煮炊具(長甕.小甕.鍋など)のうち,非ロクロのA系がすべて占めるものはないが,全体のう

ち,多くても 50%( S15. S17D て'あり,少ないものは20%以下て、ある( S1115. S1752)。次のΠ期て"も

古いS1502Bは64%てある。器種別にみると,大型てある長甕は小甕に比して,非ロクロの割合か高いよ

うて、ある。

ロクロ土師器にはB系とC系があるが, C系はあまり明確てはない。とくに両者の区別がしゃすい長甕

においてはC系はほとんどみられない。 B系はっくりがシャープてはない 1類ばかりて'ある0 口縁部内面

に凹線様のくぱみをもっもの(5 ほかに S1336-54・55など)がある。 1点だけ底部にタタキ目とあて具痕を

残すもの(6)・があり,底部の「タタキ出し丸底」の技法の存在が確認、される。しかし,全体にハケ目調整

のものが主体て、ある。非ロクロのA系の多くは 1類てあるが,少数ながらヨコナデの強い 2類が存在する

類

つ

類
類

1
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2

1
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2 奈良・平安時代の上器

土
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2 奈良・平安時代の士器
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2 奈良・平安時代の士器

(9)。非ロクロのなかても新しい技法と考えられる。

須恵器食膳具が主体て'あるが,士師器に比し,数量は少ない。 S15 はまったく須恵器がなく ,

S1115は全体の約25%, S1752・ S1741は約30%である。これに対し,第2段階の S1502B . S112は約

50%に達しており,その差は大きい。前述のとおり全時期を通じて食膳具の大半は須恵器てあるが,士師器

の食膳具が少量ながら含まれるのはこの時期の特色てある。これには非ロクロの椀A (9),ロクロの無台

杯A a2)がある。しかし,これらの出士量は少なく,須恵器の食膳具を補っていたとは考えられない。し

たがって,この段階はのちの段階より,食膳具の占める割合が相対的に低かったと考えられる。

この段階の須恵器の杯類は量的に少なく,全体の様相は明確てはないが, sn15の小型の無台杯(6),

S1752の有台杯(3)が代表的てある。器壁は全体に厚く,有台杯は腰が張り,高台が底部の外縁に付さ,

れるものて'ある。有台杯の口径は14~15師の有台杯A1が多い。

須恵器の胎士はのちに比してA群の占める割合が少ない。資料が少ないため,数値はやや不安定てはあ

るがS1115て、はA群の占める割合は40%(2/5)である。

第Π期

土師器は非ロクロのA系がほとんEなくなり,須恵器の数量が増加する段階てある。前後2時期に区別

される。Π,期は士師器がC系主体の時期てあり,Π.期はC系が減少する時期てある。Π,期はS1502B.

S1 8 ・ S112 ・ S172,11.期は S114 を標式とする。

土師器 A系・ B系・ C系の技法別の割合はΠ,期ではC系が半数かそれ以上を占め,次いて'B系が多く,

A系はごく少ない。Π.期はB系が増加し, C系より多くなり, A系は姿を消す。第Π期のB系はハケ目

調整が多く,タタキ目をそのまま残すものは少量てある。 B系の 2類も若干出現する。

須恵器数量が全体の50%くらいに達し,食膳具が定着する。無台杯は底部が水平て',直線的にひらく

ものが多い。身のやや深いものもみられる。口径14~15伽のもの(無台杯1)が多い。有台杯はⅡ,期て'は

高台が底部外縁に付されるが,1し期では内倶":付される。無台杯同様,大型のものが目立っ。高台が底

部の内側に付されるのは,在地色ともいえ,Ⅱ期からⅢ期にかけてみられる。杯蓋は天井部のロクロケズ

りがていねいなものから粗くなる。'つまみはΠ.期には上部の突起力し卜さくなる。

第Ⅲ期

土師器はB系のみになり,須恵器は器種の交代が著しい段階である。 S115. S17. S14. S16 などを

標式とする。前後 2時期に分けられるようてあるが,顕著な様相差はない。Ⅲ,期は S115,11し期は S14.

S16 を標式とする。

士師器すべて B系てあり, A系・ C系はみられない。長甕・小甕ともに口縁部が rく」の字状に強く

外反し,体部はふくらむ形態をとる。つくりはシャープて',端部をっまみあげるものが多い。長甕にはタ

タキ目を残すものが多くなる。とくに,Ⅲ.期てはへラケズリも部分的になる。小甕ては底部糸切り(静止.

回転)技法がⅢ.期には確認、される。

須恵器器種の交代が明瞭てある。口径14~15師の大型の無台杯1.有台杯1が消滅する。一方,口径

10~Hcmの有台杯C,有台杯AⅢが定着する。深身の有台杯Bは径高指数40以上となり,やや小刑て深く

なる0 また,まったく新しい器種として,折縁杯が出現す武この時期の折縁杯は次のⅣ期のものより大

型て、厚い。杯蓋はロクロケズリがていねいなものはほとんどなく,まったく施さないものも多い。つまみ

の上部中央はくぱむ。器壁はⅢ,期には厚いものもあるが,Ⅲ.期には薄くなるものがみられる。

第Ⅳ期
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2 奈良・平安時代の土器

須恵器に胎土B群(佐渡小泊窯産)が一定量を占めるようになる段階。 B群が約半数かそれ以下の時期

(ⅣJ助と B群が主体となる時期(Ⅳ.期)に分けられる。Ⅳ'期の標式は S11320. S1500. S1850,Ⅳ.期

の標式は S1753 ・ S11460 ・ S11167なεである。

須恵器 B群の割合を食膳具(杯蓋をのぞく)てみると, S1500・ S11300はν4以下, S1850は約半数

tあり,他はおおよそ70%以上を占める。器種は有台杯Aはごく少なくなり,かbつて有台杯B . Cが主体

となる。胎土B群には有台杯Aはみられない。 A群てはⅣ.期のみ有台杯Aが存在する。 B群は器眸が薄

<,器面のロクロナデの凹凸が著しく,器形は底部が水平て',直線的に大きく身が開く。 A群もこれと類

似した傾向を示す。 B群のなかては新しくなると器壁がやや薄くなり,身の開きが大きくなる傾向がある。

しかし,Ⅳ,期とⅣ.期とで著しい差はみとめられなし、。明瞭に新しい様相がみられるのはⅣ.期より新し

い可能性をもっ SB730 a026・1027)てある。Ⅲ期に出現した折縁杯は小型になり,器壁も薄い。また口

縁部の引き出しも弱い。

士師器新しい器種として,ロクロ土師器の食膳具がある。これはⅣ.期には確実に一定量存在するが,

食膳具の全体のなかて、はなお少量てある。全体に出士個体数の多いS11167ては食膳具の約25%を士師器

が占める。Ⅳ.期のあり方としてはおそらくこの数字を上まわることはないと考えられる。このロクロ土

師器食膳具は無台椀Bが主体てある。底部は回転糸切りて,ヘラケズリ.ロクロナデの再調整を施すもの

が一般的てある。この無台椀Bの胎土には須恵器系と非須恵器系の2者がある。量的には非須庫器系が多い。

両者は胎土ばかりtなく,調整・器形がことなる。前者はとくに内面のロクロナデの凹凸が目立ち,焼成は

硬質tある。形態は身がやや深い。これに対し,後者は内面の調整はてぃねいて',身はやや浅い。

煮炊具の小甕.長甕はともにⅢ期より口縁部の外反度が小さくなり,体部は張らなくなる。口縁端部は

上方へたちあがるものが多く,外面にくぱみをもったり,内湾して,外面が丸味をもっものが孝くなる。Ⅳ.

期には器壁が厚くなり,シャープさを失う。長甕は体部のへラケズリをほとんど施さないものが多く,小甕

は糸切りが目立っようになる。長甕のタタキ目は格子目文,あて具痕には放射状文て,Ⅲ期までにはみら

れなかった文様があらわれる。食膳具と同様に非須恵器系胎士のものが定量存在する。

3)須恵器窯との関係

本遺跡に供給された須恵器の大半は,胎土からみて阿賀北地方,新津丘陵,佐渡小泊窯の製口てあ

る0 これらの須恵器窯の調査はあまり進んでない面もあって,その全容は不明な点が多い。報止されて

いるものは,阿賀北地方ては加治川村下小中山窯跡〔戸根1973〕,同貝屋窯跡〔川上1982〕,笹神.真木山窯

に属する豊浦町岡屋敷'清見寺窯跡〔中川榔・1962〕,同馬上窯跡〔戸根1986〕,新津丘陵ては五泉市山崎窯跡〔川

上1981〕,業笊聿市七本松窯跡〔中川ほか1956〕,佐渡小泊窯て、は羽茂町カメ畑窯跡群〔本問1幼.1958,本問1986,

山本198力である0 ここでは調査されている窯跡資料のおもなものにっいて,本遺跡の士器編年との関係て

概観する0 あわせて新発田市ホーロク沢窯跡,小泊窯に属する佐渡羽茂町江ノ下窯跡の資料を,新発田市

と羽茂町の教育委員会の快諾を得て,今回はじめて報告するものてある。

1~Ⅱ期に比定されるものは,下小中山窯跡と山崎窯跡tある。両者とも杯類に大刑品があり,Ⅲ期以

降に降ることはない(第71図)。両者を比較すると,下小中山窯跡が相対的に古いことがわかる。すなわち,

下小中山窯跡は有台杯の器壁が全体に厚く,高台が底部の外縁部に付されており,1期のものに類似する。

これに対し,山崎窯跡は高台が底部の中央寄りに付されており,Π期ても後半のものに近くなってぃる。

ただし, S114倆K第68図30・3D ほど内伯典二は入っておらず, S172例(20)に類似する。杯蓋は下小中山
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窯跡は器高が高いのに対し,山崎窯跡ては全体に器壁が薄く,より肩平になっている。つまみも小さい。

したがって山崎窯跡は S1502B . S112出土士器よりも新しく, S114出士士器よりは古く位置づけられる。

Π期の中間的な時期に比定しておきたい。なお下小中山窯跡の杯類は体部から口縁部が直線的て',口縁端

部が尖り気味になり,胎士A群の特徴をよく示している。阿賀北地方の中心的な窯てある笹神・真木山窯

はこの時期の窯が確認、されておらず,1期の窯の主体はこれ以外てあった可能性もある。

Ⅲ期を代表するものは下小中山窯跡と同一の窯跡群にある貝屋窯跡てある(第72図)。貝屋窯跡は3基の

存在が推定されてぃる。資料の大半が灰原出土て,ある程度の時期幅も考慮される。杯類はbずかに口

径14伽ほどのものがみられるが,基本的に小型のものて、ある。口径10~Ⅱ師の有台杯AⅢ. C もかなりの

量がある。また,折縁杯も存在する。折縁杯は口径15伽をこえる大型のものて',この器種εしては古い。

Ⅱh期を中心にその前後を含む時期に比定しておきたい。
おお兀んざb

笹神.真木山窯跡に属する馬上窯助.(第74図)は貝屋窯跡と狠沢2号窯跡の中間に位置づけられる。貝屋窯跡

と比較して,新しい要素は次の点て'ある。長頸瓶(22)は口縁端部が屈折し,外側に面をもち,体部は肩

平てはない。この形態は,貝屋窯跡にある単純なっくりの口縁端部と肩平な体部とをもっ長甕瓶より新しい

ものて'ある。折縁杯は口径15Cm以下て'あり,貝屋窯跡よりは小型て,縁部のっくりも形骸化している。狼

沢2号窯跡より古い要素は有台杯Aが存在することてある。杯には 1点のみてあるが底部回転糸切りのも

の a)が含まれる。この地域の須恵器においては糸切り技法はまれてあるが,Ⅲ0期には士師器小甕にー

定量の糸切り技法がみとめられることとの関連が注目されろ。馬上窯跡の時期は11し期かもしくはⅣ,期に

かかるものと考えられる。

新発田市ホーロク沢窯跡、(第75図)も有台杯A ・ Cが確認、され,Ⅲ期に比定て、きょ'う。七本松'岡屋敷'

清見寺の各窯跡は不分明ながらⅡ期~Ⅲ期に比定されると考えられる。

狠沢2号窯跡は有台杯Aが皆無て',有台杯B・Cが主体となり,有台杯のなかの器種の交代がはっきりし

てぃる。また,本来土師器の無台椀として供給されたと考えられるものが少量存在することも注目される0

これは本遺跡のⅣ期に出現する土師器無台椀のうち,須恵器系胎士のものにあたると考えられる(第68図

69)。底部は回転糸切りて'ある。時期はほぱⅣ.期に比定されよう。

Ⅳ期を特徴づける小泊窯の資料として,カメ畑窯跡群(第76図)と江ノ下窯跡(第7フ.78図)の資料があ

る。両者は器種や形態.手法から,カメ畑から江ノ下へ時期的に変遷すると考えられる。器種としては江ノ

Ⅶまとめ
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2 奈良・平安時代の士器
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第78図小泊窯江ノ下窯跡採集須恵器実測図②羽茂町教育委員会所駕

下に有台の椀'皿が存在することが注目される。形態・手法を同器種て比較すると,江ノ下は全般的に器

肆が薄くなっており,有台杯の高台,杯蓋の縁部のっくりが簡略化されてぃることが明瞭てある。杯蓋の

つまみも上部のくぱみが著しく,環状っまみのようになってぃる。有台杯・無台杯はともに身が開く傾向

にあり,それぞれ椀'皿にちかい形態になっている。"遺跡との対比からすれぱカメ畑はⅣ.期にちかく,江ノ

下はそれより新しい。ただし,カメ畑ど1ノ下は連続するものてはなく,両者の問にさらに段階介在するこ

とも考えられる。明確な根拠は尓せないが,江ノ下は10世紀前半という年代観tとらえておきたい。小泊窯

は遅くとも9世紀中葉には生産が始まり,カメ畑の段階から江ノ下の段階まて、は活発に生産を続け,その

後少なくとも段階は生産を継続してぃると考えられる。

4)年代の比定

当遺跡出土土器には直接,年代を決定てきる根拠・資料はまったくない。現在のところ県内における8.

9世紀の比較資料は少ない。 8・9世紀全般の様相がおおよそ知られろのは上越市A池遺跡群の「A池編

年」〔坂井1984〕だけてあり,県内ても明確な年代比定はてきてぃない。そのため,次にあげる,の点

から,おぉよその年代を求めるにとどめたい。

第1点としてΠ期のS112出土の須恵器杯蓋(第68図25)がある大刑て、肩平な形態,大きなっまみは平

城1'11型式に対比てき8世紀前半代に比定される。詳細にみれば,縁部は折り曲げただけの単純なっくり

て、,平城1 に比定しうる新井市栗原遺跡SD25出土士器〔坂井1982〕より,明らかに新しい様相をもっ。した
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がって,これをひとまず平城Πあたりに比定しておく.杯蓋に伴う有台杯 a9)も器壁は薄く,平城Πにち

かい。かえりをもつ杯蓋は以前この遺跡周辺て'1点採集されているが,今回はまったく検出されていない。

Ⅱ期の 1点を平城Πに比定してよければ,1期は平城1におおむね併行すると考えられる。

第2点として,小泊窯須恵器の大量流通の時期てある。当遺跡の最終末の時期ては,須恵器の大半は小泊

窯の製品てある。小泊窯須恵器はこの遺跡ばかりてはなく,越後全域に大量に流通しており(211頁),他地域

との併行関係を検討てきる。今池編年のⅥ期は小泊窯須恵器が主体てある。しかし,食膳具全体をみると,

土師器が半数以上を占めており,山三賀のⅣ.期より新しい様相を示す。地域によってロクロ土師器の食

膳具の出現時期が同一てない可能性も考慮されるが,今池Ⅵ期の様相は山三賀に近い新潟市小丸山遺跡〔藤

塚山.1987〕にも同様にみられ,両者に伴っている小泊窯須恵器の型式も共通しており,ほぽ同じ時期のも

のと考えられる。したがって,山三賀Ⅳ.期は土師器食膳具を多く伴わない点て今池Ⅵ期より古く,小泊窯

須恵器が主体てある点て今池V期よりも新い、。今池V期とⅥ期は様相差が大きく,両者の時期は連続し

ないと考えられる。今池V期は9世紀前半から中葉に比定したが,これが正しいとすれば,山三賀Ⅳ.期は

おおよそ9世紀後半に比定しうる。このことはⅣ.期の須恵器が狠沢2号窯跡に類似し,これが9世紀前半

~中葉に比定てきることからも妥当と考えられる。これより,小泊窯の生産開始は遅くとも9世紀中葉に

は開始されていたと考えられる。

もう 1点あけ'るとすれば,Ⅱ1期の S17 出土の糸切りと考えられる須恵器有台杯(464)がある。この底

部外面は全面ロクロケズリてある。有台杯の底部を全面ロクロケズリする技法は,糸切りの技法のなかて

も相対的に古く,頸城地方の滝寺窯跡のものに共通する"この窯の製品とは断定てきないが,沌寺窯跡は

今池Ⅳ期(8世紀末~9世紀前半)に併行すると考えられる。

以上の点から第Π,期の1点は8世紀第2四半期を含む。第Ⅲ期の 1点は8世紀末から9世紀前半を含み,

第Ⅳ,期の 1点は 9世紀前半から中葉を含む。これより,それぞれの時期をおおよそ推定すると,第1期は

8世紀第1四半期前後,第Π期は第2四半期から第3四半期にかけて,第Ⅲ期は8世紀第4四半期から9

世紀第 1四半期にかけて,第Ⅳ期は 9世紀第2四半期から第3 四半期にかけて,それぞれ比疋て、きる0

Ⅶ まとめ

B

1)越後・佐渡の須恵器窯

現在確認、される須恵器窯のおおよその分布状況は第79図のとおりてある。須恵器窯は群のとらえ方など

により,名称は必ずしも統一されていない。それは分布状況が詳細に把握されていないことにもよる。こ

こてはなるべく巨視的に把握することを考慮して名称を付した。おおよそのまとまりを指す場合は「窯跡

群」とはせず,単に「窯」とし,個々の窯跡を指す場合に r窯跡」とする。

須恵器窯の分布がもっとも集中するのは,笹神・真木山窯と佐渡の小泊窯〔本問山・195幻てある。両者は

30地点以上て窯跡が確認、されており,実際の窯体数はかなりの数にのぱ'るものと推定される。笹神'真木

山窯は隣接する笹神村と豊浦町の丘陵上(南北約10加)に分布する窯跡群にっいて,従来「笹神窯跡群」や

「真木山窯跡群」と称していたものを総称したものて'ある。

笹神.真木山窯と小泊窯以外てはご島郡の西古志窯,頸城郡の末野窯が比較的規模が大きい。西古志窯

は三島郡寺泊町.和島村.出雲崎町にかけての島崎川流域の丘陵上(南北約10k川の範囲に分布する。従来

この地域の窯跡は個々に名称が付され,このような群としてはとらえられていなかった。また,現在確ミ0、

山三賀Π遺跡をめぐる士器の生産と流通
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される窯の数も10基に満たない。しかし,最近の出雲崎町梯子谷窯跡の調査〔山本198幻を契機に新たな窯

跡が発見され,同一地域内て製鉄遺跡も数多く発見されている。こうした状況を勘案すると須恵器窯の分布

は小さなブロックをなしてはいるものの,これらが大きなブロックを形成することが予想される。そのた

め仮称として「西古志窯」を設定することにした。

末野窯は頸城平野の東側丘陵に位置し,本郷・神田長峰・末野・今熊などの窯跡がある〔小島嚇.1983〕。

現在,窯跡7地点で確認、してぃるが,10基以上を数えるものと推定される。

以上の四つの群は,おおよそ,上・中・下越と佐渡に分布しており,それぞれの地域の中心的な生産地

てあっ九と考えられる。これら以外の窯跡の規模はあまり大きくない。

現在確認、されている最古の窯は上越市下馬場窯跡と西古志窯の出雲崎町梯子谷窯跡〔山本198幻,同メチ

ガ谷窯跡〔山本198幻てある。いずれも杯蓋には退化したかえりをとどめるものてある。飛鳥Ⅳ型式に比定

される。実年代は7世紀末葉と考えられる。この時期がほぱ越後の須恵器生産の開始期と考えられる。

2)

胎土分析出士した須恵器については胎土により3者に大別し,その生産地を推定した。これはあくま

ても肉眼観察による胎土の識別てあり,その妥当性について検証する目的て',三辻利一氏に依頼して胎士

分析をおこなった(第Ⅵ章1)。分析にはまず生産地のデータを豊富にするため,小泊窯と笹神・真木山窯の

窯資料を加えた。小泊窯の分析資料は江ノ下・下口沢・杢田谷地・宮田・栗ノ木沢・高畑・奥田・カメ畑・

フスべの各地点て県教委が採集した須恵器片てある。笹神・真木山窯の分析資料は昭和48年に豊浦町教育

委員会が発掘した馬上窯跡〔戸根1986〕の出土品てある。三辻氏の産地データは,「笹神群」が同じ窯跡群

の笹神村狠沢2 号窯跡〔中川1幼,1973〕を含めたものて', r小泊群」は前述の地点のものによる。次に,本遺

跡出士須恵器の資料を分析した(第12表)。これらのうち,胎士識別により B群としたのは 1 ~ 5,16~22

て、, A群としたのは 6 ~15,23~29, C群としたのは30~32て、ある。

分析の結果,生産地の小泊群と笹神・真木山群の領域はおおよそ分雜するものの,一部て重複し生産地

をどちらかに特定てきないものもあることが判明した。

このデータにより,本遺跡出士の須恵器の生産地を推定した結果は,胎士識別てB群とした12点はい

ずれも小泊群か,笹神群ないしは小泊群とされた。一方に特定て'きないのは前述の理由によるものと考え

られ,胎士識別によるB群の識別が妥当なことを示している。

A群と識別したものについては笹神群という結果が多いが,外来品というものもいくつかある。外来品

とされたもののうち,6 ・13・14は淡灰色て白っほ゜く長石の多い胎土てある。これらを含め,外来品とさ

れたものは胎土分析をおこなっていない阿賀北地方の窯跡,たとえば加治川村貝屋・下小中山窯跡群,新

発田市ホーロク沢窯跡などの製品の可能性や,場合によっては阿賀北地方以外の可能性も考えられよう。

C群と識別したものについては外来品と笹神群とされるものがある。以上の胎士識別と分析結果をつき合

わせると,肉眼による胎土識別はおおむね妥当なものてあると考えられる。そして,胎士から比較的容易

に識別てきるA群とB群が,胎土分析てはどちらかに区別できないものがあるとすれば,生産地の同定に

は胎土識別がより有効な場合もあるといえる。

出土須恵器からみた生産状況(第80・81図)出土した須恵器から,その生産状況を考えると,第一に須恵

器の数量からみた生産量,第二に地域別の須恵器の生産状況が推定される。

まず第一の須恵器の数量てあるが,1期とⅡ期以降の差が注目される。 1期には全器種において須恵器

山三賀Π遺跡出士須恵器の生産地

Ⅶ まとめ
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2 奈良・平安時代の土器
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の占める割合は25~30%て,Π期以降は50%以上に増加する。このことはΠ期以降須恵器生産が活発にな

り,生産量そのものが増加したことによると考えられる。越後て須恵器生産が開始されるのは,現在の資

料によれぱ,7世紀末葉頃てある。この時期の窯跡は阿賀北地方ては確認、されていない。当遺跡の1期は8

世紀の第1四半期を中心とする時期てあり,越後て須恵器生産が開始されて問もない時期にあたる。した

がって,須恵器生産は始まってぃたにしろ,その絶対量が少なかったと考えられる。そして,Ⅱ期(8世

紀第2四半期)以降,須恵器生産が急速に進展し,生産量そのものが拡大したと考えられる。

ところて',須恵器の器種・機能は当初から食膳具と貯蔵具tあり,量的に多いのは食膳具てある。 1期

には相対的に須恵器が少なく,当然のこととして須恵器の食膳具も少なし、。士師器の食膳具も多少はある

が,これを補うだけの量はない。他地域の状況からみると,考えにくいことて、はあるが,Π期以降の須恵

器生産の隆盛とともに,食膳具が盛行したことも考慮される。

次に,地域別の須恵器生産の問題て'ある。須恵器の胎士識別によるA・B・Cの3群のあり方は,8.

9世紀の期間て'かなり大きく変化する。大局的には1期とΠ期,Ⅲ期とⅣ期の2つの時期の間に変化がみ

られる。 8世紀前半を中心とする 1期は, A群の占める割合がΠ期以降より相対的に低いことてある。Π

期.Ⅲ期におけるA群以外の占める割合はおおむね15%前後,多くても30%以内てあり,大部分がA群て

占められる。 1期にA群の割合が少ないことは,須恵器の絶対量が少ないことと関連してこの段階ては阿

賀北地方における生産規模が小さく,他地域の須恵器が流入していたことを示す。具体的には1河貞野川の

南,おもに蒲原郡域からもたらされるものが多かったと推測される。阿賀北地方ては加治川村下小中山窯

跡〔戸根197幻がこの時期にあたるが,笹神・真木山窯て確認、されている窯跡のうち,時期が8世紀第 1四

半期にさかのぱ'るものはない。当遺跡の須恵器の胎土からみる限り,阿賀北地方において生産規模は小さ

いながら8世紀第 1四半期には生産開始してぃることが推測され,笹神・真木山窯も生産開始している可

能性があろう。

Π期以降のA群のあり方からすれば,阿賀北地方の窯は8世紀第2四半期以降生産規模を拡大し,あら

ゆる階層まて須恵器の食膳具を供給するに至っている。須恵器の80%以上をA群が占める状況はⅡし期ま

て続く。おおよそ 9世紀第 1四半期まては,きわめて生産がさかんてあったと考えられる。

このような状況が変化するのはⅣ期以降てある。Ⅳ期にはいると,佐渡の小泊窯の製品が一定量存

在するようになり,その後半(Ⅳ2#助には全体の70%以上を占めるようになる。 A群はそれだけ著しく減

少することから, A群の主体をなす笹神・真木山窯の生産規模は9世紀中葉以降急速に縮小すると考えら

れる。同一郡内の10km程度の距離しか離れてぃない笹神・真木山窯の製品てはなく,海をこえた佐渡の須

恵器がこのように大量にもたらされることは,この時期に生じた須恵器の生産とi肌通のあり方が大きく転

換したことを如実にあらわしている。

以上のことから,この地域の在地窯ともいうべき阿賀北地方の須恵器窯は8世紀第1四半期には小規模

ながら生産開始し,第2四半期以降生産を拡大して,9世紀中葉に至る。 9世紀1愛半には急速に衰退し,

これにかわって佐渡小泊窯の製品が大量に流通するようになる。

Ⅶ まとめ

3)佐渡小泊窯製品の広域流通

9世紀後半以降にみられろ佐渡小泊窯の製品の大量流通は本遺跡だけてはなく,越後全体て普遍的にみ

られることて、ある。

越後に小泊窯の製品が流通してぃることが,明らかになったのは最近て'ある。 1984年の今池報口』
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2 奈良・平安時代の士器

〔坂井山,1984〕においては,9世紀後半以降のⅥ期・Ⅶ期の須恵器がそれまての須恵器と明瞭にことなるも

のてあることは認識していた。そして,その須恵器が上越地方ばかりてはなく,中越地方(栄町半ノ木遺跡な

ど)にも同じ胎士・手法のものが存在することから,頸城地方を単位とした生産ど克通体制が崩壊し,広

域の生産体制が成立したことを示唆した。しかし,その生産地にっいてはわからなかった。

小泊窯という具体的な生産地を指摘したのは,1987年の『番場報告』〔坂井山.1987〕てある。佐渡におい

て小泊窯の須恵器を観察する機会を得たことを契機に,その可能性を想定するに至り,報告では=辻利一

氏による須恵器の胎士分析の結果も考慮し,小泊窯と推定するにいたっ九。ただし,消費地と生産地のデ

ータがごく少ないことからその後の検討に多くをゆだねた。その後,さらに越後の9世紀後半以降の須恵

器と小泊窯のさまざまな須恵器を観察するなかで,越後における9世紀後半以降の須車器の大半は,小泊

窯の製品てあるとの認識をもっに至った〔坂井1988b〕。それは,本遺跡において在地窯とそれ以外の窯の

製品が,胎士から↓陣交的容易に識別できたことにもよる。

今回の胎土分析においては,県教育委員会と柏崎市教育委員会の発掘資料を分析した(第Ⅵ章1)。遺跡

は糸魚川市美山'鰐口下遺跡〔'令木仕か1989〕,上越市今池遺跡〔坂井山.1984〕,栄町半ノ木遺跡〔関',.1973〕,

柏崎市鶴巻田遺跡〔藤巻198幻,糸魚、川市岩野下遺跡〔和田幼.1987〕,六日町金屋遺跡〔山本'幼.1985〕(以上,

県教委資料),柏崎市戸口遺跡〔品田1987〕,同吉井水上Π遺跡〔品田1985〕(以上,柏崎市教委資料)て、ある。

それぞれの遺跡の位置は第79図のとおりて',ほぽ県内全域に分布する。

分析した資料は一部をのぞいて,小泊窯製品と識別てきたものてある。小泊窯以外の所見を得たのは金

屋遺跡の22~24tある。この 3 点(22・23 報告390・327,24一同154)は有台杯高台の汗剣犬.手法からみて,

群馬産と考えられた。胎土分析による産地推定(第12・13表)は小泊群・笹神群.地元産.外来『てあった。

この産地推定の結果は胎土認識によるものとかなりことなるものてあるが,それは越後における丹地の分

析データが少ないことと,小泊群と笹神群の領域が一部重複することに,多くが起因するといえる。すな

わち,ここて地元産εされたものは笹神群産か小泊群産か判別がっかないものてあり,これは小泊群の可

能性が強いと考えられる。また,笹神群とされる今池遺跡の 1・ 4 は,ともに胎士に石英粒をまったく△

まないことから,胎士識別ては笹神産と認、定するこしはてきない。他の笹神群とされたものにっいても同

様て'ある0 群馬産と考えられる金屋遺跡(22~24)も,手法・胎士からみて小泊産とは考えられない。 A後,

胎士分析を有効に活用するためには,生産地の分析データを蓄積するこεと,土器にっいての考古山的所

見を確立することが要請される。

胎土分析の結果においては,胎士や手法による考古学的所見と完全に合致しなかったが,その大半が小

泊産の可能性を否定しきれないことも明らかになったといえる。分析資料の遺跡は広大な領域をもっ越後

のほぽ全域に分布しており,その流通範囲の広さと流通量の多さを不す。越後の大半の地域t,しかL毎

岸部ぱ'かりてはなく,内陸部の魚沼地方まて多量に流入してぃることは,水運による須恵器の汽雨を明確

に示す0 上越と中越'下越の一部をのぞく越後は,ひとっになった信濃川.阿賀野川の河口から内水面によ

り到達することが可能tある。これらの地域にっいては河川,それ以外は海上交通によりi士雨したとい・

よう0 現在の調査資料からみれば,越後における在地窯と小泊窯の製品の推移はほぱ本'▲跡と同じあり方

てあり,9世紀後半以降,10世紀前半にはほとんどが小泊窯のものて占められると考えられる。越後ばか

りて、はなく,越中東部のじょうべのま遺跡〔高島山・1974〕にも小泊窯製品は認められ,在地の須恵器生産

が弱L寸也域に,小泊窯製品が積極的に進出した状況がうかがえる。越後の在地窯は小泊窯製口が流雨する9

世紀後半には急速に衰退している。これらの窯は 1郡ないしは2 ~3郡単位の生産規模て'あり,小泊窯の
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流通規模と格段の差がある。本遺跡の終末てあるⅣ.期には全体の10~20%程度の在地窯製品はあり,上

越地方の今池遺跡・四ツ屋遺跡〔中村山.198幻にも9世紀後半~末葉の在地窯製品とみなされるものが若干は

ある。したがってこの段階において,きわめて小規模の生産はなお維持されていたと思、われるが,10世紀

に入る段階てはほぱ際冬息、していたと考えられる。

4)士師器と士器生産

本遺跡の士師器は1期をのぞけぱ,大半がいわゆるロクロ士師器てある。ロクロ士師器は須恵器と密接

に関連したものと考えられる。以下,このロクロ士師器を検討することにより,その生産形態と土器の生

産体制にっいて考えることにする。ロクロ士師器の多くはごく少量の赤彩の杯(1・1リ励とⅣ期の無台椀

をのぞけぱ,煮炊具の甕(長甕・小甕)と鍋てある。ロクロ士師器力珍頁恵器と密接な関係なことは,おもに

製作技法,須恵器の消長との関係,胎土などから推定することがてきる。

製作にはロクロを一次的成形と調整けデ・カキ助に使用し,技法として「タタキ」による成形'調整

と「ヘラケズリ」を伴う。こうした特徴は須恵器と関連することはいうまてもない。

次にロクロ士師器と須恵器の消長との関係てあるが,ロクロ土師器は1期には確実に存在するが,この

時期はなお非ロクロ士師器が多くを占めてぃる。 1期の須恵器はΠ期以降に比し絶対量が相対的に少なく,

須恵器生産そのものが,Π期以降より生産規模が小さかったと考えられる。また,1期においては,在地

窯ともいうべき阿賀北地方の須恵器A群の占める割合が,Π期以降よりも小さい。こうした点を考慮する

と,阿賀北地方における1期の須恵器生産そのものは,Π期以降に比しかなり規模が小さかったと推定さ

れる。ロクロ土師器の流通量がΠ期以降より著しく少ない状況は,こうした在地の須恵器の生産里を直接

反映してぃるといえる。一方,在地の須恵器生産が衰退傾向になる時期に,ロクロ土師器は衰退すること

はない。古代末に至るまて,土師器はロクロ土師器主体てある。しかし,この時期のロクロ士師器には次

に述べる胎土に変化がみられ,須恵器生産の衰退期にっいても両者の関連がうかがえる。

第 3 点として,胎土がある(109頁)。非ロクロ(A系)とロクロ土師器(B系・ C系)は基本的に"0士がち

がう。このことは胎士分析の結果にもあらわれている(第12表)。Ⅳ期の一部をのぞけば,ロクロ士師器の

大半は基本的に須恵器に共通する胎土と考えられる。須恵器にはⅣ期に存在する胎士B群をのぞくと, A

群が多い。 A群は花樹岩起源の石英.長石・金雲母を多く含み特徴的なことから容易に抽出てきるが,ロ

クロ土師器の胎士に着目すろと,これと同じ鉱物を多く含むものがかなりを占めることがわかる0 同時に

C群のように鉱物を多く含まず,精良なものも一定量認、められる。これらは須恵器のC群に一致すると考

えられる。ロクロ土師器の胎土がこのように須恵器の胎土にほば対応することは,両者の関係を4而的に示

Ⅶ まとめ

すといえよう。

ここて',ロクロ士師器にお.いて技法のちがう B系(長甕丸底)と C系(長甕平底)の二者の胎土が注目さ

れる。 C系はΠ期に特徴的て、あり,その前半期ては主体を占める。 C系の胎士は須恵器A群に対応するも

のが多い。すなわち,平底形態のものは阿賀北地方,おもに笹神・真木山窯て生産されたものてあり,こ

の地域に特徴的な技法てあったと考えられる。そして, C系がⅢ期には消滅することは,この時期に至り,

阿賀北地方ても丸底形態を作る技法に変化したことがうかがえる。いわゆる北陸型の煮炊具は当初より丸

底形態てあるが,阿賀北地方には当初この技法が確立せず,Ⅲ期(8世紀後半以降)の段階てこれが定着し

たといえる。 C系と B系の大きな差はC系におけるタタキ技法の欠如て'ある。 B系は成形にタタキ技法を

用い,製作の最終段階においてタタキにより丸底を作るものてあり,この時期に阿賀北地方にもタタキ技
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法が定着したと考えられる。いわゆる北陸型の煮炊具は遠く出羽の秋田城まては波及しているが,その定

着は阿賀北地方と同じ時期にみられるのかもしれなし、。

方,1・Π期にあっても丸底形態のB系は一定量認、められる。これらには胎士分析により笹神群と推

定されたものもある(第12表35 S15の12)が,他のB系のものには須恵器胎土のA群て'はなく, C群に対

応すると老えられるものがかなりある。そして, C系がきわめて盛行tるΠ期に比定しうる五泉市山崎窯

跡の士師器長甕は丸底のB系てあり,阿賀野川の南の地域てはC系は生産されず,生産当初からB系tあ

つた可能性が強い。このようにみると,ロクロ士師器のB系εC系という技法は,Ⅱ期においては阿賀野

川の南北にそれぞれ対比てきると思、われる。ここて',690年頃の越国三分当初には,阿賀野川を境に越中

と越後に分雜していた歴史的な事実が想起される。士器の製作技法にもこうした政治的な境界が反映され

ることは,さまざまな点tことなるあり方を示す阿賀野川の南北の地域性をもの語る一側面として注目さ

れる。

さて,このように須恵器とロクロ土師器が密接な関係にあるとすると,在地の須恵器生産の衰退期の口

クロ士師器の胎士の変化もまた注目される。すなわち,Ⅳ期になると須恵器系胎士てはないもの(非須恵器

系胎土)が少量ながらも一定量出現することてある。Ⅳ.期には非須恵器系胎士のものが煮炊具と食膳具の両

者にみられる。これらの製作技法は須恵器系胎土のものと基本的に同一であることから,胎土のちがいは

生産の場のちがいを反映したものと考えられる。

胎士からみれば,ロクロ士師器の多くを占める須恵器系胎土のものは,須恵器と同じ粘士を素地にして

製作されたことがうかがえる。素地が同じてあれぱ,製作・焼成の場とこれにたずさわる者も共通してぃ

たと考えるのが妥当てあろう。焼成の場における共通性は,須恵器窯出士の「ロクロ土師器」に示される。

前述の五泉市山崎窯跡,加治川村貝屋窯跡,笹神・真木山窯(馬上窯跡・痕沢2号窯跡)には一定量の甕.

鍋が出士しており,Ⅳ期にかかる狼沢2号窯跡においては食膳具も含まれてぃる。これらの「ロクロ士師

器」の焼成施設は須恵器のような審窯てはなく,石川県戸津窯跡〔小村嚇.1983〕や糸魚川市小出越遺跡に

みられるような焼成土坑〔鈴木198幻てあった可能性も考えられるが,生産の場は同じてあったと考えられ

る。

このように想定してよければ,在地の須恵器生産が活発な時期のロクロ土師器の大部分は,須恵器とー

体に生産されたと考えられる。在地て須恵器生産がはじまると,同時にその生産体制下て士師器の生産も

開始され,在地の須恵器生産が衰退にむかうまtは,土器生産は須恵器と士師器が一体てあったと考えら

れる。そして,須恵器生産が衰退すると,それにともない須恵器生産とは別の場ても士師器生産がはじま

るものと考えられる。Ⅳ.期の士師器甕は依然須恵器系胎士のものが非須恵器系胎士よりも多いことから,

この時期の在地の須恵器生産はかなり小規模てあったが,それと一体となった士師器生産は,この体制外

の士師器生産よりは生産量が多かったと推定される。Ⅳ.期より新しい9世紀後半から10世紀初頭の時期に

おいては,新潟市小丸山遺跡や上越市今池遺跡などの状況からみて,須恵器生産と離れた土師器が成行し

ている。少なくとも食膳具の半数以上は士師器によって占められており,須恵器生産の衰退とそれと一体

になった士師器生産の衰退が密接にかかわっていたことがわかる。この時期にはすてに従来の士器生産体

制は崩壊しているといえよう。

佐渡ではロクロ士師器の煮炊具が存在しないため,小泊窯て須恵器と士師器が一体となって生産される

とはなかったと考えられる。したがって,土師器食膳具が盛行する時期の越後においては,須恵器は小^

泊窯から供給され,土師器は在地て生産されるという,両者が分離した生産.流通体制と考えられる。
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在地て須恵器.士師器の一体生産が8世紀から9世紀中葉まて基本的にみられるとすれば,こうした生

産は律令期の生産体制といえよう。さらに一歩進めて,このような生産体制を支えうる勢力を在地t想定
1)、、_、、、

するとすれぱ,郡司層が有力な候補てある。律令体制のもとて土器生産の労働力を編成てきるのは,公的
2)

に農民を徴発することが可能な郡司層てあろう。律令体制の変質・衰退にともなって,律令期の生産体制
3)

も崩壊してゆくことは,その生産を支えたものを暗示していると思、われる。

このような生産体制が北陸型煮炊具の分布する北陸地方全域て成立したかどうかはわからない。北陸地

方中西部てそうした体制が考えにくし、〔田嶋198力とすれぱ,それは 6 ・ 7世紀から食膳具の主体を占める

ほど須恵器生産が活発てあったという歴史的背景の大きなちがいを考慮すべきてあろう。ま力,越後にお

いてもかならずしも律てはなかったことも考えておくべきてあろう。 9世紀前半からのロクロ土師器食

膳具の一定量の存在徑頁城.今池遺跡),その時期の須恵器窯から離れた士師器専用の焼成施取の存在(西頸

城.小出越遺跡),ロクロ土師器煮炊具の遅い普及(西頸城)〔坂井1988b〕などはそれを示している可Hヒ1生が

ある。

Ⅶ まとめ

1)文献史学の立場からも,須恵器生産が郡衙とこれ

に連なる郡領層によって掌握きれてぃたとする意見
がある〔浅香1971〕。

2)令規定のなかにこれを具体的に見い出すことは困
難な面はあるが,たとえぱ,雑徳,あるいは雑役の
徴発.使役には郡司が直接当ったとされる〔岸1962〕。

3)須恵器と士師器が同一の体制下て生産されたとす
ると,郡司層に掌握された土器工人が恒常的に存在
したと考えられやすい。しかし,ここて想定しうる

生産形態は,窯場ι体となった恒常的・通年的な

工房や,それに付帯する恒常的な工人集落の存在を

必ずしも認めるものてはなし、。必要に応じて,集落

内に住む士器作り手が郡司層により窯場の工房に動

員されたことも考慮される。ただし,ひとっの集落
内かいくっかの集落ごとに士器作り手の集団が存在

し,彼らが自律的に土器を生産し,焼成にあたって

窯場を共用するような状況は越後の阿賀北地方にお

いては想、定しにくい。
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3.奈良・平安時代の遺構と遺跡

A.竪穴住居と掘立柱建物

奈良・平安時代の遺構は竪穴住居約90棟,掘立柱建物27棟,土坑・ピット多数である。これらは8世紀

初頭から9世紀後半までの間に営まれたものである。

1)竪穴住居の構造

もっとも多い遺構である竪穴住居の基本構造は,四角形の平面形で,数10cm掘り込んだものである。こ

れに付属する遺構にカマド・柱穴・周溝などがある。本来,入り口があるはずであるが,調査では明らか

にできなかった。 90棟のうち,約80棟はほぽ規模力井酎屋できた。

平面形平面形は正方形ないしは長方形である。正確に正方形を呈するものは少なく,多くは長方形を

呈する(第82・84図)ただ,長方形といっても,短軸と長軸の差はあまりなく,長軸は短軸の1.2~1.3仲

程度である。短軸と長軸の差が大きい例は S112・S1401・ S1502Bなど少ない。長軸は住居の主軸方向

(カマドのある辺とその対辺に直交する方向)の場合が多い。カマドは南東辺,あるいは東辺に多く,長軸方

向も東西方向,あるいは北西一南東方向のものが多い。 S112は南北方向に長い珍しい例である。古墳時

代の住居は四辺が直線的でなく,外に'、くらむ傾向があるが,この時代のものは直線的で,角も直角にち

かい。ただし, S115のように隅丸方形にちかいものもある。

規模面積は最小約9がから最大70がまでの格差がある。一辺の長さは約3mから約8mの差がある。

9 ぱは 6畳にも満たないが,70mは40畳を越える広さである。もっとも多いのは10~25が未満のもので,

59棟(約73%)を数之る(第83図)。これに30が未満のものを加之ると,全体の約80%に達する。一辺4 ~ 5

m前後の住居が標準的とい之る。 4 mX 5 mの住居(20mりであれば,約12畳である。ただし,これは掘り

方の大きさであり,住居構造を勘案すれぱ,内部の空間はもっと狭いと考えられる。

竪穴住居の規模はそこに住む人の人数を反映すると思われるが,一方では居住者の階層によるとも考え

られる。 50が以上のS1610. S11000では出土遺物に,とくに関連くブけて考えられるものはないが, S1336

には須恵器に大ぶりな稜杭や把手付鉢など,稀少な器種があり,注目される。また, S11166 係勺50mりと

S1640(約40mりからは小さい帯金具の丸鞆・刺金が, S1429(約45mりからは和同開珎が出土してぃる。

また,全容は不明であるが,柱穴のあり方から 1~Ⅱ期の大型のものと推定される, S11300 からは銅製

品が出士している。これらはいずれも埋土下層から出士しており,元来住居に伴う可能性か強い。帯金貝

や和同開珎は一定の有力階層の所有にかかるものであろうから,大型の住居は一定の有力階層の住まいと

考えられる。具体的には有力郷戸主クラスであろう。

カマドカマドはおおよそ一棟の竪穴住居にっき一基存在する。全体が残る竪穴住居で明確にカマドを

もたないものは, S181・ S 1325・ S180など少ない。これらはいずれも20m・以下のものである。しかし,

約9がのS174にはカマドがあり,小型のものは一様にカマドをもたないわけではない。カマドの位置は

ほとんど住居の南側から東側にある。例外として北西側にあるのかS 171である。これ以外はすべて共通

しており,規則性がある。竪穴住居にカマドが出現する古墳時代後期以降の県内の集落例もカマドの什置

は住居の南側から東側である(第90図)。こうした規則性にっいての解釈はいくっか考之られるが,ひとっに

風向きの問題がある。越後では冬期の北西の季節風がとくに強く,これを考慮してカマドの位置を決めた
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という考え方であるこれが妥当であるかど、うかは各地の事例を検。寸する必要があろうまた,もうひと

つには方位に関する何らかの考え方や思想によるとの解釈もできょういずれにしろ,一疋の規則性のも

とでしつらえられている

カマドは住居の南側から東側に存在するが,辺の中央に位置することはほとんどなく,どちらかによ

つてぃたり,コー十一に位置する

砂丘上に、地するなかで,カマドは粘土まじ1)の土で構築されており,その存在は調査時によく確認、て

きたしかし,具体的な構造となると,よくわからない部分が多いそうしたなかで, S120のカマドは

きわめて遺存状況がよく,その構造をよく尓していた(第31図)両袖にはカマドの芯として士師器長甕1

個体すっを倒立状態に入れ,たき口の上部に長甕を入れていた上部に長甕を入れた例は少ないが,袖に

入れてぃる例は多いまた須恵器の杯が逆位に置かれた状況で検出された伊仂ゞいくっかある。

カマドの芯としては新井市栗原遺跡坂井19830〕,青海町須沢角地A遺跡〔土田ほか198幻などのように川

原石を用いる場合があるが,本遺跡では砂丘のため川原石をふんだんに入手しにくいため,使用済みの土

師器を再利用したものと考えられる。粘土もどこかからか採取し,運んできたものであろう支脚にっいて

は川原石を使用してぃるのが多い。土製支脚はほとんどみられない石の支脚には長細いものを用い,カ

マドの床面に半分ほど埋め立ててる床面には粘土まじりの土は敷かず,砂をそのまま使用している

カマドでもともわからなかた部分は甕をかけるカマド上部の穴と煙道である調査によってこれら

が確認できた伊Ⅱよほとんどない煙道にっいては S15やS11461などのようにカマドが住居の外側に明瞭

にのびてぃるものがあり,これが煙を住居外に導く煙道の可能性があるこうした外側への張り出しがな
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いものはすべて上部の削平によって煙道が破壊された可能性もあるが,本来煙道をもたないカマドもあっ

たのではないかと推定される。時期的にはS15や S11461のように 1~Ⅱ期の古いものに煙道と考えられ

る張り出しがあることは,古い段階には伝統的なカマドの構造をもっていた可能性も示唆する。それは後

述する柱穴や平面形の変化ともかかわっているように思われる。

土製品の土管にっいての用途は不明であるが,カマドと関連した道具との見方もできよう。それはカマド

出現とともに筒状の土製品が出現するが,ここでいう土管との形態的類似が考えられるからである。 6

7世紀の筒状の士製品は上越市一之口遺跡〔坂井ほか198田,伺山畑遺跡〔小島1979〕,新発田市馬見坂遺跡

〔新潟県史編纂室1982〕などで散見される。これらには段はみられないが,土管は有1又でソケツト状になり,

複数のものをっなげられる構造になってぃる。表面にはススの付着はみられないが熱を又けたものもある0

出土状況も積極的にカマドとは関連づけられないが,ひとっの見解として主E示しておきたい0

柱穴柱穴はすべての竪穴住居にみられるものではない。むしろ柱穴がないもののほうが多い(第84図)。

面積40が以上の大型のものにはほとんど柱穴が伴っている。これには床面中央に 4本の主柱穴をもっもの

ともたないものがある。 S1115. S1610・ S11166は主柱穴をもっが,例は少ない。これらはおもに 1期

からΠ期にかけての古い時期にみられることが注目される。主柱穴以外には壁のちかくにある土柱八と,

床面上にある小さな柱穴がある。大型で主柱穴をもたないタイプに床面に小柱八がみられる(S11000'SI

1315 ・ S 136の

30が以下の小さなものはまったく柱穴をもたないものが多い。しかし,1期からΠ期にかけての時期に

は,25が以下のものでも柱穴をもっ例が多い。たとえばS1458は14がとかなり小さいにもかかわらず,9

つの柱穴をもってぃる。さきの主柱穴のあり方を勘案すると,1期からΠ期にかけての時期と,それ以降

では柱の構造が変化したことか'うかがえる。 8世紀前半頃までの大型住居は主柱八を配し,小さいもので

も柱穴をもっという構築方法が,のちには大型住居の主柱穴を省略し,小型のものにっいては柱八をもた

ないような方法に変化してぃる。これにともない住居の構造も変化しているものと考之られる0 このこと

は1期に正方形の平面形のものが多いこととも関連していると考えられる。1h期以降は相対的に柱八がノ

なくなり,長方形の平面形をとるようになってぃるのであり,伝統的な住居構旭から脱したとも評価でき

Ⅶ まとめ

よう。

周溝周溝も柱穴と同様にすべての住居にみられるものではない。ただし,周溝の有無は柱八のように

規模や時期などとの明確な関連をよみとれない。また,その機n毛にっいてもかならずしも明らかではよいが,

S11000では埋土から周溝の部分に板材が本来存在し,その内側から粘土まじりの土でその板材をおさえ

てぃることが判明した。住居内部の「周堤」ともいうべきもので,周溝部分には壁と一体とよった0"材か

入っていたと考えられる。
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2)掘立柱建物と土坑

竪穴住居は時期の変遷のなかで,大型のものがなくなってゆく(第84図)。 50m'以上のものは, S1360が

もっとも新しい。この時期は新しくとも1Ⅱ,期である。Ⅲ.期以降には最大でもほぱ30命を限度とし,大土の

竪穴住居がなくなる傾向は顕著である。ここで,注目されるのが掘立柱建物である0

掘立柱建物掘立柱建物は27棟ある。掘立柱建物には束柱をもっ総柱建物とこれをもたないものがある0

前者は床束をもっ高床式と考えられ,11棟ある。これらは2間X 3間のものか'1棟みられるほかは,いず

れも2間X 2間の小規模なもので,面積は15が未満である。この大きさと高床式の構造からみて,これら



3 奈良・平安時代の遺構と遺跡

の総柱建物は居住用の建物ではなく,倉庫

と考えられる。他方,束柱をもたない建物

は梁間 2 間(有廂のS11229はこれを含めて3

間),桁行は 2 間から 4 間で,面積は25m.か

ら66がである。これらは居住用の建物と考

之てよいであろう。したか'つて,束柱をも

つ建物は高床式倉庫(以下「倉庫」とする),

束柱をもたない建物は居住用の建物と考え

られる。ここでは居住用の建物については,

竪穴住居と対比する意味で,かりに「掘立

住居」とする。掘立柱建物の時期は出土遺

物の多い竪穴住居とちか'い明確でないもの

が多い。柱穴出土の土器や竪穴住居との切

り合い関係で,時期がおおよそわかるのは,

S 11229 ・ S B 790 ・ S B 730 (1V2期以降),

S B 1161 ・ S B870 ・ S B570 aV1期以降)な

どである。他のものについては不明で,倉

庫についてはほとんど確認できない。しか

しながら,掘立住居はIV期以降のものがか

10

.総柱

第85図奈良・平安時代掘立柱建物軸長分布図

なり存在するのに対し,明確に古いものが確認できないことから,相対的に新しい時期のものが多いと推

定される。ここで前述した大型の竪穴住居が1ル期以降なくなることを想起すると,大型の竪穴住居にかわ

つて掘立住居があらたにっくられるようになったと考えられる。竪穴住居の規模と時期をみるとき,1ル期

以降の大型の竪穴住居を掘立住居力沫甫っていることが理解される。一定の有力階層はm.期以降,すなわち

9世紀前半には竪穴住居に住まなくなり,掘立柱建物を建てて住むようになったと考之られる。

土坑の性格奈良・平安時代には大きな土坑か目立っ。平面形は円形で,直径1~2.5m,深さ数10師か

ら1.5mほどで,断面はすり鉢状のものである(図版42)。これらの時期は出土士器からみて,おおよそ1期ない

しは仏期である。しかも分布は調査区中央から南東側縁辺に多い。土坑の性格と機能にっいてはよくわから

ないが,とくに何かを埋納した状況ではなく,塵芥穴かと推測される。したがって,集落の形成からまも
ご A

ない時期には,塵芥の処理にあたっては,穴を掘ったことが想定される。これらの土坑か'1期からⅡ期の

住居に近接して存在することはそれを裏付ける。一方,Ⅱ2期以降にこうした形態の土坑がなくなることは,

他に塵界の処理をしたことを示す。おそらく,すでに放棄されてぃた竪穴住居の落ち込みがそれにあたる
と思われる。大型のS1360に近接する S1339は,20がほどの平均的な住居でありながら,鉢.チ先椀.壺蓋

特殊蓋など,稀少で多様な器種か目立っ。これは本来 S1360などで使われたものが,すでに廃棄されて

いたこの住居「跡」に棄てられたことによると考えられる。
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B.遺跡の変遷(第87・88図)

竪穴住居と掘立柱建物は調査区のほぽ全域に分布するが,分布の疎密がみられる。竪穴住居は刑丘の中

央部に近い調査区の北側に少なく,中央部にもっとも集中し,内陸側の湿地に落ち込む南側もまた小なく
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第86図奈良・平安時代竪穴住居方位分布図

なる中央部の密集部分は重複が多い。調査区内だけの分布から見れぱ,南西側と東側にさらに集落がの0

ぴるものと推定される。竪穴住居の方位(主軸方向)は第86図のような分布を示す。これを見ると,北か

ら45度前後西にふれた方向,すなわち調査区のグリッド方向にほぽ一致するものが多いことが分かる。 こ

れにつぃで西に近いものも多数みられる。

掘立柱建物のうち,総柱の倉庫は調査区中央に 1棟のみ分布するが,竪穴住居が少ない北側と南東側縁

辺部にそれぞれ群をなす。北側には SB355・ SB262・ SB252・ SB1570の 4棟があり,南東側縁辺部には

SB 110. SB 1370. SB H65・ SB 1535・ SB 1162・ SB604の 6棟がある。集落全体に散在するのではなく,

その縁辺部に集中的に分布することは,村落構造を考える場合とくに重要なことである。束柱をもたず住

居と考えられる掘立柱建物,すなわち掘立住居は倉庫とはことなり,かなり広く分布する。ただし,調査

区中央部より南東側に比較的多い。掘立柱建物の方位は様々であり一定の規則性は看取できない。長方形

の平面形を呈する掘立柱建物の場合,長軸となる桁行の方向はおおむね東西方向か,北西一南東方向である。

このことは長方形を呈する竪穴住居の方向と一致することが留意される。

さて,個々の遺構の時期であるが,前述の検討から遺構の構成は「竪穴住居(大型・小型)十倉庫」から

「掘立住居十竪穴住居(小型)+倉庫」に変化することが推測された。第87・88図は竪穴住居を主にした 1

~Ⅳ期の変遷である。時期の比定は出土士器によったが,竪穴住居が使用された時期を明確にすることは

なかなか容易ではない。まして同時に存在したものを抽出することは難しい。ここでは大まかな時期比定

により,遺構の変遷をたどることにしたい。

1期約20棟の竪穴住居があ1),比較的多い。調査区の西側には 1棟のみで,中央部から東側に多い。

おおよそ, A~Eの5群に分けられる。 A ・ B群は 1棟ずつであるが調査区以外に近接して同時期のもの

が存在するものと推定される。棟数はC ・ D群か'6棟以上で多いが,これらに 1期でも新しい傾向を示す

住居がいくつか含まれており,同時に存在したものは 3 ~ 4棟と考之られる。,

Ⅱ期 20~25棟の竪穴住居がある。 1期に形成されたA~E群の5群の中にF ・ G ・ Hの 3群があらた

にでき,広い範囲に分布する。調査区端にあるE ・ H ・ G群は他の群よりかなり雛れており,群としての

把握は容易であるが,全体はよくわからない。 A群は 1期の 1棟から 2棟になる。 S1429 は一応B群とし

たが,1棟のみで群をなさない。ただし大型である。 C群は 1期にひき続き数が多く,10棟前後を数える。

大型住居であるS11000が群からやや雜れた位置にあり,別に把握される可能性もある。またC群はさら

に北側と南側の2つに細分できる可能性もある。 1期にかなりの数が存在したD群は中心が調査区端に移

まとめ
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3奈良・平安時代の遺構と遺跡

からである。掘立住居のなかにはSB570・SB790のように50㎡を越えるものが含まれている。SB790は

IV2期のSI753を切っており,SB1229と同様にもっとも新しい段階に比定される。IV2期に限ってみれば,

B・J・Eの3群のみである。内容から見て、B群・J群が有力グループとみなされる。

以上,1～IV期の区分にしたがって,遺構の変遷を概観したが,それぞれの時期に20棟前後の竪穴住居

と掘立住居が存在することが判明した。しかし,それぞれの時期は30年から50年ほどの時期幅があり,土

器だけから言えば細分可能なものである。竪穴住居の使用年数は20～25年程度に見積もられることがら,

同じ時期であっても,同時に存在したかどうかはわからない。しかし,それを考慮してもなお,竪穴住居

と掘立住居はいくつかのまとまりをなすものが多い。それは「竪穴住居小グループ」〔鬼頭1976〕と称される

ものである。1グループの竪穴住居の数は全容が把握されていないこともあって必ずしも明確ではない。

ただ,近接する2～4棟が一つの単位として把握される例が多いようである。また50m2以上の大型の住居

は1棟のみ他からやや離れて存在する傾向もみられる。

掘立柱建物のうち,倉庫の時期はほとんど明確でない。そのため,これが竪穴住居のグループとどうい

った関係にあるのかよくわからないが,注目されるのは個々の竪穴住居のグループが必ずしも倉庫を伴わ

ないことである。SB1241のみIV2期の大型掘立柱建物のグループに伴う可能性があるが,これをのぞいた

倉庫は竪穴住居が集中する範囲の縁辺に分布し,特定の竪穴住居グループには伴わないと考えられる。こ

のように考えてよければ,この集落における倉庫はIV2期(9世紀後半前後)をのぞいて竪穴住居のグルー

プに所有されるものではなく,これより大きなグループ,もしくは集落全体にかかる施設といえよう。仮

に倉庫が住居グループと重複しないとすれば、F群'・G群と近接する4棟は1・IV期,D群・J群と近接

する6棟はII・m期に存在したと考えることもできる。従来の集落研究ではこの倉庫のあり方により,集

落構造や経営単位が考えられてきたが,このように竪穴住居のグループに倉庫が伴っていない状況は,竪

穴住居のグループが農業経営として充分な自立性をもっていないことを示していよう〔鬼頭1976〕。後述す

る律令期以後の集落と対比すればその違いは明確である。

倉庫とならんで注目される遺構は井戸である。本遺跡では井戸は1基も検出されていない。県内の他の

遺跡例からみて,おそらく8・9世紀の竪穴住居を主体とする集落では,井戸をもたないのが一般的であ

ったと考えられる。飲料水は不可欠であるから,本遺跡では砂丘縁辺部の湧水を集落共同で利用していた

ことが予想される。律令期以後の集落では建物などの単位ごとに井戸をもつものが確認され,飲料水の確

保方法にも大きな差が認められる。井戸を掘って水を得るという作法が普及することが注目されるととも

に,「家」ごとに水を得るという基本的理念のあらわれもまた,倉庫と同様に「家」の「自立」を示す重要

な指標と評価できよう。
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A.成立とその背景

山三賀Ⅱ遺跡は砂丘上に営まれた奈良・平安時代の集落跡である。今回調査したのは13,600がであるが,

集落跡全体からみれぱその一部にすぎない。そのため,この集落についてさまざまな問題を分析すること

はむずかしい。しかし,今回の調査成果をまとめ,若干の考察を述べておきたい。遺跡についてこれまて

述べてきた成果は,以下のようにまとめられる。

1.遺跡は8世紀初頭に成立し,9世紀後半に衰退する。この間の約 200年間,連続して集落が営まれ

る。 8世紀初頭に集落が成立する前は2世紀以上無住の地であり,9世紀後半以降も近世前期まで無

住の地であった。

2.遺跡はおもに竪穴住居と掘立柱建物から構成される。掘立柱建物は小規模な高床式倉庫と住居(掘

立住居)がある。 8世紀代までは住居はすべて竪穴住居からなり,9世紀以降,大型の竪穴住居にかわ

つて掘立住居が出現する。高床式倉庫はどの時期にも存在すると推定される。井戸はまったく存在し

なし、

3.出土遺物には,帯金具8点,和同開珎2点がある。帯金具の大きさからみて,7位~ 8位の有位の

ものが居住してぃたと考えられる。墨書土器は約20点あるが,一文字のものが多く,硯は杯蓋を転用

したものだけである。

4.鉄製農工具(鋤鍬先・鎌など)の出土から,農耕集落と考えられる。また鉄津・紡錘車の出土から集

落内で鉄製品と布の生産をおこなクていたと考之られる。

性格以上の点から,遺跡の性格は有位者を含む農民の集落と結論グけられる。このことは同ヒ沼垂郡

内にある豊浦町曽根遺跡(第89図)との比較から,明確に導くことができる。曽根遺跡は福島潟の湖岸砂丘

上に立地した奈良.平安時代の官衙関連遺跡である。この遺跡は出土土器からみて,8世紀前半に成立し,

9世紀末葉には衰退する。時期的にまさに本遺跡と重なり,立地条件も砂丘という点で共通している。こ

のような共通点がある反面,遺構・出土遺物のあη方はかなりことなっている。まず,遺構は掘立柱建物

は'かりで,竪穴住居は一棟も検出されてぃない。そして井戸か'7基存在する。遺物には墨書士器か'280点

もあり,意味.内容がある程度判明するものも含まれている。なかでも「郡」「上殿」などは注目され

る。硯には円面硯が数点含まれている。また,きわめて豊富な木製品がある。木簡・荷札・桧扇・櫛'斎

串.木沓.かんざし・盤・蓋などである。これらの点からみると曽根遺跡は一般集落ではなく,官衙に関

連した性格と規定することができる。そして,木製品は別にして,両者の遺構・遺物の内容を比較すれぱ,

山三賀Ⅱ遺跡は地方官人になりうる有位者が居住していたとしても,官衙に関連したものではなく,農耕

集落ということができる。本遺跡では8世紀代の住居はすべて竪穴であり,9世紀においても住居の多く

は竪穴である。硯は円面硯は 1点もなく,墨書土器にしても内容が貧弱である。

成立背景この集落は8世紀初頭に突如として砂丘上に出現する。調査区内の状況からみると,ここに

は少なくとも古墳時代中期以降2世紀以上の間,人々が住んだ形跡はない。それでは8世紀初頭に集落か

成立する要因は何であろうか。この問題にっいて考えるためには,集落の存在する地域的条件,集落が成

立する時期(歴史地り条件,そして集落の立地条件(環境)を明確にする必要があろう。時期的な条件は当然

地域的条件と密接にかかわるところである。

4 . 古代集落としての山三賀Π遺跡

Ⅶ まとめ
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4 古代集落としての山賀Π遺跡
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第89図曽根遺跡の遺構・遺物 家田ほか1981・1982原図、改変

第一に地域的条件この集落は古代において,越後国沼垂郡に存在し大沼垂郡は大化3年(647)に畿

内王権により淳足柵がよ置された地域である翌年には淳足柵のさらに北側に磐舟棚が設置され,7世紀

中葉に阿加北地方に畿内王権の支配が強く及んだことがわかるそしてこのことは,阿加北地方がそれ以

前においては畿内王権とのかかわりが相対的に薄く,阿賀野川の南までの地域と明確に一線を画す地域て

あったことをはっきり尓す。阿賀北地方は畿内王権にとっては「辺境」であ1),「蝦夷として位置づけ

られていたのである『書紀大化4年条によれば,畿内王権は磐舟柵戸を置き,越とイ濃の民を配置して

お1),栢民により辺境の開発にあたったことか知られる沼垂郡の3つの郷のうち足羽.賀地の2郷

はともに越前国に起源をもつ郷名であり,実際に移住があったことが推定される

第に時期的条件 8世紀初頭の時期は,この地域が律令体制に組み込まれ,安定してゆく時期である

持統朝の 690年頃に越国が三分され,阿賀北地方は越後国となり,大宝2年702 には阿賀野川の南の蒲

原'古志'魚沼・頸城の越中王四郡が越後国に編入され,律令体制下の地方行政組織が安定する。持統4

年(69のには飛鳥浄御原令の戸令にもとずく庚寅年籍の作成を契機にして,全国的に国郡里制が施行され

たとされ〔原1976,大宝2年には大宝律令か天下諸国に頒布され,ここし'律令体制の確立をみる本遺跡

が成立するのはまさにこの時期なのである

第三に遺跡周辺の立地条件古代の集落が存在した時点での周辺の土地の状況であるが,遺跡が立地す

る砂丘の内陸側は広大な低湿地が広か'つており,水田として利用できる士地ではなかったと考えられる

櫛(復元

十

持統4年690 に作成された庚寅年籍の時点で広大な越国が分された"能性も号之られる坂井1983〕
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現在この地は一面の水田地帯であるが,ここが水田化されたのは近世前期(17世紀中葉)の加治川の分水路

である聖篭新川の開削によると考えられる(第11章4A)。それまでは湛水部分をかなり伴う沼地に近い状

況であり,水田には不適当な土地であったはずである。したか'つて,砂丘上は洪水に見舞われることはな

く居住に適してはいたものの,水田による農業生産で生活を営む場合,水田は砂丘の内陸側に沿ったとこ

ろではなく,東側の沖積地の中央に求めなければならなかったと考えられる。水田と集落との往来はもち,

ろん船によっていたのであろう。

以上の諸条件を勘案するとき,在来の農民が自発的にこの地を選び住んだとはとうてい考えられない。

あくまで農業生産を基盤に考えた場合,この土地の生活条件はけっしてよくない。したか'つて,8世紀初頭の

無住の地に集落が成立するその背景に,農民の自律的な要因よりも何らかの外的要因が考えられる。その

時期と地域性を重視すれぱ,律令国家の確立との強い関連性が想定されるのである。

ここで,沼垂郡という地域性を強調するならぱ,この集落は「柵戸」のような性格であη,その構成員
1)

は他地域の人々の移住によるものと考えることもできよう。しかし,この集落の成立は大宝2年以降とみ

られ,すでに律令制のもとに沼垂郡が機能していた時期であり,淳足柵は城柵としての機能を停止してい

たものとみられる。したがって,この段階で成立する集落を「柵戸」としてはとらえられない。そして,

この集落が出羽に対する東北経営と直接関連したものとの積極的な評価も,また妥当でないと思われる。

東北経営に必要な軍事力,たとえば兵士・武器・食料等の供給源としての集落であるならば,もっと鉄器

生産にかかる鍛冶工房があってよいだろうし,なによりも8世紀前半から9世紀後半までの間,継紕して

営まれる必然性はないであろう。むしろ,農耕村落であったがゆえに,9世紀後半まで再生産により維持

されたといえよう。

このようにみてゆくと,律令国家がこの集落を編成した目的は,この地域の生産力を高めるための開発

に主眼をおいたものであったと考えられる。この砂丘上には本遺跡は'かりではなく,かなり多くの集落遺

跡が存在してぃる。そして,これらの遺跡の多くが,本遺跡とほぽ同じ時期に成立していると予想されるこ

とから,8世紀初頭から前半の時期に,この周辺の地域の集落が一円的に編成されたものと考之られる。

8世紀初頭に出現するこれらの集落は,その成立背景からみて,当然律令制のもとに支配されたであろ

う。農民は戸籍により掌握され,租税が果せられるとともに,班田収授法によη口分田を班給されたはず

である。日本の班田制は「農民の水田にたいする権利の弱さを前提としている」〔吉田1976〕といわれるが,

この山三賀のように耕地と集落が一体とはならず,かなり距雜的に雜れていたことはそれを象徴している

ように思われる。逆に言えぱ,この集落はこうした班田制を実現することを前提に設疋された集落であり,

その設定にあたって律令国家は農民の律令的支配のための編戸(五十戸一里佑ID などを考慮したはずである。

したがって,この集落は律令国家によって編成された律令制下村落の典型例とい之る。律ア制のもとに編

成された集落であれぱ,律令体制の変質・弛緩とともに 9世紀後半に衰退してゆくことも自然であろう0

と思われる。そのため,この集落の出自を他国に求めること

が妥当かどうかは,現段階では判断できない。いずれにしろ

この集落の構成貝は律令国家の政策のもとに,他の土地から

この地に移住したものであろう。
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1)他地域からの移住については,出士遺物や遺構のなかに,

地域を特定できるようなものはとくにみられない。沼垂郡

では足羽.賀地の郷名から,北陸道西部の越前国に出自を

もっ人々の移住は十分考えられるところであるが,遺構.

遺物に地域的特徴を見い出すことはかなりむずかしいこと



B.山三賀Π遺跡と県内の古代集落遺跡

律令期の集落本遺跡は律令国家との強い関連のもとで生れた集落と考之られるが,このような集落は

越後の古代集落のなかで,どのように位置づけられるであろうか。沼垂郡という地域的特性により,これ

を特殊な集落とみることができるであろうか。以下,県内の古代集落遺跡の事例を検討することにしたい。

県内の古代遺跡の調査は必ずしも多くはないが,竪穴住居を主体にした遺跡はいくっかある。代表的な

例は上越市山畑遺跡〔小島197田,同一之口遺跡〔新潟県教育委員会198田,十日町市馬場上遺跡〔十日町市教

育委員会1975・197釘,青海町須沢角地A遺跡〔土田ほか198幻などがある(第90図)。山畑遺跡.一之口遺跡は

古墳時代後期の遺跡で,馬場上遺跡・須沢角地A遺跡は奈良・平安時代の遺跡である。本遺跡と同じ奈良

・平安時代の2例はいずれも8世紀前半には成立し,10世紀代には廃絶する。馬場上遺跡には居住用の掘

立柱建物があるが,須沢角地A遺跡ではこれが明確ではない。いずれにしろ竪穴住居を主体にし,100年か

ら200年は継続して営まれておη,構造は山三賀Ⅱ遺跡ととくにかわるところはない。ここで注目されるこ

とは,本遺跡とほぽ同じ8世紀前半に同じような竪穴住居を主体とする集落が形成されてぃることである。

馬場上遺跡は古代律令制下の魚沼郡,須沢角地A遺跡は頸城郡にあり,ともに阿賀北地方のように「辺境」

とされている地域ではない。この2例をもってすべてを推測することは危険であろうが,阿賀北地方に限

らず,越後においてはこの時期が集落形成のひとっの画期であることが考えられる。そして,10世紀には

このような集落が衰退してゆくという傾向も同様にうかか'うことができる。10世紀以降にはこのような竪

穴住居が群をなす比較的規模の大きい集落はもはや成立することはない。したか'つて,これらの集落にっ

いて,8世紀前半という成立時期に着目するならば,前述の山三賀Ⅱ遺跡と同様に律令体制との関連でと

らえることが可能であろう。それは律令体制が崩壊するとされる9世紀末から10世紀にこれらの集落が廃

絶することとも表裏一体とい之る。このことは律令体制と一体ともい之る官衙遺跡も8世紀前半に成立し,

9世紀後半以降衰退してゆく動向とも関連し考慮されることである。以上の点から,山三賀Ⅱ遺跡のよう

に竪穴住居を主体とした集落は越後における8・9世紀の律令期集落の典型といえる。

律令期以後の集落山三賀Ⅱ遺跡が衰退・廃絶する9世紀後半以降の集落遺跡はどのように展開するの

であろうか。まず注目されることはこの時期の遺跡のあり方である。それは全県的に 9世紀後半以降の遺

跡数が著しく増加することである。これまでに調査された遺跡伊ルこの時期のものが多いし,分布調査で

把握される状況も同様である〔坂井1985・坂井ほか1986・坂井198力。このような遺跡数の増加はおそらく山

三賀Ⅱ遺跡のような大規模な集落の解体と密接にかかわるであろう。

次に,9世紀後半以降の集落遺跡の構造であるが,代表例として上越市一之口遺跡(西地区)〔坂井ほか

1986〕をあげることができる(第91図)。遺構は掘立柱建物・井戸・土坑.畠(畝状小溝).溝などであり,竪

穴住居はない。これらの分布をみると,掘立柱建物と井戸・土坑か'まとまりをもち,これに白が伴うこと

がわかる。すなわち,少なくともA ・ B ・ C ・ D群の4つの遺構の単位が存在する。掘立柱建物には住居

と倉庫(総柱建物)がある。廂をもっ大規模な総柱建物(A群)は灰釉陶器の集中的な出土からもかなりの

有力者の住居と考之られる。図上の方格状の線(網目)は遺構のあり方を勘案して,半町(約55m)間隔て

仮に引いたものである。こうしてみると,さきの4つの単位が半町を単位とした条里的地判のもとに配置

されていることもうかが之る。それはともかく,この遺跡にみられる集落構造は住居と井戸を基本単位と

し,これに倉庫や畠が伴うものであり,それぞれの遺構単位が消費ぱかりではなく,農業経営においても

自立した単位であり,それぞれが一定の区画からなる「宅(家)地」を所有してぃたことを示してぃる。山

Ⅶ まとめ
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4 古代集落ιしての山三賀Ⅱ遺跡
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4 古代集落としての山賀Ⅱ遺跡

三賀Ⅱ遺跡のような8・9世紀の集落においては竪穴

住居か'グルーフを形成していたとしても,それぞれの

グループは倉庫を所有しておらず,「個々の家が自立

していない族佑1珀勺な社会吉田1976 を反映したあり

方と考えられる両者の集落構造のきわだったちがい

は,社会そのものの構造変化を感じさせる 9世紀後

半以降の集落がすべてこのように「宅地」をもった自

立した単位から構成されるとは考えられず,階層差や

生活基盤の差により当然その構造もちがったものにな

ろうしかし,ほぱ同時期の新潟市小丸山遺跡藤塚ほか

1987 なども同じ遺跡のあり方をしており,越後にお

ける地域的な偏差はないものと考えられる。頸城地方

が先進地域であり,生産性も高いことから,一之口遺

跡のような集落が成立したとは考之られず,一定の有

力者は宅地を所有したといえる

9世紀後半以降の集落は構造ばかりではなく,立地,

もそれ以前の集落とはことなる傾向がある。山三賀の

ような砂丘上や馬場上遺跡のような河岸段丘上ではな

く,沖積地内の微高地に立地することであるつまり,

集落に近接して耕地が得られるような立地であり こ,

こに集落(宅地)と耕地が一体となった姿をみることが

できる山三賀Ⅱ遺跡が衰退した後,この砂丘上は近

世の新田開発まで,またく人々が住むことはなかっ

た耕地が近くに存在し,農業生産に適してぃるとこ

ろであれば,古代律令期以降中世までの長い間に当然

人々が住んだはずである律令期に国家が集落の形成

に介在すれぱこそ,またそれを受け入れる社会構造て

あれぱこそ,農耕を営むう之で不便なところにも,こ

のような大規模な集落が成立したとい之る

＼＼

川

1 ナ"とえぱ,鍛冶工房という性格を想定できるような小規模

な遺跡は,この時期によくみられるが,これらは段丘上に立

地,竪穴住居を伴うことが多く〔坂井ほか1987〕,構造のち
がいは大きい

2 このような構造をもつ集落は,他地域ではこれより前から

存在するたとえぱ,畿内では著名な大阪府高槻市郡家今城

遺跡〔原口1977 にみるように,8世紀代に確認、されるし

たがって、ここで王朝国家期の集落とするのは,あくま

で越後ι、おけるものであるしかし,8世紀代の集落類刑が

百的であるかどうかは,今後の調査例の増加をまって,あ

らためて検a寸する必要があるただ,8世紀代の土地制度の

変化ι、呼応しナ'動きは考慮に入れておくべきであろう
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一之口遺跡に代表できるような集落は律令期以後成立するのであり,社会体制とのかかわりでいうなら
.j

ば, r王朝国家期(前期)」の集落とすることができるしたか'つて,山三賀Ⅱ遺跡と一之口遺跡を古代村落

史のなかに位置づけれぱ,両者の構造は越後における「律令(型)村落」から「王朝国家(型)村落」への

歴史的変化を典型的にあらわしているといえる。それはまさに社会体制と無関係ではあ1)之ない古代集落

の実態を反映しているとい之よう。

古代における沼垂郡の動向陣92図・第18却

最後に山三賀Π遺跡に集落が営まれた古代,とくに律令期における沼垂郡の状況にっいて,遺跡の動向

から概観し,報告の結ぴとしたい。

現在,判明してぃる古代遺跡のあ 1)方をみると,本遺跡が成立する8世紀初頭から前半の時期は,集落

ばかりではなく,さまざまの遺跡において,大きな画期とすることができる(第18表)。集落は山三貞周辺,

の砂丘上にいっせいに成立する。こうした状況は山三賀の砂丘と同じ砂丘列にあたる亀田砂丘ほ形易市'亀

田町.横越村)においてもみられる〔酒井ほか198力おそらく,律令制の成立にともなって村落の「再編」か

この時期かなり広汎におこなわれたものと考えられる。沼垂郡は 3郷しかなく,令制における 5f又階の等

級では最下の小郡である。したか'つて,人口・耕地面積はかなり少なく,土地の生産性は低かったであろ

う。それは沖積地内に水田になりぇない広大な砂丘と低湿地が存在したからであろう。この地域の開発に

は越前などを含めて,他地域からの r移民」によるところが多かったと思われる。当然この月夙には国永

の力が介在したはずである。

律令制そのものを体現する官衙関連遺跡もこの時期に成立する。遺構・遺物からみて,豊浦町曽根遺跡

は沼垂郡衙に関係する遺跡である。この遺跡は郡衙の政庁にあたる郡庁ではないであろうが,8世紀前半

に成立し,9世紀後半~末葉には廃絶する。

一方,生産関係も8世紀前半に各分野でぃっせいにはじまる。まず須恵器生産は阿貞北地方でも8世紀

第1四半期にはじまり,大規模な窯群である笹神丘陵の笹神・真木山窯も,おそくとも第2四半期には開

窯し.きわめて活発な生産をおこなう。ここでは須恵器は'かりではなく,士師器もかなり生産されたと考

えられ,土器の集中的生産がなされたものと思われる。土器生産を掌握したのは,工人組織の編成にかか

る労働力の差配権の所在を前提にすれぱ,郡司層に比定しうるであろう。笹神丘陵における須恵器生産は

9世紀後半には著しく衰退し,まもなく廃絶する。この地域の須恵器生産が律令制をバックにして成り立

つてぃたとすれぱ,この時期の衰退は当然であろう。

笹神丘陵では須恵器(土器)のほかに,鉄生産も大規模におこなわれている。製鉄遺跡の調査例はごく少

なく,生産の開始と衰退の時期はよくわかっていないが,他地域の状況からみて,8世紀前半には開力0さ,

れるものと推測される。ここではおもに砂鉄を製錬して,鉄素材が生産され,これが本遺跡のような集落

にもちこまれ,集落内の鍛冶工房において鉄製品が製作されたと考えられる。製鉄遺跡が須恵器窯と同じ

丘陵内に分布する伊"よ北陸地方ではかなり一般的であり,両者の生産が密接な関係をもっていたことが考

えられ,鉄生産にも郡司層の関与を想定できよう。鉄生産が終る時期も明らかではないが,Ⅱ世紀には衰

退するものと推測しておきたい。

笹神丘陵で生産された須恵器(土器)や鉄素材は生産遺跡の分布からみて,おもに沼垂郡と磐●"郡内に供

まとめ
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1)文献史学の立場から,フ.8世紀の製鉄経営者は郡司層にあったとする意見がある〔原島196幻
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4 古代集落としての山賀Π遺跡
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給されたと考えられる。また,出羽に対する東北経営を考慮すると,ある時期に出羽にも供給されたこと

も考えられる。ここで想起されるのは笹神丘陵の眼下に立地する前述の曽根遺跡である。官衙に関連する

と考之られるこの遺跡の機能・性格にっいては具体的に示しえないが,須恵器(土器)と鉄の一大生産地を

ひかえてぃること,福島潟の湖岸に立地することを考慮すると,須恵器や鉄などの物資の生産と流通にか

かるものとの想定もできる〔家田ほか1981〕。福島潟は内水面によη新潟平野のほぽ全域,及び阿賀野川・信

濃川河口を経て日本海へも通じている。船による物資の流通を考之れは'まさに好条件である。

生産関係ではこの他に塩の生産がおそらく8世紀前半には始まる。これも調査例が少なくよくわからな

い部分が多いが,越後.佐渡では古墳時代の土器製塩は確認されておらず,7世紀末葉から8世紀初頭の柏

崎市刈羽大平遺跡〔品田ほか1985〕が最も古い。沼垂郡内では本遺跡に近い海岸に,新潟市出山遺跡がある。

時期は8世紀代の中葉前後と推定される。越後・佐渡の士器製塩は若狭で発達し,能登で確立された技術か

伝わったと考えられ,その背景に東北経営との関係も想定されるという〔小ψ凱98幻。延暦年間に佐渡・越後

両国から出羽の雄勝城と陸奧の志波城に米と塩が送られていること(続日本紀)は,その意味で興味深い。

このように沼垂郡における集落・官衙(関連)の成立・再編,須恵器(土器)・鉄・塩といった手工業生産

は,8世紀前半にいっせいに開始する。そこに律令国家を背景にした大きな動きをみることは容易である。

鉄や塩の生産は別にして,集落と官衙,そして士器生産は9世紀後半に再び大きな変化が生じる。砂丘上

の多くの集落は衰退・廃絶し,おそらく耕地を近くにもっ沖積地内の微高地へ移動すると推定される。新

たに成立した集落はすでに竪穴住居が主体ではなく,掘立柱建物が普遍的にみられ,私有地としての明確

な「宅地」をもっものも出現してぃたであろう。そこには自立した経営単位をはっき1)と見い出すことか

できる。この集落の変化は,律令制下の村落を規定していた造籍や班田の制が,9世紀の30年代から急、速

に解体しはじめ,延喜の諸改革を経て10世紀には崩壊するという歴史的事実〔吉田1976〕とも符合する。ま

た.そうした変化をひき起す要因たりえたであろう,農民の自立とそれをささえた生産力の向上も見落とせない。

集落の形態.立地の変化に呼応するかのように,須恵器生産も9世紀後半に急、速に衰退する。ここに郡

単位,あるいは2~3郡単位の土器の生産・流通体制は崩壊し,海を越えた佐渡小泊窯製品の大量流通か

はじまり,国を越えた広域流通が成立する。律令期の生産形態かまさしく律令制と深くかかわっていたこ

とを示しているとい之よう。

古代の沼垂郡は大化3年(647)に淳足柵が設置され,畿内王権による「辺境」支配と開発がはじまる。そ

してその約半世紀後,律令国家体制が確立し,急、速に変貌する。その大きな変貌をもたらした農業生産'

手工業生産もある意味で国家の力によって,ささえられていたとい之る。これ以降の沼垂郡の歴史をかえ

1)みれぱ,おそらくこの段階においてのちの沼垂郡の基礎が形成されたと評価しうるであろう。

Ⅶ まとめ

これまで今回の調査によって得られた成果にっいて述べてきた。発掘面積13,600が,のべ12ケ月を要し

た調査の資料は実にぱう大であった。約 130棟の竪穴住居と掘立柱建物という多くの遺構を残していた遺

跡の報告としては,本書はあま1)にも不備が多い。しかし,この調査によりはじめて明らかにできたこと

も多いと思、う。古代の集落の一部分の調査ではあったが,文献史料からだけではわからないこの地域の歴

史の一端は把握できたように思、う。山三賀という土地にかって営まれたひとっのムラの跡にも,歴史のー

断面があざやかに投影されてぃる。これが調査・報告を通じて得られた結論である。残された課題は多い

が,この成果をもとにこの地域の古代史を解明してゆくことを期し,この報告を終えたい。
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1.山三賀Ⅱ遺跡は新潟県の北部,聖篭町大字三賀字白通り他に所在する遺跡は海岸砂丘上,標高約5m

に立地するが,現在の海岸線より約5km内陸側にあり,古代から現代に至るまで生活基盤は海と関係な

い農村地帯である。古代にあっては淳足柵が設置された越後国沼垂郡内に含まれる。

2.調査は新新バイパス(国道7号)の建設に伴って,昭和60年から62年に実施した。調査範囲はバイパ

ス線部分の幅約80m,長さ約180m,面積13,60om.である。遺跡の範囲は法線外にかなりひろがる。

3.調査の結果、①繩文・弥生時代,②古墳時代,③奈良・平安時代の遺構・遺物が検出された。繩文・

弥生時代の遺構・遺物はごく少なく,主体は古墳時代と奈良・平安時代の集落跡である。

4.繩文・弥生時代でもっとも古い士器は繩文中期初頭で,これ以前に遺跡が立地する砂丘(1 2列)

が形成され,以後ほとんど飛砂や砂の堆積がなく砂丘そのものは変化していない。土器は繩文中期以降

弥生時代中・後期まで断続的かつ散発的に存在する。

5.古墳時代の遺構には竪穴住居12棟,方形周溝遺構1基のほか士坑がある。時期は前期から中期初頭か

主体である。土器のなかには畿内布留式の強い影響を受けたものが多くあり,この時期に大和政権の進

出に伴う古墳文化が,越後北部の阿賀野川以北の地域まで浸透していたことが確認、される。

6.奈良・平安時代の遺構には竪穴住居約90棟,掘立柱建物27棟の他に,土坑・ピットがある。集落の成

立は8世紀初頭で,衰退は 9世紀後半である。掘立柱建物には高床式倉庫と考えられる束柱をもつもの

(総柱建物)と住居と考えられる束柱をもたないものがある。後者は大型の竪穴住居にかわっておもに

9世紀以降に出現すると考えられる。遺跡の性格は遺構や出土遺物からみて,律令期の農耕集落と考之

られるが,その成立背景には時期や立地条件からみて律令国家との強い関係が想定される。

フ.奈良・平安時代の出土遺物には大量の士器(須恵器・土師器)のほか金属製品・石製品がある。金属製品

には多量の鉄製品(鋤鍬先・鎌・刀子・鉄鑛・紡錘車など)と銅製品の帯金具信十8点),和同開珎2点か

ある。石製品はおもに砥石である。帯金具からみて集落内に有位の人物が居住していたことが考えられ

る。また,鍛冶工房の竪穴か3棟検出され,集落内で鉄器生産がおこなわれていたことか知られる。

8.奈良・平安時代の士器は,8世紀初頭から 9世紀後半までの間を 1~1V期に分けられる。 1期(8世

紀前半頃)には土師器は非ロクロが多く,須恵器も量的に少ないが,Π期(8世紀中葉頃)以降ロクロ
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土師器になり,須恵器も増加する。須恵器は同一郡内にある笹神・真木山窯の製品が多いが,Ⅳ期(9

世紀中葉~後半)以降,佐渡小泊窯の製品が多くなる。ロクロ土師器は胎士・手法からみておもに須恵

器と同一生産体制内にあったと推測される。

9.9世紀後半に集落が衰退すると,以後17世紀の新田村落の成立まで,この地はまったく無住の地とな

る。本遺跡の集落形態は越後における律令期の集落として一般的なものと考えられるが,こうしたあり

方は集落の立地を含めて9世紀後半以降に変化する。 9世紀後半から10世紀には,越後でも掘立柱建物

を主にした集落が成立すると考えられる。
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別表1 主要遺構一覧表

竪穴住居

遺構名図版番号

S1 1

S1 4

S1 5

S1 6

S1 7

S1 8

S1 9

S1 10

S1 11

S112

S1 14

S115

S1 16

S1 17

S1 18

S1 20

S1 27

4.フ×3.8

3.2×3.2

5.2×4.2

3.9×3.9

4.2×4.0

位置

A2

A3

A3

B3

A4

B3

B3

B 2・3

C・D4・5

D・E4・5

C・D6

D 5・6

E 6・フ

D 6・フ

D・E8

F8

C・D 8

46.2

切り合い(新>旧)

17.9

10.2

21.8

15.2

16.8

S14>S15

S15くS14

S16>S18

N・57'-W

規模(長軸X短軸)面棚が)

S18くS19

S19>S18

4.3×3.8

3.4×3.5

4.2×3.6

4.0~4.2×3.9

5.フ×5.3

4.4×3.2

5.O×3.8

4.9×4.2

10 ×4.3

5.6×5.8

5.5×5.6

3.1×4.4

4.6×4.フ

22

N・56'-W

N-56'・W

N-68'-W

N-87'- E

N-58'・W

S1 29

16.3

U .9

21.6

15.1

16.0

30.2

14.1

19.0

20.6

43.0

詑.5

30.8

13.6

28.0

25.0

18.0

21.6

S1 33A

方位

N-47'-W

N・53'・W

N-60'-W

N・43'-W

N-54'-W

N-52'一訊r

N-53'-W

N-50'-W

N・30'・W

N-89゜・ E

N-50'-W

N-87'-W

N・ 4'-W

N-55'・W

N ・90'-W

N・87'-W

N-81'・ E

S1 33B

28

カマド柱穴周清

0

29

S1 41

D・E9

S1 42

29

E9

S1 60

S1 70

S1 71

S129く SB I00
S129 S181
S129 S133B

S133A> S133B
S133Aく S141

S133B く S133A

29

E9

0

時期 備 考

Ⅲ一1期

Ⅲ・2期

1期

1Ⅱ一2期

Ⅱ1-2期

Π・1期

Ⅲ・1期

Ⅲ期

Ⅲ期

Ⅱ・1期

nl-1期

Ⅱ1-1期

Ⅱ一2~Ⅱ1-1期

Ⅱ1-1期

Ⅱ卜2一Ⅳ・1期

Π・1期

1期

Ⅳ・1期

Ⅲ・2~Ⅳ 1期帯金具(銃具板金具)

E9

5.6×5.0

S1 72

E 9・10

E 9・10

E I0

DI0

5.O×5.0

3.8×4.8

4.8×4.5

S1 29

S141> S133A' B

S142く S141

0

S1 74

S1 75

27

5.9(?)×5.4(?)

S1 80

S181

S1 82

S1 98

S1 115

S1 263

S1 280

S1 299

S1 310

S1 314

S1 325

S1 336

S1 339

S1 360

S1 401

S1 402

Ⅱ1-2~Ⅳ・1期

古墳

1期

古墳

11 2-111-1期

Ⅲ 2期

Ⅲ期

11-1期新

Ⅲ期

1 ~Π一1期

Ⅱトリ明

m・1期

Ⅳ一1期

27

鍛冶工房
帯金具(丸鞆表金具)

6.4×4.5

D9

S170く SB 85

27

0

D9

3.2×3.6

0

S172くSB97

C・D 9

S172> S174

S174く S172

S175> S1 670

31.9

6.3×4.5

D・E9

D9

D9

D8

E 12

D7

D6

C5

B4

B4

A5

A6

B6

B 5・6

C8

C7

28.8

3.9×4.0

3.5×3.8

11.5

N・83' W

5.O×4.9

22

0

S181 く S1 29

28.3

N 86' E

4.5×4.5

11-1期

15.6

フ.9×5.4

N・49'・W

13.3

24.5

14

2.8×3.1

S1115くSB110
亀

S1263く SB262

N・32'-W

N -38'-W

N・50'-W

N・67'-W

Ⅵ一1~ 1V 2期

古墳

Ⅳ一2期

1期

1期新

6.4×5.0

20.3

フ.1×6.5

3.O×3.0

3.8×4.5

3.5×3.8

3.フ×3.3

6.4×5.フ

5.6×4.フ

3.フ×3.5

4.4×3.1

42.フ

8.フ

0

N-90'・W

S1 429

Ⅲ 2~Ⅳ 1期

32.0

S1 435

S1 439

S1 440

S1 458

S1 462

N-63'・W

9.0

17.1

13.3

12.21

36.5

26.3

13.0

13.6

24.4

17.1

12.フ

22.4

21.4

56.8

22.8

10.8

0

N-75'・W

Ⅳ・1期

Ⅳ一1期

Ⅲ・2期

20

N -50'- E

N -52'・ E

N ・76'・ E

N-63'一訊1

N・41'-W

N-60'-W

N-67'・W

N-51'・W

N-53'-W

N-47' W

N 52' W

N・63'-W

N 47' W

N 48' W

N・65'-W

N-63'-W

和銅開珎出士

0

B・C 8

5.2×4.フ

3.8×4.5

4.1×3.1

4.4×5.1

4.2×5.1

8.O×フ.1

6.フ×3.4

3.6×3.0

0

B7

B7

B 7・8

B8

C8

0

240

1期

11-1期

S1429く S1840
S1429く SB870

0

0

Ⅱ・2期

Ⅱ1-1~Ⅱ1-2期

0

0

0

S1462> S1483

0
00

0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0

0
0

0
 
0
 
0

ル
稔

松
 
U
 
Ⅱ

玲
玲
胎

巧
巧
Π
リ
託

4
 
4
 
3

2
 
2
 
2

9
 
9

2
 
2

肌
れ

認
閉
記
部
閼

7
 
5

4
5
6
6
6
1
ー

ー
ー
ー
ー
ー
2
2

9
9
9
5
1

ー
ー
ー
2
2



遺擶名

S1 483

S1 500

S1 502A

S1 502 B

S1 560

S1 595

S1 600

図版番島

N 85' W

位置

C8

C9

C 9・10

C 9・10

B 9・10

B I0

BⅡ

切り合L、(新>旧)

S1 483 く S1 462

S1 610

S1 630

S1 640

能

規模(長軸X短軸)而杭(m,j

S1 650

32

B I0・11

S1 660

23

S1600> S1630

S1610<

S1630> S1610
S1630く S1600

S1 640> S1 660
S1 640く S1 27

S1 650> S1 660

S1660く S1650
S1660く S1640

S1670く S175

5.4×4.8

4.3×3.2

フ.2×フ.8

S1 670

S1 741

S1 752

S1 753

BU

23

C・D 8

23

C8

4.5×2.フ

4.8×4.8

3.O×3.5

3.2×3.フ

27

26.0

13.8

56.2

C8

0

S1 802

方位

N-62'-W

N-50'・W

N・53'・W

N・80'・W

N -69'一訊1

N ・50'ー、V

N ・75'・W

C9

CⅡ

DⅡ

D 11・12

S1 803

12.2

S1 804

フ.2×フ.3

カマド柱六周渦

26

23.0

10.5

S1 805

S1 806

S1 807

S1 840

S1 850

S1 1000

S 1 1010

S1 1100

S1 1101

S1 1124

4.フ×4.8

26

S1752く SB790
S1 753> S1 752
S17脇くSB790

S1804
S1802> S1806

S1803

S1803く S1802

S1802

S1804 く S1807

B 8・9

0

フ.O×5.6

11.8

26

B 8・9

4.5×3.2

52.6

N 88'・ E

N 69゜ W

N 43'圦1

B9

4.4X

22.6

時

B9

B・C 9

B9

B・C7

C7

D I0・11

D I0

A3

A3

C 11・12

N-70'-W

4.4×3.5{十α}

4.フ×5.3

5.フ×5.0

5.2×4.2

39.2

捌

0

N-62'一訊1

Ⅲ U炯

'f墳 1期

Π 1期

Ⅱ 1期

占墳

1期

1期

14.4

N-87'-W

S1806く S1802

S1807 > S1804

S1840> S1 429

N -52'一訊/

15.4 (+)

24.9

0

5.O×4.0

N-46'-W

S1 1166

4.9×4.2

N-72'-W

N-49'・W

N・87'・W

N・69'・IV

28.5

S1 1167

S1 1168

S1 1169

S1 Π81

S1 1200

S1 1201

S1 1202

S1 1281

S1 1300

S11302

S1 1304

S1 1307

S1 1311

S1 1312

S1 1313

S{ 1315

S1 1320

0

5.4×3.フ

3.8×3.0

4.9×3.6

5.4×3.9

6.O×4.6

フ.6×9.0

5.5X

4.5(+α)X

6.O×4.9(十α)

6.9×5.8

21.8

5.2×4.8

S11000> S1 1010

S1 1010 く S1 1000

S11100 く S1 Π01

S11101> SI UO0

41

20.0

Ⅳ・2期

20.6

剛

F 12

N-44'-W

11 "明

1~Ⅲ 2期

→i 墳

11 U明

1期

1期

Ⅳ 2期

F 12

F 12

F 11

FⅡ

B7

A7

A 7・8

A8

AI0

A9

A9

A 8・9

AⅡ

An

BH

A・ B 12

B 13

24.9

41

N・85'・IV

S11166 く S1 Π67
S11166> SI U68

SI H67> S11166

S1 Π68 く S11166

20.0

11.4

1期

11-1~ 11-2期

古墳1期

Π・2期

0

N ・60'・W

・帯金貝
( jL鞆,'tl,り[1

0

N-71'ー、V

N・49'・W

N・52'・W

N -56'・圦1

N ・62'・IV

N ・80'・ E

N ・40'・ E

N ・51'・W

N・50'・W

N・ 1'-W

17.6

21.1

27.6

68.4

6.4×フ.4

1一Ⅳ 2期

S11201 く SB 1229

S11202 SB1229

Ⅱ 1期

1 1UI

1 1~ 11 21UI

Ⅱ U瑚

1期

Ⅳ U剖

1~Ⅳ 21り1

Π期

'f 1兵

Ⅲ 2拘1

ⅣリUI

ιi墳Ⅲ期

1 ~Ⅱリ引

Ⅳ 2期

占墳Ⅱ期

1期

Ⅱ1 1~Ⅱ1 2期

3.6×3.0

2.9×3.1

30.(十)

40.0

47.4

・:詐金貝
(鉄製1」1形巡ナn

10.8

9.0

3.2×3.1

5.O×4.2

3.5×3.2

4.OX

S11460

N ・81'- E

S1 1461

N ・フフ'・ E

N-89'・訊1

N ・14'ー、V

N -26'一訊1

N 56'訊1

N 55 、U

N 59' W

N-58'・訊/

N ・75'・W

N・58'・W

N-65'ーエV

N -56'・訊1

N ・68'ー、V

N ・68'・IV

N・67'・W

N ・63'・IV

N・79'・W

S1 1471

S1 1480

S1 1500

0

S1 1312

40

9.9

21.0

U .2

鍛冶T冴

40

0

F 13

SB 1314

241

0

S1 1461
S1 1460> S1 1471

S11480

S1 1461 く S1 1460
S1 1461 く S1 1471

S11471 S11461
S11471 S11460

S11480 S11460

F 13

4.6×4.フ

4.1×4.3

3.5×3.0

4.2×3.2

フ.1×5.6

F 13

F 13

F3

鍛冶1.υ」
,併金典(丸鞆裏金

13.1

21.6

18.0

10.5

13.4

39.8

15.2

・:"金貝
(剌金・丸鞆裏金

4.O×3.8

4.3×3.3

Ⅳ 1一Ⅳ 2j剖

Ⅳ 21伽

5.5×5.0

4.2X

1 ~ 11 リ明

Ⅲ・2期

Ⅲ、1~Ⅱ1-21蛸

1期

1期

1期

{1-1期

1期

Ⅳ・1期

14.2

0

27.5

N-87'・W

0

0
0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0
 
0
 
0

0
0
0
0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0

0
0

0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0 0

0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

幻
器
訂
田
部
引
能

噐
即
即

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

U
村

U
円
那
W
W
即
即
閥
閉
関
即
即
開
肪

0
 
0
 
5



掘立柱建物

遺構名図版番号

SB 85 31

SB 97

SB I00

総柱

総柱

位置

D・ E I0

SB I09

27

SB 110

28

切り合、、(新>旧)

SB 85> S170

SB97> S172

SB I00> S129

D9

SB 252

40

D・E9

SB 262

39

E I0

SB 309

22

E 11

SB 355

規模(長軸X短軸)面械(mり方位

25.O N I0'、V

22

D 7・8

SB 570

SB 604

・(勗卜 N.・0)

ホ・'ト川1)

心;)沌儁)

・←・0ン川幻

・(能ン水1)

水分沌(誇)

.や.り・.や.リ

.(0.")沌や・リ

水1)沌(沈)

印0・小心::)

*・・ン水分

ホ・0)光(髭)

心二)沌(綛)

川H)沌慨)

'儒)沌(器)

.(器)沌('・リ

唯1)沌(湖

叩・・ト水幻

.('・,ン川:1)

'や・り沸 C:1)

.や..)・.や.リ

・(認ン水二)

.ヤ・り沌('.リ

N誇卜水1)

・(・・り・・('・リ

水::)沌(湘

N.・り沌や.リ

14

SB 110 > SI U5

D7

17

A4

SB 730

33

SB262 S1263

D6

C I0

SB 770

35

SB 790

38

A・B 13・14

SB 870

28.6

33

D 12

C 11

SB 1161

SB 1162

27.9

37

N 76 W

廂

15.0

20

N 7フ' E

DⅡ

柱痕

SB 1165

30.1

38

N 72' E

B・C7

SB770 SX795

SB790 針;妥
SB870 S1429

S B 1199

14.3

36

N ・75 - E

時

C・D 12

SB 1229

SB 1241

S B 1280

11.9

36

C・D 12・13

N-87'・W

N ・55'・W

期

22.6

38

C 12・13

12.フ

18

Ⅳ 1期~

備

N 59' W

D 12

SB 1314

71.0

19

N ・52'・W

A7

SB 1370

孝

11.0

18

N ・64 - E

A8

S B 1450

31.8

30

SB1229>§}}1:}

N・2-W

A8

SB 1535

29.6

0

36

N 45' W

総柱

総柱

総柱

AⅡ

SB 1570

61.0

35

N 73' E

C 12

37.2

36

B・C 12・13

N 90' W

SB 1314 > S11312

26.2

24

Ⅳ一1期~

N 51'帆r

C 13

11.9

N 79' E

総柱

F8

10.9

Ⅳ 2期~

Ⅱ1-1期一

Ⅳ・2期一

Ⅳ 1期~

Ⅳ 1期一

N 35'訊1

0

25.9

N 28 W

総柱

66.0

N 68 E

13.3

0

N ・59'・W

12.フ

N 49'訊r

31.フ

N 82'訊1

12.4

N 68' W

39.6

0

N 27' W

総柱

総柱

14.0

N 66' W

Ⅳ一21枇~

12.9

242

N 22' E

N I0' E

卯

総柱

0

総柱

0
 
0
 
0

0
0
0
0
0
0

0
0



別表2 古墳時代,奈良・平安時代土器観察表

古墳時代
S1502A 体文87頁,

番号地点得糧

I N05,N06 小型壷
A

図版47 ・ 48)

法量胎土

011.2 英.長

高22.4 雲御D

2 NO.1 d、型壺

E

色調焼成

1炎褐堅

05, NO

9,11邑

011.5

「虫i15.2

英,長

小礫

遺存

冗野多

/1、萱里三E

BI

04

赤褐堅

手法

口綜内而

ι外面全

体へラ

ガキ

口緑内而

ι外1'i全

体へラミ

ガキι赤

010.7 英.長

高(6.2)雲(細

小型壺

B2

012. NO

1, A 1層

3 層一・;舌

(「"

部欠

備

訂8.6

i炎褐堅

凡例

英:不i英

長石長

金碆!【11(小:1mm以 1.,制11:1mm以ド)

海針:海綿什'1

ゞi 券秘法1,1 11hl:色瀏焼成地

,島杯C 口14.4 英,長赤褐 1堅N06

雲【小細

細礫

N011・括高キ不A 口15.8 英,12 赤褐 1弔

冨:(靭lj

海針

d、雪乏^

BI

d、二ι二至E

D?

小型待

英,長

雲(細

細礫

待宅

20

1 1邑

内外而に黒斑

【rn

18

(脚

部欠

(「"

全存

014.0 雲御D

高10.4

011.0 英,長

雲【細)

1コ 8.2 英.長

雲(鋤

U 8.5 雲(矧1)

高 56

底10.5

底10.5 英,長

口線~体部外

画にスス,底

部内仰炭化物

赤褐堅

岡ノ

N03

内外而て

、、ねいな

ヘラミガ

キ

内外而て

いねし、な

'.
に,

21

小型器

古A

茶褐堅

1 1琶

底部内面は黒

褐色

10

1炎褐堅

22

小型器

台?

1層

部

NQ12

Ⅱ

243

淡褐堅

小礫

小礫

細礫

N013カマ

ド

外而へラ

ミガキ

内外面へ

ラミガキ

内外面へ

ラミガキ

内外面へ

ラミガキ

淡褐堅

3~5mm(イi萸,長イイをの

1~3mm( 1゛

Imm以ド( ,゛

高杯脚

部A

12

14

壷C。
?

外面の

黒斑

英,長

璽:(剛

英,長

雲{細

細礫

020.0 英,長

雪(細

016.3 英,

雲{細

海針

0 9.7 英.長

雲佛"

1府

遺h

杯部

郭

欠

(川

部欠

23

13

茶褐堅

完牙,

部に

1層

1局

子松

内外lf11悔

いナテ

空DI

24

英,長

王:(細

海針

14

14

茶褐堅

1層

16

、

小型鉢

A

土、C

NQI0

赤褐堅

25

備

茶褐堅

脚部

し

1舌,

1屡・ 21"

11科, N010

内外血粗

L 、"'、ラミ

内外lrliて

L、tユ、、な

吃文風へ

ラミガキ

外血ι杯

部内向陪

文風へラ

ミガキ,

脚部内向

ヘラケス

15

来C

Π12.5 英,長淡褐燮

1:{細

Π16.7 英,長茶褐嘩

':1小刑

017.1 英,長淡褐 1梨

去:{乳11}

Π16.7 英・,長茶褐 1堅

'剛D

1炎褐燮訂17.0 英

茎:i細)

小礫

海'1

18.3 英,長淡褐堅

喜:{細}

小礫

017.0 英,長淡褐堅

高22.4 雲{細}

26

12

片口鉢

方透か

S1502A

脚部

部

欠

16

猫B ?

1炎褐堅

27

外血の

スス

14

南北トレ壷

ンチ

S【 502A

喪B

1炎褐堅

外面へラ

ミガキ

17

13

床面,3層古付鉢

底 8.5 英,長

雲(細

底 7.2 英,長

雲{細}

28

砺B

i炎褐堅

1眉

15

18

18 2麟.3屡高杯C

29

内外面て

、、ね、、 Tlt

ヘラミガキ

外面粗い

ヘラミガ

キ

18

喪A

N014,NQ9 甕A

茶褐堅

外面の

スス

部

欠

19

N09, N011 甕C30

13

・部じ

淡褐堅

N02,1局高杯C
口緑外面じス

ス

英.

雲(細

細礫

底部

全存

12

14

019.1

外脚Π紋端部

1ニスス

外lfliに川くス

ス

赤褐堅

S170 (本文90頁,図版48)

小型壷口1031 2眉

高12E

18

雲(細

外面粗い内面炭化物

茶褐堅

018.2

13

18

英,長

雲(細

細礫

英,長

喬御"

細礫

内外面粗

、、ノ＼ラ

ガキ

外面下半

部粗いへ

ラミガキ

外lfliに1リ.くス

ス

杯部

部

欠,脚

部欠

杯部

23

茶褐堅

淡褐堅

乱

欠

外而にスス

32

8 英,長

8 雲(細)

U"

部欠

体部

12

E I0

33

内外面へ

ラミガキ

底部内仰炭化

物, 1、珠宗~体

部外lrliにスス

底部内師炭化

物, U緑~体

部外而じスス

茶褐堅

2眉

34

小型符

台B

高杯C

雲細

EI0,2層甕

35

0 8.7 英,長 i炎褐堅

12

2層

外而 t l,1

献内面て

、、ねし,な

ヘラミカ、

キ,Π隷

外画じ朝

1師,8

条の俳状

の赤彩

内外而へ

ラミガキ

S11480.1460 (木文89頁,

36 S11480 甕C 016

A区

雲胤)

英,長

雲(細)

015.8 英,長

雲(細

甕B

明褐堅

13

茶褐堅

18

茶褐堅

図版49)

0 英,長

雲(細

(鵬

部欠

部

内外而じ黒斑

欠

明褐墜

、
、
、

ニ
、

ガミラヘ
キ

細雲
英

一
プヘ

キ

欠
巧

561口

壺

英

ガ一
、
、



排号

37

」也 1'.,

S1 1480

A1ざ

排粁

鄭A

38 S1 1480

AⅨ.アセ

S1 卜180

A1ヌ

i』ζlil

1、n5.0

39

11f、 1

英,長

1:(細)

小礫

典,長

ι:【ヨ11}

英,長

ι:剛"

40

色調

淡禍

'桁A

S1 1'180

A 1ヌ

S1 1480

A IX

焼成

価'

41

Π16.0

遺h

18

磁B

リ1褐

42

手法

1弔

砺A

S11480

A怪

S11d80

A1メ

S11480

A区,アゼ

Π15.8

淡褐 1弔

43

底部

13

英,長 1リ1褐 1弔

坐:{細

英淡褐1弔

'佛D

小礫

英,長茶褐 1雫

ι:【小細

英.長淡褐 1¥

小礫

英,長 1炎褐 1¥

':網11)

小礫

英茶褐1弔

』;御n

小礫

赤褐 1毛英・

塞X細

海全1

莢,長茶褐 1樂

':{細}

U13.5

111」 18.5

佛

噺A

44

34

ぢ

み而A

Π15.8

番号

56

45

磁B

n19.フ

3 ^1

S11480

B 1メ.1覺乱

地

N016

外師にスス,

"縁内lfli端部

の・部じスス

(炭化物?)

Π縁~体部外

向じスス

Π釈~体部外

血にスス

46

' 1 1

Π16.2

12

1金A

S1 1460

僻秤

イi孔鉢

57

47

Π18.3

13

NQ卜1.

1ヌ

法尿

U15.8

11:」 8.8

高杯B

S11460

2尉卜部

D

58

16

川1

英・

里1'ι痢11)

小礫

海針

英,長'褐 1弔

ι:【小細

小礫

英,長茶褐堅

1.ι制11)

小陳

英,長明褐堅

IX細)

小礫

英.長茶褐唾

芸(釧j

小礫

英.長 1炎褐垂K

1:(細

英,長"11褐 1、【

ι:1紳1)

小礫

赤褐 1¥英・

':ι制11)

小礫

海針

英,長 i炎褐堅

1:【乳11}

外側の

スス

U17.4

匂、f C2

A1ヌ

壷CI

23

色訓焼成

明褐曜

口綜~体部外

向にスス

顕部外lmに1リ

くスス

は

59

48

Π13.2

Π16.0

N012

塾B

S1 1460

トレンチ

SI N60

B区授乱

S1 1460

B 1ヌ.冊乱

外血へラ

ミガキ

49

12

60

遺存

13

U12.1

る智I B

N0 2

、1、π!!宝1ι

B

喪A

Π縁~体部外

1Ⅲにスス

内外血て

L、ねいな

ヘラミガキ

内外脚へ

ラミガキ

50

手法

13

61

"15.4

Π11.0

S 1 1168

51 NQ14,

区

DⅨ

無顎鉢
ワ

備孝

IM士に海綿"

針を多lil:に含

も・

62

(「1)

部欠

猫A

13

英,長

王:(細

英,長

害網Ⅲ

英,長

雲細D

016.0

1卵1. Afヌ

1円

Π11.6

外lm机、、

ヘラミカ

キ

(木文88頁,図版50)

D 小型群Π 8.6

台B 底U.0

噺A

外lrliへラ

ケズリ後

ヘラミガ

キ,内lfli

茶褐 1撃

63

14

1、n8.6

'■' D=

NQ8, A1冬

南北トレ

ンチ

Π20.5

茶褐堅

52

13

V8

Π17.2

S1 1167

A区黒褐

色L

6d

'

茶褐 1弔

N010

Π紋~体部外

而にスス

内外伯iへ

ラミガキ

14

SX795 (本文90貞, 1ヌ150)

65 SX 733 "誓CI Π15.フ

吹11力i l.τ;

13

53

英

雲【小細

小礫

喧; 8.2

小型緋

古B

1眉

猫C

1 4

ロキ象~体部外

而にスス

1炎褐堅

U 8.2

底12.0

フ.4

1 10

Π24.6

高1不脚

部B

Π緑外向にス

プ、

高

部じ

66

54

口緑外向にス

ス

央

雲{細}

小礫

細礫

英

雲御1}

小礫

18

34

SX 737

N015,

区

n絃外miじス

ス

殊褐堅

67

55

受剖1ヨコ

ナデιナ

デ,脚部

外面へラ

ミガキ

妥部ヨコ

ナデ,脚

部外面へ

ラミガキ

外向てい

ね、、なへ

ラミガキ

立11 に赤

乎,狂'

外面へラ

ミガキ

D

底部

令行

": A

SX 737

高林脚

部A

D区

外16i赤彩
?

央,長

IX釧j

小礫

央,長

1:(細j

2/3

68

淡褐堅

底12.3

Π22.2

、1、π、!,'

B

SX 733

13

高キ不D

i炎褐唱4

英,長

雲(細)

69

5英014

雲御D

細礫

脚部

部

欠

、」、配1'1

B

SX 737

244

i炎褐 1¥

淡褐堅

34

英

よ:御1)

SΠ124

70 A区

掬C

i炎褐 1弔

茶褐堅

14

脚部

部

欠

16

英

1:1細)

細礫

英,長

'tf細)

小礫

海針

U16.1

(木文89頁.図版51)

1人1外16iて

、、ねいな

ヘラミガキ

内外伯i乳1

乢、ノ＼ラ ミ

ガキ

外111iへラ

ミガキ

U赦外血じス

ス

茶褐 1聖

13

1人」 1rliι:!1.獣[

71

B .,

i炎褐駆

体部

奈イi

C区南北

トレ, D区

南北トレ

AⅨ東西

トレ

A区, C区

7屑

D区床面

直1

72

外面に黒斑

12

英,長赤褐堅

小型'

B .,

73

手づく

ね上罫

、1、雪!!^

C

、1、雪!^74

灸

雲(細

U赦~体部外

Ini1ニスス

底 3.3

1 10

赤褐堅

内外噺て

しね、、な

ヘラミカ

キ,赤彩

英,長

雲{細

英,長

雲{細

英,長

雲{細

010.2

茶褐堅

13

外向!県駄[

茶褐堅

外lni,'彩

部

茶褐堅 壷底部転削」

器,底部内Ⅲi

C炭化物,外

miに!熊斑

底部

全存

'
冒
」

喪

:
、

4

ラヘ
キ

9L壺
弄
1
一

、ノ

08

欠
N



番号

75

地点

A区7婿

76

誹種

小型器

7眉

法拠胎士

011.0 英,長

往f御1}

底 5.4 英

雲(糾"

海倒

底 6.8 英,長

含御"

フフ 来西べル

ト, CD恢

闇,7 刷

A区.南

北<tルト

91科

A区_上師1

C区

南北べル

ト 2斥1,フ

府, B区

7層

B1ヌ床Ⅲ

78

^ノ

色調焼成

茶褐堅

'4:'

79

高杯脚

部B

遺有

16

茶褐堅

80

底10.7 英,長

雲(細

チ法

排台脚

部?

高杯C

淡褐堅

底部

全脊

81

底12.4

備ぢ

U紋外而に黒

斑

底部内外

miへラケ

ズリ

茶褐堅

底部

令イf

英,長

害剛"

英,長

窒:{細}

小礫

017.2

82

高杯B

A区7府

南北べル

ト 9 剛

1眉C1ヌ

C区6励

B区7眉

茶褐堅

番考

95

13

83

019.4

」せ!!!、,

枚」_駐眉

淡褐堅

外血へラ

ミガキ

":i1不 B

13

84

英,長

':倒Ⅲ

96

019.6 英,長

雲佛"

小礫

019.2 英,長

雲御D

022.5 英,長

小礫

022.6 英,長

雲倒D

排粳

喪B

毅士1則

V3

高杯B

85

明褐堅

D区7 層

97

法1託胎1

018.d 英,長

IX細

n17.3 英,長

」き{細}

内外而へ

ラミガキ

高杯B

?

21科,床

向,上血

」・.伯i・括

梨A

86

明褐堅

98

高キ不B

?

A区7眉

B区7眉

外面粗い

高杯B

色闘焼成

i炎褐 1雙

87

淡褐堅

13

高杯B Π23.9 英,長茶褐堅

雲1小細

7 1科

キ

外佃へラ

ミガキ

Sn010 (本文91頁,佐1版52)

99 S11010 高杯C 口16.8 英,長

雲(則

並B

019.0

内外而の1、1応

する箇所に黒

斑

茶褐堅

S171 (本文90頁.図版51)

88 トレンチ小型器底11

台A

遺h

14

茶褐 1弔

16

摸D

英,長

劣御D

英.長

坐:{細}

nM.1

茶褐堅

手法

内外面へ

ラミガキ

内外面へ

ラミガキ

内外面粗

い,＼ラ ミ

ガキ

外面粗、、

ヘラミカ

キ

1 10

茶褐凰ξ

8 英,長014

雲1細)

16

89

16

100

淡褐堅

杯部底部内面

に黒斑

体部外lfli

机しへラ

ミガキ

内外lfliへ

ラミガキ

外lmへラ

ミガキ

1'"

N01,21科

N03,2府

DI0トレ

ンチ

トレンチ

1脳

杯部

14

( 1)

部欠

体部

12

S1 1010

101

茶褐堅

杯部

12

4 英.長

雲御"

小礫

底1ι.7 英,長

雲(細

小礫

90

S1 1010

小型解

台C

d、型壷

B2

小刑誹

102 カクラン

12

i炎褐 1弔

外血の

,1.{1虹

103

011.9 英,長

1:(細

底13.4 英,長

雲{細

013.0 英,長

雲{細}

020.4 英,長

雲(細

017.2 英,長

釜御"

茶褐堅

91

d、型^

DI

カクラン

坑

S1 1010

2層1地
匡封

喪C

104

部に

杯部

部

欠

0 8.5 英,長

舌(細)

小礫

海針

0 9.4 英,長

高11.2 雲(細

小礫

英,長

雲御D

茶褐堅

92

脚部

13

1」緑~体部外

而にスス

甕B

1炎褐堅

d、翌!^

C

内外仰へ

ラミガキ

(外而は

磨耗が茗

L 、、)

内外lniへ

ラミガキ

外1Ⅷへラ

ミガキ

D I0、 N01

2邪

外面へラ

ミガキ

楽A

淡褐堅

93

脚部

16

S K I08

105 2励,

茶褐堅

杯部

18

脚部

16

13

JJ、型ヨΣ

トレンチ

1層

茶褐

脚部四方透か

L

(本文91頁,

中府壺D.

臣父

SΠ巧

94 上用

1炎褐堅

小型壷口{8.5}

C

13

淡褐堅

脚部四方透か

し

中層106

淡褐堅

(本文90頁,図版52)

小型壺口 9

局10D2

図版52)

016.4

16

赤褐堅

ナヒ牙子

英,長

舌知)

小礫

SK I07 (本文91頁,

10フサプトレ饗B

SK I08

中局

13

外面へラ

ミガキ

摸

茶褐堅

体部

12

英,長

雲御1)

体部外佃じス

ス

口叔~体部外

而1:厚くスス

Π縁内而端部

じスス(炭化

物?)

底 4.0 英,長

雲御D

底部穿孔

外面てい

ねし,なへ

ラミガキ

1炎褐堅

6 英,長

1 雲(細)

13

108

図版52)

021.0 英,長

雲航)

底部穿孔

1炎褐堅

SK I07

E11a9)

遺構上面

12

茶褐堅

S1 439 (本文91頁,図版53)

109 南柬コー小型鉢口13

Bナー 6

並C2

兀升,

底部

13

Π絃外而部

にFIくスス.

口緑内而端部

に炭化物

外面にスス,

底部内而に炭

化物

019.0

茶褐堅

110

英,長

雲(細)

小礫

底部外面じ黒

斑

南東コー

ナー

23

1炎褐堅

111

小型鉢

B

高

S 1439

3 英,長

7 雲(細

112

14

013

高6

口縁~体部外

仰じスス,ロ

献内面部と

体部じ炭化物

小型器

束側カク

ラン

茶褐堅

8 英,長

9 雲{細

小礫

英,長

雲{細

内外面粗

いへラ ミ

ガキ

甕C

茶褐堅

13

013.0

体部外而

茶褐堅

16

英,長

雲(細

茶褐堅

頸部

12

受部内面

ν3
^

口緑~体部外

而にスス

245

ラミカ

才
ノ

古

?

吉
壷

ガミ一
フヘ

キ

部
存

払
全

台

ガミラヘ
キ



吊1」

n3

地.e.(

S1 439

排粁

饗C

S1 263 (本文911ι,挟1版53)

114 21"・;工小司!1:÷Π 8.4

六A 底12.2

1..」 8.

il; 111

Π21.0

畍」

英,長

'細"

海'1

115

色謝

(内"培

褐{外}

淡褐

2 1"・1工

焼成

曜

小剛器

台A

S 1 402

116 11竹

遺イf

英,長

ι:佛"

16

0 8.6

丘美11.3

IT:」 9.4

手法

(本文91頁,吃1版53)

"十'D Π 10.6

淡褐 N:通 3/4

非ロクロ

1類

1 17

'{細}

細礫

1111

11竹

i炎褐県

S1660 ・650

118 1胴

吉

外面へラ

ミガキ

宝ト
'゛

受部

14

脚部

令h

番号

英,長

王:御1)

小礫

119

Π14.3

129

脚部.段./j

透かし

地 J,

受部内血

ι外而へ

ラミガキ

(本文91'〔, 1:χ1版53)

猫B

S1 650

1 1卜1, SI

660 トレ

ンチ

茶褐 1嬰

S1 600

遺柳ト.而

英,長

王:績川

130

器種

/1、.,E

D2

脚部叫方透か

し

120

茶褐 1樂

Π125.oj 英,長

雲御n

贊E
.゛

DIOQ8)

1,21科

杯部

14

S1 650

N01,11竹

法鎚

131

蓋

E9 a4)

カクラン

士亢

キ不部

14

胎士

英,長

雲(細

その他の土器(木文91貞,恬1版53.54)

小刑排

台A

淡褐堅

萸,長

132

121 S1802

色調焼成

茶褐堅

底U.2 英

ι:佛"

于dく

ね士詳

E 11a6)

り"

(内)i炎 1樂

褐【外)

!!.! 1ι1

133

英,長

雲(細

小礫

18

122

底 3.4 長

雲御"

小礫

遺存

体部

12

イi孔鉢底 3.2 長

雲倒"

細礫

S1 595

S1 560

カマド

茶褐堅

小梨噐;Π 9.5 」正 Uよ"!!.{ 1遜
台 '御1)褐{外}

1炎柑

C 12a}

2胴 b而

体部

12

小川炎峡

褐{外}

赤褐

手法

外面へラ

ミガキ

134

外而へラ

ミガキ

甕A

表採123

口縁~体部外

脚に薄くスス

茶褐堅

小乏"鴇

台A

C1204)

1 師109)

21酢

ツマ

ミ全

存

脚部

備考

体部,底部内画

に炭化物,体

部外面Cスス

ロ]6.0 英,長

底 5.8 生X細j

高23.8 小礫

135

「110.6

底10.0

'.」 8.4

欠,受

部VI0

UよD茶堅

褐(外)

!熱ネ闘

茶褐堅

外而へラ

ミガキ,脚

部外而ι

受部赤彩

'?

SK 1337

B 12(2D

b血

小梨排

台C

部

124

欠

英,長淡褐竪
芸御1)

C13(フ・8)

2 英,長Π23

霊(細

細礫

脚部四方透か

し

喪A

底部

全存

受部

13

125

奈良・平安時代

S1 5 (本文111頁.松1版55)

番号地 1!.{柯別排秤法糸:胎土色調焼成

1 北西卜凧上師小甕C n13.0 英 1炎褐堅

細礫?

2 カマド 1上市小甕底6.5 英淡褐普通
NQ8 雲御1)

3 ド刷 士師長喪C 底 7.7 英淡黄堅
北東1.用 褐

雲(細明褐堅

高杯脚

部B

Π20.2 英,長

冨:(細

細礫

内外伯iへ

ラミガキ

A12{6}

1舸

V2

淡褐堅

脚部

部

底部穿孔

126

欠

受部内伯i

脚部外lm

将含

淡褐堅

試掘,

採

英,長

雲(細

ν3

顕部

のみ

底部内面に炭

化物,口緑一

体部外面にス

ス

127

キ

表

脚部'力透か

し

淡褐酪

外而令体薄く
スス

内外而て

しね、、な

ヘラミカ、

キ,外而

赤彩

杯部ι脚

部外而へ

ラミガキ

小型壺

C

S1640

トレンチ

V3

英,長

雲(細

英,長

128

010.2

己'14.1

脚部

部

欠,キ不

部V8

顕部

全存

受部

V8

茶褐堅

小型壷

B2

B13(2"

2層

4

英,長

叡X小細

口歉~体部外

面Cスス

カマド

NQ I

012.2

懇

茶褐堅

5

英,長

芸御lj

士師小喪A 底 3.0 英 i炎褐堅

ι'御0

細礫

莢朔褐燮
喜付佃1

小礫

受部ι脚

部外面へ

ラミガキ

ト眉

246

i炎褐堅

V3

遺存

V5

6 N03

カマドソ

デ内

士師長甕B

受部じ透かし

数は不明

体部外面

ヘラミカ、

キ

手法

灰

V6

ロクロ

底部

令有

1製支脚?

フカマドソ上師鉢形甕

堅

備老

n鰄内而炭化

物

外血・部スス

1.1
口Ⅱ

体部外面にス

ス

体部外面

、＼ラミカ

キ

底外ハケ

目

16

顕部

小破

片

ロクロ,

底外へラ

ズリ

8

底部

全存

カ?ドソ土師短胴甕口24
A

11' 4.4

NQ2, NQ9

北トレ

非ロクロ

底外木葉

症'

須恵闇,内面

に自然釉

Π17.8 英淡褐堅
雲(細

小礫

淡褐普通完形非ロクロ外而・部スス

9

1/5

カ?ド土師長楽A 訂22
NQ I

ロクロ

10 カマド付士師長摸A 口23.3
近

下層擾乱

北東上局

0英茶褐堅
雲御"

小礫

V4 非ロクロ

1類

8英 1炎褐普通 V4
雲御lj

巾礫

小礫

V3

内甫i令体炭化

物,外而スス。
口緑ゆがみは

比較的大

非ロク0

1類

英 1炎褐堅 V3
雲御D

小礫

口緑内而炭化

物

非ロクロ

2類

外面全体帥く
スス

一
丁

英

乳

2
 
0
 
5

8
 
4
 
4

蛍

礫

テ

底

剖

、
、
、ラ



番号地点種別蕃種

Ⅱカマド土師長甕A

NQI0

下層橿乱

北柬上層

北トレ

12 N012下層士師長甕B
NQ9

法量

023.8

胎土

央

雲細)

小礫

13 北トレン士師鍋

チ

北西上面

色調焼成

黒褐堅

S11巧

14 NQI

英,長淡褐普通ν2020.8

雲(細)

遺存

V3

(本文111頁,図版56 ・ 57)

須恵無台杯口11.0

(片口)底 7.9

Π.1 3.9

手法

非ロクロ

1類

040.2英淡褐堅

雪御"

細礫

15 カマド

16 上暦

Ⅷ土上層

須恵無台杯口Ⅱ.0

須恵有台杯口10.2
'、 フ.41早,

1容i 3.5

2 "1 須恵有台杯台 8.617

A

18 桜上上面須愆杯蓋器17.4

備 考

ロクロ

口緑内而

に沈線士

くぱみ

ロクロ

底部にへラ記

号

口緑外面自然

釉

体部内面炭化

物

番号地点

31 カマド4

層,カマ

ド上面

32 士面

非ロクロ

ν15

C

内面は黒くし

まウている

灰

19 上面

堅

種別

土師

ν6

ほぱ

元升,

器種

長喪A

20

底外へラ

切り

土師無台杯

A

カマド5

脳

法量胎土色調焼成

英,長茶褐堅

芸(細

小礫

030.0英皓褐堅

雲(柳

細礫

土師短胴甕
A

VI0

V2

C

口緑外面部

重ね焼痕。胎

上に石英を含

まtやや精良

3

士師壷B

灰

カマド北士師鍋A

側

016.2 雲側}明褐堅

カマド士

佰n 眉,

北側3層

2用

A

堅

底外へラ

切り

灰

34 Pit2 括土師長甕A

V8

011.4

土師鉢B 口17.0英赤褐堅

高10.4 雲御"

小礫

士師小喪A 口13.0 英茶褐堅

雪側}

英茶褐堅

雲細)

小礫

8英茶褐堅

雲{細}

土師長泰底13.0 英,長 1炎褐堅

雲細)

小礫

士師長喪B 英,長茶褐堅

雪細)

堅

胎土に石英を

含まずやや精

良

胎士に石英を

含まずやや精良

外面じ自然釉

遺存

V5

底外へラ

切り

天外ロク

ロケズリ

ロクロ

内面へラ

ミガキ

ロクロ

口緑内而

体部外面

ヘラミガキ

内外面へ

ラミガキ

35 上層

カマド東

4層,2

層,カヤ

ド北側,
カマド1

眉上面

ν6

長

細礫

カマド北土師小楽B 口12.6

側

手沫

非ロクロ

1類

031.6 英,長明褐堅

雲(却1)

細礫

025.4 英,長茶褐燮

雲(細

細礫

019.0 英,長 i炎褐堅

底10.0 雲(細

1司32.1

赤褐堅

V15

土師長甕A

カマド東土師小甕B? 011

4暦

3層

14

備考

外血黒斑状の

シミ,内面蘓

くスス

令体に薄、、作

り。口緑「<」

の字{二屈1111外

反。,ト在地,

佐渡産力・?

口縁内面に薄

く炭化物

V4

郭ロクロ

1類

S1804 体文113頁,図版5

土師小喪B? 012.0 英茶褐堅36 1層

雲(細

小礫

37 1層,2爾土師小甕B 口13.8 英 i炎褐堅

雲(細

1層,2層土師小甕B 016.0 英,長茶褐堅38

底 7.7 小礫NQ8

色'14 0

1/'12

カマド

V6

胎士,色調,

調整,形態か

ら般的な上

師譽て'はな、、

口鰄内面炭化

物。次焼成

をうける

非ロクロ

2類

2層

ロクロ

部

V8

欠

非ロクロ

1類

土師長甕A 口21.2

非ロクロ

口緑内外面対

応部スス

Pit l

V8

U、1)

1 10

({本)

56

24ヲ

小礫

土師長甕A 口22.4 英,長 i炎褐堅

雲(細)

小礫

口歉~体部外

而にスス

ロクロ

非ロクロ

2類

底外にか

すかな砂

痕

V8

29 3層カマ土師長甕A

ド,2層

カマド1

層

30 カマド北土師長甕A 口22.2

側

39 カマドNQ

8, SI

806,1則

40 上面

外面の約半分

に薦くスス。

伝統的非ロク

口成型ι披法,

形態,胎土が

異なる

ロクロ?

V4

茶褐堅

士師長喪C 口21.4 英,長淡褐堅

雲{細

口緑内面炭化

物

内面炭化物,

外面スス

小片

1/8

ロクロ

土師長喪A 口21.4 英,長 i炎褐堅

雲(細

小礫

海針

V8

S1807

41 1層

ロクロ

020.2 英,長茶褐堅

底 9.7 雲細}

高26.6 小礫

非ロクロ

16

V4

内面全体炭化

物,体部外而

にスス

顎部内面炭化

物

口縁内而炭化

物,口献外lm

一体都にかけ

てスス

外面全体じ薄

しスス

(本文113頁,図版57)

須恵無台杯口13.1

ロクロ

16

非ロクロ

42 NQI

ロクロ

英,長茶褐堅

雲ω細)

外面に黒くな

0て、、る部分。

カマドの芯に

使用し大可能

性がある

16

部

43

欠

土師小喪A 口10.5 英淡褐堅
雲(細)

小礫

土師鉢形甕口23.6 英,長暗褐堅

雲(細

非ロクロ

1類,底

外木葉痕

N02

トレンチ

出土

ロクロ

18

V4

S1336

U 授乱

非ロクロ

A

非ロクロ

2類

灰

(本文113頁,図版58)

須恵有台杯

A

体部外面じス

ス

堅

45 授乱

外面全体薄く

スス。内面は

黒斑

V6

46 トレンチ土師小甕A 口17.4

2厨

須恵壷蓋

V8

47

非ロクロ

英 i炎褐堅

雲(細

細礫

土師小瘻C 口15.6 英明褐堅

雲(細

細礫

8.2

1層

1/3

器12.6

A

外面全体にス

ス

非ロクロ

淡灰普通 V5

A 灰 普通 VI0

底外へラ

切り'

1/6

堅
堅

灰
灰

A
 
C

0
2

9
3

英
雲

底
高

細

古



番号地点郁別群種法量胎士色調'焼成

48 トレンチ土帥小甕C 口13.6 英明褐燮
雲御n

細礫

ヒnⅢ饗A 辰 7.4 英,長赤褐普通 V2N09 カマ

ド 王{小剥

細礫

西仙Ⅱ覺乱ト.帥椀A Π10.4英淡褐堅ν3

劣【細

細礫

カマドNO 片Π鉢 残存高英淡桜堅 1/5に剖i
? 6.0 薮:(細)2

小礫

上師長甕C 底 8.0 英,長淡黄筈通 V5N04

小礫褐

細礫

トレンチ ヒ師小甕A U14.6 英 i炎褐堅
2婿,3 底 7.1 式1小細

府 商12.4 小礫

カマド内上師長甕B 018.6 英,長淡褐堅

N08 冨:{細

部 2舸 士師長甕A 口18.4 英,長淡褐堅

雲(細

非ロクロ

1類

V2

遺存

16

体部外面に1

CmX 3Cmほε

の黒斑が2つ

手生

ロクロ

底外へラ

切り

備

非ロクロ

底外木葉

恨

非ロクロ

ぎ

55 カマド内

NQ 7

番号

56

非ロクロ

67

ヒ師長甕B 口23.0 英 i炎褐堅

冨:御D

小礫

上師短胴喪口19 0 英,長淡褐堅
A? 小礫

し師長甕A 口22.6 英,長淡褐堅
雲御1)

上帥大鉢 U34.9 英 淡褐堅
1.御n

小礫

1 1科

非ロクロ

57 N03

68

種別

土師

底部

全存

1層

口縁内面炭イ

物,体部外而

害11れ口にスス

外而底部と体

部につながる

黒斑

顕部ι底部外

仰に薄くスス

58 揚乱

ロクロ

底外ハケ

ケズリ

非ロクロ

底外へラ

ケズリ

排種

小甕B

V4

口縁

V12

1/6

69

士師小甕B

法量胎土色調焼成遺存

016.4 英,長淡褐堅 V4
雲側)

014.1 英 i炎褐普通 15

雲(細

1層

SΠ312 (木文114貞,図版58)

59 カマド西」二師小甕A Π14
側

70 1屑

士師小喪B 口17.2 英,長 i炎褐堅

雲(小細

土師小喪B 口17.8 英,長明褐堅

雲{小}

士師長甕C 底 6.8 英,長明褐堅

雲(小)

土師小護A 口12.6 英,長 i炎褐堅

底 6.7 雲(小)

小礫

士師甕A 底 6.7 英,長【内}黒普通

雲(細褐(外)

小礫淡褐

士師長喪A 口24.6 英,長明褐堅

中礫

小礫

」二師長喪A 口24.5 英,長明褐堅

底 9.0 雲御1)

高34.2 小礫

英,長淡褐堅

雪(小)

71 N05

21酢

72 1麟

ロクロ

IN

S1 640 (木文114貞,図版58)

60 カマド士帥長喪C 底
括

口隷~体部外

面に部薄い

スス

ロクロ

V8

手法

ロクロ

73

底部畏書。文

字不明。口緑

外面重ね焼痕

底部片側周辺

~体部外面に

スス

体部内而に部

分的に炭化物

非ロクロ

2類

非ロクロ

1類

12

1層

備考

内血全体,ロ

緑厚く炭化物

口緑~頸部内

面炭化物,下

部にはなし

0 英淡褐堅

晝:(細)

小礫

61

74

18

ロクロ

カマド

括

I j琶

V5

ロクロ

75 N0 2

2層

S1 71 (本文114貞,図版59)

62 上舸 須恵無台キ不口15.0

底10.6

ロクロ

土師小甕C

18

8.6 英,長淡褐堅

雲(細)

小礫

SK340{:同

個体あり

14

ロクロ

12

76 NQ I

2層

非ロクロ

014.4 英,長明褐堅
底 6.4 雲(細

高14.4 小礫

ロクロ

63

口緑

14

トレンチ須恵無台キ不口12.6 C ?

底 9.4

4.1

士師長甕A

非ロクロ

2類

S1 610 (本文115頁,図版60 ・ 61)

フフカマド土師長甕A 口19.2 英.長淡褐堅

底 8.8 雲(都"

高23.3 海劃

外面ι:薄くス

ス

2/3

64 上層

底部

全存

底外周辺

ヘラケズ

り,巾,じ、部

指頭圧痕

ロクロ

口縁端部内面

に薄くスス

非ロクロ

022.3

底 8.6

高34.6

65 士舸

V5

13

須恵有台坏

A

体部外面薄く
スス

A

非ロクロ

2類

78

灰

66

カマドN0 士師長甕A
Ⅱ

1,.
""

口緑

部

須恵有台林

B

堅

1眉

014.6 A

台10.2

5.6

頸部~体部内

面炭化物

頸部内而

炭化物

欠

口赦

部

79 カマドN0 土師長喪A
12, NQI0

非ロクロ

1類,底

外砂痕

非ロクロ

1類,底

外砂痕

淡灰普通 V2

1/4

゛'
n"

上師椀A

欠

体部

45

NQ 土師長喪A 口19.6 英,長明褐普通 V280 カマ

雲御1)Ⅱ

小礫

士師長喪A 底 9.0 英,長淡褐普通 V281 N01

2眉 雲御lj

小礫

82 カマド土師長甕A 口21.3 英,長淡褐堅 1/2

雲(細

底外へラ

切り後ナ

013.3 B

'、
9.1^

" 6.6

部

外面片面スス。

カマドの芯の

可能性

外而全体スス。

片側に厚く,

カ,ドの芯の

可能性

欠

非ロクロ

底外木葉

痕

灰

248

021.6 英,長暗褐堅

底 9.7 雲御1"

高24.2 海針

022.8 英,長淡褐堅

雲佛1)

海針

V5

堅

口縁外面重ね

焼痕

底外へラ

切り

010.1 英,長茶褐堅

暫(細

淡灰軟

1/2

1/2

口緑

V20

IT11 3.5

灯明皿。割れ

口にターノレ

底外へラ

切り

非ロクロ体部外面中央

1類.底に直径3Cmほ

外木葉痕どの2つの黒

斑

非ロクロ体部外面スス

1類

V5

底部外面へラ

記号。外面全

体に自然釉

底部ロクロナ

デの力め切り

離し手法不明

口紋内面じ炭

化物

4/5

1/4 ロクロ

口縁

部

83 遺構上面須恵無台杯口12.4 A 灰堅

底 7.8

「.1 3.4

非ロクロ

1類

84

体部外面C約

V3スス

トレンチ土師甕A 底 8.6 英,長淡褐堅
2層カマ

ド付近

次焼成を受

けるがススは

なし

非ロクロ外面全体スス

非ロクロ

1類

テ

地
層



S1 600 (本文115頁,偲1版61)

番号地点極別排郁法量

86 トレンチ須患有台キ不口14.1

A 台10.4

IJ」 4.6

87 トレンチ須愆有古杯台 8.6

A

朋トレンチ L師小喪A 口14.7 英,長淡褐堅
雲(細

小礫

89 遺榊上而士師長饗A 口23.8 英,長明褐堅
雲(小細

胎土

A

色調

灰

焼成

堅

90

C

遺存

15

トレンチ上製フイコ

灰

手法

底外へラ

切り

堅

S1630 (本文U5頁,図版61)

91 カマト加08 t師長癖A 口22.2 英,長明褐堅
呈t佛"

小礫

海針

92 カマト、Q5 土師長喪A 口25.0 英,長明褐堅
雲【細

海'1

23

,早,羽口

備

底外へラ

切り,内

面ロクロ

ナデ後

方向ナテ

非ロクロ

考

番号

105

16

底部内面は使

用じよる磨滅

英,長 i炎褐堅

嵳f御1)

小礫

地

NQ 2

占

15

S11311

93 B区

種別譽種

士師椀A

非ロクロ

106

(本文115頁,図版61)

須恵イi古杯口14.2

台 8.6A

':;1 4.3

土師鉢形甕口18.0

底 6.2

高13.0

(本文116頁,図版62 ・ 63)

須恵杯蓋排16.0

IT' 3.3

3層

口縁外面に厚

<,体部に薄

くスス

法量胎士色調焼成

010.4 英,長納)黒堅

雲{柳褐{外}

海針 1炎褐

94

10フサプトレ土師小喪A 口12

1 -4

S1 483

他

108 N01,N03 士師小喪A 口17

カマドト

レンチ

土師小饗A 口14.0 英

奎:(鋤

小礫

6 英,長

雲{柳

12

S 1 462

95 N013

非ロクロ

16

遺存

V3

顕部外而1伽

程の黒斑が2

つ

A

109 サプトレ土師小甕A

ンチ, N01

~N05

96

非ロクロ

灰

手法

非ロクロ

2屑

(内)黒堅

褐{外}

n止褐

黒褐堅

英.長 1炎灰堅

雲(細

小礫

堅

97 2師1

体部外面厚く

スス

保1 孝

口縁内画炭化

物,口縁外而

スス。ー'次焼

成を受ける

口緑内lm炭化

物

須恵無台杯

14

110

V6

須恵有台杯98 上血

X

99 サプトレ須慰村台杯

B

須恵広口壷

?

体部外面

スス

4眉

底外へラ

切り

2 英,長淡褐堅

雲{細}

非ロクロ

1類

111

須恵無台杯

15

A

012.4

底 8.8

高 3.6

Π13.4

底 9.8

016.0

口縁

1 10

体部

13

3層

016

底8

上師小梨C

灰

非ロクロ

底外へラ

ケズリ

100

6 英,長 1炎褐堅

0 雲御"

小礫

非ロクロ

1類

112

堅

SK840,

2・3胴

A

土師甕C

2層

淡灰軟

14

12

101

012.6 英,長 i炎褐堅

坐{細

底 5.8 英,艮淡褐堅

冨:(細

113

2 師1

A

天外ロク

ロケズリ

非ロクロ

1類

土師小喪C

2層,3

層, N09

灰

013.3

16

13

A

102 NQI0

須悳短頸壷底Ⅱ.0

Π4 Pitl

堅

外面全体白然

釉,内画転用

硯

口緑内画薄く

炭化物,体部

外面部スス

口緑内而に炭

化物

底外へラ

切り

灰

非ロクロ

1類

底外木葉

痕

ロクロ

士師小喪C 口16.8

4 英,長淡褐堅017

雲(細

小礫

A

103 N012

14

堅

灰

14

115 カマドNQ4 上師小楽B
?

底外へラ

切り

須悳杯蓋

C

18

土師小喪C 口10
?

堅

灰

{脚全

存(体)

13

18

須恵有台杯底10.3

A

14

104

堅

Ⅱ6 カマドN05 土師喪A

小礫

0長淡褐堅 14

雲{細}

海針

014.0 英,長 1炎褐普通 13

雲{細}

中礫

底 8.6 英,長

竺q細

小礫

底 7.8 英 1炎褐普通 12

雲榔D

小礫

底 6.6 英,長淡褐普通

雲1細)

C

ロクロ

3励,NQ8 士師無台杯
B

口緑内而薄く

黒色付着物

内外面の対応

tる箇所{:ス

ス

黄灰普通ν3

15

内面全体自然

釉

i炎褐堅

117 NQ7

A

ロクロ

灰

14

A

外面薄く自然

釉

底外板状

圧痕

カマドNQ6 士師甕AΠ8

堅

顕部~体部内

面薄く炭化物

灰

ロクロ

012.6 英,長淡褐堅

底 7.1 雲御"

,高 3.8 細礫

L師甕A

V2

堅

部

胎土に石英を

含まず粘良。

S1336に同

個体あり

内面転用硯。

ツマミ剥離

転用硯か。底

部外面黒0ぱ

く磨滅著しい

が墨痕認めら

れず

士師辞の胎土・

焼成・色調を

呈す

H9

天外ロク

ロケズリ

底外ロク

ロケズリ

顎部~体部外

而iスス

全存

底部底外へラ

一部ケズリ

欠

上師喪A 底 8.8 英,長仙)明筈通 V6 底外圧痕
雲{細褐{外}

小礫淡褐

土師長摸B 口15.4 英,長淡褐'堅 V5 ロクロ

2類雲(細

小礫

非ロクロ士師長喪A 口21.8 英,長白褐普通ν10
2類雲(細)

英淡褐普通 ロクロ口緑土師長甕B

雪【小} 部小

破片小礫

士師鍋C 口38.0 英,長淡褐堅 V8

高15.0 雲{細

小礫

020.4 長 V6i炎褐堅

雲{細

ロクロ

4層

淡褐普通底部

全存

120

口縁内面に炭

化物

ロクロ

2層

V3 底外へラ

切り

21

底外圧痕

2悩

122 S1 462,

464他

底外圧痕

123 N05,1層
サプトレ

口緑外面

スス

124

ロクロ

底外ハケ

目

ロクロ

底部外血近く

ハケの原体じ

よるくぱみか

体部外而部

スス

C 8(1D 上師鉢

1層

249

部

拠
雲細



S 1 741

番号地

125 3層

(本文U7頁,図版63・64)

点種別器種法量

須恵無台杯口12.1

底 9.0

高 3.フ

2層アゼ須恵無台杯口13.8

底 9.6

高 3.2

アゼ1層須恵長顎瓶肩15.2

CHa7,

22)

2層アゼ須恵短頸壷肩16.0

底 7.4

126

127

胎土

A

128

色湘

灰

焼成

堅

V5

129 カマド

A

遺存

23

灰

手法

底外へラ

匂J り

130

堅

A

士師小甕A 口16.0 英,長 i炎褐普通ν6

雲(細

小礫

須恵横瓶口16.3 A 灰堅口縁

12

体部

34

S1741,

502 その

他

灰

13

備考

外面V洗対応

する内面に薄

く自然釉

口緑外面重ね

焼痕

C

海針

堅

131

底外へラ

切り

灰

カマドNQ 土師長甕A
9, NQI0

上面3層

V8

番号

142

堅

地

下層

132 N06,NQ9 土師長甕A
3層

V6

占

肩部外面薄く

自然釉

底外へラ

ケズリ

種別

3頁勉、

143

133 S1741 土師長甕A 口18.7 英淡褐堅

雲(細

小礫

134 カマド内土師長甕A 口22.8 英淡褐堅

雲御lj

小礫

135 最上層土師寮C? 018.8 英,長淡褐堅

雲(細

2眉 士師小甕C 口18.6 英 1炎褐堅

雲(細

土師壷A 口14.6英 i炎褐堅

底Ⅱ.0 雲(小細

高32.7 海針

019.5 英,長赤褐堅

底 7.6 雲(細

高31.0 小礫

器枷

有古杯

カマド付

近,、F府

顎部内面薄く

自然釉

非ロクロ

法量

013.8

144 カマ

近

145 カマ

近

146 下屑

須恵有台杯

A

019.8 英

底 8.6 雲(小細

高36.0 小礫

胎士

C

顕部~体部内

面炭化物

ド付須恵有台杯
X

ド付須恵有台杯

B

色調

灰

014.8

口Π.0

1曾1 4.3

頸部内面体部

外面半分自然

釉

淡褐堅

焼成

堅

136

非ロクロ

1類

A

底外へラ

切り

遺存

VI0

137 N010

A

147 提乱

148 橿乱

口緑

V6

体部

1/'2

口縁

2/3

小D 堅

暗褐

(外)

黒褐

灰堅013.8

手法

口緑外面全体

にスス。体部

外面下部一部

黒斑

体部外而V4

にスス,カマ

ドの芯ιして

使用

須愆杯蓋

非ロクロ

1類,底

外木葉痕

ι砂痕

非ロクロ

2類?

014.2

休必

口縁外面に重

ね焼痕。胎土

に石英を含'

ずやや精良

A

カマド149

V3

須恵

士師

A 暗茶堅件膿片

4 英,長淡褐堅 V6

釜:{細

土師小喪B 014.0 英,長 i炎褐曹通 V8
? 雲(小)

小礫

土師小甕A 口13.6 英、長淡褐普通ν10

SΠ2 (本文118頁,図版65)

138 カマド須恵無台杯口13.1

底10.4

1冒1 3.0

F層 須恵無台杯口15.0139

岩116.3

A

底外ロク

ロケズリ

喪

小甕C 口12

150 橿乱

淡灰普通 VI0

V6

灰

ν8

A 淡黄堅

灰

非ロクロ

1類

V5

151 橿乱

V6

堅

152 中層

2/3

ロクロ

V8

士師小喪C 口11.7 英,長明褐堅 18

雲(細

0 英,長明褐堅 VI0士師小甕C 口12

雲御1)?

0 英.長 i炎褐堅土師小喪B 底 7

雲(細

小礫

士師長甕C 底Ⅱ.0 英,長茶褐堅 V6

雲胤

小礫

土帥小甕B 口M.6 英,長明褐堅 V4

雲御D

小礫

天外ロク

ロケズリ

153 下刷

ロクロ

140

部

欠

底外へラ

切り

D4, D5 須恵無台杯

擾乱

VI0

非ロクロ

内外面て

いねいな

ヘラミガキ

外面全体じ淡

緑色のアメ状

白然釉

A

顎部~体部内

面炭化物

内外面対応す

る箇所に黒斑

154

灰

カヤド

近

ロクロ

堅

C

155 カマド

141

ロクロ?

淡灰普通ν3

V6

ド層

015.4

底U.3

師i 3.6

底外へラ

U」リ

口鯨内面じス

ス

非ロクロ

2類?

156 カマド

須恵無台杯口16.0

底12.0

内外而黒褐色

の付着物

A

口縁外面に重

ね焼痕

底外へラ胎土に石英,

切り。底長石を含むが

部内面口やや精良
クロナデ

後方向

のナデ

底外へラ底部外面批書

切り。底

部内面口

クロナデ

後方向

のナデ

底外へラ

切り

顕部内面に薄

く炭化物

淡灰軟

ロクロ

157 厩乱

250

土師長甕C 口21.0 英,甚明褐堅

雲側D

小礫

長喪A 口20.1 英 i炎褐堅
? 雲柵)

小礫

019.9 英,長淡褐堅

高31.0 雲側}

小礫

ロクロ

V4

158 カマド,土師長甕B
カマド付

近,下剛

ロクロ

A

土師

頸部~体部外

面に部スス

体部内而部

炭化物

i炎灰曹通 V3

底外へラ

切り

S1502 B (本文119頁,図版66)

159 1層,床而須恵無台杯口12.2

体部外面に

部スス

ロクロ

160

1/4

南北トレ須恵無台杯
ンチ

013.6

底10.1

高 4.0

カマド内須恵無台朴 013.2

底 8.6
宝r

4.6Idj

1層 須恵無台杯 013.0

外画の顎部よ

り下の体部に

かけ剥雌,調

整不明

内外面に対応

する箇所にス

ロクロ

V8 非ロクロ

2 類?

V4

口縁外面及内

面全体じ重ね

焼痕。最上部

位置て、焼成か

A 灰

ロクロ

堅

A 納)灰堅

{外}i炎

褐

淡褐軟

体部~底部外

面じスス

1/5

2.フ

A

底外へラ

切り

゛
"

御
礫

雲
細

部
部底

欠

底
高

緑
3
部
存

ロ
ン
底
全

6
 
1

7
 
4

底
高

2
9

8
3

4
 
1

底
高

9
4



番号

163

地

2眉

ιh 種別等種法批

164 床而

165 床而,南須恵無古杯

北トレン

チ

須恵無台杯

胎士

A

IT:1 3.1

色調

灰

166 床而,2爾須恵有台杯
A

焼成

堅

遺存

14

A

167

i炎灰軟

1層

チ法

底外へラ

切り

168 床面

A

須恵有台杯

B

16

169 A1斥1 須恕:広口喪口23.O C 灰堅

海針?

170 カマド西 L師小甕C r114.0 英,長茶褐堅

底 6.6 三【小細

1魯j14.7 小礫

海針?

171 南北トレヒ師小饗B 口13.2 英,長淡褐堅
雲御D

レ土師小甕C 口13.0 英,長淡褐堅172 来西ト

雲御1)ンチ

ヒ師甕A 底 7.0 英,長赤褐堅173 床而

数:(細)

小礫

174 S巧02B 上師長甕C 底 9.0 英,長淡褐堅

雲(細

小礫

NQ13カマ上師長寮C 底 7 6 英.長淡褐堅175

雲(細)ド

し帥長摸A n22.0 英,長淡褐堅2府176

雲(細

小礫

1師長饗C Π22.4 英淡褐堅2屡17フ

雲御"

小礫

「120.2 英,長 1炎褐堅N013カマ上肺長癖C178

雲U細

土帥長甕B Π22.4 英茶褐堅1層179

雲(細

小礫

士師長甕B Π23.0英淡褐堅N013カマ180

雲(小細ド付近

小礫

淡灰軟

備

rn3.8

底外へラ

切り

須恵杯蓋

考

A

rn5.1

14

口緑外面重ね

焼痕。金雲母

が胎土中に徹

』止

口縁外面重ね

焼痕。胎土,

焼成は 164に

類似

底部高台内側

に黒色付着物

(ススか抹り

内外面全体白

然釉

内面磨滅.凱

痕,転用硯

口鰄外面自然

釉

口紋内面全体

U本部内面13

に炭化物

灰

番号

184

底外へラ

切り

1:〒16.8

堅

地

上面

A 淡灰堅

底部

12

185

ツマ、

全存

V4

A

種別

須恵

底外へラ

切り

南東剖n

層

3層

灰

譽種

杯蓋

186

ν10

堅

士師小喪C 4 英,長 i炎褐普通 V8013

法量

1114.0

V4

雲(細

土師小喪C 8 英,長明褐堅015

雲(細

小礫

187

天外ロク

ロケズリ

胎土

A

VI0

1暦

色調

灰

堅

5/6

188

203

焼成

堅

土師小甕B 口18.0英赤褐普通ν4

雲御lj

小礫

土師長甕C 底10.4 英淡褐堅

雲御1)

小礫

英,長 i炎褐堅

雲{細

小礫

024.1英淡褐堅

雲ω蜘}

小礫

土師長甕B 口21.2英茶褐堅

雲(細

小礫

海針

土師短胴喪 底7.0英淡褐堅

ー(細?

海針

土師鍋B 口36.4英茶褐堅

雲(細

小礫

士師鍋A 口40.0英茶褐普通ν6

雲(細

小礫

南東剖Ⅱ

層

東西トレ土師長甕A 口17

ンチ

ロクロ

遺存

ν3

189

1 10

手法

天外へラ

切り

ロクロ

カマドN0 土師長喪C 底 8.0

7

胎上精良

ロクロ

ν10

内画へラ

ミガキ,

底外ハケ

目,内面

黒色処理

非ロクロ

190 カマドN0 土師長饗B
3

2英淡褐堅014

雲{小細

小礫

2英淡褐堅

牲デ備1)

小礫

備

ロクロ

底部

全存

18

高台外面濃緑

色自然釉

191

口献内面スス

(炭化物?)。

口縁一体部外

面じスス。内

外面のススは

対応

口縁内面~体

部じ炭化物

非ロクロ

底外木葉

痕

ロクロ

底外ハケ

目

ロクロ

底外ハケ日

非ロクロ

1類

ロクロ

カマドNO

フ,1層,

トレンチ

2/3

口緑内面薄く

スス(炭化物?)

口緑~体部外

面薄くスス

顎部内面炭化

物

V6

192 カマド

ロクロ2

類

非ロクロ

3/4

(刷一

部欠

193 カマド

S1806 (本文120頁,図版67)

181 1 -3局須恵無台1不口14.2

底遺楡上而

官その他

V8

底外板状

圧痕

V6

(脚全

存(体)

V3

V8

カマド194

16

体部外面片側

スス

ロクロ

ロクロ

S1752 (本文121頁,図版68)

195 東西トレ須恵有台キ不口14.6

Aンチ

196 南北トレ須恵有台キ不口14.2

A 台10.2ンチ

」哥 4.6

須恵有台杯口14.0197 N01

A 台10.2

高 4.5

V3

須恵無台杯口13.0南東部1182

底 9.2励

1.' 2.8

183 南部1眉須恵イi台杯含 7.3

A

非ロクロ

1類

ロクロ2

類

顕部外面~体

部薄くスス

(ロ)

V3

(体)

V4

{底}全

存{体}

2/3

ν8

ロクロ

V6

ロクロ 1

類

ロクロ

顕部外面一部

スス

口緑外面一部

スス。口縁部

は歪も

V5

C

体部外面

薄くスス

251

淡褐軟

ロクロ

部

198

体部外面

スス

V3

ロクロ 1

類

A

2層南西須恵杯蓋

灰

底外へラ

切り

199

A

部

非ロクロ

灰

無台杯

堅

1層

A

20O E 12 (21,

22) D11,

1,2暦

A

底部外面部

スス。 Aより

胎土精良(英)

(長)を多く含

む

暗灰堅

堅

V5

灰

須恵短顎壷台11.2

V6

底外へラ

切り

堅

A

底部

全有

201

士師無台キ不口18.5 英,長納1黒堅 V8

X 底14.1 小礫褐{外}

高(4.フ)細陳茶褐

海針

土師鉢形甕口17.8英茶褐普通 V4
雲佛Ⅱ

小礫

灰

(ΠⅡ 2 底外へラ

(脚切り

部欠

2/3 底外へラ

切り後ナ

デ

3層

底外へラ

切り

堅

A 灰

内面緑灰色の

自然釉

A灰

堅

体部外面アメ

状1炎緑色自然

釉

外面全体薄く

自然釉

202 カマド内士師喪A

トレンチ

6
50

3

1

7
3

台
高

底

4
4

9
3

0
 
2
 
9

41口
底 9

3右
U

0
 
7
 
8

51口
底 8

3●
N

2
 
6



番号

204

地点

東西トレ

ンチ1磨

種別排種法量胎土色調焼成

上師長甕A 口20.2 英白褐堅

哲{細}

小磯

上師長喪A 口19.6 英,長茶褐訓"亟 14

雲御"

上師長喪A 口19.8 英淡褐普通 16

雲(細

小礫

205 上而

206 1層

207 東西トレ士師長甕C

ンチ

208

小礫

トレンチ上師長甕C 底 8.6 英,長茶褐普通 13

害(細

小礫

底6.8英淡褐堅 V2

雲(矧1)

小礫

底 7.6 英,長茶褐普通ν2

雲慨"

遺存

13

209

手法

非ロクロ

1類

南北トレ土師喪A
ンチ

022.4

210 南北トレ士師豪A

ンチ

非ロクロ

1類

非ロクロ

1類

淡褐堅

2Π 2層

番号

224

14

212

士師甕A

刈!'t

アゼ1層

C I,2 悩

その他

カマド

その他

C 2 眉,

カマドト

レンチ

A 1層

南北トレ土師甕A

ンチ

ロクロ?

S11000 (本文122頁,図版68 ・69)

213 カマド西土製土管?
刷堤括

種別

須恵

225

底外へラ

ケズリ

底8.0 英暗褐普通

雲【小細

小礫

底 9.0 英,長 1炎褐普通 3 4

雲(細)

小陳

揺穉

有台キ不

C

226

体部内面部

黒い付着物

法母

010.3

'A
6.41二1

局 5.2

排13.6

俗 2.2

器,16.2

1冒」 3.5

底外砂痕

須恵杯蓋

4 C2層

英,長明褐普通 12

雲(細品

小礫

士師鍋C 口34.7 英,長明褐普通ν10

坐:(細

小礫

土師鍋B 口{34.2}英,長 i炎褐堅 VI0

雲{小細

小礫

海剣

土師鍋B 口(34.9)英,長淡褐普通 110

雲御"

須恵無台杯口12.3 A 灰堅 34

底 8.4

高 3.4

須恵無台キ不口12.7 A 灰堅 V2

底 8.1

佃1 3.4

須恵無台杯口13.2 A 黄灰普通(ロ)

底 8.1 部

欠1冒1 3.4

須恵無台杯口13.2 C 灰堅ν10

?底7.1 ?

「冒1 2.8

227

ロクロ

胎土

須忠杯蓋

非ロクロ

底外木葉

,良

非ロクロ

底外木葉

痕

非ロクロ

底外木葉

痕

228 アゼ3層須忠有台杯台 9.2

色調

威

5

底部

全存

トレンチ

2,31酢

245

焼成

堅

須忠有台杯台Ⅱ.0

C

海制

A

遺存

34

6 授乱坑

駅

229 A 1層

手法

底外へラ

切」リ

21フカマドー

括N01

灰

230

V2

備考

体部内血ロク

ロナデは無台

杯ι同様

内面磨滅,薄い

岳U良。転用硯

1互K

1層

C

218 カマド

;舌NQ 2

須恵有台杯口15.0

B

須恵有台杯口16.3

B

須恵有台杯台 9.0

B

231

天外へラ

切り

天外ロク

ロケズリ

ιナテ

底外へラ

切り

底外へラ

切り,内

彌ロクロ

ナデ後

方向ナテ

灰

ν2

A 1局

A 1層232

堅

219

灰

(底)

13

(底)

13

カマド

括NQ3

その他

B 2 層

233 西側

A 2 層

その他

ロクロ

220

須恵甕

A 灰

ロクロ

朏上に石英な

し. Aより粘良

底外転用硯。

1治上A より朴'

良。体部をて

いねし、に剥肌

上帥椀B

B

カマド西士師椀A234

堅

媛

口緑~体部外

面にスス

025.4

221

1 10

堅

ロクロ

非ロクロ

1類

ロクロC1層須恵無台杯 011.6

底 8.2

高 2.9

アゼ1府須恵無台杯 012.1

灰

ロクロ

Π16.0

底 7.6

1容1 5.3

1 10

222

底外へラ
切り,底
部内面
方向ナデ

底外へラ

切り後一

方向ナテ

底外へラ

切り

235 A 2 層

口緑部~体

部外面薄くス

ス

灰

英,長明褐普逓 14

雲(却1)

頸部内噛炭化

物

23

ロクロ

堅

223 C 2層

口緑外面重ね

焼痕

底外へラ

切り

010.3 英,長淡褐普通 1 8

冨:(細)

18

外師薄く白然

釉

1胎士じ石共含

まず耕良

胎士はAより

粘良

内外而令体薄

くスス(内面

は炭化物?%

朏士粘良

236 S11000 上師小喪B 口12.2 英淡褐普通 V6

雲【制11}

土師長梨A 口19.5英淡褐堅 V8237 _ヒ画

雲佛1)

小礫

アゼ3眉士師小甕C 口巧.8 英淡褐堅 18

雲【細

小礫

239 S11000 士師小甕B 口16.6 英 i炎褐堅 18

雲{細

240 3層 土師小顎C 口15.8英茶褐堅 14

暫慨"

241 東周堤内士師小喪A 口16.4 英茶褐堅 1/4
雲(矧

小礫

カマドア土師長甕A 口23 6 英,長淡褐曹通 V3
セ 雲(小細

カマド上師長甕B 022.3 英,長 i炎褐堅 V3

雲【細

小礫

土師長甕C 020.2 英,長 i炎褐普通 V6
? 雲(細

小礫

カマド慢士師長甕C 018.8 英 淡褐普通 V6

乱 雲(細?

小礫

土師小喪C

ロクロ

須恵無台キ不

B

ロクロ

1 英,長 i炎褐暫:逓 1 8012

':御n

灰

底外へラ

切り

堅

252

B 灰

口緑外面重ね

焼痕。胎上,
形態が特災。

Aより胎土精
良。皿ιも思、

bれる。

14

ロクロ

堅

B

底外へラ

切り

ロクロ

淡灰軟

12

口緑~体部内

面炭化物,ロ

線~顕部外1'i

スス。二次焼

成をうける

口緑~体部内

而・部炭化物.

Π緑~体部外

面薄くスス

口縁~体部内

面炭化物

底外へラ

切り

ロクロ

1/4

242

口緑外面重ね

焼痕

底外へラ

切り

頸部~体部外

面スス

頸部~体部内

面炭化物

ロクロ

243

口縁外面重ね

焼痕

非ロクロ

2類

C 3層244

非ロクロ

B
?

C
?

堅B
?

A
?

英
雲剛

7
9

8
2

3
9

8
2

031

底
高
口
底
高



暴号

246

地!ι,

西側プゼ

周堤

極別

印Ⅲ

247 カヤド

IJ;

排極

長喪B

A 1解2・18

色凋法

U22.3英淡褐

士帥喪A

芸:倒11}

小礫

底7.4 英 1炎褐堅

立ι網")

小礫

{内}淡歐底 6.8 共

褐桝)小礫

茶褐質11礫

底10.8 英 明褐堅

」;衛lj

小礫

A 11悼249

士帥喪B

焼成

臣其

A 11竹250

土帥甕

遺祢

V8

手法

ロクロ

251

士帥喪 庫7.8 英 1炎褐堅 15

劣1小柵

小礫

底 7.6 英,長州褐燮 16

式細"

巾礫

小礫

底 9.0 英,長 11"褐 1キミ 2 3

芸:(細"

小礫

k帥 k癖C 底 7.6 英仙川音 1ギ通 14
1'ι小細褐{外}

小礫淡褐

カサド

非ロクロ。

底外へラ

ケズリ

非ロクロ

底外木葉

矼'

14

備

非ロクロ

底外木葉

1'〔

底外IEI゛エ

糸切り

252

ヒ帥甕

13

blm

D 1 弁1

番号

267

D 3,3 師1253

」・.nl!i 猫

23

地占

遺柳上面

底外へラ

ケズリ,

内面底部

強いナデ

ロクロ

S11461 (本文123貞,吹幟70)

25'1 カサドN0 須懲イf台t不 U14.8

A f;10.95

1"」 4.4

255 カマドN0 111思イi台杯台11.8

A5

種別

士師

S1314

268 授乱

14

特種

鍋C ?

(本文124頁,惚1版7D

須恵無台杯底 9.2

法竜胎士

036.9 英,長

冨:御1)

小礫

体部外而陣く

スス

体部外血薄く

スス

269 南西

256

色調焼成

淡褐堅

270

カマドN0 須忠知對1'

北来コー

ナー

須恵杯蓋

253

遺存

18

271 北西

カマト

カサドNO

5, D1ヌ

カプドNO

3

カマドNO

2

C

ヒ師小甕B 口15.0 英,長 1炎褐堅

既

底外へラ

ケズリ

手法

ロクロ?

譽(N.0)

259

1炎灰軟

須恕小生

上帥鍋A

艦'

C

272

体部外而スス

備孝

体部外面スス

上師喪

1火

260

16

A

ド上上師長喪Cカーマ

血

14

而豊

底外へラ

切j り

灰

し帥長甕A

Π9.6 A 成 1堅 V8

Π28.7 英,長叫褐゛辛通 1 6

塞X靭"

Π20.4 英,長 i炎褐詐通 1 3

」.網11)

U22.6 英.長

11'(細

小礫

茶褐 1弔

底部

令h

底外へラ

切り

S 1 27 (本文124貞, 1ヌ111【70)

261 2,3 k・1 1n悪無六杯 n11.0

底 7.6

1"」 3.'

262 2,3N 須忠杯釜排14.9

堅

底(8.D英淡褐堅

雲網1"

小礫

細礫

ロ{23.ω英,長明褐暫弓血

底 7.8 坐:(細

高BO.の小礫

海針

S1 1315 (本文124頁,図版71)

273 力,ド内須恵無台杯 1コ13.0

1泊市長喪A

胎上に石英含

まず,やや鞆

艮

東海系士排。

底部外伯i!.!↓虻{,

部磨滅

底部外脚転1"

硯,高古意図

的に打ち欠く

内外伯i白然釉

底外ロク

ロケズリ

18

底部へラ記号

rxj。 Aよ

長胎士精良。

石を合まない

外而薄く自然

釉

口歉内而部

阪く炭化物,

口雑一体部外

Im スス

膨部

令0

天外へラ

切り

ロクロ14

274

底外ロク

ロケズリ

南北アゼ須恵無台杯口13.O A

2刷

南北アゼ須恵無台杯底10.8 A ?

2 師1

Bトレンチ須恵イi古杯古 8.O A

275

263

14

2,3 舛 1上市長喪A U21.8 英,長茶褐 1弔
':1細)?

0 英,長茶褐 1弔長摸A Π201泊市

」;:(靭"?

!:帥長甕B U21.5 英,長 i炎褐医4
ι:ι小細

小礫

2,3麟 k帥長甕A Π24.4 英.長淡褐 1堅
会【小細

小礫

淡褐粋血 1山

部欠

276

非ロクロ

2類

非ロクロ体部外血スス

2類

非ロクロ

1類

2例

ロクロ

遺桝最 1

Ifli

4婿

AⅨ:ト.1ki須恵小壺肩12.8 A 灰邑f 1627フ

その他

カマド内上帥無古杯底 6.8 英,長赤褐堅 18278

ι:{制ID

唱¥上師長甕A Π17.8 英、長 i炎褐 45カマド西279

'{小糊4,6凧

小礫その他

士師長喪A 底 7.0 英,長淡褐杵通 13カマド280

雲(小棚

小礫

士帥長喪A 底10.4 英,長淡褐堅カマド西 14281

芸:1小細4,6 師1

小礫

海針

1'市長甕A 口20.6 英,長条褐堅 14カマド西282

響.佛1)側・抵

小陳

し帥長甕A 口22.0 英,長 1炎褐杵通 13カマド西283

劣【小細側・;舌

中礫

284 力,ド上帥鍋C 口33.2 英,長明褐 1芋

雲御n

小礫

(Ⅱ)112 ログロ

4本)1 2

底部

全存

265

A

A

淡峽 H・迎 16

底外へラ

切り

黄灰゛キ通 18

266

非ロクロ

非ロクロ

A

体部外面スス

内而・部炭化

物,外iⅢ約1 3

スス

灰

灰

18

堅

艸

黄灰"通 13

底外へラ

U」リ

n13.8

底 8.1

1:;1 3.フ

1 12

18

灰

灯川1皿,口緑

外而爪ね焼痕

A

[1緑外而爪ね

焼痕

体部外而琳習

「口稲口」

18

堅

口献~体部外

而苅くスス

底外へラ

切り

,1.ロクロ

?

16

1 10

外而薄く自然

釉

灰

非ロクロ

?

ロクロ

18

A

堅

ロクロ

灰

U緑内外面博

くスス

18

15

底外ロク

ロケズリ

非ロクロ

堅

旧部外面薄く

自然釉

内外1面赤彩

JI:ロクロ

S1 429 (本文124頁.図版72)

285 カマドN0 須恵イi含杯口13.0

B

286 カマドNQ 須愆無台1不

3, NQ8

A
?

考士ム
"1f

A
?

7
 
8

2
 
2



番号地点

28フカマド周

辺

288 カマド 2

層

289 N05

種別

須恵

群種

杯蓋

士師椀B 口13.0 英、長明褐堅

雲(細

土師小甕C 口14.8 英,長茶褐普通 16

雲(細)

小礫

0 英,長 i炎褐堅 13

雲御"

中礫

英,長淡褐普通 14

雲【小細

小礫

4 英,長明褐堅 18

雲御"

上師小甕B 口15.2 英,長明褐堅

雲御"

法量

閤16.0

290 カマドN0 土師小喪B 口15

1,カマ

ド周辺

カマドNQ 上師小甕C 口15.8

胎・ヒ

A

291

色調

灰

焼成

堅

292

遺存

18

カマドN0 土師小喪B 口16
2

カマド,

トレンチ

手法

天外へラ

切り

ロクロ

293

1 10

294

備

N01,1 土師小喪C 口17

-3層

考

ロクロ

295 カヤド

内血磨滅。胎

土に石英,長

石を多く含む

顎部内而薄く

炭化物

番号

308

口緑内而炭化

物

ロクロ

地

NQ 2

296 NQ9

点種別審秘 法量胎土色渕焼成

須恵有台t不口14.2 C?灰堅
A 台10.0

4.01.
".1

トレンチ土帥小喪A 口15.2 英,長淡褐堅ν4

雲{小細

小礫

底 6.2 英,長淡褐堅

糞御D

上師小喪A 底 7.0 英,長 i炎褐暫:通

雲御1)

小礫

体 7.5 英.長淡褐堅

雲(鋤
重コ

ロロ

士師短胴甕底 7.6 英,長茶褐 1遜 14

二■御1)

小礫

海針

土師長喪A 口20.0 英,長 i炎褐劃打皿 12
雲{靭1}

小礫

土製土管
^

1肌1

口縁内面炭化

物

309

ロクロ

S11300 (本文125頁,図版72)

29フカマド内須恵無古杯底 8.フ

1 英,長淡褐堅

雲御1)

小礫

英,長 1炎褐堅

写御D

小礫

英.長淡褐堅

雲{小細

小礫

体部外面自然

釉

上師鉢?

310 南北べル上師甕A ?

ト内

3Π D区

ロクロ

16

298

ロクロ

C区2層須恵無台キ不口U4.ω A 淡灰軟
底(8.5)

局 3.6

D区3層土師小甕A 口15.6 英,長淡褐堅

雲(小細

14

非ロクロ

2類

299

312 D区.1励上製

口緑~顕部内

面炭化物,体

部外面スス

ロクロ

15

313 N03

300

遺存

'部

欠

ロクロ

カマドN0 士師小甕C
3

14

于法

底外へラ

U」リ

S1803

325 N01

A

301

314 NQ4

口緑内1可薄く

炭化物.底部

~体部外面ス

ス

灰

ロクロ

C区3層土師長甕B

堅

備

302

S1560 (本文125頁,図版73)

315 カマド士師無台杯口14.4 英.長淡褐堅
B 底U.0 雲(細)

高 4.2 小礫

海針

上師長喪C 口25.0 英,長淡褐堅カマド316

B ・10遺 底 9.2 害1小鋤

構上面 高35.1 小礫

カヤド 土師艮甕C 口24.0 英,長茶褐堅317

荒'j(42.0}靈:{細)

小礫

海針

非ロクロ

2類

2/3

カ?ドNQ 土師小喪A
4

底部

全存

底部

令存

017.0

底 5.2

「0」 13.フ

底 8.4

底外へラ

切り

底外へラ

切り

V12

口緑内血炭化

物

非ロクロ

2 類?

非ロクロ

底外木葉

303

英,長淡褐堅 V2

雲(小細

小礫

英,長茶褐堅 V2

冨(小細

小礫

英,長明褐普通 1/3

雲御D

中礫

小礫

英,長 i炎褐普通 V3

雲御1}

小礫

英,長明褐堅 18

雲{細}

ドN0 土師小甕Aカヤ

(本文126頁,図版74)

須恵無古キ不口14.0

V8

304

非ロクロ

底外木集
,良

ロクロ

非ロクロ

2類

017.4

底 5.5

-12.2

体部内而炭化

物,体部外面

スス

内而熱を受け

風化薯しい

C区2層上師冠胴甕
C

23

内外而薄くス

ス

S 1 1307

305 N01

ロクロ

口練内面薄く

炭化物,外面

全体薄くスス

口緑内面薄く

炭化物,体部

外面薄くスス

ロクロ

014.6

底 7.6

高13.5

027.0

(本文125頁,図版73)

須恵無古杯口12.8

底 9.0

「司 3.8

306

底外ハケ

目

非ロクロ体部外面スス

2類

S1 458 (本文126頁,図版74)

318 S1458 須恵杯薑器15.フ

1臂J 3.2

B区2層須恵有古杯

A

307 上面

非ロクロ

1類

13 底外へラ

匂j り

319 2悩

非ロクロ

底外砂痕

13

須恵有台キ不

C

海針

320 カマド

非ロクロ

ロクロ

底外ハケ

目

ロクロ

灰

土師小喪C

n縁内面炭化

物

254

13

ロクロ

堅

A

底外へラ

切り

体部外商片側

薄くスス。・カ

マドの芯

体部外伯i上部

黒斑。顎部~

体部外面繭く

スス体部片側

厚くスス。カ

マドの芯

レヒ師甕A 底6.8 英,長{内}無堅 2/3321

喜1小細褐{外}

小礫淡褐

土師長寮B322 N03 英,長淡褐堅 13

冨:【細

小礫

土師長甕A 口21.3 英,長淡褐普通 18323 NQ4

雲(細)

小礫

海針

324 カマド上師長甕A 口20.0 英,長淡褐堅 13

冨:【細

小陳

9.2

A

灰

C

海'1

士帥小甕A

14

体部外而厚く
スス

U14.4 英,長淡褐堅

当(小細

小礫

012.5 英,長淡褐普通 V3

底 6.5 芸:(細)

高12.0 小礫

サプト

ンチ

堅

C

底外へラ

切り

灰

口緑外面じ蒟

くスス

灰

12

堅

堅

底外へラ

切り

仟"

部欠

非ロクロ

15

犬外へラ

Wり後剥し

ロクロケズリ

ロクロ

i炎灰軟

底部外而薄く

琳痕,転用硯

底外へラ

切り

15

」
狐

2
8

0
3

底
高

5
 
3
 
6

11

台
高
台

口

6
3



番号

326

地点種別鴇極法量胎土色調焼成

1屡ヒ面須慰無台杯口13.2 A 灰燮

(片[D 底 9.5

1冒i 3.0

士師小甕A 口14.4 英,長淡褐堅 V3

璽:(細

小礫

013.0 英,長 1炎褐堅上師小甕C

雲(細?

015.0 英,長淡褐堅 V4土師小甕C
雲(細?

小礫

土師長甕C 口22.4 英,長明褐堅 V82邪

雪(細

小礫

土師喪A 口17.0 英,長淡褐堅 2/3

雲(小剛

小礫

土師短胴甕底 4.7 英,長明褐堅2 斥1

雲御lj

小礫

底 8.2 英,長淡褐堅士師甕2層 15

量{細}

2府 3層士師甕A 底 9.2 英,長淡褐堅 13

雲(小細

小礫

上師鍋C 口32.2 英,長淡褐堅1~3屡 15

芸胤トレンチ

小礫

327 北東部2

層, SI

804,1 層

3層328

329

淡褐堅

3層

サプトレ

部

330

ロクロ?

遺存

([D

部欠

331

手法

底外へラ

切り

1 ~ 3 屑

その他

332

備考

内面自然釉

366

非ロクロ

333

1 10

C?

口縁内面厚く

炭化物

334

番号

347

ロクロ

地点

カマド東

NQ 3

(脚

部欠

16

ロクロ

体部外面スス

335

5 英,長茶褐堅 V4

雲{小}

小礫

土師長喪A 底10.3 英.長淡褐普通 V2
雲(細

小礫

種別

土師

D区カマ

ド西側

口縁内而炭化

物,体部外面

薄くスス

体部外面薄く

スス

348

ロクロ

器種

短胴甕

C

S18 (本文126頁,図版75・76)

336 カサド東須恵無古杯口13.5

NQ2

Nn1カマ

ド東

法伝胎土色調焼成

025.8 英,艮茶褐堅

底10.4 雲(細

高20.1 中礫

小礫

020.5 英,長明褐堅

雲(小細

小礫

非ロクロ

S1 72 (本文127頁,図版76 ・フフ)

須恵無台杯口13.6349 4層

底10.4

士師長甕C

底部

全存

337

頸部内面炭化

物,体部外面

薄くスス

体部外面薄く

スス

ロクロ?

上眉,

乱

ロクロ

350 5層

338 上血.カ

マド1覺乱

橿須恵無台杯口13.8 A?灰堅

底 7.フ
せ1'

3.81廿1

須恵無台杯口12.2 A 灰堅

底 8.3

局 3.2

012.3 A 灰堅須恵有台キ不
.ι'A フ.3に1

4.1

上師小甕C 口12.5 英,長淡褐堅

雲(細

小礫

底 7.6 雲(細明褐堅

小礫

英,長明褐堅

雲{細}

小礫

訂22.3 英,長茶褐堅

底10.4 雲(細

高41.2 小礫

土師長甕B 口24.2 英.長淡褐堅
雲(小細

中礫

小礫

土師長喪C 口23.0 英,長 i炎褐堅

底10.0 雲(細

高35.5 小礫

土師鍋A 口35.6 英,長淡褐堅

底 6.6 雲(細

小礫

ロクロ

ロクロ

遺存

2/3

339 橿乱,カ

マド橿乱

非ロクロ
外面下部

部へラ
ミガキ

ロクロ

手法

ロクロ

底外へラ

ケズリ

351

体部外面薄く

スス

須恵無台杯口13.フ

茶褐堅

A

2屡,ト須恵無台杯

レンチ

体部外而薄く

スス

340 上悩

灰

352 北側

体部外面薄く

スス

{Π}

部欠

備

12

堅

A 灰

ロクロ

体部外面スス

341

(ロ)

剖欠

353

ロクロ

下層その土師喪A

他

カマド内土師長甕C 底 8.0

N03

3.4

堅

C

須恵無台杯

D 9,

レンチ

342

底外へラ

切り

体部外面片側

スス

灰

16

V4

13

ト須恵有台杯

A

ロクロ

堅

底外へラ

切り

底外へラ

切り

343

体部外面スス

須恵短頸壷台14.4354 北側

?

士師小甕C 口14.6 英,長茶褐堅D 9 区,355

雲(細2府

小礫

356 南伯13府土師小喪B 口13.8 英 1炎褐堅 V3
雲(小棚

小礫

土師小甕口n.5英 1炎褐普通 V4357

雲(細

A

013.フ

底 9.3

同 3.8

014.2

0 9.1

101 3.8

3/4

13

i炎灰軟

カマドN0 士師喪C
8

ロクロ

底外へラ

切り後へ

ラケズリ

底外へラ

切り

344

A 納}淡堅

灰{外}

灰

C 灰堅

口緑内面厚く

炭化物

12

カマド上

眉.下層

{Ⅱ}ー

部欠

非ロクロ

底外木葉

痕

胎上(英)(長)

含むがやや梢

良。口誠外面

重ね焼痕

口緑外面V3

垂ね焼痕

口緑外面重ね

焼痕

底外へラ

切り

底外へラ

切り

345

15

V2

カマド西

撹乱坑

255

ロクロ

底外へラ灯明皿

切り

DI0

トレンチ

34

346 カマド西

授乱坑

その他

V3

358 N03,力土師長甕C

マド内

口縁~体部内

面厚く炭化物

灰

13

底外へラ

切り

堅

ロクロ

底外板状

圧痕

ロクロ

底外へラ

ケズリ?

ロクロ

2類

359 南伯ル暦土師長擾C

底部外面へラ

記号,薄い墨

痕転用硯か?

胎士に(英)含

まな、、

胎士に石英を

含まなし、

口縁~顕部内

面炭化物

13

V6

360 カマド内土師長喪C
?N05

その他

361 1層, D9 土師甕C

区その他

362 南倶13層上師長甕C

(ロ)

全存

15

ロクロ

022.8 英,長淡褐普通 V4

雲{細}

小礫

020.0英淡褐堅

雲(鋤

023.0 英,長淡褐普通 13

雲(細

小礫

体部外面中央

部ι下部部

薄くスス

12

14

(ロ)
V6
底部
全存

ロクロ

ロクロ

口縁内面炭化

物,外面全体

薄くスス

口緑内面炭化

物,外面全体

スス

363 南伯地層上師長饗B

その他

364 擾乱土師短胴甕

ロクロ

非ロクロ

1類底外

木葉痕

底 7.1

ロクロ

1 10

口緑外面

薄くスス

S120 (本文128頁,図版7フ・78)

365 D区カマ土師小癖B 口14

ド西側

雲(細

小礫

英、長茶褐堅

雲(細

明褐堅031.9 英

雲(細

ロクロ

23高

80

9
3

1底
高

8
 
7
 
9

21口
底
高

7
3

C
?

御
礫

英
雲
小
英

"

底
高

8
0



番号

367

地

カマドNQ

4

種別排種法量胎土色調焼成

を.師長都B 口23.2英淡褐堅

高36.7 雲(細1)

小礫

ドN0 土師長甕C 口25.2 英,長淡褐堅 4/5

底侶.0)雲{細}

高35.2 小礫

ドNQ 上帥長甕C 口伐4.0)英.長淡褐堅

底 5.6 雲(小細

高(37.5)小礫

ドN0 士師長甕C 口{23.0}英,長淡褐堅

底 9.4 壬:(細)

,eK如.0)小礫

368 カマ

3

369 カマ

5

370 カマ

6

SΠ4 (木文128頁,図版78・79)

371 Nn21,3j科須慰無台杯Π11、8

底 7.0

n' 3.フ

372 NQ6.3層須恵無台'不口13.3

底 8.6

ITli 3.5

373 カマド 3 須恵無台゛不Π12.8

層, NQ39 底 8.9

1:,i 3.9

遺存

ほぱ

)'",

手法

ロクロ

1類

備孝

体部外面V3ス

ス。スス付'着

部カマド内側

体部外而V3ス

ス。スス付着

部カマド内側

体部外面V3ス

ス。口縁意図

的に打ち欠く

体部外面V3ス

ス。Π緑意図

的に打ち欠く

須忠杯謹

ロクロ

ほぱ

完汗,

番号地点種別誹種法址胎t 色調焼成遺行

386 21科 3層上帥小喪C 口13.8 英,長淡褐 1〒述 16

僻網1"

小礫

387 3胴上仰 1二師小喪B Π14.8 英,長茶褐"迎 13

雲{細}

小礫

小礫

388 3師lk而 1二師小喪B 口14.8 英淡褐曜 16

芸'{小細

小礫

土帥小甕C 口14.8 英,長茶褐曜389 N041 14

3描 芸(小細

カマト 小礫

f:n11i 喪C ?底 6.9 英,長淡褐 1毛390 N011 喧部

3層 会(利1) 令h

小礫

!二帥喪B 底 6.5 英,長 1炎褐詐通カマド2391 底部

府, NQ35 ム:{a11} 全存

小礫

392 2,3押1 1二帥梨A 底 7.5 共,長淡褐堅 底部

会{小細 全存

小礫

カマド3 士帥甕C 底6.2 英,長淡褐堅ν2393

1邑 ι:{小細

小礫

1泊市長喪C 底10.6 英,R 明褐堅NQ12394 14

2,3尉 ι:御0

小礫

上師長喪C 底13.0 英淡褐 11亨地 16カマドNO395

32 雲佛1)

小礫

396 31酔 1:帥長甕C 口22.8 英淡褐 1弔 1 12

? ム:側ln

39フカマド中 1:帥長甕C U20.4 共 i炎褐 1喫 110

IX細

小礫

カマド2 1:1!11i 長喪B U21.0 典,長淡褐 1喫 13

府(・1舌) 基:(細)

1,3 師1 上帥長喪B Π21.4 英 i炎褐":通 14

烹:(細)

小硬

1:帥長喪B Π21.8 共.茶褐 1堅 14

1;佛11)

小礫

1二贊・底15.0 莢,長 i炎褐 1撃 12

ι:1小刑

小礫

ロクロ

374

ほぱ

完形

ト.而,そ須恵無台1不口13.2
の他

A 威

375

ロクロ

406

カマド2 須恵キ不監%÷14.8

暦

堅

A 灰

V2

A

d.

376 NQ30カマ須忠杯孟

ド

377 Nn3,3師1 須恵杯蓋

N026,3"1

A

底外へラ

U」リ

灰

V2

堅

Π緑外而玉ね

焼痕

C

底外へラ

切り

ロクロ

灰

V2

1 厄1

,晝

朏士(英X長)

含みやや櫛良

378

379

C

底外へラ

U」リ

峽

吠

2/3

カマド須愆(脚台)

3局, N0 須愆横瓶

14

排15.9

1#.」.5

1非14.9

Π縁外Ⅲi玉ね

焼痕

底外へラ

U」リ

手法

ロクロ

須愆打台杯

A

須懲無右杯

1 4

A

冊'

岐

胎士(英H長)

含みやや柿良

備ぎ

Π赦内画炭化

物

天外へラ

Ujり後口

クロナテ

内而・/J

向のナテ

大外ロク

ロケズリ

犬外へラ

Ujり後督

、、ロクロ

ナテ

380

A

臣K

ロクロ

古 9.6

010.1

灰

トレンチ須恵イi台杯

2眉 A

内血磨滅,薄

く出痕。転"1

硯?

V4

A

堅

2:÷ 14.8

「臂j 2.8

n緑内而炭化

物,Π献~体

部外而スス

381

Π赦

部

岐

12

ロクロ

灰堅

i炎灰 1堅

NQ 4,

府

ノし汗,

臣父

A

3

Π緑内1而厚く

炭化物

ロクロ

382

Π15.0

'A
フ.8

1'.」 4.0

須恵有含杯

A

外lfliに琳;1ド

「子i 」

底外へラ

功り後ナ

峽

N028カマ須恵有台杯

ド」・ A

Π蒜

丑11

欠

23

A

383 3,2屑須恵有古杯

ト師 X

A

1〒{

"絲外向小ね

焼痕

Π14.フ

台 7.d

111」 4.3

媛

384 N07.3師1 士帥小癖B nu.2 英 i炎褐普j1ヨ 1 1

去網Ⅲ

小礫

カマド2 」沸市小饗C 口12.6 英,長茶褐託:通 15
刷N021, 王:倒D

N035 小礫

唱{

ロクロ

排壁は発泡し

皿1凸がある。

胎上(石)(長)

を含まず.両

而に淡緑色の

自然釉

底部外miへラ

3C屶・ r十」

A

底外へラ

Ujり.板

状圧痕

入外ロク

ロケズリ

底外へラ

切り

2/3

013.3

台 6.フ

IT:」 4.2

017.2

威

385

体部外画薄く

スス

底外へラ

功り後軽

、、ロクロ

ナテ

底外へラ

功り後軽

いロクロ

ナテ

底外へラ

U」リ

398

媛

堅

A

A

23

399

灰

ロクロ

1弔

唱ぢ

A

40O NQ5,3肝,

2 戸1_上而

3 1科

40I N010,3師1 士製

N020,3励品

i炎灰燮

庶外ハケ

Π

(川

部欠

底部外向へラ

二d易l r十」

256

1 10

灰

ロクロ

S1 280 (木文130'〔, 1ヌ1版8の

402 カマド 1 須忠処六1ネ U14.1
婿 底10.0

「.,」 3.3

3貞鳥(無古1不 1,113.1403

ロクロ

内師厚くi炎黄

鉄色自然釉

11縁内向陣く

炭化物

ロクロ

知Ⅲ"1喪の"1能

性あり

Π鰄外面承ね

焼痕

ロクロ

1 4

ロクロ

1 1悼

トレンチ

U緑内側陣く

炭化物

ロクロ

2類

404

1弔

1,2 Ril

トレンチ

D 6,2婿405

ロクロ

2類

if' 3

点

テ

鼠
吐

7
5

8
3高

A
 
A

底

/
/

1

ム
ロ 28





                       番号地点種別器種法量胎土色調焼成遺存手法備考番号地点種別器種法量胎土色調焼成遺存手法備考

                       4502層,掩須恵鉢口20.5A灰堅1/4470Nα10土師小甕B口14.6英茶褐堅1/6ロクロ口縁内面厚く
                       乱底10.8雲(細)炭化物

                       高10.3小礫

                                              451トレンチ土師長甕B口22.6英,長淡褐堅1/4ロクロ体部外面スス471北東2層土師小甕B口14.2英淡褐普通1/4ロクロ頸部内面炭化
                       2層,1層雲(細)物

                       小礫4722,3層土師小甕B口12.8英淡褐普通1/2ロクロ口縁内面薄く

                       雲(小》炭化物
                       4523層土師甕底6.8英,長淡褐堅1/4小礫

                       雲(細)
                       4731層土師小甕B口14.8英淡褐堅1/6ロクロ口縁端内面厚

                       4532層,ト土師無台杯底8.2英淡褐堅・1/2底外ヘラ雲ω細'く炭化物,ロ
                       レンチB?雲(細)切り縁外面スス

                       小礫474カマド土師小甕B口15.0英,長茶褐堅1/3ロクロロ緑内面炭化

                       454トレンチ土師小甕B口16.9英淡褐普通1/5ロクロロ縁内面厚く北西2層雲(小細)'物
                       雲(細)炭化物,口縁トレンチ

                       外面スス475Na9土師小甕B口15.8英淡褐普通1/4ロクロ頚部内面炭化

                       4552層土師小甕B口14。6英,長雲(細}明褐堅1/4ロクロロ縁内面厚く炭化物底8.0高13.7雲(細》小礫気ζ物
                       小礫476カマド内土師長甕A口18.6英明褐普通1/10非ロクロ

                       下層?小礫2類?

                       Sl7(本文132頁,図版83・84)4772層土師小甕B口15.8英淡褐堅1/4ロクロロ縁内面炭化
                       雲(細)物,体部外面

                       456SI7須恵無台杯口12.8A淡灰軟(ロ)一底外ヘラ胎土やや精良小礫スス

                       底9.5部欠切り

                       高3.64781層土師小甕底8.1英茶褐堅1/6ロクロ体部内面炭化
                       雲(細}物

                       457カマド須恵無台杯口13.1A灰堅{ロ}一底外ヘラ小礫

                       底9.9-一局3。5部欠切り,板状圧痕479掩乱土師小甕底8.0英茶褐堅1/6ロクロ
                       雲(細)

                       4581層,北須恵無台杯口12.8A灰堅一部底外ヘラ口縁外面片側

                       東2層底8.4?欠切り重ね焼痕

                       高3.1480北東トレ土師小甕底7.2英淡褐普通1/2ロクロ?
                       2,3層雲(細)

                       

                       459北西トレ須恵無台杯口12.7A淡灰軟1/2底外ヘラ

                       ンチ底9.0切り481トレンチ土師甕A底6.6英茶褐堅1/3非ロクロ
                       高3.6Nα4雲(細)底外木葉

                       小礫癖

                       

                       4601層須恵無台杯口12.3A灰堅1/3底外ヘラ胎土(英}帳}含

                       ?底8.4?切りむがやや精良,482カマド内土師小甕底7.9英明褐普通底部
                       高2.7身が浅く皿か?雲(細}全存

                       小礫

                       

                       4611層,北須恵有台杯口10.6A灰堅1/2底外ヘラ

                       東2層C台6.2切り483カマド内土師長甕B英淡褐普通2/3外面薄くスス。
                       高4.6東雲(細》底部外面に径

                       4㎝程の円形

                       462北西トレ須恵有台杯口11.2A灰堅1/4底外ヘラ黒色斑(支柱

                       ンチA台7。1切り痕?)

                       山局4.1
                       4841層土師鍋B口30.0英淡褐堅1/10ロクロ頚部外面スス

                       463カマド東須恵有台杯台7.0A?灰堅1/6底外ヘラ雲(細)

                       側A切り
                       485Nq3土師鍋B口32.6英淡褐堅1/12ロクロ

                       464北西トレ須恵有台杯台9.2C灰堅1/4底外ロク雲(鋤

                       ンチロケズリ

                       (糸切りか)486カマド上土師長甕B口21.4英茶褐普通1/4ロクロ体部外面薄く
                       層高(32.0》雲(細}スス

                       465北東2層須恵杯蓋器12.8A灰堅1/4天外ヘラその他小礫

                       高3.1切り後ロクロナデ487カマド内土師長甕B口20.4英淡褐堅3/4ロクロ体部外面1/6
                       雲(細薄くスス。甕

                       4661層須恵折縁杯1]16.1A灰堅一部底外ヘラ底部外面ヘラ小礫として使用し

                       北東2層台8.3o欠切り記号「+」。た形跡なし

                       高4.8内面火だすき488掩乱土師長甕B口19.8英淡褐堅1/6ロクロ2
                       4672,3層土師小甕B口10.4英淡褐普通2/3ロクロロ緑内面一部雲(細》類,カキ

                       アゼ1層雲(細)炭化物,口縁小礫目の下に

                       カマド東,外面一部ススタタキ目

                       側4892,3層土師長甕B口21.0英茶褐堅1/2ロクロ2頸部内面一部
                       北東トレ雲(細)類,カキスス,(炭化物

                       468カマド内土師小甕B口13.4雲(細}淡褐普通1/10ロクロ小礫目の下に?)

                       下層小礫タタキ目

                       4692,3層土師小甕B口13。8英淡褐普通1/4ロクロロ縁端部内面490Na3,2層土師長甕B口20.0英淡褐堅1/4ロクロ体部外面薄く

                       雲(小紬薄く炭化物,外1層・雲(小細スス

                       面全体薄くスス中央アゼ小礫9

258



番号

491

地点

カヤド内

種別

土師

SΠ5 (本文134頁,図版85)

492 N05,3層須恵無台杯口H.4

底 9.2

局 3.0

493 椴士上層須恵無台杯口13.2

底 8.6

1,1 3.3

須恵無台杯口13.0

底 9.フ

高 3.8

須恵無台杯口13.1

譽種

長甕B

法量胎士

021.6 英

雲細}

小礫

色調焼成遺存

i炎褐普通 14

494 N020,3

暦,カマ

ド

495 NQ19,2

層.3層

"古土(英)含ま

ず粘良

犬井部厚く自

然釉。胎士

(英)(長)含も・

がやや粘良

手法

ロクロ

C 灰

496 NQ8.3屡須恵無右杯口12.3

底 8.8

師1 3.4

497 N015,3屑須恵無台杯口13.1

底 9.4

高 3.2

須恵無吉杯口12.9498 N04,

底10.22,3層

高 3.8

備考

体部外面薄く

スス

堅

A 灰

【rD

部欠

堅

底外へラ

切り

A

番号

511

灰

23

土師甕

j也,よ〔

N010,3層

堅

朏士に(英)含

まず精良

底外へラ

切り

A 灰

12

499 N03,3層須恵無台杯 012.4

底 8.2

r島 3.6

種別

士師

512 N012,3層上師長喪B

堅

体部外面胤"

「五」

底外へラ

切り

A

器種

小寮

灰

23

S111 (本文135頁.佐1版85)

513 カマド西須恵有台杯「112.0

A 厶 5.8授乱坑

「容」 4.8

法崇胎1 色調焼成

底 7.8 英淡褐糾り但

糞【細j

小礫

021.6 英,長淡褐燮

高34.3 ゞ{'1細j

小礫

堅

口緑外面重ね

焼痕,灯明皿
?

底外へラ

切り

A

50O NQ6,3層須恵有台杯古 6.6

A

50I N09,3層須恵有台杯
A

灰

010.9

.'▲
6.0に1

局 4.3

502 N014,3層須恵有台杯 013.3

.'▲
A フ.1^

高 3.8

503 N07,3層須恵折緑拝口16.0
.'と

9.1^

高 4.0

504 N02,3屡須恵杯蓋器13.6

冒i 3.2

505 N016,3層須恵杯萱器14.2

堅

内外面磨滅.

深身,丸底

底外へラ体部外面墨沓
「 口緑外切り

面重ね焼痕

底外へラロ誠外面重ね

切り,板焼痕

状圧痕

底外へラ

切り

A 黄灰堅

514 上肺

18 底外へラ

切り後口

クロナテ

底外へラ

切り

C

遺存

{K}

部欠

Ⅱ本}1 8

12

1炎灰軟

515 、ド局

部

欠

チ法

ロクロ

須恵杯蓋

元汗,

A

カマド516

部

A

欠

灰

上師小喪B

底外へラ

切り,板

状圧痕

ヨ昔15.3

淡灰軟

ロクロ

2類

A

堅

517 下府

淡褐響通 18

灰

胎土{英}含ま

t精良,口縁

外面重ね焼痕

土師小喪B

16

体部外血スス

A

堅

013.6 英茶褐堅

雲(細

小礫

017.6 英,長 i炎褐堅

望:(細

中礫

底7.8 英淡褐堅

雲(細

小礫

{川

部欠

A

灰

底外へラ

切り

底外へラ

切り

23

灰

34

S1 6 (本文135頁,佐1版86 ・ 87)

須恵無古林口12.1518 S16

底 8.4南西3層

"」 3.4

506 N01,3層須恵杯蓋

底外へラ

切り後口

クロナテ

士師長喪C

堅

堅

A

外面薄く自然

釉

12

灰

底部回転

糸切り

ロクロ

{山

部欠

底部外而へラ

記屶「 X 」。 11介

士(萸)含むが

やや粘良

ツマ L制向f.

内外血Π緑部

玉ね焼痕

507

天外へラ

切り

堅

底外へラ

切り

519

2・3局須恵鉢

A

508 2層

18

灰

カマド付須恵無吉杯口13.0

近

A

堅

ロクロ

520 2,3層須恵無台杯口12.4

底 8.9

「..1 3.

須恵有台キ不口13.63胴521

底外へラ

切り

器13.8

1己i 3.2

灰

509 3層

14

元旺多

土師小甕B

堅

ロクロ

体部外面13

薄く自然釉

天外へラ

切り

天外へラ

切り後軽

いロクロ

ケズリ

天外へラ

切り

16

A

内面炭化物,

外面スス

口緑内面炭化

物

510

12

淡灰堅

ロクロ

A

土師小甕B

1層

3層

012.5 英 1炎褐普通 14

雲(細

小礫

015.0 英淡褐普通 110

ロクロ

底外へラ

ケズリ

灰

外面片側薄く

自然釉

522 N02

堅

元升,

A

土師小梨B 口14.4

灰

け、乢:1:づ

523

259

須恵有台キ不口12.8

堅

須恵有台杯口10.6S1 6

C 厶 5.6

1町 4.フ

南西3局須恵有台杯古 5.4

C尤升,

底外へラ

Ujり,板

1剣H良

底外へラ

切り

A 灰

504,505 ι同

タイプ

13

524

堅

口縁外lm

飛ね焼痕

A

525 2層

ロクロ

(脚全

存虻n

14

(脚全

存(川

12

{川

部欠

淡灰軟

S1339 450

ι同個体

口縁内面厚く

炭化物

小礫

淡褐讐通 16

丑11

U線外血爪ね

焼痕

底外へラ

切り

A

ロクロ

灰

526

須恵壺蓋

口鯨外面正ね

焼痕

堅

底外へラ

切り

S1 6

A

口緑内面炭化

物,口緑一体

部外面スス

ロクロ

灰

527

器10.2

須恵折緑杯台 6.8

堅

N01

NQ 3

底外へラ

切り

C 灰

528

14

須恵稜椀

カマドソ土師小甕B

デ

土師小擾B3層

体部外lm片側

自然釉

堅

高台底部内外面薄く自

板状圧痕然釉

529

灰

16

堅

530 3層

底外へラ

切り

015.8 A 灰堅
.ι▲

8.0仁1

古'フ.6

底 5.9 英,長淡褐堅

雲(細

014.0 英

雲(細

底5.6英淡褐堅

婁(細

海針

A

12

冗汗グ

淡灰堅

元牙,

9
4

8
3

底
高

底
高

43高

0
3

8
4

A
?

台
高

A

汗完

英
雲

6
3

7
4

2
2

8
4

台
高

A

細



IJ

531

地

N03

11' 粁別

1:帥

532

排朴

小郵B

カマド四

側

辻111'朏 1

Π 15.4 拠

11×.8.41:{細1

"'【 2.0}小礫

Π21.8 英,長

』::i判n

533 N04

1:帥」乏喪B

534 NQ4

色開

i炎褐

1:n11i lC喪 B

焼成

軟

535 カマド来

出乱

その他

536 S1 6

遺イi

16

k帥」て饗B

019.6 英

芸.{剤11}

小礫

朔褐 1雫Π21.、1 美'

'倒"

小礫

U21.8 莢"Ⅱ褐 1苧

,:1」(3'1.ωι:ιa"

小礫

Π23.O A 威 仙質

1炎褐 1弔

下辻

ロクロ

1:帥長讐!B

16

備

1炎褐軟

S 1 4 (本文136貞, 1刈版87 ・ 88)

53フカマド西須忠無hキ不 UI?.2

ソテ hI 9.2

1'」 3

ロクロ,

外lf11 タタ

キ"かす

かC残る

ロクロ,
外lmタタ
キⅡかす
かに妓る

ロクロ

占

須忠喪

乱

15

Π緑~体部外

Irli スス

538

」也」.1..

2 1"

トレンチ

14

1村西 3 "11血忠無六絲

539 南四3嫡,貞忠処.六郭

神別

1:帥

552

16

カマド

揺郁

小甕B

540 21付.1"に11忠無介杯

553

欠

ロクロ

法示

"15.2

岻 6.8

ト則

帥小喪B 口14.8 英淡褐き:池 14

雲(却1)

師小甕底8.0 英淡褐普池 12

':{卸1}

小礫

小礫

帥小喪底7.0 英淡褐厭 15

':佛1)

帥小喪底8.0 矢 炎褐、咋心 34

1:(細

小礫

製フイゴ 英 炎褐゛十通 12

」;【細}羽U

帥長甕B 016.6 美.,長炎褐?甲j血 1 6

L!(細)

師長喪B Π20.2 英.長茶褐 1粲

1:(

小礫

帥長甕B Π21.7 英,長炎褐 1芋 23

If'38.01:【細}

! n11i 上こ喪 B Π20.2 美. 炎褐 1苧 34

,俗34.21:(細)

小礫

1'n巾長喪B U20.0 英,長淡褐臥

高34.21'(細) 欠

小礫

1 10

A

底部外血障く

スス

11介・1

英、長

(靭D

淡1火粋・心 13

554 擢乱

541

Π12.8

'エ.8.1

1,,」 3.フ

Π13.0

丘更 8.8

1::」 3.8

11科

色調焼成

基褐堅

1'帥小換 B

555

外lf11令体匁く

1 然f 11

542 1、i西31画'1忽無厶f不

2 斤1

A

須恵無台杯

嘘外へラ

UJ り

遺存

堂11

i炎1火,欠

556

C

手法

ロクロ

31卜1

欠

543

A

Π紋内lfli ・部

やや!1.、すも・

7 N06

U13.フ

底 9.0

1.1」 3.4

Π13.6

岻 9.5

」:b 3.3

淡褐軟

13

2 1科

備ぢ

口緑~体部大」

側炭化物

58

012.8

台 フ.0

4.11'EJ

014.0

底 8.8

IT:」 13.フ

544

臓外へラ

Uj り

S1 6 518に1"1

じ

IM I:(英.)(」0

1むも・力t,やや

粘良

内仰炭火物,

鍬分付1,,熱

を交ける鍛冶

"業1判j虫か?

A

ロクロ

1負愆 11嘔h杯Π13.2

底 9.1

1'.」 3.4

1貞忠イi台キ不 ι113.0

.'▲
A 8.1LJ

r." 4.3

須忠イi厶杯"15.2

X 介10.0

1111 7.5

2 1杵

1 2

2婿

媛

559

1巨χ

545 N0 1

底外へラ

U」リ

1巨寓

Π縁内佃炭化

物

灰

2川托

瓜外へラ

切り

560 N02

淡媛軟

3 1

ツマミ

34

16

546

ロクロ,
峨外板状
1 1:1'〔

ロクロ

旗外吊1ト

糸切り

ロクロ

底外へラ

り」り,板

状1"良

底外へラ

U」リ

腫丈

カマド付須懲杯甃

近

N04,力上師

マド

2 1科

561

547

13

i炎灰軟

0

内仰転川硯,

外血令体池く

白然杣.Π線

打ち欠く

548

A

S 1 17 (本文138貝, t叫版89)

562 4 地」!.( 31il!!.無台'イ、 U14.3

瓜 8.フ

1..1 .1.1

563 D6,2"1 須恵気台゛不口12.9

喧:6.5

1'1」 3.3

564 13地ゞ↓チfi恕.無六' U13.4

底10.4

1:1」 3.4

565 5地.亡. 1n↓!!.筆h1不Π12.6

ι【フ.0

IT:」 2.9

566 6地」1↓ lrUι,.無1ι「t不 n12.6

底 7.8

灰

34

015.8 英,長茶褐燮

雲{小細

_上師小喪B Π13.8 英淡褐普通 13

劣{細

小礫

士師小喪B n5.6 英茶褐、専逓 15

小礫

師」、甕B 13.2英 1炎褐也通 12

底 7.2 黛【小細

高U.8 中陳

小礫

Π線外伯i爪ね

焼,良, 11'il

(萸X1之)介も

が,やや判!良

底部外dliへラ

'.ι屶・「+

C
549

1巨父

底外へラ

り」リ

A

小甕C
?

ロクロ

1 10

2婿

灰

("

部欠

550

堅

ロクロ

底外へラ

切り後ナ

A

灰

21野

英淡褐管池 13

苫細"

小礫

灰

川

部欠

峡

ロクロ

底外へラ底部外旧i!".1:

U」リ

坪

12

ロクロ、

カキ11の
ト{タタ
キ 11

ロクロ,体部外ln1スス
カキⅡの
ト{_タタ
キH

体部外mi片側

薄くスス

体部外16i片側

スス

底外へラ

U」リ

天外ロク

ロケズリ

13

C

乱

13

260

媛

外側他く白然

釉

顎部内脚炭化

物

U縁~体部内

Iai炭化物

曜

A

567 D6, 1,1貝忠゛不旨排15.2

2 1悼

568 17地」':,ii忠杯盖

ロクロ

威

12

仙1仰他く自然

釉,垪;士{剃舍

よ十やや粘良

灯""皿, 11h

(夬)介ます,

やや粘良

Ⅱ緑内lfli炭化

物

1舌式

A

底外へラ

Uj り

ロクロ

淡灰軟

18

A

11h l:(,

か.粘

底外へラ外血ス

Uj b

ロクロ

569

Π紋内面炭化

物

1緑内面炭化

物,体部外lm

スス

峽

23

D 6 トレつ貞忠キ不鋪

ンチ

D6.2師1 須忠イi古杯台 7.2570

1、ι

.

A

虻ミ外へラ

切り

員'吠":通 16

(川

部欠

A

571

底外へラ

り」リ

威

2 」也占,

D6,2眉

A

1昏父

1火

572

口教外佃

爪ね焼痕

底外へラ

U」リ

人外ロク

ロケズリ

人外へラ

U」リ

16

須恵有古杯

A

カマト1

層, 10地
゛」

雁叉

A

乱

媛

A
?

A
?

テ



番号

573

地゛

1地点

種別

上師

9 」也」類574

鶚柯

長甕B

575

法量胎士色調焼成

021.2 英,長淡褐堅

雲御D

小礫

021.0 央

雲【小細

小礫

021.0 英,長明褐堅

喜:(細

土師長癖B

2府

6地点

土師長摸B

S1 巧00

576 N01

遺有

14

(本文138頁,図版89)

須恵無台杯口12.8

底 9.0

if;i 3.3

i炎褐普通 16

手法

ロクロ

57フ N06

B. D区3

眉

備考

顎部~体部外

伯iスス

ロクロ

須恵無台杯

578

14

南北ト

ンチ

番号

590

ロクロ

A

579

Π12.5

底 8.5

1..」 3.3

レ須恵無台杯 013.0

底 9.0

高 3.3

須恵無台杯 013.0

底 9.8
^

3.9

地!!.,

N06 カサ

灰

N03

アゼ3層

顕部~体部外

If'薄くスス,

調弊がし「か

りしており須

恵器窯焼成か?

堅

秘別

須忠

591

灰

允升多

580

2 斥1, SI

29,{1を」

層

床1白IN04

群種

有台杯

C?

堅

底外へラ

匂」り後口

クロナテ

底外へラ

切り

NQ 2

アゼ3屑

592

法保

012.4

.しと
6.4

1リi 4.3

011.6

15

須慰有台杯

C

A

口縁外伯i重ね

焼痕

灰

581 土lm

須慰無台杯

11'・ 1

A

593 床゛:N02 須恕

1炎灰曹通 16

101

18

口緑外面重ね

焼痕

堅

須忠¥i古杯

A

色調

峽

底部外面へラ

記号?内而付

着物6るし)?

胎士(英)含よ

t精良

口紋外血重ね

焼倶

黄灰堅

{「1}

部欠

S160 (本文139頁,惚1版90)

582 床直N06 1貞恵無台杯口12.8
底10.1

焼成

堅

上師小喪

010.8 A 灰三ざ乳」形有含棒
.'゛A? 6.4

111」 4.5

n21.3 英,長茶褐堅 14カマド内士師長喪B

基:(細)N0 2

小礫

596 1斥1,2層土師長甕B 口20.1 英淡褐曝 16

芸X細

土師長甕B 口19.8 英 i炎褐"通 16597 告'ゞ士.層,

雲(紛1)1~3励

小礫

598 最」・.屑上帥長喪B 口22.0 英,長 1炎褐 1堅 16

窒:(細)

594 床直NQ3 1貞地

底外へラ

Ujり,板

状圧痕

底外へラ

切り後ナ

A?

遺石

23

Π13.0

含 8.0

J冒 3.91"」

UI0.1

古 6.3

t哥 4.3

{「"

部欠

有台杯

A?

灰

下法

底外へラ

Uj り

A 灰

底8.8 英淡褐堅

1'{小棚

黄灰堅

595

583

曳'

A

堅

カマドN0 須恵無古杯

7

威

13

倫方

辰部外仰琳痕

転川硯?

底外へラ

切り

口緑外劇重ね

焼痕,底部外

面墨'「中」,

1胎士{蜘帳}含

むがやや耕良

口縁外面重ね

焼痕,底部外

面部寸lr中」,

胎土579ι同じ

U"

部欠

1巨'

584

底外へラ

切り

NQ5 カマ須恵無台杯

ド

成

底外へラ

切り

U"

部欠

23

585 床直N01 須恵無台杯

堅

"h l:(萸X長)

含むがやや粘

良,1芥、:凱よi墫、、

幻 11"Ⅲ1?麻外へラ

切り

底部

全存

A

充形

013.0

底 9.6

高 3.3

黄灰普通完形

ロクロ

586 カマド内須恵無台杯

底外へラ

U」リ

A

S1650 (本文140頁,図版90)

599 カマド須恵無台杯口13.8
底 8.8

「冒」 4.0

灰

587 床直N05 須應無台杯

U絲外向爪ね

焼痕,胎 U蜘

含ま十やや粘

」'

内外脚池く白

然釉

堅

底外へラ

U」リ

底外へラ

切り後ナ

A

口緑外面玉ね

焼痕

黄灰普通(ロ)

部欠

600

口縁外面重わ

焼痕,外面ス

ス

ロクロ

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

切り

A

カマドNQ 須忠無台林

12

5闘

底外へラ

切り

灰

カマ須慰無台杯N01

ド

601 カマド禎恵無台杯口12.8

体部外伯iスス

堅

ロクロ

A

589

灰

{ n j

部欠

トレンチ須恵無台杯

261

ロクロ

口ま象,十面正ね

焼痕

1玲上粘良

堅

底外へラ

切り

C

完形

遺桶上面

遺擶上面

カマド

A

淡灰軟

34

i炎灰軟

ロクロ

底外へラロ緑外面重ね

切り後ナ焼痕

須恵折緑杯

須恵小瓶

土師小甕C

605 遺構上面土師

{訂}

部欠

i炎灰軟

体部外lmスス

13

A

底外へラ

切り

灰

底外へラ

切り

A

012.8 A 灰堅

[15.O A 灰堅

015.8 英,長淡褐堅

雲(細

0 英,長淡褐堅

雲佛"

S1 310 (本文140頁,図版9D

606 トレンチ須恵無古杯口12.3
底 7.21層

゛' 3.6

堅

灰

23

C

口緑外面一部

重ね焼痕。内

面シミ有。表

面白0ぱい

茶褐軟

(日)

部欠

堅

底外へラ

切り

小甕C 底 6
?

14

底外へラ

切り

(ロ)

部欠

胎土(英)(長)

含むが粘良

607

底外へラ

切り

西側授乱須恵無古杯口Ⅱ.8

1層

18

23

1 12

底外へラ

切り

608 北西撰乱須恵有古杯口Ⅱ.0
底 6.フ

N1 3.5

須恵無台杯口13.4

内面一部スス

胎土(英)(長)

含むが精良

609 南束

ロクロ

底部

全存

A

ロクロ

淡灰軟

610 トレンチ

アゼ2励

A

内面部炭化

物,外血部
スス

淡灰普通(["

部欠

34

須恵無台杯口13.0

底 8.6

t占1 3.6

底外へラ

切り

A 灰 堅

底外へラ

切り

A

4

A
?

21

0
8

7
3

A
?

0
 
2
 
2

31口
底
高

8
3

9
3

7
3

底
官
叫

C
?

テ

A
?

A
?

3
8

7
3

底
高

421

8
2

9
3

口
底

8
3

テ

官
・

4
 
5

9
3

底
高

33

2

高

デ

431

6
5

8
3

口
底
高
口
底
高
口
底
高
口
底
高

21

821

5
8

8
3

7
6

8
3

口
底
高
口
底
高

2
 
3
 
4

6
 
6
 
6

1
 
8
 
3

2
 
7
 
3

1

4
 
1
 
6
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祁別

須恕

612

排師

轍麒

アゼ1押1、 1血忠無六杯戚 7.6

2 1"

I k・1 Π11.6613

i』111{

U13.4

614

11厶 1

A

須忠打台杯

C

1 卵1

615

色謝

威

アゼ撹乱須忠杯'

1則

Ij゛1,ア 111↓!!.饗
ゼ21竹

3 卵1

焼1戌

1弔

須忠.゛不舌

616

(川

部欠

A

遺存

18

617

駅

チ法

A

揺15.2

胞'

駅

V8

瓣13.1

備ぢ

外血自然釉,

S1 6 1:例

側体イ」

618 ιq{"H覺乱武帥小甕B Π15.6 英.,長淡褐曜

':御D

小殊

! k,1,ト 1帥喪619 岻 7.6 萸淡褐゛甲」皿 11

レンチ ι:御D

哩'

A

土帥長,きB

底外へラ

切り

底外へラ底部外mi!.喪占

切り

峽

V3

A

黄灰普通 2/3

1巨'

峽

4 英 i炎褐哩U22

雲【細}

小礫

番句

631

13

堅

S133 (木文H0真,図版9"

須恵無台1不Π12.8620 S【33

成

地ゞ、,:

トレンチ

犬外へラ外irli白然釉

切り

大外へラ

U」 1)

18

A

天外ロク

ロケズリ

神別

須恵

14

632

621 SK33

最卜州

622 A pit4

將種

無台杯

2 卵1

16

633

法量

012.0

ロクロ,

U献外向

タタキ目

残る

ロクロ

3府

顕部内外向自

然釉

須恵無古杯底 7.1

須恵

胎上

B

634

1 10

623

知動壺
?

士師小喪

カマド

色調

灰

」:n11i 長喪B U20.'1 英,長明褐 1弔 14

':ι罰')

小礫

上帥長喪B Π18.7 英,長朔褐゛宇J皿 1 8

芸:剛D

小礫

6 英,長茶褐堅 16

濤(紳D

Aカマト

1'

焼成

堅

Π20.6

624

635 3購

」師小築

灰

Π鰄内lfli炭化

物

遺存

15

底 8.0 英,長淡褐堅
雲御1)

小礫

底 8.0 英,長茶褐普通 2/3

雲佃1)

小礫

A カマド」'帥小甕B U12
1円

ロクロ

A

曜

625

i炎灰軟

手法

636

i炎灰軟

18

内 lhi

物

S1 33

1:帥小築B

S1 500

備考

口緑外而重ね

焼痕,朏士(朔

含まずやや精

良

底部外面肌杏

「人」

体部内面部

炭化物

底外へラ

U」リ

・剖1炭化

626

底部

全存

S1 10 (本文141貞,炊1版92)

須恵無台杯口12.9637 N01

底10.1

」..」 3.9

須地:杯蓋誹13.4638 N02

18

上n市鍋B U35.2 英,長淡褐 1襲

ι:網11)

小礫

_上制i 小饗B nH.、1 英,長淡褐杵通 V4
芸:{細

S1 33 B

・k帥長甕B 口20.0 英,長淡褐堅
雲{細}

底外へラ

U」リ

ロクロ,

底外へラ

ケズリ

ロクロ,

底外かる

L、ヘラケ

ズリ

ロクロ

2類

0英炎褐堅nH

霽付、細

胎 1:(英HIU

企しが粘良

627

i炎灰堅

S133

ロクロ

A

胎」X英)(長)

介むがやや粘良

S 1 500

628 2師1

」'帥小喪

ロクロ

639 N03

外向自然釉,

内伯i磨滅,胎

上(英)含まず

粘良
(本文141頁.図版92)

須恵無台1不口11.4

18

体部内而

炭化物

須恵杯蓋排15.6 A 灰 1堅
1..」 3.0

_1'帥小喪B 口13.6 英茶褐堅

松.網11)

カマド内土帥小寮B 底 8.0 英,長淡褐堅

1:{柳

小礫
Ⅱ緑外向陣く

スス

9 英,長淡褐暫:逝 V8底6

Jt佛lj

ロクロ

640 N04

16

1 12

A

部

629

641

Π縁内伯i辨く

炭化物,Π緑

外血スス

口赦内面炭化

物,訂緑一体

部外面

黄1火普通{川

部欠

ロクロ

ロクロ

2類

トレンチ須忠無台杯

2府

C

630

Π縁~体部内ロクロ

血炭化物,体

部外lmスス

底部仙1 五胎 1:626ι類似

糸切り向・個体の',1

能性

晧灰堅

灰

S1 41 (本文141貞,炊1版92)

642 2舸 須他;無台杯Π12.8

底 9.3

1.,」 3.3

2 π,, 最須忠無台杯 U11.2643

ト超 ιK 7.2

」冒」 3.6

3層644 須恵無台松 UⅡ.5

底 8.2

JT:1 3.1

S141 須恵杯蓋排13.1645

↓T{」 3.1

3層

天外ロク

ロケズリ

底外へラ

切り

A 灰

14

須恵無古杯 011.6

底 7.6

2.5

U11.0

底 7.6

2.フ

堅

口緑外血爪ね

焼痕

18

天外ロク

ロケズリ

右'
1"1

14

堅

A

1/4

262

口赦内1断ι外

面自然釉,内

面はよく磨滅
している

12

底外へラ

切り

灰

χ外ロク

ロケズリ

ロクロ

高

V4

14

堅

A

胎士(英)(長)

含しがやや粘良

誹壁薄い。ロ

献外面爪ね焼

痕

外伯i淡緑色臼

然利1

外面・部蓮く

自然釉

顕部~体部外

面スス

淡灰曹通 18

15

13

ロクロ

2類

底外へラ

切り

ロクロ

1炎1火軟

Π秋内向薄く

炭化物

V4

646

A

2剛

底外へラ

切り

黄灰普通 14

647

34

ロクロ

1・刷

A

底外へラ

U」リ

須恵杯蓋鷲15.6

「0」 3.5

須恵広口壷口24.0

648

灰

体部内面・部

炭化物,体部

外面・部スス

3暦

649

堅

1:1絲外面・部

爪ね焼痕,胎

上やや精良

口緑外血'部

電わ焼痕

底外へラ

切り

C

3層

威

彪升,

須恵直口壷底Ⅱ.0

650

堅

底外へラ

U」リ

士師長喪B 譽19.6 英淡褐堅

雲御1)

小礫

上師小甕底8.7英淡褐堅

響:{細}

小礫

B

S141

部
存

底
全

2高

1
 
3

5
5

六

弔A
?

A
?

A
?2

 
2

7
3

C
?

8
0

6
3

睡

底
・
局



S1360 (木文142頁, 1劉版93)

番号地点種別排種法倦

651 11静, S1 須恵無台杯Π11.9

365;覺乱

652 1府

653

須恵無台杯

穿15.0トレンチ須慰杯蓋

2励 1臂1 2.6

須恵杯蓋譽14.81層

t島 2.4

カマド中須慰杯蓋解15.2

ロクロ

654

胎上色凋焼成遺存

C 黄白曹通 14

655

656

A灰

N013床値須恵稜椀

L

手法

底外へラ

切り

657 NQ3,3層須恵有台杯

堅

ロクロ

A灰

658 遺楡上面上師艮甕B U20.8 英,長明褐曜

13

備孝

胎t(英)含ま

ず栴良

A灰

堅

底外へラ

切り

659 トレンチ k師長喪B 口20.2 英淡褐粋通ν6
雲(細

660 N012,2層ヒ師小甕底10.0 英,」を茶褐普通 16
ゞニ{細

英,長 1炎褐堅NQ6,2眉 k製661

舌(細)

018.8

'A
フ.8に1

'h 8.8

フ.フ

13

A灰

堅

番号

672

ロクロ

口緑外面重ね

焼痕

天外へラ

切り

天外へラ

切り

V3

地

南東

A灰

堅

692 ι同

体?

占

18

種別

須恵

堅

662

A灰

673

23

為種

無台杯

外面自然釉,

瓣壁は薄い

Π緑外1而電ね

焼痕

外面令体自然

釉

トレンチ須ル(把手付Π33.8 A 黄灰筈通 18

鉢

カマド付士師小甕

近

曜

底外へラ

切b

Eコ

"ロ

SΠ302 (本文142頁,関版93)

663 A区2屑須忠無台杯口12.0

底 8.フh何

1:.」 3.フ

法最

012.8

底部

令有

1 10

674

胎ヒ色調

C灰

底外へラ

切り

ロクロ2

類

ロクロ2

類

3屑, N01

南東

675 南東

最下府

カマド

664

012.4 雲(細淡褐辨通 ld

底部外1市転用

硯

焼成

竪

ヒ師小甕 Π10.2

底 6.1

10i(8.0)

L師小甕B 口H.2

底 8.2

高川.5}

A区2婿須忠無吉杯

h而

遺存

VI0

665

S11100 (本文143頁,図版94)

676 C区南北須應無台杯Π12.3

トレ4府 底

'."その他

677 A区4屡須恵無台杯Π12.6

底 8.0

iT' 3.4

チ法

底外回転

糸切り

A区2層須愆無台杯

1二伯i

Π12.フ

底 8.フ
゛,.

3.81'"

B区トレ須!忽打台杯 U12.8

Π緑一体部外

血スス

体部外1阿部

スス

英 1炎褐博通 13

雲(細)

小礫

英,長茶禍曜

雲(細

備ぢ

胎」ニ(英)(長)

含よt精良,

顕城末野窯か
?

A 淡灰軟

ロクロ

A 黄灰博通 2/3

アゼ1府須恵壺蓋

2/3

678

1.1ま象内而炭化

物,胎以英)

(長)含まず粘

良

個

263

ロクロ

C区2層須恵無台キ不

-4層

A区4層

CⅨ南北須恵壺蓋

トレ

C区南北須恵有六杯

Aトレ

B区5舸須恵有台キ不

括 B

底外へラ

切り

668

A 淡灰軟

12

679

D区1層須恵稜椀

669 カマド内ヒ師小喪B 口16.4 英,長淡褐軟

雲{細

B灰

ロクロ,

底外へラ

切り

Π緑外面・部

電ね焼痕

底外へラ

切り

A灰

680

器11.8

点 4.フ

3/4

A灰

n緑内面薄く

炭化物,体部

外血スス

681

堅

口練外1市

電ね焼痕

底外へラ

切り

n13.5

底 9.4

島 3.5

S 1 1

670

部

欠

A灰

'部

欠

底外へラ

切り

(本文142頁,図版93)

須患無台杯NQ I

Π14.2

部

Π緑外1面

重ね焼痕

底外へラ

切り

A 黄峽伴通 23

23

682

堅

C1ヌ, E 須恵堀顕壷肩19.8

10,1,2局

その他

底外へラ

U」り,板

状足痕

A灰

671

V6

部

外血部薄く

自然釉, S I

HO0-680 ι

伺一個体

外面全体自然

釉 S 11100-

679 ι詞個

体

外面薄く自然

釉

口緑内面炭化

物

カマド

天外ロク

ロケズリ

683

堅

1_1 14.5

n緑外1面部

爪h焼痕。

C区括士師鉢A

C区境界

雌その他

C区境界

壁括

その他

カ?ドNQ

7

Π16.9 英茶褐堅

底 8.0 1き(鋤

高 6.9 小礫

ヒ師小饗口10.0 英,長納賠普通 34
底 4.7 雲(細矧外)

高 6.4 小礫明褐

土師小喪底 7.6 英,長明褐堅 3/4
雲(細

小礫

A区4層士師小甕B 口12.0 英,長淡褐堅 V5
小礫

士師小甕B 口(12.0)英茶褐堅AC区べ

雲(細ルト2層

小礫

A区4層土師小甕B 口12.0 英淡褐堅 14

雲(細

小礫

C区5層土師長甕B 口19.6 英暗褐普通ν5

雲(小棚

小礫

括土師長甕B 口19.6 英,長淡褐堅 V5

雲(細

土師長甕B 口19.0英 1炎褐堅 18
雪(柵

底外へラ

切り

18

須恵杯蓋

684

A灰

13

1:ほ或外血屯ね

焼痕,底部へ

ラ記号「X」

S 11302-66

7ι同一個体

S 11302 -66

6ι伺・個体

外而部薄く

自然釉,全体

にゆがみ,高

台剥離

胎土(英)含ま

ず精良.肩部

外面i炎緑色の

均然釉

口練内1偏炭化

物,体部外而

A 黄灰筈逓完形

堅

ロクロ

685

C灰

34

A灰

底外へラ

Ujり後ナ

デ

686

堅

堅

15

底外へラ

切り

687

ν6

A台

口緑外面重ね

焼痕

天外へラ

切り後ナ

688

(ロ)

部欠

ロクロ

689

ロクロ

690 C区

N02

C区N02691

ロクロ,

底外静止

糸切り

ロクロ

1 10 ロクロ

口緑内而炭化

物

雲慨

ロクロ

0
0

7
4

底
ル
向

堅

堅

0
3

9
3

1口
底
高
捲

0
8

8
2

6

底
高
口
底
高

拓

4
 
6
 
8

2
 
9
 
3

0
6

8
3一

局

台

21

6
 
9
 
1

2
 
7
 
4

1U
底

4
 
2
 
9

ー
フ
 
3



吊り

692

」11ι 1.1.1

C N'N03

~N09

師別

_上帥

693 カマドNQ

4

カマドNO

12

DⅨ5川

1下

排師

長饗B

694

法;11

695

k製フイコ

刈Π

1:製フイコ

羽U

k帥鍋B

1」
"Ⅱ

胎し.色闘焼1戌

萸淡尚1峡

'{:{細1

小礫

釧磯抗峽

11

"11

,戈存無i
.4

」て
.フ

,戈イイ中;,1

」正
.3

Π43.4

S 1 1101 (木文1'14頁. 1叫版95)

696 DN 2 "1 3貞忠無六1不Π11.フ

岻 8.5

11:i 3.6

697 Dば3嫡須忠:無六杯Π12.0

ι( 8.5

」..」 3.3

遺イf

底部

令存

底外へラ

切り

英

下辻

ロクロ

1炎1火

英,長淡樹÷宇通 14

1:(細

小礫

備

外向敵く

690 ι 1司

体?

698

ぢ

スス

例

D幌2婿須愆杯等

699

癖号

711

C〆5舸 1:師小喪B

A媛

ロクロ

2 剣i

地点

N0 6

3励,4層

700

1舌其

内向ド'r部成

色を'i,. t。

B駅

種別

須忠

C D1ヌベ

ルト 1'

CR4蛸

'1 f

712

排12.O B灰 1弔

11:」 2.フ

011.6 英,長淡褐 1老

底 6.81:(細

,拓N.0 小礫

海'1

Π19.8 英 i炎織 1堅

'仙釦

Π20.8 英淡樹雪¥

瓣1小細

UJ)

部欠

701

サプトレ須忠無台杯

41fl

その他

サプトレ 須忠有台杯

1 ~ 4 層 B

その他

須忠有含杯カサドNO

2, N0 4 B

その他

僻秤

箪厶杯

n叉

底外へラ

Uj b

・上帥長饗B

713

UJ }

部欠

U12.8

底 8.2

1、.」、.2

Π11.9

底 9.0

1.'」 3.5

Π14.2

'A
9.0rj

1..1 7.1

Π14.1

[沸市長喪B

11赦外lm

屯ね焼痕

底外へラ

切り

11厶 1

B?

海針

714

S1 299

702 2婿

A灰

U]}

部欠

12

色闘

成

部

Π縁外而部

市ね焼痕. 11介

し(英)兪まず

粘良

焼成

堅

犬外ロク

ロケズリ

ロクロ,

底外1川転

糸切り

(本文144頁、 1刈版95)

禎忠杯誓答H.0

715

23

703

遺存

12

B灰

3尉

トレンチ須忠

撹乱

16

手法

底外へラ

U」リ

716

704

13

須点'蓋

B峽

口歉内而部

炭化物,顎部

外而部スス

4婿

N03

V8

717

備ぢ

胎士に海針微

玉{・含も・カイ, B

に近、、

口綜外1可玉ね

焼痕.内而磨

滅

ロクロ

23

有台楳

A?

705

トレンチ

底外へラ

切り後ナ

B 1ι反

」."巾小甕B Π11.6 英

雲(細

M市甕 底 9.6 英

舌1小細

k師椀B?

カ,ド2

舛

ロクロ

群{14.oj

V3

718

U11.0

.'゛
5.01-1

'..」^1.3

底 6.4 二吉:{釧}

A

底外へラ

切り後ナ

706

堅

S 1 401

底外へラ

切り

灰

フ!9

体部外而全体

スス。胎・k(英)

含も・が精良。

禎恵排窯焼成

か?

11杼NQ 6

カマド2

聨他

カマド3

解

1二師小喪

A灰

V3

A灰

唱ぢ

サプトレ士師長甕B

4婿

707

士師椀A

底外へラ

切り後ナ

プ

13

1二師小喪

訂10.3

丘'フ.4

111」フ.4

015.2

底 6.4

1冷11.9

辰 6.0

B 淡灰軟

V8

SΠ320 (木文145頁,図版96~98)

720 D区 11科須!忽無台杯ΠⅡ.9

底 8.8

r,1 3.4

トレンチ須恵無台杯721 n12.4

1二lm 底 9.0

↓:1」 3.4

722 アゼ3胴須忠無台杯Π12.5

ι又 8.8

IE.」.3

犬外ロク

ロケズリ

底外へラ

切り

炎褐堅

納j!県堅

(外)"Ⅱ

褐

明削堅

2/3

Π綜外1所

爪ね焼痕

0英茶褐堅012

雲何、棚

英淡褐堅

冶X細

小礫

英,長

芸{小細

S 1 401

708 41悼

709 NQH覺乱

上師長甕C

炎禍 1鼠

14

18

立"

(本文144頁, 1×1版95)

須恵無台゛不 U12.4

須恵無含杯口12.6

底 7.6

1Ⅱ」 2.9

須恵無台杯Π12.5

底 8.9

1::」 3.0

英,長 1炎榊堅

宅き御1)

外而白然釉.

Π散端部意伐1

的じ打も欠く

顕部内向炭化

物

体部外而部

薄くスス

14

ロクロ

内血令体薄く

白然釉

底外ロクロ

ナデ,内血

黒色処瑠!

ロクロ

1 10

1,ず

U:"

部欠

ロクロ,

底外へラ

ケズリ

非ロクロ

710

英,長

雲(細

V4

N03

カ?ド

3,41杵

茶褐静通慨}令

存Ⅱ本)

23

13

体部

破片

723

ロクロ

トレンチ須愆無台杯Π12.8

アゼ2胴

A灰

椀てあるが

次焼成受ける

外而部スス

須恵無台林口Ⅱ.8C侠2眉724

底 8.5その他

111」 3.フ

725 アゼ2層須愆無古1ネ n12.6

トレンチ

726 アゼ2眉須應無台杯ΠⅡ.8

トレンチ

底外へラ

切り

体部内而

炭化物

B 赤灰

B灰

B灰

264

13

A 1死

底外へラ

切り

23

部

堅 口緑外向市ね

焼痕

堅

B灰

底外へラ

切り,板

状牙盃'

底外へラ

切」リ

A媛

2/3

1老

底外へラ

切り

堅

Π縁外lm爪ね

焼痕

A岐

727

14

13

底外へラ

切り

B1ヌ2層須恵無台杯

口縁外面部

屯ね焼痕.灯

町皿

口緑外而電ね

焼痕

底外へラ

切り

距父

口緑外而

電ね焼痕

底外へラ

切り

A 黄灰曜

V3

728 トレンチ須恵無台杯口13.0

底 7.0

1"1 3.0

須恵無台杯口12.5

底 9.0

h.1 .8

トレンチ須恵無台杯口10.6

底 7.0

2.8

部

底外へラ

切り

A i炎灰軟

3.0

012.0

底 9.2

3.0

729

(ロ)

部欠

C

海針

トレンチ

アゼ2馴

Π緑外而電ね

焼痕

底外へラ

U1 り

灰

Π診

730

14

1舌X

A灰

口緑外而爪ね

焼痕,底部外

面果,"r井」?

口緑外血屯ね

焼痕

口緑外1可電ね

焼痕,胎土は

比較的粗、、

口練外lm市ね

焼痕,内外面

・部スス状の

付着物

口縁外而重ね

焼痕,捲壁は

薄L、

口緑外1可重ね

焼痕

14

堅

テ

堅

r
"法

距
上

堅

鬼

6
5

8
6

台
高

U
ル

底
高

堅

4
 
1

7
3問

堅

啄

堅
堅

テ

58



」也」.t(

トレンチ

アゼ2用

極別排粳法靴

禎忠無台1不Π11.1

底6.フ

1:1」 3.3

須愆無台杯口12.1

底 8.3

3.51'冒」

須愆無古杯口12.4

底 7.3

11:1 3.6

トレンチ須忠無台杯Π12.1

底 8JI

1." 3.3

須点打台杯 r110.4

.'と
C 6.8

1.'1 5.5

須恵有台杯 010.4

台 5.5C

1..」 4.3

6.^1

732 トレンチ

アゼ1~

3用他

733 N01

胎ヒ

B

海針

731

色調

1火

焼成

1毛

735 NQ4

口縁外而

電ね焼痕

堅

遺存

23

B灰

736 N03

手法

底外へラ

切り

A灰

B灰

?

堅

B 1炎灰軟

23

備ぢ

1,11京外而電ね

焼痕,Π緑内

而部スス

U緑外而屯ね

焼痕

737

23

底外へラ

切り

D区3府須忠打台払

アゼ3 川

モの他

トレンチ

プセ

B灰

23

738

番号

755

底外へラ

切り

A灰

底部

令存

{ロ}1 12

23

活量胎士色開焼成僻種地締 極別

小饗C 015.2 英,長淡褐堅北帥トレンチ

雲(細?

トレンチ上師小甕B Π15.4 英,長 i炎祝堅

二監{細

小礫

トレンチ上師小喪B 口17.2 笈,長淡禍 1老

芸X細

プゼ1層上師小甕B Π16.6 英,長茶褐堅

芸(細

739

須愆村台払

A

J二

Π練外向唯ね

焼痕

將12.1

2.6

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

切り

D1ヌ

アセ

A 晧灰曜

756

部

1肺須悳折緑杯

2 師1

740

口緑外而

電ね焼痕

C IX

DⅨ2解

その他

トレンチ須忠折緑杯

アゼ1眉

カマド

N0 3

B 1ヌ 21科

NQ 2

アゼ2胴

アゼ3府

B区2局

S 11320

A威

Π12.6

台 フ.8

「,'」 3.9

Π13.3

"A
フ.2

'.1 4.1

Π14.3

台 フ.5

11:」 3.9

U14.6

757

23

741

底外へラ

切り後ナ

デ

C

海針

須忠折緑1不

758

皿ち

742

743

灰

1 '1

759

内而自然釉

堅

底外へラ

切り

A灰

カマド

74・1

14

須恵稜椀

須愆右台杯

X

須忠イi台杯

X

須恵打台杯

B

須愆有台杯

B

B灰

760

堅

遺存

18

底外へラ

切り

A灰

745

上師小甕B 015.4

トレンチ士師小饗

23

手法

ロクロ

746

015.ι

013.4

堅

底外へラ

切り

18

761

灰

13

S 11320 製塩

上誹

ロクロ

":(細):

小礫

底 9.2 英,長茶褐 1弔

雲細

小礫

A灰

A灰

747

762

1怒

U15.0

16

」 τ

東壁際2,須恵杯蓋

3層

トレンチ須恵杯蓋

須恵小瓶アゼ

S 11320 須恵小瓶

トレンチ土師長甕B 口19.3 英淡網堅
雲(細

小礫

ヒ師長喪B 口18.0 英,長 1炎禍曜
雲(小棚

小礫

ヒ師小喪底 6.8 英,長 1炎褐堅

雲(細

小礫

t師小喪B 底 9.2 英,長 1炎褐堅
雲{細}

Π 8.5英淡禍堅L師椀

底 5.8

18

14

13

748

749

750

ロクロ

014.8

1炎襖,,通 13

16

763

胎 1二(英)含も・

がやや精良

A成

堅

1 10

16

アゼ1層

トレンチ

ロクロ

013.9

8.2

5.8

1:ト 16.2

11紋外而i導く

スス

口縁内1虹1,1 <

炭化物,顎部

外1缶スス

Π縁内1面簿く

炭化物

A灰

譽13.2 英,長 1炎補軟

764 NQ2

胎以英)含ま

ず

751

16

ロクロ

B 陪峽堅

曜

S 11320 須愆横瓶

14

752

765

16

外血カキ詞の

様な条線

擶16.6

0 6.4

Π18.6

アゼ1府須忠直口壺
?

アゼ2婿

その他

カマド

ロクロ,

底外板状

圧痕

A峽

766

12

A

A

B?

13

753

1峯

内1Ⅷ部スス

(炭化物)?

底外へラ

U」リ

灰

啼灰

暗灰

口縁外而重ね

焼痕

内1可スス状付

杵物

767

トレンチ須恵饗

16

Π12.9

16

265

部

トレンチヒ師長甕B 口23.2 英,長 i炎褐筈通 16
雲(細

小礫

ヒ師長甕B n20.4 英,長 i炎褐堅
雲(細

小礫

英,長茶褐堅土師長甕B

雲(細

小礫

夫外ロク

ロケズリ

754

ロクロ

18

13

13

強、、次焼成

を受けろ

768

A灰

18

トレンチ

アゼ2剛

N01,ア

ゼ3 層,

トレンチ

トレンチ

アゼ2婿

内16i簿く県痕

転用硯?

ロクロ

A灰

堅

769

上師摸

底部

全存

4本)1 2

底部

部欠

部

18

堅

底外かる

いナデ

内而自然釉

胎上(英)含ま

ずやや精良

外而自然釉

フ70

A灰

外而令体自然

釉,胎土(英)

含ま十やや精

良

アゼ1屡

その他

体部外而スス

外面タタ

キ目後力

キ目

ロクロ

S1 乃3

フ71 上而

堅

英,長

垂(細

欠

須愆大饗

非ロクロ

底外へラ

ケズリ

ロクロ

仙臘堅

椥外)

赤褐

S1 41 648 ι

同個体

(本文147頁,図版98)

須恵無台杯口12.2

底 8.2

1'」 3.3

須恵無台杯口Ⅱ.6

底 7.8
'冒' 3.51'"

須恵有台キ不 013.6

"A
8.2B に1

品 6.8

外面タタ

キ目後力

キ目

椀て'あるが

次焼成を受け
る

フ72

026.6

14

外面自然釉,

フ70 ι同佃

体

S 1752

D11U7)

フ73

ロクロ.外

而にタタ

キ目残る

ロクロ

A灰堅伯)Π

僻Ⅱ 5

14

S 1 752

トレンチ

フ74

フ75

堅

B灰

下府,床直

ヒ層

アゼ上層

D12②地須恵杯蓋

」'1二而

外1市スス

天外ロク

ロケズリ

天外ロク

ロケズリ

完牙,

堅

フ76

B灰

須恵杯蓋

須恵杯蓋

1形汗,

胎上(英)含ま

t

内面磨滅,薄く

果痕,転用硯

フ.4

堅

底外へラ

U】リ

B灰

排16.2

閤16.0

13

A
?

'
.
寸

寛
ヒ

誠
吐

"
0

高

台

台

堅
堅

誠
註

堅
堅
堅



番号

フフフ

地点

S 1 753

フ78 授乱

フ79 床面

種別

須恵

排種

壺蓋

須忠甕

上師椀B

780

法唯胎士色調焼成

譽12.5 B灰堅

1'" 4.2

堅B灰023.5

口Ⅱ.7長明褐軟

底 6.7 雲(細

1冒1 4.1

底 6.0 雲{細 i炎褐堅 V8ヒ面

781 上.面

ヒ師椀B

782 上面

士.師小甕底8.0長淡褐堅ν3

雲(細)

小礫

土師小甕B 口12.0 英,長淡褐普通 13
弐(細

A台

遺存

23

783 カマド内

その他

784 N06

手法

天外ロク

ロケズリ

1 0

V3

備孝

内而濃緑色自

然釉

内外面自然釉

胎上精良

士師長甕B

S1850 (本文148頁,図版99)

785 トレンチ須恵無台杯口11.6

1-3暦 底 8.0

1,,1 3.0

786 カマド須患無台杯口12.8

底 8.6

IT11 3.4

カマドNQ 須恵無台杯787 012.5

底 8.8

1容j 3.6

須恵有台キ不口n.0788 NQI

底外師1転

糸切り

土師鍋C

023.0 英,長明褐堅

雲(細

035.2 英,長淡樹堅

雲(細)

番号

799

内外面へ

ラミガキ

ロクロ,

点種別排種法竜地

1眉 須恵無台杯口11.8

底 7.0

,,】 3.3

1 1琶 須慰無台杯 U13.4

底 9.0

局 3.2

トレンチ須悳有台杯台 5.2

U琶

C区 1肝須恵有台キ不口14.4

B

^汗三

胎士柿良

800

n縁外而亟ね

焼痕

体部外面薄く
スス

ロクロ

底外へラ

Uj り

B灰

16

801

口緑内面炭化

物, 1_1緑~体

部外而

ロクロ

1 12

C

海針

802

胎L 色調

B灰

ロクロ

茶祝堅

789

V3

須愆有台杯台 6.0

A?

ヒ而 須恵有台杯口14.5

B 台 8.4

1冒1 6.9

トレンチ須悳キ不蓋排16.3

L向

803

B灰

790

S 1752 の混

入か

焼成

堅

V3

C区1層須恵杯蓋

B区1~

2暦

2 1醇

A灰

堅

遺存

13

堅

B灰

804

底外へラ

切り

B灰

791

V3

下法

底外へラ

切り

土師椀B 口Ⅱ.2 長明褐筈通 18
雲(細)

C区1解上師椀B 底 6.8 英、長明褐普通 16
婁(細

小礫

S11460 L師杭B 底7.0 長明褐堅 14

805

792

堅

A灰

底外へラ

切り

A灰

V3

カマドNQ 士師小喪B
2

備孝

口緑外而電ね

焼痕。

ν2

器14.6

B灰

806

堅

793

底外へラ

切り

駆

両而スス

明皿?)

底外へラ

切り

A灰

底部

全存

12

3層

Π緑外1伝電ね

焼痕

23

1老

B ?灰

807

Π緑外而電ね

焼痕

794

B灰

底外へラ

切り

底外へラ

切り

堅

口緑外而重ね

焼痕,内而薄

くスス

灯明皿,内面

厚く外面薄く

自然釉

底外へラ

切り

CD区

アゼ3層

C区1購

括

土師小饗?

NQ4 ~ 5

3層

14

堅

012.フ

底 7.9

,'15.1

底 6.6

」老

808

内面厚く濃縁

色自然釉

外而令体自然

釉

C灰

795

16

底外へラ

切り

底外へラ

切り

34

k師長甕B 英 1炎褐堅

雲{細

小礫

ヒ師長饗B 口18.4 英,長 i炎褐諄通 13

雲(小細

小礫

英,長 1炎褐誓通完形
雲{細

ヒ師小喪B

ヒ而

796

天外ロク

ロケズリ

堅

S 1 1202

809 NQ5

カマドN0 士師長甕B
3他

18

士師長饗

S11460 (本文149頁,図版99)

797 A区 1層須恵無台杯口13.2

UI0.2 英,長 i炎褐蒋通 1 3
底 6.7 雲(細

1留 9.5 小礫

口U8励英.長淡褐堅 18
雲{柵

021.6 雲細) i炎褐駆 13

内外面口緑重

ね焼痕

ロクロ

体部外而片側

自然釉

夫外ロク

ロケズリ

ロクロ,

1炎褐堅{脚全

存(体】

23

(本文M9頁,図版10の

須悳無台杯 1112.4

底 8.0

i冒」 3.1

須恵無台キ不Π12.2

底 8.0

1:;j 3.0

須恵無台杯口12.2

底 7.6

1:' 3.4

須恵無台林 U12.6

底 8.フ

1:11 3.4

須恵無台1不口12.0

底 8.8

11;1 3.0

須恵無台1不 1」12.4

底 8.フ

1..1 3.3

須恵無台杯口12.6

底 7.2

1:1】 3.3

須恵無台1不口13.4

底 8.4

1御 3.5

須恵無吉杯口12.フ

底 7.9

It:」 3.6

須恵杯榎譽12.8

11;」 2.8

須恵折緑抹Π12.8

含 7.0

底外へラ

切り

810 N04

ロクロ

口縁内面自然

釉

10 )

部欠

798

804 と同個

体の可能性あ

り

底外回転

糸切り

トレンチ須恵無台拝

1層

811

非ロクロ

内而へラ

ミガキ

ロクロ

体部

破片

トレンチ

儷乱他

外1所惰了

タタキ"

812

内而炭化物

C1層3

府覆士

その他

D1ヌ 3層

その他

B灰

808 ι同個

体の"1能性あ

り

体部外1面・部

スス,807 ι

1司個体か

813

U緑内面厚く

炭化物

ロクロ

ロクロ

266

012.6

フ.5

3.1

A灰

喫

曜

B岐

ロクロ

814

堅

23

B灰

南側トレ

ンチ,遺

柵上面

N01

曜

34

底外へラ

切り

B灰

体部外面スス

完汗,

堅

底外へラ

切り

1慾

"縁外而重ね

焼痕

13

底外へラ

切り

B灰

2/3

口縁外面而ね

焼痕

底外へラ

切り

内面タール,

灯明皿?

N03

堅

底外へラ

切り

B 暗灰堅

扣)

部欠

7

犬外ロク

ロケズリ

底外へラ

切り

トレンチ

遺構ヒ而

"練外血電ね

焼痕

底外へラ

U」リ

B灰

ν3

8 南北トレ

ンチ橿乱

9 N02

Π紋外画電ね

焼痕

Π鰄外而部

電ね焼痕

堅

底外へラ

切り

B灰

(日)

部欠

完汗,

堅

口紋外血電ね

焼痕

底外へラ

切り

A i炎灰軟

【山

部欠

Ⅱ縁外面雨ね

焼痕

底外へラ

切り

A 1炎灰軟

堅

4
0

8
6

底

台

亨

高

細
礫

雲
細

英
雲

"
州

4
8

6
3

細

底
高

6
3

8
3



820 N02. SX

1203 ヒ血

821

須忠有台杯

C

トレンチ

遺栴し.血

その他

トレンチ

遺構Πm

その他

822

土師長甕B

Π10.9

.'ム
6.2に1

'h 5.2

[120.0

14

S1435 (本文150貞,収1版100)

823 トレンチ須恵無含杯Π11.6

底 7.3

11:」 3.2

須恵無台杯口12.81胴824

A媛

上師長摸B

B 啼灰堅

英,長淡褐堅

雲(細

遺存

13

腫寓

于法

底外へラ

切り

犬外へラ

切り

犬外ロク

ロケズリ

英、長茶襖堅

ιX細

小礫

825

18

4 卵1

備ぢ

口絲外而部

重ね焼痕

826

ロクロ

須恵無台杯 1_1 13.6

k吸 9.0

1,.」 3.2

須懲無台杯 1114.0

底 9.0

IT' 3.0

須恵折綜杯 n11.4

カマド

16

13

A駅

体部外面

スス

827

番号

840

ロクロ

4 1科

地点

N02,3,4,

6,フ,10.

13,15,16

堅

828

B灰

部

体部外1面スス

16

両而淡黄緑色

自然釉

外血自然釉

2研

和別

セ師

B灰

許通 110

829

底外へラ

切り

841

将極

長甕B

須忠杯航

2 卵1

1讐

N02,4,5,」二師長喪B

6,9,12,

13,15,16

曜

830

A 寅灰普通 14

法量

Π18.1

':136.5

14

31"

S1840

842 N02

須忠杯蓋

831

τ÷ 8.6

胎・上

英,長

雲1小細

小礫

底外へラ

切り

A成

2婿

口鰄外面遍ね

焼痕

Π緑外面部

重ね焼痕

須恵杯維

色凋焼成

淡樹 1讐

(本文151頁,偲1版10"

須恵無台杯 U12.9

832

C灰

器12.6

1..」 2.3

乞115.0

曜

020.8 英,長 i炎網堅

高35.7 雲(細

底外へラ

切り

843 N04

け市長喪B 0 雲(細 i炎綱兇Π20

小礫

1 ~ 3 肝ヒ帥長饗B

16

遺存

23

1老

B灰

口緑外而飛ね

焼痕

844

16

手法

ロクロ

S 1 440

833 N09

須恵無台杯 1.112.8

底 7.8

ITI」 3.2

須恵無古杯口12.4NQ I

B灰

堅

天外へラ

切り

口縁外而電ね

焼痕

胎1二C英)合ま

十やや精良,

内面磨滅

口綜外内面全

体蛋ね焼痕

内面磨滅,墨

痕転用硯

頸部内血・部

炭化物、胎」

精良

内血部炭化

物,外向部

スス,831 ι

詞個体の"1

能性

(本文150貞, 1幻版101)

須点無台杯Π12.2

底 7.6

1.'」 3.5

須恵無六杯Π12.5

底 8.3

1'.」 3.3

須忠無台杯 U12.3

底 8.1

If' 3.2

N02,南須愆無六杯Π12.フ

備号

体部外而スス

Π緑部の歪み

大き、、。カマ

トの,じ、

体部外而スス

カマドの芯

8朽 N05

13

3 '1

曜

A灰

天外ロク

ロケズリ

天外ロク

ロケズリ

ロクロ

14

ロクロ

8;"

式(細淡褐畷

14

846

N01

須恵有台杯台 8.4

B

腫叉

16

A 黄灰曜

NQ3,!k

西トレン

チ

東西トレ

ンチ

835 N04

jε汗多

847

13

底外へラ

切り

A灰

f:"市小寮B I_116.4 英淡褐堅
'Jt(細)

小礫

kn市長甕B 口{19.5}長茶褐門ξ

」1(細

836

16

Π絃外lfli 重ね

焼痕

外噛淡緑色自

然釉(S 180

3)

ロクロ

848

1老

U綜外向電ね

焼痕

B威

底外へラ

切り

西コーナ

4肺

837

(ロ)

部欠

成

267

1怒

NQ3, NO.須!忽杯維

Π

底部内1可・部

スス(タール)?

瓣畦薄い

Π絲外1市部

亟ね焼痕

B峽

駆

底外へラ

切り

S1802

849 NQI

ヒ製フイゴ径{フ.0}英,長

小礫

(ロト・

部欠

底部

令存

吊.羽口

838

曜

底外へラ

切り

B岐

(本文151貞, 1幻版102)

須忠無台杯Π12.3

底 7.1

11:」 3.6

ドN0 須恵無台杯 n11.6

底 8.2

1二'j 3.0

底外へラ

U」リ

サプトレ須恵杯後

2 1,f

(ロ)

部欠

850

839 N05

体部外而1

程スス

曜

13

底外へラ

切り

外而令体自然

釉,胎に(英)

含むがAより

精良

Π絲~体部内

而部炭化物

顕部外面薄くスス

Π紋内而炭化

物.Π緑外面

スス

B灰

排17.2

カマ

{Π}

部欠

ロクロ

851

納際堅

棚外)

繋1褐

11紋外血電ね

焼痕

1 12

底外へラ

切り

4

B灰

1貞1↓i 、1、^

3屡須忠無台杯 n12.52.

1:115.4

ロクロ

Π紋外血重ね

焼痕

12

曜

色調焼成

底外へラ

切り

852

B峽

A灰

肩10.フ

23

カ?ド付須恵無台杯

近

Π雑外血電ね

焼痕,底部外

面瓔杏r主」

U縁外面部

亟ね焼痕,内

面磨滅,薄く

畏痕,転用硯

11紋外血電ね

焼痕,内面薄

<!"痕

肩部外向自然

釉

犬外ロク

ロケズリ

堅

曜

853

B叛

B灰

U] 1

部欠

15

2.

1老

3肝須愆イi台キ不

A

堅

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

り】り,板

状圧痕

854

B灰

23

[1縁

部欠

2,

012.3

曜

底部外而ウル

シ付杵

3層須愆有古杯

B

底外へラ

U」リ

855

23

S 1802

B灰

Π11.0

856

Π緑外而電ね

焼痕

カマド付須忠杯蓋

近

2 "1

須恵'蓋?噐16.8

曜

857

A灰

Π15.4

台10.フ

n緑外1所部

電ね焼痕,底

部外面墨書,

文字不明

14

858

凡^

底外へラ底部外1師:駐.非

切り,板文字不明

状圧痕

底外へラ内而白然釉

切り

C灰

2,3嫡須忠規顎'

須悳杯蓋

14

響114.0

A灰

13

排16.1

A威

曜

底外へラ

切り

11 9.0

が119.9

16

A峽

1讐

2
 
4

8
3

底

U
"

7
9

C
?

8
2

底
一
"
川

Lム
訂Ⅱト

.法国.地
.
r
J

0
7

8
3

拓

底
.
.
,

82

0
6

8
3

敦
吐

底

:
冒

高

1
 
9

9
3

台

N
川

75

形」
元瓔

9
 
1

7
3

底



番屶

859

地

2層

1!「 桓別

上師

860

僻極

無厶杯

2 1杵

861

法 11t

底 6.8

1二帥小喪B 底 7.2 英,長明祝゛ギ池 V3

雲(細

小磯

士師小喪B 底 6.6 英,長 1炎褐駆

ι:(細)

カマド付

近

862

長

':(細)

ドNQ ヒ帥小饗Bカマ

4

色調

!11

863

焼成

壮父

2 "1

遺存

18

864

下法

内外而黒

色処,1!

士帥長饗C

カマドNQ

5

カマド付

近

010.3 英,長茶榊堅

底 6.9 雲{小細

" 10.8 小礫

Π20.8 長

865

備ぢ

内外而磨滅

b師長喪C

ロクロ,

底外牌止

糸U」リ

ロクロ,
底外回転
糸UJ り,
板状圧痕

ロクロ

866

底部

令存

L師長摸B

カマドイ,1

近,他

SΠ201 (本文152頁.収1版102)

867 C-3婿須忠無古採口13.4

その他

868 N03

番丹

880

1,123.8 英,長 1炎祝堅

劣(細

1、1(22.0)英,1乏淡網 1堅

雲御D

1明細 1竪

14

し.nl"長甕B 体19.6 英,長淡褐燮

荏き【細)

地.,.气

D恢'4 刷

1 10

極別排机法址

須忠無古杯Π12.6

底 8.5

1..1 3.6

禎忠有台゛不口11.0

C 台 6.8

111】 5.4

イi台゛不台 8.2

B?

無台杯 n13.2

n藁 9.0

1111 3.2

須忠無台杯Π12.1

辰 9.2
'..

3.3

881

U線~底部内

1所,炭化物

D区4眉

D区南北

トレンチ

B1ヌ東西須忠

トレンチ

D1メ:4 肺須忠

ロクロ

869

1/6

882

須忠無台杯口12.4

底 8.0

1..1 3.0

須懲無台杯Π12.8

底 4.0

11:1 3.1

須忠無台キ不口11.フ

底 8.2

11:」 3.1

須愆無台1不口12.0

底 7.8

1,.」 3.0

N02

その他

焼成きbめて

1整L、

( S1803)

( S1803)ロクロ

V6

870 NQ4

883

朏,に色調焼成遺n

B ゛〔灰汗」皿 12

底外へラ

切り

ロクロ

13

A成

871 N02,N04,

トレンチ

その他

872 NQ5

884

B成

内面部,体部

外1所スス,866

ι同個体か

865 ι同個

体か

D, E区

41や1,1 尉

ロクロ

B灰

1撃

B灰

13

堅

下法

底外へラ

Uj り

885

B灰

亜貨

873

B灰

15

南北べル須愆無台杯

ト 3 層

その他

B恢黒色須愆無台1不

士婿

その他

ベルト 3

婿他

A1ヌトレ

ンチ他

トレンチ須忠無古1不

31卜1

16

部

ー・部

欠

須恵折緑杯

備吉

口緑外面部

爪ね焼痕

堅

B3屡須愆杯蓋僻14.0

11島 3.0

トレンチ須愆折緑杯台 7.0

底外へラ

切り

886

B媛

874

B 1火

拒χ

Π緑外1可屯ね

焼痕

口雑外而而ね

焼痕

底外へラ

切り

Π12.2

底 7.2

11:」 3.2

Π12.0

底 7.9

1.,1 3.4

須忠右1ι;1不Π15.0
A

須忠 1斤キ宗キ不Π12.8

12

900

Π縁外血電ね

焼慎

14

1"」

B?

海針

875

1互叉

門ξ

底外へラ

切り

887

B灰

U 秩外 lfli

爪ね焼痕

底外へラ

り」リ

底外へラ

U」リ

1 -3府須恵有台キ不
C

黄域"通 13

(ロ)

部欠

23

888

876

゛,ニ

1、咋粂外而

電ね焼痕

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

切り

A 黄灰杵通完形

部

南北べル

ト 3 解

D授乱

15

23

889

B灰

S1 1167 (本文152頁,図版103-105)

877 D区トレ須恵無台杯 n12.9
ンチ 底

その他 布

878 べルト 3

層,4師1

その他

879 べルト 3

層, D区

黒色土層

部

口縁外而禾ね

焼痕

n12.9

底10.4

1,1 3.9

U12.8

底 8.5

1::1 3.フ

須忠無台f不 n13.5 A i炎成軟
辰 9.5

1:1」 3.フ

須忠無含林"13.3 A 淡威軟
ι証 9.フ

1:1」 3.フ

1乏叉A峽1111.9

底 9.2

「:1」 3.2

D恢'1"1 須忠無台杯Π13.2 A i炎媛軟
ぼ 8.2

1.,」 3.3

揣卜13.6 C ? 1火

排15.8 B媛

1:113.45

n 9.フ

Π緑外lrli

電ね焼痕

底外へラ

切り

A灰

土師椀B

A媛

C ?灰

890

而寛

B媛

A成

堅

B区撚色須忠無台杯

ヒ H悼

括

A区

<tルト 5

解

D区

!熊色土

1,3層

トレンチ須惣無吉躰

3 j"

Π鰄外1可飛ね

焼痕。

Π歉外1イ1i爪:ね

焼痕, B と枯1.

bれるが1拾 1

に微竜の海綿

骨針混人

U縁外lm ・剖1

飛ね焼痕

'1;

?

底外へラ

Uj り

13

14

891

ロト1.6

胞轟

B灰

底外へラ

切り,板

状圧痕

底外へラ

切り

A 淡成軟

犬外料1い

カキ村?

底外へラ

Uj り

底外へラ

切り

13

13

堅

A媛

892

須恵無台杯口12.8

底 8.3

JT11 3.4

須忠無台杯口12.4

底 7.9

1::」 3.6

明網堅

15

12

C ゛〔灰杵j亟 16

1:1閤

893

Π赦外1Ⅷ

電ね焼痕

14

1 12

B灰

A i炎媛軟

内外而へ

ラミガキ

894

昂

(S11166)

堅

268

B灰

底外へラ

UJ I)

U歉外向・部

千ね焼痕

11介 1'.(英)で;ま

t粘良

(S11166)

U緑外脚市ね

焼痕

23

895

896

12

〕ミ外ロク 11緑端部市ね

ロケズリ焼痕

内外面濃緑色

自然釉,胎士

(英)含まずや

や耕良

底外ナデ(S11166)

底外ナデ外血自然釉,

肩部円形剥離

痕2ケ。環状の

把手か?朏1

(英)(長)含む

がやや粘良

( S1 1166 ?)

底外向や五外而スス,902

糸切りι向個体か

土師椀

臣父

B麻他須忠杯鍍

DⅨ 3 胴須忠 1不蓋

その他

黒色いt 須愆小瓶

層

底外へラ

切り

B岐

辰外へラ

切り

23

897

部

欠

"緑外1可爪ね

焼痕

底外へラ

切b

底外へラ

Uj り

B 底 8.01:(細)"打神ι 1鼠

細礫

23

13

口緑外血屯ね

焼痕

898

899

14

体部

完汗,

底外へラ

切り,板

状圧痕

U赦外lni

電ね焼痕

底外へラ

Uj l)

B1ヌ 2 婿須忠加里兵壷台11.9

A区 2眉須恵短顎壺底12.0

16

Π縁外面重ね

焼痕

部

底外へラ

U」リ

13

Π線外而電ね

焼痕

.
一

ム
ロ1

買
.
冥
.

叡
"

臥
ヒ

佳
七

621

8
0

6
3

堅

U
台

8
3

8
 
2
 
3

9
 
6
 
4

台
高

口

細

英
雲

墜

欠
巧

2
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緋ぢ

901

地点

B1ヌ!"色

ヒトJ科

その他

D区南北

トレンチ

純別

t師

902

排凡

椀B

903

怯靴

Π12.6

底 6.9

1.'1 3.フ

Π15.0ヒ帥椀

S 1 1166

胎十

長

王X細

904

B

け巾椀

B1ヌ!μ色

士士.1邑

色開

明柵

焼成

1怒

905

王:(細明榊堅

キⅢ礫

B

ヒ帥椀

A灰来西

トレンチ

遺存

15

Π19.5

底 6.4

1:1」フ.2

14Π11.0

底 6.6

11' 4.6

底 7.6 英茶祝杵通 14

」;(細)

細礫

Π15.61:(細啼褐堅 14

細礫

Π12.2 英,長淡褐杵辿 14

ι:(鋤

906

乎法

底外糸切

り

S11166

9"リ竹

':(細(内】淡 1老

褐(外j

赤褐

含(鋤茶樹 1讐C

ヒ師

ベルト 5

解

D恢南北

トレンチ

907

15

備

内外面

ス

底外へラ

切り

上師小甕A

ロクロ

908

孝

部ス

15

1二師小甕C

B1メJ熊色

k川他

BN燥色

内外面部ス

ス 900 と同

個体か

909

底外へラ

切り後へ

ラミガキ

底外へラ

ケズリ?

番号

923

底外1川転

糸切り

底外1川転

糸功り

ロクロ

」1旦と・t〔

B1ヌ與色

ヒ他

南北<tル

ト3眉他

ヒ師小喪C

910

924

1二師

南北<tル

ト 5 "1

1+j北べル

種別

・ヒ師

91 1

0 英,長明褐艸通 16Π 14

細礫

0 英 i炎褐 1ギ通 141118

ι:(細

小甕C
?

譽種

小喪A

非ロクロ

925

1:帥小甕B 1117.5 英.長淡柵 1雙

舌【小細

【:帥小饗B n15.0 英淡網 1堅

ι:(細

小礫

し師長甕A 底 8.8 英.長明禍 1雙
ι配細

・櫛1

欠

18

・ヒ師長甕B

912

来西トレ

ンチ 31科

東西トレ

ンチ^ノレ

ト 51竹

南北べル

ト 3 屏

法竜

Π14.8

1悟14.3

体20.2

926

非ロクロ( SI U66)

次焼成受け

AM東西

トレンチ

その他

D1メ:!!.1色

1:斯(3肝)

B 1メ:!!.1色

U竹

南北べル

ト 31付

2 "1

D区4肝

る

胎・上色調焼成遺存

英,長 1炎禍普通 2 3

雲(小柳

英 1炎褐1讐部

雲(細 欠

・ヒ師長甕? 英 i炎褐堅021.6

雲(細

ヒ師長甕C 英 1炎樹1讐023.8

雪{小細

913

ロクロ

927

91 1

Π縁~体部内

愉炭化物

ロクロ

ヒ帥長喪C 1民 9.4 英,」く明樹 1雫 16

会{細}

k帥長喪C 底 8.0 英淡織粋通 11
細礫

6 英.長淡網艸血 12小喪B 底 7!:師

ι:(御?

小礫

辰5.5 英 1炎祝杵辿1:mi 小喪C

ι!i細)?

小礫

小礫

4 英.長明網艸通 13小喪B 底 8k帥

':(細?

0英小喪C 底 5k帥

ι:御1}?

小礫

1 英Ⅲ1褐粋:通小饗B 底 71二帥

':(細?

1111礫

駐師小喪B 底 6.6 英""織杵通 13
」;:(細)

915

ヒ師長築C

B区南北

トレンチ

D灰4婿

D区黒禍

色し

ロクロ

下法

非ロクロ

2類

ロクロ

16

929

916

顕部内而1!1<

炭化物,

(S11166?)

Π誠内而川く

炭化物

Π縁内而炭化

物

ヒ師佐渡π,Π27.3

喪

{本文 154'(, 1幻版106)

須愆イi六杯口13.4
'A

A 9.6r-」

3.8

ロクロ

941 ι同・個

体か

n歉外脚スス

Π22.6 英,長

玉:(細

小礫

備孝

( sl n66)

14

930 D区4 層上師鍋

ロクロ

15

ロクロ

L師鍋

917

底部外而磨減

門↓痕,転川硯

1 1

外而部スス

胎上枯良

ロクロ

明襖"ι通 16

16

D区.南北

トレンチ

D 1ヌ:4 1仲

931

918

非ロクロ( S11166)

底外木葉

,'〔

底外ハケ(S1 Π66)

Ⅱ

膳外ハケ( S11166)

目

ロクロ

0 英,艮 i炎褐筈通 112C 口38

雲{細}

南北べル須恵大甕

ト 3 師1,

!鳥色ヒⅡ1

トレンチ

ロクロ

269

*禍堅

ロクロ

919

C Π40.0 英,長 i炎網曜

'(細

小礫

A 灰 1堅U22.5

16

( S1 1166)

939 ι同

体か

D 1メ.南北

トレンチ

S129 (本文154貞, 1幻版105)

932 力々1J科須恵熊台杯口12.4

底 8.4

1,.」 3.3

933 最U科,須愆無台杯口12.0

2 師1

934 1伎k師1 須!愈無台1不底 7.6

1 10

C吠

920

( S1 1166)

非ロクロ

ロクロ

側

ABM東

西べルト

川セι 1:1'

1竹

D区南北

トレンチ

1畳丈

'部

欠

口緑外面スス,

手法,胎士か

ら休渡1宅

体部外lrli 部

スス

( S1 1166)

( SI H66)

921

ロクロ

ロクロ

1 10

i炎削"池底部

令存

922

ロクロ

( SI H66)

935 {位ト.婿

1:師小築B 膨 7.6 長明禍゛t:血 11
ι:{細}

柳良

喧18.4 英淡配杵血 13kn'i 喪

ι:(細

小礫

カマド1

1竹

13

ロクロ

936 最k則

Π誠.体部外

I「盲・嘗1」スス

ロクロ,

内16iヨコ

ナテ

B灰

12

( SI U66)

禎忠折緑杯台 6.8

底部

令イイ

937

体部外而径6

Cm位の円形痕。

焼成時物を乗

せ大ι思bれ

る

k用

2 1"

1撃

禎忠打台杯

C

須点長顕瓶肩16.フ

B岐

938 1止 k尉

12

B媛

臣叉

底外1"1転

糸切り後

周辺へラ

ケズリ

底外IU1転

糸Ujり

底外へラ

U」リ

939 11ΞIJ"

18

A岐

1巨冥

k師小甕B 底 7.6 英.長淡褐 1撃 13

点:(細

t.師小喪B 底 8.3 英,長淡褐杵通
Jt(細)

印市」乏喪B Π24.1 英 i炎網 1堅
'!{細

k師小甕B 口12.0 英,長淡鵬,や通 18
1き(細)

1:師小甕B Π16.6 英.長茶棡 1怒 ! 4

'X細

k師鍋B 口35.8 英,1を 1炎削 1雙
'(細

小礫

940

Π縁外而爪ね

焼痕

23

2 1杵

価K

最卜剛941

底外へラ

切り

底外へラ
切り,板
状圧.痕

C?媛

(脚

キ11欠

Π縁外而飛ね

焼痕

ロクロ.

成外へラ

ケズリ

942 最卜J科

1讐

943 1住 k胴

外lfli ・剖1スス

・『1

欠

S160 591と

同個体

外而自然釉,

胎士(英X長)

含むが精良

礫

英
雲
細
剛

,
ヰ



番号

945

地点

A区東西

トレンチ

種別

土師

946

僻極

小甕A

2府

947 D8東西

トレンチ

法量胎士

1、no.3 英

雲{小細

小礫

士師長甕B 017.2

S18価

948 NQI

上師長甕C 口21.4 英,長淡褐堅

雲{細}

小礫

色調焼成遺存

淡褐普通 16

(本文155頁,図版106)

須恵無台杯 n13.0

底 9.1

1田 3.フ

949

淡褐堅

手法

非ロクロ

2類

1~ 3層土師小喪C

950

14

2尉

備ぢ

口赦内面炭化

物

951

ロクロ

カヤド東土師小饗B

側

NQ 2

カマドN0 上師甕

1 他

トレンチ士師甑?

1 12

C

海針

士師小喪

952

ロクロ

017、4 英 1炎褐堅 18

雲(細

017.4 英淡褐井通 14

雲(細

018.3 英茶褐普通 12

底 9.6 雲(細

高13.5 小礫

底 7.0 英,長茶褐普通部

雲{細} 欠

底12.5 英,長 i炎褐普通 16

雲(細

黄灰堅

S116

番号地

965 3屑

口縁外1面

スス

953

(本文156頁,図版107)

点種別器種法砥"台セ色開焼成

無台杯 1」14.O A灰曜曹,

底 9.6

11h 4.0

須恵無台杯底 9.2 C?灰堅

部

34

S118 (本文155頁,図版106)

954 3用 須恵無台杯口13.6

底外へラ

切り後ナ

デ

966

C?暗灰堅

3肝

口縁外1面部

重ね焼痕,内

面部タール

灯用皿

口緑内面部

炭化物

口縁内1面厚く

炭化物

口緑内面~体

部炭化物

967

ロクロ

955

S116力

マド内

3層

口緑部ヨ

コナデ

ロクロ

968

堅

956

957

須恵無台杯

須恵無台杯 U13.0

底 9.1

1冒1 4.1

S116

最上層

3厨

969

須恵独頸壺

土師小喪B

958 最上府

S116

遺存

16

口Π.4

底 8.4

116 3.4

B灰

970

チ法

底外へラ

切り

23

口緑内而炭化

物

士師小甕B

S1 325

959 2層

S116

堅

C 黄灰艸J皿 15

A灰

A 灰堅

4英 1炎褐普通014 14

雲{小細

小礫

6 英,長茶褐堅 V2021

雲1小細

土師長梨C

16

18

S 1 1471

971 カマド

括

備

土師長饗B

(本文156頁,図版106)

須恵無台杯口10.5 A 灰 堅

底 7.5
1・」

3.5」Ⅱ1

須恵杯蓋譽15.6 A灰堅

士師小喪B 口12.0 英,長淡褐普通

小礫

土師小甕B 口14.6i炎褐英堅 V3

底 7.1 賃(細

高12.0 小礫

堅

底外へラ

U」リ

ΠⅡ5.2}英

雲(細

小礫

024.6 英,長淡褐堅

雲{細

小礫

ぢ

960

961

16

(本文156頁,図版107)

須恵有台杯 U14.2
'、A フ.6

1容」 4.3

胎上に(英X長)

含むがやや精

良

口緑外lmに屯

ね焼痕

2層

1屡

底外へラ

切り

口緑外而重ね

焼痕

底外へラ

切り後ナ

デ

東西トレ須恵壷972

i炎褐堅

16

962

S11313 (本文156頁,図版107)

973 アゼ畏乱須恵有台杯口U.0

抗 C

1屑

18

ロクロ

底外へラ

口J り

外面自然釉

口緑内面炭化

物,口綜~体

部外面スス

ロクロ

S142 (本文155頁,図版106)

963 S 142 須恵無台キ不口11.1

底 8.0
^→

3.61田

土師小喪B 口12.フ964 S 142

16

1 10

974 N01

ロクロ

A 淡灰軟

顕部内1命に炭

化物

hコ20.フ

ロクロ

15

口緑外面禾ね

焼痕

975

士.師無台杯 012.2

底 7.0

1.'」 3.5

A爽

底外へラ

切り

(口 j

部欠

カ?ド内土師長饗A 口18.2 英,長 i炎褐軟

雲{小細}

外面自然釉

S1 670 (本文157頁, 1剛版107)

976 トレンチ土師小喪B 口12

底外へラ

切り,底

部内而

方向ナデ

堅 16

ロクロ

英,長

雲(細

夫外ロク

ロケズリ

ロクロ

977 遺構ト.1m ヒ師長喪

黒褐非通田)

部欠

270

A i炎灰軟

1 10

内外血自然釉

内外脚自然釉

IM し.(英X長)

含むがやや精良

非ロクロ内外而の瓣血

は黒色処理を

した様な黒さ

を早.する

口緑外血部

薄くスス

英

雲(細

小礫

口緑内面厚く

炭化物,体部

外面部薄く

スス

SΠ304 (本文157頁,図版107)

978 カマド内須恵無台'不 n13.0

底10.3

i炎祝堅

15

8 雲(細淡褐堅

細昧

底外へラ

切り

18

979

13

6英Π 17

雲{細

2屑ヒ面須恵無台杯

非ロクロ

2類

ロクロ

980

16

カマド土師長甕B

茶褐堅

S180 (本文157頁,図版107)

981 S 180 須愆無台杯口12.6

底 8.4

111」 3.2

982 トレンチ須愆杯蓋排16.0

ロクロ

18

A 黄灰詐通(ロ)

部欠

012.2

底 9.6

1τ' 3.2

021.0 英,長

口縁内面厚く

炭化物,Π誠

~体部外面ス

ス

雲(細

ロクロ

A灰 堅

底外へラ

切り

茶褐堅

12

、

Π緑外面屯ね

焼痕

底外へラ

切」リ

炎褐堅

C

海針

1 12

灰

ロクロ

8
 
1

9
3

'
,
慨
礫

芙
雲
ト
細

66底?C甕

底
高

細

英
雲

C
?

33

W
ψ

高



番屶

983

天外ロク

ロケズリ

底外へラ

切り

占 極別

ヒ師

S 1 9

984

985

譽種

小喪B

(本文157頁,図版107)

トレンチ須應無台杯

上師小甕k而

法恬胎上

Π14.0 英

雲(細

小礫

S11181

986 2用

色調焼成遺存

淡褐普心 13

(本文157頁,図版107)

須悳杯蓋符N.8

11:」 3.5

011.2

体10.0

S1 1169 (本文157頁,図版107)

98フカマド士師小甕A 口13.8 英,長 1炎褐,宇通

底 7.0 雲(細

高15.2 小礫

A灰

英茶褐

細礫

手法

ロクロ

備 4

外而全体スス

15

S182 (本文158頁,凶版107)

988 カマド須恵無台杯口11.8

底 8.5

1冒」 3.3

16

1 10

A灰

番号

1002

ロクロ

SK39

989 下刷

堅

地点

S K I022

内而自然釉

3/4

(本文158頁,関版108)

須忠無台杯口13.3

底 8.0

11h 3.9

須恵無台杯口13.6

底 8.1

簡 3.9

須悳無台杯Π14.2

底 9.1

種別器種法量胎士色調焼成

士師長喪C 口19.3 英,長淡禍堅

雲(細

小礫

土師喪 A 底 8.1 英.長淡鳩堅

雲(細

細礫

014.6 英,長淡褐堅

底 7.6 雲(小細

高12.5 小礫

上師鍋 A 口37.4 英淡網堅

底11.0 雲(小)

高{21.5}小礫

1003 2層

天外へラ

切り

990 下層

1004

底部

全存

部非ロクロ

欠

C灰

D最上局上師小甕C

ヒ層

991

1005

F局

堅

体部外而

スス

S KI022

S K795

上

992

(ロ)

部欠

C

海針

ヒ邪

底外へラ

切り

成

部

271

遺存

18

S K I02

1006 1眉

ロクロ

C

海針

須恵有台杯

A

Π14.1

".
8.9

Iwi 4.5

A灰須恵広口壺口n4.81

A灰須恵環状鈿

蓋

土師喪A ?底 8.5 英,長 i炎褐普通

雲(細

土師長甕C 底 7.6 英,長 1炎褐堅

雲(細

中礫

小礫

1_140.0 英,長茶褐堅上師鍋

雲{小細

小礫

堅

S K39

L婿

手法

ロクロ

内外面火だす

き,胎上(英)

(長)含むが精良

灰

23

(本文158頁,図版108)

須恵無台杯口14.4

底11.4

゛' 3.4

995

堅

12

底外へラ

切り

A灰

上層

備

996

'片:野多

非ロクロ

底外木葉

壮τ

ロクロ

100フサプトレ土師小甕A 底 6.9 英 1炎褐堅

雲(細)

小礫

土師小喪B 口15.4 英,長淡褐堅1屡1008

呉(細

C i炎褐筈趣 13

堅

ト.屡

胎土中の(英)

(長)の{置は多

い

(底)全

存{ロ}

1 10

16

底外へラ

切り

A灰

{ロ}

部欠

1 12

997 最上屡

胎土は989と同

様,口縁外面

重ね焼痕

曜

底外へラ

U」リ

内外面黒
色処理,
ヘラミガキ

{ロ}

部欠

口縁一体部内

面に炭化物

非ロクロ

2類,底

外木葉痕,

砂痕

1府1009

C 1炎灰普通 12

SKI022 (本文158頁,図版108)

998 1剛,上層須愆無台杯口13.6

底外へラ

切り

A i炎灰軟

頸部内面じ炭

化物,体部外

面の部厚く

スス。底部内

血に砂付普

1 12

ツマミ

全存

23

底部外面転用

硯

SK34 (本文159頁,図版109)

1010 SK34 須恵無台杯口13.0

上師小甕B 口15.0 英.長 i炎褐堅
婁{細}

小礫

999 S K795

_1二

1屡

底外へラ

切り

1000

内而自然釉

外而全体自然

釉

10H SK34

底部

全存

須恵無台キ不Π13.9

口緑外1缶垂ね

焼痕, Aより胎

土粘良,(英)

(長)が多く混

人

底部外而中心

部じ黒い付着

物

口緑~体部内

而炭化物.顕

部外面スス

口緑内血全体

と顕部~体部

内面部炭化

物

底部

全存

1001

ロクロ

1012 トレンチ須恵杯蓋

非ロクロ

須恵無台杯 013.4

底 9.8
マ¥ 3.0「."

須恵無台キ不 015.4

底H.5

ru」 3.0

S K795

_L

18

須恵無台杯

18

体部外1面1

スス

A 暗灰堅

ロクロ

ロクロ

14

A 皓灰堅

F層1013

C

海針

A

3

高3

全体に調整が

悪くΠ緑は歪

も・

ロクロ

土師小甕B 口14.5 英,長淡褐堅

雲(鋤

細礫

土師長甕C 口21.0 英,長茶樹堅
雲{細

小礫

トレンチ土師小甕A 口10.4 長,暗褐堅
雲(細

小礫

上師小甕B 底 6.0 英,長 1炎褐堅
雲{細}

小礫

トレンチ土師無台杯口n3.0}英,長黒褐堅

雲(細

15

灰

A 時灰堅

1014 下府

堅

14

灰

A灰

14

堅

18

1015

外而上半部に

重ね焼痕

口緑外面じ重

ね焼痕

A灰

14

堅

底外へラ

切り

堅

底外へラ

切り

1016 下層

16

胎士に石英を

含まず精良

内面全体一外

而ヒ半部に自

然ネ111

内面転用硯,

うまみは転用

硯のため打ち

欠いて、、る。

外面自然釉

顕部内1面に炭

化物

12

底外へラ

切り

天外ロク

ロケズリ

1017

口緑外面じ重

ね焼痕

SK32

1018 1層

18 ロクロ

(本文159頁,図版109)

須恵杯蓋器15.9

15

1屑1019

ロクロ

15

須恵無台杯

非ロクロ

821

堅
堅

9
2

8
4

口
底
高
譽

鄭
卿

671

堅
堅

5

6
 
9
 
6

21口
底
高

7
3

ψ
州



番勺

1020

地点

S K32

極別

毛師

1021 SK32

僻種

小喪B

法靴胎士

013.3 英,長

'幅}

細礫

027.1 英.長

't{細}

中礫

小礫

t.師長甕B

SK340 (本文159頁,図版109)

1022 SK340 須忠無台杯Π13.0

底 8.2

色闘焼成

1炎祝堅

1023 S K340

遺存

14

1024 S K340

手法

ロクロ

1二師小喪A Π18.0 英,長 i炎祝"逓 1 6

雲{細

L師長喪C n22.8 英,長 i炎褐 1老 18

雲(細

細礫

長喪 ι_122.6 英,長 i炎褐 1老 18

雲(細C?

細礫

1025 S κ340

備ぢ

Π綜内1所じ炭

化物

111」 3.フ

A i炎1天軟

SB乃0・790

1026 ヒ刷

t師

番呼

1038

凡'

12

地点

E9⑫遺

榊し.1断

IJI

(本文160頁,図版109)

須恵無介杯口12.3

底 7.9

1111 2.8

須恵無台杯Π12.3

h'フ.2

111」 3.1

須愆無台杯ΠM.0

1027

底外へラ

UJ り

秘別

3貞!↓(

S B730

-8, P

760

S B790

-9

1028

底外へラ記号

「x」口緑外面

に電ね焼痕

排種

折絲杯

1039 B14.21科須恵折赦杯Π13.2
.ι昌

6.^1

」リ1 4.0

C 7(23),須忠イ1含杯1040 ΠⅡ.2

台1府 C フ.0

1::」フ.1

Cloa7),須恵肌1041 1コ18.2

底15.11眉

1:1」 2.1非ロクロ

2 類?

ロクロ

法111

1」12.6

A 疏峽曜

15

その他の須恵器

1029 E7,1則須恵
?

胎1二色朋焼成遺存

A 黄灰 H:通 23

Π21.O C ?

B灰

ロクロ?

淡成軟

.1立

1 10

B媛

13

1042

(本文160貞,惚1版109~111)

布孔1二底6.4 C "そ 1堅
誹

1弔

1030

底外へラ

切り

B成

A灰

F3区町須愆杯蓋

道下1胴

外心にH然杣

1拾 1:(:(英)を

介まず粘良

E13,1・2 須恵無台杯 hミ10.0

肺

16

底外へラ

Wり後ナ

1整

1弔

備ぢ

底外にへラ紀

号「X 」,胎上

に(英)(長)を

舍しがやや粘

良

底外へラ

U」リ

1043 DI0伽}

A 黄峽 1弔

1031

18

13

B 8n)地須恵小'?底 6.1

11i 上lm

須忠無台杯S 1 337

畏乱 ?

1044 D 91非 k 3貞恵環状釧

編

C

海'1

1032

n 縁外lfli に屯

ね焼痕

底外へラ

Uj り

灰

須悪'飴

12

1045

1窄

底外へラ内而じ"然杣

Uj り

C

海'1

1033 A 9侶)2 須忠処古1不

婿

1034 S K1211 須恵無含杯

1 1朽

D 7. C 7

11杵排十

茶成曜

1 1

18

A 1火

排15.1

剛模 1堅

底外1川゛エ

糸U」リ

1046

底外へラ

U」リ

胎U:(英)を

含'まず粘良,

内外而に陣く

スス

χ外1"1転内而の・部に

糸切り後屯ね焼痕

ロクロケ

ズリ

犬外へラ外lmに白然釉

U」リ

須慰環状釧

維

匹i曳

A4 (8),

1婿

E・ F12

1,2 卵1

11 8.0

虻f 5.8

1::」 2.4

A峽

13

1047

A峽

1035

胎土に(英X生')

含まず粘良,

須恵群てなく

新しいものか

?

16

E9⑭遺須愆無古杯

構内

A灰

須忠杯維

1撃

底外へラ

切り後.

方向へ

ラケズリ

底外へラ

U」リ

底外へラ

切り

A i炎"i

灰

1をK

Π12.8

虻( 8.0

"12.5

辰 8.4

1..」 3.4

1113.5

底 8.8

11:」 4.4

1036

1048

18

A?

須恵'維

12

1弔

E 13,C1叉

1.2k,

CⅡ⑳1 須忠稜椀

2 1科

Ψlj!丘 1 6

1037

S K287

D5区

媛

ツヤ

A 時媛 1ヤ

1049

曜

須愆イi台1不

X

部欠

噐;13.0

1..1 3.4

ι貞j↓!:・1、'q首

C成

C 6⑳」也須恵小'

山f

A媛

13

1 12

外1Ⅲに内然杣

1監K

禎!怠排と恕、b

れるが, i炎褐

色て、1二師器の

様てもある

外lmじ白然杣

底外へラ記号

口隷外lrli爪:ね

焼痕

A峽

1撃

C峽

Π17.8

1050 C 5

Π 5.8

底外へラ

U」リ

底外へラ

切り後ハ

ケH

底外へラ灯咽皿

助り後口

クロケズリ

13

1 1

272

外血に胸然釉

胎 1'{ニ{剃(長}

を含むがやや

粘良

外1Ⅷに"然杣

"12.0

1巨冥

1051

A 淡灰曜

C jj1ι

23

Π^1.^1

1、 5.'1

1:11 6.フ

(口j

部欠

D12(24,

25) 1,21卜1

須忠稜椀

C灰

犬外へラ

U」り後軽

、、ロクロ

ケズリ

臣K

1052 A14.1・2 1r{忠無沙貞'Π 10.8 A ?

眉, B14

1・2則

1053 E ・ F12 禎忠:加,11・'Π 11.フ

UI~2の

2刷

1054 B1Ⅱ2Ⅱ, 1貞惑饗 Π18.3

2川

1055 E13,2"1 須忠鉾 U19.O C ?

A媛

1貞!怠長顎瓶 hi17.9

16

1 1

1讐

外lrliじ"然杣

1118.2

胖K

1 12

11h l:に(英・)を

含まtやや桁

良

底外1川転畍土じ侠X長)

糸Ujりを含も・がや

や粘良,外而

1 2に紺く自

然釉

底外へラ外向に白然杣

Uj り

(["

部欠

A峽

内而に1ι1然釉

1胎 LI:(英)を

含まずやや粘

良

C 1リξ

1:;曼 1.1

1:1芙 13

1056

峽

B12(2),

1・2胴

1、や

B成

16

15

厨卸外脚にΠ

然釉,胎ヒに

(英)を;むま司'

粘良

Π線端部に向

然杣

須忠喪

1介,二1:{殉 i長}

を含も・がやや

粘良

胎 U二(英H長j

を含むがやや

粘良

法手

テ

7
5

台

:
、

マ
2

ツ
ミ 3

訊
畭



番号

1057

地点種別

C 9(12)須恵

1層

試掘抜根須恵

坑

1058

器種

甕

B12(1,須恵長顕瓶1059

6,フ) 1,2

眉, C13

(3,4)1層

E12(6,須恵双耳瓶1060

フ,11,12)

2層

A 9 U7)須恵甕1061

1局

A141,2 須恵甕1062

層

B7地山須恵甕1063

上而

法量

ロ(28.0)

把手付

鉢?

胎土

A

029.0

色調

灰

焼成

堅

A

遺存

V12

淡灰軟

A

手法

灰

V6

堅

1064 N04 トレ

ンチ南湿

備

A

V3

暗灰竪

考

1065

胎土に{英X長

を含むがやや

精良

A

墨土器(本文162頁,図版112)

番号地点種別器種法量

I A 9(19)須恵有台杯台 8.6

1層

2 D12("須恵有台杯台10.6

1,2層

3 F13(8,須恵無台杯底 7.8

13,14)

4 S1280 須恵無右杯

1層

須恵無台杯5 S115

NQ8,3層

6 D 5表土須恵有台杯底 4.6

須恵甕

B, C12 須恵鍋

排士

灰

ツサ

ミ全

存

(["

部

(Π)

部

{訂}

部

その他の土師器

1066 D12(9)上帥

1,2層

A

堅

灰

C

堅

灰 堅

C

1067 B 13(13,

14,17,

18)

1068 D 12 ( 9)

1,2層

(本文161頁,図版111)

椀B 口14.9 英,長明褐堅
底 6.3 細礫

局 5.3

灰

胎士.はAだが

やや精良

胎土はAだ力1

やや精良

胎土に(英)を

含まずやや精

良,内面自然釉

胎土{:(英H長)

含むがやや精

良

堅

A 灰

(Π)

部

上師椀B

胎土

A

堅

434

1069 D11(24)土師椀B

色調

灰

U'1)

部

土師椀B

焼成

堅

底 5.6 英,長淡褐堅

細礫

273

C

遺存

1/4

灰

7 S115

毅土上暦

8 S1802

カマド付

近

9 A8 (18,

23) 2 眉

O B13(4)2 士師椀B

層, B12

(25) 2 府

B

底 4.8 英,長茶褐堅

坐(細

細礫

012.8 英.長茶褐堅

手法

底外へラ

切り

底外へラ

切り

底外へラ

切り

45

堅

灰

2/3

ロクロ,胎土はA,須

底外回転恵器窯焼成?

糸切り狼沢2号窯に

類例あり

ロクロ,甕の可能性,

底外回転底外にへラ記

糸切り号rxj

ロクロ,体部外面にへ

底外回転ラ記号「X」

糸切り

ロクロ,体部外而の

底外糸切部にスス

り(吊止の

可能性)

ロクロ,胎土精良

底外回転

糸切り

ロクロ,

底外回転

糸切り

堅

須恵無台キ不

備考

底部外面に墨

沓「大」

底部外面に墨

書,文字不明

底部外面に墨

書,文字不明

S1280 406

に同じ

S1 15 496{ニ

同じ

底部外面に墨

書,文字不明

外面C自然釉

S1 15-493 {:

同じ

S1802 852

に同じ

底部

全存

V6

須恵無台杯

A

土帥椀B

2 E12("

1,21チ1

012.2 長

底 4.7 雲飢)

高 3.8 細礫

011.8 長

底 4.3 小礫

高 3.6 細礫

海針

底10.2 英,長

細礫

底部

全存

灰

須恵無古杯口n4.5)

10

3 DI0(5)

1,2剛

4 DI0(4)

1,2層

1075 NQ2

堅

S11315 須恵無台杯

南北アセ

2層

S1440 須恵無台キ不

NQ2,南

西コーナー

S11500 須恵無台杯

N03,ア

ゼ3婿

S11500 須恵無古杯

N02,ア

ゼ3層

S1610 須恵無台坏

遺構上面

S1500 須恵無古杯

2 1琶

S1802 須恵無台杯

21科,3層

須恵有台杯S1 4

XNQ I

須恵有台林S1 310

1層 C

S175力須恵キ不蓋

マド上面

S11320 須恵無台杯

C区2,2

層その他

S1 339

3層

13

土師椀

V4

淡褐普通 V3

Ⅱ

底外へラ

切り

上師無台杯口18.0 小礫

細礫

土師無台キ不底10.4 細礫

淡褐軟

12

A 灰

1076

堅

14

13

土師鉢

納)黒堅

褐{外}

1炎褐

赤褐堅

B 8 (24,

25)

V8

107フ

14

土師

Aloa6)土師長甕B

表土,試

掘坑

16

012.4 英,長淡褐堅

底 9.0 雲(細

高 8.2 小礫

肩19.0 英,長淡褐堅
雲御D

小礫

022.4 英,長茶褐堅

高35.1 雲(細

小礫

15

内面ミガ

キ,黒色

処理

赤褐堅

口緑外而じ重

ね焼痕,外lm

{二墨沓,文ヨ'・

不明

S1 1315 274

に同じ

1 10

16

V4

17

底外ロク

ロケズリ

非ロクロ一部

欠

内外面赤彩

18

S1 440

に同じ

細礫

内外面赤彩

19

V8

836

内面部に炭

化物,外面

部にスス

20

S 1 1500

に同じ

ロクロ

34

579

21

S 1 1500

じ同じ

ロクロ

580

外面じスス

S1 610 83に

同じ

S1 500-632

に同じ

S1802 -851

に伺じ

S1 4 -545 に

同ビ

S1 310-613

に同じ

S1 75 417に

同じ

S11320 724

C師}じ

須剌無台杯1 S1 339

に同じ

壺

8
6

4
3

底
高



土製品(本文165頁,図版113)

番号地点種別譽種法量胎土

I S11000 土製土管底11.6 英,長

カマド 雲(細
^
ロロ

小礫;舌, NQ6

カマドア

セ、

土製土錘長4.3 細礫淡褐堅完形

径 1.3
^

ロロ

重 6底

士製土錘径1.7細礫茶褐堅部

重 9g
に1

欠t1訂

土製土管口Ⅱ.0 英,長淡褐堅2 S11000

カマド西 雪細)品

括 小礫

3 B9(12)土製土管待Ⅱ.5 英,長淡褐堅

小礫1,2層品

土管口12.0 英,長淡褐堅 1/24 D 11(21,
雲(細22) D12
中礫

(1,2)1,2層 小礫

底12.1 英,長 1炎褐普通 1 4

細礫

須恵質,内面

にさび,外面

C製鉄の際の

溶解鉄が付着

欠

Ⅱ 径 1.6 英,長灰堅

重 88 欠

土製士錘長 4.3 細礫淡褐堅12 元汗,
ヒ,

径 1.3口Π

電 7g

13 S1402 土錘長4.7 細礫淡褐普通完形

カマドNO 径 1.0

重 4g5

士製土錘径 1.0 細礫暗褐堅14 S1435

4層
^

重 4gロロ

15 828カク土製土錘長3.3 英淡褐堅 元升,
^

径 1.3 細礫ラン ロロ

重 5g

16 S1435 土製土錘長3.3 細礫淡褐堅完形

径 1.1
^
ロロ

重4.5g

S1 435 土製上錘径1.2英淡褐堅部17

3層 重 5g 雲御1)
^

欠ロロ

細礫

径1.3雲(細淡褐堅部

重 4g 細礫 欠

須恵質,外面

に自然釉

色調

淡褐

焼成

堅

5 C7区土製土管

1,2眉
^

よ罪1

6 D9区排土製

土 ■1
ロロ

遺存

1/4

手法

ロクロ

7 S11320

C区2,3

層

B8(22)士製土錘

2層
仁1
ロロ

備考

体部外面部

スス

13

18

特殊士口 8

管

支脚

8 S1 1124

南北べル

土錘

番号地

ロクロ

13

9 C11(フ),土製支脚?底 8.4

2婿
Eコ

ロロ

士製支脚

4長淡褐堅

細陳

(本文166頁,図版116)

点 器種法量胎土色調焼成遺存

土錘長7.0英淡褐堅完形

径 4.7 小礫

重155g

土製士錘長5.4英明褐堅完形

径 4.1 小礫
仁1
ロロ

重Π5g 細礫

士製土錘長2.6雲(細茶褐堅完形

径 3.4 細礫
^
ロロ

重28宮ロクロ

I S1 1167

柬西トレ

ンチ3層

口rl

10 S1280 土製紡錘車

2胴
^
'肱1

非ロクロ

Ⅱ A3a7,土製紡錘車

18) 2,3層 品

2 排土

底4.2 英茶褐堅

雲佛lj

細礫

S1435 士製土錘

南北トレ品

ンチ

淡褐堅

ロクロ

15

外面へラ

ミガキ

12

3 S1 41

SKI022 土製紡錘車

上層 品

ロクロ

左右対応する

2点に突起が

ある

外面へラ

ミガキ

英,長茶褐堅

細陳

13

4 土製土錘長 2.8 雲(細茶褐堅完形S1 41

3層 径 3.0 細礫
^
ロロ

重 25g

EI0,2層土製土錘長3.3英茶褐堅完形
径 2.9 細礫

^
ロロ

重30g

レ土製土錘長 2.8細礫茶褐堅完形

径 3.0
^
ロロ

重24g

19

CI0(25)土製

2層
^
訂訂

英淡褐堅

雲(細

S1401 士製士錘

274

5

英淡褐普通 12

雲(細

細礫

M

13

^

ロロ

細礫 i炎褐堅1.0

2g

D7排土土製

鍛冶関

迎

15

底外木葉

痕

6

手法

英,長淡褐堅

雲御1)

小礫

長茶褐堅

小礫

FI0ト

ンチ

部

DI0(2)

1,2眉

欠

部

に■
011

7

備

FI0ト

ンチ

元形

考

1/4

レ上製土錘長2.5英茶褐堅完形

径 2.8 細礫
^

ロロ

重 15g

8 表採

外面上部

にスス

英淡褐堅

舌(細

褐堅

9

土製士錘長4.4 細礫淡褐堅完形
^

径 1.5ロロ

重 9g

A 12

部

小礫

10 表採

V2

別
製

種
土
品

製士
品

淡

部一
欠

細

英
雲

製土
品

製土
品

礫

英
雲
細
制

製土
品

径
重

弄完



遺構別索引

遺構

SI

位置

SI

遺

実測図説明

A2

4

SI

A3

3・12

5

SI

構

写真

131

A3

3・12

6

48

SI

3・12

B3

7

49

実測図

SI

遺

説明

A4

3・13

129

8

49

SI

93

物

観察表

263

87・88

3・14

129

B3

9

142

SI

132

133

写真

179・205

217・219

222

178・185
204・216
222・224
225

17フ・188

189・222

10

B3

3・13

136

SI

55

1)索引の順番は種別にかかbらず遺構番号による。
2)ここにかかげた項目は遺榧ιそれより出土した遺物に関係する箇所を尓す。
3)実測図ι写真は図版番号,説明と観察表は本文の頁てある。

物構 遺遺
位置

観察表実測図説明写真実測図説明

153
26292 141E941 66フ・29

155

B2・3

260

11

86・87

3・13

134

111

SI

遺構

C ・ D

4・5

D ・ E

4・5

246

83・84

12

3・13

133

135

SI

SI

259

14

75・76

59

4・15

132

90

111

SI

SI

17フ・203

C・D6

258

15

4・15

126

107

42

SI

59

17フ・185

202・218

223・224

17フ・183

187・198

SI

255

D5・6

16

E9・10

4・17

157

60

SI

245

247

92

SI

271

E6・フ

17

E9・10

4・17

141

70

SI

フ・29

85

148

159

SI

213

D6・フ

262

D・EI0

18

4・22

135

71

SI

フ・29

65

SI

178・205

217

178・200

219

17フ・190

218

17フ・199

219・226

178・200

216・223

225

214

D・E8

259

20

78・79

4・22

118

72

DI0

SK

フ・31

153

66

SI

171・174

17フ・181
188・221
223・224

246

250

24

フ・24

F8

128

74

SI

6・31

155

D9

85

172

68

106

SI

256

27

フ・24

E8

134

275

写真

179・205

220

107

乃

SI

6・27

D9

157

155

68

SI

90

C・D8

259

29

C・D9

フ・29

151

156

80

270

60

6・27

SK

157

89

139

64

48

SI

D・E9

150

151

213

270

31

D・E9

6・23

138

261

81

106

67

51・59

6・27

SK

154

64

90

SI

178・187

204・216

171~174

176

E・FI0

260

32

6・28

155

90

114

243

82

60

76・フフ

6・28

SI

D9

63

SB

178・184

201・218

270

245

248

33A

フ・28

E9

128

85

65

6・28

SI

D9

127

65

SB

2Ⅱ

171・174

182・189

17フ・187

197・220

255

D ・ E I0

33B

E9

255

65

97

155

6・28

SK

7

65

81

SI

184・191

223

34

フ・29

E9

124

98

78

D9

6・31

155

SK

130

107

64

S B 1α)

253

39

フ・29

D8

257

154

65

D8

6・27

155

157

69

SK

17フ・200

225

194

102

(106)

153

155

269

D・E9

フ・24

270

E9

66

6・23

64

S K 1鳴

17フ・211

213

E 11

(25)

153

フ・29

159

61

フ・28

60

158

SK
108

(107)

271

151

148

159

140

271

E 12

10・42

66

65

S B 1佃

214

262

EⅡ

(20)

140

10・42

フフ

S B 110

205

262

E I0・11

159

10・42

フフ

S K 113

205

271

E 11・12

158

フ・40

フフ

S 1 115

214

271

E12(5)

9・39

158

75

S B 2聖

181・214

217

271

E 12

10・42

75

S B 2能

214

D8

9・39

166

フフ

S 1 紛3

245

6・22

D7

163

74

173・176

167

4・22

D7

59

52・56

57

148

4・22



遺槽

S 1 280

位置

S 1 299

遺

実測図説明

D6

S B 309

C5

4・17

S 1 310

構

写真

140

163

136

138

A4

4・15

S K 311

54

B4

3・14

S 1 314

52

実測図

80

A4(5)

遺

説明

130

3・14

S 1 325

物

観察表

B4

3・42

S 1 336

95

256

A5

写真

17フ・183

198・225

S 1 339

144 264

A6

S K 340

遺構

179・207

B6

135

S B 355

140

S B 570

261

B6

136

S 1 360

位置

S 1 595

179・203

225

D6

遺

実測図

6・33

137

S 1 401

124

106

C I0

S 1 600

B5・6

253

4・17

137

S 1 402

156

58

B I0

S B 604

説明

70

187・195

構

写

270

C8

5・16

138

S 1 429

Ⅱ3

BⅡ

8・31

S 1 610

213

C7

247

A ・ B

13・14

10
B

Ⅱ

BⅡ

a4)

5・21

真実測図

S 1 435

53

131

8・32

166

S K 621

68

189

B・C7

257

5・21

S 1 439

58

159

遺

説明

193

11・35

S 1 630

70

201・220

225

B7

272

5・20

物

観察表

S 1 440

57

93

8・32

162

S 1 640

72

54

B7

5・19

145

S 1 458

142

95

BⅡ

8・42

S 1 650

69

写真

92

61

B7・8

144

149

263

5・19

S 1 462

144

C・D8

53

8・32

246

162

S 1 660

フフ

115

179・206

264

B8

5・19

143

S1開3

173

91

72

C8

249

6・23

60・61

S 1 670

70

179・207

C8

246

5・25

S 1 500

124

100

190

C8

6・23

162

S B 730

59

115

174

141

145

C8

5・21

253

S 1 502A

150

53

C9

248

6・23

149

S 1 741

59

61

196

C9

267

5・21

181・187

221・225

160

S 1 502B

58

101

91

D 12

6・27

S 1 752

59

115

58

C9・10

210

143

146

245

6・23

S 1 560

58

150

CH

249

9・38

53・90

S 1 753

63

H4

C9・10

172・176

267

6・31

62・63

146

60

126

187・194

DⅡ

11・32

248

91

140

180・186

210・222

224・225

S B 770

74

53

B9

6・31

254

69

Ⅱ6

190

246
261

D

9・37

247

S B 790

70

107

91

17フ・197

8・25

249

172・178

200

69

CH

9・37

246

S X 7飾

73

109

181・192

222

157

276

62

174

D

270

63・64

9・33

189

S 1 802

73

160

152

153

262

C・D11

213

87

272

9・37

S 1 803

71

117

68

205・225

243

Ⅱ9

215

B8・9

250

9・43

S 1 804

73

121

171~174

176

98

17フ・182

191・220

221・223

17フ・194

216・222

179・207

217・218

221

250

125

B8・9

251

8・26

S 1 805

78

147

191・224

254

B9

265

8・26

S 1 806

巧9

63

109

17フ・185

B9

8・26

153

S 1 807

62

160

50

B・C9

8・25

272

153

63

102

90

215

8・26

B9

244

153

61

151

74

171・176

8・26

267

153

63

126

57

180・2Ⅱ

217・225

254

153

63

113

106

17フ・198

247

153

155

67

188

270

120

57

180・186

213

251

113

1
2

1
2

ー
ー



遺構

S 1 8和

位置

S 1 850

遺

実測図

B・C7

S B 870

構

説明写

S 1 1000

( S K 701)

S n010

5・20

C7

B・C7

4・21

57

真実測図

D I0・11

5・20

144

57

S K I022

遺

説明

144

146

D I0

9・34

101

S 1 1100

物

観察表

CⅡ

( 5)

9・34

144

151

S 11101

99

161

162

267

A3

9・42

乍真

148

S 1 1124

180・207

266

68・69

A3

3・12

161

S B1161

179・186

209・216

220

遺榧

C 11・12

27フ

3・12

122

S B 1162

52

S 11300

C・D12

252

9・36

位置

108

91

S B 1165

S 11302

17フ・195

216

C ・ D

12・13

245

遺

実測図説明

9・38

158

S 1 1166

94

AI0

S 11304

172・175

C 12・13

271

165

9・36

143

S 1 1167

95

A9

8・30

S Π307

214

柳

写

263

F 12

165

9・36

144

S Π168

51

A9

8・30

67

S 11311

179・206

真実測図

264

F 12

10・41

89

A8・9

S Π169

8・30

155

S 11312

179・186

206・221

171・172

175
244

F 12

10・41

遺

説明

S 11181

A 11

8・25

156

S Π313

72

物

観寮表

10・41

FⅡ

168

S B 1199

AH

156

S B 1314

125

120

168

10・41

F 11

106

S 11200

B 11

254

8・30

152

写真

S Π315

142

103

~105

10・41

D 12

196

154

S 11201

AⅡ

11・30

263

156

68

S 11320

157

73

269

A・B12

179・206

9・38

B7

152

S 11202

50

270

8・30

156

68

125

S K 1337

61

210

180・184
212・213

217

171・172

175・176

268

A7

181・213

5・19

107

88

S B 1229

B13

11・35

254

156

68

S B 1370

115

58

17フ・186

197

A7・8

244

5・18

157

107

S B 1241

11・35

B 12

249

156

71

S K13乃

Ⅱ4

107

271

A7

190

5・18

157

S B 1280

C 12

11・42

248

163

72

S K1398

156

184

C 13

( 8)

C 12

a6)

B ・ C

12・13

271

189

A8

5・18

S 11281

270

H・36

163

S B 1450

フフ

71

181

181・213

A8

5・19

102

96~98

H・36

164

124

72

S 11460

5・18

A8

152

56

100

253

U・42

164

78

145

S 11461

54

268

196・225

179・208

209・224

225

143

5・19

149

55

264

F 13

11・35

165

フフ

S 11471

92

180・210

216

266

143

56

246

10・40

F 13

72

S Π朝0

180・210

175

10・40

F 13

164

75

S 1 巧00

F 13

10・40

168

75

S B 1535

10・40

49・99

F3

168

75

S B 1570

89

149

C 13

75

巧

70

243

266

9・36

F8

123

52

107

174・180

209

183・194

219
253

フ・24

73

156 270

61

89

181・213

243

138

171・173

174

178・204

222・225
261

5
 
9
 
0
 
1
 
0
 
1

ー
ー
ー
ー
ー
ー



図 版

凡例

1. ここにはおもな追構 ・迫物の実測図と

写真をおさめた。

2. 実測図については巻頭の凡例を参照さ

れたい。また，迎構実測屈については本

文42・48頁，迫物実測図については本文

106頁を参照されたい。

3. 遠物の番号は縄文 ・弥生時代，古墳時

代，奈良 • 平安時代の土器，墨害土器，

土製品，金屈製品，石製品：：：：、とに通し番

号を付し，写真にもその番号て示した。

4. 遠物写真の左下と土器右下の番号は迫

物番号を示す。

5. 造構 ・追物実測図の図版下の本文，観

察表の頁はこれに関係する箇所を示す。





図版 2 遺構配直と遺構全体図 (1-9)の割付図

A
 

B
 c

 

D
 

E
 

F
 

I_ 

2 I I 1 II 0 
巳）

逆 I SI 1500 

3 I ¥叫 Sl,4 ,.-_ 

贔酎
,11 [fl 呂日"⑮ 

[fjJ (f) 
〇品

5 ⑲ 

30 
6 

7
 

R
 

8
 5

 

SB咽

II 

12 ,~ □ 〗叶涵翌 I I 
I I 

、/ . -8 
13 

謡 、／

I ヽ
， 

14 

゜
30rn 

I 
網目：古項時代



遺構全体実測図 I I: 200 図 版 3
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図版 4 遺構全体実測図 2 I: 200 
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遺構全体実測図 3 1: 200 図版 5
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図版 6 遺構全体実測図4 I: 200 
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遺構全体実測図 5 1: 200 図版 7
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図版 8 遺構全体実測図 6 I: 200 
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遺構全体実測固 7 l: 200 図版，
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遺構全体実測図 8 I: 200 図版 10
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遺構全体実測図 9 I: 200 図版 11
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図版 12 遺構個別実測図 l I: 80 SI I、SI4、SIS、SI1100、SI1101 
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遺構個別実測固 2 I: 80 SI 6、 SI8、 Sl9、 SI10 図 版 13
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図版 14 遺構個別実測固 3 1: 80 S17、 S6309、 SI310、 SI314 

a釦

＇ ~· 

b
 

b' 
ー 5.30 •

w
 sc
・s
 
,~

— 
3
 

('J 

． 一 SI7 

言'"
~ 5.60~ 

5 

SI 7カマド

4

5

6

7

 

念
国
拭

<

廿
坦
叫
翠
塑
｀
C

(
～

1

帆
廿
淀
叫
翠
智

c

N

+

I

`

2
 

念
9
乏
g
o
z

念
心
べ
（
ら

1
s叫
撃
榛

一

A

ト

R
L
 
I
S
 

1 黒褐色砂
2 摂灰掲色砂

3 黒褐色砂（かなり し

ま＇）あり Lより黒味
うすい）

3'茶掲色砂（しまりあ
り、 3より明るい）
暗茶福色砂
黄茶掲色砂

暗褐色砂
淡茶褐色砂

•~ 

a
 

” 
旦.50mq̂

 

.... 

SI 310 

一‘‘ 

~ 

□
 

＇ ヽ a

~\ ~ 
こ一

.,.,.-:';-.-:-,.,. 

1:-:-:-:・・ ・・・・・・ ・・・-・・. 
---t'・ ー： .::::;:;::::::::: ・図．•羽．：：．：

2- Sl3~ ー一這謬こ ぶ

6喜 5 一 6.IOm 

/ 

グ／／／／グ//////////,,ククク1//////,'//"・

1 黒椙色砂 4 

2 暗褐色砂 5 黄
3 黄灰色砂 6 

a ► 

~ 3 

~~SM• 

1 暗摘色砂

2茶褐色砂（しまりなし）
3 淡茶褐色砂
4 賀茶色砂

>
州
口
目
B

。
10 

d̀ 

曰巳

カマド
1 赤褐色粘質土
2 暗褐色砂（焼）

3 赤褐色砂（帖土を含む、焼）
4 暗謁色砂 （やや焼けている）
5 暗褐色砂

． ~ a 

a• 
-,  
6., 

笏念：

SI 314カマド

二疇富~-

。 I :80 3m 

。
I :60 2m 

本文 51-52頁
（カマド）



遺構個別実測図 4 I: 80 SI 325、 SI1500、 SI299、 SI11、 SI12 図版 15
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図版 16 遺構個別実測図 5
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遺構個別実測図 6 I: 80 SI 14、 SB355、 SI15、 SI280 図版 17
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図版 18 遺構個別実測図 7 l: 80 SI 1201、SI1202、SB1229、SB1280 
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遺構個別実測図 81: 80 SI 1200, SI 435、Sl440、SI439、SI1281、SB1241 図版 19
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遺構個別実測図IO1: so SI 850、 SI402、 SI401、 SI462、 SI483 図版 21
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図版 22 遺構個別実測図III: 80 SI 17、SI16、SI263、S8262、S8252
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遺構個別実測図12 I: 80 SI 650、SI660、SI640、SI27、SI98、SI500 図版 23
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図版 24 遺構個別実測図13 I: 80 SI 20、SB1570、SI18、SK34
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遺構個別実測図14 I: 80 SI 458、 SI805、 SI1307、 SI560 図版 25
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図版 26 遺構個別実測固15 l: 80 SI 803、 SI802、 SI804、 SI806、 SI807 
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遺構個別実測図16 I: 80 SI 670、 SI75、 SI72、 SI74、 S897 図版 27
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図版 28 遺構個別実測図17 l: 80 SI 82、SI29、SI81、SI80、SB100、SK31
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遺構個別実測図18 I :so SI 33A、 SI33 B、 SI41、 SI42、 SI60、 SK39、 SK24 図版 29
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遺構個別実測図19 t: 80 SI 1302、SI1304、SI1300、SI1313、SI1311、SI1312、SB1314 

:o, 
~
os
·g 

|
 

『q

叶
SI 1302カマド

三--¾.,..
SI 1302カマ ド

l 賀褐色枯質土

2 茶褐色枯質土

3 暗赤褐色枯質土

（やや焼けている ）

3十貿色砂

疇~+5,

。

SI 1304カマド

1 暗焚茶色帖質土

2 暗茶褐色枯質土

3 2十茶色砂

4 黒褐色砂質土

（カマドではない1

I :80 3m 

゜
I :60 2m 

（カマド）

（
べ

州

(

9

こ
さ
叫
や

1
〉

T

、
S
如

念
迅
柊
抵

c

ザ
．
森
咀
悶
）

念
9
季
g
o

.N

店
．送
9
．翠
榛
）

念
咀
翠
宦

N

念
9
翠
榛

一

Z
O
C
I
 I
S
 

u
9
 

SI 1313 

~ 
• 974 

•a 

｀ 

（
心

叫

1
〉

念
叫
抵
室

<

念
9
柊
捩
宦

c

心
9
季
柊

～

T
)
念
叫
翠
皆

一

£
1
£
1
 I
S
 

w
o
s
・s
 

8
 

~ 

P̀
9
 ＇ 

,
I
I
I
 

，
＇ 

ヽ

ー

SI 1300 

" 

-̀c
 

SB 1314 

r 
ヽ .. 

一 7.00m

SI 1300カマド

b
 

ーデ1///,
~ 

// SI 1300 
1 暗褐色砂

2 暗寅茶色砂

(IIとんどまじりなし）

3 茶褐色土

（帖土まい）よくしまる）

4 賀茶色砂 （しまりな し）

土

ド

土

質

マ

牧

帖

色

砂

力

枯

色

褐

色

m
0
0
色

褐

赤

茶

8
0
1
3
黄

茶

暗

賀

＂ ゜
8
 

6
ー

6

S

1

1
2

3

 

ごc 
SI 1312 

本文 67-68頁

SI 1312カマド
~ .,, 

~ 2 • • 

三三五ば
2 暗福色砂

2
 

土
土

質
質

粘

粘
色

色

A

P

m

 ゜
0
1
1
褐

褐

6
1
3
赤

賀

r
-
S
I
I
2
 

フ

-:SIf“
一

廿
U
＃
心
榛
一

A

卜
R

£
1£
1

I
S
 

... 
,,~ 

冒

（
 

（
 

E
 0
6
"5
 

3 黄色帖質土

4 明茶褐色枯質土



遺構個別実測図20 I: 80 SI 71、 SI595、 SI70、 SB85、 SI502A、 SI502 B 図版 31
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遺構個別実測固2 l: 80 SI 600、SK620、SI610、SI630、SI741 
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遺構個別実測図22 I: 80 S8570、SB770 図版 33
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図版 34 遺構個別実測図23 l : 80 SI I 000、SI1010 
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遺構個別実測図24 I: 80 Si 1315、 SI1320、 SB1450、 S8604 図 版 35
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図版 36 遺構個別実測図25 I : 80 SI 1124、 SB1370、 SB1162、 SB1165、 SB1535、 SK1373 
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遺構個別実測図26 1: 80 SI 752、SI753、SB790 図版 37

c' 
ー 5.60m 

.1'
,
 

C ► 

~ 

SB 790 

7 

b 
SI 753カマド

ー一~易~,,,.

SI 753 
1 暗褐色砂

2 暗茶褐色砂

3 暗楼色砂（黒褐色斑点含む）

4 茶楳色砂（まじりなし）

4'茶椙色砂 （まじりなし、 4より

やや明るい程度）

5 黄灰色斑点＋＇熊掲色斑点

6 暗賀掲色砂

7 貧福色砂

8 茶褐色砂
9 明茶褐色砂 (t占土混じり、よくしまる）

10 貰茶色砂

II 黒褐色砂

， 
◄ C 

•9C

.5

— 

3
 

S
I
 7
5
2
 

-
3
苓

{
f

2
 11~ 

李

t
e

（

↑

〈

L

四
斎
¢b̂
1ふ）

3

滋
姦
è
8渫
溢
十
潟

¢
U浪
邑

4

忌
装

e『
)

5

津

e忠

6

潟
料

è
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図版 38 遺構個別実測図27 1:so SBll61、 S6730, SB 1199 
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遺構個別実測図28 l: 80 SI 115、SB110 図版 39
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図 版 48 古墳時代土器 2 SI 502A (2)・SI 70 
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奈良•平安時代土器 3 SI I I 5 (2) • SI 804 • SI 807 図版 57
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奈良•平安時代土器 7 SI 610(2)・SI 600• SI 630・SI 1311 図版 61
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奈良•平安時代土器 9
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ài 
爬

1!11 

儡
SI 4 (2・3・5・6) 

SI 7 (I) 

Si 560(4) 

霞塁

ロ

561 
疇鬱

3 551 6
 



図版 186

841 I &40 

奈良•平安時代土器土師器甕

l ~4 1: 4 
5~7 1:3 

^

囀

)

314 2 701 4
 

SI 440 (I・3) 

SI 805(6) 

SI 850(5) 

SI 1101(4・7) 

SI 1307(2) 

?
J
 

c̀
9
 

‘ー 5 951 6 699 ー



奈良•平安時代土器土師器甕 図版 187

1 : 4 

82 595 4 77 

翫

360 2 80 

~ 

SI 8 (3) 

S160(4) 

SI 72(2) 

SI 314(9) 

SI 610 (I・ 5・7・8) 

S1630(6) 

5 81 8
 

345 3 91 6 271 

，
 



図版 188

12 

16 

• ・`ヒ 18 

『り

i
 

15 

亡

奈良 •平安時代土器

1:3 

SI 5 

22 24 25 2 SI 115 

~ 

i!PI唸’心--“注"'""'"'=' ' ~-;<N4-,..,-,、.....',. · • .. 
一 占．． .、、や9心：虎

• • 一 ． ． 
.... 

'.' 
.、,•. .. ~., 

孔・
ムや t 

32 

西

31 

37 36 

｀ t 
38 
曇 3 S 11 15(31•32) 

SI 804(36-40) 



奈良・平安時代土器
図版 189

一・----: ー ト—._c,些-~一
1: 3 

ヽ

I SI 33E 
53 

＇ 
/"  41 口

2 SI 5 (2・3・5) 

SI 71 (71) 

SI 807(41-43) 

SI 1312(59) 43 

3 SI 71 



図版 190 奈良 •平安時代土器

1: 3 

SI 600(86-89) 

SI 640(60・61) 

SI 1311 (93・94) 

141 

143 

142 

144 

152 

ISi 

157 

内
154 

2 SI 12 

3 SI 12土師舘



奈良•平安時代土器

1:3 

図版 191

SI 20(365•366) 

SI 741 (126-129・ 

134-136) 

126 

~,;L . .;_,,.. ャ.;~~

~5 

134 

盲員

｀ 
163 

.̀
‘
 

す
A
`
 s

 

2
 

SI 502 B 

3
 

SI 502 B土師器

108 
ロ

172 

180 



図 版 192 奈良・平安時代土器

IOI 

~0 ・、・., ・;, .. ,.<: ヽ ．
;な.'- •. ,. 
... ・.,,.;; ふn

98 

1: 3 

100 

10 --・・ 
96 SI 462須恵器

4
 

2
 

Cr:
J
 

ヘ-』

ダ言で箋
f.~ 盃

122 

105 
110 

121 

'Ill, .. 

111 

2 SI 462土師器

叫

霞
r.,. 

115 
117 

3 SI 462土師器

I 16 



奈良・平安時代土器

1:3 

182 

181 

図版 193

193 

186 

SI 806 

2 SI 806土師器

i:l<o.,, 
闘＆

a
 

Z涵

疇 189 

3 SI 806土師器



図版 194

19S 

198 

奈良 •平安時代土器

1: 3 

SI 752 

212 

210 

．
 

.̀
 

ゞ
｀
，
 l

 

ふ．
1
-

．`

A

、5

•
• 

パ
｀
苓
、

．．
 

ぶ
〗
棗亨

1

~

．ゞ．．
r

一、．

が．
＇ 

i
 

＇ 
，
 

208 

O' 

254 

261 

262 

264 

ゞ

．入

鴫．

263 

267 

2 SI 27(261-267) 

266 SI 752(208-212) 

3 SI 630 (92) 

SI 1461 (254・257 
-259) 



W
 

"' 

s 1  1  o
o
o
~
~
ira

 

S I  1 0 0 0 廿 翌 臨

S I  3 1 4 ( 2 6 8 - ｀  2 7 1 )  

S I  I O
O

O
H

ili ~
 

(2
1
3
•2

3
3

· 2
4
7

- 2
5
3

) 

f-
' .. C,
l 

2 念

2 6 1  

"' 

2 4 6  u  
2 4 5  

— ー ー 占 置 8

；  
2 4 4  

．．． 
2 2 3  

2 2 0  

i  
2 2 3  

2 3  

2 3 2  

2 2 1  

2 2 !  

¥  

‘ 、1
し A W , u _ , i，  

， ヽ

2 2 9  

．
 漑 畑 ・ 柑 州 堀 念 廿 眺 回 森 1 9 5



図版196 奈良・平安時代土器

1:3 

293 

SI 429 

i
,．

1
 

J
吹

“
 

｝
 月

3
J

300 

2 SI 1300 

"'"'3 SI 1315 



奈良・平安時代土器

1:3 

図版 197

SI 458土師器

312 

醗

1111111'! 

JOE 

璽

SI 72須恵器 (349・353
・354) 

SI 1307 (305-307 
• 309-313) 

353 

355 

・-・・  ● ,,'"  -....-

- - ,, <TL  

--→9 

SI 72士師器

ぶ,,..—- -'~ .... ---
戸;.,1_~~-~' 

一357 



図版 198

三車""

“ 
,
 

"'II 

彎
I'll 

8
 ,.a

 一、F 胃遍l

駆配――

'
 

~ 

330 333 

329 

奈良 •平安時代土器

1: 3 

327 

... 

応
SI 803土gjfj器

“ 340 

337 

33g 

2 SI 8 

3 SI 280 



奈良•平安時代土器

1: 3 

図版 199

三

四

,'~ .. "'' 374 ---SI 14須恵器

2 SI 14土師器
400 

394 

-385 

375 

l ...  

QQ 

3 SI 14土師器

~ ~~'.~ 

388 

三
ミ
＼ 

383 

383 

383 

,ー

゜
!'-~ r· ......、•、」

ら・
.r- . 

＇ふ~..... ;.・ 、 9

造
399 

393 

389 



図 版 200

411 

p 

413 

-,; 
~~ ← 

,,.?""- 41.4 

430 

.. ．． 4ze 

426 ~ “ 425 

508 

詈
510 509 

495 
51 i 

． 

・`
’‘ _,r ．． 

41g 

奈良•平安時代土器

1:3 

419 

嘉
~41$ 

418 

415 

601 

~ 

SI 75須恵器

2 SI II (514-517) 

SI 75土師器
(422-430) 

3 SI 15 
(495•500· 507- 511) 

SI 650 
(599・60 I・602・605) 



奈良•平安時代土器 図版 201

1: 3 

446 
445 

455 

.』2
-454 

45C 

447 

44~ 

｀ 
SI 339 

響璽
"0 

434 439 

2 SI 339須恵器 44! 

56~ 

“ 
570 

573 

3 SI 17 571 



図版 202

ロ

459 

畠,;, ・-

: ~,:,;,、~··ノt.・¥, 
,,.'.. > 鴫,(~)
f~ 

468 

＇ 

奈良 •平安時代土器

1: 3 

473 

SI 7 

2 SI 7土師器

---=---

471 

嘔
-~84 

461 

3 SI 7土師器



奈良 •平安時代土器 図版 203

1: 3 

SI 6須恵器 519 

5,29 

2 SI 6土師器

618 

3 SI 310 
60! 



固版 204

？
 

554 

S53 

奈良•平安時代土器

1: 3 

, . SI 4 
556 

539 

59 

537 

596 

54,0 

597 

鵬
598 

SSi 

577 

2 SI 4 

3 SI 60 

(591・596-598) 

SI 1500 

(577·578•58 1) 
58・1 



奈良 •平安時代土器

1:3 

SI 33 

2 SI 10(638-641) 

SI 500 (629-631 
・633-635) 

3 SI I (671・673-675) 

SI 41 (642・643・647 
・649・650) 

620 

-.,,, -~.... ._,J 
621 

621 

635 

647 

；を

'-,: 

豆~— • I 

‘ ヽ ．

621 

624 

629 

図版 205

ー
--

~.,, 

649 



図版 206

.'-' 

686 

685 

奈良•平安時代土器

1: 3 

658 

j
)＇,`、

~ 

659 

661 

． 

SI 36C 

694 

693 2 SI 1100 

3 SIIIOO土師器

(692・695) 

SI II O I (700) 

SI 1302(668•669) 



奈良•平安時代土器

1: 3 

SI 299 (702-704 
•706· 707) 

SI 840 (843・845 

-848) 

2 SI 401 

、.

-、
107 

713 

772 

響

3 SI 753 

706 

ー藝
708 

713 

710 

784 

図版 207

846 

845 

._, 
848 

編
715 ,,. 

71 
719 

783 

780 

783 



図版 208
奈良 •平安時代土器

753 

1,1 

742 

741 

74J 

751 

.. 
74g 

731 

-~ 

口

1: 3 

748 

745 

736 

r ¥ I. -,' (,'~ -
， ， 

1 . ・~―;ゞ '-'、
、、

729 .. . . 
』 727 I 

733 

＾ 
塵，"

I SI 1320須恵器

125 

一コ m 2 SI 1320須恵器

_,,._ -

r 763 

761 

760 

756 

~ 751 

755 
3 SI 1320土師器



奈良・乎安時代土器

1:3 

図版 209

798 

It C昌置lf..... ・-!';.,; ぶ-

ぞf"-‘ '• 

ャ.•,、(.,.,乙.'". ./ '\'・ジ~ , ゞが" 

801 

SI 1460 ,t.:c:'T" そ.,.三. ・~ーふ・,._,.._ .. 808 
．,.. ． 806 

800 

7SB 

ヽ

2 SI 850 

3 SI 1320土師器



図版 210

． 

945 

861 
947 

奈良 •平安時代土器

l: 3 

873 

946 ” 87~ 
876 

I SI 1166(944-947) 

SI 1201 (867 •868· 871 
・873-876) 

828 
824 

830 

C
]
 

820 

4-
贔

2 SI 435(823-832; 

SI 440(837・838) 

3 SI 1202 



奈良 •平安時代土器

1: 3 

図版 211

859 

SI 802土師器
862 

置

”
 

2 SI 18(954-958) 

SI 802須恵器
(853-857) 

955 956 

~ 

954 

855 958 

857 

3 SI 29 

933 



図版 212

:-!',-k,.z~、 ．
I _ゞ1
e ・ヽ
會．

＼ 

:! 

｀ 
.f 

真懺"""'
• ． 

890 

892 

SI 1167須恵器

900 

口 ~ 
882 

． 
893 

895 2 S11167 

930 

908 

926 909 

~ 

901 

910 

888 

奈良•平安時代土器

1:3 

928 

3 SI 1167土師器



奈良•平安時代土器

1: 3 

図版 213

SI I 167土師器
915 ,918 

2 SI 9 (984・985) 

SI 42(963・964) 

SI 805 (949・950 
・952・953) 

SI 1304 (980) 

SI 1313(973•975) 
SI 1471 (972) 

3 SI 80(981-983) 

SI 325 (959-962) 

SI 670 (976・977) 

96) 

984 

rヽ

入
、’

•

9

-

~· ．、

．
 

り

．
 

，
 
．
 

À
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奈良・平安時代金属製品 1
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鉄滓の顕微鏡組織
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